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第 2 回社会思想史学会研究奨励賞の公示

　受賞論文（『社会思想史研究』第 36 号掲載）

　　松元雅和

　　　「規範理論における「現実」の位置づけ

 ――Ｇ・Ａ・コーエンのロールズ批判を手がかりに」　　　　

〈選考経過〉

　2012 年 9 月刊行の『社会思想史研究』第 36 号の公募論文には 14 篇の応募があっ

たが、最終審査を経て掲載に至ったのは 5 篇であった。このうち上記の 1 篇につい

ては、最初の査読段階でも、2 名の審査員ともに「Ａ」と判定され、高い評価が与え

られていた。審査報告には若干の修正意見も付記されていたが、これに真摯に対応

したリライトの結果、論旨はより一層拡充されている。

　本論文は、ロールズの格差原理に対するコーエンの批判を題材にして、規範理論

における理想理論と非理想理論の関係を解明することを目的とするもので、構成は

次の通りである。

　理想理論と非理想理論という枠組みを最初に提示し、次にその具体例として格差

原理をめぐる対立が挙げられる。その基本要因として基本構造と個人行動という区

別によって両者の相違が明確化され、最後に理想状態から非理想状態に焦点を移す

ことによって対立の収束をはかるという提案がなされる。問題の所在、両者の対立

点とその要因、そしてその解決案が、明確に提示されており、論理的で説得力のあ

る構成となっている。また、最後に論文の意義も明解に説明されている。参考文献

についてもコーエンのロールズ批判、規範理論における理想理論の位置づけに関す

る最新の文献が検討されていることが伺われる。

　編集委員会は、本論文が第 2 回社会思想史学会研究奨励賞を授与するに十分な水

準に達していると判断した。

　以上の報告に基づき、2012 年 10 月 26 日の幹事会は、松元雅和会員に第 2 回社会

思想史学会研究奨励賞を授与することを決定した。

　松元会員の今後の更なる研鑽に期待します。

 2012 年 10 月 26 日　

 社会思想史学会　
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社
会
思
想
史
学
会
は
一
九
七
六
年
に
創
立
さ
れ
、
ま
も
な
く
四
〇
年
を
迎
え
る
。
社
会
思
想
史
研
究
は
、

そ
れ
以
前
か
ら
各
分
野
で
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
本
学
会
の
創
立
は
、
各
分
野
の
研
究
者
が
一
同
に
会
し
、

そ
れ
ま
で
の
各
分
野
の
研
究
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
思
想
史
研
究
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
模
索
す
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

本
号
特
集
は
「
思
想
史
研
究
を
問
い
な
お
す
」
と
題
し
て
、
各
分
野
で
進
め
ら
れ
て
い
た
戦
後
の
思
想

史
研
究
を
引
き
継
ぎ
、
革
新
し
て
き
た
本
学
会
会
員
の
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。
執
筆
者
は
、
英
語
圏
の
啓

蒙
思
想
研
究
に
つ
い
て
田
中
秀
夫
会
員
、
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
主
義
思
想
の
研
究
に
つ
い
て
安
藤
隆
穂
会
員
、

日
本
の
福
沢
諭
吉
研
究
に
つ
い
て
安
川
寿
之
輔
会
員
で
あ
る
。

　

執
筆
者
が
研
究
を
始
め
た
時
代
の
当
該
分
野
の
支
配
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

日
本
（
あ
る
い
は
世
界
）
の
研
究
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
、
あ
る
い
は
継
承
す
る
こ
と
で
、
現
在

の
研
究
の
到
達
点
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
御
自
分
の
研
究
の
あ
ゆ
み
を

振
り
返
り
、
研
究
者
個
人
の
目
か
ら
見
た
当
該
分
野
の
思
想
史
研
究
の
総
括
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
分

野
の
研
究
の
乗
り
越
え
る
べ
き
現
代
的
課
題
は
何
か
、
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。
思
想
史
研
究
は
、

先
行
研
究
と
の
対
決
で
も
あ
る
。
思
想
史
研
究
が
時
流
に
浮
か
ぶ
泡
沫
で
は
な
く
、
学
問
研
究
の
王
道
を

い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
本
特
集
は
示
す
で
あ
ろ
う
。
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本
稿
は
「
英
語
圏
啓
蒙
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
」
を
「
思
想
史
」
と

し
て
サ
ー
ヴ
ェ
イ
す
る
こ
と
を
主
題
と
す
る
。
十
八
世
紀
の
英
語
圏
の

思
想
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
を
鳥
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
企
画

の
意
図
に
適
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
困
難
な
課
題
で
あ

る
。
筆
者
に
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
の
研
究
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
展

望
を
試
み
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
。

　

過
去
半
世
紀
（
一
九
七
〇
年
代
か
ら
の
五
〇
年
）
の
内
外
の
思
想
史
研

究
は
、
他
の
対
象
や
主
題
に
関
し
て
も
、
十
八
世
紀
に
関
し
て
も
驚
く

ほ
ど
進
ん
だ
。
か
つ
て
啓
蒙
思
想
と
言
え
ば
、
デ
カ
ル
ト
か
ら
ヴ
ォ
ル

テ
ー
ル
や
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ケ
ネ
ー
や
チ
ュ
ル
ゴ
と
い
っ
た
フ
ィ
ジ

オ
ク
ラ
ー
ト
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
あ
る
い
は
ル
ソ
ー
や
マ
ブ
リ
、
そ
し

て
何
よ
り
も
『
百
科
全
書
』
（
一
七
五
一
―
七
二
）
を
生
み
出
し
た
フ
ラ

ン
ス
啓
蒙
と
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
カ
ン
ト
や
フ
ィ
ヒ
テ
を
中
心
と
す
る

ド
イ
ツ
啓
蒙
を
意
味
す
る
の
が
相
場
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
で
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
が
広
く
認
知
さ
れ
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
啓
蒙
、

ア
メ
リ
カ
啓
蒙
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
啓
蒙
、
明
治
啓
蒙
と
い
っ
た
具
合
に
、

様
々
な
啓
蒙
が
語
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
か

大
ブ
リ
テ
ン
啓
蒙

）
1
（

と
い
う
概
念
も
使
わ
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
啓
蒙
と
題
す

る
書
物
も
あ
る
。

　

か
く
し
て
「
英
語
圏
啓
蒙
思
想
」
と
い
う
本
稿
の
主
題
も
成
立
し
て

お
か
し
く
な
い
。
そ
こ
で
十
八
世
紀
の
英
語
圏
、
す
な
わ
ち
英
語
で
議

論
し
、
著
述
・
出
版
し
た
十
八
世
紀
の
知
識
人
の
知
的
共
同
体
、
知
的

社
交
世
界
に
つ
い
て
の
過
去
五
〇
年
ほ
ど
の
研
究
を
展
望
し
て
み
よ
う
。

以
下
、
便
宜
的
に
な
る
が
、
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
、
一
九
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九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
と
分
け
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
時
代

の
流
れ
と
の
関
連
を
捨
象
し
、
研
究
史
だ
け
に
限
定
し
た
展
望
も
あ
り

う
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
は
、
過
去
五
〇
年
ほ
ど
の
時
代
の
流
れ
と
思
想

史
研
究
が
い
か
に
交
差
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
す
れ
違
っ
た
り
タ
イ
ム
・

ラ
グ
が
生
じ
た
か
を
問
い
か
け
な
が
ら
、
議
論
を
進
め
た
い
。

一　

一
九
七
〇
年
代
の
状
況

１　

学
園
紛
争
と
は
何
で
あ
っ
た
か

　

私
が
職
業
と
し
て
学
問
研
究
を
目
指
し
た
の
は
、
今
か
ら
遡
る
と
四

〇
年
ほ
ど
前
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
大
学
紛
争
が
終
息

し
、
大
学
が
再
建
を
迫
ら
れ
て
い
た
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
学
院

生
の
眼
か
ら
は
教
授
た
ち
の
苦
労
は
よ
く
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
大

学
の
再
建
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
共
通
の
問
題
も
あ
っ
た
が
各
大
学

に
は
独
自
の
問
題
が
多
数
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
四
五
年
に
第
二
次
大
戦
が
終
わ
り
、
戦
後
を
迎
え
た
日
本
は
ア

メ
リ
カ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
下
で
新
憲
法
の
採
択
、
民
主
化
、
経
済
の
再
建
、

そ
し
て
六
〇
年
安
保
、
経
済
の
高
度
成
長
と
急
速
な
社
会
変
化
を
遂
げ

て
き
た
。
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
一
九
七
〇
年
の
大
阪

万
博
は
復
興
と
繁
栄
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
一
九
六
五
年
に
日

韓
条
約
が
締
結
さ
れ
た
が
、
韓
国
は
軍
事
政
権
で
あ
っ
た
た
め
に
反
対

も
強
か
っ
た
。

　

東
西
冷
戦
体
制
下
、
多
く
の
知
識
人
が
賛
同
し
た
全
面
講
和
で
は
な

く
、
部
分
講
和
を
選
ん
だ
日
本
は
、
自
由
民
主
党
の
一
党
支
配
下
で
日

米
安
保
条
約
を
改
定
し
、
継
続
し
た
が
、
そ
の
後
の
高
度
成
長
の
恩
恵

は
著
し
く
、
戦
後
二
〇
数
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
一
九
七

〇
年
代
に
は
か
つ
て
な
い
豊
か
な
社
会
が
生
ま
れ
て
い
た
。
一
億
総
中

流
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
厚
い
中
間
層
を
も
つ
社
会
が
成
立
し
た
の
で

あ
る
。
シ
ャ
ー
プ
税
制
（
累
進
課
税
）
が
平
等
化
の
梃
子
と
な
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
五
五
年
体
制
と
も
言
わ
れ
た
当
時
の
社
会
は
安
定
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
高
度
成
長
の
歪
み
と
し
て
語
ら
れ
た
各

種
の
公
害
が
列
島
の
各
地
で
頻
発
し
、
様
々
な
社
会
問
題
が
噴
出
し
て

い
た
。
成
田
空
港
建
設
を
め
ぐ
る
住
民
の
大
反
対
と
政
府
の
強
行
も

あ
っ
た
。
三
理
塚
闘
争
と
し
て
知
ら
れ
る
農
民
の
抵
抗
は
長
く
続
い
た
。

第
二
次
大
戦
の
戦
争
責
任
論
も
終
息
す
る
こ
と
な
く
、
体
制
問
題
は
国

民
的
話
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
失
業
率
の
低
い
社
会
は
続
い
た
。
今

日
の
よ
う
な
国
家
の
累
積
債
務
も
な
か
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
が
苦
戦
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
。
一

九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
政
権
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政

権
に
か
け
て
、
ド
ミ
ノ
理
論
を
理
由
に
ま
す
ま
す
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
軍
事

介
入
に
の
め
り
込
ん
で
行
っ
た
。
大
量
破
壊
兵
器
の
存
在
を
理
由
に
イ

ラ
ク
に
戦
争
を
し
か
け
た
の
と
同
じ
よ
う
に
介
入
し
た
の
で
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
介
入
は
極
悪
非
道
で
あ
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
は
米
軍
に

よ
る
ソ
ン
ミ
村
の
虐
殺
も
起
こ
っ
て
い
る
。
非
暴
力
主
義
に
拠
る
ベ
平
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連
（
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
市
民
連
合
）
の
反
戦
運
動
は
支
持
を
集
め
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
反
戦
派
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
派
経
済
学
が
生
ま
れ
た
。
こ
の

不
正
な
戦
争
に
日
本
が
基
地
提
供
や
特
需
と
い
う
形
で
コ
ミ
ッ
ト
し
て

い
る
事
実
に
学
生
や
市
民
の
正
義
感
情
は
我
慢
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
九
六
六
年
に
始
ま
っ
た
中
国
の
文
化
大
革
命
は
封
建
的
権
威
主
義

と
の
正
し
い
戦
い
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
。
「
造
反
有
理
」
を
掲
げ
た

文
化
大
革
命
の
真
相
は
よ
く
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
大
森
実
の
『
東
京

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
』
は
紅
衛
兵
の
暴
力
に
よ
っ
て
厖
大
な
犠
牲
者
が
揚
子

江
を
流
れ
て
い
る
と
報
道
し
て
い
た
。
香
港
で
の
情
報
に
精
通
し
た
中

嶋
嶺
雄
な
ど
の
少
数
者
を
除
い
て
、
日
本
の
知
識
人
は
圧
倒
的
に
文
革

支
持
派
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
う
な
か
で
学
生
た
ち
は
反
抗
し
た
。
反
権
力
、
「
反
帝
・
反

ス
タ
」
が
新
左
翼
活
動
家
学
生
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
反
ス
タ
と

は
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
反
対
を
意
味
し
た
が
、
言
外
に
は
既
成
左
翼
批
判

を
意
味
し
て
い
た
。

　

一
九
六
八
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
大
学
紛
争
は
先
進
国
の
共
通
の
出

来
事
で
も
あ
っ
た
。
若
者
は
戦
後
の
世
界
秩
序
が
生
み
だ
し
た
冷
戦
と

冷
戦
下
で
の
様
々
な
不
正
と
腐
敗
へ
の
異
議
申
し
立
て
を
行
っ
た
。
世

界
の
若
者
は
戦
後
体
制
に
抗
議
の
声
を
あ
げ
、
管
理
社
会
に
対
し
て
反

抗
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
が
復
活
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
『
経

済
学
・
哲
学
草
稿
』
な
ど
の
初
期
マ
ル
ク
ス
の
テ
ク
ス
ト
が
よ
く
読
ま

れ
た
。
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
新
テ
ク
ス
ト
も
出
た
。
チ
ェ
・

ゲ
バ
ラ
の
革
命
運
動
も
若
者
の
共
感
を
引
き
寄
せ
て
い
た
。
毛
沢
東
も

読
ま
れ
た
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
や
フ
ー
コ
ー
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
な
ど
が
若
者

の
支
持
を
集
め
て
い
た
。

　

日
本
で
も
様
々
な
運
動
が
あ
っ
た
が
、
学
園
で
は
折
原
浩
や
、
高
橋

和
己
、
滝
田
修
（
竹
本
信
弘
）
な
ど
の
「
造
反
教
員
」
と
羽
仁
五
郎
の

よ
う
な
評
論
家
が
反
権
力
の
旗
を
振
っ
て
い
た
。
大
塚
史
学
も
宇
野
理

論
も
い
ま
だ
プ
レ
ゼ
ン
ス
（
存
在
感
）
が
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム

を
繰
り
返
し
弾
劾
し
た
吉
本
隆
明
の
影
響
力
も
大
き
か
っ
た
。
戦
後
の

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
君
臨
し
て
い
た
丸
山
真
男
が
知
的
権
威
ゆ
え
に
批
判

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
廣
松
渉
の
物
象
化
論
や
平
田
清
明
の

社
会
主
義
的
市
民
社
会
論
も
こ
の
頃
に
打
ち
出
さ
れ
た
し
、
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
が
登
場
し
た
の
も
、
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。
様
々
な
思
想
が
語
ら
れ

た
し
、
様
々
な
思
想
傾
向
が
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
研
究
自
体
も
最
高
潮

に
達
し
た
。

　

秩
序
を
長
く
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
秩
序
は
そ
れ
を

支
え
る
原
理
が
忘
れ
ら
れ
る
と
き
、
腐
敗
に
向
か
う
。
あ
る
い
は
秩
序

を
生
み
出
し
た
条
件
が
変
化
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
言
う

と
、
カ
リ
ス
マ
が
や
が
て
日
常
化
し
カ
リ
ス
マ
的
支
配
が
崩
壊
し
て
伝

統
化
を
迎
え
る
と
い
う
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
支
配
の
社
会
学
」
の
分
析
を

彷
彿
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
こ
と
は
ア
ド
ル
ノ
＝

ホ
ル
ク
ハ
イ

マ
ー
も
サ
ル
ト
ル
も
別
の
概
念
で
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
啓
蒙
の
弁

証
法
、
道
具
的
理
性
、
弁
証
法
的
理
性
批
判
で
の
実
践
的
惰
性
態
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（pratico-inerte

）
な
ど
の
概
念
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

運
動
も
頂
点
に
達
す
る
と
惰
性
に
陥
り
、
や
が
て
衰
退
に
向
か
う
。

し
た
が
っ
て
運
動
は
制
度
化
を
求
め
る
。
腐
敗
し
た
秩
序
へ
の
対
抗
軸

と
し
て
の
反
対
運
動
も
、
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
持
続
は
困
難
で
、
自
然

に
衰
退
す
る
。
こ
う
い
う
変
化
に
つ
い
て
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
「
関
与
関

係
の
移
動
」Shifting Involvem

ent

と
い
う
概
念
で
迫
っ
た
こ
と
が

あ
る

）
2
（

。
国
家
権
力
は
暴
動
を
放
任
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
警
察
や
軍

を
用
い
て
反
体
制
運
動
を
弾
圧
す
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代

の
初
め
に
か
け
て
、
我
が
国
で
も
こ
の
よ
う
な
時
代
を
経
験
し
た
。

　

革
命
も
類
似
の
趨
勢
を
も
つ
。
レ
ー
ニ
ン
も
毛
沢
東
も
直
面
し
た
よ

う
に
、
旧
体
制
を
打
倒
す
る
革
命
は
、
成
功
す
れ
ば
、
日
常
化
の
課
題

に
直
面
す
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
を
ど
う
運
営
す
る
か
、
国
民
を
ど
う

生
活
さ
せ
る
か
、
い
か
に
し
て
よ
り
優
れ
た
社
会
を
創
っ
て
い
け
る
か

と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
。
革
命
か
ら
日
常
へ
の
移
行
の
問
題
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
た
の
は
小
田
実
で
あ
っ
た

）
3
（

。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
多
大
な
犠
牲
を
も
た
ら
し
て
終
わ
っ
た
が
、
イ
ン

ド
シ
ナ
で
は
内
戦
が
続
き
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
ポ
ル
ポ
ト
に
よ
る
大
量

殺
人
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
よ
う
な
文
革
礼
賛
は
消
滅
し
た
。

文
革
（
一
九
六
六
―
七
七
年
）
は
四
人
組
の
仕
業
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、

凄
ま
じ
い
権
力
闘
争
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
次
第
に
暴
露
さ
れ
て

い
く
。
そ
の
犠
牲
者
の
数
は
二
〇
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
。
チ
ェ
コ

の
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
も
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
踏
み
に
じ
ら
れ
、
パ
リ
の
五

月
革
命
も
抑
圧
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
や
が
て
フ
ラ
ン
ス
で
は
元
左
翼

学
生
が
政
権
参
加
し
、
よ
き
市
民
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
政
治
変
革

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。
日
本
の
左
翼
学
生
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

２　

マ
ル
ク
ス
主
義
の
没
落

　

凋
落
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
い
ま
だ
マ
ル

ク
ス
主
義
や
社
会
主
義
思
想
が
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
し
て
い
た
。
社
会
思

想
史
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
立
脚
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
資

本
主
義
を
肯
定
す
る
議
論
は
知
識
人
の
間
で
は
少
数
で
あ
っ
た
。
資
本

主
義
は
迫
り
く
る
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
戦
争
に
訴
え
る
の
が
必

然
で
あ
る
と
い
う
決
定
論
的
歴
史
認
識
は
相
対
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、

し
か
し
、
労
働
者
を
搾
取
す
る
限
り
、
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
は
よ

く
な
い
と
い
う
の
が
多
く
の
知
識
人
の
見
解
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ソ
連

や
東
欧
諸
国
は
言
論
の
自
由
が
な
い
、
不
寛
容
で
、
労
働
者
や
市
民
を

抑
圧
す
る
権
威
主
義
的
体
制
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
自
由
化

が
次
第
に
東
欧
諸
国
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

ユ
ー
ゴ
の
オ
ー
ト
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン
（
労
働
者
自
主
管
理
）
や
社
会
主

義
市
場
経
済
は
優
れ
た
経
済
制
度
で
は
な
い
か
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
レ

サ
率
い
る
自
主
管
理
労
組
の
連
帯
運
動
も
支
持
を
集
め
て
い
た
。
韓
国

の
開
発
独
裁
に
は
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
。
マ
ル
コ
ス
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

不
人
気
で
あ
っ
た
。
世
界
中
で
自
由
と
権
力
の
衝
突
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
は
多
く
の
国
に
軍
事
的
介
入
を
繰
り
返
し
た
。
国
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民
経
済
の
構
築
に
苦
労
し
て
い
た
こ
う
し
た
国
が
ど
う
な
っ
て
行
く
か
、

誰
も
正
確
に
予
測
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

テ
ィ
ト
ー
亡
き
あ
と
に
、
セ
ル
ビ
ア
と
ク
ロ
ア
チ
ア
が
民
族
間
の
憎

し
み
を
増
幅
さ
せ
、
凄
ま
じ
い
内
戦
、
民
族
浄
化
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
）

が
起
こ
り
、
国
家
解
体
に
突
き
進
む
な
ど
と
は
誰
が
予
想
で
き
た
で
あ

ろ
う
か
。
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ー
と
愛
着
は
、
き
わ
め
て
強
固
で
あ

る
こ
と
が
改
め
て
浮
か
び
上
が
っ
た
。
東
欧
だ
け
で
な
く
、
後
進
国
で

の
社
会
変
動
は
た
い
て
い
左
右
に
激
し
く
揺
れ
た
が
、
そ
の
動
揺
を
通

じ
て
、
後
進
国
の
独
裁
政
治
は
少
し
ず
つ
解
体
し
て
行
っ
た
。
体
制
を

社
会
主
義
に
変
革
す
れ
ば
、
社
会
問
題
が
な
く
な
る
と
い
っ
た
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
こ
と
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
逆
も
ま
た
真
で
、

市
場
経
済
を
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
う
ま
く
行
く
と
い
う
わ
け
で
も
な

か
っ
た
。
再
配
分
で
き
る
富
が
な
い
と
社
会
問
題
は
そ
も
そ
も
解
決
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
援
助
だ
け
で
は
社
会
は
自
立
で
き
な

い
。
援
助
は
し
ば
し
ば
従
属
と
腐
敗
を
生
む
。
ど
こ
に
あ
っ
て
も
自
由

と
腐
敗
は
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
地
域
、
社
会
、
国
は
い
か
に
し
て

自
立
で
き
る
の
か
。
こ
の
問
題
は
お
そ
ら
く
永
遠
の
課
題
で
あ
る
と

言
っ
て
過
言
で
な
い
だ
ろ
う
。

　

大
学
紛
争
の
な
か
で
広
ま
っ
た
自
由
と
正
義
を
求
め
る
新
左
翼
運
動

は
、
次
第
に
行
き
場
が
無
く
な
り
消
滅
し
た
が
、
一
部
の
過
激
派
は
社

会
か
ら
孤
立
し
、
独
善
的
と
な
る
か
、
絶
望
的
と
な
っ
て
、
反
社
会
的

陰
謀
集
団
へ
と
堕
落
し
た
。
こ
の
帰
趨
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
支
持
し
社

会
主
義
革
命
を
擁
護
し
た
戦
後
知
識
人
（
そ
の
多
く
は
大
学
教
授
で
あ
っ

た
）
の
思
想
責
任
を
改
め
て
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
よ
り
精

緻
な
研
究
と
思
想
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
問
題
意
識
の
多
様
化
も
始

ま
っ
た
。

３　

社
会
思
想
史
学
会
と
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会

　

こ
の
時
期
（
一
九
七
六
年
）
に
社
会
思
想
史
学
会
や
日
本
イ
ギ
リ
ス

哲
学
会
の
よ
う
な
学
際
的
学
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
近
代
思
想
を
再

検
討
し
よ
う
と
い
う
気
運
の
誕
生
を
意
味
す
る
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
大
学
紛
争
で
危
機
意
識
を
抱
い
た
研
究
者
の
自
覚
的
な
活

動
の
開
始
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
現
代
思
想
や
現
代
哲
学
も
射
程

に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
私
は
師
匠
や
同
輩
と
の
い
く
つ
か
の
研
究

会
（
方
法
論
研
究
会
や
近
代
思
想
史
研
究
会
）
を
足
場
と
し
て
、
思
想
史

の
再
検
討
の
仕
事
に
着
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
六
年
に
ロ
ッ

キ
ー
ド
事
件
が
発
覚
す
る
。
田
中
角
栄
首
相
を
頂
点
と
す
る
政
治
家
の

汚
職
は
人
文
社
会
科
学
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
や
ス
ミ
ス
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た

の
は
、
近
代
市
民
社
会
思
想
に
マ
ル
ク
ス
な
ど
が
自
覚
的
に
継
承
で
き

な
か
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
思
想
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意

識
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
社
会
秩
序
を
考
え
直
す
参
考
に
な

る
の
は
、
ロ
ッ
ク
や
ヒ
ュ
ー
ム
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
と
り
わ
け
乱
世

の
思
想
家
で
あ
る
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
（
一
六
五
一
年
）
の
ホ
ッ
ブ
ズ
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で
あ
り
、
文
明
社
会
の
観
察
者
で
あ
る
『
道
徳
感
情
論
』
（
一
七
五
九
年
）

の
ス
ミ
ス
で
あ
っ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
の
平
等
な
社
会
契
約
の
思
想
、
と
り

わ
け
ス
ミ
ス
の
人
間
相
互
間
で
の
シ
ン
パ
シ
ー
（Sym

pathy

、
同
感
）

の
概
念

）
4
（

、
道
徳
哲
学
と
い
う
包
括
的
な
学
問
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
注
目

が
集
ま
っ
て
行
く
。

　

マ
ル
ク
ス
の
階
級
視
点
に
た
つ
哲
学
は
人
間
の
平
等
を
支
持
す
る
称

賛
す
べ
き
思
想
で
あ
る
半
面
、
社
会
理
解
を
平
板
に
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
反
省
が
あ
っ
た
。
唯
物
史
観
を
基
礎
と
し
、
物
象
化
論

に
よ
っ
て
経
済
社
会
の
自
然
法
則
運
動
を
説
き
、
議
会
政
治
の
可
能
性

を
否
定
し
、
政
治
を
権
力
闘
争
に
還
元
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
的

貧
困
が
否
め
な
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
現
実
の
社
会
主
義
の
堕
落
に

よ
っ
て
、
資
本
主
義
か
社
会
主
義
か
と
い
う
体
制
選
択
問
題
は
次
第
に

イ
シ
ュ
ー
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
歴
史
の
再
検
討
が

必
要
と
な
り
、
人
間
社
会
の
多
様
性
を
歴
史
的
に
究
明
す
る
ア
ナ
ー
ル

派
の
社
会
史
が
ま
す
ま
す
広
ま
っ
て
い
く
。

　

階
級
闘
争
が
皆
無
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
度
成
長
後
の
日

本
は
、
早
い
話
、
労
働
者
階
級
が
資
本
家
と
対
立
す
る
社
会
で
は
も
は

や
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
時
代
精
神
は
労
資
協
調
に
あ
っ
た
。
西
ド
イ
ツ

に
そ
の
先
例
が
あ
っ
た
。
我
が
国
で
も
、
社
会
主
義
的
な
平
等
の
概
念

は
、
年
功
序
列
賃
金
や
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
等
に
よ
っ
て
、
制
度

の
な
か
に
漸
次
具
現
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
運
動
は
こ
う
し

て
穏
健
化
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
公
務
員
の
世
界
な
ど
は
悪
平

等
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
平
等
主
義
的
で
あ
っ
た
。
一
九
七
八
年
に
日
中

平
和
友
好
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
以
後
一
〇
年
余
り
、
日
中
間
は
比
較

的
平
穏
で
、
日
本
の
投
資
に
よ
っ
て
中
国
の
経
済
発
展
が
進
ん
で
行
く
。

し
か
し
、
友
好
関
係
の
持
続
も
天
安
門
事
件
ま
で
で
あ
っ
た
。

二　

一
九
八
〇
年
代
の
思
想
史
研
究

１　

日
本
十
八
世
紀
学
会
と
ニ
ュ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

　

一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
日
本
十
八
世
紀
学
会
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ

は
ベ
ス
タ
ー
マ
ン
率
い
る
国
際
啓
蒙
思
想
学
会
の
日
本
版
で
あ
っ
た
。

水
田
洋
教
授
や
中
川
久
定
教
授
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
出
来
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
社
会
思
想
史
学
会
に
も
ま
し
て
学
際
性
が
際
立
っ
た
学

会
で
あ
る
。
私
は
少
し
後
に
入
会
し
た
が
、
四
学
会
で
の
活
動
は
無
理

と
知
っ
て
、
や
が
て
退
会
し
た
。

　

学
会
に
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
専
門
分
野
を
異
に
す
る

研
究
者
が
い
て
、
相
互
間
に
あ
る
種
の
対
抗
関
係
と
競
い
合
い
が
あ
る

の
が
常
で
、
学
問
分
野
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
場
合
も

多
い
が
、
凡
庸
な
棲
み
分
け
は
無
意
味
で
あ
る
か
ら
、
論
争
を
通
じ
て

研
究
が
活
性
化
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
と
哲
学
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
難
し
い
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
学
派
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
派
の
対
立
は
た
ん
に
歴
史
学
と
哲
学
の
対
立
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
社
会
思
想
史
学
会
で
は
啓
蒙
思
想
グ
ル
ー
プ
と
現
代
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思
想
グ
ル
ー
プ
の
間
で
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
る

ど
う
か
に
課
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ス
ト
構
造
主
義
が
大
き
な
影
響

力
を
も
っ
て
い
た
。
浅
田
彰
『
構
造
と
力
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
八
三
年
）

が
歓
迎
さ
れ
、
若
い
世
代
の
圧
倒
的
支
持
を
え
た
の
は
こ
の
時
期
の
こ

と
で
あ
る
。
以
後
し
ば
ら
く
の
間
、
中
沢
新
一
た
ち
の
ニ
ュ
ー
・
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
の
時
代
と
な
る
。
彼
ら
の
背
後
に
山
口
昌
男
が
い
た
。
筑
紫

哲
也
編
集
長
の
も
と
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
は
急
旋
回
し
た
。
戦
後
知

識
人
の
影
響
力
が
急
速
に
失
わ
れ
て
い
き
、
マ
ル
ク
ス
主
義
も
衰
退
の

一
途
を
た
ど
る
。
世
代
交
代
も
あ
っ
た
。
時
代
は
軽
薄
短
小
が
賛
美
さ

れ
、
浮
薄
な
文
化
、
サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
全
盛
時
代
に
向
か
っ
て
行

く
。
そ
れ
は
バ
ブ
ル
の
予
兆
で
あ
っ
た
。
土
地
と
株
の
暴
騰
は
誰
も
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
バ
ブ
ル
は
弾
け
た
が
、
こ
れ

は
意
図
せ
ざ
る
結
果
で
も
あ
っ
た
。

　

八
〇
年
代
は
ソ
連
と
東
欧
社
会
主
義
国
が
敗
北
に
向
か
っ
て
い
た
。

一
九
八
九
年
の
東
欧
革
命
は
青
天
の
霹
靂
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁

の
崩
壊
、
東
か
ら
西
へ
の
人
々
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
は
、
ま
さ
に
東
欧
の
権

威
主
義
体
制
が
も
は
や
も
た
な
く
な
っ
て
臨
界
を
超
え
た
帰
結
で
あ
っ

た
が
、
誰
が
あ
の
崩
壊
を
予
測
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・

フ
ク
ヤ
マ
が
そ
れ
を
「
歴
史
の
終
焉
」
と
表
現
し
た
こ
と
は
改
め
て
述

べ
る
ま
で
も
な
い
。
自
由
へ
の
渇
望
、
自
由
主
義
の
力
は
強
か
っ
た
。

ハ
イ
エ
ク
の
自
由
論
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

）
5
（

。
社
会
主

義
独
裁
政
治
の
腐
敗
―
―Salus Populi

の
理
念
を
忘
れ
、
国
民
の
貧

困
に
向
き
あ
わ
な
い
統
治
階
級
の
法
外
な
特
権
的
生
活
―
―
は
共
和
国

を
名
乗
っ
て
い
た
欺
瞞
を
暴
露
し
た
。
徳
な
き
共
和
国
は
共
和
主
義
の

国
（C

om
m

onw
ealth

）
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
社
会
主
義
の
ア
ン
シ
ァ

ン
・
レ
ジ
ー
ム
は
し
か
る
べ
く
し
て
崩
壊
し
た
。

２　

社
会
史
ブ
ー
ム
と
ア
ナ
ー
ル
学
派

　

こ
う
し
た
世
界
的
な
変
動
は
社
会
科
学
に
波
及
し
た
が
、
現
実
が
理

論
や
思
想
に
結
晶
さ
れ
る
に
は
タ
イ
ム
・
ラ
グ
が
不
可
避
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
し
、
ま
た
そ
う
し
た
変
動
の
歴
史
研
究
、
啓
蒙
研
究
へ
の
影

響
は
間
接
的
で
も
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
末
に
起
源
（
リ
ュ
シ
ア
ン
・

フ
ェ
ー
ブ
ル
と
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
も
つ
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ナ
ー
ル
学

派
の
歴
史
研
究
は
持
続
し
、
活
力
を
維
持
し
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
代

に
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
率
い
る
学
派
の
第
三
世
代
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
、
フ
ー
コ
ー
、

レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
な
ど
も
依
然
と
し
て
影
響
力
を
維
持
し
て
い
た

が
、
彼
ら
に
劣
ら
ず
、
我
が
国
で
は
こ
の
時
期
以
降
、
多
く
の
ア
ナ
ー

ル
学
派
の
著
作
が
翻
訳
さ
れ
、
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

み
す
ず
書
房
、
白
水
社
、
岩
波
書
店
と
い
っ
た
老
舗
だ
け
で
な
く
、

と
り
わ
け
新
評
論
（
後
に
当
時
の
編
集
長
が
藤
原
書
店
と
し
て
独
立
）
が
ア

ナ
ー
ル
の
翻
訳
を
大
量
に
出
版
し
た
。
世
界
資
本
主
義
論
を
説
い
た

ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
邦
訳
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
社
会
史
ブ
ー
ム



15　●　〈論文〉英語圏啓蒙思想についての研究――田中秀夫

と
い
う
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
本
国
と
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
が
存
在

し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
の
影
響
も
こ

の
時
期
か
ら
目
立
っ
て
く
る
。
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
す
で
に
活
躍
し
て
い
た

が
、
我
が
国
に
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
る
の
は
一
九
九
〇
年
以
降
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
史
の
網
野
善
彦
や
民
俗
学
・
人
類
学
の
山
口
昌
男
、
中

世
史
の
阿
部
謹
也
、
科
学
史
の
村
上
陽
一
郎
な
ど
の
活
躍
が
際
立
っ
た

の
も
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

３　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
歴
史
学
派
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
へ

　

我
々
の
よ
う
に
英
米
の
啓
蒙
研
究
に
投
入
し
て
行
っ
た
者
に
と
っ
て
、

次
第
に
重
要
性
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙

と
共
和
主
義
で
あ
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
は
、
前
述
の
よ
う
に

一
九
七
〇
年
代
に
大
き
な
主
題
と
な
り
、
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
引

き
始
め
た
。
そ
れ
以
前
に
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
歴
史
学
派
」
と
い
う

概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
歴
史
学
派
」
の
概
念

は
水
田
洋
に
よ
っ
て
我
が
国
に
紹
介
さ
れ
、
パ
ス
カ
ル
論
文
を
は
じ
め

と
し
て
、
英
米
の
研
究
動
向
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
マ
ク
フ
ィ
ー
の
『
社

会
に
お
け
る
個
人
』
の
翻
訳

）
6
（

も
有
益
だ
っ
た
し
、
水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・

ス
ミ
ス
研
究
』
（
未
來
社
、
一
九
六
八
年
）
に
も
紹
介
が
あ
る
。
『
国
家
学

会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
佐
々
木
武
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
に
お
け

る
文
明
社
会
論
の
形
成
」（
一
九
七
五
年
）
も
こ
の
文
脈
に
属
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　

パ
ス
カ
ル
（R

oy Pascal

）
が
使
い
始
め
た
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
歴

史
学
派
（Scottish H

istorical School

）
」
の
概
念
は
、
十
八
世
紀
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
知
識
人
た
ち
が
注
目
す
べ
き
多
数
の
浩
瀚
な
歴
史
書

を
「
文
明
史
」
と
し
て
書
い
た
こ
と
に
目
を
向
け
さ
せ
た
。
そ
し
て
文

明
史
あ
る
い
は
文
明
社
会
史
の
枠
組
み
の
一
つ
が
社
会
発
展
の
段
階
説

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
こ
の
指
摘
は
、
や
が
て
ミ
ー
ク
や
マ

ク
フ
ィ
ー
、
ア
ン
ド
ル
ー
・
ス
キ
ナ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
、
社
会
発
展
あ

る
い
は
「
生
活
様
式
」
の
四
段
階
説
―
―
採
取
・
狩
猟
、
遊
牧
、
農
耕
、

商
業
―
―
と
し
て
彫
琢
さ
れ
流
布
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
行
く
。

　

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
歴
史
学
派
」
論
は
、
埋
も
れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
文
明
社
会
史
に
新
た
な
光
を
投
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し

か
し
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
学
派
の
先
駆
と
い
う
意
味
で
あ

れ
、
先
駆
的
な
唯
物
史
観
と
い
う
意
味
で
あ
れ
、
乗
り
越
え
ら
れ
た
過

去
の
遺
産
と
い
う
印
象
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
啓
蒙
知
識
人
は
も
っ
と
広
範
囲
に
わ
た
る
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
な
仕
事
を
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
し
た
疑
問
か
ら
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
が
意
識
的
な
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
水
田
洋
に
よ
れ
ば
一
九
七
一
年
の
啓
蒙
思
想
国
際
会

議
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
一
九
七
〇
年
代
の
後
半
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
と
い
う
概
念
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
掘
り
起
こ
し
が
英
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
で
急
速



社会思想史研究　No. 37　2013

特集　思想史研究を問いなおす　●　16

に
進
ん
で
行
く
こ
と
に
な
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ー
、
マ
ク
フ
ィ
ー
、
ミ
ー
ク
、

水
田
洋
、
ウ
ィ
ン
チ
、
レ
ン
ド
ル
、
ラ
フ
ィ
ル
、
Ａ
・
ス
キ
ナ
ー
、
キ
ャ

ン
ベ
ル
な
ど
に
よ
っ
て
研
究
が
推
進
さ
れ
た
。
日
本
で
は
田
中
正
司
、

田
中
敏
弘
、
山
﨑
怜
、
田
添
京
二
な
ど
が
続
い
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期

に
ブ
リ
テ
ン
（
テ
ム
スT

hoem
m

es

な
ど
）
と
ド
イ
ツ
（
オ
ル
ム
ス

O
lm

s

な
ど
）
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
古
典
的
文
献
の
リ
プ
リ
ン

ト
が
多
数
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
研
究
に
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し

た
。
こ
の
方
向
の
研
究
に
は
、
ブ
ラ
イ
ス
ン
の
『
人
間
と
社
会
』
（
一

九
四
五
年
）
の
よ
う
な
先
駆
も
あ
っ
た

）
7
（

。

４　

自
然
法
と
共
和
主
義

　

そ
の
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
の
隆
盛
の
な
か
で
、
大
き
な

衝
撃
な
い
し
刺
激
を
与
え
た
の
は
『
富
と
徳
』
（
一
九
八
三
年

）
8
（

）
で
あ
る
。

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
お
け
る
経
済
学
の
形
成
」
を
副
題
に
も
つ

本
書
は
多
数
の
優
れ
た
論
文
を
収
録
し
た
。
し
か
も
そ
の
編
者
は
弱
冠

三
十
六
歳
の
イ
シ
ュ
ト
フ
ァ
ン
・
ホ
ン
ト
と
マ
イ
ケ
ル
・
イ
グ
ナ
テ
ィ

エ
フ
で
あ
り
、
二
人
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
カ
ナ
ダ
か
ら
来
た
い
わ
ば
「
マ
ー

ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」
―
―
マ
ン
ハ
イ
ム
―
―
で
あ
っ
た
。
ホ
ン
ト
の
背
景

に
は
ル
カ
ー
チ
を
生
ん
だ
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
学
派
の
伝
統
が

あ
り
、
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
能
力
に
加

え
て
、
広
い
人
文
学
（H

um
anities

）
の
素
養
、
す
な
わ
ち
、
露
・
英
・

仏
の
近
代
思
想
、
さ
ら
に
は
遡
っ
て
中
世
の
神
学
の
知
識
な
ど
が
あ
っ

た
。

　

ホ
ン
ト
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
ジ
ョ
ン
・
ロ
バ
ー
ト
ス
ン
と

共
に
ト
レ
ヴ
ァ
―

ロ
ー
パ
に
学
ん
で
い
る
。
そ
し
て
ホ
ン
ト
は
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
で
ダ
ン
カ
ン
・
フ
ォ
ー
ブ
ズ
の
講
座
を
継
承
し
た
。
フ
ォ
ー
ブ

ズ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
。
一
九
九
四
年
に
他
界
す
る

フ
ォ
ー
ブ
ズ
が
、
こ
の
時
期
を
含
め
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
あ
っ
て
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
つ
い
て
の
知
識
を
関
係
者
に
伝
授
し
て
い
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
若
い
ポ
ー
コ
ッ
ク
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派

に
つ
い
て
の
知
識
を
フ
ォ
ー
ブ
ズ
か
ら
学
ん
で
い
る
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
人
の
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ン
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
導

か
れ
た
の
は
フ
ォ
ー
ブ
ズ
の
影
響
で
あ
っ
た
。

　

フ
ォ
ー
ブ
ズ
が
撒
い
た
種
が
大
き
く
実
っ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
か

ら
一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ブ
ズ
の
貢
献
は
大
き
か
っ

た
が
、
も
と
よ
り
彼
だ
け
が
先
駆
者
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

）
9
（

。
フ
ォ
ー

ブ
ズ
と
と
も
に
大
き
な
影
響
力
を
揮
っ
た
の
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

教
授
Ｑ
・
ス
キ
ナ
ー
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
を
活
動
拠
点
と

し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ダ
ー
の
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
で
あ
る
。

な
ぜ
そ
う
言
え
る
か
。
ス
キ
ナ
ー
の
主
要
な
研
究
対
象
は
啓
蒙
以
前
で

あ
る
。
フ
ォ
ー
ブ
ズ
が
追
究
し
た
の
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
お
け

る
自
然
法
思
想
の
伝
統
で
あ
っ
た
。
道
徳
哲
学
の
中
核
を
な
す
自
然
法

思
想
の
伝
統
を
基
礎
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
社
会
科
学
が
成

立
し
た
と
い
う
の
が
フ
ォ
ー
ブ
ズ
の
主
張
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ブ
ズ
は
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共
和
主
義
あ
る
い
は
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
―
―
以
下
Ｃ
Ｈ

―
―
を
重
視
せ
ず
、
そ
れ
を
俗
流
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
の
な
か
に
強
引
に
押

し
込
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
学
（
ポ
リ
テ
ィ

カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
の
成
立
を
問
題
に
す
る
『
富
と
徳
』
の
問
題
設

定
は
自
然
法
思
想
と
共
和
主
義
的
伝
統
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
的
伝
統
と
の
関

係
―
―
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
経
済
学
の
語
法
的
骨
格
を
な
す
シ
ヴ
ィ
ッ

ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
伝
統
と
自
然
法
的
伝
統
と
の
ど
ち
ら
に
よ
り

多
く
の
比
重
が
お
か
れ
る
か
と
い
う
問
題
」
―
―
を
鋭
く
問
う
も
の
で

あ
っ
て
、
Ｃ
Ｈ
は
ポ
ー
コ
ッ
ク
が
開
拓
し
た
主
題
で
あ
っ
た
。

　

「
こ
こ
一
五
年
間
に
生
じ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
の
復
興

が
も
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
本
は
可
能
で
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
…
…
こ
の
新
し
い
研
究
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法

学
、
道
徳
哲
学
、
経
済
学
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
も
の
の
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
地
方
文
化
と
首
都
政
治
と
に
由
来
す
る
起
源
へ
の
新
た
な
総

体
的
理
解
を
可
能
に
し
た
。
同
時
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
や
ロ
ッ
ク
に
つ
い

て
の
、
ま
た
一
六
四
一
年
と
一
六
八
八
年
と
一
七
七
六
年
と
の
イ
ギ

リ
ス
の
三
つ
の
革
命
の
政
治
哲
学
に
つ
い
て
の
、
そ
し
て
ま
た
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
お
け
る
新
ハ
リ
ン
ト
ン
的
形
態
に
つ
い
て
の
、
新
し
い
知
見
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
哲
学
、
道
徳
哲
学
、
お
よ
び
法
哲
学
の
主
た
る

伝
統
の
地
図
の
上
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
経
済
学
を
、
従
来
に
な

い
ほ
ど
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
本
書
は
こ
れ
ら

の
研
究
成
果
の
検
討
の
試
み
で
あ
る

）
10
（

。
」

　

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
共
和
主
義
思
想
の
発
掘
を
『
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
リ
ア
ン
・
モ
ー
メ
ン
ト
』
（
以
下
Ｍ
Ｍ
）
―
―
「
本
書
が
一
貫
し
て

意
図
し
て
い
る
こ
と
は
、
出
現
し
つ
つ
あ
っ
た
歴
史
主
義
の
文
脈
に
お

い
て
近
代
初
期
の
共
和
主
義
理
論
を
描
く
こ
と
で
あ
る

）
11
（

」
―
―
に
お
い

て
遂
行
し
て
、
近
代
思
想
史
の
書
き
換
え
を
行
っ
た
の
が
ポ
ー
コ
ッ
ク

だ
っ
た
。
Ｍ
Ｍ
は
一
九
七
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
が
日
本
で
影
響

力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
少
し
遅
れ
て
一
九
八
〇
年
代
で
あ
る
。

ス
キ
ナ
ー
も
『
近
代
政
治
思
想
の
基
礎
』
と
題
す
る
大
著
を
一
九
七
八

年
に
刊
行
し
た
が
、
そ
れ
は
私
見
で
は
独
創
性
で
も
迫
力
で
も
Ｍ
Ｍ
に

は
及
ば
な
か
っ
た

）
12
（

。
一
九
八
〇
年
代
に
ポ
ー
コ
ッ
ク
と
シ
ョ
シ
ェ
ッ
ト

は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
フ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
研
究
所
を
啓
蒙
研
究
の
拠
点
と
す
べ

く
活
動
を
始
め
る
。

　

し
た
が
っ
て
思
想
史
研
究
の
書
き
換
え
が
進
ん
で
い
た
の
は
一
九
八

〇
年
代
よ
り
以
前
、
一
九
七
〇
年
代
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
方
法
の

刷
新
の
開
始
は
さ
ら
に
遡
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
般
に
は
ス

キ
ナ
ー
の
「
思
想
史
に
お
け
る
意
味
と
理
解
」
が
方
法
の
刷
新
を
象
徴

す
る
画
期
的
な
論
文
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
ポ
ー
コ
ッ

ク
の
言
う
よ
う
に
、
方
法
の
刷
新
は
ピ
ー
タ
ー
・
ラ
ズ
レ
ッ
ト
の
ロ
ッ

ク
と
フ
ィ
ル
マ
ー
の
研
究
で
始
ま
っ
た
と
理
解
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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ラ
ズ
レ
ッ
ト
は
ス
キ
ナ
ー
や
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
よ
う
に
方
法
論
を
説
い

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
新
し
い
方
法
を
実
践
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ズ

レ
ッ
ト
が
遂
行
し
た
こ
と
は
、
ロ
ッ
ク
の
『
統
治
二
論
』
を
名
誉
革
命

以
前
の
フ
ィ
ル
マ
ー
論
争
の
文
脈
に
遡
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
草

稿
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
統
治
二
論
』

は
通
説
が
主
張
す
る
よ
う
な
名
誉
革
命
の
正
当
化
を
意
図
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
通
説
は
ロ
ッ
ク
の
意

図
を
取
り
違
え
て
い
た
し
、
文
脈
も
誤
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
も

と
よ
り
、
一
六
九
〇
年
の
出
版
は
『
統
治
二
論
』
が
名
誉
革
命
の
正
当

化
論
と
し
て
読
ま
れ
る
可
能
性
を
排
除
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は

ロ
ッ
ク
の
視
野
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
ロ
ッ
ク
の
意
図

は
複
合
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
草
稿
の
執
筆
年
代
の
解
明
は
よ
り
正

確
な
意
図
―
―
複
合
的
な
意
図
―
―
の
解
明
を
可
能
に
し
、
『
統
治
二

論
』
と
い
う
古
典
の
よ
り
正
確
な
理
解
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
九
年
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
。
東
欧
の
社
会
主
義
的

権
威
主
義
体
制
の
崩
壊
は
中
国
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
し
か
し
中

国
の
民
主
化
運
動
は
鄧
小
平
と
江
沢
民
の
率
い
る
共
産
党
政
権
に
よ
っ

て
圧
殺
さ
れ
た
。
そ
れ
が
天
安
門
事
件
で
あ
っ
た
。
自
由
を
圧
殺
し
た

共
産
党
独
裁
政
権
は
、
反
日
教
育
を
梃
子
に
し
て
開
発
独
裁
、
官
僚
資

本
主
義
路
線
を
突
っ
走
る
こ
と
に
な
る
。

三　

一
九
九
〇
年
代
の
思
想
史
研
究

　

論
文
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
書
き
始
め
て
い
た
も
の
の
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
啓
蒙
に
関
す
る
筆
者
の
仕
事
が
書
物
に
な
る
の
は
一
九
九
〇
年

代
の
こ
と
で
あ
り
、
遅
い
と
は
思
わ
な
い
が
、
早
か
っ
た
わ
け
で
も
な

い
。
筆
者
な
ど
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

水
田
洋
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
た
め
の
書
誌
』
（
一
九
八
一
年
）
が

役
に
立
っ
た
。
中
央
大
学
に
入
っ
た
プ
ラ
イ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
有

益
で
あ
っ
た
。
中
央
大
学
は
利
用
者
に
便
利
な
よ
う
に
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・

コ
ピ
ー
の
冊
子
を
全
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て
作
成
し
て
お
り
、
利
用
者
は

そ
れ
を
自
由
に
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
・

ク
レ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
が
龍
谷
大
学
な
ど

に
入
り
、
安
価
に
利
用
で
き
た
の
も
助
か
っ
た
。
こ
う
し
た
基
礎
的
な

研
究
を
進
め
た
の
は
私
の
場
合
は
一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

　

私
の
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
史
研
究
―
―
文
明
社
会
と
国
制
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
は
一
九
九
一
年
の
刊
行
で
あ
る
。
合
邦
と
フ
レ
ッ

チ
ャ
ー
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ウ
ィ
ッ
グ
と
し
て
の
ハ
チ
ス
ン
の
道
徳
哲
学
、

ア
ン
シ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ト
と
も
言
い
う
る
法
律
家
ケ
イ
ム
ズ
の
多
面
性
、

ダ
ル
リ
ン
プ
ル
と
限
嗣
封
土
権
論
争
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
や
ル
ソ
ー
の

独
自
の
受
容
、
そ
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
と
ア
メ
リ
カ
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ

た
本
書
は
、
数
編
の
書
評
が
出
た
し
、
学
界
に
歓
迎
さ
れ
た
。
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我
が
国
に
お
け
る
研
究
は
、
先
駆
的
な
水
田
洋
の
仕
事
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
編
著
と
し
て
、
田
中
敏
弘
編
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と

経
済
学
の
形
成
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
九
年
）
、
田
中
正
司
編
『
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
研
究
―
―
ス
ミ
ス
経
済
学
の
視
界
』
（
北
樹

出
版
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
田
中
敏
弘
『
ヒ
ュ
ー
ム

と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
―
―
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
経
済
思
想
史
研

究
』
（
晃
洋
書
房
、
一
九
九
二
年
）
、
天
羽
康
夫
『
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
啓
蒙
の
一
角
を
追
い
か
け
て
い
る
。
副
題
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙

を
も
つ
も
の
は
一
九
八
〇
年
代
に
出
て
い
る

）
13
（

。
さ
ら
に
ス
ミ
ス
に
つ
い

て
の
小
柳
公
洋
、
リ
ー
ド
に
つ
い
て
の
長
尾
伸
一
の
研
究
な
ど
が
「
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
を
表
題
に
も
つ
書
物
と
し
て
出
る
が
、
我
が
国

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
の
一
つ
の
ピ
ー
ク
は
バ
ブ
ル
に
向
か
う

こ
の
時
代
で
あ
っ
た

）
14
（

。

　

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
一
九
九
〇
年
代
は
経
済
が
長
期
低
迷
を
続
け
た

時
代
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
頃
に
い
っ
た
ん
景
気
回
復
し
た
が
、
金

融
政
策
の
失
敗
で
再
び
日
本
経
済
は
不
況
に
あ
え
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

失
わ
れ
た
一
〇
年
ど
こ
ろ
か
、
二
〇
年
の
低
迷
の
始
ま
り
で
あ
る
。

１　

文
脈
主
義
の
受
容

　

一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
我
が
国
で
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
文
脈
主
義

の
本
格
的
な
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
中
心
と
す
る
政
治

思
想
史
に
関
し
て
、
と
り
わ
け
ス
キ
ナ
ー
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
は
一

九
六
〇
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
自
覚
的
な
方
法
論
争
が
展
開
さ
れ
た

か
ら
、
方
法
論
で
も
四
半
世
紀
の
遅
れ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
思
想

史
に
お
け
る
意
味
と
理
解
」
（
一
九
六
九
年
）
を
収
録
し
た
ス
キ
ナ
ー
の

方
法
論
と
そ
の
批
判
集
の
抄
訳

）
15
（

が
出
た
の
は
一
九
九
〇
年
な
の
で
あ
る
。

　

「
私
が
一
貫
し
て
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
テ
ク
ス
ト
の
理
解
は
、

そ
れ
が
何
を
意
味
す
べ
く
意
図
さ
れ
た
も
の
か
、
ま
た
こ
の
意
味
が

ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
べ
く
意
図
さ
れ
た
か
、
こ
の
両
方
の
把

握
を
前
提
と
す
る
。
…
…
所
与
の
テ
ク
ス
ト
を
研
究
す
る
に
際
し
て

わ
れ
わ
れ
が
向
か
い
あ
う
本
質
的
な
問
題
は
、
作
者
が
、
対
象
と
す

べ
く
意
図
し
た
読
者
の
た
め
に
書
い
た
そ
の
時
点
で
、
書
き
な
が
ら

こ
の
所
与
の
発
言
を
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
を
伝
達
し
よ
う
と
し

て
い
た
の
か
の
問
題
で
あ
る
。
…
…
作
者
の
側
に
お
け
る
こ
の
複
合

的
な
意
図
を
再
現
す
る
こ
と
…
…
思
想
史
の
適
切
な
方
法
論
が
心
を

配
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
所
与
の
場
合
に
、
所

与
の
発
言
を
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
慣
習
上
遂
行
さ
れ
え
た
で
あ

ろ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
全
範
囲
を
詳
細
に
描
き
出
す
こ
と
で

あ
り
、
次
い
で
、
所
与
の
作
者
の
実
際
の
意
図
を
解
読
す
る
手
段
と

し
て
、
所
与
の
発
言
と
こ
の
よ
り
広
い
言
語
上
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と

の
関
係
を
追
跡
す
る
こ
と
で
あ
る

）
16
（

。
」
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こ
れ
は
ス
キ
ナ
ー
が
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
や
『
近
代
政
治
思
想
の
基
礎
』

で
遂
行
し
た
方
法
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
Ｍ
Ｍ
に
お
け
る
ポ
ー
コ
ッ
ク

の
方
法
で
も
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
部
の
専
門
家
は
一
九
六
〇
年
代
の
方
法
論
争
を
そ
の

時
点
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
『
徳
・
商
業
・

歴
史
』
は
一
九
九
三
年
（
原
著
出
版
一
〇
年
後
）
に
私
の
翻
訳
で
出
た
が
、

第
三
部
は
省
略
し
て
い
る
。
「
多
様
な
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
」
を
扱
っ
た
第

三
部
は
我
が
学
界
で
は
時
期
尚
早
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
学
界
全
体
と
し
て
見
た
と
き
に
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
文
脈
主

義
の
我
が
国
へ
の
波
及
が
遅
れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
が
か
く
も

遅
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
我
が
国
の
思
想
史
学
界
の
感
度
が
鈍
か
っ

た
の
か
。

　

理
由
の
一
つ
は
我
が
国
の
思
想
史
研
究
の
伝
統
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス

主
義
の
強
さ
、
そ
れ
に
関
連
し
て
い
る
が
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
た
ち
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
学
派
と
、
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
や

フ
ー
コ
ー
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
な
ど
の
構
造
主
義
と
ポ
ス
ト
構
造
主
義
、

そ
し
て
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
圧
倒
的
な
影
響
力
が
知
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

を
通
じ
て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
彼
ら
の
課
題
は
文
明
と
は
何
か
、
資
本
主
義
と
は
何
か
、
権

力
と
は
何
か
、
権
力
な
き
社
会
は
可
能
か
、
現
代
人
は
い
か
に
し
て
よ

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
等
々
と
い
う
思
想
の
大
テ
ー
マ
に

あ
っ
た
か
ら
、
ア
ピ
ー
ル
も
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
で
展
開
さ
れ
た
こ
う
し
た
華
々
し
い
「
現
代
思

想
」
に
比
べ
る
と
、
思
想
史
研
究
の
英
米
派
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
は
、
当
時

は
依
然
と
し
て
マ
イ
ナ
ー
な
勢
力
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
の
公
共
哲
学
―
―
ロ
ー
ル
ズ
（
カ
ン
テ
ィ

ア
ン
）
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
（
リ
バ
タ
リ
ア
ン
）
、
サ
ン
デ
ル
（
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ

ア
ン
）
、
あ
る
い
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
派
（
ア
リ
ス
ト
テ
リ
ア
ン
）
、
ロ
ー

テ
ィ
ー
（
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
）
な
ど
―
―
は
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
普
遍
的
な
課
題
は
「
正
義
」
（Justice

）

と
は
何
か
、
私
有
財
産
は
い
か
に
保
全
さ
れ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
公

共
善
（C

om
m

on G
ood

）
と
は
何
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
部
に
は
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
野
生
の
国
の
、
様
々
な
差
別
を
再
生
産
す
る
暴

力
的
な
文
化
を
ど
う
制
御
し
、
公
的
世
界
の
公
正
さ
（Fairness

）
を

い
か
に
し
て
構
築
す
る
か
と
い
う
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
へ
の
取
り
組

み
で
あ
っ
た
が
、
問
題
自
体
は
古
代
以
来
の
基
本
問
題
の
再
検
討
で
も

あ
っ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
交
換
的
正
義
、
配
分
的
正
義
そ
し
て
法

の
正
義
を
区
別
し
て
公
共
世
界
（Polis

＝C
ivitas

）
の
正
義
の
基
本
問

題
を
究
明
し
た
が
、
現
代
の
公
共
哲
学
者
は
い
ま
だ
に
そ
の
基
本
問
題

を
反
芻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
現
代
の
文
明
社
会
は
正
義
に

反
す
る
事
象
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
彼
ら
の
認
識
で
あ
る
。

ま
た
人
間
本
性
は
過
去
数
千
年
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
根
底

に
あ
る
。
変
化
し
た
の
は
文
明
で
あ
り
、
知
識
と
技
術
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
功
利
主
義
批
判
と
し
て
展
開
さ
れ
た
ロ
ー
ル
ズ
の
正
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義
論
は
難
解
を
極
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
正
義
と
公
正
を
平
等
に
基
礎

づ
け
る
の
が
ロ
ー
ル
ズ
正
議
論
の
学
問
的
意
図
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、

平
等
こ
そ
正
義
で
あ
り
公
正
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
主
張
の
核
心

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
論
証
が
厳
密
に
な
し
う
る
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
素
人
に
は
分
か
ら
な
い
。
ベ
ン
サ
ム
の
「
最

大
多
数
の
最
大
幸
福
」
と
か
カ
ン
ト
の
定
言
命
法
の
ほ
う
が
は
る
か
に

分
か
り
や
す
い
。
平
易
な
実
践
哲
学
で
な
け
れ
ば
、
実
効
性
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
華
々
し
さ
で
優
る
海
外
の
思
想
史
研
究

の
影
に
隠
れ
て
、
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
克
服
で
き
ず
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の

思
想
史
研
究
の
地
道
な
受
容
を
進
め
て
い
た
の
が
我
が
学
界
で
あ
っ
た
。

我
が
国
で
は
ビ
ッ
グ
・
テ
ー
マ
で
あ
る
ロ
ッ
ク
研
究
に
し
て
も
ジ
ョ
ン
・

ダ
ン
の
主
著

）
17
（

は
訳
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、
実
情
で
あ
る
。
こ
の
時
期
（
一

九
九
四
年
）
に
政
治
思
想
学
会
が
生
ま
れ
た
。
私
も
入
会
し
た
が
、
さ

ほ
ど
活
動
も
せ
ず
に
今
で
は
退
会
し
て
い
る
。

２　

文
脈
主
義
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
方
法
論

　

考
え
て
み
れ
ば
、
文
脈
主
義
と
い
う
接
近
法
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会

科
学
方
法
論
に
近
似
的
な
面
が
あ
る
。
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
言
う
パ
ラ
ダ
イ

ム
（Paradigm

）
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
理
念
型
（Idealtypus

）
と
相
当
に

似
て
も
い
れ
ば
異
な
る
も
の
で
も
あ
る
が
、
し
か
し
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
と
資
本
主
義
の
精
神
』
で
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
描
き
出
し
て
い
く

主
題
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
論
理
展
開
は
、
Ｍ
Ｍ
で
共
和
主
義
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
形
成
―
―
持
続
と
変
容
―
―
を
彫
琢
し
て
い
く
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
パ

ノ
ラ
ミ
ッ
ク
な
論
理
展
開
と
似
て
も
い
る
。
近
代
資
本
主
義
精
神
の
発

生
と
発
展
・
変
容
の
歴
程
と
近
代
共
和
主
義
の
発
生
と
発
展
・
変
容
の

旅
。
も
ち
ろ
ん
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
以
後
の
人
文
社
会
科
学
の
遺
産
を
継
承

で
き
た
Ｍ
Ｍ
の
ほ
う
が
は
る
か
に
緻
密
な
パ
ノ
ラ
マ
展
開
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
厳
密
な
方
法
論
が
よ
く
読
ま
れ
、
そ

の
方
法
意
識
が
習
得
さ
れ
て
い
る
日
本
の
思
想
史
研
究
者
に
と
っ
て
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
文
脈
主
義
は
ま
っ
た
く
未
知
の
新
説
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
熟
知
し
て
い
た
丸
山
真
男

の
政
治
思
想
史
研
究
も
小
林
昇
の
経
済
学
史
研
究
も
、
た
ん
な
る
テ
ク

ス
ト
主
義
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
の
背
景
と
著
者
の
意
図
、
そ
し
て
論

争
の
文
脈
や
概
念
と
思
想
の
継
承
と
革
新
―
―
持
続
と
変
容
―
―
な
ど

の
思
想
史
の
文
脈
を
意
識
的
に
掘
り
起
こ
す
文
脈
主
義
的
研
究
で
あ
っ

た
と
い
う
の
が
、
私
の
理
解
で
あ
る
。
二
人
ほ
ど
徹
底
し
て
い
な
い
と

し
て
も
、
そ
も
そ
も
思
想
史
研
究
は
非
歴
史
的
な
、
抽
象
的
概
念
史
で

な
い
限
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
具
体
的
な
文
脈
主
義
的
分
析
な
の
で
あ

る
。
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四　

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
思
想
史
研
究

１　

四
次
の
共
同
研
究

　

過
去
一
〇
年
余
り
の
間
、
大
き
く
言
う
と
「
啓
蒙
、
自
然
法
、
共
和

主
義
、
経
済
学
の
形
成
」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
の
四
次
の
共
同
研
究
に

筆
者
は
忙
し
く
し
て
い
た

）
18
（

。
最
新
の
主
題
は
「
野
蛮
と
啓
蒙
―
―
経
済

思
想
史
か
ら
の
接
近
」
で
あ
る
が
、
共
和
主
義
研
究
を
や
め
た
わ
け
で

は
な
い
。
研
究
仲
間
と
と
も
に
、
相
互
に
刺
激
し
合
っ
て
、
私
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
と
も
に
英
米
の
共
和
主
義
を
追
究
し
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
他
方
で
我
が
国
の
フ
ラ
ン
ス
研
究
者
の
間
で
フ
ラ
ン
ス
共
和
主

義
研
究
の
成
果
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
時
期
の
こ
と

で
あ
る
。
研
究
は
も
っ
と
早
く
に
始
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
詳
論
は

で
き
な
い
が
、
三
浦
信
孝
、
樋
口
陽
一
、
安
藤
隆
穂
な
ど
の
仕
事
と
、

松
本
礼
二
、
宇
野
重
規
な
ど
が
率
い
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
研
究
の
隆
盛
を
指

摘
で
き
よ
う

）
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（

。
フ
ラ
ン
ス
思
想
史
で
は
自
由
主
義
と
共
和
主
義
の
関
係

は
当
然
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

　

こ
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
研
究
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
で

も
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
啓
蒙
研
究
で
も
、
共
和
主
義
の

伝
統
に
注
目
す
る
こ
と
が
新
し
い
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
国
で
先
駆
的
な
研
究
が
出
て
お
り
、
そ
れ
を
我
が
国
の
研
究
者
は
追

い
駆
け
る
と
い
う
格
好
で
あ
る
。

　

中
国
の
啓
蒙
思
想
研
究
も
始
ま
っ
て
い
る
。
国
際
十
八
世
紀
学
会
の

活
動
が
波
及
し
て
各
地
に
十
八
世
紀
学
会
を
生
み
出
す
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
各
地
域
の
啓
蒙
が
た
ん

な
る
理
性
の
支
配
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
実
に
多
様

で
豊
饒
な
文
化
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
文
明
社
会
を
形
成

し
た
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
行
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
啓
蒙
に
は

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
面
も
あ
っ
た
。
国
際
的
な
研
究
交
流
の
普
及
は
い
ろ
ん

な
意
味
で
重
要
で
あ
る
。

　

人
間
愛
と
い
う
意
味
で
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、
様
々
な
形
で
、
国

家
権
力
の
横
暴
―
―
国
家
理
性
―
―
や
権
力
者
の
傲
慢
、
あ
る
い
は
強

欲
資
本
主
義
の
暴
力
と
欺
瞞
―
―
利
潤
獲
得
―
―
に
対
決
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
さ
れ
て
き
た
。
穏
和
、
寛
容
、
自
由
、
共
存
、
富
裕
、
協

調
、
合
意
、
自
治
、
友
好
、
平
和
、
学
問
と
い
っ
た
近
代
が
生
み
出
し

た
価
値
が
、
専
制
、
狂
信
、
無
知
、
迷
妄
、
暴
力
、
強
欲
、
支
配
、
搾

取
、
収
奪
、
貧
困
、
階
級
、
恐
怖
、
戦
争
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
等
と
い
う

歴
史
と
と
も
に
古
い
現
象
に
対
決
し
て
き
た
こ
と
が
、
実
証
的
な
歴
史

分
析
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

情
報
化
と
産
業
・
金
融
等
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
―
―
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ

の
世
界
戦
略
の
結
果
で
あ
る
と
い
っ
た
単
純
化
で
は
実
態
は
つ
か
め
な

い
で
あ
ろ
う
―
―
の
急
速
な
発
展
に
よ
っ
て
、
も
は
や
国
民
国
家
が
社

会
単
位
と
し
て
有
効
に
機
能
し
な
い
時
代
と
な
っ
て
き
た
。
拡
大
Ｅ
Ｕ

は
新
し
い
中
世
で
は
な
い
。
中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
は
普
遍
世
界
と
い
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う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
普
遍
性
は
ロ
ー
マ
教
会
の
支
配
と
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
の
絶
対
性
と
い
う
価
値
観
の
別
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
今
日

の
Ｅ
Ｕ
は
国
民
国
家
の
解
体
を
進
め
て
い
る
。
抵
抗
も
あ
る
け
れ
ど
も
、

基
本
的
に
ど
こ
で
も
自
由
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
作
ろ
う
と

し
て
い
る
。
人
間
が
様
々
で
あ
る
以
上
、
相
互
理
解
は
必
ず
し
も
容
易

で
な
く
、
無
数
の
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ
る
が
、
暴
力
に
よ
る

決
済
を
避
け
て
、
平
和
に
、
そ
し
て
豊
か
な
文
化
の
恩
恵
を
享
受
し
な

が
ら
、
共
存
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

桃
源
郷
と
い
う
意
味
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
夢
に
す
ぎ
な
い
。
社
会
の
な

か
で
コ
ン
フ
リ
ク
ト
（
紛
争
）
や
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
（
衝
突
）
が
あ
り
、

変
動
が
あ
る
か
ら
、
人
間
は
惰
性
に
陥
ら
ず
に
活
力
を
維
持
し
て
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
が
闘
争
や
戦
争
に
積
極
的
な
意
味

が
あ
る
と
し
た
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
争
は
悪
で
あ
る

と
言
う
し
か
な
い
が
、
狭
い
地
球
に
生
き
る
我
々
は
、
競
争
や
対
抗

（R
ival

）
、
卓
越
（A

rete, E
xcellence, V

irtue

）
を
目
指
し
た
競
い
合
い

（E
m

ulation

）
な
ど
を
通
じ
て
、
友
好
、
平
和
、
協
調
と
結
び
つ
い
た

文
明
の
あ
り
か
た
に
向
か
っ
て
進
む
他
に
な
い
。
そ
の
点
で
Ｅ
Ｕ
は
一

歩
先
を
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
を
前
に
し
て
思
想
史
研
究
の
主

題
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
思
想
史
研
究
も
国
家
を
超
え
る
こ
と
を

考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
家
は
い
か
に
越
え
う
る
か
。
東
ア

ジ
ア
に
国
家
を
超
え
た
い
か
な
る
国
際
的
な
社
会
を
構
築
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
。
北
朝
鮮
の
文
明
化
に
思
想
史
研
究
は
い
か
に
寄
与
で
き
る
の

か
。

　

啓
蒙
は
文
芸
共
和
国
の
理
念
を
掲
げ
た
。
世
界
市
民
の
思
想
も
生
ん

だ
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
に
は
そ
の
反
動
で
も
あ
っ
た
が
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
主
義
が
台
頭
し
、
や
が
て
帝
国
主
義
的
な
角
逐
の
時

代
へ
と
文
明
世
界
は
転
落
し
、
雪
崩
れ
込
ん
で
行
っ
た
。
未
開
社
会
は

文
明
社
会
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
二
度
の
世
界
大
戦
を
繰
り
広
げ
、
膨
大

な
殺
戮
を
や
っ
て
の
け
た
人
類
は
、
今
よ
う
や
く
戦
争
の
廃
止
に
向

か
っ
て
進
み
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
「
自
愛
心
」

を
も
つ
人
間
は
自
分
の
「
利
益
」Interest

を
追
求
す
る
し
、
し
ば
し

ば
大
小
様
々
な
「
利
害
対
立
」
に
縫
着
す
る
。
ス
ミ
ス
は
「
同
感
」

Sym
pathy

を
人
間
本
性
の
な
か
に
見
い
だ
し
、
社
会
的
協
調
を
可
能

と
考
え
た
。

　

物
事
の
正
し
い
決
着
を
人
間
は
求
め
る
が
、
シ
ン
パ
シ
ー
の
感
情
も

有
す
る
も
の
の
、
自
分
を
拡
大
鏡
で
見
る
性
癖
を
も
っ
た
人
間
（
ホ
ッ

ブ
ズ
）
が
、
冷
静
な
客
観
性
・
公
正
さ
を
も
っ
て
行
動
す
る
の
は
し
ば

し
ば
難
し
い
。
そ
う
し
た
と
き
必
ず
し
も
有
効
な
調
停
が
可
能
と
は
限

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
紛
争
」C

onflict

が
起
こ
る
の
は
不
可
避
で

あ
る
。
ま
し
て
異
部
族
、
異
民
族
間
で
の
利
害
対
立
の
調
停
は
し
ば
し

ば
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
「
怒
り
」
を
本
性
に
も
つ
人
間
に
と
っ
て
は
、
局
地

紛
争
は
当
分
の
間
、
廃
絶
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
「
正
義
」
感
情
は
「
報
復
」

感
情
と
一
体
で
あ
る
。
個
人
の
報
復
を
禁
じ
て
い
る
の
が
文
明
社
会
で
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あ
り
、
個
人
に
代
わ
っ
て
司
法
が
報
復
・
制
裁
を
行
う
と
い
う
の
が
、

近
代
国
家
の
法
制
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
司
法
裁
判
所
が
あ

る
と
は
い
え
、
国
際
的
な
正
義
の
樹
立
は
国
内
の
正
義
、
あ
る
い
は
共

同
体
内
の
正
義
の
樹
立
以
上
に
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
局
地
戦
、

内
乱
や
民
族
対
立
、
部
族
紛
争
は
こ
れ
か
ら
も
繰
り
返
さ
れ
る
に
違
い

な
い
。

　

竹
島
や
尖
閣
、
北
方
領
土
を
め
ぐ
る
、
日
本
と
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ

ア
の
対
立
で
さ
え
、
容
易
に
解
決
で
き
な
い
。
武
力
衝
突
の
可
能
性
も

あ
り
う
る
と
い
う
見
方
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
犠
牲
を
避
け
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
話
し
合
い
に
よ
る
歩
み
寄
り
し
か
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
武
力
衝
突
に
な
る
の
か
。
ニ
ュ
ー
・

フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
を
武
力
で
取
り
返
し
た
の
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権

時
代
の
連
合
王
国
で
あ
っ
た
。
ホ
ン
ト
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
啓
蒙
の

思
想
的
成
果
を
評
価
す
る
『
富
と
徳
』
か
ら
転
じ
て
、
国
民
国
家
の
相

克
に
着
目
し
、
国
際
政
治
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
立
っ
た
懐
疑
的
な
『
貿
易

の
嫉
妬
』
を
刊
行
し
た
の
は
二
〇
〇
五
年
で
あ
っ
た

）
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。
こ
う
し
て
ホ
ン

ト
は
啓
蒙
の
近
代
の
ポ
ジ
と
ネ
ガ
の
両
面
に
迫
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
紛
争
地
域
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
活
動
か
ら
カ
ナ
ダ
の
政
治
家
を

経
て
学
界
に
戻
る
と
い
う
困
難
な
旅
路
を
経
た
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
は
、

『
軽
い
帝
国
』
（
二
〇
〇
三
年
）
や
『
よ
り
小
さ
な
悪
』
（
二
〇
〇
四
年
）

を
書
き
、
国
民
国
家
の
再
評
価
に
行
き
つ
い
た

）
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の
ち
、
ト
ロ
ン
ト
大
学

と
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
教
壇
で
こ
れ
か
ら
何
を
語
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

局
地
紛
争
は
こ
れ
か
ら
も
あ
り
う
る
。
イ
ス
ラ
ム
圏
と
ア
フ
リ
カ
は

ま
だ
安
定
を
達
成
す
る
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
武
力
衝
突
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
明
の
衝
突
と
し

て
の
全
面
戦
争
は
も
は
や
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
人
類
の
全

滅
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
熱
核
戦
争

の
危
機
は
現
実
に
あ
っ
た

）
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と
言
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

愚
か
な
人
類
―
―
と
い
う
よ
り
も
完
全
で
な
い
、
あ
る
い
は
欠
陥
の

あ
る
人
間
本
性
―
―
に
は
核
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
戦
争
の
抑
止
が
有
益

で
あ
る
と
ま
で
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
第
二
次
大
戦
の
結
果
、
核
バ

ラ
ン
ス
に
よ
る
冷
戦
体
制
が
長
く
続
き
、
そ
の
後
、
ソ
連
の
解
体
と
デ

タ
ン
ト
を
経
て
、
戦
略
核
は
削
減
さ
れ
た
と
は
い
え
、
今
な
お
世
界
秩

序
が
核
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、

そ
れ
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
狂
気
の
沙
汰
で
は
な
い
か
。

　

一
見
す
る
と
、
核
と
い
う
暴
力
の
封
印
に
戦
後
六
五
年
間
、
世
界
は

成
功
し
て
き
た
。
し
か
し
、
核
拡
散
の
抑
止
と
い
う
体
制
で
今
後
も
世

界
秩
序
が
維
持
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
連
常
任
理
事
国
だ
け
が
核

を
も
て
る
と
い
う
の
は
、
正
し
い
の
か
。
啓
蒙
思
想
史
研
究
も
ま
た
こ

う
し
た
問
題
の
解
決
に
、
間
接
的
で
あ
る
ほ
か
に
な
い
が
、
貢
献
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ど
う
す
れ
ば
、
地
球
を
核
な
き
世
界
に

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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２　

ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
の
ブ
リ
テ
ン
啓
蒙
研
究

　

十
八
世
紀
の
英
語
圏
は
大
ブ
リ
テ
ン
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
カ
リ
ブ
海
や
イ
ン
ド
に
も
英
語
は
伝
わ
っ
て
い

た
が
、
知
識
人
、
公
共
圏
、
大
学
、
出
版
に
関
わ
っ
て
展
開
す
る
思
想

世
界
、
す
な
わ
ち
学
問
共
同
体
は
上
の
三
地
域
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
区
別
し
て
も
四
地
域
で
あ
り
、
正
確
で
は
な
い
が
お

お
よ
そ
人
口
で
二
〇
〇
〇
万
人
程
度
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
と
同
規
模
で

あ
っ
た
。
ま
だ
大
社
会
（G

reat Society–G
raham

 W
allace

）
で
は
な
か
っ

た
が
、
し
か
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
活
発
化
し
た
出
版
業
が
き
わ
め
て

盛
ん
な
時
代
と
な
っ
て
お
り
、
都
市
を
中
心
に
啓
蒙
思
想
が
生
ま
れ
、

伝
え
ら
れ
、
社
会
を
変
え
て
行
っ
た
。
科
学
技
術
や
出
版
、
新
聞
な
ど

の
文
明
の
装
置
の
導
入
と
社
会
の
組
織
化
、
制
度
化
が
一
体
と
な
っ
て

文
明
世
界
を
作
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

蒸
気
機
関
が
工
場
、
船
舶
、
機
関
車
に
実
用
化
さ
れ
る
の
は
次
の
時

代
で
あ
る
が
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
―
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
間
は
啓
蒙
の
時
代

に
タ
ー
ン
・
パ
イ
ク
で
舗
装
さ
れ
、
特
急
馬
車
が
疾
走
し
た
。
そ
れ
で

も
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
の
旅
は
数
日
か
か
っ
た
し
、
大
西

洋
を
横
断
し
て
ア
メ
リ
カ
に
行
く
に
は
二
、
三
週
間
以
上
か
か
っ
た
。

交
通
は
格
段
に
進
歩
し
、
人
も
技
術
も
本
も
移
動
し
、
啓
蒙
の
世
界
は

拡
大
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
は
大
学
こ
そ
も
た
な
か
っ
た
も
の
の
、
王
立
協
会
が
あ
り
、

医
師
や
職
人
の
各
種
ギ
ル
ド
の
本
部
が
あ
り
、
出
版
業
の
拠
点
で
あ
り
、

宮
廷
と
議
会
の
他
に
専
門
職
知
識
人
の
ク
ラ
ブ
が
多
数
存
在
し
て
、
知

の
饗
宴
を
展
開
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ン
ス
ン
の
「
文
学
協
会
」
、
モ
ン
タ
ギ
ュ

夫
人
の
「
ブ
ル
ー
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
」
の
ほ
か
に
、
ビ
ー
フ
・
ス
テ
ー

キ
崇
高
協
会
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
協
会
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
協
会
、ウ
ィ
ッ

グ
の
キ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
こ
う
し
た

ク
ラ
ブ
は
二
〇
〇
〇
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
パ
リ
の
サ
ロ
ン
お

よ
び
大
学
の
役
割
を
部
分
的
に
代
行
し
た
。
ま
た
珈
琲
ハ
ウ
ス
も
一
七

三
九
年
の
調
査
に
よ
る
と
五
五
一
あ
り
、
こ
の
数
は
ウ
ィ
ー
ン
の
一
〇

倍
と
い
う

）
23
（

。
こ
こ
は
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拠
点
で
あ
っ
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
は
か
く
し
て
ま
さ
に
啓
蒙
の
都
市
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
な
ど
は
小
規

模
な
啓
蒙
都
市
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３　

啓
蒙
―
帝
国
と
宗
教

　

最
近
の
研
究
動
向
で
目
立
っ
て
い
る
の
は
帝
国
と
宗
教
で
あ
る
。
若

い
世
代
の
歴
史
家
、
思
想
史
家
は
帝
国
に
関
心
を
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
過
去
半
世
紀
の
世
界
情
勢
の
変
化
―
―
冷
戦
の
終
焉
、

社
会
主
義
の
敗
北
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
ア
メ

リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
緊
張
関
係
、
帝
国
ア
メ
リ
カ
の
単
独
行
動
主
義
、

中
国
の
台
頭
、
国
際
秩
序
の
変
動
等
々
―
―
が
根
底
で
影
響
し
て
い
る

に
違
い
な
い
。
ま
た
帝
国
と
啓
蒙
の
関
連
を
究
明
す
る
一
方
、
啓
蒙
と



社会思想史研究　No. 37　2013

特集　思想史研究を問いなおす　●　26

宗
教
の
関
連
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
啓
蒙
は
反
帝
国
、
反
宗
教

と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
当
然
で
あ
っ
た
。
と
く
に
我
が
国
で
は
そ

う
い
う
単
純
化
が
目
立
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
最
近
の
英
米

の
啓
蒙
研
究
で
は
、
む
し
ろ
そ
の
不
可
分
の
関
連
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
来
た
。
前
者
に
関
し
て
は
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
が
代
表
者
の
一
人

で
、
後
者
に
関
し
て
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヤ
ン
グ
が
筆
頭
で
あ
る
。

４　

ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
の
場
合

　

若
い
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
目
さ
れ
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー

ミ
テ
ー
ジ
（
一
九
六
五
―
）
の
研
究
の
歩
み
を
、
『
イ
テ
ィ
ネ
ラ
リ
オ
』

（Itinerario

）
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
「
我
々
は
今
日
み
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な

歴
史
家
で
あ
る
か
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
追
い
か
け
て
み
よ
う
。
学

部
で
文
学
か
ら
歴
史
に
転
じ
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
教
授
で
あ
り
ス

ペ
イ
ン
史
で
著
名
な
エ
リ
オ
ッ
ト
（J. H

. E
lliot

）
に
学
ん
だ
の
ち
に
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
ス
キ
ナ
ー
の
も
と
で
博
士
課
程
を
過
ご
し
、
こ
の
時

期
に
生
涯
の
友
人
と
な
る
ア
ナ
ベ
ル
・
ブ
レ
ッ
ト
、
ジ
ョ
ン
―

ポ
ー
・

ル
ビ
ー
ズ
（John-Pau R

ubies

）
、
ア
ン
ド
ル
ー
・
フ
ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ

ス
に
会
っ
て
い
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
タ
ッ
ク
の
『
戦
争
と
平
和
の
権
利
』

が
出
る
の
は
一
九
九
九
年
で
あ
る
が
、
彼
の
影
響
を
う
け
て
超
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史
、
植
民
史
、
帝
国
に
関
心
を
深
め
、
ま
た
ス
キ
ナ
ー
と
ド
ー

ン
（D

aw
n

）
の
月
曜
夜
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
出
た
。
こ
の
時
期
に
「
初

期
近
代
の
思
想
史
の
国
際
的
、
植
民
地
的
、
帝
国
的
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

問
題
設
定
へ
の
移
動
」
が
生
じ
て
い
た
。
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
と
ル
ビ
ー
ズ

は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
「
近
代
初
期
の
世
界
に
お
け
る
文
化
の
遭
遇
」
を

主
題
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
植
民
史
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
拡
大
史
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
ピ
ー

タ
ー
・
バ
ー
ク
（Peter B

urke

）
の
支
援
が
あ
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
時
代
で
、
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
ナ
ダ
イ
ン
（D

avid C
anadine

）
の
支
援
を
え
た
。

九
〇
年
代
に
国
米
歴
史
家
会
議
も
ブ
リ
テ
ン
研
究
は
帝
国
、
国
際
関
係
、

国
際
的
枠
組
み
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
な
っ
て
き

て
い
た
。
そ
の
間
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ア
ー
ミ
テ
ー

ジ
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ォ
レ
ン
・
セ
ン
タ
ー

の
研
究
員
と
な
り
、
イ
ル
ー
ズ
・
メ
イ
（
一
九
二
八
―
二
〇
〇
九
）
、
入

江
昭
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ロ
ッ
ペ
ン
バ
ー
グ
に
会
い
、
国
際
史
家
と
な
っ

た
。

　

こ
う
し
て
彼
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
の
教
授
と
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
本

格
的
な
研
究
に
乗
り
出
し
、
す
で
に
数
冊
の
研
究
を
上
梓
し
た
。
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
の
文
脈
史
家
―
―
ラ
ズ
レ
ッ
ト
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
、
ス
キ
ナ
ー
、

ダ
ン
―
―
が
国
内
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
国
家
し
か
問
題
に
せ
ず
、
国

際
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
国
家
を
無
視
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
彼
の
仕

事
は
、
小
著
な
が
ら
『
近
代
国
際
思
想
の
基
礎
』
（
二
〇
一
三
年

）
24
（

）
に
結

実
し
た
。
こ
れ
に
ポ
ー
コ
ッ
ク
は
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ト

ル
が
ス
キ
ナ
ー
の
『
近
代
政
治
思
想
の
基
礎
』
（
一
九
七
八
年
）
を
意
識
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し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

５　

啓
蒙
の
拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
独
自
性

　

近
年
は
ア
ナ
ー
ル
的
な
知
の
社
会
学
と
い
う
べ
き
歴
史
研
究
が
き
わ

め
て
隆
盛
で
、
啓
蒙
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
は
す
で
に
驚
く
ほ
ど
進
ん

で
き
て
い
る
。
ま
た
出
版
史
研
究
も
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
動
向
が
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
に
も
波
及
し
て
き
て
い
る
。

　

シ
ャ
ー
や
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ン
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
十
八
世

紀
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
研
究
学
会
（E

C
SSS

）
は
も
う
す
ぐ
三
〇
周
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
際
的
な
ヒ
ュ
ー
ム
学
会
も
活
発
で
あ
る
し
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
協
会
も
継
続
し
て
お
り
、
日
本
の
シ
ニ
ア
研
究
者
の

会
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
会
」
（
水
田
洋
会
長
）
は
若
い
世
代
の
研
究
者

の
登
場
を
待
望
し
て
い
る
。
『
啓
蒙
と
異
論
』E

nlightenm
ent and 

D
issent

も
地
味
な
が
ら
刊
行
を
続
け
て
い
る
。
電
子
テ
ク
ス
ト
の
普

及
が
研
究
環
境
を
大
変
革
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

最
後
に
英
語
圏
の
啓
蒙
研
究
の
現
状
を
素
描
し
て
お
こ
う
。

６　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
関
し
て
は
冒
頭
で
ふ
れ
た
ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー

の
書
物
が
重
要
な
出
発
点
と
な
っ
た
。
し
か
し
半
世
紀
以
上
前
の
キ
ャ

ロ
ラ
イ
ン
・
ロ
ビ
ン
ズ
の
『
十
八
世
紀
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
マ
ン
』
（
一

九
五
九
年
）
の
研
究
と
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
研
究
が
依
然
と
し
て
重
要
で
あ

る
。
ロ
ビ
ン
ズ
は
非
国
教
徒
の
啓
蒙
を
重
視
し
た
。
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
『
野

蛮
と
宗
教
』
（B

arbarism
 and R

eligion

）
全
六
巻
は
、
す
で
に
第
五

巻
ま
で
出
て
お
り
、
目
下
最
終
巻
の
執
筆
に
余
念
が
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
ギ
ボ
ン
の
『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』
第
十
五
、
十
六
章
の
解
釈
が

白
眉
な
の
だ
が
、
関
連
す
る
思
想
史
の
射
程
、
目
配
り
に
は
驚
嘆
す
る

ほ
か
な
い
と
い
っ
た
風
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
生
ま
れ
の
ポ
ー
コ
ッ
ク

は
今
年
八
十
九
歳
で
、
水
田
洋
教
授
の
五
歳
下
で
あ
る
が
、
両
人
と
も

に
知
的
健
在
な
の
は
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
。

　

近
年
注
目
さ
れ
る
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
に
お
い
て
は
、

啓
蒙
と
宗
教
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
ブ
ラ

イ
ア
ン
・
ヤ
ン
グ

）
25
（

が
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
巨
匠
ポ
ー

コ
ッ
ク
が
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

７　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙

　

シ
ャ
ー
と
エ
マ
ス
ン
の
大
著

）
26
（

が
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
知
識
社
会
学
的

総
括
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
個
別
的
な
思
想
史
的
分
析
が
も
は
や
不
要

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ア
ナ
ー
ル
的
な
歴
史
研
究
が

ヒ
ュ
ー
ム
に
関
し
て
は
進
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ

）
27
（

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
ヒ
ュ
ー
ム
の
受
容
の
研
究

）
28
（

が
そ
れ
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
つ
い
て
は

な
い
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
に
も
多
く
が
語
ら
れ
て
き

て
い
る
の
で
、
画
期
的
な
研
究
を
成
し
遂
げ
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
ス
ミ
ス
研
究
で
は
ま
ず
は
待
望
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
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ン
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
―
―
啓
蒙
の
人
生
』
を
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な

い
）
29
（

。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
哲
学
史
で
は
ブ
ロ
デ
ィ
ー
の
研
究
が
出
て
い
る

）
30
（

。

リ
ー
ド
著
作
集
は
刊
行
途
上
で
あ
り
、
リ
バ
テ
ィ
ー
・
プ
レ
ス
か
ら
近

代
自
然
法
シ
リ
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
体
系
的

な
著
作
が
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
が
、
研
究
が
一
段
落
し
た
と
い
う
印

象
も
あ
る
。

　

ス
マ
ウ
ト
の
定
評
の
あ
る
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
の
歴
史

）
31
（

』や
ハ
ー

マ
ン
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
『
近
代
を
創
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人

）
32
（

』
が

翻
訳
さ
れ
た
こ
と
も
貴
重
で
あ
る
。

８　

ア
メ
リ
カ
啓
蒙

　

ア
メ
リ
カ
啓
蒙
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
半
世
紀
前
か
ら
主
題
に

な
っ
て
い
る
の
に
、
我
が
国
で
は
な
ぜ
皆
無
な
の
か
。
そ
の
空
白
を
埋

め
よ
う
と
し
た
の
が
筆
者
の
『
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
の
群
像

）
33
（

』
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
こ
で
遂
行
さ
れ
た
の
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
ア
メ
リ
カ

啓
蒙
の
交
流
の
解
明
に
と
ど
ま
る
。
ウ
ッ
ド
、
ベ
イ
リ
ン
、
ウ
ィ
ル
ズ
、

ポ
ン
ヴ
ィ
ッ
ク

）
34
（

な
ど
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
啓
蒙
と
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
と
の
関
係
は
い
わ
ば
常
識
と
も
言
え
る
が
、

し
か
し
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
改
め
て
解
明
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
と
の
関
係
も
そ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
や
、
ア
ダ

ム
ス
、
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
な
ど
は
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
、
当
地
の
啓
蒙
思

想
家
と
交
流
し
た
。
イ
タ
リ
ア
啓
蒙
、
ド
イ
ツ
啓
蒙
と
ア
メ
リ
カ
啓
蒙

の
関
連
も
主
題
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
道
徳
哲
学
は
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
の
重
要
な
伝
統
を

形
成
し
た
が
、
そ
の
歴
史
は
必
ず
し
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い

）
35
（

。
そ
の
な
か
で
育
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
（Francis 

W
ayland

）
に
福
澤
諭
吉
は
学
ん
で
い
る
。
福
澤
が
象
徴
す
る
明
治
啓

蒙
は
、
は
る
か
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
発
し
、
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
に
由

来
す
る
モ
ー
メ
ン
ト
も
あ
る
こ
と
が
、
こ
う
し
て
今
で
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
思
想
史
の
文
脈
は
こ
の
よ
う
に
興
味
深
い
。

９　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
啓
蒙

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
関
し
て
は
、
モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
や
ト
ラ
ン
ド
、

モ
リ
ヌ
ー
ク
ス
、
ハ
チ
ス
ン
、
シ
ン
グ
、
ア
ー
バ
ッ
ク
ル
、ト
レ
ン
チ
ャ
ー

ド
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
、
バ
ー
ク
リ
、
バ
ー
ク
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
な
ど
が

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
関
係
が
あ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

啓
蒙
と
は
何
か
と
い
う
問
い
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
最
近
で
は
、『
思

想
』
の
特
集
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る

）
36
（

。
は
た
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
啓
蒙

と
言
え
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
は
も
は
や
成
立
し
な
い
。

『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
反
啓
蒙
』
と
題
す
る
資
料
集

）
37
（

も
出
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
思
想
家
に
つ
い
て
し
っ
か
り
研
究
す
る
こ
と
が
我
が
国
で

は
重
要
な
段
階
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ハ
チ
ス
ン
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
、

バ
ー
ク
リ
、
バ
ー
ク
に
つ
い
て
は
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
け
れ
ど
も
、「
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
の
枠
組
み
と
の
関
連
で
必
ず
し
も
研
究
さ
れ
て
い
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な
い
し
、
モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
、
ト
ラ
ン
ド
、
ア
ー
バ
ッ
ク
ル
な
ど
に
つ

い
て
の
研
究
蓄
積
は
乏
し
い
。
我
が
国
で
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
人
気
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
啓
蒙
思
想
史
研
究
と
な
る
と
当
地

の
啓
蒙
が
弱
か
っ
た
よ
う
に
手
薄
で
あ
る
。

10　

共
和
主
義
と
帝
国

　

こ
う
し
て
回
顧
し
て
き
て
思
う
の
は
、
現
在
思
想
史
研
究
は
共
和
主

義
と
帝
国
を
関
心
の
焦
点
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
腐
敗
堕
落
を
批
判
す
る
思
想
と
し
て
の
共
和
主
義
は
統
治
構
造

と
し
て
共
和
政
体
、
市
民
の
実
践
理
性
を
支
え
る
概
念
と
し
て
の
「
徳
」

を
本
質
的
要
件
と
し
て
構
成
さ
れ
た
思
想
で
あ
る
が
、
様
々
な
レ
ヴ
ェ

ル
の
社
会
組
織
に
お
い
て
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
な
市
民
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
期
待
さ
れ
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
こ
の
共
和
主
義
は
再
興
さ
れ
活

用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
思
想
原
理
で
あ
る
と
思
う
。
帝
国
は
国
民
国
家

を
超
え
る
も
の
と
し
て
、
世
界
共
和
国
が
存
在
し
な
い
社
会
に
あ
っ
て
、

国
連
を
補
完
す
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
帝
国
は
知
的
傲
慢
の
産
物
で
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
そ
れ
は
異

文
化
社
会
を
統
治
で
き
る
と
い
う
思
い
上
が
り
の
産
物
で
あ
る
。
統
治

万
能
思
想
を
ハ
イ
エ
ク
は
設
計
思
想
と
名
付
け
て
批
判
し
た
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
地
域
的
な
差
異
を
認
識
し
つ
つ
、
相
互
の
自
由
を
尊
重
す

る
寛
容
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
歴
史
は
教
え
て
い
る
。

　

地
上
に
全
人
類
を
包
み
込
む
よ
う
な
共
和
国
を
作
る
こ
と
は
夢
で
あ

る
が
、
自
由
主
義
を
補
完
す
る
思
想
と
し
て
共
和
主
義
が
あ
る
。
共
和

主
義
は
人
間
本
性
に
は
欠
陥
が
あ
る
が
、
し
か
し
自
己
完
成
を
目
指
し

て
努
力
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
し
、
自
分
の
欲
望
の
追
求
で
は
な
く
、

公
共
へ
の
貢
献
を
自
ら
の
生
き
る
目
的
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
徳
あ

る
人
間
の
選
択
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
思
想
で
あ
る
。
人
間
は
ポ
リ
ス

的
動
物
（
ゾ
ー
ン
・
ポ
リ
テ
ィ
コ
ンZoon Politikon

）
で
あ
る
。
現
代
的

に
言
え
ば
公
共
的
存
在
で
あ
る
。
共
和
主
義
の
意
義
は
、
啓
蒙
思
想
史

研
究
が
教
え
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

 

（
た
な
か
・
ひ
で
お
／
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
）

注（
1
） 

二
〇
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
の
『
啓
蒙
―
―
ブ
リ
テ
ン

と
近
代
世
界
の
創
造
』
（
ア
メ
リ
カ
版
の
タ
イ
ト
ル
は
『
近
代
世
界
の
創

造
―
―
ブ
リ
テ
ン
啓
蒙
の
語
ら
れ
ざ
る
物
語
』
）
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

啓
蒙
の
歴
史
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
の
歴
史
の
ま
ま
で
あ
る
」
と
の
一
九

八
五
年
の
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
発
言
（“C

lergy and C
om

m
erce: T

he 
C

onservative E
nlightenm

ent in E
ngland ”, in L. G

. C
rocker et 

al eds., L’E
tà dei Lum

i: Studi storici sul Settecento europeo in onore 
di Franco Venturi, N

aples, 1985

）
に
応
え
よ
う
と
し
た
労
作
で
あ
る
。

R
oy P

orter, E
nlightenm

ent: B
ritain and the C

reation of the 

M
odern W

orld, London, 2000

（T
he C

reation of the M
odern W

orld: 

T
he U

ntold H
istory of the B

ritish E
nlightenm

ent, N
ew

 York, 2000

）.
（
2
） A. O

. H
irschm

an, Shifting Involvem
ents: P

rivate Interest and 

Public A
ction, Princeton U

.P., 1982. 

佐
々
木
毅
・
杉
田
敦
共
訳
『
失

望
と
参
画
の
現
象
学
―
―
私
的
利
益
と
公
的
活
動
』
法
政
大
学
出
版
局
、
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一
九
八
八
年
。

（
3
） 

小
田
実
『
世
直
し
の
倫
理
と
論
理　

上
下
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
二
年
。

（
4
） 

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
道
徳
感
情
論
』
は
、
ド
イ
ツ
語
版
を
底
本
に
し
た
米

林
富
男
訳
が
『
道
徳
情
操
論
』
上
下
と
し
て
一
九
四
八
―
四
九
年
に
日
光

書
院
か
ら
、
ま
た
一
九
六
九
―
七
〇
年
に
未
來
社
か
ら
出
て
い
る
が
、
水

田
洋
訳
が
一
九
七
三
年
に
筑
摩
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
画
期
的
と
言
わ

れ
る
水
田
洋
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
同
感
概
念
の
成
立
」
は
ス
ミ

ス
の
同
感
の
冷
却
作
用
に
着
目
し
た
も
の
と
し
て
一
九
六
七
年
に
発
表
さ

れ
て
い
た
（
今
で
は
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
論
集
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

〇
〇
九
年
、
第
二
章
に
収
録
）
。
そ
れ
は
市
民
運
動
家
で
も
あ
る
同
氏
が

い
わ
ば
「
同
感
民
主
主
義
者
」
（
筆
者
の
造
語
）
と
し
て
冷
静
な
実
践
者

で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
5
） 

筆
者
が
師
匠
と
共
に
ハ
イ
エ
ク
の
論
集
の
日
本
語
訳
を
刊
行
し
た
の
は
一

九
八
六
年
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
の
な
か
の
一
コ
マ
で
あ
っ

た
と
思
う
。
田
中
真
晴
・
田
中
秀
夫
共
編
訳
『
市
場
・
知
識
・
自
由
』
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
六
年
。

（
6
） Macfie, A

. L., T
he Individual in Society: Papers on A

dam
 Sm

ith, 
A

llen &
 U

nw
in, c. 1967. 

水
田
洋
・
船
橋
喜
恵
・
天
羽
康
夫
共
訳
『
社

会
に
お
け
る
個
人
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
二
年
。

（
7
） Gradys B

ryson, M
an and Society: the Scottish Inquiry of the 

E
ighteenth C

entury, Princeton U
.P., 1945.

（
8
） Istvan H

ont and M
ichael Ignatieff eds., W

ealth and V
irtue: T

he 

Shaping of P
olitical E

conom
y in the Scottish E

nlightenm
ent, 

C
am

bridge U
.P., 1983. 

水
田
洋
・
杉
山
忠
平
監
訳
『
富
と
徳
―
―
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
お
け
る
経
済
学
の
形
成
』
未
來
社
、
一
九
九
〇
年
。

（
9
） 

フ
ォ
ー
ブ
ズ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
に
つ
い
て
は
筆
者
の
『
近
代

社
会
と
は
何
か
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、
第
六
章
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
10
） Hont and Ignatieff eds, W

ealth and V
irtue, p. vii. 

邦
訳
『
富
と
徳
』

vii
頁
。

（
11
） J. G

. A
. Pocock, T

he M
achiavellian M

om
ent: Florentine Political 

T
hought and the A

tlantic R
epublican T

radition, Princeton U
.P., 

1975, p. 3. 

田
中
・
奥
田
・
森
岡
訳
『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
・
モ
ー
メ
ン

ト
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
二
頁
。

（
12
） Quentin Skinner, T

he Foundations of M
odern Political T

hought, 2 
vols., C

am
bridge U

.P., 1978. 

門
間
都
善
郎
『
近
代
政
治
思
想
の
基
礎

―
―
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
宗
教
改
革
の
時
代
』
春
風
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
13
） 

篠
原
久
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
常
識
哲
学
―
―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思

想
の
研
究
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
）
。
田
中
正
司
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

の
自
然
法
学
―
―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
経
済
学
の
生
誕
』
（
御
茶
の

水
書
房
、
一
九
八
八
年
）
。

（
14
） 

内
田
義
彦
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
関
心
を
示
し
た
形
跡
が
な
い
の
に

対
し
て
、
内
田
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
で
も
あ
っ
た
博
読
の
碩
学
小
林
昇
は
、

サ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
半
身

を
つ
け
て
い
た
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
た
。
小
林
は
そ
れ
以
上
の
追
究

を
後
進
に
委
ね
た
と
い
う
印
象
が
あ
る
が
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
の
こ
れ

と
い
う
研
究
は
ま
だ
な
い
。

（
15
） 

ス
キ
ナ
ー
、
半
澤
孝
麿
・
加
藤
節
監
訳
『
思
想
史
と
は
な
に
か
』
（
岩
波

書
店
、
一
九
九
〇
年
、
一
九
九
九
年
再
刊
）
。
本
書
はJam

es T
ully ed., 

M
eaning and C

ontext: Q
uentin Skinner and his C

ritics, P
olity 

Press, 1988

の
抄
訳
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行
年
は
ス
キ
ナ
ー
の
「
意
味
と

理
解
」
の
ほ
ぼ
二
〇
年
後
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。Political 

T
heory

な
ど
で
今
日
に
至
る
ま
で
ス
キ
ナ
ー
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
多
数

の
論
文
が
書
か
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
て
、
思
想
史
方
法
論
争
は

継
続
中
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
射
程
外
と
す

る
ほ
か
に
な
い
の
で
、
専
門
家
に
よ
る
サ
ー
ヴ
ェ
イ
が
必
要
で
あ
る
。
ス
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キ
ナ
ー
の
方
法
論
は
そ
の
後
、
次
の
書
物
に
纏
め
ら
れ
た
。Q

uentin 
Skinner, V

ision
s of P

olitics, V
ol. I, R

egarding M
eth

od, 
C

am
bridge U

.P., 2000.
（
16
） Meaning and C

ontext, pp. 63-64. 

邦
訳
『
思
想
史
と
は
な
に
か
』
一
一

三
頁
。

（
17
） John D

unn, T
he Political Philosophy of John Locke, C

am
bridge 

U
.P., 1969.

（
18
） 

私
が
研
究
代
表
者
と
し
て
推
進
し
た
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一

に
、
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
近
代
共
和
主
義
の
系
譜
と
そ
の
現
代
的
可
能
性

の
研
究
」
二
〇
〇
二
―
三
年
度
（
そ
の
成
果
は
田
中
・
山
脇
共
編
著
『
共

和
主
義
の
思
想
空
間
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
。
第
二
に
、

基
盤
研
究
（
Ａ
）
「
近
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
近
隣
英
語
圏
に
お
け
る
啓

蒙
思
想
と
経
済
学
形
成
の
相
互
関
連
の
研
究
」
二
〇
〇
四
―
六
年
度
（
そ

の
成
果
は
『
啓
蒙
の
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
と
経
済
学
の
生
誕
』
京
都
大
学
学

術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
。
第
三
に
、
基
盤
研
究
（
Ａ
）
「
啓
蒙
思
想
と

経
済
学
形
成
の
関
連
を
問
う
―
―
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
」
二
〇
〇
七

―
九
年
度
、
第
四
に
基
盤
研
究
（
Ａ
）
「
野
蛮
と
啓
蒙
―
―
経
済
思
想
史

か
ら
の
接
近
」
二
〇
一
一
―
三
年
度
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
、
第
四
は
ま

だ
書
物
に
な
っ
て
い
な
い
。

（
19
） 

三
浦
信
孝
編
『
普
遍
性
か
差
異
か
―
―
共
和
主
義
の
臨
界
、
フ
ラ
ン
ス
』

藤
原
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。
同
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
を
読
む
―
―
共
和
国
・

多
文
化
主
義
・
ク
レ
オ
ー
ル
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。
ド
ゥ
ブ
レ
・

三
浦
信
孝
・
樋
口
陽
一
・
水
林
章
共
著
『
思
想
と
し
て
の＂
共
和
国
＂―
―

日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
た
め
に
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
六
年
。
三
浦

信
孝
編
『
自
由
論
の
討
議
空
間
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。
安
藤
隆
穂
『
フ

ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
成
立
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。
同
編
『
フ

ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
圏
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。
松
本
礼

二
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
現
在
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
九
年
。
同
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
。

宇
野
重
規
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル　

平
等
と
不
平
等
の
理
論
家
』
講
談
社
メ
チ
エ
、

二
〇
〇
七
年
。
同
『
政
治
哲
学
へ
―
―
現
代
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
話
』
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
』

岩
波
文
庫
四
分
冊
、
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
八
年
。
そ
の
他
。

（
20
） Istvan H

ont, T
he Jealousy of T

rade: International C
om

petition and 

the N
ation-State in H

istorical Perspective, H
arvard U

.P., 2005. 

田

中
秀
夫
監
訳
『
貿
易
の
嫉
妬
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
九
年
。

（
21
） Michael Ignatieff, E

m
pire Lite: N

ation-building in B
osnia, K

osovo 

and A
fghanistan, M

inerva, 2003.

（
中
山
俊
宏
訳
『
軽
い
帝
国
―
―
ボ

ス
ニ
ア
、
コ
ソ
ボ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
国
家
建
設
』
風
行
社
、

二
〇
〇
三
年
） D

o., T
he Lesser E

vil: Political E
thics in an A

ge of 

Terror, Princeton U
.P., 2004

（
添
谷
育
志
・
金
田
耕
一
訳
『
許
さ
れ
る
悪

は
あ
る
の
か
？
―
―
テ
ロ
の
時
代
の
政
治
と
倫
理
』
風
行
社
、
二
〇
一
一

年
）.

（
22
） 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ト
ソ
ン
他
、
吉
成
真
由
美
訳
『
知
の
逆
転
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

版
新
書
、
二
〇
一
三
年
、
八
三
頁
等
。

（
23
） Roy Porter, op. cit., pp. 35-37.

（
24
） David A

rm
itage, F

oundations of M
odern International T

hought, 
C

am
bridge U

.P., 2013.

（
25
） Brian Young, R

eligion and E
nlightenm

ent in E
ighteenth-C

entury 

E
ngland, O

xford U
.P., 1998.

（
26
） Richard Sher, T

he E
nlightenm

ent and the B
ook, C

hicago U
.P., 

2006. R
oger E

m
erson, A

cadem
ic P

atronage in the Scottish 

E
nlightenm

ent: G
lasgow

, E
dinburgh and St A

ndrew
s U

niversities, 
E

dinburgh U
.P., 2008.

（
27
） M

ark G
. Spencer, D

avid H
u

m
e in

 the E
ighteen

th-C
en

tu
ry 

A
m

erica, R
ochester U

.P., 2005.
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（
28
） Peter Jones ed., T

he R
eception of D

avid H
um

e in E
urope, 

T
hoem

m
es C

ontinuum
, 2005.

（
29
） Nich

olas P
h

illipson
, A

da
m

 S
m

ith: A
n

 E
n

lighten
ed L

ife, 
C

am
bridge U

.P., 2011. 

我
が
若
手
に
よ
る
最
新
の
研
究
と
し
て
、
野
原

慎
司
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
近
代
性
の
根
源
―
―
市
場
は
な
ぜ
見
出
さ
れ

た
の
か
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
。

（
30
） Alexander B

roady, A
 H

istory of Scottish Philosophy, E
dinburgh 

U
.P., 2009.

（
31
） T. C

. Sm
out, A

 H
istory of the Scottish People 1560-1830, Fontana 

Press, 1998. 

木
村
正
俊
監
訳
、
原
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。

（
32
） Arthur H

erm
an, H

ow
 T

he Scots Invented the M
odern W

orld, N
ew

 
York, 2012. 

篠
原
久
監
訳
、
守
田
道
夫
訳
、
昭
和
堂
、
二
〇
一
二
年
。

（
33
） 

田
中
秀
夫
『
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
の
群
像
―
―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
影
の

下
で　

一
七
二
三
―
一
八
〇
一
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
。

（
34
） Gordon W

ood, T
he C

reation of the A
m

erican R
epublic, 1776-

1787, T
he N

orton Library, 1972. D
o., T

he R
adicalism

 of the 

A
m

erican R
volution, V

intage B
ook, 1993. D

o., E
m

pire of Liberty, 
O

xford U
.P., 2009 . B

ernard B
ailyn, T

he Ideological O
rigins of the 

A
m

erican R
evolution, H

arvard U
.P., 1967. G

arry W
ills, Inventing 

A
m

erica: Jefferson’s D
eclaration of Independence, D

oubleday and 
C

om
pany, 1978. D

o., E
xplaining A

m
erica: T

he F
ederalists, T

he 
A

thone Press, 1981. C
olin B

onw
ick, E

nglish R
adicals and the 

A
m

erican R
evolution, N

orth C
alolina U

.P., 1977.

（
35
） M

eyer, D
. H

., T
he Instructed C

onscience: T
he Shaping of the 

A
m

erican E
thic, Pensilvania U

.P., 1972

が
参
考
に
な
る
。

（
36
） 『
思
想　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
―
―
近
代
初
期
研
究
の
最
前
線
』
岩
波
書

店
（
一
〇
六
三
号
）
二
〇
一
二
年
一
一
月
。
佐
々
木
武
の
企
画
に
よ
る
こ

の
特
集
は
啓
蒙
以
前
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
啓
蒙
時
代
も
扱
っ
て
い
る
。

他
に
は
後
藤
浩
子
の
研
究
が
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
後
藤
浩
子
「
十

八
世
紀
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
古
来
の
国
制
論
と
共
和
主
義
」
（
田
中
・

山
脇
編
『
共
和
主
義
の
思
想
空
間
―
―
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

の
可
能
性
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
所
収
）
、
同
「
貨
幣
か

ら
信
用
へ
―
―
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
金
融
政
策
に
み
る
経
済
学
的
思
考
」
（
田

中
秀
夫
編
『
啓
蒙
の
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
と
経
済
学
の
生
誕
』
京
都
大
学
学

術
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
所
収
）
な
ど
。

（
37
） David

 B
erm

an
 an

d
 P

atricia O
’R

iord
an

 ed
s., T

he Irish 

E
n

lighten
m

en
t an

d C
ou

n
ter-E

n
lighten

m
en

t, 6 vols., 2002, 
T

hoem
m

es Press.



33　●　〈論文〉近代社会思想史のフランス――安藤隆穂

は
じ
め
に
―
―
社
会
思
想
史
へ
の
道

　

社
会
思
想
史
学
会
が
創
立
さ
れ
た
一
九
七
六
年
、
私
は
大
学
院
の
後

期
課
程
に
属
し
、
よ
う
や
く
社
会
思
想
史
を
研
究
す
る
と
決
断
し
、
対

象
を
コ
ン
ド
ル
セ
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
思
想
に
絞
り
始

め
て
い
た
。
思
想
的
関
心
の
目
覚
め
は
、
一
九
六
八
年
の
大
学
入
学
に

重
な
る
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
、
プ
ラ
ハ
の
春
、
中
国
文
化
大
革
命
、
学

生
反
乱
、
七
〇
年
安
保
、
沖
縄
、
公
害
問
題
な
ど
に
直
面
し
、
大
学
に

思
想
の
季
節
が
訪
れ
、
周
り
は
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
を
近
代
の
双

頭
体
制
と
し
て
同
時
否
定
し
、
既
存
の
思
想
す
べ
て
を
告
発
し
て
い
た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
退
潮
は
顕
著
で
、
レ
ー
ニ
ン
が
否
定
さ
れ
、
Ｇ
・
ル

カ
ー
チ
も
Ｊ
・
Ｐ
・
サ
ル
ト
ル
も
影
を
薄
く
し
、
マ
ル
ク
ス
が
読
み
直

し
の
対
象
と
さ
れ
た
。
講
座
派
マ
ル
ク
ス
主
義
と
市
民
派
知
識
人

）
1
（

と
の

連
携
が
力
を
失
い
、
言
語
論
的
転
回
、
構
造
主
義
、
人
類
学
的
思
考
、

民
衆
思
想
史
、
女
性
解
放
史
、
社
会
史
、
日
本
近
代
化
論
な
ど
が
活
発

と
な
っ
て
い
た
。

　

階
級
意
識
と
社
会
主
義
が
曖
昧
化
し
、
伝
統
主
義
が
復
活
す
る
状
況

で
、
思
想
の
季
節
は
「
社
会
科
学
の
方
法
」
論
争
を
呼
び
、
「
マ
ル
ク

ス
と
ウ
エ
ー
バ
ー
」
と
い
う
方
法
的
論
的
対
比
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
、

歴
史
に
お
け
る
構
造
と
主
体
あ
る
い
は
存
在
と
意
識
に
つ
い
て
問
い
直

し
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
ウ
エ
ー
バ
ー
的
近
代

像
の
検
証
は
、
社
会
的
行
為
の
理
論
に
よ
っ
て
ウ
エ
ー
バ
ー
を
現
代
化

す
る
Ｔ
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
的
近
代
像
を
批
判
し
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
日

　

特
集　

思
想
史
研
究
を
問
い
な
お
す　

〈
論
文
〉

近
代
社
会
思
想
史
の
フ
ラ
ン
ス

【
自
由
主
義
を
中
心
に
】

安
藤
隆
穂
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本
近
代
化
論
を
打
破
す
る
試
金
石
で
も
あ
っ
た
。
「
明
治
百
年
（
祭
）
」

に
象
徴
さ
れ
る
伝
統
主
義
復
活
を
と
も
な
う
日
本
の
現
代
化
に
、
個
人

と
し
て
も
集
団
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
主
体
的
に
対
峙
す
る
か
が
問

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

）
2
（

。

　

近
代
批
判
の
嵐
に
襲
わ
れ
、
私
は
、
か
え
っ
て
、
近
代
と
民
主
主
義

を
求
め
る
「
遅
れ
て
き
た
青
年
」
を
自
覚
し
た

）
3
（

。
私
は
、
貧
困
か
ら
の

脱
出
の
光
を
近
代
に
見
つ
け
、
日
本
で
民
主
主
義
を
思
想
の
問
題
と
し

た
の
は
社
会
主
義
で
あ
る
と
い
う
丸
山
真
男
の
議
論
に
よ
っ
て
、
社
会

主
義
を
知
っ
た
。
貧
困
と
い
う
社
会
問
題
の
克
服
を
近
代
的
個
人
の
自

立
に
繋
げ
る
思
考
に
共
鳴
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
資
本
主
義
論
争

と
講
座
派
の
理
論
に
出
会
っ
た
。
内
田
義
彦
の
い
う
「
市
民
社
会
青
年
」

の
学
問
が
導
き
の
星
と
な
り
、
『
社
会
思
想
史
概
論
』
が
社
会
思
想
史

と
い
う
学
問
の
存
在
を
教
え
た
。
私
は
、
社
会
思
想
史
を
、
学
問
分
野

と
い
う
よ
り
は
方
法
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
近
代
の
歴
史
像
に
至
る
迂

回
的
方
法
と
考
え
て
い
た

）
4
（

。

　

海
外
の
学
問
動
向
に
つ
い
て
は
、
印
象
批
評
的
に
受
け
止
め
る
段
階

に
し
か
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
否
定
的
で
あ
っ
た
。
言
語
論
的
転

回
は
思
想
史
を
生
活
圏
や
経
済
か
ら
切
り
離
し
政
治
圏
に
限
定
し
て
い

く
と
思
い
、
構
造
主
義
は
、
思
想
史
を
近
代
と
い
う
構
造
の
中
で
の
概

念
の
系
譜
史
に
解
消
し
、
歴
史
と
個
人
を
退
場
さ
せ
る
と
考
え
た
。
Ｌ
・

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
重
層
的
決
定
論
は
、
レ
ー
ニ
ン
に
よ
る
帝
国
主
義

の
不
均
等
発
展
論
を
狭
く
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
圏
の
位
相
に
転
位
し
、

マ
ル
ク
ス
の
思
想
を
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
か
ら
引
き
揚
げ
る
試
み
と
映
っ

た
。
フ
ラ
ン
ス
現
代
哲
学
に
つ
い
て
は
、
新
造
語
の
発
明
と
哲
学
の
文

学
あ
る
い
は
言
語
学
へ
の
転
位
と
い
う
現
象
に
違
和
感
を
も
っ
た

）
5
（

。
思

想
の
文
化
へ
の
封
じ
込
め
が
進
み
、
社
会
運
動
か
ら
の
思
想
の
逃
避
傾

向
が
強
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
資
本

主
義
論
争
時
の
思
想
状
況
に
つ
い
て
戸
坂
潤
『
日
本
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
』

（
一
九
三
五
年
）
の
描
い
た
風
景
が
、
欧
米
と
日
本
で
と
も
に
再
現
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
た
。
戸
坂
は
、
日
本
の
思
想
が
政
治
哲
学

を
宗
教
哲
学
に
転
位
さ
せ
、
哲
学
的
思
惟
を
「
解
釈
の
哲
学
」
と
文
学

表
象
に
閉
じ
込
め
、
社
会
批
判
の
牙
を
喪
失
し
て
い
く
と
み
て
い
た
の

で
あ
る

）
6
（

。

　

そ
れ
で
も
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
全
体
主
義
批
判
に
は
迫
力
を

感
じ
、
思
想
史
と
し
て
は
Ｅ
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
や
Ｆ
・
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー

リ
の
方
法
に
魅
か
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
社
会
運
動
や
知
識
人
の
存
在
形

態
と
の
緊
張
に
お
い
て
思
想
の
歴
史
を
捉
え
て
い
て
、
日
本
で
の
民
衆

思
想
史
や
市
民
運
動
論
的
思
想
論
に
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た

）
7
（

。
私
は
、

こ
れ
ら
を
手
掛
か
り
に
、
Ｋ
・
マ
ン
ハ
イ
ム
や
Ｌ
・
ゴ
ル
ド
マ
ン
の
議
論

を
参
考
に
し
、
思
想
を
歴
史
的
意
識
と
し
て
の
「
社
会
的
意
識
形
態
」
と

の
緊
張
関
係
の
中
で
把
握
す
る
方
法
を
模
索
し
た

）
8
（

。
研
究
対
象
を
フ
ラ

ン
ス
近
代
に
選
ん
だ
の
は
、
講
座
派
革
命
論
の
基
準
に
ド
イ
ツ
近
代
が

あ
り
、「
市
民
社
会
青
年
」
が
こ
れ
を
英
仏
独
の
比
較
近
代
論
に
発
展
さ

せ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
革
命
の
位
置
（
一
七
八
九
年
か
ら
一
八
四
八
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年
ま
で
）
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
未
展
開
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る

）
9
（

。

　

今
振
り
返
る
と
、
私
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
状
況
が
勢
い

を
ま
す
時
期
を
、
「
遅
れ
て
き
た
青
年
」
ら
し
く
講
座
派
的
近
代
像
を

捨
て
る
こ
と
な
く
、
歴
史
像
へ
の
問
い
を
め
ぐ
っ
て
、
社
会
思
想
史
研

究
を
続
け
て
き
た
の
だ
と
思
う
。
私
の
研
究
は
、
十
六
世
紀
末
よ
り
十

九
世
紀
前
半
ま
で
を
守
備
範
囲
と
し
て
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
フ
ラ
ン

ス
自
由
主
義
の
存
在
と
形
態
に
つ
い
て
新
発
見
を
提
起
す
る
方
向
を
み

い
だ
し
、
歴
史
像
の
問
題
と
し
て
は
、
「
民
主
主
義
と
社
会
主
義
」
と

い
う
問
い
の
枠
組
み
を
「
民
主
主
義
と
自
由
主
義
」
へ
と
展
開
し
た
。

私
は
、
今
も
、
近
代
と
民
主
主
義
に
対
す
る
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
に
よ
る

批
判
に
は
な
じ
め
ず
、
近
代
の
も
つ
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
。
ポ
ス

ト
・
モ
ダ
ン
の
時
代
の
研
究
動
向
が
生
み
だ
し
た
星
座
を
概
説
す
る
能

力
を
私
が
持
つ
と
は
、
と
て
も
思
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の

私
個
人
の
研
究
の
回
顧
と
反
省
は
、
歴
史
像
を
め
ぐ
る
問
題
を
前
景
化

し
、
時
代
の
学
問
状
況
と
の
緊
張
を
と
る
よ
う
に
し
た
い
が
、
学
問
史

的
考
察
と
し
て
は
旅
日
記
風
記
述
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め

こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い

）
10
（

。

一　

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
像
と
歴
史
像 

 
 

―
―
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』（
一
九
八
九
年
）

　

最
初
の
著
作
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
（
一
九
八
九
年
）
の
構

想
が
で
き
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
に
発
表
し
た
コ
ン
ド
ル
セ
夫
妻
関
連

の
二
論
文
に
よ
っ
て
で
あ
る

）
11
（

。
こ
の
時
期
、
日
本
に
も
「
ポ
ス
ト
・
モ

ダ
ン
状
況
」
が
流
入
し
、
Ｊ
・
デ
リ
ダ
の
「
脱
構
築
」
や
Ｍ
・
フ
ー
コ
ー

の
「
知
の
考
古
学
」
が
注
目
さ
れ
、
思
想
史
の
系
譜
学
へ
の
傾
斜
と
思

想
論
へ
の
移
行
が
進
ん
だ
。
私
は
、
留
学
経
験
を
も
た
ず
、
フ
ラ
ン
ス

哲
学
の
席
巻
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
日
本
で
の
研
究
蓄
積
を
頼
り
に
、
新

し
い
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
像
を
模
索
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
思
想
研
究
に
は
、
当
時
の
日
本
で
は
、
大
塚
史

学
系
と
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
系
の
あ
い
だ
の
歴
史
像
を
め
ぐ
る

争
い
が
、
い
ま
だ
影
響
力
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
。
対
立
は
国
際
的
で
あ
っ

て
、
大
塚
史
学
あ
る
い
は
比
較
経
済
史
学
は
、
高
橋
高
八
郎
＝
Ａ
・
ソ

ブ
ー
ル
史
学
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
連
携
し
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
に
よ
る
土
地

革
命
と
封
建
性
の
解
体
を
中
心
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
把
握
す
る
マ
ル
ク

ス
主
義
系
で
あ
っ
た
が
、
Ｆ
・
フ
ュ
レ
に
代
表
さ
れ
る
修
正
主
義
の
挑

戦
を
受
け
て
お
り
、
京
都
系
は
修
正
主
義
に
親
和
的
で
あ
っ
た

）
12
（

。

　

修
正
主
義
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
中
心
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
像
を
相
対
化
し
、

ま
た
こ
れ
を
ロ
シ
ア
革
命
に
繋
ぐ
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
歴
史

像
を
否
定
し
た
。
か
わ
っ
て
Ａ
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
再
評
価
さ
れ
、
文
明

化
過
程
と
こ
れ
に
伴
う
政
治
文
化
の
成
立
と
い
う
文
脈
が
浮
上
し
、
思

想
も
文
明
と
の
平
仄
合
わ
せ
を
中
心
に
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
し
い
思
想
史
研
究
を
先
導
し
た
の
は
、
Ａ
・
Ｏ
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
、
Ｋ
・

Ｍ
・
ベ
イ
カ
ー
、
Ｃ
・
Ｂ
・
ウ
エ
ル
チ
な
ど
の
英
語
圏
特
に
ア
メ
リ
カ

の
研
究
者
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
化
を
文
明
化
過
程
色
に
染
め
、
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こ
れ
に
寄
り
添
う
思
想
を
探
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
も
、
た
と

え
ば
、
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
エ
が
社
会
史
の
手
法
を
駆
使
し
て
革
命
の
文
化

的
起
源
を
描
き
、
Ｇ
・
フ
ァ
ッ
カ
レ
ー
ロ
が
自
由
主
義
の
経
済
思
想
を

探
っ
て
い
た
が
、こ
こ
に
も
、
文
明
化
過
程
と
い
う
歴
史
像
が
伏
在
し
た

）
13
（

。

　

社
会
思
想
史
研
究
は
、
そ
の
核
心
に
、
歴
史
像
へ
の
問
い
を
も
つ
。

私
の
コ
ン
ド
ル
セ
研
究
は
、
ル
ソ
ー
＝
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
共
和
主
義
に
匹

敵
す
る
革
命
的
潮
流
を
自
由
派
に
お
い
て
把
捉
す
る
と
い
う
期
待
を
も

ち
、
講
座
派
的
歴
史
像
を
引
き
ず
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
修
正
主
義

的
傾
向
は
、
歴
史
と
し
て
の
近
代
を
文
明
化
過
程
の
諸
系
列
に
分
解
し
、

体
制
転
換
の
主
体
像
を
も
は
や
問
題
と
し
な
か
っ
た

）
14
（

。
ル
ソ
ー
＝
ジ
ャ

コ
バ
ン
の
共
和
主
義
は
文
明
化
過
程
か
ら
の
「
逸
脱
」
で
あ
っ
て
、
か

わ
り
に
、
文
明
を
導
い
た
思
想
が
検
索
さ
れ
、
そ
の
主
役
の
一
人
と
し

て
コ
ン
ド
ル
セ
が
注
目
を
集
め
て
い
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
は
「
最
後
の
啓

蒙
思
想
家
」
と
い
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
終
身
幹
事
と
し

て
啓
蒙
思
想
を
総
括
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
は
、
ジ
ロ
ン
ド
憲
法
草

案
、
教
育
改
革
案
な
ど
を
起
草
し
、「
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
」
の
先
駆
者
と
な
っ

た
。
文
明
化
過
程
に
お
い
て
、
啓
蒙
科
学
の
組
織
者
（
啓
蒙
期
）
、
革

命
憲
法
体
制
の
立
案
者
（
革
命
期
）
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義

の
先
駆
者
（
革
命
後
へ
の
影
響
）
の
三
つ
の
局
面
を
駆
動
し
た
の
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
注
目
対
象
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
私
は
、
新
し
い

研
究
動
向
に
正
反
対
の
視
角
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
私
の
期
待

の
地
平
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
思
想
の
三
つ
の
局
面
を
発
展
的
飛
躍
と
革

命
思
想
の
成
立
過
程
と
し
て
再
構
成
し
、
そ
こ
に
、
講
座
派
的
革
命
主

体
像
を
自
由
派
に
拡
大
す
る
共
和
主
義
の
新
潮
流
を
見
出
す
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
啓
蒙
期
コ
ン
ド
ル
セ
に
つ
い
て
、
研
究
動
向
と
の
対
話
に
苦

し
ん
だ
。
啓
蒙
思
想
研
究
に
も
、
社
会
史
や
心
性
史
を
反
映
し
、
Ｊ
・

プ
ル
ー
ス
ト
、
Ｐ
・
ゲ
イ
、
Ｒ
・
ダ
ー
ン
ト
ン
な
ど
に
よ
っ
て
新
し
い

波
が
押
し
寄
せ
、
思
想
家
集
団
や
読
者
の
活
動
、
知
識
の
連
携
な
ど
に

つ
い
て
素
晴
ら
し
い
視
界
の
拡
大
が
始
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
に
伏
在
す
る
テ
ク
ス
ト
論
や
「
脱
構
築
」
の
方
法
は
、
思
想
の
構
造

分
析
や
深
層
へ
の
下
降
を
主
流
と
し
、
思
想
主
体
の
変
容
へ
の
関
心
を

希
薄
に
し
、
社
会
思
想
史
の
方
法
と
の
距
離
は
広
が
る
一
方
で
あ
っ
た

）
15
（

。

　

私
は
、
研
究
動
向
と
の
架
橋
に
苦
慮
し
た
が
、
少
な
く
と
も
、
啓
蒙

思
想
の
解
体
過
程
分
析
を
重
視
す
る
こ
と
に
し
た
。
「
脱
構
築
」
的
方

法
を
啓
蒙
思
想
の
歴
史
的
解
体
過
程
分
析
に
転
用
す
る
こ
と
は
、
比
較

的
難
し
く
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
啓
蒙
思
想
の
統
合
概
念
は
「
啓

蒙
的
立
法
者
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
啓
蒙
的
立
法
者
」
に
よ
る

構
造
統
合
の
解
体
過
程
を
、
新
し
い
統
合
概
念
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」

像
の
成
立
に
つ
な
げ
る
と
い
う
方
法
的
意
識
に
よ
っ
て
、
こ
の
移
行
を

促
す
近
代
的
個
人
の
社
会
思
想
史
を
描
け
る
と
い
う
見
通
し
を
立
て
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
思
想
研
究
は
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
と
い
う

形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
の
主
題
は
、
繰
り
返
し
言
え
ば
、
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コ
ン
ド
ル
セ
の
革
命
思
想
を
復
元
し
、
こ
れ
を
ジ
ロ
ン
ド
派
共
和
主
義

の
中
心
に
位
置
づ
け
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
像
を
一
新
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
文
明
化
過
程
か
ら
の
「
逸
脱
」
を
契
機
に
持
つ
革
命
的
思
想

潮
流
は
、
ル
ソ
ー
＝
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
共
和
主
義
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ロ
ン

ド
派
に
も
存
在
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
両
者
は
、
「
逸
脱
」
の
方

法
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
ま
さ
に
拮
抗
す
る
革
命
思
想
の
潮
流
で
あ
っ

た
。
「
市
民
と
な
っ
て
は
じ
め
て
人
と
な
る
」
（
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
草
稿
」
）

と
い
う
ル
ソ
ー
の
共
和
主
義
が
、
主
権
体
制
に
近
代
的
個
人
を
包
摂
す

る
の
に
対
し
、
主
権
の
外
に
個
人
と
社
会
の
自
律
を
確
保
す
る
の
が
コ

ン
ド
ル
セ
の
共
和
主
義
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
源

泉
と
な
る
。
以
上
が
期
待
の
地
平
で
あ
っ
た

）
16
（

。

　

研
究
の
視
界
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
る
ス
ミ
ス
受
容
に
着
目
し
、
急

速
に
広
が
っ
た
。
私
が
予
想
し
た
自
由
共
和
派
の
革
命
思
想
と
し
て
の

出
現
は
、
チ
ュ
ル
ゴ
の
王
政
改
革
の
思
想
を
源
泉
に
コ
ン
ド
ル
セ
に

よ
っ
て
可
能
と
な
る
が
、
そ
の
課
題
は
、
ル
ソ
ー
の
共
和
主
義
と
の
対

立
で
あ
り
、
共
和
主
義
と
個
人
の
自
由
と
の
両
立
を
、
ス
ミ
ス
の
道
徳

哲
学
の
受
容
に
よ
っ
て
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
史
的

構
図
が
、『
道
徳
感
情
論
』（
一
七
五
九
年
）
と
『
国
富
論
』（
一
七
七
六
年
）

の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
影
響
の
経
緯
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
え
て
き
た
。

簡
単
に
い
え
ば
、
コ
ン
ド
ル
セ
夫
妻
に
よ
る
分
業
論
を
核
心
に
据
え
た

『
国
富
論
』
の
政
治
学
的
解
釈
、
独
自
の
自
治
体
、
国
家
、
財
政
論
の

展
開
、
さ
ら
に
、
公
教
育
の
構
想
と
『
道
徳
感
情
論
』
受
容
に
よ
る
フ

ラ
ン
ス
的
市
民
社
会
論
の
成
立
を
見
通
し
た
の
で
あ
る

）
17
（

。

　

『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
で
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
市
民
社
会

像
の
成
立
を
展
開
軸
と
し
、
英
仏
の
啓
蒙
思
想
の
共
時
性
を
組
み
込
み
、

啓
蒙
思
想
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
ま
で
の
社
会
思
想
史
を
描
い
た
。

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
個
人
の
自
己
保
存
権
の
確
立
と
い
う
ホ
ッ
ブ
ズ
的
課

題
を
フ
ラ
ン
ス
に
持
ち
込
み
、
こ
れ
に
促
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
の
諸

潮
流
は
生
ま
れ
た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ア
ン
シ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ト
、

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
の
啓
蒙
主
力
諸
系
譜
は
、
い
ず
れ
も
、
啓
蒙
的
専

制
を
超
え
る
近
代
的
秩
序
を
構
想
で
き
ず
、
異
端
の
ル
ソ
ー
が
ホ
ッ
ブ

ズ
的
自
然
権
論
を
展
開
し
た
が
、
自
己
保
存
権
を
政
治
社
会
に
包
摂
し

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
啓
蒙
思
想
末
期
の
チ
ュ
ル
ゴ
と
コ
ン
ド
ル
セ

に
始
ま
る
思
想
系
譜
に
お
い
て
、
自
己
保
存
権
に
基
づ
く
近
代
社
会
像

へ
の
展
望
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
、
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
を
独
自
に
受
容

す
る
過
程
が
重
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
市
民
社
会
像
を
準
備
す
る

）
18
（

。

　

こ
の
よ
う
に
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
は
、
十
八
世
紀
フ
ラ

ン
ス
の
思
想
諸
系
譜
を
、
近
代
的
個
人
の
行
動
原
理
と
し
て
の
「
利
己

心
」
の
概
念
を
軸
に
、
で
き
る
だ
け
手
広
く
共
通
の
磁
場
で
検
討
し
、

啓
蒙
思
想
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
と
の
間
に
あ
る
切
断
と
飛
躍
を
特

に
強
調
し
た
。
経
済
思
想
史
的
に
も
、
前
世
紀
の
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
系

の
自
由
主
義
的
傾
向
、
た
と
え
ば
Ｐ
・
ニ
コ
ル
の
社
会
観
と
十
八
世
紀

思
想
と
を
切
断
し
、
ボ
ア
ギ
ー
ル
ベ
ー
ル
や
ム
ロ
ン
の
経
済
学
さ
ら
に

は
フ
ラ
ン
ス
重
商
主
義
お
よ
び
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
と
ス
ミ
ス
と
の
距
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離
を
明
確
に
し
、
逆
に
、
デ
ィ
ド
ロ
に
よ
る
シ
ャ
ー
フ
ツ
ベ
リ
や
リ

チ
ャ
ー
ド
ス
ン
の
紹
介
を
フ
ラ
ン
ス
道
徳
哲
学
の
水
脈
と
評
価
し
、
こ

れ
に
繋
げ
て
、
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
る
ス
ミ
ス
受
容
の
意
義
を
問
題
提
起

し
た
の
で
あ
る
。

　

『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
を
書
き
終
え
る
頃
、
海
外
で
も
、

新
し
い
コ
ン
ド
ル
セ
研
究
が
、
そ
の
思
想
像
を
結
び
つ
つ
あ
っ
た
。
フ
ュ

レ
編
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
事
典
』
や
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
夫
妻
の
著
作
が
コ
ン

ド
ル
セ
の
政
治
思
想
を
再
評
価
し
、
Ｃ
・
キ
ン
ス
キ
ー
が
市
民
創
出
の

教
育
論
と
し
て
コ
ン
ド
ル
セ
を
読
み
直
し
、
フ
ァ
ッ
カ
レ
ー
ロ
は
、
公

共
経
済
学
の
発
見
に
つ
な
げ
て
コ
ン
ド
ル
セ
の
経
済
思
想
に
言
及
し
た
。

総
裁
政
府
期
の
学
問
の
制
度
化
を
視
野
に
お
い
て
、
学
問
史
お
よ
び
科

学
史
の
視
点
か
ら
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
改
革
者
と
し
て
の
コ
ン
ド
ル

セ
へ
の
関
心
も
存
在
し
た
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
新
動
向
の
研
究
の
総

括
的
位
置
に
い
た
の
は
ベ
イ
カ
ー
で
あ
っ
た

）
19
（

。

　

ベ
イ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
チ
ュ
ル
ゴ
の
王
政
統
治
論

を
合
理
化
し
、
合
理
的
選
択
能
力
を
持
つ
個
人
か
ら
な
る
社
会
像
と
蓋

然
性
の
科
学
に
よ
る
統
治
論
に
辿
り
着
い
た
。
ベ
イ
カ
ー
は
、
一
方
で
、

こ
の
科
学
に
よ
る
統
治
論
を
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
共
和
主
義
に
対
置
し
、
他

方
で
、
大
陸
合
理
論
を
パ
ー
ソ
ン
ズ
的
行
為
理
論
に
結
び
つ
け
る
手
法

に
よ
っ
て
、
コ
ン
ド
ル
セ
を
イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義
か
ら
切
り
離
す
伏
線

を
張
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

私
が
コ
ン
ド
ル
セ
に
見
出
し
た
の
は
、
合
理
主
義
的
統
治
論
を
目
指

す
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
を
主
権
に
よ
る
自
然
権
の
包
摂
と
し
て
批
判
し
、

自
由
共
和
政
を
構
想
し
て
い
く
思
想
の
系
譜
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ジ
オ
ク

ラ
ー
ト
的
合
理
主
義
官
僚
統
治
と
決
別
し
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
革
命
の
思

想
は
誕
生
し
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
と
い
う

土
地
改
革
を
主
張
し
、
ス
ミ
ス
的
「
商
業
社
会
」
の
自
律
を
展
望
し
、

そ
れ
を
基
礎
に
立
憲
的
政
治
秩
序
を
構
想
し
た
。
こ
の
過
程
の
思
想
史

的
表
現
が
、
ス
ミ
ス
受
容
に
よ
る
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
か
ら
の
自
立
と

ル
ソ
ー
と
の
対
立
で
あ
っ
た
。
ベ
イ
カ
ー
は
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
か

ら
コ
ン
ド
ル
セ
へ
の
連
続
面
に
捕
わ
れ
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
「
ア
ダ
ム
・

ス
ミ
ス
問
題
」
に
気
づ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ

る
独
自
の
ス
ミ
ス
受
容
が
コ
ン
ス
タ
ン
に
お
い
て
再
現
し
、
フ
ラ
ン
ス

自
由
主
義
の
思
想
的
核
心
を
生
み
出
す
と
展
望
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ベ

イ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
科
学
者
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
よ
る

科
学
の
制
度
化
と
合
理
的
統
治
論
の
奔
り
と
な
る
。
こ
の
図
式
は
、
ハ

イ
エ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
理
解
に
合
致
す
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
、
コ

ン
ド
ル
セ
を
企
画
主
義
者
と
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
を
イ
ギ
リ
ス
的
自
由
主

義
者
と
し
て
、
両
者
を
切
り
離
し
て
い
た
の
で
あ
る

）
20
（

。

　

ベ
イ
カ
ー
の
思
想
史
研
究
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
自
由
主

義
的
傾
向
を
ア
メ
リ
カ
的
近
代
化
論
に
調
和
的
に
再
構
成
し
た
い
と
い

う
政
治
哲
学
的
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
極
端
に
対
比
す
れ
ば
、
私
は
、

コ
ン
ド
ル
セ
の
自
由
主
義
を
発
見
し
、
そ
こ
に
、
ル
ソ
ー
＝
ジ
ャ
コ
バ
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ン
の
革
命
思
想
に
匹
敵
す
る
民
主
主
義
の
潮
流
を
探
し
て
い
た
の
で

あ
っ
て
、
ソ
ブ
ー
ル
＝
高
橋
の
歴
史
像
、
さ
ら
に
は
講
座
派
的
歴
史
像

の
影
を
背
負
っ
て
い
た
。
少
な
く
と
も
、
か
つ
て
「
マ
ル
ク
ス
と
ウ
エ
ー

バ
ー
」
問
題
で
経
験
し
た
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
近
代
化
論
と
の
対
立
を
、
ベ

イ
カ
ー
に
総
括
さ
れ
る
思
想
史
研
究
と
の
間
で
再
演
し
て
い
た
。
私
の

研
究
の
「
可
能
性
の
中
心
」
は
、
依
然
、
非
西
欧
に
お
け
る
民
主
主
義

問
題
に
あ
っ
た
の
で
あ
る

）
21
（

。

　

日
本
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
の
動
向
に
触
発
さ
れ
コ
ン
ド
ル
セ
の
新
研
究

が
出
始
め
て
い
た
。
比
較
経
済
史
学
の
変
容
も
あ
り
、
ル
ソ
ー
＝
ジ
ャ

コ
バ
ン
に
対
抗
し
た
ジ
ロ
ン
ド
派
に
新
し
い
光
が
当
て
ら
れ
、
憲
法
学
、

教
育
思
想
史
、
政
治
思
想
史
な
ど
で
コ
ン
ド
ル
セ
が
注
目
さ
れ
、
経
済

思
想
史
と
政
治
思
想
史
を
中
心
に
自
由
主
義
の
再
評
価
も
進
ん
で
い
た

）
22
（

。

『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
は
、
幸
い
、
関
連
す
る
ほ
と
ん
ど
の

学
会
誌
を
は
じ
め
、
多
分
野
で
反
響
を
呼
ん
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

私
は
、
海
外
で
と
ほ
ぼ
同
じ
立
ち
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
市

民
社
会
青
年
」
系
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
社
会
論
の
発
見
を
歓
迎
さ

れ
、
修
正
主
義
的
見
地
か
ら
は
、
援
軍
の
出
現
を
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二　

方
法
と
し
て
の
「
自
由
と
公
共
」 

 
 

―
―
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
性
』（
二
〇
〇
三
年
）

　

社
会
思
想
史
研
究
の
根
底
に
は
歴
史
像
へ
の
問
い
が
あ
る
に
し
て
も
、

こ
れ
を
思
想
史
の
構
成
と
叙
述
に
直
接
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
禁
を
犯
し
や
す
い
も
の
に
、
「
市
民
社
会
」
概
念
の
安
易
な
使
用

が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
が
フ
ラ
ン

ス
革
命
期
の
「
市
民
社
会
」
像
の
成
立
を
総
括
と
し
た
の
は
、
未
熟
で

あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
啓
蒙
期
も
革
命
期
も
、
「
市
民
社
会
」
の

言
葉
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
ル
ソ
ー
が
「
政
治
社
会
」
の
意
味
で
「
市

民
社
会
」
を
用
語
と
し
、
こ
れ
を
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
「
徳
の
共
和

国
」
の
基
盤
と
み
な
し
た
こ
と
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
、こ
の
場
合
も
、「
市

民
社
会
」
は
、
結
局
、
共
和
国
に
解
消
さ
れ
、
独
自
の
意
義
を
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
革
命
期
ジ
ロ
ン
ド
派
で
も
、
た
と
え
ば
、
ア
ベ
・
シ
エ
ー

ス
が
、
「
自
然
的
権
利
」
、
「
市
民
的
権
利
」
、
「
政
治
的
権
利
」
の
概
念

的
区
分
を
行
い
、
事
実
上
、
「
市
民
社
会
」
へ
の
考
察
を
独
自
に
進
め

よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
も
、
代
議
制
論
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
な
の
に
、
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
は
「
市
民
社
会
」
の
概

念
を
必
要
以
上
に
叙
述
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る

）
23
（

。

　

そ
の
た
め
に
、
実
際
、
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
に
は
、
少

な
く
と
も
二
つ
の
点
で
、
思
考
停
止
が
み
ら
れ
る
。
第
一
に
、
コ
ン
ド

ル
セ
の
近
代
社
会
論
が
ス
ミ
ス
道
徳
哲
学
の
受
容
に
よ
っ
て
独
自
に
発

展
す
る
経
緯
を
「
市
民
社
会
」
止
ま
り
と
し
た
。
第
二
に
、「
市
民
社
会
」

概
念
の
持
つ
秩
序
統
合
的
性
格
に
邪
魔
さ
れ
て
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
思
想

の
核
心
的
主
題
、
す
な
わ
ち
、
近
代
的
個
人
の
独
立
を
政
治
秩
序
に
対

し
て
保
証
す
る
社
会
的
自
律
圏
域
の
確
保
と
い
う
問
題
を
く
も
ら
し
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
自
由
主
義
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
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を
経
て
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
多
数
者
専
制
批
判
が
生
ま
れ
る
と
い
う
展
望
も
、

十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
以
後
に
向
け
て
新
研
究

を
始
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
足
組
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
「
市
民
社
会
」
の
概
念
へ
の
依
存
を
脱
し
、
研
究
を
前

進
さ
せ
る
の
は
、
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
か
っ
た
。
歴
史
像
へ
の
問
い
か

ら
距
離
を
と
り
、
「
市
民
社
会
」
の
概
念
を
強
引
に
用
い
ず
、
歴
史
の

場
で
現
実
に
機
能
し
た
「
世
論
」
お
よ
び
「
公
論
」
の
概
念
を
前
景
化

す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
公
共
性
や
「
公
共
圏
」
へ

の
着
目
は
、
社
会
思
想
史
の
方
法
的
反
省
に
も
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
た
。

公
共
性
は
政
治
と
社
会
へ
の
交
錯
領
域
で
あ
っ
て
、
思
想
の
社
会
的
態

度
を
問
う
社
会
思
想
史
の
方
法
に
、
新
し
い
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
も
た
ら

す
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
新
し
い
問
題
も
生
ま
れ
た
。
当

時
、
欧
米
の
研
究
者
も
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
「
公
論
」
の
観
念
に
注

目
し
、
そ
こ
に
は
、
共
通
の
「
公
論
」
像
が
定
着
し
始
め
て
い
た

）
24
（

。
し

か
も
、
政
治
文
化
論
的
接
近
も
あ
っ
て
か
、
「
公
論
」
の
統
合
的
性
格

が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
私
の
予
想
す
る
「
公
論
」
像
と
の
隔
た
り
は
、

再
び
、
歴
史
像
の
問
題
と
の
錯
綜
を
呼
び
込
む
と
思
わ
れ
た
。
今
回
も

戸
惑
い
の
な
か
で
、
私
の
新
研
究
は
、
近
代
歴
史
像
へ
の
問
い
を
背
景

に
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
思
想
史
と
現
代
的
公
共
性
論
と
が
錯
綜
す
る

領
域
に
向
け
て
、
船
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
し
い
羅
針
盤
を
試
す
機
会
は
す
ぐ
に
訪
れ
、
一
九
八
九
年
の
社
会

思
想
史
学
会
大
会
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
〇
〇
周
年
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
、
「
自
由
と
公
共
」
と
い
う
方
法
的
枠
組
み
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン

ス
革
命
思
想
史
を
見
直
す
こ
と
を
提
案
し
た

）
25
（

。
こ
の
報
告
が
意
外
に
多

く
の
分
野
で
読
ま
れ
た
こ
と
は
や
が
て
知
っ
た
が
、
私
は
、
し
ば
ら
く

は
、
海
外
で
の
研
究
発
表
に
重
点
を
移
す
こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
、
一
九
九
一
年
の
「
第
八
回
国
際
啓
蒙
思
想
学
会
」
（
ブ
リ
ス

ト
ル
）
で
、「
コ
ン
ド
ル
セ
と
コ
ン
ス
タ
ン
に
お
け
る
公
論
に
つ
い
て
」

と
い
う
報
告
を
行
っ
た
。
先
の
社
会
思
想
史
学
会
報
告
を
発
展
さ
せ
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
研
究
に
「
公
論
」
の
概
念
を

導
入
す
る
意
義
と
「
公
論
」
研
究
に
対
す
る
思
想
史
的
接
近
の
意
義
と

の
二
兎
を
追
い
す
ぎ
、
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ

れ
で
も
、
コ
ン
ド
ル
セ
と
コ
ン
ス
タ
ン
を
「
公
論
」
の
概
念
に
よ
っ
て

架
橋
し
、
自
由
主
義
が
民
主
主
義
的
主
体
の
表
現
圏
と
し
て
「
公
共
圏
」

を
設
計
す
る
論
理
と
歴
史
の
重
要
性
は
、
問
題
提
起
し
え
た
と
思
う
。

フ
ラ
ン
ス
の
研
究
も
、
自
由
主
義
に
よ
る
「
政
治
的
自
由
」
の
枠
組
み

と
制
度
設
計
の
問
題
に
集
中
し
、
着
眼
点
の
共
通
性
を
確
認
し
た
。
し

か
し
、
主
権
の
統
合
問
題
と
し
て
「
政
治
的
自
由
」
が
議
論
さ
れ
て
お

り
、
主
権
の
樹
立
の
み
な
ら
ず
主
権
批
判
の
主
体
的
圏
域
と
し
て
「
公

共
圏
」
を
み
る
意
欲
に
乏
し
い
と
い
う
違
和
感
も
強
く
持
っ
た

）
26
（

。

　

続
い
て
の
機
会
は
、
一
九
九
二
年
の
パ
リ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
植
民
地
」
で
の
報
告
で
あ
っ
て
、
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ

る
ス
ミ
ス
受
容
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
思
想
史

像
転
換
の
問
題
と
し
て
論
じ
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
夫
妻
に
よ
る
ス
ミ
ス
の
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受
容
に
つ
い
て
は
、
道
徳
哲
学
を
中
心
に
、
一
九
八
六
年
の
「
第
七
回

国
際
啓
蒙
思
想
学
会
」
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
と
一
九
八
九
年
の
「
ス
ミ
ス

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
名
古
屋
）
で
、
す
で
に
報
告
し
て
い
た
が
、
パ

リ
で
は
、
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
が
フ
ラ
ン
ス
に
導
入
さ
れ
る
過
程
で

の
屈
折
を
問
題
と
し
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
の
植
民
地
黒
人
奴
隷
解
放
論
を

題
材
に
、
『
国
富
論
』
の
み
な
ら
ず
『
道
徳
感
情
論
』
の
受
容
が
不
可

避
と
な
る
経
緯
を
示
し
、
フ
ラ
ン
ス
独
自
の
自
由
主
義
の
成
立
を
問
題

提
起
し
た

）
27
（

。

　

コ
ン
ド
ル
セ
は
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
黒
人
奴
隷
問
題
を
、
重
商
主

義
か
ら
「
自
然
的
自
由
の
体
系
」
へ
と
い
う
経
済
と
政
治
の
体
制
転
換

期
に
お
い
て
生
じ
た
と
、
『
国
富
論
』
を
援
用
し
て
把
握
し
て
い
た

）
28
（

。

コ
ン
ド
ル
セ
は
、
『
国
富
論
』
の
分
業
論
か
ら
、
「
自
然
的
自
由
」
を
現

実
化
す
る
経
済
と
政
治
の
体
制
の
双
方
を
引
き
出
す
。
一
方
で
、
土
地

改
革
に
よ
る
近
代
的
所
有
原
理
の
確
立
を
起
点
に
自
由
な
市
場
と
産
業

が
活
性
化
し
社
会
的
分
業
が
発
展
す
る
。
他
方
で
、
そ
れ
は
、
知
識
の

商
品
化
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
を
促
し
、
近
代
国
家
の

社
会
的
基
礎
を
生
み
出
す
。
そ
う
し
て
、
「
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
」
に

始
ま
る
新
し
い
世
界
史
が
、
「
自
然
的
自
由
の
体
系
」
を
実
現
し
、
黒

人
奴
隷
を
市
民
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
展
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
『
国
富
論
』
解
釈
の
独
自
性
も
姿
を
み

せ
て
い
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
『
国
富
論
』
に
私
有
財
産
の
主
体
に
基

づ
く
自
由
な
社
会
的
分
業
の
分
析
を
読
み
と
っ
た
の
み
で
、
ス
ミ
ス
の

経
済
学
を
理
解
で
き
て
い
な
い
。
『
国
富
論
』
に
商
品
生
産
者
に
よ
る

生
産
力
の
体
系
を
み
た
が
、
生
産
力
を
編
成
す
る
価
値
の
理
論
は
理
解

不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
ド
ル
セ
は
ス
ミ
ス
の
「
見
え
な

い
手
」
に
よ
る
予
定
調
和
を
信
頼
し
え
ず
、
商
品
経
済
を
「
見
え
る
手
」

で
補
完
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
、
一
方
で
、
道
徳
哲
学
的
思
考
の
誕

生
と
『
道
徳
感
情
論
』
の
受
容
で
あ
り
、
他
方
で
、
『
国
富
論
』
第
五

編
を
基
礎
に
展
開
し
た
近
代
国
家
の
財
政
と
諸
制
度
の
議
論
と
や
は
り

『
国
富
論
』
の
分
業
批
判
を
も
と
に
構
想
し
た
公
教
育
の
原
理
と
諸
制

度
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
る
ス
ミ
ス
受
容
の
包
括
的

意
味
（
奴
隷
解
放
、
ア
メ
リ
カ
革
命
＝
近
代
革
命
、
経
済
、
政
治
、
教
育
）

と
と
も
に
、
道
徳
哲
学
を
も
つ
自
由
主
義
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
存
在
証
明

を
問
題
化
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
力
は
、
Ａ
・
ス
キ
ナ
ー
、
Ｄ
・

ウ
イ
ン
チ
、
Ｊ
・
エ
シ
ュ
ト
、
Ｄ
・
デ
ィ
ア
ト
キ
ー
ヌ
、
Ｇ
・
フ
ァ
ッ

カ
レ
ー
ロ
、
Ph
・
シ
ュ
テ
ネ
ル
な
ど
の
英
仏
の
経
済
思
想
史
研
究
者
で

あ
り
、
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
る
ス
ミ
ス
受
容
の
意
義
に
つ
い
て
、
好
意
的

評
価
を
得
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
は
理
論
史
研
究
で
あ
っ
て
、

革
命
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
に
つ
い
て
は
、
関
心
が
低
か
っ
た

）
29
（

。

　

日
本
で
は
、
一
九
九
七
年
、「
社
会
思
想
史
学
会
」
で
の
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
性
」
を
開
始
し
た
。

こ
の
共
同
研
究
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
新
し
い
思
想
史
像

を
固
め
、
そ
の
自
由
主
義
に
お
け
る
「
ル
ソ
ー
問
題
」
を
発
掘
し
、
ル
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ソ
ー
＝
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
「
共
和
国
」
の
思
想
史
的
意
義
を
も
再
検
証
し

よ
う
と
考
え
た
。
「
公
共
圏
」
の
概
念
が
、
こ
の
構
想
を
可
能
に
す
る

は
ず
で
あ
っ
た
。

　

欧
米
圏
の
自
由
主
義
研
究
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
文
明
化
過

程
論
を
基
調
と
し
て
い
た
。
確
か
に
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
Ｐ
・

マ
ナ
ン
、
Ｍ
・
ゴ
ー
シ
ュ
、
Ｐ
・
ロ
ー
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
な
ど
の
活
躍
に

よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
研
究
は
、
そ
の
政
治
思
想

の
持
つ
哲
学
的
独
自
性
と
可
能
性
を
「
政
治
的
自
由
」
論
を
中
心
に
問

い
直
し
、
革
命
に
よ
る
近
代
国
家
の
樹
立
の
後
、
コ
ン
ス
タ
ン
、
ギ
ゾ
ー
、

ト
ク
ヴ
ィ
ル
へ
の
自
由
主
義
が
、
近
代
社
会
の
分
離
と
統
合
の
自
由
主

義
的
枠
組
み
を
構
想
す
る
文
脈
を
主
題
化
し
て
い
た

）
30
（

。
そ
れ
で
も
、
や

は
り
、
フ
ラ
ン
ス
も
含
め
、
欧
米
の
研
究
で
は
、
自
由
主
義
像
か
ら
革

命
が
消
失
し
、
権
力
の
均
衡
と
牽
制
問
題
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
現

代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
念
頭
に
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に

対
抗
す
る
自
由
主
義
の
枠
組
み
を
思
想
史
に
求
め
る
と
い
う
政
治
哲
学

的
意
図
が
共
通
存
在
し
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
「
公
論
」
の
扱
い
を
慎
重
に
、
「
市
民
社
会
」
概
念
を

離
れ
て
、
ま
ず
、
啓
蒙
思
想
史
を
再
構
成
し
た
。
公
共
性
の
観
念
が
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
を
起
点
に
成
立
し
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
＝
高
等
法
院
、
ア
ン

シ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ト
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ど
の

潮
流
に
分
化
し
、
ル
ソ
ー
的
共
和
主
義
と
対
抗
す
る
過
程
を
整
理
し
、

チ
ュ
ル
ゴ
と
コ
ン
ド
ル
セ
の
自
由
主
義
を
捉
え
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
の
自

由
主
義
と
そ
の
核
心
を
な
す
「
公
共
圏
」
像
の
革
命
論
的
性
格
を
提
起

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

欧
米
の
「
公
論
」
研
究
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
「
公
共
圏
」
の
独
自
性

に
関
心
を
払
わ
な
い
。
た
と
え
ば
、
ベ
イ
カ
ー
の
み
る
「
公
論
」
は
政

治
文
化
的
統
合
概
念
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
や
ネ
ッ

ケ
ル
に
よ
っ
て
彫
琢
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ン
ド
ル
セ
は
、

統
治
者
に
よ
る
「
公
論
」
操
作
を
警
戒
し
、「
公
論
」
自
律
の
根
拠
を
「
商

業
社
会
」
に
求
め
、
そ
こ
に
「
世
論
」
と
「
公
論
」
の
対
立
と
緊
張
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
発
見
し
、
こ
れ
を
社
会
的
磁
場
と
し
て
立
憲
主
義
の

体
制
を
構
想
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
公
論
」
と
り
わ
け
「
世
論
」
の
観

念
は
、
ル
ソ
ー
の
共
和
主
義
と
は
異
な
る
が
、
文
明
化
過
程
か
ら
の
「
逸

脱
」
と
し
て
の
民
衆
を
政
治
的
主
体
と
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
革
命
的

潮
流
と
し
て
の
自
由
主
義
の
成
立
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る

）
31
（

。

　

コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
る
自
由
主
義
的
「
公
共
圏
」
構
想
の
発
見
は
、
革

命
期
の
公
共
圏
像
と
自
由
派
の
風
景
を
大
き
く
変
え
た
。
革
命
期
自
由

派
に
お
い
て
は
、
シ
エ
ー
ス
と
コ
ン
ド
ル
セ
の
対
立
が
存
在
し
、
二
つ

の
「
公
論
」
観
念
の
緊
張
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
シ
エ
ー
ス
は
分
業

社
会
を
信
頼
し
、
商
品
経
済
が
生
み
出
す
不
平
等
を
能
動
市
民
と
受
動

市
民
の
分
割
に
展
開
し
、
「
公
論
」
を
能
動
市
民
に
ゆ
だ
ね
た
。
こ
こ

か
ら
、
知
識
人
の
政
治
支
配
と
科
学
に
よ
る
合
理
的
統
治
を
枠
組
み
と

す
る
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
共
和
主
義
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
、
国
家
の
保
護

に
依
存
す
る
自
由
主
義
が
出
現
す
る
。
こ
の
自
由
主
義
は
、
統
領
政
府
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の
専
制
化
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
と
い
う
権
力
の
肥
大
化
に
組
み
込
ま

れ
た
後
、
帝
政
崩
壊
を
経
て
、
今
度
は
、
市
民
社
会
と
そ
の
諸
制
度
の

設
計
に
「
政
治
的
自
由
」
の
存
亡
を
託
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
欧
米

の
政
治
思
想
史
研
究
が
描
く
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
軌
跡
に
ほ
ぼ
合
致

す
る
。

　

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
に
は
、
い
ま
ひ
と
つ
、
コ
ン
ド
ル
セ

の
系
譜
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
主
権
に
よ
る
自
由
の
簒
奪
を
よ
り
警
戒
し
、

主
権
の
外
に
社
会
と
経
済
の
自
律
を
確
保
す
る
た
め
に
、
独
自
の
「
公

共
圏
」
像
を
提
起
し
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
分
業
社
会
の
解
体
を
シ
エ
ー

ス
以
上
に
深
刻
に
見
据
え
て
い
た
が
、
政
治
に
よ
る
社
会
の
合
理
的
管

理
の
危
険
性
を
か
え
っ
て
よ
り
警
戒
し
、
道
徳
哲
学
と
教
育
論
に
よ
っ

て
、
「
公
共
圏
」
を
社
会
的
磁
場
に
お
け
る
自
律
の
枠
組
み
と
し
て
構

想
し
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ド
ル
セ
的
自
由
主
義
の
発
見
を
、
ス
ミ
ス

道
徳
哲
学
の
受
容
過
程
を
絡
め
て
コ
ン
ス
タ
ン
へ
と
繋
ぎ
、
し
た
が
っ

て
、
独
自
の
コ
ン
ス
タ
ン
論
を
加
え
る
と
い
う
方
向
で
、
新
し
い
フ
ラ

ン
ス
自
由
主
義
の
思
想
史
像
は
出
来
上
が
っ
て
き
た
。
欧
米
の
新
研
究

が
自
由
主
義
の
も
つ
政
治
的
批
判
力
を
十
分
に
捉
え
て
い
な
い
と
い
う

問
題
提
起
と
と
も
に
、
「
公
論
」
研
究
の
現
状
も
批
判
し
、
経
済
思
想

史
と
政
治
思
想
史
研
究
と
の
対
話
不
足
を
克
服
す
る
見
通
し
を
提
出
し

う
る
と
も
考
え
た
。

　

共
同
研
究
は
、
間
も
な
く
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
性
』
と
な
っ
て
、

二
〇
〇
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
、
私
の
序
文
「
『
フ
ラ
ン
ス
革

命
と
公
共
性
』
の
方
法
意
識
」
に
始
ま
り
、
革
命
以
前
か
ら
ナ
ポ
レ
オ

ン
体
制
成
立
ま
で
の
時
期
を
、
思
想
、
経
済
、
法
、
政
治
、
教
育
、
宗

教
の
諸
分
野
に
お
け
る
革
命
の
意
味
を
「
公
共
性
」
を
鍵
概
念
と
し
て

総
合
的
に
問
い
直
し
た
。
学
際
的
に
執
筆
陣
を
組
織
し
、
独
自
の
フ
ラ

ン
ス
革
命
像
を
提
出
し
た
と
思
う

）
32
（

。
当
時
の
研
究
動
向
で
は
、
政
治
文

化
論
が
優
勢
で
あ
り
、
国
民
国
家
、
国
民
、
市
民
、
近
代
人
、
近
代
社

会
を
政
治
統
合
中
心
に
整
理
し
て
い
た
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
諸
装
置
の

形
成
を
重
視
し
、
思
想
を
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
成
立
と
混
同
し
て
扱
う
傾

向
が
強
か
っ
た

）
33
（

。
本
書
は
、
政
治
文
化
論
の
枠
組
み
で
は
周
辺
に
お
か

れ
た
諸
論
点
を
意
識
し
、
自
由
主
義
の
成
立
と
公
共
圏
と
い
う
問
題
を

軸
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
論
に
新
し
い
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
特
に
、
総
裁
政
府
期
の
意
義
、
教
育
文
化
史
、
宗
教
思
想
史
へ
の

切
り
込
み
に
お
い
て
、
近
代
的
統
合
だ
け
で
な
く
こ
れ
へ
の
抵
抗
を
論

じ
、
政
治
文
化
論
や
フ
ー
コ
ー
的
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
論
が
踏
み
込
ま
な
い

近
代
を
示
唆
し
た
と
思
う
。

　

私
は
、
序
文
以
外
に
三
編
の
論
文
を
書
き
、
こ
れ
が
、
次
著
『
フ
ラ

ン
ス
自
由
主
義
の
成
立
』
の
枠
組
み
を
生
み
出
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
自
由

主
義
の
思
想
は
、
比
較
経
済
史
学
あ
る
い
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
史
学
で
ほ
と

ん
ど
無
視
さ
れ
、
政
治
文
化
論
さ
ら
に
は
国
民
国
家
論
で
も
い
ま
だ
冷

遇
さ
れ
て
い
た
が
、
十
八
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
十
九
世
紀
を
一
つ

に
繋
ぐ
文
脈
の
提
起
と
と
も
に
、
自
由
主
義
の
新
し
い
思
想
史
像
と
そ

の
意
味
と
を
問
題
提
起
す
る
確
信
を
得
た
の
で
あ
る
。
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『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
性
』
も
学
会
を
中
心
と
し
て
、
多
分
野
か

ら
の
書
評
に
恵
ま
れ
た
。
多
く
は
、
著
書
全
体
で
は
な
く
、
評
者
の
専

門
分
野
に
ひ
き
つ
け
た
論
評
で
あ
り
、
公
共
性
論
の
重
要
性
と
と
も
に
、

そ
の
議
論
の
分
野
間
で
の
乖
離
を
実
感
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
像
や
歴

史
叙
述
に
お
い
て
「
公
共
圏
」
の
持
つ
意
味
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
よ

う
な
包
括
的
議
論
も
出
現
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
本
書
は
大
き
な
刺
激

を
も
た
ら
し
た
と
考
え
る

）
34
（

。

三　

フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
と
歴
史
像 

 
 

―
―
『
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
成
立
』（
二
〇
〇
七
年
）

　

Ｊ
・
ス
タ
ー
ル
論
を
加
え
、
コ
ン
ス
タ
ン
以
降
の
自
由
主
義
の
展
開

に
、
ギ
ゾ
ー
の
体
制
融
和
的
自
由
主
義
と
空
想
的
社
会
主
義
の
対
立
と

い
う
新
解
釈
を
組
み
込
み
、
『
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
成
立
』
を
編
成

し
た
。
欧
米
の
研
究
と
の
自
由
主
義
思
想
史
像
の
違
い
は
、
そ
の
背
景

を
な
す
歴
史
像
の
対
立
も
含
め
、
い
ま
や
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　

今
一
度
言
え
ば
、
欧
米
の
研
究
は
、
文
明
化
過
程
に
即
し
て
フ
ラ
ン

ス
自
由
主
義
の
思
想
史
を
見
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ル
ソ
ー
＝
ジ
ャ
コ
バ

ン
の
共
和
主
義
を
「
逸
脱
」
と
し
、
自
由
主
義
に
よ
る
「
政
治
的
自
由
」

の
制
度
設
計
と
い
う
主
題
の
復
元
に
関
心
を
集
中
し
て
い
た
。
新
自
由

主
義
の
政
治
哲
学
的
批
判
と
い
う
現
代
的
課
題
に
つ
な
ぎ
、
ト
ク
ヴ
ィ

ル
が
『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
』
（
一
八
三
五
年
執
筆
）
で
見
た
自
由
民

主
主
義
の
可
能
性
を
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
思
想
史
研
究
を
通
し
て
再

検
証
し
よ
う
と
し
て
も
い
た
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
を
イ
ギ

リ
ス
自
由
主
義
の
影
響
か
ら
極
力
切
り
離
す
と
い
う
思
想
史
把
握
に
も

反
映
し
て
い
る
。
ス
ミ
ス
の
自
由
主
義
は
現
代
新
自
由
主
義
の
起
源
と

さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
を
別
類
型
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
「
政
治
的

自
由
」
論
を
中
心
に
、
現
代
政
治
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
を
引
き
出
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
像
か
ら
社
会
主
義
、

資
本
主
義
体
制
解
体
、
革
命
を
抜
き
取
り
、
近
代
を
脱
構
築
す
る
政
治

哲
学
が
最
後
に
行
き
着
く
の
は
、
自
由
民
主
主
義
の
中
で
の
不
平
等
の

治
療
と
い
う
枠
組
み
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

）
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（

。

　

そ
れ
に
対
し
、
『
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
成
立
』
は
、
新
自
由
主
義

の
起
源
か
ら
ス
ミ
ス
の
自
由
主
義
を
切
り
離
し
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義

に
ス
ミ
ス
的
道
徳
哲
学
の
国
際
的
転
位
を
探
り
、
自
由
主
義
と
共
和
主

義
さ
ら
に
は
社
会
主
義
と
の
創
造
的
緊
張
を
重
視
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

海
外
の
研
究
動
向
に
お
く
と
き
、
そ
の
独
自
性
あ
る
い
は
孤
立
性
は
際

立
っ
て
い
た
。
以
下
、
本
書
で
提
出
を
試
み
た
争
点
を
中
心
に
、
簡
単

に
、
自
著
解
題
を
試
み
た
い
。

　

コ
ン
ド
ル
セ
の
自
由
主
義
の
存
在
証
明
が
、
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
自
由

主
義
像
提
出
の
根
拠
と
な
る
。
本
書
で
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
へ
の
道
を
意

識
し
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
思
想
に
内
在
し
た
合
理
主
義
へ
の
懐
疑
を
前
景

化
し
た
。
進
歩
史
観
や
科
学
信
仰
と
い
う
印
象
が
強
い
が
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
「
コ
ン
ド
ル
セ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
（
「
投
票
の
逆
理
」
）
と
い

う
発
想
が
冤
罪
判
決
へ
の
警
戒
に
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
に
、
コ
ン
ド
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ル
セ
は
、
む
し
ろ
、
文
明
の
進
歩
と
合
理
的
統
治
の
弊
害
と
対
峙
し
続

け
た
思
想
家
で
あ
っ
た

）
36
（

。
だ
か
ら
、
自
由
と
平
等
の
両
原
理
の
矛
盾
克

服
に
腐
心
し
、
自
由
と
公
共
の
両
立
を
社
会
の
自
律
に
基
づ
き
実
現
す

る
枠
組
み
と
し
て
公
共
圏
の
歴
史
的
成
立
を
模
索
し
た
。
道
徳
哲
学
を

核
心
に
ス
ミ
ス
の
受
容
が
な
さ
れ
た
の
も
、
合
理
主
義
へ
の
懐
疑
が
コ

ン
ド
ル
セ
に
存
在
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　

ル
ソ
ー
＝
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
共
和
主
義
と
ジ
ロ
ン
ド
系
自
由
派
と
の
権

力
の
公
共
性
を
め
ぐ
る
争
い
が
、
シ
エ
ー
ス
と
コ
ン
ド
ル
セ
の
対
立
と

い
う
自
由
派
の
内
部
対
立
に
転
位
し
て
い
た
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、

本
書
は
、
ス
ミ
ス
読
解
の
相
違
を
中
心
に
思
想
的
次
元
の
相
克
を
強
調

し
た
。
シ
エ
ー
ス
も
コ
ン
ド
ル
セ
も
経
済
学
を
理
解
し
な
い
ま
ま
に
、

『
国
富
論
』
か
ら
社
会
的
分
業
論
を
引
き
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
シ
エ
ー

ス
が
分
業
の
調
和
観
を
信
じ
、
「
可
処
分
階
級
」
を
能
動
市
民
と
す
る

代
議
制
を
構
想
し
た
の
に
対
し
、
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
ス
ミ
ス
の
分
業
批

判
を
公
教
育
の
媒
介
に
よ
っ
て
公
共
圏
論
に
転
位
し
、
「
見
え
る
手
」

の
具
体
化
と
し
て
公
共
的
諸
制
度
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
本

書
で
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
が
公
教
育
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
活
用
を
基
礎

に
、
「
世
論
」
と
「
公
論
」
の
矛
盾
を
生
命
力
と
す
る
公
共
圏
の
具
体

化
論
へ
と
展
開
し
、
自
由
主
義
に
お
け
る
民
主
主
義
樹
立
の
可
能
性
を

追
求
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ド
ル
セ
の
政
治
的
批

判
圏
と
し
て
の
公
共
圏
の
構
想
は
、
大
陸
合
理
論
と
そ
の
科
学
へ
の
批

判
で
あ
っ
て
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
経
験
論
的
認
識
が
、
分
業
社
会
の
安
易

な
合
理
性
把
握
を
防
い
だ
の
で
あ
る
。
コ
ン
ド
ル
セ
は
統
治
へ
の
科
学

の
適
用
を
主
張
し
た
が
、
科
学
の
合
理
性
に
政
治
を
委
ね
る
社
会
科
学

者
で
は
な
く
、
モ
ラ
ル
と
人
文
学
的
知
性
を
社
会
の
集
合
表
象
に
基
づ

き
生
み
出
す
公
共
圏
に
よ
っ
て
、
科
学
の
支
配
に
対
抗
し
た
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
に
よ
る
遺
著
『
人
間
精
神
進
歩
の
歴

史
的
展
望
の
素
描
』
の
「
国
民
公
会
」
で
の
革
命
歴
三
年
ジ
ェ
ル
ミ
ナ
ー

ル
十
三
日
（
一
七
九
五
年
四
月
二
日
）
の
顕
彰
は
、
科
学
者
コ
ン
ド
ル
セ

の
光
の
み
印
象
づ
け
、
こ
の
作
品
の
人
文
学
的
核
心
を
消
し
去
っ
た
。

こ
の
時
出
現
し
た
偶
像
が
、
今
日
も
コ
ン
ド
ル
セ
の
思
想
像
を
呪
縛
し

て
い
る

）
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（

。

　

ス
ミ
ス
『
道
徳
感
情
論
』
の
受
容
に
つ
い
て
も
、
デ
ィ
ド
ロ
と
コ
ン

ド
ル
セ
夫
妻
に
よ
る
ス
タ
ー
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ス
ン
の
文
学
へ
の
道
徳

哲
学
的
着
眼
に
始
ま
り
、
ソ
フ
ィ
ー
・
コ
ン
ド
ル
セ
「
同
感
に
つ
い
て

の
八
つ
の
手
紙
」
の
独
自
の
ス
ミ
ス
解
釈
が
Ｊ
・
ス
タ
ー
ル
と
コ
ン
ス

タ
ン
に
引
き
継
が
れ
、
「
道
徳
小
説
」
と
い
う
独
特
の
公
論
的
企
画
と

な
る
と
い
う
道
筋
を
論
証
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
と
ス
ミ
ス
受
容

史
を
結
ぶ
文
献
的
整
理
及
び
そ
の
解
読
を
ほ
ぼ
完
成
で
き
た
と
思
う

）
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（

。

　

統
領
政
府
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
へ
の
道
は
、
自
由
主
義
の
成
立
に

重
な
る
と
と
も
に
、
自
由
主
義
が
、
シ
エ
ー
ス
と
コ
ン
ド
ル
セ
の
対
立

を
再
演
し
、
分
裂
を
内
包
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
本
書

は
、
シ
エ
ー
ス
、
レ
ド
レ
ル
、
ギ
ゾ
ー
と
い
う
系
譜
に
お
い
て
、
体
制

融
和
的
自
由
主
義
が
発
展
す
る
構
図
を
提
案
し
た
。
こ
こ
で
は
、
レ
ド
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レ
ル
が
ス
ミ
ス
分
業
論
か
ら
商
業
社
会
に
お
け
る
「
世
論
」
の
社
会
学

的
分
析
を
引
き
出
し
、
「
世
論
」
の
「
公
論
」
へ
の
編
集
装
置
と
し
て

選
挙
と
代
議
制
を
構
想
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
皇
帝
選
出
に
道
を
開
い
た

こ
と
を
強
調
し
、
自
由
主
義
の
権
力
融
和
性
を
示
し
た
。
事
実
、
フ
ラ

ン
ス
自
由
主
義
の
主
力
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
産
業
主
義
を
支
え
、
帝
政
崩

壊
後
、
ギ
ゾ
ー
は
、
文
明
史
の
構
想
を
通
じ
て
、
レ
ド
レ
ル
的
「
公
論
」

を
社
会
階
級
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
「
理
性
」
と
し
て
主
体
化

し
、
「
理
性
の
主
権
」
の
も
と
で
の
自
由
主
義
を
生
み
出
す
。
自
由
主

義
の
体
制
融
和
的
性
格
は
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る

）
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（

。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
コ
ン
ド
ル
セ
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
へ
の
自
由
主

義
は
別
類
型
で
あ
っ
て
、
自
由
に
お
け
る
権
力
の
公
共
性
の
問
題
を
徹

底
追
及
し
、
主
権
の
外
に
拘
束
不
可
能
な
公
共
的
政
治
的
圏
域
を
構
想

し
た
こ
と
が
、
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
コ
ン
ス
タ
ン
の
有
名
な
「
近

代
的
自
由
」
と
「
古
代
的
自
由
」
の
区
別
は
、
近
代
に
お
け
る
私
的
自

治
を
絶
対
化
し
「
政
治
的
自
由
」
の
独
自
性
を
指
摘
し
た
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
近
代
に
お
け
る
「
政
治
的
自
由
」
の
存
立
意
義
を
問
題
に
し
、

私
的
自
治
と
「
政
治
的
自
由
」
の
関
係
づ
け
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た

）
40
（

。

近
代
と
古
代
の
自
由
の
対
比
論
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
公
教
育
論
を
引
き

継
い
だ
に
す
ぎ
ず
、
ス
タ
ー
ル
と
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
ド

ル
セ
夫
妻
の
ス
ミ
ス
受
容
も
継
承
し
、
さ
ら
に
権
力
批
判
を
強
化
し
、

主
権
か
ら
の
個
人
と
社
会
の
独
立
を
求
め
て
、
文
芸
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
核
心
に
お
く
「
公
共
圏
」
を
構
想
す
る
。
両
者
は
、
コ
ン
ド
ル
セ

の
公
教
育
依
存
を
文
芸
的
公
共
圏
と
し
て
社
会
化
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝

政
に
対
す
る
立
憲
主
義
の
戦
い
を
、
文
化
表
象
を
め
ぐ
る
公
共
圏
争
奪

の
次
元
に
深
化
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
『
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
成
立
』

は
、
ス
ミ
ス
受
容
史
を
組
み
込
み
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
に
お
け
る
「
公

共
圏
」
問
題
が
、
「
政
治
と
文
学
」
と
い
う
争
点
的
枠
組
み
を
生
み
出

す
こ
と
を
提
出
し
、
そ
れ
を
コ
ン
ス
タ
ン
と
ス
タ
ー
ル
の
思
想
の
旋
廻

軸
と
し
て
両
者
の
思
想
の
新
解
釈
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ル
の

文
学
を
思
想
史
的
に
読
み
込
み
、
コ
ン
ス
タ
ン
に
つ
い
て
も
、
政
治
思

想
史
文
献
と
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
文
学
を
含
む
総
合
的
視
野
で
新

し
い
思
想
像
を
追
求
し
た
。
両
者
に
お
け
る
ス
ミ
ス
受
容
の
重
大
性
も

論
証
で
き
た
と
思
う

）
41
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
に
内
在
す
る
対
立
を
強
調
し
、
ギ
ゾ
ー
の
側
の

自
由
主
義
の
体
制
融
和
的
性
格
を
極
端
に
把
握
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
ギ
ゾ
ー
の
い
う
「
理
性
の
主
権
」
は
、
文
明
社
会
が
理
性
を

分
有
し
て
お
り
、
こ
の
理
性
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
集
結
し
主
権
を
構

成
か
つ
運
用
す
れ
ば
、
社
会
の
自
由
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
考
え
で

あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
結
局
、
社
会
を
主
権
に
包
括
す
る
、
国
家
の
中
の

自
由
主
義
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
抗
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
自
由

主
義
は
、
主
権
の
外
に
「
公
共
圏
」
を
独
立
確
保
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
「
文
芸
の
公
共
圏
」
を
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
と
い
う
主
体
に
よ
っ
て

再
構
築
し
よ
う
と
す
る
の
が
空
想
的
社
会
主
義
で
あ
る
。
自
由
主
義
の

対
立
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
マ
ル
ク
ス
、
プ
ル
ー
ド
ン
の
対
立
に
お
い
て
、
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経
済
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
、
体
制
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
、「
自
由
と
公
共
」

と
い
う
問
題
圏
の
位
相
も
転
換
し
て
い
く
の
で
あ
る

）
42
（

。

　

私
は
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
政
治
哲
学
に
、
ギ
ゾ
ー
的
自
由
主
義
の
再

演
も
み
て
お
り
、
そ
こ
に
体
制
批
判
の
武
器
の
弱
体
化
を
感
じ
て
い
る
。

私
が
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
に
み
る
の
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
後

の
主
権
連
合
と
い
う
世
界
秩
序
を
前
提
に
、
し
か
し
、
主
権
に
拘
束
さ

れ
な
い
個
人
と
社
会
の
自
律
を
求
め
る
、
体
制
批
判
力
で
あ
り
、
現
代

流
行
の
統
合
論
的
「
公
共
圏
」
と
は
異
な
る
、
基
本
的
人
権
を
絶
対
と

す
る
「
公
共
圏
」
の
構
想
で
あ
る
。
特
に
、
「
世
論
」
の
主
体
性
に
対

す
る
尊
重
は
、
文
明
化
過
程
を
「
逸
脱
す
る
」
変
革
主
体
像
に
繋
が
る

も
の
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
が
革
命
論
を
も
ち
う
る
根
拠
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　

今
回
も
、
学
会
誌
を
中
心
に
、
好
意
的
書
評
に
多
数
恵
ま
れ
た
。
し

か
し
、
や
は
り
、
全
体
の
主
題
、
歴
史
像
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、

個
別
専
門
論
点
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
研

究
が
専
門
化
し
、
個
別
対
象
に
特
化
す
る
傾
向
上
、
仕
方
の
な
い
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、
私
の
表
現
の
未
熟
さ
も
あ
り
、
歴
史
像
や
方
法
へ

の
問
い
を
争
点
化
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
た
。

四　

展　

望

　

コ
ン
ス
タ
ン
は
近
代
社
会
と
立
憲
体
制
の
始
ま
り
を
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ

リ
ア
条
約
（
一
六
四
八
年
）
に
み
て
い
る
が
、
自
由
主
義
の
思
想
史
的

源
泉
を
こ
の
時
期
に
と
る
の
は
、
有
力
な
考
え
方
で
あ
る
と
思
う
。
世

界
経
済
シ
ス
テ
ム
と
主
権
国
家
間
シ
ス
テ
ム
が
同
時
に
動
き
出
し
た
こ

の
時
期
、
自
由
主
義
的
思
考
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
自
由
主
義

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
権
の
内
部
で
個
性
的
諸
類
型
を
展
開
し
た
の
で
は

な
い
。
経
済
シ
ス
テ
ム
と
国
家
間
シ
ス
テ
ム
の
交
錯
領
域
で
近
代
的
「
公

共
圏
」
の
胎
動
が
始
ま
り
、
こ
れ
が
自
由
主
義
の
諸
類
型
成
立
と
相
互

連
携
の
「
可
能
性
の
中
心
」
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
ド
ル
セ
か

ら
コ
ン
ス
タ
ン
へ
の
自
由
主
義
は
、
こ
の
「
公
共
圏
」
の
独
自
の
意
義

を
確
認
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
主
権
と
世
界
経
済
双
方
の
侵
害
か
ら
近

代
的
個
人
の
自
由
を
防
衛
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
コ
ン
ス
タ
ン
的
「
公

共
圏
」
は
、
自
由
主
義
の
み
な
ら
ず
、
社
会
主
義
へ
継
承
さ
れ
る
。
こ

の
独
自
の
「
公
共
圏
」
像
を
手
掛
か
り
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
主
義
の

展
開
に
社
会
主
義
の
興
隆
を
重
ね
る
と
き
、
新
し
い
十
九
世
紀
思
想
史

像
が
浮
か
び
上
が
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
ス
タ
ー
ル
と
コ
ン
ス
タ

ン
の
コ
ペ
で
の
活
動
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
十
九
世
紀
の
大
陸
に
自

由
主
義
と
社
会
主
義
が
交
錯
す
る
思
想
圏
が
拡
大
し
て
い
く
過
程
は
、

捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
見
通
し
の
も
と
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

自
由
主
義
の
成
立
と
諸
形
態
、
相
互
連
携
を
思
想
史
の
文
脈
に
設
定
す

る
こ
と
が
、
私
の
新
し
い
研
究
主
題
で
あ
る

）
43
（

。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
私
は
、
依
然
と
し
て
、
「
市
民
社
会
青
年
」
の

近
代
像
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
貧
困
か
ら
の
解
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放
と
い
う
社
会
問
題
を
近
代
的
個
人
の
自
立
過
程
に
繋
げ
る
独
自
の
歴

史
像
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
近
代
を
十
分
経
験
し
え
て
い
な
い
と
い
う

痛
切
な
意
識
が
あ
る
。
こ
う
し
た
意
識
に
と
っ
て
、
近
代
の
批
判
と
近

代
の
受
容
は
同
時
的
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
米
に
み
ら
れ
る

自
己
批
判
と
し
て
の
近
代
の
克
服
の
試
み
を
、
無
媒
介
に
受
け
入
れ
る

こ
と
は
難
し
い
。

　

現
在
、
欧
米
の
思
想
研
究
は
、
文
脈
の
発
掘
と
脱
構
築
の
循
環
の
中

で
、
近
代
を
消
費
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
近
代
を
身
体
化
し
終
え
た
も

の
の
学
問
で
あ
る
と
思
う
。
対
照
的
に
、
私
に
と
っ
て
は
、
近
代
と
民

主
主
義
は
、
今
も
、
成
熟
し
た
消
費
対
象
で
は
決
し
て
な
く
、
産
み
の

苦
し
み
に
あ
る
存
在
で
あ
る
。
日
本
の
私
は
、
今
も
、
抑
圧
に
立
ち
向

か
う
時
、
未
熟
な
近
代
に
と
り
い
る
前
近
代
を
意
識
す
る
。
若
い
日
の

講
座
派
的
近
代
像
は
、
今
も
、
「
民
主
主
義
と
自
由
主
義
」
と
い
う
枠

組
み
に
転
成
し
、
私
を
離
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
遅
れ
て
き
た
青
年
」
の
眼
差
し
が
、
欧
米

の
研
究
が
見
落
と
す
思
想
史
の
風
景
を
、
視
界
に
捉
え
る
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
近
代
を
身
体
化
し
消
費
す
る
立
場
は
、
時
と
し
て
、
近
代
を

生
産
し
革
命
す
る
経
験
に
学
ぶ
意
識
を
欠
き
、
た
と
え
ば
、
コ
ン
ス
タ

ン
的
「
公
共
圏
」
像
の
も
つ
体
制
変
革
的
な
特
質
を
見
逃
す
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
コ
ン
ス
タ
ン
の
捉
え
る
「
公
共
圏
」
、
特
に
「
世
論
」
は
、

近
代
を
政
治
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
破
壊
し
作
り
な
お
す
力
を

も
つ
社
会
的
圏
域
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
近
代
の
破
れ
を
非
近
代
と
超

近
代
に
繋
ぐ
、
期
待
の
地
平
も
開
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ
う
し

た
問
題
圏
を
め
ぐ
る
思
想
の
動
態
を
捉
え
る
に
は
、
文
脈
の
「
脱
構
築
」

的
方
法
よ
り
も
、
近
代
と
思
想
の
歴
史
的
変
化
、
し
た
が
っ
て
、
文
脈

の
変
容
、
思
想
の
国
際
転
位
、
思
想
主
体
の
変
革
を
重
視
す
る
方
法
が

有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

『
社
会
思
想
史
概
論
』
と
の
出
会
い
以
来
、
私
は
、
社
会
思
想
史
研

究
を
「
近
代
的
個
人
の
歴
史
的
主
体
形
成
」
の
方
法
と
す
る
水
田
洋
（
大

学
院
時
代
の
指
導
教
授
）
が
設
定
し
た
土
壌
の
中
に
、
今
も
生
き
て
い
る

）
44
（

。

そ
う
し
て
、
思
想
史
研
究
入
門
時
に
み
た
欧
米
の
研
究
と
の
ず
れ
を
今

も
感
じ
、
新
し
い
歴
史
像
へ
の
到
達
も
果
た
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

私
が
見
出
し
た
、
コ
ン
ド
ル
セ
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
へ
の
自
由
主
義
像
と

公
共
圏
像
お
よ
び
「
自
由
と
公
共
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
思
想
史
的

文
脈
は
、
文
芸
の
公
共
圏
あ
る
い
は
近
代
に
お
け
る
「
政
治
と
文
学
」

と
い
う
問
題
も
含
め
、
私
に
新
し
い
歴
史
像
へ
の
希
望
を
も
た
ら
す
だ

け
で
な
く
、
内
外
の
研
究
の
未
来
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

 

（
あ
ん
ど
う
・
た
か
ほ
／
社
会
思
想
史
）

注（
1
） 

丸
山
真
男
の
政
治
思
想
史
、
大
塚
久
雄
の
比
較
経
済
史
、
川
島
武
宜
の
法

社
会
学
、
高
島
善
哉
の
経
済
社
会
学
、
大
河
内
一
男
の
社
会
政
策
、
宮
沢

俊
義
の
憲
法
、
我
妻
栄
の
民
法
な
ど
。

（
2
） 
大
塚
久
雄
『
社
会
科
学
の
方
法
―
―
ウ
エ
ー
バ
ー
と
マ
ル
ク
ス
』
岩
波
新
書
、

一
九
六
六
年
、
内
田
義
彦
『
日
本
資
本
主
義
の
思
想
像
』
岩
波
書
店
、
一
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九
六
八
年
。B

ellah, R
. N

., T
okugaw

a R
eligion: the Values of Pre-

industrial Japan, Falcon, 1957

（
池
田
昭
訳
『
徳
川
時
代
の
宗
教
』
岩

波
文
庫
、
一
九
九
六
年
）.

（
3
） 
大
江
健
三
郎
『
遅
れ
て
き
た
青
年
』
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
。

（
4
） 
内
田
義
彦
『
日
本
資
本
主
義
の
思
想
像
』
（
前
掲
）
、
高
島
善
哉
、
水
田
洋
、

平
田
清
明
『
社
会
思
想
史
概
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
。
歴
史
像
と

い
う
次
元
で
い
え
ば
、
民
主
主
義
と
社
会
主
義
を
繋
げ
な
が
ら
、
私
に
と
っ

て
は
、
社
会
主
義
に
向
か
っ
て
で
は
な
く
、
民
主
主
義
の
基
礎
と
し
て
社

会
主
義
の
意
義
を
問
う
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
て
、
講
座
派
の
伝
統
か
ら
は
、

す
で
に
離
れ
始
め
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

（
5
） Althusser, L. P., Pour M

arx, 1965

（
河
野
健
二
ほ
か
訳
『
甦
る
マ
ル

ク
ス
』
人
文
書
院
、
一
九
六
八
年
）. Foucault, M
., L’A

rcheologie du 

savoir, 1969

（
中
村
雄
二
郎
訳
『
知
の
考
古
学
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九

七
〇
年
）. D

errida, J., D
e la gram

m
atologie, 1967

（
足
立
和
浩
訳
『
根

源
の
彼
方
に　

グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
』
上
・
下
、
現
代
思
潮
社
、

一
九
七
一
―
二
年
）.

（
6
） 

戸
坂
潤
『
日
本
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
』
一
九
三
五
年
（
岩
波
文
庫
、
一
九
七

七
年
）
。

（
7
） Hobsbaw

m
, E

. J. E
., Prim

itive R
ebels: Studies in A

rchaiv Form
s of 

Social M
ovem

ent in the 19 th and 20 th C
enturies, 1959

（
水
田
洋
ほ
か

訳
『
素
朴
な
反
逆
者
た
ち
―
―
思
想
の
社
会
史
』
社
会
思
想
社
、
一
九
八

九

年

）. Venturi, F., U
topia and R

eform
 in the E

nlightenm
ent, 

1969

（
加
藤
喜
代
志
・
水
田
洋
訳
『
啓
蒙
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
改
革
―
―
一

九
六
九
年
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
講
義
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
一
年
）.

安
丸

良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
青
木
書
店
、
一
九
七
四
年
、
久
野

収
『
三
〇
年
代
の
思
想
家
た
ち
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
。

（
8
） Mannheim

, K
., Ideologie und U

topie, 1929

（
鈴
木
二
郎
訳
『
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
未
來
社
、
一
九
六
八
年
）. G

oldm
ann, L., Le 

dieu caché: É
tude sur la vision tragique dans les Pensées de Pascal 

et dans le théâtre de R
acine, 1955

（
山
形
頼
洋
・
名
田
丈
夫
訳
『
隠
れ

た
る
神
』
上
下
、
社
会
思
想
社
、
一
九
七
二
―
七
三
年
）. 

山
之
内
靖
『
社

会
科
学
の
方
法
と
人
間
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
。

（
9
） 

初
期
と
後
期
マ
ル
ク
ス
の
対
比
、
疎
外
論
と
物
象
化
論
の
対
立
な
ど
の
マ

ル
ク
ス
論
争
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
に
注
目
し
、
さ
ら
に
そ
の
思

想
的
源
泉
と
し
て
、
Ｂ
・
コ
ン
ス
タ
ン
さ
ら
に
は
コ
ン
ド
ル
セ
が
重
要
で

あ
る
と
推
察
し
た
こ
と
に
も
よ
る
。

（
10
） 

以
下
、
参
照
文
献
は
、
思
想
史
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
特
に
関
係
す
る
も

の
に
限
定
し
て
、
原
則
と
し
て
私
が
利
用
し
た
著
書
を
、
引
用
箇
所
の
指

示
も
無
し
に
、
わ
ず
か
に
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
特
に
、
個
別
思
想
研
究

に
関
す
る
文
献
情
報
は
皆
無
に
等
し
く
、
私
の
関
連
著
作
で
の
引
用
に
委

ね
た
い
。

（
11
） 『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
。
「
フ

ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
に
お
け
る
同
感
概
念
の
展
開
」
『
社
会
思
想
史
研
究
』

第
四
号
、
一
九
八
〇
年
、
「
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
に
お
け
る
市
民
社
会
論

の
成
立
―
―
コ
ン
ド
ル
セ
を
中
心
に
」
『
思
想
』
六
七
八
号
、
一
九
八
〇
年
。

（
12
） 

新
し
い
地
殻
変
動
が
確
実
に
始
ま
り
、
比
較
経
済
史
学
は
多
様
化
し
、
二

宮
宏
之
が
社
会
史
と
の
接
合
を
構
想
し
、
比
較
経
済
史
学
の
遅
塚
忠
躬
と

立
憲
主
義
憲
法
学
の
樋
口
陽
一
と
の
共
鳴
も
生
ま
れ
て
い
た
。
京
都
で
は
、

河
野
健
二
が
中
心
と
な
っ
て
、
「
政
治
革
命
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
」

と
い
う
視
点
か
ら
明
治
維
新
を
ふ
く
む
市
民
革
命
の
見
直
し
を
は
か
っ
て

い
た
。
経
済
思
想
史
で
は
、
吉
田
静
一
の
フ
ラ
ン
ス
重
商
主
義
論
が
産
業

資
本
の
思
想
を
探
り
、
津
田
内
匠
が
、
グ
ル
ネ
・
サ
ー
ク
ル
と
チ
ュ
ル
ゴ

に
発
す
る
フ
ラ
ン
ス
産
業
主
義
の
経
済
思
想
を
把
捉
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

二
宮
『
全
体
を
見
る
目
と
歴
史
家
た
ち
』
木
鐸
社
、
一
九
八
六
年
、
遅
塚
『
ロ

ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
ド
リ
ヴ
ィ
エ
―
―
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
世
界
史
的
位
置
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
、
樋
口
『
近
代
立
憲
主
義
と
現
代
国
家
』
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勁
草
書
房
、
一
九
七
三
年
、
河
野
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
〇
〇
年
』
朝
日
選
書
、

一
九
八
七
年
。

（
13
） Furet, F., Penser la R

évolution française, Paris, 1978. 

（

大

津

真

作

訳 

『
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
考
え
る
』 

岩
波
書
店
、一
九
八
九
年
）. H

irschm
an, 

A
. O

., T
he P

assion and the Interests, P
olitical argum

ents for 

C
apitalism

  before Its T
rium

ph, N
ew

 Jersey , 1977. 

（
佐
々
木
毅
訳

『
情
念
の
政
治
経
済
学
』法
政
大
学
出
版
局
、一
九
八
五
年
）. B

aker, K
. M

., 
Inventing the French R

evolution, N
ew

 York, 1990. W
elch, C

. B
., 

Liberty and U
tility, T

he French Ideologues and the T
ransform

ation 

of Liberalism
, N

ew
 York , 1984. C

hartier, R
., T

he C
ultural 

O
rigins of the French R

evolution, D
uke U

niversity Press, 1991

（
松
浦
義
弘
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
文
化
的
起
源
』
岩
波
書
店
、
一
九
九

四
年
）. La pensée économ

ique péndant la R
évolution française, ed. 

par Faccarello, G
., Steiner, Ph., G

renoble, 1990.
 

 

『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
出
版
の
一
九
八
九
年
は
、
パ
リ
を
は
じ

め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
〇
〇
周
年
記
念
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
修
正

主
義
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
論
が
優
勢
を
確
保
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

（
14
） 

思
想
と
そ
の
主
体
の
歴
史
的
社
会
的
変
転
を
長
い
時
間
軸
で
追
跡
す
る
社

会
思
想
史
は
、
当
時
流
行
の
言
葉
で
い
え
ば
、
特
定
の
歴
史
像
を
密
か
に

外
部
よ
り
持
ち
込
み
「
大
き
な
物
語
」
を
押
し
付
け
る
も
の
と
し
て
、
拒

否
反
応
を
招
い
て
い
た
。

（
15
） Gay, P., The E

nlightenm
ent: A

n Interpretation, Vol. II, The Science of 
Freedom

, 1969

（
中
川
久
定
ほ
か
訳
『
自
由
の
科
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
Ⅰ
、

一
九
八
二
年
、
Ⅱ
、
一
九
八
六
年
）. D

arnton, R., The Literary U
nderground 

of The O
ld Regim

e, C
am

bridge, 1982

（
関
根
素
子
、
二
宮
宏
之
訳
『
革
命

前
夜
の
地
下
出
版
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）. Proust, J., L’Encyclopédie, 

Paris , 1965

（
平
岡
昇
・
市
川
慎
一
訳
『
百
科
全
書
』
岩
波
書
店
、
一
九
七

九
年
）. 

思
想
の
深
層
へ
の
下
降
に
つ
い
て
は
、Storobinski, J., Jean-

Jacquees R
ousseau: la transporence et l’obstacle, P

lon, 1957, 
reédition, G

allim
ard, 1976

（
松
本
勤
訳
『
Ｊ
・
Ｊ
・
ル
ソ
ー
透
明
と

障
害
』
未
來
社
、
一
九
七
三
年
）.

（
16
） 

京
都
系
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
論
は
ジ
ロ
ン
ド
派
の
意
義
を
認
め
て
お
り
、
ま

も
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
「
知
識
と
社
会
秩
序
」
の
関
係
に
つ
い
て

の
共
同
研
究
を
ま
と
め
る
。
『
人
文
学
報
』
第
七
〇
号
、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
、
一
九
九
二
年
、
阪
上
孝
編
『
統
治
技
法
の
近
代
』
同
文
館
、

一
九
九
七
年
。

（
17
） 『
道
徳
感
情
論
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
に
つ
い
て
は
、
水
田
洋
の
踏
み
込
ん

だ
論
及
が
な
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
道
徳
感
情

論
』
（
水
田
洋
訳
）
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
、
「
解
説
」
。

（
18
） 

水
田
洋
「
十
八
世
紀
思
想
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
」
（
大
河
内
一
男
編
『
国

富
論
研
究
』
Ⅱ
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
所
収
）
。
私
の
研
究
は
、

こ
の
論
文
の
圧
倒
的
影
響
下
に
あ
る
。
し
か
し
、
啓
蒙
思
想
の
解
体
過
程

に
着
目
す
る
と
い
う
独
自
の
方
法
的
工
夫
も
あ
り
、
視
界
を
拓
い
た
だ
け

で
な
く
、
新
機
軸
を
獲
得
で
き
た
と
思
う
。

（
19
） Baker, K

. M
., C

ondorcet F
rom

 N
atural P

hilosophy to Social 

M
athem

atics, C
hicago, 1975. C

olloque international sous la 

direction de C
répel, P. et G

ilain, C
. C

ondorcet m
athém

atician, 

écon
om

ist, philosophe, hom
m

e politiqu
e, M

inerve, 1989. 
D

ictionnaire critique de la R
évolution française, éd. par Furet, F. 

et O
zouf, M

., Paris, 1988

（
河
野
健
二
ほ
か
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
事

典
』
Ⅰ
、
Ⅱ
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
五
年
）. 

コ
ン
ド
ル
セ
の
項
目
を
ベ

イ

カ

ー

が

担

当

し

て

い

る
。B

adinter, E
. et R

., C
ondorcet U

n 

intellectual en politique, Paris , 1989. K
intzler, C

., L’instruction 
publique et la naissance du citoyen, Paris , 1984.

（
20
） Hayek, F. A

., T
he C

ontribution of Liberty, London, 1960

（
気
賀
健
三
、

古
賀
勝
次
郎
訳
『
自
由
の
条
件　

Ⅰ
』
春
秋
社
、
一
九
八
六
年
）.
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（
21
） 『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
の
「
は
し
が
き
」
に
書
い
た
が
、
内
田

義
彦
の
『
経
済
学
の
生
誕
』
と
『
日
本
資
本
主
義
の
思
想
像
』
の
フ
ラ
ン

ス
近
代
像
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
旧
帝
国
主
義
戦
争
と
し
て
の
七

年
戦
争
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
の
過
程
で
、
英
仏
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
近

代
思
想
像
を
生
み
出
し
、
「
ス
ミ
ス
と
ル
ソ
ー
」
と
い
う
思
想
史
的
問
題

圏
が
浮
上
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
た
だ
し
、
内
田
の
ル
ソ
ー
解
釈
に

は
異
議
が
あ
り
、
内
田
も
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
る
自
由
主
義
の
成
立
を
見
逃

し
て
し
ま
う
と
い
う
批
判
は
、
表
現
し
え
た
と
思
う
。

（
22
） 

吉
田
正
晴
『
フ
ラ
ン
ス
公
教
育
政
策
の
源
流
』
風
間
書
房
、
一
九
七
七
年
、

小
笠
原
弘
親
、
市
川
慎
一
編
『
啓
蒙
政
治
思
想
の
展
開
』
成
文
堂
、
一
九

八
四
年
、
浦
田
一
郎
『
シ
エ
ー
ス
の
憲
法
思
想
』
勁
草
書
房
、
一
九
八
七
年
、

辻
村
み
よ
子
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
憲
法
原
理
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
九
年
。

（
23
） 『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』
に
あ
る
「
市
民
社
会
」
の
概
念
は
、
「
市

民
社
会
青
年
」
に
顕
著
な
日
本
独
自
の
概
念
規
定
を
反
映
し
て
い
る
。
「
市

民
社
会
」
概
念
の
日
本
で
の
誤
読
と
変
質
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。
植

村
邦
彦
『
市
民
社
会
と
は
何
か
』
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
〇
年
。
し
か
し
、

日
本
独
自
の
「
市
民
社
会
」
概
念
は
、
歴
史
像
へ
の
問
い
と
い
う
次
元
で
、

そ
の
誤
読
こ
そ
有
意
義
で
あ
っ
て
、
思
想
史
の
構
成
概
念
と
し
て
直
接
用

い
る
の
は
論
外
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
な
い
思
想
史
分
析
も
可
能
と
す

る
こ
と
は
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』も
、「
市

民
社
会
」
の
概
念
の
投
入
に
よ
っ
て
、
欧
米
の
研
究
に
な
い
問
題
圏
を
発

掘
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
24
） Haberm
as and the Public Sphere, ed.by C

alhoun, C
., C

am
bridge , 

1992. 

こ
の
本
の
多
分
野
へ
の
影
響
力
が
大
き
く
、
ベ
イ
カ
ー
も
寄
稿
し

て
い
る
。

（
25
） 

安
藤
隆
穂
「
革
命
と
そ
れ
以
後
に
お
け
る
自
由
と
公
共
」
『
社
会
思
想
史

研
究
』
14
、
一
九
九
〇
年
。

（
26
） Ando, Takaho, C

ondorcet and C
onstant: public opinion in the 

age of the F
rench R

evolution, in T
ransactions of the E

ighth 

International C
ongress on the E

nlightenm
ent, T

h
e Voltaire 

Foundation, O
xford, 1992. 

安
藤
隆
穂
「
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
史
に
お

け
る
公
論
の
概
念
」
『
経
済
科
学
』
（
名
古
屋
大
学
）
四
二
巻
五
号
、
一
九

九
五
年
。
Ｆ
・
ギ
ゾ
ー
以
降
の
自
由
主
義
、
特
に
Ａ
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
視

野
に
入
れ
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
興
隆
す
る
フ
ラ
ン
ス
で
の
新
し

い
政
治
思
想
研
究
が
、
現
代
政
治
哲
学
の
根
本
問
題
を
背
景
に
、
フ
ラ
ン

ス
自
由
主
義
の
独
自
的
意
義
を
検
索
し
て
い
た
こ
と
は
、
あ
と
で
述
べ
る
。

（
27
） Ando, T

akaho, M
m

e de C
ondorcet et la philosophie de la 

‘sym
pathie ’ in T

ransactions of the Sixth International C
ongress on 

the E
nlightenm

ent, T
he Voltaire F

oundation, O
xford, 1983. 

A
ndo, T

he introduction of A
dam

 Sm
ith ’s M

oral Philosophy to 
F

rench T
hought, in A

dam
 Sm

ith: International P
erspectives, 

ed.by M
izuta, H

. etc, London , 1993. 

「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
植
民

地
」
の
報
告
集
は
Ｉ
・
ウ
オ
ー
ラ
ー
シ
ュ
テ
イ
ン
を
編
集
者
と
し
て
イ
ギ

リ
ス
で
論
文
集
と
し
て
出
版
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
計
画
が
と
ん
挫

し
た
た
め
、
報
告
原
稿
を
日
本
で
雑
誌
に
抄
録
し
て
発
表
し
た
。A

ndo, 
L ’économ

ie colonial chez Sm
ith et C

ondorcet, 

『
名
城
商
学
』
第

四
五
巻
別
冊
、
一
九
九
六
年
。

（
28
） 

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
（
ケ
ネ
ー
）
の
経
済
的
解
放
論
（
奴
隷
の
賃
金
労
働

者
へ
の
転
換
）
が
自
然
権
論
を
欠
落
し
、
ア
ン
シ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ト
の
自

然
法
論
に
よ
る
奴
隷
制
度
批
判
が
歴
史
的
内
実
を
も
た
な
い
と
い
う
、
両

面
批
判
で
あ
っ
た
。

（
29
） 

フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
研
究
の
主
力
は
政
治
思
想
史
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

言
語
論
的
転
回
以
降
、
言
語
の
優
位
が
、
経
済
と
政
治
を
切
り
離
し
、
か

つ
政
治
を
優
位
に
み
る
傾
向
を
生
み
、
思
想
史
研
究
を
規
定
し
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
思
想
史
研
究
で
は
、
歴
史
像
へ
の
問
い

が
希
薄
で
あ
る
。
こ
う
考
え
、
私
は
、
一
九
九
四
年
の
パ
リ
・
国
際
シ
ン
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ポ
ジ
ウ
ム
「
重
農
主
義
の
国
際
的
伝
播
」
の
機
会
に
、
山
田
盛
太
郎
に
よ

る
ケ
ネ
ー
「
経
済
表
」
の
日
本
資
本
主
義
分
析
へ
の
適
用
を
題
材
に
、
日

本
の
講
座
派
の
生
み
出
し
た
社
会
科
学
の
方
法
に
つ
い
て
報
告
し
て
み
た
。

し
か
し
、
ケ
ネ
ー
の
日
本
へ
の
伝
播
の
一
齣
と
受
け
取
ら
れ
、
日
本
近
代

の
歴
史
像
を
め
ぐ
る
問
題
は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ソ
ブ
ー
ル
・
高
橋
史

学
の
衰
退
を
実
感
し
た
が
、
講
座
派
の
社
会
科
学
を
欧
米
に
紹
介
す
る
意

欲
は
強
ま
り
、
後
に
、
英
語
論
文
を
書
く
こ
と
に
な
る
。A

ndo, Takaho, 

（avec E
ge, R

.
）, La diffusion de la phisiocratie au Japon au 

début du X
X

e siécle, E
conom

ie et Société, no. 22-23, 1-2, 1995. 
A

ndo, T
akaho, T

he debate on Japanese capitalism
: the K

oza 
faction and its perception of society, in E

conom
ic T

hought and 

M
odernization in Japan, ed.by Sugihara, S. and T

anaka, T., 
E

dw
ard E

lgar Publishing, 1998.

（
30
） Rosanvallon, P., Le m

om
ent G

uizot,  P
aris, 1985. M

anent, P. 
H

istoire intellecelle du libéralism
: D

ix leçons,  Paris, 1987 

（
高
橋
誠
、

藤
田
勝
次
郎
訳
『
自
由
主
義
の
政
治
思
想
』
新
評
論
、
一
九
九
五
年
）. 

現

代
フ
ラ
ン
ス
で
の
政
治
哲
学
と
自
由
主
義
研
究
に
つ
い
て
は
、
宇
野
重
規

の
整
理
が
あ
る
。
宇
野
『
政
治
哲
学
へ
―
―
現
代
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
話
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル　

平
等
と
不
平
等
の

理
論
家
』
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
31
） コ
ン
ド
ル
セ
は
、
ネ
ッ
ケ
ル
が
統
治
者
の
視
点
か
ら
「
世
論
」
を
編
集
し

管
理
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
コ
ン
ド
ル
セ
に
と
っ
て
、
「
公
論
」
の
生

命
力
の
根
源
は
、
主
権
の
支
配
を
受
け
な
い
主
体
性
を
も
つ
「
世
論
」
で

あ
っ
た
。
欧
米
の
研
究
で
は
「
公
論
」
の
主
体
を
啓
蒙
的
知
識
人
と
し
か

み
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
Ｍ
・
オ
ズ
ー
フ
は
革
命
期
に
「
公
論
」
の
観
念

が
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
唱
導
す
る
「
公
共
精
神
」
に
敗
北
す
る
と
い
う
が
、
こ

れ
は
オ
ズ
ー
フ
が
「
公
論
」
の
主
知
的
性
格
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
、
コ
ン

ド
ル
セ
的
「
公
論
」
構
想
の
存
在
を
見
落
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
欧
米
の
研
究
で
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
自
由
主
義
も
そ
の
独
自
の

「
公
共
圏
」
像
も
、
視
野
に
の
ぼ
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
欧
米

の
自
由
主
義
像
お
よ
び
「
公
共
圏
」
論
の
持
つ
文
明
論
的
偏
見
を
示
す
と

思
わ
れ
る
。O

zouf, M
., L’hom

m
e régénérée, E

ssais sur la R
évolution 

française, Paris, 1989.

（
32
） 

共
同
研
究
に
は
、
か
つ
て
の
大
塚
史
学
系
と
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

系
と
の
二
つ
の
流
れ
か
ら
、
ほ
ぼ
同
人
数
が
常
連
と
し
て
参
加
し
た
。
こ

れ
は
、
偶
然
も
あ
る
が
、
私
の
提
案
し
た
研
究
対
象
と
主
題
か
ら
来
た
福

音
で
も
あ
っ
た
。
チ
ュ
ル
ゴ
、
コ
ン
ド
ル
セ
、
コ
ン
ス
タ
ン
、
ギ
ゾ
ー
、

ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
自
由
主
義
と
し
て
繋
ぐ
対
象
選
択
は
、
修
正
主
義
、
政
治

文
化
論
、
京
都
系
に
近
く
み
え
た
が
、
む
し
ろ
、
講
座
派
的
市
民
革
命
の

主
体
像
と
そ
の
思
想
を
拡
大
ま
た
は
新
し
く
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

だ
か
ら
、
比
較
経
済
史
学
に
親
和
的
で
も
あ
っ
た
。

（
33
） も
ち
ろ
ん
フ
ー
コ
ー
の
強
い
影
響
に
よ
る
。

（
34
） 

思
想
史
や
経
済
史
な
ど
に
限
ら
れ
ず
、
西
洋
史
や
教
育
分
野
で
、
幅
広
く

注
目
さ
れ
た
。

（
35
） 

ロ
ー
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
や
ベ
イ
カ
ー
の
研
究
は
、
広
い
意
味
で
政
治
思
想
的

研
究
で
あ
る
。
例
外
的
に
、
Ｅ
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
ス
ミ
ス
と
チ
ュ
ル

ゴ
お
よ
び
コ
ン
ド
ル
セ
と
の
関
係
を
含
む
経
済
思
想
史
に
踏
み
込
ん
だ
が
、

十
九
世
紀
の
政
治
的
自
由
主
義
へ
の
架
橋
に
課
題
を
残
し
て
い
る
。

R
othschild, E

., E
conom

ic Sentim
ents, A

dam
 Sm

ith, C
ondorcet, 

and T
he E

nlightenm
ent, London, 2002.

（
36
） 「
コ
ン
ド
ル
セ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
に
つ
い
て
は
経
済
学
の
教
科
書
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
政
治
決
定
に
数
学
を
適
用
す

る
議
論
は
、
立
憲
主
義
の
基
礎
理
論
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
部

恭
男
『
比
較
不
能
な
価
値
の
迷
路　

リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
憲
法

理
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
。
ま
た
、
日
本
に
も
、
新
し
い

コ
ン
ド
ル
セ
研
究
が
現
れ
て
い
る
。
富
永
茂
樹
『
理
性
の
使
用
』
み
す
ず
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書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
隠
岐
さ
や
香
『
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
「
有
用
な
科
学
」
』

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
海
外
の
研
究

成
果
を
よ
く
吸
収
し
、
科
学
者
コ
ン
ド
ル
セ
を
み
ご
と
に
描
い
て
い
る
。

私
の
コ
ン
ド
ル
セ
像
の
方
が
異
端
で
あ
る
。

（
37
） 
シ
エ
ー
ス
に
よ
る
『
国
富
論
』
受
容
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。Sieyès, 

E
.-J., É

crits politiques, C
hoix et présentation de R

oberto Zappeli, 
É

ditions des A
rchives C

ontem
poraines, B

ruxelles, 2001. 

コ
ン

ド
ル
セ
に
よ
る
『
国
富
論
』
受
容
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
シ
エ
ー

ス
と
コ
ン
ド
ル
セ
の
分
業
社
会
像
の
違
い
を
み
る
研
究
は
な
い
。
私
の
考

え
で
は
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
に
よ
る
コ
ン
ド
ル
セ
の
遺
著
顕
彰
は
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
死
を
思
わ
せ
る
演
出
に
よ
っ
て
、
科
学
に
殉
じ
た
コ
ン
ド
ル
セ

と
い
う
神
話
を
創
出
し
た
。
こ
こ
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
徳
を
コ
ン
ド
ル
セ

の
科
学
と
読
み
変
え
る
操
作
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
人
文
学
は
消
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

（
38
） 「
同
感
に
つ
い
て
の
八
つ
の
手
紙
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
『
ア

ド
ル
フ
』
（
一
八
一
六
年
）
へ
の
『
道
徳
感
情
論
』
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
水
田
洋
の
研
究
が
す
で
に
存
在
し
た
。
水
田
が
『
ア
ド
ル
フ
』

に
前
近
代
批
判
を
み
る
の
に
対
し
、
私
は
、
近
代
批
判
を
引
き
出
す
読
み

方
を
し
て
い
る
。

（
39
） レ
ド
レ
ル
の
『
公
論
の
理
論
』
（
一
七
九
七
年
執
筆
）
に
つ
い
て
は
、
こ

の
著
作
の
編
集
復
刊
を
含
め
て
、
Ｌ
・
ジ
ョ
ー
ム
の
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、

ジ
ョ
ー
ム
は
、
レ
ド
レ
ル
と
コ
ン
ス
タ
ン
や
ス
タ
ー
ル
の
「
公
論
」
と
を

対
比
す
る
と
い
う
問
題
意
識
は
な
い
。
ま
た
、「
理
性
の
主
権
」
に
つ
い
て
は
、

ロ
ー
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
が
欧
米
の
研
究
を
総
括
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
、
い
ず
れ
も
「
政
治
的
自
由
」
の
設
計
の
方
向
で
、「
公
論
」
や
「
理
性
」
を

問
題
と
し
て
お
り
、
近
代
的
個
人
の
歴
史
的
自
立
過
程
へ
の
視
力
は
弱
い
。

Jaum
e, L., É

chec au libéralism
, Les jacobins et l’état, É

ditions 
K

im
é, Paris, 1990. R

osanvallon, P., Le m
om

ent G
uizot,  op. cit.

（
40
） 

バ
ー
リ
ン
以
来
、
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
消
極
的
自
由
の
意
義
を
提
唱
し
た
先

駆
者
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
い
え
ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
課
題
は
、

近
代
に
お
け
る
積
極
的
自
由
樹
立
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

B
erlin, I., Four E

ssays on Liberty, London, 1969. 

（
生
松
敬
三
ほ
か

訳
『
自
由
論
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
九
年
）
。
ま
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
の

議
論
が
コ
ン
ド
ル
セ
の
踏
襲
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な

い
が
、
こ
れ
も
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
自
由
論
の
今
述
べ
た
解
釈
に
と
ら
わ
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
41
） コ
ン
ス
タ
ン
へ
の
『
道
徳
感
情
論
』
の
影
響
問
題
は
、
水
田
洋
の
論
及
が

先
駆
的
で
あ
っ
て
、
欧
米
の
研
究
で
は
、
現
在
も
盲
点
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
コ
ン
ド
ル
セ
と
コ
ン
ス
タ
ン
お
よ
び
ス
タ
ー
ル
を
ス
ミ
ス

受
容
過
程
に
繋
ぎ
思
想
史
の
対
象
と
し
た
の
は
、
日
本
の
研
究
の
独
自
性

で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
思
想
的
源
泉
に
コ
ン
ド
ル
セ
を
加
え
る

研
究
は
も
ち
ろ
ん
存
在
す
る
が
、
『
道
徳
感
情
論
』
受
容
を
問
題
と
す
る

こ
と
は
な
い
。
堤
林
剣
『
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
の
思
想
世
界
―

―
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
の
な
か
の
自
由
・
政
治
・
完
成
可
能
性
』
創
文
社
、

二
〇
〇
九
年
。
こ
の
研
究
は
欧
米
の
最
先
端
の
研
究
を
吸
収
し
つ
い
に
日

本
に
現
れ
た
本
格
的
コ
ン
ス
タ
ン
論
で
あ
る
。
こ
こ
に
ス
ミ
ス
が
い
な
い

こ
と
が
、
欧
米
の
思
想
史
研
究
の
特
質
を
示
し
て
い
る
。

（
42
） こ
の
時
期
の
思
想
史
に
、
自
由
主
義
と
社
会
主
義
の
積
極
的
交
錯
と
「
政

治
と
文
学
」
と
い
う
思
想
的
問
題
圏
を
み
る
の
は
、
日
本
の
社
会
思
想
史

研
究
に
あ
っ
た
講
座
派
的
伝
統
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
欧
米
の
思
想
史
研
究
の
盲
点
を
、
非
欧
米
圏
の
研
究

が
持
ち
う
る
証
左
で
も
あ
る
と
い
い
た
い
。

（
43
） 

自
由
主
義
研
究
の
現
段
階
に
つ
い
て
、
次
を
参
照
。
三
浦
信
孝
編
『
自
由

論
の
討
議
空
間　

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
系
譜
』
勁
草
書
房
、
二

〇
一
〇
年
。

（
44
） 
水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』
未
來
社
、
一
九
六
八
年
。
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一　

福
沢
諭
吉
研
究
の
道
の
り

　

旧
著
『
日
本
近
代
教
育
の
思
想
構
造
―
―
福
沢
諭
吉
の
教
育
思
想
研

究
』
（
一
九
七
〇
年
、
新
評
論
、
七
九
年
増
補
版
）
、
Ⅰ
『
福
沢
諭
吉
の
ア

ジ
ア
認
識
―
―
日
本
近
代
史
像
を
と
ら
え
返
す
』
（
二
〇
〇
〇
年
、
高
文

研
）
、
Ⅱ
『
福
沢
諭
吉
と
丸
山
眞
男
―
―
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
を
解
体

す
る
』
（
〇
三
年
、
同
上
）
、
Ⅲ
『
福
沢
諭
吉
の
戦
争
論
と
天
皇
制
論

―
―
新
た
な
福
沢
美
化
論
を
批
判
す
る
』
（
〇
六
年
、
同
上
）
と
、
半
世

紀
近
く
続
け
て
き
た
私
の
福
沢
諭
吉
研
究
は
、
近
刊
『
福
沢
諭
吉
の
教

育
論
と
女
性
論
』
（
一
三
年
、
同
上
）
を
以
て
終
了
し
た
（
以
下
、
五
著

は
『
旧
著
』
、
Ⅰ
『
ア
ジ
ア
認
識
』
、
Ⅱ
『
福
沢
と
丸
山
』
、
Ⅲ
『
戦
争
論
・
天

皇
論
』
、
Ⅳ
『
教
育
論
・
女
性
論
』
と
略
称
す
る
）
。
五
冊
の
著
作
の
内
容

の
推
移
自
体
が
、
戦
後
日
本
の
ひ
と
つ
の
福
沢
諭
吉
の
研
究
史
を
意
味

し
て
い
る
。
長
年
、
定
説
的
地
位
を
占
め
て
き
た
丸
山
眞
男
の
福
沢
解

釈
を
、
（
丸
山
の
作
為
的
な
読
み
こ
み
に
よ
っ
て
創
作
し
た
）「
丸
山
諭
吉
」

神
話
と
し
て
批
判
・
解
体
し
て
き
た
そ
の
道
の
り
を
、
簡
単
に
ふ
り
返

ろ
う
。

　

『
旧
著
』
は
、
思
い
が
け
ず
家
永
三
郎
か
ら
過
分
の
評
価
（
Ⅱ
三
七
頁
）

を
受
け
た
。
私
の
先
行
研
究
批
判
を
受
け
と
め
、
自
ら
の
福
沢
研
究
を

誤
り
と
自
己
批
判
し
た
家
永
は
、
以
後
、
（
か
つ
て
は
そ
の
影
響
を
つ
よ

く
受
け
た
）「
丸
山
の
福
沢
論
は
福
沢
を
か
り
て
丸
山
の
思
想
を
展
開
」

し
た
過
度
の
読
み
こ
み
で
あ
る
旨
の
批
判
を
繰
り
返
し
た
が
、
そ
の
的

確
な
指
摘
は
ひ
ろ
く
受
け
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
『
旧
著
』
で
は
、
そ

　

特
集　

思
想
史
研
究
を
問
い
な
お
す　

〈
論
文
〉

戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
福
沢
諭
吉
研
究
の
批
判
的
総
括

【「
丸
山
諭
吉
」
神
話
の
解
体
と
戦
争
責
任
問
題
】

安
川
寿
之
輔
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の
丸
山
批
判
に
一
章
を
あ
て
た
が
、
丸
山
か
ら
は
「
は
ぐ
ら
か
し
の
返

信
」
（
Ⅱ
三
八
頁
）
し
か
届
か
な
か
っ
た
。

　

以
後
丸
山
は
、
「
小
生
自
身
が
二
〇
年
前
の
福
沢
論
に
は
、
批
判
を

も
っ
て
い
る
」
と
、
そ
の
返
信
で
断
っ
て
い
た
過
去
の
福
沢
論
を
基
本

的
に
修
正
・
自
己
批
判
し
な
い
ま
ま
、
晩
年
の
『
「
文
明
論
之
概
略
」

を
読
む
』
上
中
下
（
岩
波
新
書
）
に
至
る
福
沢
研
究
を
続
け
た
。
た
だ

し
丸
山
は
、
死
の
前
年
に
、
定
説
的
に
支
持
さ
れ
て
き
た
福
沢
が
「
典

型
的
な
市
民
的
自
由
主
義
」
者
で
あ
る
と
い
う
自
ら
の
福
沢
像
を
、
根

底
か
ら
揺
る
が
す
衝
撃
的
な
事
実
、
つ
ま
り
、
福
沢
が
大
日
本
帝
国
憲

法
と
並
ん
で
教
育
勅
語
に
も
積
極
的
に
賛
成
し
て
い
た
と
い
う
重
大
な

事
実
と
遭
遇
し
た
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
何
も
書
き
残
さ
ず
、
翌
九

六
年
に
死
去
し
た
。

　

『
旧
著
』
か
ら
三
十
年
近
い
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
私
が
Ⅰ
『
ア
ジ
ア

認
識
』
と
と
り
組
ん
だ
の
は
、
高
嶋
伸
欣
か
ら
横
浜
地
裁
の
「
高
嶋
（
横

浜
）
教
科
書
訴
訟
」
の
原
告
側
証
言
を
依
頼
さ
れ
た
の
が
直
接
の
契
機

で
あ
っ
た
。
し
か
し
よ
り
深
い
理
由
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
日
本

の
戦
争
責
任
を
き
び
し
く
告
発
・
糾
弾
す
る
一
九
九
〇
年
代
の
ア
ジ
ア

諸
国
の
声
に
応
え
て
、
自
分
の
過
去
の
福
沢
研
究
を
見
直
す
必
要
性
を
、

私
自
身
も
認
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

「
戦
後
民
主
主
義
」
時
代
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
の
「
民

主
主
義
」
思
想
の
偉
大
な
先
駆
者
と
も
っ
ぱ
ら
称
賛
・
美
化
さ
れ
て
き

た
（
さ
す
が
に
「
脱
亜
論
」
に
つ
い
て
は
評
価
が
分
か
れ
て
い
た
が
）
福
沢
が
、

日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
と
ア
ジ
ア
蔑
視
思
想
の
先
導
者
で
あ
っ
た
と
い
う
、

そ
れ
ま
で
の
福
沢
研
究
か
ら
は
衝
撃
的
な
事
実
を
解
明
し
た
同
書
は
、

梅
原
猛
、
斉
藤
貴
男
、
高
橋
哲
哉
、
（
以
下
、
故
人
）
石
堂
清
倫
、
岩
崎

允
胤
、
星
野
芳
郎
な
ど
多
様
な
思
想
的
立
場
の
人
物
か
ら
そ
ろ
っ
て
積

極
的
に
評
価
・
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
の
著
者
の
私
が
半
年
後
、
ほ
か
な
ら
ぬ
慶
應
大
学
の
講
義
に
招
か

れ
た
（
〇
一
年
と
〇
六
年
の
二
度
）
。
マ
ス
コ
ミ
に
と
っ
て
こ
れ
は
「
事
件
」

と
い
う
こ
と
で
、
「
朝
日
新
聞
」
東
京
本
社
の
三
人
も
の
記
者
が
別
々

に
取
材
を
申
し
込
ん
で
き
た
。
慶
應
の
講
義
の
翌
日
、
中
国
「
新
華
社

通
信
」
支
局
長
（
張
可
喜
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
「
近
代
日
本
保

守
主
義
の
源
流
＝
福
沢
諭
吉
」
と
い
う
張
の
紹
介
記
事
が
機
縁
で
、
〇

四
年
に
中
国
語
訳
『
福
沢
諭
吉
的
亜
洲
観
』
（
香
港
社
会
科
学
出
版
社
）

が
刊
行
さ
れ
た
。

　

Ⅰ
『
ア
ジ
ア
認
識
』
に
つ
い
て
は
、
中
国
よ
り
も
韓
国
語
訳
の
反
響

の
方
が
大
き
い
の
で
は
、
と
私
は
密
に
期
待
・
推
測
し
て
い
た
が
、
よ

う
や
く
一
一
年
四
月
に
『
福
沢
諭
吉
の
ア
ジ
ア
侵
略
思
想
を
問
う
』（
歴

史
批
評
社
）
が
刊
行
さ
れ
て
、
そ
の
推
測
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
ソ
ウ
ル

の
出
版
記
念
会
で
訳
者
（
李
香
哲
光
云
大
教
授
）
が
伝
え
た
「
ほ
と
ん
ど

一
面
」
全
体
で
伝
え
た
の
が
二
紙
、
二
分
の
一
面
が
四
紙
、
四
段
以
上

が
四
紙
な
ど
と
、
「
こ
の
本
を
紹
介
し
な
い
マ
ス
コ
ミ
は
な
い
く
ら
い
」

「
マ
ス
コ
ミ
の
反
響
は
か
な
り
爆
発
的
」
と
い
う
反
応
・
反
響
の
せ
い
で
、
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半
年
後
に
二
刷
と
な
っ
た
。

　

同
書
で
私
は
、
福
沢
が
、
国
「
内
の
人
心
を
一
致
せ
し
む
る
為
め
に

外
に
対
し
て
事
端
を
開
く
は
、
政
治
家
の
時
に
行
ふ
所
の
政
略
に
し
て

…
…
木
戸
（
孝
允
）
氏
の
顰
に
倣
ふ
て
朝
鮮
政
略
を
主
張
せ
ざ
る
を
得

ず
」
と
い
う
、
権
謀
術
数
を
持
論
的
に
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
を
解
明

し
た
。
だ
か
ら
、
福
沢
が
ア
ジ
ア
を
蔑
視
し
、
ア
ジ
ア
侵
略
を
先
導
し

た
事
実
を
解
明
し
さ
え
す
れ
ば
、
同
じ
福
沢
が
、
国
内
の
政
治
構
想
で

「
典
型
的
な
市
民
的
自
由
主
義
」
や
「
民
主
主
義
」
を
構
想
・
主
張
す

る
は
ず
の
な
い
こ
と
は
、
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
と
私
は
期
待
・
楽

観
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
は
、
二
十
一
世
紀
元
年
の
翌
〇
一
年
に
は
、
「
朝
日

新
聞
」
の
看
板
記
者
・
船
橋
洋
一
（
の
ち
に
主
筆
）
の
、
日
本
は
「
新

し
い
世
紀
を
福
沢
諭
吉
の
思
想
・
精
神
で
迎
え
よ
う
」
と
い
う
五
段
抜

き
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
に
始
ま
り
、
丸
山
が
つ
く
り
あ
げ
た
「
丸
山
諭

吉
」
神
話
は
、
彼
の
「
学
問
的
権
威
」
に
も
支
え
ら
れ
て
、
微
動
も
し

な
い
気
配
で
あ
っ
た
。
福
沢
「
没
後
百
年
」
に
あ
た
る
〇
一
年
の
諭
吉

の
命
日
（
二
月
三
日
）
に
ち
な
む
「
朝
日
新
聞
」
の
「
天
声
人
語
」
、「
日

本
経
済
新
聞
」
の
「
春
秋
」
な
ど
の
全
国
紙
、
さ
ら
に
は
、
「
赤
旗
」

の
「
潮
流
」
ま
で
、
日
本
の
代
表
的
な
マ
ス
コ
ミ
の
一
面
コ
ラ
ム
の
福

沢
賛
美
の
文
章
は
、
そ
の
見
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
「
朝
日
」
編
集

局
長
宛
の
船
橋
批
判
の
私
の
問
い
合
わ
せ
が
機
縁
と
な
っ
て
、
四
月
二

一
日
の
同
紙
「
私
の
視
点
」
欄
に
、
私
の
小
文
「
福
沢
諭
吉　

ア
ジ
ア

蔑
視
広
め
た
思
想
家
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

Ⅰ
『
ア
ジ
ア
認
識
』
の
続
編
と
し
て
私
は
、
Ⅱ
『
福
沢
と
丸
山
』
を

刊
行
し
た
。
当
初
、
『
福
沢
の
教
育
論
と
女
性
論
』
執
筆
の
予
定
で
着

手
し
、
そ
の
序
論
と
し
て
「
丸
山
眞
男
の
〈
福
沢
諭
吉
神
話
〉
の
解
体
」

を
書
き
始
め
た
。
福
沢
の
教
育
論
な
ど
の
先
行
研
究
も
、
丸
山
の
圧
倒

的
な
影
響
下
に
あ
る
た
め
、
ま
ず
そ
の
神
話
解
体
が
必
要
と
い
う
判
断

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
丸
山
の
福
沢
論
の
全
体
が
予
想
を
こ
す
壮
大

な
虚
構
で
あ
る
た
め
、
序
論
の
内
容
が
ど
ん
ど
ん
膨
れ
あ
が
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
書
が
予
定
外
の
厚
さ
に
な
っ
た
の
は
、
丸
山
が
、
政
治
思

想
史
専
攻
で
あ
り
な
が
ら
、
信
じ
難
い
事
実
で
あ
る
が
、
福
沢
自
身
の

大
日
本
帝
国
憲
法
と
教
育
勅
語
評
価
の
考
察
さ
え
行
わ
な
い
ま
ま
で
、

結
論
「
典
型
的
な
市
民
的
自
由
主
義
の
政
治
観
」
を
引
き
だ
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
例
え
ば
丸
山
は
、
一
八
九
〇
年
七
月
の
福
沢
の
論
説
「
安

寧
策
」
の
記
述
「
本
来

0

0

一
国
の
政
府
た
る
も
の
は
、
兵
馬
の
権
柄
を
握

て
和
戦
の
機
を
制
し
、
其
議
定
し
た
る
法
律
を
執
行
し
て
国
内
の
治
安

を
保
ち
、
万
般
の
害
悪
を
防
て
民
利
を
保
護
す
る
に
止
ま
り
…
…
即
ち

政
府
の
事
は
都
て
消
極
の
妨
害
を
専
一
と
し
て
…
…
」
（
『
全
集
』
⑫
四

五
六
頁
）
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
冒
頭
の
「
本
来
」
と
い
う
以
下

が
建
て
前
論
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
重
要
な
語
句
を
勝
手
に
削
除
す

0

0

0

0

0

0

る0

と
い
う
引
用
を
し
て
い
た
。
つ
ま
り
丸
山
は
、
福
沢
が
政
府
の
機
能
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を
ど
こ
ま
で
も
「
妨
害
の
妨
害
」
に
限
定
し
て
い
る
と
い
う
作
為
的
な

解
釈
に
よ
っ
て
、
先
の
結
論
を
出
し
て
い
た
（
「
福
沢
諭
吉
選
集
第
四
巻

　

解
題
」
―
『
丸
山
集
』
⑤
）
。

　

そ
の
う
え
で
丸
山
は
、
「
福
沢
が
一
貫
し
て
力
説
し
た
の
は
経
済
・

学
問
・
教
育
・
宗
教
等
各
領
域
に
お
け
る
人
民
の
多
様
か
つ
自
主
的
な

活
動
で
あ
り
、
彼
が
一
貫
し
て
排
除
し
た
の
は
こ
う
し
た
市
民
社
会
の

領
域
へ
の
政
治
権
力
の
進
出
な
い
し
干
渉
」
（
『
丸
山
集
』
⑤
二
一
四
）
と

強
調
し
、
「
福
沢
の
国
権
論
が
最
高
潮
に
達
し
た
場
合
で
さ
え
、
政
治

権
力
の
対
内
的
限
界
に
関
す
る
彼
の
原
則
は
少
し
も

0

0

0

破
ら
れ
て
い
な

い
」
（
傍
点
は
す
べ
て
安
川
、
同
二
一
六
）
と
ま
で
福
沢
を
も
ち
あ
げ
て

い
た
。
同
じ
丸
山
が
ま
た
、
勅
語
に
つ
い
て
有
名
な
論
文
「
超
国
家
主

義
の
論
理
と
心
理
」
に
お
い
て
「
帝
国
議
会
の
召
集
を
目
前
に
控
え
て

教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
国
家
が
倫
理
的
実
体
と
し
て

価
値
内
容
の
独
占
的
決
定
者
た
る
こ
と
の
公
然
た
る
宣
言
」（
『
丸
山
集
』

③
二
一
）
と
断
言
し
て
い
た
。

　

こ
の
論
説
「
安
寧
策
」
の
直
後
（
三
か
月
後
）
に
、
教
育
勅
語
は
発

布
さ
れ
た
。す
る
と
丸
山
の
論
文
で
教
育
勅
語
発
布
は
国
家
に
よ
る
「
価

値
内
容
の
独
占
的
決
定
」
と
学
ん
で
い
た
丸
山
の
読
者
は
、
「
安
寧
策
」

の
三
か
月
後
の
教
育
勅
語
の
「
下
賜
」
と
そ
の
内
容
に
福
沢
は
賛
成
す

る
は
ず
が
な
く
、（
猛
）
反
対
し
た
に
違
い
な
い
と
予
想
す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
丸
山
は
、
晩
年
、
学
士
院
で
の
報
告
〈
福
沢
諭
吉
の
「
脱
亜
論
」

と
そ
の
周
辺
〉
に
お
い
て
、
「
教
育
勅
語
の
発
布
に
対
し
て
、
一
言
半

句
も
『
時
事
新
報
』
で
論
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。
福
沢
死
後
の
『
修
身
要

領
』
に
も
、
そ
う
い
う
教
育
勅
語
の
忠
君
愛
国
的
な
も
の
は
全
然
出
て

お
り
ま
せ
ん
」
と
、
（
二
文
と
も
誤
り
の
）
報
告
を
行
っ
た
（
『
丸
山
眞
男

手
帖
』
20
号
）
。
つ
ま
り
『
時
事
新
報
』
は
、
勅
語
発
布
を
批
判
的
な
意

味
に
お
い
て
黙
殺
し
た
、
と
い
う
虚
偽
の
報
告
を
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
福
沢
は
、
勅
語
発
布
六
日
後
の
一
一
月
五
日
に
「
天
皇
陛

下
が
我
々
臣
民
の
教
育
に
叡
慮
を
労
せ
ら
る
る
の
深
き
、
誰
か
感
泣

0

0

せ

ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
。
今
後
全
国
公
私
の
学
校
生
徒
は
時
々
こ
れ
を
奉0

読0

し
、
且
こ
れ
が
師
長
た
る
者
も
意
を
加
へ
て
諄
々
誨
諭
怠
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

、
生

徒
を
し
て
佩
服
せ
し
む
る
所
あ
る
に
於
て
は
、
仁
義
孝
悌
忠
君
愛
国
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

精
神

0

0

を
煥
発
し
聖
意
の
在
る
所
を
貫
徹
せ
し
む
可
き
は
、
我
輩
の
信
じ

て
疑
は
ざ
る
所
」
と
、
勅
語
に
積
極
的
賛
意
を
表
す
る
社
説
を
、
石
河

幹
明
記
者
に
起
草
さ
せ
て
（
主
幹
福
沢
の
チ
ェ
ッ
ク
を
得
て
Ⅱ
一
七
頁
）
、

掲
載
さ
せ
て
い
た
（
龍
渓
書
舎
『
時
事
新
報
』
縮
刷
版
）
。

　

こ
の
社
説
は
福
沢
が
記
者
に
起
草
さ
せ
た
論
説
で
あ
る
か
ら
、
当
然

『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
八
巻
か
ら
一
六
巻
ま
で
の
福
沢
の
「
時
事
新
報

論
集
」
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
『
福
沢
全
集
』
の
み
を
見

て
、
勅
語
発
布
前
後
の
『
時
事
新
報
』
紙
の
確
認
を
怠
っ
た
丸
山
は
、
誤
っ

て
先
の
虚
偽
報
告
を
し
た
。
丸
山
同
様
に
、
『
旧
著
』
も
当
時
、
こ
の

社
説
の
存
在
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
同
書
は
、
福
沢
の
天

皇
制
国
家
主
義
の
思
想
的
道
の
り
を
解
明
し
て
、
「
こ
う
し
て
福
沢
は
、

『
教
育
勅
語
』
の
制
定
に
も
そ
の
内
容
に
も
な
ん
ら
異
論
を
さ
し
は
さ
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ま
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
内
村
鑑
三
の
…
…
「
宗
教
と
教
育
の
衝
突

論
争
」
に
も
参
加
せ
ず
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
の
〈
大

日
本
帝
国
憲
法
＝
教
育
勅
語
〉
体
制
を
力
強
く
さ
さ
え
て
い
っ
た
」
と

結
ん
で
い
た
。

　

勅
語
発
布
以
前
に
福
沢
が
す
で
に
勅
語
を
受
容
す
る
人
間
像
＝
教
育

観
を
確
立
し
て
い
た
と
い
う
私
の
こ
の
主
張
に
対
し
て
、
〈
福
沢
が
教

育
勅
語
に
賛
成
す
る
は
ず
が
な
い
〉
と
い
う
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
に
追

従
し
た
先
行
研
究
者
た
ち
（
山
住
正
己
、
小
泉
仰
、
岡
部
泰
子
、
堀
孝
彦
ら
）

は
、
（
何
人
か
は
安
川
を
名
指
し
し
て
）
福
沢
が
「
教
育
勅
語
へ
の
最
大

の
抵
抗
」
者
、
「
教
育
勅
語
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
」
等
と
い
う
誤
っ
た
批

判
を
重
ね
て
き
た
（
Ⅱ
の
第
Ⅰ
章
）
。
し
か
し
私
は
、
『
福
沢
と
丸
山
』

に
お
い
て
福
沢
の
教
育
勅
語
へ
の
積
極
的
賛
同
の
思
想
的
道
の
り
を
詳

細
に
論
証
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
と
、
そ

の
追
従
者
た
ち
の
誤
謬
に
終
止
符
が
う
た
れ
る
道
が
開
け
た
。

　

『
福
沢
と
丸
山
』
に
寄
せ
ら
れ
た
反
応
は
、
丸
山
の
福
沢
論
に
無
理

や
恣
意
が
あ
る
と
い
う
結
論
は
お
お
む
ね
了
解
す
る
が
、
共
通
の
疑
問

と
し
て
、
「
丸
山
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
恣
意
的
な
解
釈
を
し
た
の
か
」

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
丸
山
に
追
従
し
て
、
福
沢
の
教
育
思
想
が
「
教
育

の
中
立
性
」
の
主
張
を
含
む
西
欧
「
市
民
社
会
の
古
典
的
原
則
」
と
同

様
の
も
の
と
い
う
誤
っ
た
視
座
か
ら
、
『
旧
著
』
を
学
会
誌
に
お
い
て

批
判
し
た
「
丸
山
門
下
」
の
堀
尾
輝
久
か
ら
は
、
「
『
丸
山
諭
吉
』
神
話

『
解
体
』
は
成
功
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
…
…
私
の
福
沢
理
解
へ
の

ご
批
判
、
反
論
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
私
信
が
よ
せ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
同
書
刊
行
直
後
に
開
催
さ
れ
た
八
・
一
五
の
恒
例
の

丸
山
を
偲
ぶ
〈
「
復
初
」
の
集
い
〉
シ
ン
ポ
の
席
上
で
、
飯
田
泰
三
に

対
し
て
聴
衆
か
ら
安
川
の
同
書
へ
の
「
コ
メ
ン
ト
を
」
と
い
う
注
文
が

出
た
。
飯
田
は
「
き
ち
ん
と
読
ん
で
、
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し

た
い
」
と
答
え
た
。
し
か
し
結
局
飯
田
は
「
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
」
を

公
表
で
き
な
か
っ
た
。
「
丸
山
門
下
生
」
の
中
で
も
、
飯
田
泰
三
は
丸

山
の
『
文
明
論
之
概
略
』
解
釈
に
明
確
な
批
判
を
表
明
し
て
い
た
の
で
、

私
は
彼
の
批
判
は
積
極
的
に
知
り
た
い
と
思
い
、
批
判
を
催
促
す
る
私

信
を
出
し
た
。
結
局
「
御
期
待
に
添
え
な
く
て
済
み
ま
せ
ん
」
と
い
う

返
信
が
届
い
た
（
Ⅲ
の
序
章
）
。
な
お
、
そ
の
飯
田
も
編
集
委
員
の
一
人

で
あ
る
『
丸
山
眞
男
手
帖
』
（
季
刊
）
で
は
、
丸
山
へ
の
批
判
的
な
著

作
が
登
場
す
る
と
、
会
員
か
ら
の
論
難
の
投
書
や
反
論
の
書
評
が
必
ず

掲
載
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
安
川
同
書
は
黙
殺
の
「
名
誉
」
に
あ

ず
か
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
で
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
の
解
体
に
区
切
り
が
つ
き
、
よ

う
や
く
Ⅳ
『
教
育
論
・
女
性
論
』
に
着
手
と
思
っ
て
い
た
ら
、
新
た
な

誤
謬
の
福
沢
美
化
論
が
登
場
し
た
。
と
り
わ
け
〇
四
年
八
月
以
降
、
日

本
の
マ
ス
コ
ミ
が
「
朝
日
新
聞
」
を
筆
頭
に
、
平
山
洋
『
福
沢
諭
吉
の

真
実
』
（
文
春
新
書
）
の
粗
雑
で
誤
謬
だ
ら
け
の
美
化
論
称
賛
の
大
合
唱

を
す
る
と
い
う
異
常
な
事
態
が
続
い
た
た
め
、
私
は
Ⅱ
に
次
ぐ
「
二
度
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目
の
ま
わ
り
道
」
の
著
作
の
執
筆
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
Ⅲ
『
戦
争
論

と
天
皇
論
』
は
、
新
た
な
福
沢
美
化
を
は
か
っ
た
平
山
・
井
田
（
井
田

進
也
『
歴
史
と
テ
ク
ス
ト
』
光
芒
社
）
の
両
著
を
、
誤
謬
の
書
と
し
て
批

判
し
た
。
粗
雑
な
誤
認
定
の
代
表
格
は
、
有
名
な
「
脱
亜
論
」
の
起
草

者
が
当
時
時
事
新
報
社
に
入
社
さ
え
し
て
い
な
い
石
河
幹
明
と
い
う
認

定
で
、
井
田
は
後
に
訂
正
し
た
。

　

二
人
は
、
語
彙
や
文
体
か
ら
起
草
者
を
推
定
す
る
「
井
田
メ
ソ
ッ
ド
」

に
よ
る
『
福
沢
全
集
』
無
署
名
論
説
の
筆
者
の
再
認
定
作
業
を
行
い
、

ア
ジ
ア
へ
の
侵
略
・
蔑
視
や
天
皇
尊
厳
を
説
く
社
説
は
福
沢
の
筆
で
は

な
く
、
「
民
族
差
別
主
義
者
・
天
皇
賛
美
者
」
の
石
河
記
者
ら
が
起
草

し
た
論
説
と
い
う
誤
っ
た
認
定
を
し
た
。
例
え
ば
、
人
間
平
等
論
者
の

福
沢
が
「
臣
民
」
と
い
う
（
差
別
的
な
）
語
彙
を
使
う
は
ず
が
な
い
（
福

沢
自
身
が
八
三
年
の
「
徳
教
之
説
」
以
来
使
っ
て
い
る
の
に
）
と
い
う
勝
手

な
思
い
込
み
で
、
「
臣
民
」
な
ら
石
河
、
「
人
民
、
国
民
」
な
ら
福
沢
と

い
う
単
純
な
判
別
基
準
で
、
彼
ら
は
福
沢
の
重
要
論
説
「
日
本
臣
民
の

覚
悟
」
や
『
尊
王
論
』
の
筆
者
を
石
河
と
誤
認
定
し
た
。

　

と
り
わ
け
驚
い
た
事
例
は
、
右
の
「
日
本
臣
民
の
覚
悟
」
認
定
で
、「
世

界
に
冠
た
る
…
…
文
学
・
思
想
研
究
史
上
画
期
的
な
方
法
と
自
負
」
す

る
井
田
は
、
「
臣
民
」
表
記
そ
の
他
か
ら
、
自
信
た
っ
ぷ
り
に
こ
の
論

説
は
「
も
う
石
河
が
サ
イ
ン
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
」
、
「
本
来
の
福
沢

文
と
は
月
と
ス
ッ
ポ
ン
」
、「
昭
和
十
年
代
を
先
取
り
し
た
滅
私
奉
公
論
」

と
決
め
つ
け
、「
ほ
と
ん
ど
石
河
の
文
」
と
認
定
し
た
。
対
し
て
安
川
は
、

詳
細
な
反
証
を
展
開
し
、
同
論
説
が
福
沢
以
外
の
文
章
で
あ
り
え
な
い

こ
と
を
論
証
し
た
。
井
田
か
ら
は
反
論
は
な
く
、
た
だ
平
山
に
つ
い
て

「
私
の
名
前
と
方
法
を
騙
っ
た
…
…
平
山
氏
と
並
べ
て
＂
井
田
・
平
山

呼
ば
わ
り
＂
は
ど
う
か
御
勘
弁
」
を
、
と
い
う
注
文
の
返
信
が
来
た
。

そ
の
後
、
杉
田
聡
『
福
沢
諭
吉
―
―
朝
鮮
・
中
国
・
台
湾
論
集
』
（
明

石
書
店
、
一
〇
年
）
は
、
二
人
の
手
法
が
「
極
め
て
ず
さ
ん
」
で
「
乱

暴
な
憶
測
」
で
あ
る
こ
と
を
、
安
川
以
上
に
詳
細
に
論
証
し
た
。

二　

福
沢
研
究
変
容
の
き
ざ
し

　

福
沢
研
究
に
少
し
は
変
わ
る
気
配

0

0

も
あ
る
こ
と
に
、
話
を
進
め
よ
う
。

〇
九
年
か
ら
三
年
間
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
坂
の
上
の
雲
」
放
映
に
対
抗
す
る
市

民
運
動
の
立
ち
あ
げ
に
参
加
し
た
私
は
、
「
韓
国
併
合
・
大
逆
事
件
」

百
年
の
一
〇
年
は
、
北
海
道
か
ら
四
国
・
九
州
ま
で
平
均
月
三
回
余
の

講
演
に
追
い
立
て
ら
れ
た
（
翌
年
に
か
け
て
聴
衆
は
三
千
人
を
こ
す
）
。
七

月
末
の
「
歴
教
協
（
歴
史
教
育
者
協
議
会
）
」
全
国
大
会
の
基
調
講
演
を

安
川
が
依
頼
さ
れ
た
事
実
は
、
福
沢
賛
美
が
主
流
の
社
会
科
の
授
業
に

も
変
化
が
生
じ
る
予
兆
と
期
待
し
た
い
。
同
じ
一
〇
年
の
中
塚
明
・
安

川
・
醍
醐
聡
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
坂
の
上
の
雲
」
の
歴
史
認
識
を
問
う
』
（
高

文
研
）
の
刊
行
も
、
そ
う
し
た
流
れ
の
一
環
と
期
待
し
た
い
。

　

同
年
八
月
二
七
日
『
週
刊
金
曜
日
』
の
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
〈
虚

構
の
「
福
沢
諭
吉
」
論
と
「
明
る
い
明
治
」
論
を
撃
つ
〉
は
、
同
誌
の
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社
長
（
当
時
）
の
佐
高
信
が
「
脱
亜
論
」
擁
護
の
『
福
沢
諭
吉
伝
説
』（
角

川
学
芸
出
版
、
〇
八
年
）
の
著
者
と
い
う
事
情
か
ら
、
波
紋
が
生
じ
た
。

表
紙
に
は
、
朝
鮮
人
の
宮
城
遥
拝
強
制
の
朝
鮮
神
宮
の
写
真
入
り
で
、

〈
韓
国
「
強
制
併
合
」
か
ら
百
年
／
「
法
螺
を
福
沢
、
嘘
を
諭
吉
」
の

真
意
〉
と
い
う
大
き
な
文
字
が
踊
っ
て
お
り
、
「
戦
後
の
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
に
君
臨
し
た
丸
山
眞
男
と
、
『
国
民
作
家
』
の
司
馬
遼
太
郎
。
こ
の

二
人
に
よ
る
作
為
的
な
歴
史
偽
造
が
厳
し
く
問
わ
れ
ね
ば
」
と
い
う
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
リ
ー
ド
が
つ
い
て
い
た
。

　

私
が
懸
念
し
て
い
た
通
り
、
同
誌
の
九
月
一
〇
日
号
に
、
社
長
の
佐

高
信
が
安
川
批
判
の
文
章
を
掲
載
し
た
。
こ
こ
で
、
一
億
冊
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
で
テ
レ
ビ
放
映
も
さ
れ
た
有
名
な
漫
画
『
美
味
し
ん
ぼ
』
の
原

作
者
・
雁
屋
哲
が
登
場
す
る
。
雁
屋
の
ブ
ロ
グ
の
福
沢
連
載
記
事
の
衝

撃
的
な
内
容
に
出
会
っ
た
高
文
研
の
編
集
者
が
仲
立
ち
に
な
っ
て
、（
雁

屋
の
名
も
そ
の
漫
画
も
知
ら
な
か
っ
た
）
私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住

の
雁
屋
と
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
す
る
関
係
に
な
っ
た
。
取
材
で
三
か

月
来
日
し
た
雁
屋
が
、
調
布
市
で
の
私
の
講
演
会
場
に
足
を
運
ん
で
、

初
対
面
が
実
現
し
た
。

　

そ
の
雁
屋
哲
が
、
佐
高
信
の
文
章
に
安
川
が
直
接
に
反
論
を
書
く
よ

り
、
第
三
者
の
自
分
が
書
い
た
方
が
面
白
い
と
申
し
出
て
、
一
〇
月
一

日
号
『
金
曜
日
』
の
「
論
争
」
欄
に
「
議
論
は
理
性
的
に
」
を
寄
稿
し

た
。
そ
れ
と
は
別
に
、
読
者
か
ら
「
論
争
」
欄
と
「
投
書
」
欄
で
、
私

に
批
判
的
な
問
い
か
け
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
十
、
十
二
月
の
同
誌
で

二
度
、
私
の
福
沢
論
を
補
足
さ
せ
て
も
ら
っ
た
（
佐
高
―
安
川
論
争
に
は
、

「
一
撃
筆
殺
仕
事
人
：
佐
高
信
先
生
追
っ
か
け
ブ
ロ
グ
」で
の
場
外
戦
も
続
い
た
）
。

　

「
丸
山
諭
吉
」
神
話
の
圧
倒
的
支
配
下
に
あ
る
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
、

同
じ
一
〇
年
四
月
六
日
「
朝
日
新
聞
」
夕
刊
に
、
論
説
委
員
筆
で
「
司

馬
史
観
へ
の
疑
問
」
と
題
し
た
、
例
外
的
な

0

0

0

0

記
事
が
登
場
し
た
。
「
明

る
い
明
治
」
で
は
な
く
、
「
明
る
く
な
い
明
治
」
が
「
暗
い
昭
和
」
に

つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
安
川
説
を
お
お
む
ね
肯
定
的
に
紹

介
し
て
い
た
。
私
が
丸
山
福
沢
論
に
強
く
こ
だ
わ
る
の
は
、
そ
の
神
話

が
、
単
に
福
沢
に
つ
い
て
の
誤
謬
に
止
ま
ら
ず
、
日
本
の
近
代
史
総
体

の
道
の
り
の
歪
曲
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　

丸
山
の
〈
明
治
前
期
の
「
健
全
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
対
昭
和
前
期

の
「
超
国
家
主
義
」
〉
と
い
う
二
項
対
立
史
観
は
、
明
治
の
「
健
全
な

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
な
ぜ
わ
ず
か
二
〇
数
年
で
、「
暗
い
昭
和
」
の
「
超

国
家
主
義
」
に
帰
結
し
た
の
か
の
理
解
を
困
難
に
す
る
分
断
史
観
で
あ

る
（
そ
の
史
観
を
平
易
に
〈
「
明
る
い
明
治
」
対
「
暗
い
昭
和
」
〉
と
表
現
し
て
、

誤
っ
た
分
断
史
観
を
拡
大
す
る
の
が
、
司
馬
遼
太
郎
『
坂
の
上
の
雲
』
の
役
割
）
。

　

福
沢
は
「
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
」
を
名
訳
（
『
西
洋
事
情
』
）
し
て
、

政
府
の
存
在
理
由
が
国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
政
府
が
そ
の
存
在
理
由
に
反
し
た
場
合
の
人
民
の
「
抵
抗
権
」

も
紹
介
し
て
い
た
。
問
題
は
、
そ
の
福
沢
が
『
す
す
め
』
に
お
い
て
日

本
の
人
権
宣
言
を
し
た
場
合
に
は
、
独
立
宣
言
と
対
比
す
る
と
、「
自
由
」

が
曖
昧
な
「
面
目
名
誉
」
に
変
え
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
決
定
的
な
問
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題
点
と
し
て
、
政
府
が
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
組
織
で
あ
る

と
い
う
、
肝
心
要
の
「
政
府
の
存
在
理
由
」
を
主
張
せ
ず
、
し
た
が
っ

て
「
抵
抗
権
」
も
紹
介
せ
ず
、
地
租
改
正
反
対
等
の
農
民
闘
争
を
「
愚

民
、
賊
民
」
呼
ば
わ
り
し
て
「
苛
刻
の
政
」
を
要
求
し
て
い
た
。

　

福
沢
は
、
社
会
契
約
思
想
を
骨
抜
き
に
し
て
、
同
じ
『
す
す
め
』
に

お
い
て
、
国
法
は
「
破
る
の
理
」
な
く
「
小
心
翼
々

0

0

0

0

謹
み
て
守
」
る
と

い
う
一
方
的
な
服
従
・
遵
法
と
自
発
的
な
納
税
の
義
務
を
説
い
て
い
た
。

丸
山
が
「
健
全
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
象
徴
的
定
式
と
誤
読
し
た
『
す

す
め
』
第
三
編
「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
る
」
は
、
政
府
へ
の
服

従
の
内
面
的
自
発
性
を
も
っ
た
国
家
の
客
体

0

0

と
し
て
の
国
民
が
、
「
政

府
の
存
在
理
由
」
を
問
わ
な
い
ま
ま
、
弱
肉
強
食
の
国
際
関
係
（
『
概
略
』

終
章
）
の
も
と
で
、
「
国
の
た
め
に
は
財
を
失
ふ
の
み
な
ら
ず
、
一
命

を
も
抛
て
惜
む
に
足
ら
」
な
い
、
一
方
的
な
「
報
国
の
大
義
」
に
目
覚

め
る
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
国
民
は
、
政
府
が
「
師
（
い

く
さ
）
を
起
す
も
外
国
と
条
約
を
結
ぶ
も
…
…
決
し
て
其
事
を
評
議
す

可
ら
ず
」
と
さ
れ
て
い
た
。

　

前
掲
杉
田
聡
『
福
沢
諭
吉
』
の
成
果
に
次
い
で
、
『
美
味
し
ん
ぼ
』

と
並
ぶ
『
マ
ン
ガ　

日
本
人
と
天
皇
』
の
著
者
・
雁
屋
哲
は
近
年
、
福

沢
研
究
に
「
と
り
憑
か
れ
」
て
お
り
、
近
く
「
福
沢
諭
吉
こ
そ
が
日
本

を
一
九
四
五
年
の
破
綻
に
追
い
込
ん
だ
元
凶
」
と
主
張
す
る
著
書
（
『
二

年
Ｃ
組
特
別
授
業　

福
沢
諭
吉
』
遊
幻
舎
）
を
刊
行
す
る
。
次
の
三
以
下

に
お
い
て
主
題
的
に
解
明
す
る
丸
山
を
筆
頭
と
す
る
作
為
的
な
研
究
に

よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
美
化
さ
れ
て
き
た
福
沢
研
究
に
か
わ
っ
て
、
よ
う
や

く
福
沢
の
思
想
が
本
格
的
に
研
究
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
異
端
的
少
数
派
の
存
在
で
あ
っ
た
安
川
の
福
沢
論
が
、
韓
国

強
制
併
合
百
年
を
転
機
と
し
て
、
い
さ
さ
か
の
脚
光
を
あ
び
よ
う
と
し

て
い
る
事
実
は
、
一
万
円
札
の
肖
像
か
ら
の
福
沢
の
引
退
が
実
現
す
る
、

遠
く
か
す
か
な

0

0

0

0

0

0

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

三　

福
沢
諭
吉『
学
問
之
独
立
』は
そ
ろ
っ
て
誤
読
さ
れ
た

　

福
沢
『
学
問
之
独
立
』
（
『
全
集
』
⑤
、
八
三
年
の
八
回
連
載
社
説
「
学

問
と
政
治
と
分
離
す
可
し
」
の
単
行
本
化
）
は
、
戦
前
以
来
一
貫
し
て
誤

読
さ
れ
て
き
た
。
羽
仁
五
郎
は
「
学
問
教
育
と
政
治
と
の
関
係
に
於
い

て
福
沢
の
最
大
の
寄
与
は
…
…
学
問
教
育
の
独
立
の
要
求
主
張
」
（
『
白

石
・
諭
吉
』
岩
波
書
店
、
三
七
年
）
と
把
握
し
、
武
田
清
子
も
政
治
か
ら

自
由
な
「
純
然
た
る
学
者
社
会
」
の
確
保
に
よ
っ
て
「
本
当
の
学
問
の

独
立
・
自
由
を
確
立
し
よ
う
と
」
し
て
い
た
と
捉
え
、
福
沢
の
〈
学
問
・

教
育
独
立
論
〉
を
「
今
日
で
も
な
お
お
お
い
に
有
効
性
を
持
つ
」
と
高

く
評
価
し
た
（
『
天
皇
制
思
想
と
教
育
』
明
治
図
書
、
六
四
年
）
。

　

河
野
健
二
は
「
こ
の
福
沢
の
学
問
論
は
き
わ
め
て
高
度
な
も
の
で

…
…
わ
れ
わ
れ
の
不
幸
は
、
い
ま
も
っ
て
福
沢
の
こ
の
識
見
を
生
か
し

え
て
い
な
い
点
に
あ
る
」
と
、
福
沢
の
亡
霊
を
ひ
き
あ
い
に
だ
し
て
、

日
本
人
を
咎
め
だ
て
て
き
た
（
『
福
沢
諭
吉
』
講
談
社
現
代
新
書
、
六
七
年
）
。
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教
育
学
研
究
者
が
そ
ろ
っ
て
「
教
育
の
政
治
的
絶
対
中
立
の
主
張
」
云
々

と
、
同
様
に
福
沢
の
〈
学
問
・
教
育
独
立
論
〉
を
賛
美
し
て
い
る
が
、

堀
尾
輝
久
を
そ
の
代
表
格
と
し
て
、
俎
上
に
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

石
田
雄
『
明
治
政
治
思
想
史
研
究
』
（
未
来
社
、
五
四
年
）
の
場
合
は
、

近
代
日
本
の
「
天
皇
制
が
非
政
治
的
要
素
と
権
力
的
要
素
と
の
分
ち
が

た
い
相
互
浸
透
の
関
係
を
内
包
し
て
お
り
」
、
「
体
制
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

存
在
と
し
て
の
帝
室
を
武
器
と
し
て
、
学
問
の
独
立
を
か
ち
え
よ
う
と

す
る
こ
と
は
、
極
め
て
大
き
な
危
険
」
と
書
い
て
、
福
沢
構
想
の
も
つ

問
題
点
を
一
定
指
摘
し
て
い
た
が
、
後
述
の
福
沢
の
私
立
学
校
構
想
自

体
の
も
つ
致
命
的
な
欠
陥
に
つ
い
て
は
、
気
づ
い
て
い
な
い
。

　

戦
後
の
研
究
者
の
『
学
問
之
独
立
』
の
定
説
的
理
解
は
皆
、
「
福
沢

が
一
貫
し
て
力
説
し
た
の
は
経
済
・
学
問
・
教
育
・
宗
教
等
各
領
域
に

お
け
る
人
民
の
多
様
か
つ
自
主
的
な
活
動
で
あ
り
、
彼
が
一
貫
し
て
排

除
し
た
の
は
こ
う
し
た
市
民
社
会
の
領
域
へ
の
政
治
権
力
の
進
出
な
い

し
干
渉
」
と
い
う
丸
山
の
福
沢
＝
「
典
型
的
な
市
民
的
自
由
主
義
」
規

定
に
追
従
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
、

「
丸
山
門
下
」
の
堀
尾
輝
久
の
場
合
（
『
天
皇
制
国
家
と
教
育
』
青
木
書
店
、

八
七
年
）
を
見
よ
う
。

　

堀
尾
は
、
他
研
究
者
同
様
に
、
同
書
か
ら
次
の
長
い
文
章
「
全
国
の

碩
学
に
し
て
才
識
徳
望
あ
る
人
物
を
集
め
て
常
に
学
事
の
会
議

0

0

0

0

0

を
開
き
、

学
問
社
会
の
中
央
局

0

0

0

0

0

0

0

0

と
定
め
て
、
文
書
学
芸
の
全
権
を
授
け
、
教
育
の

方
法
を
議
し
、
著
書
の
良
否
を
審
査
し
…
…
百
般
の
文
事
を
一
手
に
統

轄
し
、
一
切
政
府
の
干
渉
を
許
さ
ず
し
て
恰
も
文
権
の
本
局

0

0

0

0

0

た
る
可
し
」

を
引
用
し
て
、
「
こ
の
一
種
の
ア
カ
デ
ミ
ー
構
想
は
教
権
独
立
論
に
ほ

か
な
ら
な
い
」
と
断
定
し
た
。
し
か
し
堀
尾
の
引
用
し
た
同
じ
段
落
内

0

0

0

0

0

の
文
章
で
、
こ
の
「
学
事
会
」
構
想
に
つ
い
て
福
沢
は
、
「
其
権
力
は

昔
日
の
林
家
の
如
く
…
…
学
事
会
な
る
者
が
斯
く
文
事
の
一
方
に
就
て

全
権
を
有
す
る
其
代
り
に
は
、
之
を
し
て
断
じ
て
政
事
に
関
す
る
を
得

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

せ
し
め
ず

0

0

0

0

…
…
学
問
を
以
て
政
事
の
針
路
に
干
渉
せ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
続
け
て
お

り
、
構
想
の
ポ
イ
ン
ト
が
「
学
問
を
以
て
政
事
の
針
路
に
干
渉
せ
ず
」

に
狙
い
の
あ
る
こ
と
を
、
彼
は
示
唆
し
て
い
た
。

　

つ
ま
り
堀
尾
は
、
長
編
の
『
学
問
之
独
立
』
論
の
全
体
の
文
脈
を
無

視
し
て
、
「
ア
カ
デ
ミ
ー
構
想
」
に
類
似
し
た
「
一
切
政
府
の
干
渉
を

許
さ
」
な
い
「
文
権
の
本
局
」
云
々
と
い
う
一
か
所
の
記
述
に
飛
び
つ

き
（
福
沢
が
「
典
型
的
な
市
民
的
自
由
主
義
」
者
と
い
う
「
丸
山
先
生
」
に

追
従
し
て
）
、
同
書
を
「
教
権
独
立
論
」
と
即
断
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
全
体
を
読
め
ば
、
同
書
の
「
学
事
会
」
構
想
は
、
自
由
民
権
運
動

に
対
抗
し
て
学
生
や
学
者
が
「
政
壇
の
波
瀾
に
動
揺
」
し
、
「
政
談
に

走
る
を
留
る
」
た
め
の
「
大
火
消
防
の
法

0

0

0

0

0

0

」
と
し
て
立
論
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
「
学
者
を
し
て
政
事
に
参
与
せ
し
む
る
は
国
の
大
害
」
と
い

う
判
断
に
基
づ
き
、
「
学
問
も
皆
治
者
流
の
内
に
籠
絡
せ
ら
れ
て
嘗
て

自
立
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
い
う
「
徳
川
政
治
の
妙
処

0

0

0

0

0

0

0

」
「
徳
川
の
制

度
慣
行
」
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
学
問
の
政
治
批
判
を
封
殺

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
、
政
権
が

0

0

0

「
自
由
自
在
に

0

0

0

0

0

」
ふ
る
ま
い
「
意
の
如
く
」「
自
家
の
政
略
を
逞
う
せ
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
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た
め

0

0

の
構
想
で
あ
る
こ
と
を
、
福
沢
は
く
り
返
し
縷
々

0

0

論
述
し
て
お
り
、

堀
尾
の
即
断
が
お
よ
そ
見
当
違
い
の
明
白
な
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
自
明

で
あ
る
。

　

福
沢
が
「
市
民
的
自
由
主
義
」
者
や
「
学
問
・
教
育
独
立
」
論
者
で

な
い
こ
と
は
、
〈
「
帝
国
憲
法
」
＝
教
育
勅
語
〉
体
制
確
立
直
後
の
九
一

年
の
内
村
鑑
三
の
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
と
、
翌
年
の
久
米
邦

武
「
神
道
は
祭
天
の
古
俗
」
事
件
に
よ
る
帝
大
教
授
追
放
事
件
、
つ
ま

り
近
代
日
本
黎
明
期
の
「
思
想
、
良
心
、
信
教
の
自
由
」
と
「
学
問
の

自
由
」
の
弾
圧
・
蹂
躙
と
い
う
重
大
事
態
に
対
し
、
主
幹
福
沢
は
一
切

発
言
せ
ず
、
沈
黙
続
行
に
よ
る
不
作
為
の
加
担
を
し
た
事
実
で
裏
付
け

ら
れ
て
い
る
。

四　

壮
大
な
虚
構
の
福
沢
諭
吉
研
究 

 
 

―
―
Ⅳ
『
教
育
論
・
女
性
論
』
の
成
果
を
ふ
ま
え
て

　

堀
尾
と
並
ん
で
福
沢
の
〈
学
問
・
教
育
独
立
論
〉
を
評
価
す
る
先
行

研
究
者
は
、
福
沢
の
官
立
学
校
の
私
立
学
校
へ
の
改
編
の
主
張
が
、
学

問
・
教
育
の
「
独
立
」
や
「
自
由
」
の
確
立
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る

と
そ
ろ
っ
て
誤
読
し
て
い
る
。

　

福
沢
が
自
負
し
た
慶
應
の
「
建
学
の
精
神
」
が
「
報
国
致
死

0

0

0

0

」
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
義
塾
は
創
立
当
初
か
ら
「
必
ず
国
家
の
為
め
鴻
益
を
」
も

た
ら
す
国
権
主
義
的
な
教
育
機
関
で
あ
り
、
福
沢
の
私
学
構
想
が
お
よ

そ
学
問
・
教
育
の
独
立
や
自
由
を
目
ざ
す
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

以
下
の
彼
の
私
学
構
想
の
全
体
像
で
明
ら
か
で
あ
る
。

　

福
沢
に
よ
れ
ば
、
１
．
官
学
よ
り
経
営
経
費
が
安
く
済
む
点
で
、
私

学
は
ま
ず
国
家
財
政
に
寄
与
す
る
望
ま
し
い
機
関
で
あ
り
、
２
．
官
学

と
私
学
の
教
育
内
容

0

0

0

0

に
は
も
と
も
と
差
異
は
な
く

0

0

0

0

0

、
３
．
私
学
の
教
員

や
学
生
が
不
遜
で
「
国
害
を
為
す
」
懸
念
が
あ
れ
ば
、
政
府
と
私
学
の

間
に
「
特
別
の
約
条
」
を
結
べ
ば
よ
い
し
、
そ
れ
で
も
不
安
な
ら
「
文

部
の
教
員
」
が
平
生
「
私
塾
ノ
教
員
ト
共
ニ
生
徒
ヲ
教
ル
モ
可
」
と
考

え
て
い
た
。
４
．
「
今
の
世
」
で
「
最
も
恐
る
べ
き
は
貧
に
し
て
智
あ

る
者
」
と
考
え
て
い
た
福
沢
は
、
官
学
が
安
い
経
費
で
「
貧
家
の
子
弟

と
雖
も
之
に
入
る
こ
と
」を
許
容
し
て
い
る
事
態
が
社
会
体
制
の
批
判
・

動
揺
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
学
費
負
担
の
少
な
い
官
立
学
校
を
廃
止
し

て
、
中
・
高
等
教
育
機
関
が
「
専
ら
富
豪
の
子
弟
を
教
る
の
門
」
に
な

る
よ
う
、
く
り
返
し
主
張
し
た
。

　

ほ
ん
ら
い
〈
学
問
・
教
育
独
立
〉
を
問
題
に
す
る
の
は
、
学
問
・
教

育
の
政
治
や
権
力
か
ら
の
独
立
・
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
問
・
教
育
の
自
律
的
発
展
を
は
か
り
、
そ
の
学
問
・
教
育
が
、
自
由

に
「
権
力
」
や
「
社
会
体
制
」
を
批
判
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

政
治
の
進
歩
や
社
会
の
変
革
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
福
沢
に
は
、
そ
も
そ
も

0

0

0

0

「
学
問
の
自
由
」
や
「
教
育
の
自
由
」

に
つ
い
て
の
原
理
的
な
理
解
が
な
か
っ
た
。
確
認
し
よ
う
。

　

１
．
「
教
育
の
法
は
区
々
に
し
て
各
々
好
む
処
を
従
は
し
む
る
」
と

い
う
福
沢
の
「
教
育
の
自
由
」
論
は
、
「
唯
国
学
者
流
漢
学
者
流
の
教
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育
を
禁
ず
る
を
限
り
と
し
」
と
い
う
決
定
的
な
制
約
・
条
件
つ
き
の
自

由
論
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
２
．
し
た
が
っ
て
福
沢
は
、
教
科
書
の
国
定

化
に
は
反
対
し
た
が
、
「
有
害
」
「
不
都
合
な
図
書
」
は
文
部
省
の
検
定

に
よ
っ
て
排
除
し
て
も
よ
い
と
い
う
の
が
、
彼
の
持
論
の
文
部
省
に
よ

る
教
科
書
検
定
肯
定
論
で
あ
っ
た
。
３
．
ま
た
、
「
文
明
開
化
」
の
中

核
と
な
る
「
フ
ヒ

ジ
カ
ル
サ
イ
ヤ
ン
ス
」
教
育
に
奮
闘
し
て
い
た
福
沢

に
と
っ
て
、
義
塾
の
学
生
が
漢
「
詩
文
集
」
を
出
版
し
た
時
、
「
何
者

の
馬
鹿
が
右
様
の
タ
ワ
ケ
を
企
て
た
る
か
」
と
激
怒
し
て
、
そ
の
没
収

を
指
示
し
た
こ
と
も
当
然
で
あ
っ
た
（
慶
應
義
塾
の
学
生
・
生
徒
は
明
治

天
皇
の
歓
送
迎
に
大
活
躍
）
。

　

加
え
て
福
沢
は
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
」
一
般
の
諸
原
則
に
つ

い
て
も
原
理
的
理
解
を
欠
い
て
い
た
。
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
に
よ
っ
て
、

戦
後
日
本
の
社
会
で
福
沢
が
あ
ま
り
に
も

0

0

0

0

0

美
化
・
誤
解
さ
れ
て
い
る
の

で
（
明
治
の
同
時
代
人
の
福
沢
評
価
は
厳
し
い
）
、
そ
の
み
じ
め
な
様
相
を

列
挙
し
て
お
こ
う
。

　

１
．
「
馬
鹿
と
片
輪
に
宗
教
、
丁
度
よ
き
取
合
せ
な
ら
ん
」
と
言
い
、

生
涯
で
百
篇
を
こ
す
宗
教
教
化
論
や
宗
教
振
興
論
を
書
い
た
福
沢
は
、

「
信
仰
の
自
由
」
を
「
洋
学
者
の
空
論

0

0

」
と
あ
ざ
笑
い
、
キ
リ
ス
ト
教

は
「
国
の
為
に
す
る
の
気
力
」
、
つ
ま
り
国
権
論
や
愛
国
心
を
阻
害
す

る
と
判
断
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
門
人
を
地
方
に
派
遣
し
て
「
耶
蘇
退

治
の
演
説
会
」
を
開
催
さ
せ
た
り
、
特
定
宗
派
（
真
宗
）
の
信
仰
を
奨

励
し
た
。
と
り
わ
け
日
清
戦
争
に
際
し
、「
西
本
願
寺
の
法
主
」
が
「
兵

営
所
在
の
地
を
巡
回
し
て
…
…
国
家
の
為
め
に
身
を
致
す
は
宗
教
の
本

旨
な
る
旨
」
を
説
い
た
時
に
は
、
「
是
ぞ
法
運
回
復
の
…
…
千
載
一
遇

の
好
機
会
」
と
、
福
沢
は
宗
門
を
叱
咤
激
励
し
た
。
内
村
鑑
三
が
福
沢

を
名
指
し
て
「
自
身
宗
教
を
信
ぜ
ざ
る
に
之
を
国
家
或
は
社
会
の
用
具

と
し
て
利
用
せ
ん
」
と
す
る
「
宗
教
の
大
敵
」
と
非
難
し
た
よ
う
に
、

福
沢
に
と
っ
て
宗
教
は
、
生
涯
一
貫
し
て
「
経
世
の
要
具
」
で
あ
っ
た
。

　

２
．
福
沢
の
「
言
論
集
会
の
自
由
」
論
に
も
「
政
府
の
政
権
の
正
味

に
影
響
せ
ざ
る
限
り
は
」
と
い
う
限
定
が
つ
い
て
い
た
。
自
紙
『
時
事

新
報
』
が
「
新
聞
条
例
」
で
発
禁
処
分
を
受
け
る
と
、
彼
は
「
政
府
の

所
見
に
て
是
れ
は
妨
害
と
認
め
ら
る
る
上
は
…
…
政
府
の
所
見
こ
そ
日

本
の
法
律
の
所
見
な
れ
ば
…
…
之
に
服
し
て
厘
毛
の
不
平
あ
る
こ
と
な

し
」
と
表
明
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
「
新
聞
条
例
」
そ
の
も
の
が
「
漢
王
」

の
時
代
に
対
比
し
て
「
文
明
風
の
法
律
」
で
あ
り
、
「
我
輩
は
決
し
て

今
の
新
聞
条
例
を
非
す
る
者
に
非
ず
」
と
し
て
い
た
。
ま
た
福
沢
が
讒

謗
律
よ
り
も
「
人
望
を
収
む
る
の
策
」
が
望
ま
し
い
と
議
論
し
て
い
る

場
合
も
、
「
事
実
政
府
を
害
し
人
を
讒
毀
す
る
者
あ
ら
ば
直
に
之
を
捕

縛
し
て
可
」
と
い
う
こ
と
は
自
明
の
前
提
で
あ
っ
た
。

　

３
．
八
七
年
末
に
制
定
さ
れ
た
「
保
安
条
例
」
で
集
会
が
禁
止
さ
れ
、

明
治
政
府
が
三
千
人
を
拘
引
し
た
う
え
で
、
中
江
兆
民
、
尾
崎
行
雄
、

片
岡
健
吉
な
ど
五
七
〇
人
の
民
権
論
者
を
皇
居
か
ら
三
里
外
に
追
放
し

た
強
権
的
措
置
に
つ
い
て
も
福
沢
は
、
「
政
府
の
施
政
に
妨
と
な
る
者

を
遠
ざ
け
た
る
に
過
ぎ
ず
。
至
極
尤
な
る
出
来
事
」
と
評
価
し
て
い
た
。
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４
．
貝
原
益
軒
（
作
と
さ
れ
て
い
る
）『
女
大
学
』
の
儒
教
思
想
の
「
害

毒
」
を
認
識
す
る
福
沢
が
、
「
内
地
雑
居
」
に
よ
っ
て
「
国
の
恥
辱
を

世
界
に
暴
露
せ
し
む
る
は
断
じ
て
忍
ぶ
可
ら
ず
」
と
い
う
判
断
か
ら
、

「
女
大
学
を
始
め
と
し
て
凡
そ
此
種
類
の
著
書
は
政
府
に
於
て
須
ら
く

其
発
行
を
禁
止
す
可
き
も
の
」
と
主
張
し
た
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
つ

ま
り
福
沢
に
と
っ
て
は
、
自
分
が
支
持
す
る
政
治
課
題
に
と
っ
て
好
ま

し
く
な
い
著
書
を
、
発
禁
処
分
に
す
る
こ
と
は
何
ら
問
題
に
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
福
沢
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
に
対

す
る
原
理
的
な
理
解
は
な
く
、
そ
の
自
由
権
に
対
す
る
（
恣
意
的
な
）

制
約
を
当
然
視
し
て
い
た
。
つ
ま
り
福
沢
と
い
う
人
物
は
、
い
か
な
る

意
味
に
お
い
て
も
、
「
典
型
的
な
市
民
的
自
由
主
義
」
者
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
し
か
し
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
で
は
、
福
沢
は
「
権
力
が
私
権

へ
介
入
す
る
傾
向
に
た
い
す
る
た
た
か
い
と
い
う
点
で
は
晩
年
ま
で
一

貫
」
し
て
い
た
と
し
て
、
「
個
人
の
権
利
の
不
可
侵
性
、
し
た
が
っ
て

総
じ
て
政
府
権
力
へ
の
抵
抗
の
論
理
と
し
て
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
お
い

て
は
原
則
性
を
貫
い
た
」
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
評
価
に
な
っ
て
い

た
（
梅
本
・
佐
藤
・
丸
山
『
現
代
日
本
の
革
新
思
想
』
河
出
書
房
、
六
六
年
、

二
六
頁
）
。

五　

 「
実
体
を
こ
え
た
読
み
こ
み
」
と
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

も
の
」
利
用
の
思
想
史
研
究

　

前
掲
堀
尾
輝
久
は
、
主
著
『
現
代
教
育
の
思
想
と
構
造
』
（
岩
波
書
店
）

に
よ
り
戦
後
日
本
の
教
育
学
研
究
の
学
問
水
準
の
飛
躍
的
な
向
上
に
寄

与
し
た
教
育
学
研
究
の
第
一
人
者
的
人
物
で
あ
る
。
同
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
教
育
思
想
か
ら
、
１
．
子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る
権
利
、
２
．
教
育

（
徳
育
）
と
知
育
を
区
別
し
、
公
教
育
の
任
務
は
知
育
に
限
定
、
３
．

人
間
の
内
面
形
成
に
か
か
わ
る
問
題
に
国
家
権
力
は
干
渉
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
「
教
育
の
私
事
性
」
の
原
則
、
４
．
無
償
教
育
と
就
学
の

非
強
制
、
５
．
子
ど
も
の
自
発
性
の
尊
重
な
ど
と
い
う
普
遍
的
な
「
近

代
の
教
育
原
則
」
を
抽
出
・
解
明
し
た
。

　

問
題
は
、
そ
の
堀
尾
が
、
千
三
百
篇
を
こ
す
多
数
の
福
沢
の
教
育
論

の
中
か
ら
八
七
年
の
論
説
「
国
民
の
教
育
」
（
『
全
集
』
⑪
）
一
篇
だ
け

0

0

0

0

を
分
析
対
象
に
し
て
、
文
中
の
「
私
の
教
育
」
と
い
う
語
彙
が
右
の
３
．

「
教
育
の
私
事
性
」
理
念
と
表
現
が
類
似
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
お
粗

末
な
理
由
で
、
全
体
の
文
脈
と
無
関
係
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
福
沢
の
教
育
論
に
は
「
明

ら
か
に
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
市
民
社
会
の
古
典
的
（
教
育
）
原
則
が
承
認
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
総
括
的
な
（
誤
謬
の
）
結
論
を
だ
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

福
沢
が
教
育
勅
語
に
賛
成
し
て
い
た
一
点
だ
け
で
、
（
人
間
の
内
面
形

成
へ
の
国
家
の
干
渉
否
定
の
）「
教
育
の
私
事
性
」
原
則
と
お
よ
そ
無
縁

で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
Ⅳ
『
教
育
論
・
女
性
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論
』
が
解
明
し
た
よ
う
に
、
「
仮
令
ひ
人
の
身
に
苦
楚
疼
痛
を
覚
へ
し

む
る
と
も
、
必
ず
之
を
」
と
い
う
強
制
義
務
教
育
（
「
強
迫
教
育
」
）
に
よ
っ

て
、
天
皇
制
国
家
主
義
の
教
育
思
想
を
推
進
し
た
福
沢
の
教
育
論
に
は
、

そ
の
私
立
学
校
構
想
の
場
合
を
含
め
て
、
（
丸
山
の
福
沢
＝
「
市
民
的
自

由
主
義
」
の
壮
大
な
虚
構
に
対
応
し
て
）
堀
尾
の
い
う
五
点
の
「
近
代
の

教
育
原
則
」
は
一
点
も

0

0

0

成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
堀
尾
は
、
な
ぜ
（
そ

ろ
っ
て
全
体
の
文
脈
を
無
視
し
て
）『
学
問
之
独
立
』
や
「
国
民
の
教
育
」

を
粗
雑
に
誤
読
し
て
、
福
沢
に
「
教
権
独
立
論
」
や
（
西
欧
）「
近
代

の
教
育
原
則
」
を
読
み
こ
も
う
と
し
た
の
か
。

　

安
川
と
堀
尾
が
同
席
し
た
季
刊
『
現
代
と
思
想
』
創
刊
号
（
青
木
書
店
、

七
〇
年
一
〇
月
）
の
誌
上
シ
ン
ポ
に
お
け
る
二
人
の
思
想
史
方
法
論
の

差
異
が
、
そ
の
問
題
を
理
解
す
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。
安
川
は
、
家

永
教
科
書
訴
訟
に
お
い
て
、
原
告
側
が
教
科
書
の
国
定
化
に
反
対
し
た

福
沢
の
論
説
「
教
科
書
の
編
纂
検
定
」
を
準
備
書
面
と
し
て
法
廷
に
提

出
し
た
こ
と
を
政
治
主
義
的
な
作
為
と
し
て
批
判
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

家
永
訴
訟
の
争
点
は
文
部
省
に
よ
る
教
科
書
検
定
の
是
非
で
あ
る
の
に
、

同
じ
論
説
中
で
福
沢
が
何
度
も
文
部
省
に
よ
る
教
科
書
検
定
に
賛
成
し

て
い
る
部
分
を
伏
せ
て

0

0

0

（
削
除
し
て
）
、
福
沢
が
国
定
化
に
反
対
し
て
い

る
部
分
の
み
を
引
用
し
て
法
廷
に
提
出
し
た
か
ら
で
あ
る
（
福
沢
が
教

科
書
検
定
賛
成
論
者
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
露
呈
す
る
、
ま
さ
に
国
側
の
「
敵
に

糧
」
を
齎
す
お
粗
末
な
行
為
）
。

　

堀
尾
は
「
敵
に
糧
」
の
お
粗
末
に
は
応
え
な
い
ま
ま
、
「
日
本
の
民

主
主
義
的
な
伝
統
」
を
考
え
る
中
で
福
沢
の
思
想
の
「
歴
史
的
位
置
づ

け
」
が
必
要
で
、
「
全
体
の
思
想
が
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
問
い
と
同

時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
過
去
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
を
、

自
分
の
思
想
を
構
築
す
る
素
材
と
し
て
利
用
…
…
す
る
こ
と
も
必
要
」

云
々
と
答
え
た
。
あ
え
て
決
め
つ
け
る
な
ら
ば
、
日
本
の
「
民
主
主
義

的
な
伝
統
」
を
考
え
、
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
」
を
ひ
き
だ
し
利
用
し

よ
う
と
す
る
性
急
で
政
治
主
義
的
な
姿
勢
が
、
『
学
問
之
独
立
』
「
国
民

の
教
育
」
の
誤
読
と
な
り
、
法
廷
へ
の
作
為
的
な
「
準
備
書
面
」
の
提

出
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
懸
念
す
る
の
で
あ
る
。

　

遠
山
茂
樹
は
、『
福
沢
諭
吉
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
七
〇
年
）
の
最
後
「
Ⅷ

　

評
価
の
問
題
点
」
に
お
い
て
、
「
彼
（
福
沢
諭
吉
）
は
近
代
民
主
主
義

者
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
の
平
等
と
独
立
と
の
主
張
者
で

は
な
か
っ
た
…
…
し
か
し
彼
の
著
作
は
、
本
人
の
意
図
を
こ
え
た
役
割

を
、
当
時
に
在
っ
て
も
、
後
代
に
た
い
し
て
も
は
た
し
た
」
と
書
い
て
、

「
福
沢
の
著
作
を
国
民
の
古
典
た
ら
し
め
た
も
の
は
、
自
由
・
平
等
・

独
立
へ
の
国
民
の
自
覚
に
も
と
づ
く
読
み
か
え

0

0

0

0

、
彼
の
実
体
を
こ
え
た

0

0

0

0

0

0

読
み
こ
み

0

0

0

0

の
力
で
あ
っ
た
」
と
結
論
し
、
そ
う
し
た
「
読
み
か
え
」
「
実

体
を
こ
え
た
読
み
こ
み
」
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
、
同
書
を
結
ん
で
い

た
。
山
住
正
己
も
『
福
沢
教
育
論
集
』（
岩
波
文
庫
、
九
一
年
）
の
「
解
説
」

論
文
で
、
遠
山
の
右
の
文
章
を
引
用
し
て
、
「
い
ま
で
も
遠
山
の
こ
の

結
論
に
同
感
」
と
書
い
て
い
た
。



67　●　〈論文〉戦後日本社会における福沢諭吉研究の批判的総括――安川寿之輔

　

し
か
し
、「
平
和
と
民
主
主
義
」
を
「
偉
大
な
る
祈
り
の
言
葉
」
（
Ｊ
・

ダ
ワ
ー
）
と
し
て
き
た
戦
後
日
本
の
形
容
矛
盾
の
「
天
皇
制
民
主
主
義
」

が
、
再
び
戦
争
国
家
に
帰
着
し
つ
つ
あ
る
現
在
の
保
守
化
・
右
傾
化
し

た
無
残
な
日
本
の
現
実
は
、
こ
う
し
た
遠
山
、
山
住
、
堀
尾
ら
の
肯
定

す
る
「
実
体
を
こ
え
た
読
み
こ
み
」
「
読
み
か
え
」
や
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
も
の
」
の
利
用
と
い
う
、
安
易
で
性
急
な
政
治
主
義
的
な
研
究
に
、

根
源
的
な
反
省

0

0

0

0

0

0

と
自
己
批
判
を
迫
っ
て
い
る
事
態
で
は
な
い
の
か
。
こ

れ
が
私
の
端
的
な
問
題
意
識
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
初
の
事
実
認
識
と
し

て
、
「
自
由
・
平
等
・
独
立
」
へ
の
ど
ん
な
国
民
の
自
覚
が
、
一
体
い

つ
福
沢
を
ど
の
よ
う
に
「
読
み
か
え
」
「
読
み
こ
み
」
を
し
て
、
彼
の

著
作
を
国
民
的
な
古
典
に
仕
上
げ
た
の
か
、
私
は
問
い
返
し
た
い
。

　

『
す
す
め
』
冒
頭
の
「
天
は
…
…
」
の
句
と
『
す
す
め
』
の
内
容
が

思
想
的
に
乖
離
し
て
い
る
事
実
を
自
覚
し
て
、
福
沢
自
身
は
「
天
は

…
…
と
云
へ
り
。
」
と
、
あ
え
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
弱
く
な
る
「
伝
聞
態
」

で
表
現
し
て
い
る
重
要
な
思
想
史
的
問
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
一
切
検
討
し
な
い
ま
ま
丸

山
が
、
い
き
な
り
「
天
は
…
…
」
の
句
が
「
『
す
ゝ
め
』
全
体
の
精
神

の
圧
縮
的
表
現
」
、「
福
沢
イ
ズ
ム
の
合
言
葉
」
な
ど
と
い
う
虚
偽
の
「
読

み
こ
み
」
を
し
た
の
は
、
一
九
四
七
年
の
『
国
家
学
会
雑
誌
』（
『
丸
山
集
』

③
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
前
年
の
『
世
界
』
の
「
超
国
家
主
義
の

論
理
と
心
理
」
に
よ
っ
て
丸
山
が
一
躍
「
論
壇
の
寵
児
」
に
な
っ
た
と

い
う
事
実
を
背
景
に
し
て
、
（
戦
争
責
任
意
識
の
絶
望
的
に
希
薄
な
）「
戦

後
民
主
主
義
」
の
日
本
社
会
で
は
、
「
天
は
…
…
」
と
い
う
『
す
ゝ
め
』

冒
頭
句
に
関
す
る
こ
の
軽
率
な
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
が
ま
か
り
通
り
、

そ
の
安
易
な
神
話
が
簡
単
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
諭
吉
の
故
郷

中
津
市
の
、
駅
の
扁
額
や
史
跡
案
内
パ
ン
フ
や
「
一
万
円
札
お
札
せ
ん
べ
い
」

で
す
べ
て
「
…
…
と
云
へ
り
」
の
伝
聞
態
が
削
除
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
「
ふ

る
さ
と
自
慢
」
や
商
業
政
策
と
し
て
ぎ
り
ぎ
り
許
容
で
き
よ
う
）
。

　

遠
山
が
「
福
沢
の
著
作
を
国
民
の
古
典
た
ら
し
め
た
も
の
は
…
…
実

体
を
こ
え
た
読
み
こ
み
の
力
」
と
書
い
た
時
、
遠
山
の
脳
裏
に
は
、
か

つ
て
彼
自
身
が
、
平
和
問
題
談
話
会
の
動
き
、
日
本
戦
没
学
生
記
念
会

や
総
評
の
結
成
、
東
北
大
学
イ
ー
ル
ズ
事
件
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
反
対
闘

争
な
ど
が
続
い
た
一
九
五
〇
年
と
い
う
激
動
の
年
の
社
会
的
動
向
に
後

押
し
さ
れ
て
、
雑
誌
『
世
界
』
（
五
一
年
二
月
号
）
に
、
西
郷
隆
盛
の
士

族
反
乱
に
つ
い
て
の
福
沢
の
「
丁
丑
公
論
」
を
誤
っ
て

0

0

0

評
価
し
て
、
論

稿
「
日
本
国
民
抵
抗
の
精
神
」
を
書
い
た
体
験
の
こ
と
が
あ
っ
た
、
と

私
は
推
測
し
て
い
る
（
こ
の
論
稿
に
つ
い
て
は
、
遠
山
自
身
が
「
私
は
か
つ

て
こ
の
『
丁
丑
公
論
』
に
、
権
力
へ
の
抵
抗
の
思
想
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

る
と
の
べ
た
。
し
か
し
こ
の
評
価
は
誤
っ
て
い
る
…
…
士
族
の
抵
抗
の
精
神
へ

の
愛
惜
は
…
…
自
慰
の
筆
で
あ
っ
た
」
と
自
己
批
判
を
し
て
い
る
）
。

　

つ
ま
り
、
福
沢
の
「
丁
丑
公
論
」
を
「
実
体
を
こ
え
た
読
み
こ
み
」

を
し
た
の
は
、
「
国
民
の
自
覚
」
の
類
で
は
な
く
、
丸
山
・
堀
尾
ら
と

同
様
の
、
遠
山
自
身
の
作
為
的
で
政
治
主
義
的
な
「
読
み
こ
み
」
の
研

究
労
働
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
丸
山
や
遠
山
や
堀
尾
ら
は
、
な

ぜ
福
沢
に
対
し
て
作
為
的
で
政
治
主
義
的
な
安
易
な
「
読
み
こ
み
」
を
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続
け
た
の
か
。
戦
前
日
本
の
社
会
で
は
、
た
し
か
に
学
問
・
教
育
が
政

治
の
手
段
（
差
別
語
で
は
「
侍
女
」
）
に
貶
め
ら
れ
、
長
年
支
配
・
蹂
躙

さ
れ
て
来
た
。
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
と
り
わ
け
「
進
歩
派
」
を
自
称

す
る
学
問
・
教
育
の
側
も
、
そ
う
し
た
日
本
の
国
家
と
社
会
の
あ
り
方

を
変
革
し
た
い
と
い
う
、
真
っ
当
な
「
希
望
や
意
欲
」
と
性
急
な
問
題

意
識
の
た
め
に
、
安
易
で
政
治
主
義
的
な
営
為
を
繰
り
返
し
て
来
た
の

で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
（
丸
山
自
身
が
自
己
矛
盾
し
て

0

0

0

0

0

0

戒
め
て
い
る
よ
う
に
―
Ⅱ
の
Ⅲ

の
１
）「
史
料
的
考
証
」
を
怠
り
、
「
真
理
価
値
」
を
軽
視
し
、
主
観
的

な
「
希
望
や
意
欲
」
に
よ
っ
て
、「
実
体
を
こ
え
た
読
み
こ
み
」
や
「
読

み
か
え
」
を
行
う
作
為
的
な
学
問
で
は
、
当
該
社
会
を
現
実
に
変
革
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
う
い
う
安
易
で
政
治
主
義
的
な
歴
史
学
研
究

や
社
会
科
学
の
あ
り
方
も
、
や
わ
な
「
戦
後
（
天
皇
制
）
民
主
主
義
」

の
破
綻
と
崩
壊
の
一
因
で
は
な
い
の
か
、
と
私
は
懸
念
し
て
い
る
（
そ

の
裏
返
し
の
事
象
と
ま
で
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
少
数
・
異
端
派
の
安
川
福

沢
論
を
評
価
す
る
人
物
に
理
系
研
究
者
と
数
学
教
員
が
多
い
。
Ⅰ
『
ア
ジ
ア
認

識
』
刊
行
の
六
年
も
前
に
「
朝
日
新
聞
」
（
大
阪
）
の
六
段
抜
き
コ
ラ
ム
に
安

川
福
沢
論
を
紹
介
し
た
安
斎
育
郎
は
放
射
線
防
護
学
、
既
述
の
雁
屋
哲
は
量
子

力
学
、
高
嶋
伸
欣
は
理
学
部
出
身
で
、
数
学
教
員
は
川
村
利
秋
ほ
か
三
名
）
。

六　

丸
山
眞
男
と
戦
争
責
任
問
題

　

「
実
体
を
こ
え
た
読
み
こ
み
」
や
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
」
探
し
に

傾
き
が
ち
の
戦
後
日
本
の
歴
史
学
研
究
・
社
会
科
学
系
の
学
問
の
い
い

加
減
さ
の
決
定
的
な
原
因
と
し
て
、
日
本
の
「
戦
後
民
主
主
義
」
と
そ

れ
を
支
え
る
自
国
中
心
主
義
的
な
学
問
が
、
占
領
軍
主
導
の
目
先
の
民

主
化
の
追
求
に
追
わ
れ
、
敗
戦
の
日
ま
で
続
け
て
い
た
日
清
戦
争
以
来

の
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
へ
の
日
本
、
と
り
わ
け
日
本
国
民
自
身
の

主
体
的
な
戦
争
責
任
と
い
う
巨
大
な
問
題
を
放
置
・
忘
却
し
て
き
た
と

い
う
事
実
が
あ
る
（
Ⅳ
『
教
育
論
・
女
性
論
』
で
は
、
戦
後
日
本
の
社
会
科

学
の
福
沢
美
化
の
も
う
一
つ
の
原
因
と
し
て
、
丸
山
を
筆
頭
に
、
女
性
差
別
へ

の
批
判
的
視
座
を
も
て
な
い
性
差
別
不
感
症
の
「
二
分
の
一
民
主
主
義
」
の
問

題
も
指
摘
し
た
）
。

　

そ
の
事
実
に
対
応
し
て
、
ア
ジ
ア
へ
の
蔑
視
・
偏
見
・
マ
イ
ナ
ス
評

価
を
た
れ
流
し
、
ア
ジ
ア
侵
略
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
福
沢
の
よ
う
な

人
物
を
、
戦
後
の
民
主
化
啓
蒙
の
モ
デ
ル
や
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
仕
立
て

あ
げ
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
福
沢
の
ア
ジ
ア
蔑
視
と
侵

略
の
先
導
の
事
実
が
、
丸
山
の
福
沢
研
究
の
視
野
に
な
ぜ
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
の
か
？　

『
福
沢
諭
吉
全
集
』
を
繙
け
ば
、
誰
の
目
に
も
否
応

な
く
明
ら
か
に
な
る
そ
の
事
実
を
、
な
ぜ
丸
山
は
一
貫
し
て
軽
視
で
き

た
の
か
？
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敗
戦
直
後
の
日
本
に
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
怒
涛
の
よ
う
に
流
入
し

て
き
た
時
代
に
、
丸
山
は
、
日
本
に
も
福
沢
の
よ
う
な
偉
大
な
「
民
主

主
義
」
の
先
駆
者
が
存
在
し
て
い
た
、
と
伝
え
る
こ
と
で
戦
後
日
本
の

民
衆
を
「
民
主
化
」
に
向
け
て
励
ま
そ
う
と
し
た
啓
蒙
的
「
善
意
」
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
強
い
て
推
測
し
て
み
た
。
し
か
し
、
日
本

国
民
の
真
の
民
主
化
の
達
成
は
、
国
民
自
身
の
主
体
的
な
戦
争
責
任
の

自
覚
・
覚
醒
か
ら
よ
う
や
く

0

0

0

0

始
ま
る
と
考
え
る
私
は
、
『
す
す
め
』
冒

頭
の
伝
聞
態
の
無
視
に
は
じ
ま
る
作
為
的
な
丸
山
の
福
沢
研
究
が
、
な

ぜ
福
沢
の
明
白
な
侵
略
戦
争
と
台
湾
植
民
地
支
配
の
責
任
問
題
の
追
究

に
及
ば
な
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
（
福
沢
が
「
帝
国
主
義
者
に
転
向
」
し

た
の
は
「
思
春
期
に
達
し
た
子
供
が
非
常
に
悪
い
環
境
に
育
っ
た
た
め
に
性
的

な
方
面
で
、
他
と
不
均
合
に
ま
せ
て
し
ま
っ
た
様
な
も
の
」
（
『
丸
山
集
』
④
）

と
い
う
「
明
治
国
家
の
思
想
」
の
お
粗
末
な
弁
明

0

0

0

0

0

0

は
、
さ
す
が
に
丸
山
の
評
判

を
落
と
し
た
）
。

　

「
一
八
九
五
年
か
ら
の
台
湾
の
植
民
地
支
配
、
一
九
一
〇
年
の
「
韓

国
併
合
」
、
満
州
侵
略
と
一
九
三
七
年
の
「
南
京
大
虐
殺
」
…
…
こ
の

日
本
の
百
年
の
歴
史
―
―
そ
れ
を
「
奇
怪
」
で
あ
る
と
感
じ
な
い
た
め

に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
鈍
感
さ

0

0

0

が
必
要
な
の
だ
ろ
う
…
…
戦
後
の
日
本
人

の
多
く
は
自
ら
の
歴
史
を
奇
怪
な
も
の
と
し
て
感
じ
る
、
そ
う
い
う
感

性
を
な
し
く
ず
し
に
喪
失
し
て
い
っ
た
か
の
よ
う
だ
」（
金
時
鐘
『
「
在
日
」

の
は
ざ
ま
で
』
平
凡
社
の
細
見
和
之
の
「
解
説
」
）
。

　

（
「
富
国
強
兵
」
路
線
を
否
定
し
て
福
沢
が
先
導
し
た
）「
強
兵
富
国
」
路

線
に
よ
る
く
り
返
す
ア
ジ
ア
侵
略
と
植
民
地
支
配
を
跳
躍
台
と
し
て
、

飛
躍
的
な
経
済
的
近
代
化
、
資
本
主
義
的
「
豊
か
さ
」
を
達
成
し
な
が

ら
、
二
十
一
世
紀
の
学
校
教
育
に
お
い
て
、
（
戦
後
、
独
伊
両
国
は
国
旗
・

国
歌
を
改
め
て
い
る
の
に
―
―
そ
の
事
実
自
体
が
日
本
の
学
校
で
は
殆
ど
教
え

ら
れ
て
い
な
い
）
天
皇
制
と
侵
略
戦
争
の
シ
ン
ボ
ル
「
日
の
丸
・
君
が
代
」

強
制
を
許
容
し
て
い
る
日
本
、
つ
ま
り
今
な
お
精
神
的
な
「
一
身
独
立
」

の
社
会
的
近
代
化
を
確
立
・
達
成
で
き
な
い
で
い
る
「
奇
怪
」
な
「
百

年
の
歴
史
」
を
先
導
し
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
一
身
独
立
」
論
者
と

読
み
こ
ま
れ
誤
解
さ
れ
て
い
る
、
最
高
額
面
紙
幣
を
飾
る
福
沢
諭
吉
そ

の
人
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
い
う
福
沢
を
偉
大
な
民
主
主
義
の
先
駆
者

に
仕
立
て
あ
げ
た
丸
山
に
は
、
日
本
近
代
史
へ
の
誤
っ
た
二
項
対
立
史

観
を
含
め
て
、
や
は
り
日
清
戦
争
以
来
の
日
本
の
侵
略
戦
争
と
植
民
地

支
配
の
戦
争
責
任
へ
の
誠
実
な
向
き
合
い
方
が
出
来
な
い
、
な
に
か
の

理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
思
い
を
私
は
ぬ
ぐ
え
な
い
の

で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
政
治
思
想
史
の
先
達
と
し
て
、
丸
山
は
戦
争
責
任
問
題
に

く
り
返
し
論
及
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
日
本
共
産
党
の
戦
争
責
任
を
論

じ
た
「
思
想
の
こ
と
ば
」
（
五
六
年
三
月
『
思
想
』
）
は
、
論
壇
の
注
目
を

集
め
た
（
「
戦
争
阻
止
の
有
効
な
戦
略
・
戦
術
を
案
出
し
実
践
で
き
な
か
っ
た

結
果
責
任

0

0

0

0

」
を
問
う
余
地
は
残
る
と
い
う
、
家
永
三
郎
『
戦
争
責
任
』
岩
波
書

店
の
慎
重
な
見
解
に
、
安
川
は
基
本
的
に
同
意
す
る
）
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
家
に
よ
る
教
育
の
画
一
化
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
侵
略
戦
争
の
「
暗
い
谷
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間
」
の
時
代
の
流
れ
に
抗
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
自
ら
の
主
体
的
な
戦

争
責
任
意
識
か
ら
、
六
五
年
提
訴
以
来
の
長
年
の
家
永
教
科
書
訴
訟
を

た
た
か
っ
た
親
友
の
家
永
三
郎
と
対
比
す
る
と
、
「
政
治
的
責
任
は
峻

厳
な
結
果
責
任
」
と
主
張
す
る
丸
山
の
戦
争
責
任
論
の
論
理
的
な

0

0

0

0

正
当

性
は
認
め
な
が
ら
も
、
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
そ
の
責
任
論
の
組
み
立
て

に
大
き
な
違
和
感
が
残
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
問
題
と
か
か
わ
っ
て
私
は
、
旧
友
の
依
頼
に
応
じ
て
四
三
年
一

一
月
二
五
日
号
の
慶
應
大
学
「
三
田
新
聞
」
に
丸
山
が
寄
稿
し
た
、
同

年
の
「
学
徒
出
陣
」
政
策
に
か
か
わ
る
論
稿
「
福
沢
に
於
け
る
秩
序
と

人
間
」
（
『
丸
山
集
』
②
）
に
、
注
目
す
る
。
Ⅱ
『
福
沢
と
丸
山
』
の
Ⅱ

章
〈
丸
山
「
学
徒
出
陣
」
論
文
と
徴
兵
忌
避
〉
で
分
析
し
た
よ
う
に
、

福
沢
の
「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
る
」
を
「
国
家
を
個
人
の
内
面

的
自
由
に
媒
介
せ
し
め
た
」
定
式
で
あ
る
と
読
み
こ
み

0

0

0

0

、
「
彼
は
言
い

う
べ
く
ん
ば
、
個
人
主
義
者
た
る
こ
と
に
於
て
ま
さ
に
国
家
主
義
者

だ
っ
た
」
と
書
い
た
丸
山
の
論
稿
は
、
何
度
読
み
か
え
し
て
も
、
（
学

生
の
特
権
の
）
徴
兵
延
期
の
撤
廃
措
置
に
よ
っ
て
、
青
春
の
真
っ
た
だ

中
か
ら
侵
略
の
戦
場
に
ひ
き
出
さ
れ
る
「
運
命
」
に
あ
っ
た
「
わ
だ
つ

み
学
徒
兵
」
た
ち
に
向
か
っ
て
、
学
徒
出
陣
を
学
生
「
一
人
々
々
」
が

主
体
的
に
「
国
家
の
…
…
運
命
」
と
し
て
担
う
「
個
人
個
人
の
自
発
的

な
決
断
」
を
求
め
、
学
生
た
ち
を
戦
場
に
送
り
だ
す
積
極
的
役
割
を
果

た
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
、
丸
山
助
教
授
が
「
教
え
子
」
を
戦
場
に
送
り
だ
し
た
こ
の
具

体
的
な
自
ら
の
戦
争
責
任
問
題
を
ど
う
認
識
・
自
省
し
て
い
る
の
か
に

着
目
す
る
。
家
永
三
郎
が
、
時
代
の
流
れ
に
抗
し
え
な
か
っ
た
不
作
為

の
過
去
の
自
分
に
、
主
体
的
な
戦
争
責
任
を
意
識
し
た
の
に
対
し
て
、

丸
山
は
具
体
的
に
侵
略
戦
争
の
時
代
の
流
れ
に
棹
を
さ
し
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
よ
り
強
烈
な
悔
い
や
戦
争
責
任
意
識
、
あ
る
い
は
自
省
の
念
が

あ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
、
と
私
は
考
え
る
。

　

丸
山
は
戦
後
、
『
戦
中
と
戦
後
の
間
』
（
み
す
ず
書
房
、
七
六
年
）
に
こ

の
論
稿
を
再
録
し
た
際
に
、
「
内
容
に
つ
い
て
の
釈
明
に
わ
た
ら
ぬ
よ

う
に
配
慮
」
し
た
簡
単
な
「
後
記
」
を
付
け
て
お
り
、
こ
の
問
題
を
考

え
る
手
が
か
り
と
な
る
。
そ
れ
は
旧
友
か
ら
の
原
稿
依
頼
の
経
緯
を
書

い
た
も
の
で
、
「
次
号
の
『
三
田
新
聞
』
は
学
徒
出
陣
の
記
念
と
い
う

こ
と
で
、
福
沢
の
国
権
論
と
か
、
大
陸
へ
の
軍
事
的
発
展
に
た
い
す
る

肯
定
の
側
面
が
も
っ
ぱ
ら
強
調
さ
れ
る
よ
う
な
紙
面
に
な
る
の
で
、
福

沢
に
た
い
す
る
、
や
や
異
っ
た
見
方

0

0

0

0

0

0

0

が
ほ
し
い
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

私
に
も
林
君
の
意
図
は
よ
く
理
解
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
場
で
承
諾
し
た

よ
う
に
憶
え
て
い
る
」
と
結
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。
「
釈
明
」
を
さ

け
た
誠
意
は
理
解
で
き
る
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
は
、
旧
友
の
依
頼

に
応
え
て
「
福
沢
の
国
権
論
と
か
、
大
陸
へ
の
軍
事
的
発
展
」
の
謳
歌

に
便
乗
せ
ず
「
や
や
異
っ
た
見
方
」
を
書
く
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
丸

山
の
（
自
負
の
よ
う
な
）
思
い
は
伝
わ
る
が
、
家
永
と
は
対
照
的
に
、

学
業
半
ば
の
学
生
た
ち
を
戦
場
に
送
り
出
す
役
割
を
現
に
果
た
し
た
事

実
へ
の
つ
よ
い
反
省
や
自
責
の
念
は
見
当
た
ら
な
い
。
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「
や
や
異
っ
た
見
方
」
と
あ
る
が
、
日
本
戦
没
学
生
記
念
会
事
務
局

長
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
私
に
は
、
福
沢
の
「
一
身
独
立
し
て
一
国

独
立
す
る
」
の
定
式
に
お
け
る
「
一
身
独
立
」
が
「
国
の
た
め
…
…
一

命
を
も
抛
て
惜
む
に
足
ら
」
な
い
滅
私
奉
公
の
「
報
国
の
大
義
」
を
求

め
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
丸
山
が
そ
れ
を
「
個
人
の
内
面
的

自
由
に
媒
介
せ
し
め
た
」
定
式
と
読
み
こ
ん
だ

0

0

0

0

0

事
実
を
問
題
に
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
そ
う
読
み
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
が
「
国
家
の
動
向

を
ば
自
己
自
身
の
運
命
と
し
て
意
識
」
し
、
学
徒
出
陣
を
主
体
的
に
納

得
す
る
よ
う
に
求
め
た
の
で
は
な
い
の
か
、む
し
ろ
福
沢
の
単
純
な
「
報

国
心
」
の
勧
め
以
上
の
説
得
力
を
以
て
、
学
生
た
ち
の
動
員
へ
の
同
意

を
と
り
つ
け
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
批
判
的
な

思
い
が
抑
え
が
た
い
の
で
あ
る
（
『
丸
山
集
』
②
の
「
解
題
」
に
よ
る
と
、

戦
後
、
丸
山
の
あ
る
友
人
が
こ
の
論
説
に
つ
い
て
「
あ
れ
を
読
ん
で
涙
が
で
た
」

と
語
っ
た
と
の
こ
と
）
。

　

丸
山
の
「
福
沢
は
…
…
個
人
主
義
者
た
る
こ
と
に
於
て
ま
さ
に
国
家

主
義
者
だ
っ
た
」
と
い
う
文
章
は
、
同
時
代
に
国
家
に
背
を
向
け
た
被

差
別
部
落
出
身
の
三
國
連
太
郎
、
東
京
帝
大
生
・
北
御
門
二
郎
、
農
民

作
家
・
山
田
多
賀
市
ら
の
、
丸
山
の
い
う
「
個
人
の
内
面
的
自
由
」
に

固
執
し
、
「
個
人
主
義
者
」
に
徹
し
よ
う
と
し
て
「
良
心
的
兵
役
拒
否
」

に
類
す
る
行
動
を
選
択
し
た
当
時
の
日
本
の
超
稀
有
な
青
年
た
ち
に
対

し
て
は
、
そ
れ
を
励
ま
す
よ
り
は
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
論
稿
で
あ
る
こ

と
は
、
論
理
的
に

0

0

0

0

明
ら
か
で
あ
る
。

　

丸
山
が
こ
の
「
後
記
」
を
書
い
た
の
は
、
家
永
が
自
ら
の
戦
争
責
任

意
識
か
ら
教
科
書
訴
訟
を
提
起
し
た
年
よ
り
ず
っ
と
後
の
七
六
年
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
後
記
」
か
ら
は
、
丸
山
が
こ
の
論
稿
を
書

い
た
こ
と
自
体
へ
の
悔
い
や
深
刻
な
自
省
の
気
配
を
私
は
感
じ
と
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
論
稿
を
書
い
た
自
ら
の
責
任
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
後
記
」
以
後
も
、
丸
山
は
固
く
口
を
閉
ざ

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

0

0

0

0

0

（
こ
こ
で
私
が
断
定
を
避
け
た
の
は
、
『
丸
山
集
』

全
一
六
巻
・
別
巻
の
全
体
に
目
を
通
し
て
得
た
失
望
感
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
証
言
を
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
『
座
談
』
『
書
簡
集
』
『
話
文
集
』
『
自
己

内
対
話
』
な
ど
の
全
著
述
物
に
あ
た
っ
て
検
索
・
確
認
す
る
意
欲
が
も
て
な
い

で
い
る
か
ら
で
あ
る
）
。

　

つ
ま
り
、
丸
山
に
と
っ
て
戦
争
責
任
の
問
題
は
、
家
永
三
郎
の
よ
う

に
自
ら
の
生
き
方
と
は
切
実
に
き
り
結
ば
な
い
（
家
永
『
戦
争
責
任
』
の

表
現
を
借
り
る
と
、
「
外
部
か
ら
の
超
越
的
批
判
」
）
、
学
問
研
究
や
評
論
の

た
ん
な
る
主
題
・
対
象
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
、
だ
か
ら

ま
た
、
そ
の
生
涯
の
福
沢
研
究
も
、
福
沢
の
戦
争
責
任
・
植
民
地
支
配

責
任
を
一
貫
し
て
た
な
あ
げ
し
た
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
の
構
築
に
止
ま
っ

た
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
の
が
と
り
あ
え
ず
の
私
の
目
下
の
丸
山

眞
男
認
識
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
ま
さ
に
丸
山
は
ま
た
、
（
女

性
論
認
識
を
含
め
て
）
最
高
か
つ
典
型
的
な
（
否
定
的
な
意
味
で
の
）「
日

本
の
知
識
人
」
で
あ
っ
た
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

丸
山
に
対
し
て
私
が
こ
こ
ま
で
そ
の
高
い
評
価
に
あ
ら
が
う
の
は
、
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次
に
論
及
す
る
家
永
三
郎
と
の
対
照
も
あ
る
が
、
Ⅲ
『
戦
争
論
・
天
皇

論
』
の
「
補
論
」
で
紹
介
し
た
、
丸
山
の
身
近
に
い
た
同
世
代
の
都
留

重
人
の
証
言
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
メ
モ
し
て
お
こ
う
。
『
福
沢

と
丸
山
』
を
め
ぐ
っ
て
出
さ
れ
た
「
保
守
的
な
福
沢
を
、
な
ぜ
、
あ
の

丸
山
が
神
話
化
さ
せ
た
の
か
」
、
な
ぜ
丸
山
が
「
恣
意
的
な
解
釈
」
を

続
け
、
無
理
な
福
沢
神
話
に
固
執
し
た
の
か
と
い
う
共
通
の
疑
問
に
対

す
る
一
つ
の
有
力
な
証
言
と
し
て
、
丸
山
よ
り
二
年
上
の
同
世
代
で
『
思

想
の
科
学
』
、
「
平
和
問
題
談
話
会
」
、
学
士
院
な
ど
で
丸
山
と
共
通
の

場
に
い
た
都
留
重
人
は
、
私
宛
の
同
書
受
領
の
私
信
の
中
で
「
丸
山
君

と
は
日
本
学
士
院
で
も
い
っ
し
ょ
で
し
た
し
、
「
福
沢
論
」
を
含
め
て

議
論
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
彼
は
自
分
自
身
の
名
声
に
負
け
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

本

当
に
正
直
に
な
れ
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
は
な
い
か
」
と
書
い
て
い
た
。

　

丸
山
は
死
去
の
前
年
に
、
定
説
化
し
て
い
た
「
典
型
的
な
市
民
的
自

由
主
義
」
者
と
い
う
自
ら
の
福
沢
像
を
、
根
底
か
ら
揺
る
が
す
「
教
育

勅
語
」
へ
の
積
極
的
な
賛
意
を
表
明
し
た
『
時
事
新
報
』
社
説
の
コ
ピ
ー

を
「
門
下
生
」
掛
川
ト
ミ
子
に
届
け
て
も
ら
っ
て
い
た
。
病
気
と
い
う

事
情
も
あ
り
、
結
局
、
丸
山
は
自
ら
の
生
涯
の
福
沢
論
が
壮
大
な
虚
構

で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
何
も
書
き
残
さ
ず
に
死
去
し
た
。
同
様
に

し
て
、
福
沢
は
「
教
育
勅
語
へ
の
最
大
の
抵
抗
」
者
と
い
う
誤
謬
の
前

提
で
、
安
川
を
名
指
し
批
判
し
て
い
た
山
住
正
己
に
は
、
そ
の
誤
謬
を

論
証
し
た
Ⅱ
『
福
沢
と
丸
山
』
の
刊
行
で
よ
う
や
く
自
己
批
判
し
て
も

ら
え
る
と
期
待
し
て
い
た
ら
、
同
書
執
筆
中
に
山
住
正
己
も
死
去
し
た
。

さ
ら
に
、
同
書
刊
行
の
翌
年
八
月
の
シ
ン
ポ
の
席
で
、
同
書
批
判
の
意

向
を
公
表
し
た
飯
田
泰
三
か
ら
も
批
判
の
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
な
い
ま

ま
に
終
わ
っ
た
。

　

振
ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
悔
し
さ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
堀
尾
輝
久

に
は
、
「
丸
山
学
派
」
を
代
表
し
て
、
思
想
史
研
究
の
方
法
論
を
ふ
く

め
て
、
そ
の
福
沢
論
を
「
誤
謬
」
や
「
お
粗
末
」
と
ま
で
批
判
し
た
Ⅳ

『
教
育
論
・
女
性
論
』
に
対
す
る
反
駁
か
自
己
批
判
の
論
稿
を
ぜ
ひ
書

き
残
し
て
も
ら
い
た
い
（
こ
こ
ま
で
書
く
こ
と
に
は
躊
躇
が
あ
っ
た
が
、
哲

学
専
攻
の
友
人
か
ら
「
日
本
で
は
満
足
な
論
争
が
な
さ
れ
な
い
の
が
、
学
問
が

停
滞
す
る
最
大
の
要
因
…
…
ぜ
ひ
堀
尾
氏
を
「
挑
発
」
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
メ
ー
ル
の
返
信
が
あ
っ
た
）
。

七　

家
永
三
郎
へ
の
着
目
―
―
戦
争
責
任
論
と
か
か
わ
っ
て

　

こ
の
機
会
に
、
戦
後
日
本
の
近
代
史
研
究
に
お
け
る
戦
争
責
任
問
題

に
つ
い
て
、
私
な
り
に
、
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
す
る
個
人
的
な

評
価
基
準
を
メ
モ
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

　

１
．
最
低
限
、
日
清
戦
争
以
来
の
過
去
の
日
本
・
日
本
国
民
の
戦
争

責
任
と
植
民
地
支
配
責
任
の
解
明
に
つ
な
が
る
視
座
の
有
無
（
丸
山
・

司
馬
流
の
「
暗
い
昭
和
」
の
「
満
州
事
変
」
以
来
で
は
な
く
）
。

　

２
．
最
高
責
任
者
と
し
て
の
天
皇
裕
仁
を
筆
頭
と
す
る
国
家
と
支
配

者
の
責
任
と
並
び
、
国
民
を
侵
略
戦
争
に
動
員
す
る
力
を
も
っ
た
マ
ス
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コ
ミ
、
教
育
、
司
法
、
警
察
、
宗
教
な
ど
の
戦
争
責
任
、
七
三
一
部
隊

に
見
る
科
学
者
・
技
術
者
・
医
師
な
ど
の
責
任
、
国
民
の
願
い
と
期
待

を
組
織
す
る
立
場
に
あ
っ
た
政
党
や
労
働
組
合
・
農
民
組
合
な
ど
の
責

任
。

　

３
．
不
可
欠
の
視
座
と
し
て
、
総
体
と
し
て
「
歴
史
を
空
行
く
雲
の

よ
う
に
眺
め
て
い
る
」
だ
け
の
存
在
に
つ
く
ら
れ
た
日
本
の
国
民
自
身

の
戦
争
責
任
問
題
の
重
視
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
人
が
主

権
者
「
日
本
国
民
」
と
し
て
自
己
変
革
し
、
そ
の
地
位
を
確
立
す
る
真

の
民
主
化
の
道
の
り
は
、
日
清
戦
争
以
来
の
ア
ジ
ア
侵
略
と
植
民
地
支

配
に
つ
い
て
の
国
民
自
身
の
主
体
的
な
戦
争
責
任
へ
の
覚
醒
か
ら
、
よ0

う
や
く

0

0

0

始
ま
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
道
の
り
を
励
ま
す
か
の

よ
う
に
、
「
日
本
国
憲
法
」
前
文
冒
頭
は
「
日
本
国
民
は
…
…
政
府
の

行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の

憲
法
を
確
定
す
る
」
と
あ
っ
て
、
同
じ
一
文
の
中
で
国
民
主
権
の
宣
言

と
再
び
戦
争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
と
い
う
主
権
者
国
民
の
歴
史
的
責
任

が
不
可
分
の
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

４
．
戦
争
責
任
問
題
は
、
歴
史
と
社
会
の
主
体
的
な
担
い
手
と
し
て

の
人
間
の
生
き
方
を
き
び
し
く
問
い
か
け
る
学
問
で
あ
り
問
題
で
あ
る

だ
け
に
、
そ
れ
を
問
い
か
け
る
研
究
者
自
身
の
生
き
方
の
き
び
し
い
自

省
と
自
己
批
判
を
と
も
な
う
問
題
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
る
。

　

戦
争
責
任
問
題
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
私
に
と
っ
て
、
家
永
三
郎

は
そ
の
見
本
と
も
い
え
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
教
科
書
「
訴
訟
提
起

の
心
境
」
と
し
て
、
「
私
は
、
戦
争
中
何
一
つ
抵
抗
ら
し
い
こ
と
も
で

き
ず
、
空
し
く
祖
国
の
破
滅
を
傍
観
し
、
多
く
の
同
世
代
の
同
胞
の
死

を
見
送
る
ほ
か
な
か
っ
た
意
気
地
の
な
い

0

0

0

0

0

0

人
間
で
あ
っ
た
」と
い
う
「
心

の
傷
」
（
『
一
歴
史
学
者
の
歩
み
』
三
省
堂
選
書
）
を
告
白
し
た
よ
う
に
、

彼
に
と
っ
て
戦
争
責
任
は
自
ら
の
生
き
方
と
き
り
結
ん
だ
主
体
的
な
問

題
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
延
長
線
上
に
、
国
家
と
並
ぶ
日
本
国
民
自
身
の
戦
争
責
任
を
総

括
的
に
考
察
し
た
労
作
『
戦
争
責
任
』
（
岩
波
書
店
、
八
五
年
）
を
ま
と

め
た
家
永
は
、
軍
国
主
義
教
育
の
圧
倒
的
支
配
下
に
あ
っ
た
小
学
段
階

の
少
年
少
女
の
戦
争
責
任
に
も
言
及
し
、
さ
ら
に
当
然
な
が
ら
〈
「
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
」
に
も
責
任
は
あ
る
か
〉
と
い
う
節
を
設
け
て
、

そ
の
責
任
を
論
じ
た
。
た
だ
し
、
「
同
じ
日
本
人
と
し
て
の
連
続
性
の

上
に
生
き
て
い
る
以
上
…
…
責
任
が
自
動
的
に
相
続
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
」
と
い
う
家
永
の
立
論
の
仕
方
に
対
し
て
私
は
、
（
償
お
う
と
し
て
も

基
本
的
に
は
償
う
こ
と
の
出
来
な
い
過
去

0

0

の
）
戦
争
責
任
の
ポ
イ
ン
ト
を

（
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
）「
未
来
責
任
」
と
把
握
す
る
こ
と

と
の
つ
な
が
り
で
、
戦
後
世
代
の
戦
争
責
任
を
立
論
し
た
（
『
日
本
の
近

代
化
と
戦
争
責
任
』
明
石
書
店
）
。

　

本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
家
永
は
、
『
旧
著
』
謹
呈
時
の
七
〇

年
と
い
う
異
例
の
早
い
時
期
に
、
「
通
説
と
妥
協
し
て
し
ま
っ
た
」
自

ら
の
福
沢
研
究
の
自
己
批
判
の
意
向
を
表
明
し
た
。
当
時
「
無
名
」
の
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若
輩
の
私
に
対
す
る
こ
の
す
ば
や
い

0

0

0

0

家
永
の
自
己
批
判
に
、
真
実
の
前

で
は
誰
に
対
し
て
も
頭
を
下
げ
る
と
い
う
、
学
者
と
し
て
の
誠
実
な
姿

勢
の
見
本
を
見
た
。
し
か
し
私
が
家
永
に
と
り
わ
け
感
動
し
た
の
は
、

同
じ
書
簡
の
中
で
、
福
沢
と
の
対
照
の
た
め
に
私
の
『
旧
著
』
が
、
同

時
代
の
植
木
枝
盛
の
思
想
を
も
っ
ぱ
ら
他
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
当
時
、『
植
木
枝
盛
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
六
〇
年
）
に
よ
っ
て
、

明
ら
か
に
植
木
研
究
の
第
一
人
者
の
家
永
が
、
「
自
由
民
権
の
片
言
隻

語
の
み
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
恥
部
を
も
ふ
く
む
全
構
造
」
を
私
が

問
題
に
し
て
い
な
い
こ
と
に
家
永
は
不
満
を
表
明
し
、
「
自
由
民
権
に

つ
い
て
も
、
私
の
よ
う
な
甘
い
見
方

0

0

0

0

を
き
び
し
く
批
判
し
去
る
御
研
究

の
進
め
ら
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
」
と
注
文
し
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。

　

植
木
枝
盛
研
究
の
第
一
人
者
の
家
永
が
、
「
私
の
よ
う
な
甘
い
見
方
」

「
恥
部
を
ふ
く
む
全
構
造
が
追
求
さ
れ
て
い
な
い
」
云
々
と
書
い
て
い

る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
私
へ
の
叱
責
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

明
ら
か
に
家
永
の
自
分
の
植
木
研
究
へ
の
自
己
批
判
を
示
唆
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
う
い
う
真
実
の
前
で
の
謙
虚
で
誠
実
な
姿
勢
は
、
都
留
重

人
の
「
名
声
に
負
け
て

0

0

0

0

0

0

本
当
に
正
直
に
な
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
丸
山

眞
男
評
と
の
対
照
で
、
私
に
は
強
烈
な
印
象
と
な
っ
た
。

　

た
し
か
に
家
永
は
同
書
に
お
い
て
、
植
木
「
枝
盛
の
放
蕩
と
女
性
解

放
論
と
は
、
い
ち
が
い
に
矛
盾
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
苦

し
い
解
釈
を
示
し
て
、
大
越
愛
子
『
近
代
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
（
三

一
書
房
）
か
ら
、
「
戦
争
責
任
問
題
に
対
し
て
厳
し
い
家
永
も
、
こ
と

女
性
問
題
に
関
し
て
は
舌
鋒
が
い
さ
さ
か
鈍
い
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

遊
郭
の
常
習
的
利
用
者
で
あ
っ
た
植
木
の
「
矛
盾
」
に
つ
い
て
同
書
は
、

福
田
英
子
ら
の
民
権
運
動
の
女
性
た
ち
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
の
植
木
は
、
遊
郭
に
通
う
回
数
が
減
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
、
た
し
か
に

苦
し
い
解
釈
を
提
示
し
て
い
た
。

 

（
や
す
か
わ
・
じ
ゅ
の
す
け
／
近
代
日
本
（
教
育
）
思
想
史
）
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は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
を
代
表
す
る
経
済
学
者
で

あ
っ
た
福
田
徳
三
（
一
八
七
四
―
一
九
三
〇
）
の
言
動
が
、
中
国
の
知
識

人
た
ち
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

国
民
党
と
共
産
党
の
両
政
権
下
で
、
税
政
の
要
職
を
歴
任
し
た
財
政

学
者
の
崔
敬
伯
は
一
九
二
七
年
、
日
本
へ
短
期
留
学
し
た
。
崔
は
東
京

帝
国
大
学
で
、
大
内
兵
衛
の
指
導
を
う
け
た
と
さ
れ
る
。
あ
る
日
、
街

を
放
浪
し
て
い
る
と
偶
然
、
留
学
前
よ
り
話
に
聞
い
て
い
た
東
京
商
科

大
学
（
現
・
一
橋
大
学
）
に
行
き
あ
た
っ
た
と
い
う
。
「
名
教
授
」
を
数

多
く
擁
し
、
東
京
帝
大
と
双
璧
を
な
す
東
京
商
大
。
崔
は
、
東
京
商
大

の
現
状
に
つ
い
て
、
教
員
の
福
田
徳
三
を
と
り
あ
げ
、
こ
う
語
っ
て
い

た
。

　

福
田
の
筆
力
は
、
年
を
と
る
に
つ
れ
増
し
て
い
る
。
数
多
く
の
名

作M
onum

ental W
ork

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
余
暇
に
雑
誌
向
け

の
原
稿
も
執
筆
し
て
い
る
。
最
近
は
、
「
唯
物
史
観
の
再
吟
味
」
と

い
う
題
で
、
『
改
造
』
誌
上
に
幾
度
も
連
載
し
て
い
た
。
一
般
に
後

進
に
あ
た
る
少
壮
の
学
者
と
、
最
新
の
思
想
を
め
ぐ
り
、
少
し
で
も

先
に
読
み
、
わ
ず
か
で
も
優
位
に
立
と
う
と
争
っ
て
い
る
。
私
の
よ

う
な
浅
学
は
、
こ
れ
に
言
葉
も
出
ず
、
瞠
目
す
る
ば
か
り
で
あ
る

）
1
（

。

　

崔
が
健
筆
を
ふ
る
う
福
田
の
動
向
を
注
視
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

〈
公
募
論
文
〉

福
田
徳
三
と
中
国
知
識
人

武
藤
秀
太
郎
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え
よ
う
。
こ
の
評
価
を
う
け
る
か
の
よ
う
に
、
福
田
の“M

onum
ental 

W
ork ”

に
相
当
す
る
『
日
本
経
済
史
論
』
や
『
国
民
経
済
講
話
』
、『
経

済
学
原
理
』
は
そ
の
後
、
中
国
語
へ
と
翻
訳
さ
れ
た

）
2
（

。
な
お
、
こ
こ
で

と
り
あ
げ
ら
れ
た
論
文
「
唯
物
史
観
の
再
吟
味
」
は
、
正
し
く
は
「
唯

物
史
観
経
済
史
出
立
点
の
再
吟
味
」
で
、
計
五
回
連
載
さ
れ
た
の
ち
に

単
行
本
化
さ
れ
て
い
る
。

　

中
国
人
の
間
に
お
け
る
福
田
の
名
声
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
高
い
も
の

が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
銀
行
家
・
金
融
学
者
と
し
て
し
ら
れ
る
資
耀

華
は
、
一
九
一
六
年
に
来
日
し
た
際
、
の
ち
に
先
輩
の
李
達
か
ら
、
日

本
の
経
済
学
界
に
つ
い
て
、
こ
う
説
明
を
う
け
た
と
い
う
。

　

現
在
の
日
本
の
経
済
学
界
は
、
東
西
二
大
派
閥
に
分
か
れ
、
東
京

は
慶
應
大
学
の
福
田
徳
三
博
士
が
第
一
人
者
で
あ
る
。
彼
は
国
富
論

を
基
礎
と
し
、
資
本
主
義
経
済
学
説
を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
。
西

京
（
す
な
わ
ち
京
都
）
は
京
都
帝
国
大
学
の
河
上
肇
博
士
が
第
一
人

者
で
、
資
本
論
を
基
礎
と
し
、
社
会
主
義
経
済
学
説
を
専
門
に
研
究

し
て
い
る
。
両
派
の
力
量
は
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
互
い
に
論
争
し
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
も
っ
て
お
り
、
日
本
の
経
済
学
界
に
お
け
る
学
術

的
な
空
気
を
十
分
に
濃
い
も
の
と
し
て
い
る

）
3
（

。

　

実
際
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
、
福
田
と
河
上
は
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
数
々
の
論
争
を
交
わ
し
、
「
河
上
・

福
田
時
代
」
と
よ
び
う
る
一
時
代
を
築
い
た
。
こ
の
助
言
を
う
け
た
資

耀
華
は
、
第
三
高
等
学
校
本
科
を
卒
業
後
、
李
達
と
同
じ
く
京
都
帝
国

大
学
に
進
学
し
、
河
上
の
も
と
で
学
ん
で
い
る
。

　

福
田
徳
三
と
中
国
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
マ
ル
ク
ス

経
済
学
を
体
系
的
に
紹
介
し
た
中
国
で
最
初
期
の
論
文
と
さ
れ
る
李
大

釗
の
「
私
の
マ
ル
ク
ス
主
義
観
」
に
み
ら
れ
る
福
田
の
影
響
や
、
中
国

訳
さ
れ
た
福
田
の
著
作
に
つ
い
て
主
に
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た

）
4
（

。
近
年

で
は
、
中
国
人
に
よ
る
福
田
研
究
も
み
う
け
ら
れ
る

）
5
（

。
こ
れ
ら
の
先
行

研
究
に
よ
り
、
福
田
と
中
国
の
強
い
学
問
的
結
び
つ
き
が
明
ら
か
と

な
っ
た
が
、
福
田
の
思
想
・
言
論
が
具
体
的
に
、
中
国
で
ど
の
よ
う
に

受
け
い
れ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
李
大
釗
の
ケ
ー
ス
を
の
ぞ
き
、
い

ま
だ
手
つ
か
ず
の
ま
ま
と
い
え
る
。

　

崔
敬
伯
や
李
達
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
福
田
が

論
壇
誌
な
ど
で
お
こ
な
っ
た
時
事
評
論
や
論
争
に
、
中
国
人
留
学
生
ら

は
大
い
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
を
祖
国
へ
精
力
的
に
紹
介
し
た
。
中
国
銀

行
の
総
裁
を
務
め
る
な
ど
、
中
国
銀
行
業
の
礎
を
築
い
た
張
公
権
も
、

日
本
留
学
時
に
福
田
に
学
ん
だ
一
人
で
あ
っ
た
。
『
人
口
論
』
で
知
ら

れ
る
経
済
学
者
の
馬
寅
初
も
、
福
田
の
『
経
済
学
原
理
』
に
寄
せ
た
序

文
で
「
日
本
経
済
学
界
の
傑
出
し
た
人
物
」
と
讃
え
た
よ
う
に

）
6
（

、
そ
の

評
価
は
日
本
留
学
生
に
か
ぎ
ら
ず
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
福
田

が
一
九
一
八
年
十
二
月
に
吉
野
作
造
と
啓
蒙
団
体
で
あ
る
黎
明
会
を
結

成
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
担
い
手
と
し
て
積
極
的
に
言
論
活
動
を
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お
こ
な
う
よ
う
に
な
る
と
、
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
逐
次
報
道
さ
れ
、

賛
否
両
論
大
き
な
反
響
を
よ
び
お
こ
し
た
。
こ
の
福
田
の
言
動
は
、
当

時
の
中
国
で
展
開
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
新
文
化
運
動
と
日
本
の
関
係
を
考

え
る
上
で
、
無
視
で
き
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
福
田
が
中
国
知
識

人
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
は
、
河
上
肇
や
吉
野
作
造
と
比
べ
て
も
小
さ
く

な
く
、
広
範
に
わ
た
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
一
九
一
〇
―
二
〇
年
代
に
お

け
る
日
中
両
国
の
思
想
運
動
を
と
り
結
ぶ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、
福

田
徳
三
を
改
め
て
と
ら
え
な
お
し
て
み
た
い
。

一　
「
解
放
」
へ
の
共
感
と
反
発

　

『
改
造
』
と
『
解
放
』
―
―
こ
の
二
つ
の
言
葉
を
冠
し
た
総
合
雑
誌
が
、

そ
れ
ぞ
れ
一
九
一
九
年
四
月
と
六
月
に
日
本
で
創
刊
さ
れ
た
。
第
一
次

世
界
大
戦
が
連
合
国
側
の
勝
利
で
終
結
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
革
命

に
よ
る
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
の
成
立
や
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
米
国
大
統
領

が
掲
げ
た
民
族
自
決
主
義
を
う
け
、
新
し
い
世
界
秩
序
の
到
来
が
予
感

さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
日
本
国
内
で
も
、
米
騒
動
や
小
作
争
議
、
労

働
争
議
が
各
地
で
発
生
し
、
社
会
的
弱
者
の
権
利
意
識
や
政
治
の
変
革

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
た
。
「
改
造
」
と
「
解
放
」
は
、
こ
う
し
た
世

情
を
表
現
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
当
時
、
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
の
み
な

ら
ず
、
政
・
官
・
民
の
間
で
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る

）
7
（

。

　

「
改
造
」
と
「
解
放
」
と
い
う
流
行
語
は
、
同
じ
く
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
政
権
や
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
に
着
目
し
、
日
本
の
思
想
界
に
関
心
を
は

ら
っ
て
い
た
中
国
へ
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
日
本
へ
の
留
学
経
験
が

あ
っ
た
北
京
大
学
教
授
の
章
士
釗
は
、
こ
の
状
況
を
苦
々
し
く
思
い
つ

つ
も
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

　

今
日
の
論
壇
上
に
は
、
最
新
の
名
詞
が
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

改
造
と
解
放
で
あ
る
。
こ
の
日
本
の
思
潮
は
、
我
が
国
も
影
響
を
こ

う
む
り
つ
つ
あ
る
。
福
田
徳
三
や
吉
野
作
造
の
よ
う
な
日
本
の
作
家

が
、
こ
の
類
の
主
義
に
お
お
い
に
貢
献
し
て
い
る
。
上
海
で
最
近
出

さ
れ
た
雑
誌
も
、
自
由
・
解
放
な
ど
の
標
語
を
旗
印
と
し
、
そ
の
正

大
さ
を
い
わ
ん
と
す
る
ば
か
り
で
あ
る

）
8
（

。

　

中
国
で
も
一
九
一
九
年
九
月
、
雑
誌
『
解
放
と
改
造
』
が
発
刊
さ
れ

る
な
ど
、「
改
造
」
と
「
解
放
」
の
文
字
が
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
に
氾
濫
し
た
。
「
改
造
」
と
「
解
放
」
は
も
と
も
と
、“reconstruction ”

や“em
ancipation ”

の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
人
口
に
膾
炙
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
が
翻
訳
し
た
社
会
科
学
用
語
の
多
く
が
、
中

国
で
も
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
が
、
「
改
造
」
と
「
解
放
」
も
そ
う
し

た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

章
士
釗
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
改
造
」
、
「
解
放
」
と
い
っ
た

気
運
を
言
論
で
盛
り
た
て
た
中
心
人
物
が
、
福
田
徳
三
と
吉
野
作
造
で
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あ
っ
た
。
と
く
に
、
福
田
と
吉
野
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
九
一
八
年
十

二
月
に
結
成
し
た
黎
明
会
は
、
『
晨
報
』
の
日
本
特
派
員
で
あ
っ
た
陳

溥
賢
に
よ
り
、
精
力
的
に
中
国
へ
紹
介
さ
れ
た
。
陳
は
、
河
上
肇
の
マ

ル
ク
ス
研
究
な
ど
を
翻
訳
し
、
中
国
に
マ
ル
ク
ス
主
義
を
伝
え
た
先
駆

者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る

）
9
（

。

　

黎
明
会
は
、
言
論
の
自
由
を
め
ぐ
り
、
吉
野
と
浪
人
会
の
間
で
お
こ

な
わ
れ
た
立
会
演
説
会
を
機
に
、
知
識
人
が
団
結
し
啓
蒙
運
動
に
あ
た

ろ
う
と
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
さ
れ
る
。
発
足
時
の
会
員
は
二
三
名
で
、

会
の
大
綱
と
し
て
「
一
、
日
本
の
国
本
を
学
理
的
に
闡
明
し
、
世
界
人

文
の
発
達
に
於
け
る
日
本
独
特
の
使
命
を
発
揮
す
る
こ
と
。
二
、
世
界

の
大
勢
に
逆
行
す
る
危
険
な
る
頑
冥
思
想
を
撲
滅
す
る
こ
と
。
三
、
戦

後
世
界
の
新
趨
勢
に
順
応
し
て
、
国
民
生
活
の
安
固
充
実
を
促
進
す
る

こ
と
」
の
三
則
が
定
め
ら
れ
た
。
月
一
回
の
例
会
・
講
演
会
の
開
催
と
、

講
演
録
の
公
刊
が
お
も
な
活
動
内
容
で
あ
っ
た
。

　

福
田
と
吉
野
に
は
、
こ
の
大
綱
の
基
礎
と
な
る
第
一
次
大
戦
後
の
国

際
秩
序
観
に
つ
い
て
、
当
初
か
ら
大
き
な
対
立
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
吉
野
が
「
帝
国
主
義
」
の
時
代
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
一
四
カ
条

に
集
約
さ
れ
た
「
国
際
民
主
主
義
」
へ
の
移
行
を
予
期
し
た
の
に
対
し
、

福
田
は
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
「
資
本
的
侵
略
主
義
」
と
、
ド
イ
ツ
・

ロ
シ
ア
の
「
社
会
民
主
主
義
」
と
い
う
二
大
主
義
の
せ
め
ぎ
あ
い
と
と

ら
え
て
い
た

）
10
（

。
そ
の
上
で
、
福
田
は
日
本
が
こ
の
両
主
義
に
対
抗
し
つ

つ
、
自
国
の
利
益
を
確
保
す
る
「
独
特
の
使
命
」
が
あ
る
と
主
張
し
て

い
た
。
黎
明
会
大
綱
の
第
一
項
は
、
ま
さ
に
こ
の
福
田
の
見
解
を
反
映

さ
せ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

福
田
は
さ
ら
に
、
「
黎
明
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
が
「
暗
黒
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
「
進
ん
で
日
本
を
世
界
の

文
明
の
響
導
者
の
地
位
に
迄
も
進
む
る
と
云
ふ
こ
と
」
を
意
図
し
た
も

の
と
説
明
し
た
。
日
本
は
、
世
界
の
文
明
に
決
し
て
劣
ら
な
い
二
千
年

あ
ま
り
の
歴
史
と
文
明
を
も
っ
て
い
る
。
福
田
は
、
一
九
一
九
年
一
月

十
八
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
黎
明
会
第
一
回
講
演
会
で
も
、
「
国
本
は
動

か
ず
」
と
題
し
て
、
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
演
説
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
神
田
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
講
演
会
は
、
開
始
前
に

入
場
者
で
会
場
が
ぎ
っ
し
り
と
埋
ま
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
と
い
う

）
11
（

。
場

所
柄
、
多
く
の
中
国
人
留
学
生
も
聞
き
に
駆
け
つ
け
た
で
あ
ろ
う
。
陳

溥
賢
も
『
晨
報
』
で
、
第
一
会
講
演
会
の
模
様
を
、
黎
明
会
設
立
の
経

緯
・
趣
旨
と
と
も
に
好
意
的
に
紹
介
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
福
田
の
説
く
「
黎
明
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
陳
に
と
っ
て

釈
然
と
し
な
い
部
分
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
陳
は
そ
の
違
和
感
を
こ

う
吐
露
し
て
い
た
。

　

福
田
博
士
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
黎
明
と
い
う
二
文
字
は
、
決
し
て

以
前
に
お
け
る
日
本
の
文
明
が
、
こ
と
ご
と
く
暗
黒
の
時
代
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
す
の
で
な
く
、
欧
米
に
存
在
し
な
い
日
本
文
明
を
今
日
、

さ
ら
に
発
揚
し
、
世
界
文
明
を
教
導
す
る
よ
う
な
こ
と
を
い
う
そ
う
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だ
。
こ
の
言
葉
は
、
大
げ
さ
で
、
ご
ま
か
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が

す
る

）
12
（

。

　

「
黎
明
」
が
日
本
固
有
の
文
明
を
発
揚
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
無
意
義
と
な
る
の
は
免
れ
な
い
。
陳
は
、
日
本
で
民
主
政

治
を
唱
え
る
の
に
な
お
多
く
の
タ
ブ
ー
が
存
在
す
る
た
め
、
福
田
が
そ

の
よ
う
な
言
い
回
し
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
忖
度
し
て
い
た
。

　

福
田
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
社
会
主
義
の
思
想
が
日
本
に
普
及
し
て

も
問
題
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
「
日
本
の
国
本
」
、
「
日
本
固
有
の
文
明
」

と
い
っ
た
言
葉
を
強
調
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
「
日

本
と
云
ふ
国
は
未
だ
曾
て
他
国
を
虐
げ
た
と
云
ふ
例
は
一
つ
も
な
い

）
13
（

」

な
ど
、
陳
の
不
信
を
招
く
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
さ
ら
に
、

中
国
人
の
間
で
大
き
な
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
の
が
、
山
東
問
題
を
め

ぐ
る
福
田
の
発
言
で
あ
っ
た
。

　

福
田
は
、
自
ら
が
顧
問
を
つ
と
め
た
『
解
放
』
創
刊
号
（
一
九
一
九
・

六
）
で
、
巻
頭
論
文
「
解
放
の
社
会
政
策
」
と
、
河
上
肇
の
マ
ル
ク
ス

研
究
を
批
判
し
た
「
マ
ル
ク
ス
の
真
本
と
河
上
博
士
の
原
本
」
の
ほ
か

に
、
パ
リ
講
和
会
議
を
論
じ
た
「
斯
く
の
如
く
ん
ば
山
東
は
支
那
に
引

渡
す
べ
か
ら
ず
」
を
寄
稿
し
た
。
五
月
二
日
に
口
述
し
た
と
さ
れ
る
こ

の
文
章
で
、
福
田
は
ド
イ
ツ
か
ら
山
東
権
益
の
直
接
還
付
を
求
め
た
中

華
民
国
代
表
の
姿
勢
を
非
難
し
た
。
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
ド
イ
ツ
か

ら
山
東
権
益
を
奪
取
し
た
上
、
将
来
中
国
へ
の
還
付
を
約
束
し
て
い
る

日
本
に
、
即
時
譲
渡
を
せ
ま
る
の
は
、
国
際
法
規
に
照
ら
し
て
も
不
条

理
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

我
輩
の
信
ず
る
所
に
依
れ
ば
国
際
連
盟
が
左
様
な
不
条
理
を
認
め

た
以
上
は
、
独
立
国
の
立
場
を
維
持
す
る
為
に
日
本
は
嚮
き
の
宣
言

を
撤
回
し
て
山
東
は
断
じ
て
是
れ
を
支
那
に
引
渡
さ
ず
、
永
久
に
こ

れ
を
日
本
の
領
有
に
帰
す
る
も
の
と
宣
言
し
、
そ
れ
が
為
に
は
無
論

戦
争
を
だ
も
辞
せ
ざ
る
覚
悟
を
為
す
べ
き
も
の
と
信
ず
る
。
支
那
に

し
て
こ
の
方
針
に
異
存
あ
る
な
ら
ば
、
男
ら
し
く
日
本
軍
を
引
受
け

て
戦
つ
た
ら
よ
か
ら
う

）
14
（

。

　

福
田
と
し
て
は
、
さ
き
に
触
れ
た
二
大
主
義
に
よ
る
勢
力
均
衡
の
国

際
秩
序
観
に
も
と
づ
き
、
国
家
権
益
を
軽
々
し
く
放
棄
す
べ
き
で
な
い

と
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
福
田
は
、
参
戦
の
目
的
を
青
島
権

益
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
な
ど
、
そ
の
後
の
拡
張
的
な

軍
事
政
策
に
批
判
の
立
場
を
と
っ
て
い
た

）
15
（

。
だ
が
、
こ
の
挑
発
的
と
い

え
る
福
田
の
発
言
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
に
共
鳴
し
、
山
東
還
付
を
期

待
し
た
中
国
人
か
ら
強
い
批
判
を
う
け
た
。
た
と
え
ば
、
『
晨
報
』
の

あ
る
投
書
は
、
福
田
の
山
東
発
言
を
紹
介
し
た
上
で
、
ラ
ッ
セ
ル
（B

. 

R
ussell

）
に
依
拠
し
、「
解
放
の
社
会
政
策
」
を
標
榜
す
る
福
田
が
、ラ
ッ

セ
ル
の
非
戦
論
か
ら
ま
っ
た
く
学
ん
で
い
な
い
と
非
難
し
た

）
16
（

。
ま
た
、

投
書
を
読
ん
だ
中
国
人
の
一
人
は
、
「
恥
辱
を
受
け
、
怒
り
を
覚
え
た
」
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と
別
の
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
た

）
17
（

。

　

講
和
会
議
で
山
東
半
島
の
中
国
へ
の
直
接
還
付
が
み
と
め
ら
れ
な
い

こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
と
五
月
四
日
、
北
京
の
大
学
生
ら
が
抗
議
デ
モ
を

お
こ
し
、
親
日
派
と
さ
れ
る
曹
汝
霖
の
邸
宅
に
火
を
放
つ
な
ど
の
事
態

に
発
展
し
た
。
こ
の
五
・
四
運
動
を
う
け
、
吉
野
作
造
は
黎
明
会
第
五

回
講
演
会
（
一
九
一
九
・
六
・
五
）
で
、
少
数
の
扇
動
者
が
ひ
き
お
こ
し

た
よ
う
な
単
な
る
騒
ぎ
で
は
な
い
こ
と
、
侵
略
主
義
的
で
あ
る
最
近
の

対
中
政
策
を
見
直
し
、
相
手
方
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
こ
と
を
主

張
し
た

）
18
（

。
福
田
も
好
戦
的
な
論
調
か
ら
一
転
、
山
東
を
中
国
へ
将
来
還

付
す
る
こ
と
を
明
示
し
、
中
国
人
の
誤
解
を
解
く
と
と
も
に
、
従
来
の

対
中
政
策
を
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

）
19
（

。

　

黎
明
会
で
は
、
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
中
国
か
ら
教
授
・
学
生
を

日
本
に
招
き
、
お
互
い
に
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
の

提
案
は
、
吉
野
か
ら
彼
の
教
え
子
で
あ
っ
た
北
京
大
学
教
授
の
李
大
釗

に
伝
え
ら
れ
、
好
意
を
も
っ
て
受
け
い
れ
ら
れ
た

）
20
（

。
そ
の
際
、
吉
野
と

李
の
間
の
橋
渡
し
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
陳
溥
賢
は
八
月
七
日
、
吉
野

と
二
時
間
に
お
よ
ぶ
会
談
を
お
こ
な
っ
た
。

　

会
談
の
内
容
を
記
し
た
陳
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
吉
野
は
黎
明
会
に
つ

い
て
、
同
一
の
主
義
を
も
つ
者
で
結
合
し
た
団
体
で
は
な
い
の
で
、
具

体
的
な
問
題
に
関
し
会
員
間
で
意
見
の
不
一
致
が
み
ら
れ
る
と
述
べ
た

と
い
う

）
21
（

。
そ
の
上
で
、
吉
野
は
、
中
国
人
が
『
解
放
』
に
発
表
さ
れ
た

福
田
の
山
東
問
題
論
に
嫌
悪
感
を
い
だ
く
の
も
無
理
は
な
い
と
し
な
が

ら
、
福
田
が
そ
の
後
、
中
国
問
題
に
本
腰
を
い
れ
て
と
り
く
ん
だ
こ
と

で
、
日
本
軍
閥
の
不
当
性
を
悟
り
、
態
度
を
一
変
さ
せ
て
い
る
と
弁
明

し
た
。
お
そ
ら
く
、
陳
か
ら
吉
野
に
、
福
田
の
発
言
を
た
だ
す
問
い
か

け
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ほ
か
に
も
、
当
時
の
『
晨
報
』
を
み
る
と
、
『
解
放
』
に
お
け
る
福

田
の
発
言
を
批
判
し
た
記
事
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

「
黎
明
の
黎
」
（
一
九
一
九
・
七
・
十
九
）
と
題
し
た
投
書
は
、
「
解
放
の

社
会
政
策
」
に
み
ら
れ
る
日
本
賛
美
を
、
ラ
ッ
セ
ル
の
荒
唐
無
稽
な
曲

解
と
切
り
捨
て
、
福
田
が
ラ
ッ
セ
ル
に
依
拠
し
て
解
放
を
唱
え
る
な
ら
、

何
よ
り
ま
ず
自
己
の
解
放
に
努
め
る
べ
き
だ
と
批
判
し
て
い
た

）
22
（

。
ま
た
、

亜
細
亜
学
生
会
の
日
本
学
生
団
が
、
八
月
二
日
に
北
京
大
学
を
訪
問
し

た
際
、
応
対
し
た
学
生
会
幹
事
の
羅
家
倫
が
「
黎
明
会
に
い
る
福
田
徳

三
が
語
る
こ
と
は
、
軍
国
主
義
の
口
吻
と
変
わ
ら
な
い
。
山
東
問
題
に

対
し
て
は
、
武
力
で
制
圧
せ
よ
と
ま
で
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
が
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
を
主
張
す
る
者
の
言
葉
な
の
か
」
と
た
ず
ね
た
の
に
対
し
、

日
本
の
堀
切
音
文
が
「
福
田
の
議
論
に
は
、
我
々
も
反
対
し
て
お
り
、

か
ま
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
一
幕
が
あ
っ
た

）
23
（

。

　

さ
ら
に
、
す
こ
し
時
を
く
だ
る
が
、
九
州
帝
国
大
学
の
学
生
で
あ
っ

た
郭
沫
若
も
、
福
田
の
発
言
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
て
い
た
。
一
九
二
〇
年

三
月
二
十
日
か
ら
半
年
間
、
福
岡
市
で
開
か
れ
た
工
業
博
覧
会
に
は
、

朝
鮮
館
、
台
湾
館
、
満
蒙
館
と
、
帝
国
日
本
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
地
域

の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
設
け
ら
れ
た
。
当
時
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
「
台
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湾
館
で
は
十
名
ば
か
り
の
台
湾
美
人
が
烏
龍
茶
を
煎
じ
て
喫
ま
せ
る
し

満
蒙
館
で
は
階
上
に
於
て
満
蒙
地
方
の
開
発
に
就
い
て
講
釈
を
し
て
植

民
地
気
分
を
タ
ツ
プ
リ
と
味
は
せ
や
う
と
す
る
」
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て

い
た
と
い
う

）
24
（

。
春
休
み
を
利
用
し
て
東
京
か
ら
遊
び
に
来
た
田
漢
（
寿

昌
）
と
と
も
に
、
こ
の
工
業
博
覧
会
を
参
観
し
た
郭
は
、
友
人
の
宗
白

華
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
て
い
た
。

　

会
場
の
後
方
に
は
、
い
く
つ
か
の
悩
ま
し
い
別
館
が
、
海
沿
い
に

立
っ
て
い
る
。
第
一
が
「
朝
鮮
館
」
で
、
そ
の
次
が
「
台
湾
館
」
で

あ
る
。
館
内
の
一
半
分
が
陳
列
所
で
、
も
う
一
半
が
茶
店
で
あ
る
。

茶
店
で
は
、
故
意
に
台
湾
の
底
辺
に
い
る
女
の
同
胞
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
彼
女
ら
は
十
三
、
四
才
前
後
で
、
一
〇
人
あ
ま
り
が
女
中
を

し
て
い
る
。
私
は
そ
れ
を
見
て
、
ひ
そ
か
に
悔
し
涙
を
呑
む
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
寿
昌
は
、
再
び
見
る
に
た
え
な
い
と
い
っ
た
。
最
も
恨

む
べ
き
は
、
さ
ら
に
「
満
蒙
館
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

〔
…
…
〕
博
多
湾
の
海
水
をink

と
し
て
、
福
田
徳
三
と
い
っ
た
博

士
先
生
に
来
て
も
ら
い
、
日
本
人
は
平
和
を
愛
す
る
国
民
で
、
日
本

人
は
侵
略
す
る
野
心
の
な
い
国
民
で
あ
る
と
い
っ
た
大
文
章
を
書
い

て
も
ら
う
が
よ
い
。
た
と
え
飾
り
た
て
て
書
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ

ら
朝
鮮
館
は
ど
う
す
る
の
か
、
台
湾
館
は
ど
う
す
る
の
か
、
満
蒙
館

は
ど
う
す
る
の
か

）
25
（

。

　

郭
か
ら
す
れ
ば
、
工
業
博
覧
会
の
展
示
は
、
福
田
の
説
く
日
本
の
非

侵
略
的
な
性
質
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

黎
明
会
が
提
起
し
た
日
中
両
国
の
大
学
交
流
は
、
一
九
二
〇
年
五
月

に
北
京
大
学
教
授
の
高
一
涵
、
学
生
の
康
白
情
、
方
豪
、
徐
彦
之
、
黄

日
葵
、
孟
寿
椿
の
六
名
が
来
日
す
る
こ
と
で
実
現
し
た

）
26
（

。
約
一
ヶ
月
の

日
本
滞
在
中
、
彼
ら
は
日
本
の
学
生
、
識
者
ら
の
歓
迎
を
う
け
、
意
見

交
換
を
お
こ
な
っ
た
。
吉
野
を
は
じ
め
、
今
井
嘉
幸
、
大
山
郁
夫
、
森

戸
辰
男
、
北
沢
新
次
郎
、
木
村
久
一
、
与
謝
野
晶
子
と
い
っ
た
黎
明
会

メ
ン
バ
ー
の
多
く
と
も
面
会
し
た
が
、
福
田
と
会
っ
た
記
録
は
な
い
。

『
解
放
』
に
お
け
る
福
田
の
主
張
が
な
お
尾
を
ひ
き
、
中
国
側
に
交
流

を
た
め
ら
わ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
福
田
の
山
東
半
島
を
め
ぐ
る
発
言
は
、
中
国
人
の
思

わ
ぬ
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
。
福
田
が
黎
明
会
の
発
起
人
で
、「
改
造
」・

「
解
放
」
運
動
の
担
い
手
と
目
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
波
紋
は
大

き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

中
国
講
演
の
光
と
影

　

黎
明
会
で
の
活
動
期
、
福
田
は
舌
禍
で
厳
し
い
批
判
を
浴
び
た
が
、

他
方
で
「
は
じ
め
に
」
で
ふ
れ
た
李
達
の
コ
メ
ン
ト
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
河
上
肇
と
と
も
に
日
本
を
二
分
す
る
代
表
的
な
経
済
学
者
と
み
な

さ
れ
て
い
た
。
や
は
り
『
解
放
』
に
み
ら
れ
る
福
田
の
議
論
に
つ
い
て
、



社会思想史研究　No. 37　2013

●　82

「
い
ま
だ
侵
略
主
義
を
迷
信
し
て
い
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
せ
る

）
27
（

」
と

失
望
感
を
示
し
た
李
大
釗
も
、
そ
の
頃
執
筆
し
て
い
た
記
念
碑
的
論
文

「
私
の
マ
ル
ク
ス
主
義
観
」
で
、
福
田
の
『
続
経
済
学
研
究
』
を
参
考

と
し
て
い
た
。
福
田
が
『
マ
ル
ク
ス
全
集
』
刊
行
を
企
画
し
た
こ
と
は

中
国
で
も
注
目
さ
れ
、
社
会
主
義
研
究
に
お
い
て
も
、
河
上
と
肩
を
並

べ
る
日
本
の
二
大
人
物
と
評
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

）
28
（

。

　

黎
明
会
は
、
一
〇
年
た
ら
ず
し
て
発
展
解
消
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
当

初
の
予
定
に
反
し
、
北
京
大
学
教
授
・
学
生
団
の
来
日
後
ほ
ど
な
く
解

散
に
い
た
っ
た
。
黎
明
会
の
日
中
交
流
で
蚊
帳
の
外
に
お
か
れ
た
感
の

あ
っ
た
福
田
は
、
そ
の
約
二
年
後
に
自
ら
北
京
大
学
へ
の
り
こ
む
機
会

を
得
た
。
こ
の
福
田
が
北
京
大
学
で
講
演
す
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
、

以
下
に
簡
単
に
み
て
ゆ
き
た
い
。

　

一
九
二
〇
年
よ
り
日
本
人
の
識
者
を
招
き
、
夏
期
講
座
を
開
い
て
い

た
上
海
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
は
、
吉
野
の
推
薦
を
う
け
、
二
二
年
八
月

に
福
田
を
招
聘
し
た

）
29
（

。
上
海
で
の
講
演
は
、
八
月
二
十
五
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
二
十
七
日
を
の
ぞ
く
五
日
間
で
、
題
目
に
「
経
済
学
が
背
景

を
な
す
社
会
問
題
」
が
掲
げ
ら
れ
た

）
30
（

。
十
八
日
に
下
関
を
出
発
し
た
福

田
は
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
二
十
四
日
早
朝
、
夫
人
と
と
も
に
汽
船

大
洋
丸
で
上
海
に
到
着
し
た

）
31
（

。

　

上
海
で
講
演
し
た
後
、
福
田
は
杭
州
の
西
湖
を
遊
覧
し
、
九
月
三
日

に
青
島
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
青
島
で
経
済
学
を
一
、
二
日
講
じ
て
か

ら
、
天
津
へ
と
赴
く
予
定
で
あ
る
と
、
中
国
の
新
聞
『
民
国
日
報
』
は

伝
え
て
い
る

）
32
（

。
こ
の
間
、
実
際
の
旅
程
は
定
か
で
な
い
が
、
福
田
は
九

月
二
十
五
日
に
天
津
の
南
開
大
学
で
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。
講
演
に
は
、

梁
啓
超
が
か
け
つ
け
、
「
福
田
徳
三
の
学
問
道
徳
は
、
日
本
で
最
高
と

い
え
る
」
と
紹
介
し
た

）
33
（

。
福
田
は
英
語
で
講
演
を
お
こ
な
い
、
五
百
人

あ
ま
り
の
聴
衆
か
ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
北
京
へ
と
移
動
し
た
福
田
が
、
九
月
二
十
九
日
に
北
京
大

学
の
胡
適
（
一
八
九
一
―
一
九
六
二
）
を
訪
ね
、
大
学
で
の
講
演
を
快
諾

し
た
こ
と
が
、
胡
適
の
日
記
か
ら
確
認
で
き
る

）
34
（

。
胡
適
は
十
月
三
日
の

夜
に
も
、
福
田
に
誘
わ
れ
、
銀
行
関
係
者
と
の
食
事
に
臨
席
し
て
い
た
。

こ
の
日
は
、
共
産
主
義
活
動
で
南
方
に
逃
れ
て
い
た
陳
独
秀
が
、
第
四

回
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
大
会
へ
向
か
う
途
中
、
胡
適
の
自
宅
を
突
然
訪
れ
、

約
二
年
半
振
り
の
再
会
を
は
た
し
た
日
で
も
あ
っ
た
。

　

北
京
大
学
で
の
講
演
は
当
初
、
二
回
を
予
定
し
て
い
た
が
、
福
田
が

体
調
不
良
を
訴
え
、
十
月
四
日
の
一
回
の
み
に
変
更
さ
れ
た
。
『
北
京

大
学
日
刊
』
掲
載
の
告
知
で
は
、
講
演
タ
イ
ト
ル
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義

に
お
け
る
い
く
つ
か
の
基
本
観
念
」
で
、
李
大
釗
と
と
も
に
北
京
大
学

の
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
会
を
主
催
し
、
『
資
本
論
』
を
教
え
て
い
た
陳

啓
修
（
惺
農
）
が
通
訳
を
担
当
し
た

）
35
（

。
会
場
の
第
三
院
大
礼
堂
は
、
福

田
の
話
を
聞
こ
う
と
、
大
学
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
五
百
余
名
の
学
生
で

あ
ふ
れ
た
と
い
う

）
36
（

。

　

講
演
の
冒
頭
、
司
会
を
つ
と
め
た
胡
適
は
、
校
長
の
蔡
元
培
が
所
用

で
不
在
で
あ
る
の
を
詫
び
た
上
で
、
福
田
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。
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博
士
は
、
経
済
学
に
お
い
て
き
わ
め
て
精
密
で
奥
の
深
い
研
究
を

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
学
の
知
識
を
一
般
社
会
に
広
め
よ
う

と
、
通
俗
的
な
文
体
で
『
国
民
談
話
』
な
ど
の
小
冊
子
を
よ
く
書
い

て
い
る
。
平
生
の
マ
ル
ク
ス
の
学
説
に
対
す
る
研
究
も
非
常
に
き
め

細
か
い
。
大
正
七
、
八
年
の
間
、
日
本
で
黎
明
会
が
成
立
し
た
際
に
、

博
士
は
ま
っ
さ
き
に
そ
の
発
起
人
と
な
っ
た
。
ま
さ
し
く
東
方
に
お

け
る
第
一
流
の
学
者
で
あ
る

）
37
（

。

　

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
『
国
民
談
話
』
と
は
、
多
く
の
版
、
お
よ
び
増

補
改
訂
を
重
ね
た
『
国
民
経
済
講
話
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

「
中
国
常
礼
服
」
を
着
て
登
壇
し
た
福
田
は
、
ま
ず
自
ら
が
中
国
語

を
話
せ
な
い
こ
と
を
謝
っ
た
後
、
言
語
の
不
通
に
よ
り
、
誤
解
が
往
々

に
し
て
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

）
38
（

。
福
田
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義

や
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
最
も
危
険
な
思
想
と
み
な
す
の
も
、
こ
う
し
た

誤
解
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
実
際
、
最
も
危
険
な
の
は
、
マ
ル
ク
ス

主
義
で
も
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
で
も
な
く
、
資
本
主
義
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
こ
こ
で
、
福
田
が
危
険
視
す
る
資
本
主
義
と
は
、
彼
の
言
葉
で
い

う
「
対
外
的
資
本
主
義
」
で
、
逆
に
「
対
内
的
資
本
主
義
」
は
好
ま
し

い
も
の
と
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
「
自
然
は
飛
躍
せ
ず
」
と
の
格
言

が
あ
る
よ
う
に
、
「
対
内
的
資
本
主
義
」
は
、
経
済
史
上
で
必
ず
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
現
状
で
は
、
労
農
ロ

シ
ア
や
ド
イ
ツ
、
中
国
が
こ
の
「
対
内
的
資
本
主
義
」
を
推
し
進
め
よ

う
と
思
っ
て
も
、
先
進
国
の
「
対
外
的
資
本
主
義
」
に
よ
り
抑
え
こ
ま

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

福
田
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
こ
う
し
た
状
況
で
、
世
界
革
命
を
唱

え
る
の
も
や
む
を
得
な
い
と
し
な
が
ら
、
「
対
外
的
資
本
主
義
」
の
侵

略
を
除
去
す
る
こ
と
こ
そ
根
本
的
な
解
決
に
つ
な
が
る
と
主
張
し
た
。

日
本
に
も
、
「
対
外
的
資
本
主
義
」
を
唱
え
る
愚
か
者
は
多
く
、
対
華

二
一
カ
条
の
よ
う
な
恥
ず
べ
き
要
求
を
お
こ
な
っ
た
。
福
田
は
、
黎
明

会
を
発
起
し
た
の
も
「
対
外
的
資
本
主
義
」
と
戦
う
た
め
で
あ
っ
た
と

し
、
将
来
国
際
間
の
掠
奪
を
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
展
望

を
述
べ
、
講
演
を
し
め
く
く
っ
た
。

　

こ
こ
で
福
田
の
説
く
「
対
外
的
資
本
主
義
」
と
は
、
前
節
で
触
れ
た

彼
の
国
際
秩
序
観
に
お
け
る
英
米
の
「
資
本
的
侵
略
主
義
」
と
同
義
と

い
え
る
。
ま
た
、
福
田
は
か
つ
て
、
貧
困
に
あ
え
ぐ
日
本
の
農
村
に
対

し
、
ま
ず
貨
幣
経
済
の
洗
礼
を
う
け
る
必
要
性
を
説
い
て
い
た

）
39
（

。
そ
の

意
味
で
、
「
対
外
的
資
本
主
義
」
と
区
別
し
て
、
「
対
内
的
資
本
主
義
」

を
肯
定
化
す
る
姿
勢
に
も
一
貫
性
が
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
講
演
で
何

よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
福
田
が
対
華
二
一
カ
条
要
求
を
「
対
外
的
資
本

主
義
」
の
表
れ
と
み
な
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

　

福
田
の
講
演
に
対
し
、
胡
適
は
『
資
本
論
』
も
読
ま
ず
に
マ
ル
ク
ス

主
義
を
語
る
若
者
が
多
い
と
苦
言
し
た
『
晨
報
副
鎸
』
の
記
事
に
ふ
れ

つ
つ
、
福
田
を
真
に
マ
ル
ク
ス
主
義
を
研
究
し
た
学
者
で
、
正
確
な
観
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念
と
教
訓
を
与
え
て
く
れ
た
と
謝
辞
を
述
べ
た
と
い
う

）
40
（

。
こ
れ
が
社
交

辞
令
で
あ
る
点
を
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
胡
適
は
「
彼

の
態
度
は
ご
う
慢
で
あ
っ
た
が
、
話
の
内
容
は
公
平
な
批
評
だ
っ
た
と

い
え
る
」
と
日
記
に
も
記
し
て
い
た

）
41
（

。
講
演
の
模
様
に
つ
い
て
、
『
大

阪
毎
日
新
聞
』
が
「
福
田
徳
三
博
士
が
北
京
大
学
で
国
際
資
本
主
義
排

斥
の
講
演
を
な
す
や
支
那
学
生
は
深
く
そ
の
説
に
共
鳴
し
博
士
は
大
持

で
あ
つ
た

）
42
（

」
と
報
じ
た
が
、
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

講
演
か
ら
二
日
後
の
十
月
六
日
、
胡
適
は
福
田
を
昼
食
に
招
い
た
。

胡
適
に
よ
れ
ば
、
北
京
の
東
興
楼
で
食
事
し
た
後
、
福
田
は
次
の
二
点

を
語
っ
た
と
い
う
。
（
一
）
中
国
の
前
途
に
な
ん
ら
危
険
は
な
く
、
資

本
主
義
の
文
化
は
す
ぐ
過
去
の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
世
界
の
新
文
化

は
、
非
資
本
主
義
の
文
化
で
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
中
国
の
三
国
を
主

体
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
（
二
）
か
つ
て
自
ら
洗
礼
を
う
け

た
が
、
「
制
度
化
」
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
反
対
し
て
い
る
。
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
、
資
本
主
義
に
反
対
し
た
中
世
キ
リ
ス
ト
教
を
否

定
し
、
資
本
主
義
に
道
徳
的
基
礎
を
与
え
た
宗
教
で
あ
る
こ
と

）
43
（

。
他
方
、

福
田
の
回
想
で
は
、
当
時
中
国
で
展
開
さ
れ
た
反
キ
リ
ス
ト
教
、
反
宗

教
運
動
に
対
し
、
福
田
が
何
ら
か
の
信
仰
の
必
要
性
を
説
く
と
、
胡
適

も
賛
意
を
示
し
た
と
さ
れ
て
い
る

）
44
（

。

　

こ
う
し
て
約
一
ヶ
月
半
に
お
よ
ぶ
中
国
滞
在
を
終
え
、
福
田
は
十
月

十
一
日
、
郵
船
芝
罘
丸
で
門
司
に
帰
港
し
た
。
中
国
滞
在
中
、
日
本
に

お
け
る
マ
ル
ク
ス
研
究
の
権
威
と
し
て
、
行
く
先
々
で
喝
采
を
あ
び
る

活
躍
ぶ
り
で
あ
っ
た
が
、
福
田
の
過
去
に
お
け
る
主
張
と
の
整
合
性
を

問
う
声
も
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、
『
解
放
』
発
言
当
時
日
本
に
滞
在

し
て
い
た
周
作
人
は
、
北
京
講
演
に
お
け
る
対
華
二
一
カ
条
要
求
に
対

す
る
批
判
と
、
『
解
放
』
の
山
東
発
言
が
、
同
じ
福
田
の
口
か
ら
発
せ

ら
れ
た
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
た

）
45
（

。
周
は
以
前
、
日
本
の
新
し
い
時

代
精
神
の
潮
流
を
紹
介
し
た
際
に
も
、
「
黎
明
会
の
福
田
博
士
の
日
本

主
義
を
の
ぞ
き
、も
は
や
国
家
主
義
に
固
執
し
な
い
人
ば
か
り
で
あ
る
」

と
、
福
田
を
旧
思
想
に
拘
泥
し
た
人
物
と
み
な
し
て
い
た

）
46
（

。

　

さ
ら
に
、
帰
国
後
に
お
け
る
福
田
の
発
言
を
問
題
視
し
た
の
が
、
中

国
共
産
党
第
一
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
二
一
・
七
）
に
日
本
地
区
代

表
と
し
て
出
席
し
、
当
時
河
上
肇
の
も
と
で
学
ん
で
い
た
周
仏
海
で

あ
っ
た
。
福
田
は
十
月
十
四
日
、
京
都
帝
国
大
学
学
友
会
講
演
部
主
催

の
「
名
士
招
待
講
演
会
」
で
、
「
資
本
的
侵
略
主
義
の
犠
牲
と
し
て
の

支
那
と
新
思
想
運
動
」
と
題
し
た
講
演
を
お
こ
な
っ
た

）
47
（

。
日
本
人
の
聴

衆
に
混
じ
っ
て
講
演
を
聞
い
た
周
は
、
福
田
の
放
言
を
こ
う
暴
露
し
て

い
た
。

　

日
本
の
一
流
経
済
学
者
で
あ
る
福
田
徳
三
が
、
中
国
旅
行
か
ら

戻
っ
て
き
た
。
私
は
、
彼
が
中
国
人
を
一
体
ど
う
批
評
す
る
の
か
知

り
た
く
て
、
聞
き
に
行
っ
た
。
冷
水
を
頭
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
た
よ
う

な
羞
恥
を
感
じ
た
が
、
自
覚
も
し
た
。
こ
こ
で
、
い
く
つ
か
要
点
を

紹
介
す
る
。
読
者
も
こ
れ
を
み
て
、
羞
恥
を
感
じ
た
り
、
自
覚
し
た
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り
し
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

彼
が
大
阪
毎
日
新
聞
に
発
表
し
た
談
話
は
、
中
国
の
新
思
想
運
動

か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
彼
は
い
う
、
「
そ
の
新
思
想
運
動
の
領

袖
た
ち
と
じ
っ
く
り
話
し
て
み
る
と
、
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う

に
思
え
た
」
と
。
中
国
の
「
新
思
想
運
動
の
領
袖
」
よ
、
あ
な
た
た

ち
は
「
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う
」
だ
そ
う
で
す
よ
。

　

昨
晩
、
帝
国
大
学
学
友
会
で
、
彼
が
講
演
に
招
か
れ
、
私
も
聞
き

に
行
っ
た
。
彼
は
登
壇
す
る
な
り
、
「
私
は
三
ヶ
月
あ
ま
り
支
那
に

い
っ
た
の
で
、
程
度
が
前
よ
り
著
し
く
低
下
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
諸

君
は
今
晩
話
す
こ
と
を
、
支
那
人
の
話
と
思
っ
て
聞
い
て
欲
し
い
」

と
述
べ
た
。
中
国
に
「
三
ヶ
月
あ
ま
り
」
行
っ
て
、「
程
度
」
が
「
前

よ
り
著
し
く
低
下
し
た
」
。
中
国
人
の
程
度
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
。

　

彼
は
ま
た
、
「
北
京
大
学
の
学
風
は
、Practice
（
実
行
）
だ
け

を
重
ん
じ
て
、
学
問
を
重
ん
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
実
行
に
は
、

学
問
の
根
拠
が
必
要
で
、
学
問
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
、
実
行
は
た
だ

の
盲
動
と
な
る
」
と
述
べ
た
。
北
京
大
学
の
先
生
と
学
生
よ
、
中
国

最
高
学
府
で
あ
る
北
大
の
先
生
と
学
生
よ
、
あ
な
た
た
ち
は
本
当
に

学
問
を
重
ん
じ
て
い
な
い
の
か

）
48
（

。

　

さ
き
に
も
触
れ
た
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
の
記
事
を
み
る
と
、
福
田
は

た
し
か
に
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
や
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
対
す
る
中
国
人

の
理
解
の
浅
さ
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
中
国
の
「
新
思
想
運
動
」
を
高

く
評
価
し
て
い
た
。
そ
の
点
で
、
周
仏
海
の
文
章
に
は
い
さ
さ
か
誇
張

し
た
部
分
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
福
田
が
彼
の
感
情
を
逆
な
で
す
る
よ

う
な
発
言
を
し
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
の
新
思
想
に
関
心
を
も
っ
た
福
田
は
、
の
ち
に
そ
の
主
要
文
献

を
日
本
に
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
中
国
側
に
依
頼
し
た
。
蔡
元
培
か
ら

そ
の
任
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
章
廷
謙
は
、
白
話
（
言
文
一
致
）
運
動
の
代

表
作
品
と
し
て
、
胡
適
の
『
胡
適
文
存
』
を
選
び
、
一
部
め
ぐ
ん
で
く

れ
る
よ
う
胡
適
に
手
紙
を
送
っ
た
。
そ
の
際
、
章
は
福
田
の
人
と
な
り

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
疑
念
を
も
ら
し
て
い
た
。

　

福
田
の
議
論
が
前
後
一
致
し
な
い
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
い
る
の
で
、

私
は
彼
が
ど
の
よ
う
な
人
間
な
の
か
本
当
に
分
か
り
ま
せ
ん
。
か
つ

て
の
姑
息
な
発
言
だ
け
で
な
く
、
彼
が
最
近
、
『
大
阪
毎
日
新
聞
』

や
帝
大
同マ

マ
学
会
で
お
こ
な
っ
た
言
論
を
、
北
京
大
学
第
三
院
大
礼
堂

の
も
の
と
比
較
し
て
み
る
と
、
彼
の
筆
鋒
が
誰
を
攻
撃
し
、
あ
る
い

は
誰
を
擁
護
し
た
い
の
か
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん

）
49
（

。

　

章
は
、
お
そ
ら
く
周
仏
海
の
記
事
を
よ
ん
で
、
『
大
阪
毎
日
新
聞
』

や
京
都
帝
大
学
友
会
に
お
け
る
福
田
の
言
動
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
手
紙
か
ら
、
日
本
で
の
福
田
の
発
言
が
、
北
京
大
学
で
話
題
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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福
田
の
歴
史
観
・
国
際
秩
序
観
を
み
る
に
、
日
本
の
山
東
半
島
政
策

に
対
す
る
評
価
が
変
化
し
た
以
外
は
、
黎
明
会
の
頃
か
ら
基
本
的
に
一

貫
し
て
い
た
と
い
え
る
。
対
華
二
一
カ
条
要
求
に
対
す
る
批
判
も
、
単

な
る
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
で
な
く
、
五
四
運
動
な
ど
を
う
け
て
考
え
を

改
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
黎
明
会
活
動
期
と
同
様
、
ま
た
も
中

国
人
の
読
者
、
聴
衆
を
想
定
し
な
い
不
用
意
な
発
言
が
、
彼
ら
に
不
信

感
を
い
だ
か
せ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
―
―
胡
適
の
福
田
訪
問

　

中
国
か
ら
帰
国
し
た
福
田
は
一
九
二
三
年
二
月
、
桑
田
熊
蔵
ら
と
と

も
に
内
務
省
社
会
局
参
与
に
就
任
し
た
。
社
会
局
は
前
年
十
一
月
、
内

務
省
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た
統
一
的
な
労
働
機
関
で
あ
っ
た
。
福

田
は
『
社
会
政
策
と
階
級
闘
争
』
（
一
九
二
二
）
で
、
国
家
を
個
人
と
対

等
な
独
立
し
た
「
人
格
」
と
と
ら
え
て
い
た

）
50
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
国

家
の
「
人
格
」
は
、
個
人
の
徹
底
的
な
尊
重
、
擁
護
、
育
成
に
よ
り
、

は
じ
め
て
達
成
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
家
が
内
外
に
お

け
る
社
会
運
動
の
要
求
を
真
摯
に
く
み
と
り
、
適
切
な
社
会
政
策
を
施

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
社
会
政
策
は
、
あ
く
ま
で
国
家

と
い
う
「
人
格
」
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
福
田
の
社
会

局
参
与
就
任
も
、
こ
う
し
た
国
家
観
か
ら
自
ら
社
会
政
策
実
現
に
と
り

く
も
う
と
し
た
表
れ
と
い
え
よ
う
。

　

中
国
人
か
ら
批
判
を
あ
び
た
論
文
「
解
放
の
社
会
政
策
」
や
黎
明
会

講
演
「
国
本
は
動
か
ず
」
で
、
福
田
が
日
本
の
「
国
本
」
、
「
国
体
」
を

賛
美
し
た
の
も
、
社
会
問
題
解
決
と
国
家
の
存
立
が
矛
盾
し
な
い
こ
と

を
強
調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
当
時
の
労
働

運
動
に
お
い
て
、
大
杉
栄
を
中
心
と
し
た
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ

ズ
ム
が
一
大
勢
力
と
な
っ
て
い
た
。
福
田
は
、
国
家
権
力
を
ひ
た
す
ら

悪
と
み
な
す
無
政
府
主
義
の
よ
う
な
考
え
を
、
社
会
政
策
、
ひ
い
て
は

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
、
大
き
な
欠
陥
を
有
す

る
も
の
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る

）
51
（

。

　

無
政
府
主
義
の
流
行
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
中
国
で
も
み
ら
れ

た
。
胡
適
は
一
九
二
一
年
六
月
、
元
国
会
議
員
の
汪
建
剛
に
、
「
現
在

の
若
者
は
、
無
政
府
主
義
を
一
種
の
流
行
り
も
の
と
み
な
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
大
き
な
誤
り
だ
。
我
々
は
今
、
む
や
み
に
無
政
府
主
義
を
語
っ

て
は
な
ら
な
い
。
政
府
主
義
、
好
政
府
主
義
を
語
る
べ
き
だ
」
と
語
っ

て
い
た

）
52
（

。
こ
こ
で
い
う
「
好
政
府
主
義
」
と
は
、
政
府
を
一
つ
の
道
具

と
み
な
し
、
こ
れ
を
大
衆
の
た
め
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

胡
適
は
、
こ
の
「
無
政
府
主
義
」
の
対
義
語
で
あ
る
「
好
政
府
主
義
」

こ
そ
が
、
中
国
人
が
目
指
す
べ
き
公
共
の
目
標
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

た
）
53
（

。

　

胡
適
は
さ
ら
に
二
二
年
五
月
、
自
ら
が
素
案
を
起
草
し
、
蔡
元
培
や

李
大
釗
、
高
一
涵
な
ど
、
お
も
に
北
京
大
学
教
員
か
ら
な
る
全
一
六
名

の
連
名
で
、
「
我
々
の
政
治
主
張
」
を
公
表
し
た

）
54
（

。
こ
の
「
我
々
の
政
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治
主
張
」
で
も
、
「
好
政
府
」
を
中
国
政
治
改
革
に
お
け
る
最
低
限
の

要
求
と
し
、
こ
の
共
同
の
目
標
の
た
め
に
協
力
し
あ
っ
て
ゆ
く
べ
き
こ

と
が
説
か
れ
て
い
た
。
直
接
民
主
主
義
や
ギ
ル
ド
社
会
主
義
、
無
政
府

主
義
と
い
っ
た
理
想
を
語
る
よ
り
先
に
、
南
北
問
題
を
解
決
し
、
「
好

政
府
」
を
う
ち
た
て
る
の
が
先
決
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
福
田
と
胡

適
が
北
京
で
対
面
し
た
際
、
話
題
に
の
ぼ
っ
た
か
定
か
で
な
い
が
、
両

者
は
国
家
、
政
府
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
共
通
し
た
認
識
を

も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

福
田
は
北
京
講
演
で
、
レ
ー
ニ
ン
が
唱
え
た
「
全
国
の
電
化
」
に
理

解
を
示
し
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
ボ
ル
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
政
権
下
に
よ
る
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
経
済
政
策
を
一
定
程
度
評
価

し
て
い
た
。
胡
適
も
福
田
と
同
じ
く
、
両
者
を
区
別
し
て
考
え
、
マ
ル

ク
ス
主
義
へ
の
盲
従
を
た
し
な
め
る
一
方
、
革
命
を
遂
行
し
た
ソ
連
を

好
意
的
に
と
ら
え
て
い
た

）
55
（

。
そ
の
ソ
連
の
首
都
で
あ
っ
た
モ
ス
ク
ワ
を
、

福
田
は
一
九
二
五
年
八
月
、
胡
適
は
二
六
年
七
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
初
め

て
訪
れ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
胡
適
の
ソ
連
訪
問
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き

た
い
。

　

胡
適
は
二
六
年
七
月
十
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
が
返
還
に
応
じ
た
義
和
団

事
件
賠
償
金
（
庚
子
賠
款
）
の
善
後
策
を
協
議
す
る
会
議
に
出
席
す
る

た
め
、
ロ
ン
ド
ン
に
向
け
北
京
を
出
発
し
た
。
ハ
ル
ピ
ン
を
経
由
し
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
大
陸
を
横
断
す
る
ル
ー
ト
で
、
胡
適
は
二
十
九
日
、

モ
ス
ク
ワ
に
到
着
し
た
。
八
月
一
日
ま
で
モ
ス
ク
ワ
に
逗
留
し
た
胡
適

は
、
当
地
の
研
究
者
や
中
国
人
留
学
生
ら
と
交
流
す
る
か
た
わ
ら
、
革

命
博
物
館
、
お
よ
び
郊
外
の
監
獄
を
参
観
し
た
。
胡
適
の
日
記
や
旅
行

中
に
知
人
へ
宛
て
た
手
紙
を
み
る
と
、
彼
が
こ
の
モ
ス
ク
ワ
滞
在
で
、

大
き
な
刺
激
を
う
け
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

）
56
（

。

　

革
命
博
物
館
の
展
示
に
「
感
動
」
し
、「
発
憤
」
さ
せ
ら
れ
た
胡
適
は
、

レ
ー
ニ
ン
ら
が
掲
げ
る
理
想
に
賛
同
で
き
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
志
や

真
摯
な
態
度
に
敬
意
を
表
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
感
じ
た
と
い
う
。
参
観

の
翌
日
、
胡
適
は
シ
カ
ゴ
大
学
教
授
で
、
政
治
学
者
の
メ
リ
ア
ム
（C

. E
. 

M
erriam

）
と
話
す
機
会
が
あ
り
、
ソ
連
が
独
裁
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

新
教
育
に
力
を
注
ぎ
、
社
会
主
義
の
新
時
代
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い

る
と
い
う
彼
の
意
見
に
賛
意
を
示
し
た
。
ソ
連
の
教
育
政
策
に
関
す
る

資
料
を
読
ん
で
、
そ
の
成
果
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
胡
適
は
、
夏

季
休
暇
の
た
め
に
実
際
の
授
業
を
み
ら
れ
な
い
の
を
悔
や
ん
で
い
た
の

で
あ
る
。

　

胡
適
は
ま
た
、
監
獄
に
つ
い
て
も
、
囚
人
が
制
服
で
な
く
、
家
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
服
を
着
用
し
、
労
働
作
業
の
ほ
か
に
文
化
的
、
教
育
的

活
動
を
営
ん
で
い
る
と
評
価
し
た
。
設
備
も
悪
く
な
く
、
囚
人
に
よ
る

自
治
が
許
さ
れ
、
医
療
も
充
実
し
て
い
る
。
胡
適
は
、
短
期
間
の
滞
在

な
が
ら
も
、
ソ
連
で
一
つ
の
理
想
、
計
画
、
方
法
に
も
と
づ
き
政
治
の

大
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
と
し
、
改
め
て
長

期
の
訪
問
団
を
組
織
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
内
容
が
つ
づ
ら
れ
た
胡
適
の
手
紙
が
『
晨
報
副
鎸
』
に
公
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表
さ
れ
る
と
、
胡
適
が
「
赤
化
」
し
た
と
の
波
紋
が
広
が
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
胡
適
は
実
験
主
義
の
立
場
か
ら
、
理
想
を
掲
げ
て
そ
の
実
現

を
め
ざ
す
ソ
連
を
擁
護
し
た
。
政
治
に
問
題
が
あ
る
点
で
は
、
ス
ト
ラ

イ
キ
が
さ
か
ん
な
イ
ギ
リ
ス
や
、
軍
閥
が
跋
扈
す
る
中
国
も
変
わ
ら
な

い
。
独
裁
と
い
っ
て
も
、
レ
ー
ニ
ン
ら
に
は
学
問
経
験
が
あ
り
、
天
子

を
自
任
し
た
中
国
歴
代
の
皇
帝
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

モ
ス
ク
ワ
を
発
っ
た
胡
適
は
、
鉄
道
で
ベ
ル
ギ
ー
ま
で
行
っ
た
後
、

オ
ス
テ
ン
ド
港
か
ら
船
に
乗
っ
て
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
わ
た
り
、
八
月
四

日
に
ロ
ン
ド
ン
へ
到
着
し
た
。
胡
適
に
と
っ
て
、
労
働
問
題
に
対
す
る

弥
縫
策
に
終
始
し
、
先
見
的
計
画
の
な
い
イ
ギ
リ
ス
は
、
も
は
や
学
ぶ

に
足
ら
な
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。
彼
は
庚
子
賠
款
の
委
員
会
に
参
加

す
る
か
た
わ
ら
、
大
英
博
物
館
や
パ
リ
の
ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
ク
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
に
所
蔵
さ
れ
た
敦
煌
の
文
書
な
ど
を
調
査
し
た
り
、
大
学
で
講
演

を
お
こ
な
っ
た
り
し
て
い
た
。

　

約
五
ヶ
月
に
わ
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
、
委
員
会
で
の
協
議
を

終
え
た
胡
適
は
、
大
晦
日
に
イ
ギ
リ
ス
を
出
港
し
、
一
九
二
七
年
一
月

十
一
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
到
着
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
博
士
課
程

に
在
籍
し
て
い
た
胡
適
が
、
北
京
大
学
の
招
聘
を
う
け
、
一
九
一
七
年

六
月
に
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て
以
来
、
約
一
〇
年
振
り
の
訪
米
で
あ
っ
た
。

帰
国
後
に
発
表
さ
れ
た
「
漫
遊
の
感
想
」
に
は
、
胡
適
が
目
の
当
た
り

に
し
た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
変
化
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る

）
57
（

。
と
く
に
、
彼
が

注
目
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
動
車
の
普
及
で
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
路
上
で
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
自
動
車
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
大
学
の
教
員
や
職
人
た
ち
は
、
自
動
車
で
職
場
に
向
か
い
、

児
童
も
公
共
バ
ス
で
通
学
す
る
。
道
路
が
整
備
さ
れ
、
街
角
に
は
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
遠
出
を
し
な
か
っ
た

者
が
、
車
で
旅
行
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
劇
的
に
変
化
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

胡
適
は
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
物
質
的
発
展
が
ゆ
き
づ
ま
り
、
社
会
革

命
が
起
き
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
指
摘
し
た
。
富
裕
層
に
高
い
税
率

が
課
せ
ら
れ
、
株
式
に
よ
り
資
本
所
有
の
分
散
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
ア

メ
リ
カ
は
「
社
会
化
」
が
進
行
し
、
い
わ
ば
日
々
社
会
革
命
の
最
中
に

あ
る
。
胡
適
は
、
そ
れ
を
実
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
あ
る
参
加

し
た
討
論
会
で
、
労
働
者
の
代
表
が
「
我
々
の
時
代
が
有
史
以
来
最
も

良
く
、
偉
大
な
時
代
で
あ
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。

　

こ
の
ア
メ
リ
カ
再
訪
は
、
中
国
が
目
指
す
べ
き
モ
デ
ル
と
し
て
、
ソ

連
と
は
異
な
っ
た
方
式
が
あ
る
こ
と
を
、
胡
適
に
再
考
さ
せ
る
契
機
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
胡
適
は
、
恩
師
の
デ
ュ
ー
イ
（J. D

ew
ey

）

と
再
会
し
、
正
式
に
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
博
士
号
の
最
終
手
続
き
を

済
ま
せ
、
四
月
十
二
日
に
シ
ア
ト
ル
か
ら
帰
航
し
た
。
そ
の
日
は
、ち
ょ

う
ど
中
国
で
蒋
介
石
が
共
産
党
を
弾
圧
し
た
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き

た
日
で
あ
っ
た
。

　

上
海
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
混
乱
し
た
情
勢
を
み
き
わ
め
よ
う
と
、
胡
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適
は
途
中
の
寄
港
先
で
あ
っ
た
日
本
に
三
週
間
あ
ま
り
留
ま
っ
た
。
旅

行
中
、
ソ
連
に
好
意
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
け
に
、
自
身
に
危
害

が
及
ぶ
こ
と
も
案
ぜ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
胡
適
は
こ
の
間
を
利
用
し
、

福
田
徳
三
を
訪
問
し
た
。

　

福
田
は
、
胡
適
と
前
後
す
る
よ
う
に
一
九
二
五
年
三
月
か
ら
二
六
年

八
月
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
遊
で
日
本
を
離
れ
て
い
た
。
帝
国
学
士
院

代
表
と
し
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
六
回
万
国
学
士
院
連

合
会
議
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
各
国
を
歴
訪
し
、
恩
師
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
（Lujo 

B
rentano

）
や
マ
イ
ヤ
ー
（G

. M
ayr

）
ら
と
旧
交
を
あ
た
た
め
た
。
ベ

ル
リ
ン
で
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
二
百
年
祭
に
出
席
す

る
た
め
に
、
福
田
が
ソ
連
を
訪
れ
た
の
は
、
胡
適
の
約
一
年
前
に
あ
た

る
二
五
年
八
月
で
あ
っ
た
。

　

ソ
連
の
経
済
体
制
に
つ
い
て
、
福
田
は
一
貫
し
た
原
理
を
見
い
だ
せ

な
い
と
し
つ
つ
も
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
工
場
や
モ
ス
ク
ワ
の
労
働
者

住
宅
な
ど
、
二
週
間
の
滞
在
か
ら
得
た
見
聞
に
「
感
服
」
し
、
一
概
に

否
認
で
き
な
い
と
の
態
度
を
と
っ
て
い
た

）
58
（

。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
二
百
年

祭
に
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
代
表
と
し
て
ケ
イ
ン
ズ
（J. M

. 

K
eynes

）
も
参
加
し
て
い
た
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、
の
ち
に
「
ロ
シ
ア
管
見
」

で
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
が
自
ら
の
信
条
と
相
容
れ
な
い
こ
と
を
強
調
す
る

一
方
、
「
新
し
い
ロ
シ
ア
の
残
忍
と
愚
鈍
の
下
に
は
、
理
想
の
ひ
と
か

け
ら
が
あ
る
い
は
隠
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
感
じ
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
と
語
っ
て
い
た

）
59
（

。
福
田
と
ケ
イ
ン
ズ
は
と
も
に
、
ソ

連
の
政
治
体
制
に
批
判
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
将
来
の
可
能
性
ま

で
否
定
し
き
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
胡
適
も
二
人
と
同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
。

胡
適
に
よ
れ
ば
、
福
田
を
訪
問
し
た
際
、
両
者
の
間
で
つ
ぎ
の
よ
う
な

会
話
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

私
は
日
本
に
い
た
時
、
馬
伯
援
先
生
と
と
も
に
、
日
本
で
も
っ
と

も
有
名
な
経
済
学
者
で
あ
る
福
田
徳
三
博
士
を
訪
問
し
た
。
私
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
た
。
「
福
田
先
生
、
先
生
は
最
近
欧
州
を
遊
歴

し
て
戻
っ
て
き
た
あ
と
、
思
想
・
主
張
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
こ
の
話
は
本
当
で
す
か
」
。

　

彼
は
、
「
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
は
な
い
」
と
い
っ
た
。

　

私
は
、「
変
わ
っ
た
も
の
は
、
お
お
よ
そ
何
で
す
か
」
と
た
ず
ね
た
。

　

彼
は
い
っ
た
。
「
以
前
、
私
は
社
会
政
策
を
主
張
し
て
い
た
。
今
回
、

欧
州
か
ら
戻
っ
て
き
た
後
、
こ
の
種
の
妥
協
的
、
緩
和
的
な
社
会
政

策
を
主
張
し
な
く
な
っ
た
。
今
は
、
こ
の
世
に
二
つ
の
道
し
か
な
い

と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
純
粋
な
マ
ル
ク
ス
社
会
主
義
で
な
け

れ
ば
、
純
粋
な
資
本
主
義
で
あ
る
。
第
三
の
道
は
な
い
」
。

　

私
は
い
っ
た
。
「
惜
し
い
こ
と
に
、
先
生
は
欧
州
に
着
い
て
か
ら

遠
出
を
し
な
か
っ
た
。
い
っ
そ
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
み
た
ら
、
第
三

の
道
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
か
な
わ
な
か
っ
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た
」
。

　

福
田
博
士
は
、
頭
を
振
っ
て
い
っ
た
。
「
ア
メ
リ
カ
に
は
、
私
は

あ
え
て
行
か
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、
私
の
学
説
が
完
全
に
く

つ
が
え
さ
れ
る
の
が
怖
い
の
だ
」
。

　

私
は
い
っ
た
。
「
先
生
の
こ
の
発
言
は
、
私
を
い
た
く
失
望
さ
せ

ま
す
。
学
者
は
、
事
実
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

も
し
事
実
が
学
説
を
く
つ
が
え
す
の
な
ら
、
我
々
は
そ
の
学
説
を
棄

て
、
さ
ら
に
満
足
の
ゆ
く
仮
説
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
」
。

　

福
田
博
士
は
、
頭
を
振
っ
て
い
っ
た
。
「
私
は
、
あ
え
て
ア
メ
リ

カ
に
は
行
か
な
い
。
私
は
今
年
、
五マ

マ
十
五
才
に
な
っ
た
。
六
十
才
に

な
れ
ば
、
私
の
思
想
は
定
ま
り
、
変
え
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
の
時
に
、

私
は
ア
メ
リ
カ
ま
で
見
に
行
こ
う
と
思
う
」
。

　

こ
の
会
話
は
、
私
に
絶
大
な
る
刺
激
（
絶
大
的
刺
激
）
を
与
え
た

）
60
（

。

　

英
米
の
「
資
本
的
侵
略
主
義
」
と
、
独
露
の
「
社
会
民
主
主
義
」
と

い
う
第
一
次
大
戦
後
の
二
大
主
義
に
対
抗
し
つ
つ
、
生
存
権
を
基
礎
と

し
た
国
家
に
よ
る
社
会
政
策
を
唱
え
、
「
第
三
の
道
」
を
模
索
し
て
い

た
福
田
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
機
に
、
考
え
を
改
め
た
と
い
う
の
は

興
味
深
い
。
福
田
は
、
ア
メ
リ
カ
が
「
第
三
の
道
」
を
歩
ん
で
い
る
可

能
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
あ
え
て
確
か
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
を
そ
の
眼
で
見
た
胡
適
は
、
事
実
を
直
視
す

る
必
要
性
、
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
社
会
が
現
に
中
国
の
見
習
う
べ
き
「
第

三
の
道
」
と
な
り
う
る
と
の
確
信
を
深
め
た
の
で
あ
る
。

　

胡
適
は
、
帰
国
後
の
二
八
年
九
月
に
「
鏡
に
照
ら
し
て
み
よ
う
」
と

題
し
た
文
章
を
発
表
し
た

）
61
（

。
こ
こ
で
い
う
鏡
と
は
、
あ
る
ア
メ
リ
カ
大

使
館
員
が
送
っ
て
く
れ
た
米
中
の
経
済
比
較
な
ど
の
デ
ー
タ
の
こ
と
で
、

中
国
に
お
け
る
鉄
道
や
自
動
車
な
ど
、
交
通
手
段
の
未
熟
さ
を
自
覚
し
、

そ
れ
ら
を
管
理
す
る
責
任
を
養
う
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
た
。
重
要
な

の
は
、
資
本
主
義
や
社
会
主
義
と
い
っ
た
抽
象
的
な
概
念
よ
り
も
、
事

実
で
あ
る
。
胡
適
は
、
福
田
と
の
対
話
か
ら
示
唆
を
う
け
、
そ
の
目
で

見
た
ア
メ
リ
カ
を
模
範
に
、
改
善
に
つ
と
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で

あ
る
。お

わ
り
に

　

胡
適
の
訪
問
に
さ
き
だ
つ
一
九
二
七
年
三
月
十
日
、
福
田
は
熱
海
の

ホ
テ
ル
で
、
国
民
党
の
領
袖
で
あ
っ
た
戴
季
陶
（
天
仇
）
、
お
よ
び
後

藤
新
平
と
座
談
会
を
お
こ
な
っ
た
。
冒
頭
の
挨
拶
に
よ
れ
ば
、
戴
は
、

一
九
一
四
年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
人
教
育
の
た
め
の
政
法
学
校
で
、
講

師
を
つ
と
め
て
い
た
福
田
と
出
会
い
、
黎
明
会
講
演
会
で
も
福
田
の
演

説
を
聞
い
た
と
い
う
。
た
し
か
に
、
戴
が
当
時
主
宰
し
た
『
星
期
評
論
』

を
み
る
と
、
三
・
一
運
動
に
関
す
る
特
集
を
組
ん
だ
『
黎
明
講
演
集
』

朝
鮮
問
題
号
に
ふ
れ
、
植
民
地
政
策
を
批
判
し
た
福
田
の
主
張
が
高
く
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評
価
さ
れ
て
い
た

）
62
（

。
他
面
で
、
戴
は
「
福
田
博
士
は
日
本
一
の
奇
人
で

あ
る
。
な
ぜ
か
。
彼
は
社
会
主
義
を
主
張
す
る
一
方
で
、
万
邦
無
比
の

国
体
を
謳
歌
し
て
い
る
か
ら
だ
」
と
も
揶
揄
し
て
い
た

）
63
（

。
座
談
会
で
は
、

過
去
に
お
け
る
福
田
の
発
言
を
熟
知
し
た
戴
が
、
ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス

で
日
中
提
携
の
必
要
性
を
も
ち
か
け
た
の
に
対
し
、
福
田
は
「
日
本
は

資
本
主
義
の
国
で
あ
り
対
外
的
に
も
帝
国
主
義
の
色
彩
が
な
い
と
は
云

へ
な
い
。
そ
し
て
日
本
は
そ
れ
を
脱
却
し
得
な
い
国
柄
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
貴
方
は
そ
の
日
本
に
対
し
て
、
本
当
に
心
か
ら
親
交
を
結
ん

で
、
両
立
し
て
提
携
し
て
行
く
と
い
ふ
考
え
で
す
か
」
と
問
い
た
だ
す

一
幕
が
あ
っ
た

）
64
（

。
か
つ
て
称
揚
し
た
日
本
の
「
国
柄
」
に
対
し
、
福
田

は
悲
観
的
な
観
方
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
次
大
戦
後
、
「
改
造
」
「
解
放
」
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
そ
の
主

唱
者
の
一
人
で
あ
っ
た
福
田
の
言
動
は
、
中
国
人
留
学
生
ら
の
耳
目
を

集
め
た
。
た
だ
、
福
田
の
想
定
し
た
戦
後
の
国
際
秩
序
は
、
中
国
人
、

お
よ
び
吉
野
作
造
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
言
論
界
の
主
流
と
大
き
く
異

な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国
人
留
学
生
ら
が
、
レ
ー
ニ
ン
に
よ
る

「
平
和
に
関
す
る
布
告
」
や
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
十
四
カ
条
の
平
和
原
則
」

で
う
た
わ
れ
た
、
民
族
自
決
に
も
と
づ
く
世
界
的
な
平
和
秩
序
の
到
来

を
予
期
し
た
の
に
対
し
、
福
田
は
、
英
米
の
「
資
本
的
侵
略
主
義
」
と

独
露
の
「
社
会
民
主
主
義
」
と
い
う
二
大
主
義
の
角
逐
と
み
な
し
、
そ

れ
に
対
抗
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
た
。
当
時
、
福
田
が
唱
え
た
社
会

政
策
論
も
、
こ
の
世
界
秩
序
観
に
た
ち
、
「
人
格
」
を
有
す
る
と
さ
れ

る
国
家
が
、
個
人
の
生
存
権
を
保
障
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
関
与
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。
日
本
国
家
に
対
す
る
福
田
の
評
価
は
、

時
を
経
る
に
つ
れ
、
否
定
的
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、
二
大
主
義
の
せ
め
ぎ

あ
い
と
み
る
彼
の
世
界
秩
序
観
は
、
基
本
的
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い

え
る
。

　

国
家
の
役
割
を
強
調
し
た
福
田
の
真
意
は
、
中
国
人
に
十
分
に
理
解

さ
れ
た
と
い
い
が
た
い
。
そ
の
原
因
は
、
当
時
の
思
潮
か
ら
外
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
る
が
、
福
田
自
身
の
言
動
に
も
求
め
ら
れ
る
。
読
者
や
聴

衆
の
関
心
を
あ
お
る
よ
う
な
、
福
田
の
中
国
に
関
す
る
放
言
は
、
当
の

中
国
人
に
見
聞
き
さ
れ
る
可
能
性
に
対
し
、
あ
ま
り
に
無
自
覚
で
あ
っ

た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
ん
な
中
、
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
福
田
と
共
通
し
た
見
解
を

と
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
が
、
胡
適
で
あ
っ
た
。
福
田
は
北
京
大
学

で
講
演
を
お
こ
な
っ
た
際
、
接
待
役
を
つ
と
め
た
胡
適
と
、
今
後
の
世

界
情
勢
や
宗
教
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。
福
田
の
話
か
ら
得

る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
胡
適
は
二
七
年
四
月
、
ソ
連
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
メ
リ
カ
を
巡
り
、
日
本
へ
寄
港
し
た
短
期
間
の
滞
在
中
に
福
田

を
再
訪
し
た
。
胡
適
が
評
価
を
求
め
た
ア
メ
リ
カ
に
対
し
、「
第
三
の
道
」

を
歩
ん
で
い
る
可
能
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
あ
え
て
見
に
い
か
な
い
と

す
る
福
田
の
発
言
は
、
彼
に
「
絶
大
な
る
刺
激
」
を
与
え
た
。
胡
適
は

帰
国
後
、
ア
メ
リ
カ
を
中
国
が
見
習
う
べ
き
モ
デ
ル
と
す
る
主
張
を
展

開
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
大
き
な
き
っ
か
け
が
、
福
田
と
の
対
話
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に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
も
所
詮
、
「
資
本
的
侵
略
主
義
」
の
一
員
に
す
ぎ
な
い
の
で
は

な
い
か
。
「
独
特
の
使
命
」
が
あ
る
と
し
た
日
本
の
「
国
柄
」
に
疑
問

を
い
だ
い
た
福
田
は
結
局
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
す
る
こ
と
な
く
、
一
九

三
〇
年
五
月
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
に
「
第
三
の
道
」

を
み
い
だ
し
た
胡
適
は
、
の
ち
に
駐
米
大
使
と
し
て
、
日
本
の
「
侵
略

主
義
」
を
非
難
し
、
対
日
参
戦
へ
と
ア
メ
リ
カ
を
誘
導
す
る
役
割
を
果

た
し
た
。
福
田
と
胡
適
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
交
流
を
考
え
る
と
、
日
本
、

中
国
、
ア
メ
リ
カ
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
歴
史
は
、
あ
ま
り
に
皮
肉
に
み

ち
た
結
果
を
た
ど
っ
た
と
い
え
よ
う
。

 

（
む
と
う
・
し
ゅ
う
た
ろ
う
／
経
済
思
想
史
）

注（
1
） 

欽
壁
「
東
游
漫
録
（
続
）
」
『
国
聞
周
報
』
第
四
巻
第
三
九
期
、
一
九
二
七

年
十
月
九
日
、
一
頁
。

（
2
） 

福
田
徳
三
『
日
本
経
済
史
論
』
金
奎
光
訳
、
華
通
書
局
、
一
九
三
〇
年
。

福
田
徳
三
『
経
済
学
原
理 

総
論
及
生
産
篇
』
陳
家
瓚
訳
、
暁
星
書
店
、
一

九
三
〇
年
。
福
田
徳
三
『
経
済
学
原
理 

下
巻 

流
通
編
』
陳
家
瓚
訳
、
暁

星
書
店
、
一
九
三
三
年
。

（
3
） 

資
耀
華
『
凡
人
小
事
八
十
年
』
中
国
金
融
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
三
五
頁
。

（
4
） 

石
川
禎
浩
「
李
大
釗
の
マ
ル
ク
ス
主
義
受
容
」
『
思
想
』
第
八
〇
三
号
、

一
九
九
一
年
五
月
。
後
藤
延
子
「
李
大
釗
と
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
」『
人

文
科
学
論
集
』
第
二
六
号
、
一
九
九
二
年
三
月
。
田
中
秀
臣
「
福
田
徳
三

と
中
国
」
『
上
武
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
部
紀
要
』
第
六
巻
第
一
号
、
二

〇
〇
七
年
九
月
。

（
5
） 

劉
綺
霞
「
日
本
経
済
学
家
福
田
德
三
経
済
思
想
述
評
」
『
山
東
工
商
学
院

学
報
』
第
二
〇
巻
第
三
期
、
二
〇
〇
六
年
六
月
。
同
「
福
田
徳
三
及
其
経

済
思
想
」
『
中
南
財
経
政
法
大
学
学
報
』
二
〇
〇
六
年
第
四
期
、
二
〇
〇

六
年
七
月
。

（
6
） 

馬
寅
初
「
『
経
済
学
原
理
』
序
」
『
馬
寅
初
全
集
』
補
編
、
上
海
三
聯
書
店
、

二
〇
〇
七
年
、
四
三
〇
頁
。

（
7
） 

有
馬
学
『
日
本
の
近
代
四  

「
国
際
化
」
の
中
の
帝
国
日
本
』
中
央
公
論
新
社
、

一
九
九
九
年
、
一
二
―
五
頁
。
季
武
嘉
也
「
大
正
社
会
と
改
造
の
潮
流
」

同
編
『
日
本
の
時
代
史
二
四 

大
正
社
会
と
改
造
の
潮
流
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
年
、
一
三
―
七
頁
。

（
8
） 

章
士
釗
「
新
時
代
之
青
年
」
『
章
士
釗
全
集
』
第
四
巻
、
文
匯
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
、
一
一
一
頁
。

（
9
） 

石
川
禎
浩
『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七
―

四
六
頁
。

（
10
） 

福
田
徳
三
「
黎
明
運
動
論
」
『
中
外
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
一
九
年
一
月
、

一
八
―
二
一
頁
。
福
田
の
国
家
観
、
お
よ
び
国
際
政
治
思
想
に
つ
い
て
は
、

山
内
進
「
福
田
徳
三
の
国
際
政
治
思
想
」
『
一
橋
論
叢
』
第
一
三
二
巻
第

四
号
、
二
〇
〇
四
年
十
月
参
照
。

（
11
） 「
新
人
の
獅
子
吼
―
―
昨
夜
黎
明
会
の
演
説
会
」
『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九

一
九
年
一
月
十
九
日
。

（
12
） 

淵
「
日
本
之
黎
明
運
動
」
『
晨
報
』
一
九
一
九
年
一
月
二
十
八
日
。

（
13
） 

福
田
徳
三
「
黎
明
運
動
論
」
一
九
頁
。

（
14
） 

福
田
徳
三
「
斯
の
如
く
ん
ば
山
東
は
支
那
に
引
渡
す
べ
か
ら
ず
」『
解
放
』

創
刊
号
、
一
九
一
九
年
六
月
、
一
一
五
頁
。

（
15
） 

山
内
進
「
福
田
徳
三
の
国
際
政
治
思
想
」
五
二
―
三
頁
。

（
16
） 「
対
於
福
田
徳
三
之
疑
問
」
『
晨
報
』
一
九
一
九
年
六
月
三
十
日
。

（
17
） 
華
始
興
「
対
於
福
田
徳
三
的
山
東
問
題
之
感
言
」
『
新
中
国
』
第
一
巻
第
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三
号
、
一
九
一
九
年
、
二
八
七
頁
。

（
18
） 

吉
野
作
造
「
日
支
相
互
の
諒
解
」
『
黎
明
講
演
集
』
第
二
巻
第
一
輯
、
一

九
一
九
年
九
月
、
七
―
九
頁
。

（
19
） 「
絶
頂
に
達
し
た
排
日
の
火
の
手
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
九
年
六
月

九
日
。

（
20
） 

松
尾
尊
兊
『
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
、
一

〇
〇
―
一
頁
。

（
21
） 

淵
泉
「
訪
問
吉
野
作
造
博
士
記
」
『
晨
報
』
一
九
一
九
年
八
月
十
六
日
。

（
22
） 

張
赤
「
黎
明
之
黎
」
『
晨
報
』
一
九
一
九
年
七
月
十
九
日
。

（
23
） 「
中
日
両
国
学
生
之
談
話
」
『
晨
報
』
一
九
一
九
年
八
月
五
日
。

（
24
） 「
化
学
、
工
芸
の
精
粋
を
蒐
め
た
工
業
博
覧
会
い
よ
い
よ
本
日
か
ら
開
か

る
」
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
九
州
版
、
一
九
二
〇
年
三
月
二
十
日
。

（
25
） 

田
寿
昌
・
宗
白
華
・
郭
沫
若
『
三
葉
集
』
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、

一
〇
三
頁
。

（
26
） 

松
尾
尊
兊
『
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
』
六
八
―
七
〇
頁
。

（
27
） 

守
常
「
忠
告
黎
明
会
」
『
李
大
釗
全
集
』
第
二
巻
、
人
民
出
版
社
、
二
〇

〇
六
年
、
三
六
一
頁
。

（
28
） 

兆
明
「
東
京
特
約
通
信
」
『
晨
報
』
一
九
一
九
年
九
月
十
八
日
。

（
29
） 

内
山
完
造
『
花
甲
録
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
一
一
四
―
五
頁
。

（
30
） 「
日
本
三
大
学
者
来
滬
講
演
」
『
覚
悟
』
一
九
二
二
年
八
月
六
日
。

（
31
） 「
日
本
経
済
学
者
漫
遊
中
国
」
『
民
国
日
報
』
一
九
二
二
年
八
月
二
十
五
日
。

（
32
） 「
日
本
経
済
学
者
赴
杭
遊
覧
」
『
民
国
日
報
』
一
九
二
二
年
九
月
三
日
。

（
33
） 「
福
田
博
士
在
南
開
之
講
演
」
『
大
公
報
』
一
九
二
二
年
九
月
二
十
七
日
。

（
34
） 

胡
適
「
日
記 

一
九
二
二
年
」
『
胡
適
全
集
』
第
二
九
巻
、
安
徽
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
、
七
六
六
頁
。

（
35
） 「
北
京
大
学
啓
事
」
『
北
京
大
学
日
刊
』
一
九
二
二
年
十
月
三
日
、
お
よ
び

四
日
。

（
36
） 「
昨
日
福
田
徳
三
講
演
誌
略
」
『
晨
報
』
一
九
二
二
年
十
月
五
日
。

（
37
） 

野
雲
「
日
福
田
博
士
在
北
大
講
演
」
『
申
報
』
一
九
二
二
年
十
月
八
日
。

（
38
） 

福
田
の
講
演
内
容
は
、『
申
報
』
一
九
二
二
年
十
月
八
―
九
日
の
野
雲
「
日

福
田
博
士
在
北
大
講
演
」
を
は
じ
め
、『
晨
報
副
鎸
』
や
『
北
京
大
学
日
刊
』

な
ど
、
複
数
の
媒
体
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
39
） 

福
田
徳
三
「
社
会
問
題
と
し
て
の
飢
饉
」
『
独
立
評
論
』
第
八
号
、
一
九

〇
三
年
八
月
。

（
40
） 

袁
玉
冰
「
関
於
主
義
問
題
」
『
江
西
党
史
資
料
第
三
十
輯
』
中
央
文
献
出

版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
五
四
頁
。
な
お
、『
晨
報
副
鎸
』
の
記
事
は
、「
雑

感
」
欄
の
「
大
学
教
授
与
政
治
」
一
九
二
二
年
九
月
二
十
一
日
と
推
測
さ

れ
る
。

（
41
） 

胡
適
「
日
記 

一
九
二
二
年
」
『
胡
適
全
集
』
第
二
九
巻
、
七
七
三
―
四
頁
。

（
42
） 「
国
際
資
本
主
義
打
破
の
運
動
新
た
に
勃
興
す
」
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九

二
二
年
十
月
十
三
日
。

（
43
） 

胡
適
「
日
記 

一
九
二
二
年
」
『
胡
適
全
集
』
第
二
九
巻
、
七
七
五
頁
。

（
44
） 

福
田
徳
三
「
世
界
経
済
の
恢
復
と
日
本
支
那
米
国
の
使
命
」
『
改
造
』
第

四
巻
第
十
二
号
、
一
九
二
二
年
十
二
月
、
一
四
五
―
七
頁
。

（
45
） 

式
芬
「
福
田
博
士
的
両
番
話
」
『
晨
報
附
刊
』
一
九
二
二
年
十
月
九
日
。

（
46
） 

周
作
人
「
游
日
本
雑
感
」
『
周
作
人
自
編
文
集 

芸
術
与
生
活
』
河
北
教
育

出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
五
頁
。

（
47
） 

金
沢
幾
子
編
『
福
田
徳
三
書
誌
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
、
二

〇
八
頁
。

（
48
） 

仏
海
「
福
田
徳
三
底
中
国
人
観
」
『
覚
悟
』
一
九
二
二
年
十
月
二
十
日
。

（
49
） 

耿
雲
志
主
編
『
胡
適
遺
稿
及
秘
蔵
書
信
』
第
三
三
冊
、
黄
山
書
社
、
一
九

九
四
年
、
一
七
四
―
五
頁
。

（
50
） 

福
田
徳
三
『
社
会
政
策
と
階
級
闘
争
』
大
倉
書
店
、
一
九
二
二
年
、
七
八

―
八
六
頁
。

（
51
） 
拙
稿
『
近
代
日
本
の
社
会
科
学
と
東
ア
ジ
ア
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、

一
二
四
―
五
頁
。
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（
52
） 

胡
適
「
日
記 

一
九
二
一
年
」
『
胡
適
全
集
』
第
二
九
巻
、
三
一
三
頁
。

（
53
） 

胡
適
「
好
政
府
主
義
」
『
胡
適
全
集
』
第
二
一
巻
、
二
四
〇
―
一
頁
。

（
54
） 「
我
們
的
政
治
主
張
」
『
努
力
週
報
』
第
二
期
、
一
九
二
二
年
五
月
十
四
日
。

（
55
） 
羅
志
田
『
再
造
文
明
的
嘗
試
―
―
胡
適
伝
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
、

二
三
九
―
四
四
頁
。

（
56
） 

胡
適
「
日
記 

一
九
二
六
年
」
『
胡
適
全
集
』
第
三
〇
巻
、
二
一
七
―
二
二
頁
。

胡
適
「
欧
遊
道
中
寄
書
」
『
胡
適
全
集
』
第
三
巻
、
四
九
―
六
〇
頁
。

（
57
） 

胡
適
「
漫
遊
的
感
想
」
『
胡
適
全
集
』
第
三
巻
、
三
四
―
四
八
頁
。

（
58
） 

福
田
徳
三
『
厚
生
経
済
研
究
』
刀
江
書
院
、
一
九
三
〇
年
、
四
〇
〇
―
二
頁
。

（
59
） 

Ｊ
・
Ｍ
・
ケ
イ
ン
ズ
「
ロ
シ
ア
管
見
」
『
ケ
イ
ン
ズ
全
集
』
第
九
巻
、
宮

崎
義
一
訳
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
一
年
、
三
二
二
頁
。

（
60
） 

胡
適
「
漫
遊
的
感
想
」
四
二
頁
。

（
61
） 

胡
適
「
請
大
家
来
照
照
鏡
子
」
『
胡
適
全
集
』
第
三
巻
、
二
六
―
三
三
頁
。

（
62
） 

季
陶
「
読
黎
明
会
的
朝
鮮
問
題
号
」
『
星
期
評
論
』
第
一
二
号
、
一
九
一

九
年
八
月
二
十
四
日
、
一
頁
。

（
63
） 

季
陶
「
改
造
日
本
的
奇
論
」
『
星
期
評
論
』
第
二
三
号
、
一
九
一
九
年
十

一
月
九
日
、
四
頁
。

（
64
） 

福
田
徳
三
、
戴
天
仇
、
後
藤
新
平
「
日
・
支
・
露
問
題
討
議
」
『
改
造
』

第
九
巻
第
四
号
、
一
九
二
七
年
四
月
、
二
五
頁
。

　

本
論
文
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費24730183

の
助
成
を
う
け
た
も
の

で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
民
主
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
黎
明
会
、
福
田
徳
三
、
胡
適
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は
じ
め
に

　

ア
ー
レ
ン
ト
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
九
〇
年
代
以
降
の
膨
大

な
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
に
お
い
て
も
、
彼
女
の
二
つ
の
主
著
、
『
全
体
主

義
の
起
源
』
（
一
九
五
一
）
と
『
人
間
の
条
件
』
（
一
九
五
八
）
を
結
ぶ
論

理
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
い
は
、
い
ま
だ

十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
前
者
が
十
九
世
紀
か
ら

二
十
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
解
体
過
程
を
叙
述
し

つ
つ
、
「
全
体
主
義
の
起
源
」
を
分
析
し
た
政
治
的
・
歴
史
的
な
研
究

書
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
西
欧
政
治
思
想

の
伝
統
を
参
照
し
つ
つ
、
活
動
・
仕
事
・
労
働
の
三
分
類
か
ら
「
人
間

の
条
件
」
を
分
析
し
た
政
治
的
・
哲
学
的
な
研
究
書
で
あ
る
。
両
者
は

一
見
、
研
究
対
象
も
研
究
手
法
も
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
も
異
な
り
、
直
接

的
な
関
連
性
を
持
た
な
い
著
作
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ア
ー
レ
ン
ト

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
は
『
ア
レ
ン

ト
政
治
思
想
の
再
解
釈
』
の
中
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
読
者
の
多
く
は
こ
の

二
つ
の
著
作
の
間
に
明
確
な
繋
が
り
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
戸
惑
う

で
あ
ろ
う
が
、
実
は
こ
の
二
つ
の
著
作
の
間
に
は
隠
さ
れ
た
繋
が
り
が

存
在
す
る
の
で
あ
り
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
研
究
は
あ
く
ま
で
一
貫
し
た
意

図
の
も
と
に
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
が
い
う
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
二
つ
の
主
著
を
繋
ぐ

ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
と
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
『
全
体
主
義
の
起
源
』

出
版
後
に
取
り
組
ん
だ
マ
ル
ク
ス
研
究
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

〈
公
募
論
文
〉

〈
労
働
す
る
動
物
〉
と
全
体
主
義

【
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
批
判
は
い
か
な
る
思
想
的
意
義
を
も
つ
か
】

百
木 

漠
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一
九
五
一
年
に
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
を
発
表
し
た
の
ち
、

ア
ー
レ
ン
ト
は
一
時
期
、
マ
ル
ク
ス
研
究
に
没
頭
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
五
二
年
か
ら
五
三
年
に
か
け
て
、
彼
女
は
グ
ッ
ゲ
ン

ハ
イ
ム
財
団
の
研
究
助
成
金
を
得
な
が
ら
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
全
体
主

義
的
要
素
」
と
題
す
る
研
究
を
進
め
て
い
た
。
『
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン

ト
伝
』
を
著
し
た
ヤ
ン
グ
＝

ブ
リ
ュ
ー
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
当
初
ア
ー
レ

ン
ト
は
こ
の
研
究
を
三
部
構
想
で
考
え
て
お
り
、
そ
の
計
画
に
沿
え
ば
、

ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
研
究
は
全
体
主
義
運
動
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と

の
思
想
的
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
た

も
の
で
、
い
わ
ば
『
全
体
主
義
の
起
源
』
の
つ
づ
き
と
い
う
性
格
を
強

く
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
（B

ruehl 1982, p. 279, 

三
七
八
頁
）
。
し
か
し

研
究
を
始
め
て
間
も
な
く
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
こ
の
研
究
が
途
方
も
な
い

広
が
り
を
も
つ
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う
。
彼
女
の
当
初
の
計
画
の
構

想
が
崩
れ
た
発
端
は
、
マ
ル
ク
ス
の
〈
労
働
す
る
動
物
〉
と
い
う
人
間

の
定
義
に
あ
っ
た
。
こ
の
定
義
が
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
に
た
い
す
る

重
大
な
「
反
逆
」
で
あ
る
と
考
え
た
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
プ
ラ
ト
ン
・
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
を
再
検
討
し
な
が
ら
、

そ
の
伝
統
に
「
反
逆
」
し
よ
う
と
し
た
マ
ル
ク
ス
の
思
想
を
批
判
的
に

分
析
す
る
と
い
う
「
途
方
も
な
い
広
が
り
」
を
も
つ
研
究
へ
向
か
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
ア
ー
レ
ン

ト
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
全
体
主
義
的
要
素
」
か
ら
「
活

動
的
生
活vita activa

」
へ
と
徐
々
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
発
表
か
ら
『
人
間

の
条
件
』
お
よ
び
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
版
発
表
に
至
る
ま
で
の

ア
ー
レ
ン
ト
の
思
考
過
程
を
辿
り
、
彼
女
が
マ
ル
ク
ス
研
究
か
ら
得
た

知
見
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
彼
女
の
全
体
主
義
研
究
と
政
治
思

想
研
究
を
結
ぶ
論
理
を
見
出
し
、
そ
の
批
判
的
考
察
が
現
代
に
も
つ
思

想
的
意
義
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、

ア
ー
レ
ン
ト
は
マ
ル
ク
ス
研
究
を
経
て
、
全
体
主
義
が
〈
労
働
す
る
動

物
〉
と
し
て
の
「
大
衆
」
に
支
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
資
本
主

義
と
同
様
の
無
限
増
殖
運
動
の
構
造
を
持
つ
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
考

察
を
『
人
間
の
条
件
』
に
お
け
る
「
社
会
的
な
も
の
」
の
議
論
お
よ
び

『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
版
に
お
け
る
追
加
記
述
に
反
映
さ
せ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
全
体
主
義
の
起
源
』
と
『
人
間

の
条
件
』
を
繋
ぐ
こ
の
論
理
に
お
い
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の

が
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
研
究
か
ら
発
掘
し
た
〈
労
働
す
る
動
物

0

0

0

0

0

0

〉

と
し
て
の
近
代
人

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で
あ
る
。

　

ア
ー
レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
研
究
か
ら
導
き
出
し
た
以
上
の
主
張
が
重

要
な
思
想
的
意
義
を
も
つ
の
は
、
そ
の
主
張
内
容
が
二
十
一
世
紀
を
生

き
る
我
々
の
社
会
に
も
完
全
に
当
て
は
ま
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
依
然
と
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
〈
労
働
す
る
動
物
〉で
あ
り
、「
労

働
」
が
我
々
の
生
活
に
占
め
る
割
合
は
非
常
に
大
き
い
。
も
し
ア
ー
レ

ン
ト
の
主
張
が
正
し
い
な
ら
ば
、
我
々
の
社
会
も
ま
た
潜
在
的
な
全
体

主
義
的
傾
向
を
有
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
契
機
に
よ
っ
て
再
び
ナ
チ
ズ
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ム
や
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
よ
う
な
全
体
主
義
運
動
へ
回
帰
し
て
き
た
と

し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ア
ー
レ
ン
ト

の
主
張
が
我
々
に
投
げ
か
け
て
い
る
こ
の
よ
う
な
問
題
提
起
に
応
答
す

る
た
め
に
も
、
彼
女
が
マ
ル
ク
ス
研
究
の
う
ち
で
な
ぜ
〈
労
働
す
る
動

物
〉
と
い
う
概
念
に
着
目
し
た
の
か
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
知
見
を

獲
得
し
、
そ
れ
が
彼
女
の
思
想
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の

か
、
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
以
下
、

第
一
節
で
は
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
」
草
稿

を
中
心
に
マ
ル
ク
ス
の
労
働
思
想
と
全
体
主
義
の
関
係
性
を
検
討
し
、

第
二
節
で
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
論
文
を
中
心
に
全
体
主
義
出

現
の
条
件
と
し
て
の
資
本
主
義
と
〈
労
働
す
る
動
物
〉
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
続
い
て
第
三
節
で
は
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版

と
第
二
版
の
記
述
を
比
較
し
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
研
究
を
経
て
、

そ
の
全
体
主
義
論
を
ど
の
よ
う
に
修
正
し
た
か
を
確
認
す
る
。
第
四
節

で
は
ア
ー
レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
研
究
に
取
り
組
ん
だ
五
〇
年
代
前
半
の

ア
メ
リ
カ
社
会
の
状
況
と
そ
こ
に
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
「
新
た
な
全
体
主

義
」
の
危
機
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
最
終
的
に
ア
ー
レ
ン
ト
の
〈
労
働
す

る
動
物
〉
批
判
が
現
代
社
会
に
お
い
て
持
つ
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一　

マ
ル
ク
ス
に
よ
る
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
へ
の「
反
逆
」

　

本
節
で
は
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
」
（
以
下
、

「
伝
統
」
と
省
略
）
か
ら
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
研
究
か
ら
ど
の
よ

う
な
知
見
を
得
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
の
論
考
は
一
九
五
三

年
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ガ
ウ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
に

お
い
て
行
わ
れ
た
講
義
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
原
稿
（
お
よ
び
マ
ル
ク

ス
研
究
の
著
作
出
版
計
画
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
た
草
稿
）
の
一
部
で
あ

り
、
二
〇
〇
二
年
にSocial R

esearch

誌
に
て
そ
の
内
容
が
公
表
さ

れ
た
も
の
で
あ
る

）
1
（

。

　

一
九
五
二
年
に
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
財
団
に
提
出
さ
れ
た
研
究
計
画
書

に
よ
れ
ば
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
研
究
は
、
『
全
体
主
義
の
起
源
』

に
お
い
て
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
「
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
の
諸
起
源
」
の
欠

落
を
埋
め
る
べ
く
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
明
確
に
彼
女
の
全
体
主

義
研
究
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
ー

レ
ン
ト
は
こ
の
論
考
の
前
半
部
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
を
「
全
体
主
義

支
配
の
父
」
と
見
な
し
て
マ
ル
ク
ス
思
想
と
全
体
主
義
を
短
絡
的
に
結

び
つ
け
よ
う
と
す
る
通
俗
的
な
マ
ル
ク
ス
解
釈
を
厳
し
く
批
判
し
て
い

る
。
マ
ル
ク
ス
を
全
体
主
義
の
父
と
見
な
す
者
の
う
ち
で
「
マ
ル
ク
ス

に
全
体
主
義
の
責
め
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
西
欧
の
伝
統
そ
れ
自
体
が

全
体
主
義
と
い
う
巨
大
な
新
し
い
統
治
形
態
に
必
然
的
に
帰
着
す
る
と

非
難
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
（K

M
 p. 276, 

九
頁
）
と
い
う
深
刻
さ
に

気
づ
い
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス

が
西
欧
政
治
思
想
の
本
流
か
ら
生
ま
れ
、
同
時
に
そ
れ
を
終
焉
さ
せ
た

思
想
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
、
と
ア
ー
レ
ン
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ト
は
述
べ
て
い
る
。「
マ
ル
ク
ス
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
に
い
た
る
線
以
上
に
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
に
至
る
線
が
は
る
か
に
密
接
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
」
（K

M
 p. 277, 

一

〇
頁
）
と
い
う
一
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
全
体
主

義
の
関
係
性
を
考
え
る
た
め
に
は
、
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
に
ま
で

遡
っ
て
こ
の
問
題
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
彼
女
は
主
張
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

「
伝
統
」
を
一
読
し
て
気
づ
く
こ
と
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス

の
思
想
を
一
方
的
に
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
の
思

想
家
と
し
て
の
偉
大
さ
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
は

根
本
的
に
異
議
を
唱
え
る
と
い
う
両
義
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る

）
2
（

。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
は
三
つ
の
思
想
に
お
い

て
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
に
「
反
逆
」
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一

に
「
労
働
が
人
間
を
創
造
す
る
」
。
第
二
に
「
暴
力
は
歴
史
の
助
産
婦

で
あ
る
」
。
第
三
に
「
他
者
を
隷
属
さ
せ
る
も
の
は
自
由
た
り
え
な
い

）
3
（

」
。

こ
の
三
つ
の
「
革
命
的
」
思
想
の
う
ち
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
最
も
重
要
視

し
た
の
が
第
一
の
思
想
、
す
な
わ
ち
〈
労
働
す
る
動
物
〉
と
い
う
マ
ル

ク
ス
に
よ
る
人
間
の
定
義
で
あ
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
に
典

型
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
労

働
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
は
政
治
に
参
加
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て

お
り
、
人
間
に
と
っ
て
の
本
質
的
な
営
み
は
「
活
動
＝
政
治
」
で
あ
っ

て
、
「
労
働
」
は
そ
れ
に
従
属
す
る
重
要
度
の
低
い
営
み
に
過
ぎ
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
は
「
労
働
」
を
人
間
に
と
っ

て
本
質
的
な
営
み
と
捉
え
、
こ
れ
を
理
想
化
し
た
点
で
西
欧
政
治
思
想

の
伝
統
に
「
反
逆
」
し
て
い
た
の
だ
と
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
マ
ル
ク

ス
の
「
労
働
賛
美
」
を
厳
し
く
批
判
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
彼
女
は
マ

ル
ク
ス
の
主
張
が
あ
る
意
味
で
は
時
代
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
も
い
る
。

　

マ
ル
ク
ス
が
と
ら
え
て
い
た
の
は
、
ま
ず
、
近
代
世
界
で
は
労
働

自
体
が
決
定
的
な
変
化
を
こ
う
む
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

労
働
が
す
べ
て
の
富
の
源
泉
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
あ
ら
ゆ

る
社
会
的
価
値
の
源
泉
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
間
が
階

級
的
出
自
に
か
か
わ
り
な
く
遅
か
れ
早
か
れ
労
働
者
に
な
る
べ
く
運

命
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
過
程
に
適
応
で
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
い
人
間
は

0

0

0

0

0

、
社
会
か
ら
寄
生
者
と
見
な
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
判
定
さ
れ
る
で
あ

0

0

0

0

0

0

0

ろ
う
と
い
う
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

 

（K
M

 pp. 278-279, 

一
一
―
一
二
頁
、
強
調
引
用
者
）

　

近
代
社
会
で
は
、
単
に
労
働
が
価
値
の
源
泉
と
な
り
、
社
会
の
中
心

的
な
営
み
と
な
る
だ
け
で
は
な
い
。
近
代
人
は
「
労
働
」
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
一
人
前
の
大
人
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
逆
に
「
労
働
」
し
な

い
人
間
は
社
会
不
適
合
者
と
判
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
マ
ル
ク
ス
は

「
労
働
者
で
な
い
人
間
に
は
い
か
な
る
権
利
も
生
き
る
権
利
さ
え
も
な
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い
と
い
う
宣
言
が
な
さ
れ
る
時
代
の
到
来
を
予
期
し
て
い
た
」
（K

M
 p. 

279, 
一
二
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
労
働
を
神
格
化
す
る
思
想
を
打
ち
立
て
た

点
に
こ
そ
、
マ
ル
ク
ス
が
全
体
主
義
支
配
に
「
悪
用
」
さ
れ
た
理
由
が

あ
る
と
ア
ー
レ
ン
ト
は
い
う
。
お
そ
ら
く
こ
こ
で
ア
ー
レ
ン
ト
の
念
頭

に
あ
る
の
は
、
全
体
主
義
と
近
代
的
労
働
思
想
の
親
和
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
全

体
主
義
社
会
は
、
〈
労
働
す
る
動
物
〉
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
、
労

働
し
な
い
／
で
き
な
い
人
間
を
無
用
な
存
在
と
し
て
排
除
す
る
社
会
で

あ
る
と
彼
女
は
考
え
て
い
た
。
第
四
節
で
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
ア
ー

レ
ン
ト
は
ド
イ
ツ
で
ナ
チ
ズ
ム
が
発
生
し
た
原
因
を
、
近
代
に
お
け
る

労
働
の
地
位
向
上
と
い
う
傾
向
に
加
え
て
、
も
と
も
と
ド
イ
ツ
人
が
勤

労
好
き
で
働
く
こ
と
に
価
値
を
見
出
す
国
民
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に

求
め
て
い
た
。

　

実
際
に
、
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
の
門
に
「
労
働
は
自
由
に
す
る

A
rbeit m

acht Frei

」
と
い
う
標
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
ヒ

ト
ラ
ー
政
権
が
大
規
模
な
失
業
者
対
策
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者

階
級
か
ら
大
き
な
支
持
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
史
実
か
ら
も
、

近
代
の
肯
定
的
労
働
観
と
全
体
主
義
支
配
の
間
に
強
い
親
和
性
が
存
在

す
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
テ
ラ
リ
ー
『
ヒ

ト
ラ
ー
を
支
持
し
た
ド
イ
ツ
国
民
』
に
よ
れ
ば
、
ナ
チ
ス
の
収
容
所
で

は
「
労
働
を
つ
う
じ
た
更
生
・
矯
正
・
教
育
」
が
重
要
な
目
的
と
な
っ

て
お
り
、
「
働
か
な
い
怠
け
者
」
た
ち
に
勤
労
精
神
を
叩
き
こ
み
、
規

律
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
社
会
正
義
に
適
う
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
人
種
政
策
の
み
な
ら
ず
、
働
か
な
い
者
・

怠
惰
な
者
・
非
生
産
的
な
者
を
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ナ
チ
ス
政
権
は
国
民
の
同
質
性
を
高
め
、
支
持
基
盤
を
固
め
る
こ
と
に

成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
（
ジ
ェ
テ
ラ
リ
ー 

二
〇
〇
八
、
二
五
二
―
二
五
三
頁
）
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ほ
ん
の
一
〇
〇
年
ほ
ど
前
、
労
働
者
は
つ
ね
に
政
治

的
権
利
を
否
定
さ
れ
て
い
た
の
に
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
は
、
労
働
者

0

0

0

で
な
い
者
は
生
き
つ
づ
け
る
権
利
さ
え
も
持
た
な
い
と
い
う
全
体
主

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

義
的
な
法
律

0

0

0

0

0

こ
そ
が
、
最
も
反
論
の
余
地
な
く
最
も
現
代
的
で
受
け

入
れ
可
能
な
最
新
の
統
治
形
態
の
特
質
だ
と
考
え
て
い
る
と
い
う
事

実
で
あ
る
。

 

（K
M

 

二
六
四
頁
、
強
調
は
引
用
者

）
4
（

）

　

そ
れ
ゆ
え
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
労
働
を
肯
定
的
に
捉
え
る
価
値
観
の
普

及
を
全
体
主
義
が
出
現
す
る
予
兆
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
の

労
働
思
想
に
は
そ
の
よ
う
な
肯
定
的
労
働
観
を
完
成
さ
せ
た
点
で
大
き

な
責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
の
思
想
は
直
接
的
な
「
全
体

主
義
の
父
」
で
は
な
い
も
の
の
、
肯
定
的
労
働
観
を
強
力
に
理
論
づ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
主
義
出
現
の
思
想
的
条
件
を
お
膳
立
て
し
た
点

で
重
大
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
彼
女
の
主
張
で
あ
っ
た
。

　

伝
統
に
「
反
逆
」
す
る
残
り
二
つ
の
主
張
、
「
暴
力
は
歴
史
の
助
産
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婦
で
あ
る
」
と
「
他
者
を
隷
属
さ
せ
る
も
の
は
自
由
た
り
え
な
い
」
に

つ
い
て
も
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
ス
タ
ン
ス
は
同
様
で
あ
る
。
前
者
で
は
、「
自

由
と
話
し
合
い
の
結
び
つ
き
」
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
伝
統
的
政
治

の
う
ち
に
「
暴
力
」
と
い
う
野
蛮
な
行
為
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
者
で
は
、
労
働
を
担
う
奴
隷
と
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
市
民
の

区
別
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
伝
統
的
政
治
の
う
ち
に
「
普
遍
的
平

等
」
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
西
欧
政
治
思
想
の
伝

統
に
「
反
逆
」
し
た
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
い
ず
れ
も
全
体
主
義
思
想
そ

の
も
の
を
生
み
出
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
全
体
主
義
が
出
現
す
る
の
に

適
し
た
近
代
社
会
を
準
備
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
思
想
的
な
責
任
を

負
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
え
で
あ
っ
た
。

　

マ
ル
ク
ス
に
よ
る
伝
統
へ
の
三
つ
の
「
反
逆
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
人

間
を
「
必
然
性
〔
必
要
性
〕necessity

」
の
も
と
に
従
属
さ
せ
よ
う

と
し
た
点
に
あ
る
。
「
労
働
」
は
人
間
を
生
命
維
持
と
い
う
自
然
法
則

に
従
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
暴
力
」
は
物
理
的
な
強
制
力
の
も
と

に
他
者
を
従
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
普
遍
的
平
等
」
の
主
張
は
す

べ
て
の
人
間
を
等
し
く
〈
労
働
す
る
動
物
〉
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
ず
れ
も
人
間
を
必
然
性
の
く
び
き
の
も
と
に
置
き
、
人
間
の
自
由
な

政
治
的
行
為
を
阻
害
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
「
反
逆
」

の
結
果
、
西
欧
思
想
の
伝
統
が
終
焉
し
、
「
自
然
と
歴
史
の
必
然
法
則
」

に
従
属
す
る
〈
労
働
す
る
動
物
〉
が
全
体
主
義
の
支
持
者
と
し
て
登
場

し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
マ
ル
ク
ス
が
人
間

の
主
体
的
行
為
を
「
自
然
と
歴
史
の
必
然
法
則
」
の
も
と
に
従
属
さ
せ

る
よ
う
な
唯
物
史
観
を
構
想
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が
残

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
ア
ー
レ
ン
ト
は
上
記
の
諸
点
に

お
い
て
マ
ル
ク
ス
が
全
体
主
義
出
現
へ
の
間
接
的
な
思
想
的
責
任
を

負
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
で
は
具
体
的
に
〈
労
働
す
る
動
物
〉
と

全
体
主
義
は
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
の

が
次
節
で
扱
う
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
論
文
で
あ
る
。

二　

全
体
主
義
運
動
と
資
本
主
義
運
動
の
同
型
性

　

本
節
が
考
察
対
象
と
す
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
論
文
は
、

一
九
五
三
年
七
月
にT

he R
eview

 of Politics

誌
に
発
表
さ
れ
た
の
ち
、

『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
版
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。『
全

体
主
義
の
起
源
』
ド
イ
ツ
語
版
第
二
版
（
一
九
五
五
年
）
に
加
え
ら
れ

た
内
容
と
、
英
語
版
第
二
版
（
一
九
五
八
年
。
す
な
わ
ち
『
人
間
の
条
件
』

出
版
と
同
年
）
に
加
え
ら
れ
た
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
加
筆
・
修
正
が
加
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
し
て
も
、
ア
ー
レ
ン
ト
自
身
が
こ
の
論

文
を
『
全
体
主
義
の
起
源
』
と
『
人
間
の
条
件
』
を
繋
ぐ
論
考
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
の
論
文
を
通
じ
て
ア
ー
レ
ン
ト
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
は
、
全
体
主
義
と
暴
政
支
配tyranny

）
5
（

が
い
か
な
る
点
に
お
い
て
異

な
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
ア
ー
レ
ン
ト
は
次
の
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よ
う
に
答
え
る
。
暴
政
支
配
と
全
体
主
義
は
実
定
法
を
無
視
し
た
統
治

を
お
こ
な
う
点
で
共
通
し
て
い
る
た
め
に
混
同
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、

暴
政
支
配
が
実
定
法
を
無
視
す
る
埋
め
合
わ
せ
と
し
て
暴
力
と
恐
怖
に

よ
る
統
治
を
お
こ
な
う
の
に
対
し
、
全
体
主
義
は
実
定
法
を
無
視
す
る

埋
め
合
わ
せ
と
し
て
「
自
然
と
歴
史
の
必
然
法
則
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
も
と
づ
い
て
統
治
を
お
こ
な
う
点
で
両
者
は
異
な
る
。
す
な
わ

ち
、
全
体
主
義
は
「
自
然
」
と
「
歴
史
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な

「
法
則
」
に
準
拠
し
、
テ
ロ
ル
に
よ
っ
て
こ
れ
を
無
理
矢
理
に
で
も
実

現
し
て
い
く
と
い
う
支
配
形
態
を
と
る
。
こ
こ
で
全
体
主
義
が
準
拠
す

る
「
法
（
則
）law

」
は
、
伝
統
的
な
「
法
」
の
あ
り
方
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
伝
統
的
な
共
和
政
体
や
立
憲
政
体
に
お
け
る
「
法
」

は
「
世
界
」
に
安
定
性
を
与
え
、
新
し
い
「
始
ま
り
」
を
守
り
育
て
る

と
同
時
に
、
そ
の
輝
き
を
世
代
を
こ
え
て
保
持
し
て
い
く
役
割
を
果
た

す
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
『
人
間
の
条
件
』
に
お
い
て
、
法
（
ノ
モ
ス
）

が
ポ
リ
ス
を
守
る
「
壁
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
全
体
主
義
に
お
い
て
は
「
す
べ
て
の
法
は
運
動
の
法
則
に
な
っ

て
い
る
」
（IT

 p. 308

）
。
こ
れ
は
、
絶
え
ざ
る
流
動
性
か
ら
「
世
界
」

を
保
護
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
法
が
、
逆
に
「
世
界
」
を
破
壊
す
る

「
運
動
」
の
法
（
則
）
へ
と
反
転
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

実
体
法
を
無
視
し
た
恣
意
的
な
支
配
を
お
こ
な
う
暴
政
支
配
と
異
な
り
、

全
体
主
義
は
む
し
ろ
「
自
然
と
歴
史
の
必
然
法
則
」
と
い
う
新
し
い
法

（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
に
ひ
た
す
ら
忠
実
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し

て
安
定
的
な
「
世
界
」
を
掘
り
崩
し
て
い
く
無
限
の
「
運
動
」
と
な
る

の
で
あ
る
。

　

ア
ー
レ
ン
ト
は
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
に
お
い
て
も
、
全
体

主
義
が
階
級
社
会
崩
壊
後
に
出
現
す
る
大
衆
運
動
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
た
が
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
論
文
で
は
、
そ
の
運
動

原
理
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
と
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
（
階
級
闘
争

論
）
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
「
自
然
と
歴
史
の
運
動
法
則
」
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
「
適
者
生
存
の
自
然

法
則
」
と
「
階
級
闘
争
の
歴
史
法
則
」
が
客
観
性
を
も
っ
た
必
然
的
な

法
則
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
こ
に
人
間
の
意
志
や
判
断
が
介
在
す
る
余

地
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
は
、
そ
の
基
準
に
照
ら
し
て
「
劣
等
人
種
」
や
「
生
き
る
に
値
し

な
い
個
人
」
や
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
階
級
と
頽
廃
し
た
民
族
」
を
選
別

し
、
テ
ロ
ル
に
よ
っ
て
そ
の
判
決
を
執
行
し
よ
う
と
す
る
。
第
一
節
で

述
べ
た
よ
う
に
「
伝
統
」
草
稿
で
も
、
全
体
主
義
的
社
会
で
は
労
働
し

な
い
／
で
き
な
い
者
が
「
社
会
不
適
合
者
」
と
し
て
排
除
・
処
罰
さ
れ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
全
体
主
義
に
は
一
定
の
法
則
に
基
づ

い
て
社
会
の
う
ち
に
分
断
線
を
引
き
、
特
定
の
人
々
を
「
犠
牲
者
」
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
支
配
体
制
を
強
化
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い

る
。
そ
の
犠
牲
者
の
内
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
共
産
主
義
者
だ
け
で
な
く
、

労
働
し
な
い
者
―
―
〈
労
働
す
る
動
物
〉
た
り
え
な
か
っ
た
人
間
―
―

も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
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全
体
主
義
社
会
に
お
い
て
人
種
や
思
想
信
条
と
と
も
に
「
労
働
」
が
、

被
統
治
者
の
間
に
分
断
線
を
引
く
た
め
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

次
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
孤
立isolation

と
孤
独loneliness

を
区

別
し
て

）
6
（

、
全
体
主
義
が
支
配
の
対
象
と
す
る
の
は
、「
孤
立
」
し
た
人
々

（
製
作
す
る
人
間
）
で
は
な
く
「
孤
独
」
な
人
々
（
労
働
す
る
動
物
）
で
あ

る
と
述
べ
る
（IT

 pp. 322-323

）
。
従
来
の
暴
政
が
支
配
対
象
と
し
て
き

た
「
孤
立
」
し
た
人
々
は
、
公
的
領
域
に
お
い
て
は
無
力
で
あ
っ
て
も
、

私
的
領
域
に
お
い
て
は
物
を
製
作
し
た
り
独
自
に
思
考
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
全
体
主
義
は
、
そ
の
よ
う
な
私
的
領
域
さ
え
を

も
破
壊
し
、
人
を
「
孤
独
」
と
い
う
絶
望
状
態
に
陥
ら
せ
る
点
に
そ
の

特
徴
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
い
う
「
孤
独
」
は
、
公
的
領

域
の
み
な
ら
ず
私
的
領
域
に
お
い
て
も
、
製
作
や
思
考
な
ど
の
自
立
的

な
営
み
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
市
場
に
お
け
る
商
品
交
換
を
通

じ
た
他
者
と
の
交
流
や
、
思
考
に
お
け
る
「
一
者
の
な
か
の
二
者
」
の

対
話
と
い
う
契
機
す
ら
も
ち
え
な
い
動
物
的
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
現
象
が
成
立
す
る
の
は
「
主
要
な
価
値
が
労
働
に
よ
っ
て
決
定
さ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

れ0

、
す
べ
て
の
人
間
活
動
が
労
働
に
転
化
さ
れ
て
し
ま
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
よ
う
な
社

会
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
人
間
は
「
世
界
」
か
ら
見
捨
て
ら
れ

た
存
在
と
な
り
（
世
界
疎
外
）
、「
根
を
断
た
れ
た
余
計
者
」
に
な
る
と
ア
ー

レ
ン
ト
は
い
う
。
こ
こ
で
も
重
要
な
の
は
、
人
が
「
孤
立
」
状
態
か
ら

「
孤
独
」
状
態
へ
移
行
す
る
契
機
が
、
近
代
社
会
に
お
け
る
「
労
働
」

の
前
景
化
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
製
作
」
し
て

い
る
間
に
は
「
孤
立
」
状
態
に
あ
っ
て
も
、
市
場
で
の
商
品
交
換
に
お

い
て
他
者
と
の
関
係
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
〈
製
作
す
る
人
間

hom
o faber

〉
と
異
な
り
、
〈
労
働
す
る
動
物
〉
と
し
て
の
近
代
人
は

完
全
に
他
者
性
・
複
数
性
を
喪
失
し
た
「
孤
独
」
状
態
に
陥
り
、
「
根

を
断
た
れ
た
余
計
者
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ア
ー
レ
ン
ト
の

い
う
「
労
働
」
は
、
他
者
と
の
本
質
的
関
係
性
を
持
た
ず
、
た
だ
生
命

維
持
の
た
め
に
の
み
行
わ
れ
る
「
孤
独
」
で
「
動
物
的
」
な
営
み
で
あ

る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
全
体
主
義
が
階
級
社
会
崩
壊
後
に
出
現
す

る
大
衆
運
動
で
あ
る
こ
と
や
、
根
無
し
草
・
余
計
者
と
し
て
の
大
衆
が

そ
の
運
動
に
回
収
さ
れ
る
対
象
と
な
る
こ
と
は
、
一
九
五
一
年
に
発
表

さ
れ
た
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
独
自
の
マ
ル
ク
ス
研
究
を
経
て
、
五
三
年
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
テ
ロ
ル
」
論
文
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
の
は
、
根
無
し
草

0

0

0

0

・
余
計
者

0

0

0

と
し
て
の
大
衆
の
出
現
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

「
労
働

0

0

」
の
地
位
向
上
と
軌
を
一
に
し
て
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

と
い
う
主
張
で
あ
る
。
複
数
性
や
世
界
性
と
い
う
「
人
間
の
条
件
」

を
喪
失
し
、
「
活
動
」
や
「
仕
事
」
の
機
会
を
奪
わ
れ
た
〈
労
働
す
る

動
物
〉
と
し
て
の
「
孤
独
な
大
衆
」
が
、
そ
の
欠
損
部
分
を
埋
め
合
わ

せ
る
た
め
に
、
国
家
的
・
民
族
的
統
一
感
を
謳
う
全
体
主
義
運
動
へ
と

回
収
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
解
釈
が
こ
の
論
文
で
は
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
衆
が
根
無
し
草
・
故
郷
喪
失
状
態
と
い
う
欠
損
状
態
に
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耐
え
切
れ
ず
、
そ
の
「
孤
独
」
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
全
体
主
義
運

動
に
回
収
さ
れ
て
い
く
と
い
う
論
理
は
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
の
『
自

由
か
ら
の
逃
走
』
（
一
九
四
一
）
な
ど
と
同
型
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
論
文
の
独
自
性
は
、
そ
の
大
衆
を
〈
労

働
す
る
動
物
〉
と
し
て
名
指
し
た
点
に
あ
る
。

　

『
人
間
の
条
件
』
で
は
、こ
の
よ
う
な
「
労
働
」
の
地
位
向
上
と
「
大

衆
」
の
出
現
は
、
近
代
に
お
け
る
「
社
会
的
領
域
」
の
拡
大
と
「
過
程
」

運
動
の
開
始
と
い
う
二
つ
の
概
念
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
（
第
六

章
「
〈
活
動
的
生
活
〉
と
近
代
」
）
。
端
的
に
述
べ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
概

念
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
近
代
社
会
に
お
け
る
資
本
主
義
経
済
の
出

現
、
言
い
換
え
れ
ば
「
資
本
」
の
無
限
運
動
の
開
始
と
い
う
事
態
で
あ

る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
」
の
無
限
拡
張
運
動
を
G
―
W
―

 Gʹ
と
い
う

定
式
に
よ
っ
て
表
現
し
た
が
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
運
動

を
「
過
程
」
と
い
う
概
念
で
も
っ
て
表
し
た
（H

C
 p. 296ff, 

四
六
六
頁

以
下
）
。
彼
女
が
い
う
「
過
程process

」
と
は
、
明
確
な
目
的
＝
終
わ

りend

を
持
た
ず
、
そ
の
運
動
の
継
続
自
体
が
自
己
目
的
化
さ
れ
て

い
る
破
壊
的
な
拡
張
運
動
の
こ
と
で
あ
り
、
明
ら
か
に
マ
ル
ク
ス
の
「
資

本
」
概
念
か
ら
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
「
労
働
」
が
社
会
の
中
心
的
な
営
み
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
労
働

力
と
い
う
特
殊
商
品
を
媒
介
と
し
て
無
限
の
自
己
拡
張
運
動
を
行
う

「
資
本
」
の
出
現
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
全
体
主
義
と
い
う
無
限
の
拡

張
運
動
が
開
始
さ
れ
る
た
め
の
前
提
条
件
と
し
て
、
〈
労
働
す
る
動
物
〉

を
大
量
に
生
み
出
す
資
本
主
義
の
自
己
拡
張
運
動
が
開
始
さ
れ
る
必
要

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
で
は
、
全
体
主
義
が
大
衆
社
会
の
出

現
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
大
衆
社
会

が
出
現
す
る
条
件
と
し
て
資
本
主
義
経
済
の
開
始
が
前
提
と
さ
れ
る
こ

と
、
こ
れ
に
伴
っ
て
「
労
働
」
が
社
会
の
な
か
で
最
重
要
な
営
み
と
な

る
こ
と
に
つ
い
て
の
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

）
7
（

。
ア
ー
レ
ン
ト
が

マ
ル
ク
ス
研
究
を
経
て
獲
得
し
た
の
は
、
全
体
主
義
出
現
の
た
め
の
こ

の
よ
う
な
経
済
思
想
的
分
析
に
他
な
ら
な
い
。
資
本
の
自
己
拡
張
運
動

の
開
始
に
伴
っ
て
大
量
の
〈
労
働
す
る
動
物
〉（
労
働
力
商
品
）
が
近
代
社

会
に
生
み
だ
さ
れ
、
こ
れ
が
全
面
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
衆
消
費
社

会
が
成
立
し
、
彼
ら
に
適
し
た
統
治
の
あ
り
方
と
し
て
「
自
然
と
歴
史
の

必
然
法
則
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
全
体
主
義
が
出
現
し
た
。

こ
の
よ
う
な
理
路
で
も
っ
て
ア
ー
レ
ン
ト
は
、〈
労
働
す
る
動
物
〉
の
登

場
と
全
体
主
義
運
動
の
出
現
を
結
び
つ
け
る
主
張
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

全
体
主
義
の
増
殖
性
と
「
社
会
的
な
も
の
」

　

『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
版
で
は
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
テ
ロ
ル
」
論
文
が
追
加
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
本
文
に
も
幾
つ
か
の

修
正
・
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
『
全
体
主
義
の
起
源
』

第
一
版
と
第
二
版
の
記
述
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
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が
マ
ル
ク
ス
研
究
を
経
て
ど
の
よ
う
に
彼
女
の
全
体
主
義
論
を
変
更
し

た
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

森
川
輝
一
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
優
れ
た
先
行
研
究
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
に
拠
り
つ
つ
本
稿
独
自
の
考
察
を
付
け
加
え
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に

そ
の
変
更
点
が
『
人
間
の
条
件
』
に
お
け
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
察
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　

例
え
ば
、『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
版
で
は
、
第
三
部
「
全
体
主
義
」

の
冒
頭
に
、
全
体
主
義
運
動
に
お
け
る
指
導
者
の
名
声
の
儚
さ
を
指
摘

す
る
記
述
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。「
一
般
に
は
全
体
主
義
運
動
の
性
質
を
、

特
殊
に
は
そ
の
指
導
者
の
名
声
の
特
質
を
最
も
特
徴
的
に
示
し
て
い
る

の
は
、
そ
れ
ら
の
運
動
や
指
導
者
が
驚
く
ほ
ど
す
ぐ
に
忘
れ
ら
れ
、
驚

く
ほ
ど
容
易
に
他
の
も
の
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
得
る
こ
と
で
あ
る
」

（O
T

 p. 305, 

Ⅲ
一
頁
）
。
そ
し
て
、
指
導
者
の
名
声
の
こ
の
永
続
性
の
な

さ
は
「
大
衆
の
移
り
気
や
大
衆
的
名
声
さ
の
儚
さ
」
と
と
も
に
、
「
運

動
を
持
続
し
周
囲
の
も
の
す
べ
て
を
運
動
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
自
己
を
維
持
し
う
る
全
体
主
義
運
動
の
熱
狂
性
」
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
全
体
主
義
運
動
で
は
一
見
、
指
導
者
が
神
格
化
さ
れ

絶
対
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
そ
の
指
導
者
の
神
格
化

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
全
体
主
義
に
お
い
て
本
質
的
な
の
は
そ

の
「
熱
狂
的
な
運
動
性
」
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
追
加
記
述
で
は
強
調
さ

れ
て
い
る
。

　

第
三
部
第
一
章
第
一
節
「
大
衆
」
の
末
尾
に
も
同
様
の
記
述
が
付
け

加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
主
義
的
指
導
者
は
、
圧
制
的
で

恣
意
的
な
意
志
を
臣
民
に
押
し
つ
け
る
「
力
に
飢
え
た
個
人
」
で
は
な

く
、
大
衆
を
率
い
る
「
役
人
〔
機
能
〕
」
（functionary

）
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
。
ゆ
え
に
全
体
主
義
の
指
導
者
は
「
取
り
替
え
可
能
」
な
存
在

で
あ
り
、
た
だ
指
導
者
の
意
志
は
絶
対
的
な
権
限
を
も
つ
と
い
う
形
式

が
保
持
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（O

T
 p. 325, 

Ⅲ
三
九
頁
）
。
そ
し
て
、

そ
の
支
配
概
念
の
唯
一
の
形
式
は
「
運
動
を
常
に
継
続
さ
せ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

で
あ
り
、「
そ
の
運
動
の
実
際
的
な
目
標
は
、
可
能
な
限
り
多
く
の
人
々

を
そ
の
枠
組
み
の
う
ち
に
引
き
入
れ
て
組
織
し
、
そ
の
人
々
を
運
動
の

内
に
置
き
続
け
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
（O

T
 p. 326, 

Ⅲ
四
〇
頁
）
。
つ
ま

り
こ
こ
で
も
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
論
文
と
同
様
に
、
全
体

主
義
支
配
の
本
質
が
暴
君
に
よ
る
支
配
（tyranny

）
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
大
衆
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
終
わ
り
な
き
運
動
の
継
続
性
に
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
全
体
主
義
が
大
衆
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る

政
治
「
運
動
」
で
あ
る
こ
と
は
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
で
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
た
（O

T
 1951 p. 303ff.

）
。
重
要
な
の
は
第
二
版
に
お

い
て
、
そ
の
運
動
の
継
続
こ
そ
が
全
体
主
義
の
最
重
要
関
心
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
運
動
が
自
己
増
殖
す
る
性
格
を
も
つ
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
強
調
さ
れ
る
記

述
が
随
所
に
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
節
で
分
析
し
た
通

り
、
こ
の
よ
う
な
全
体
主
義
運
動
の
自
己
増
殖
性
に
つ
い
て
の
考
察
は
、

ア
ー
レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
分
析
を
批
判
的
に
摂
取
す
る
こ
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と
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
考
察
の
萌

芽
は
す
で
に
第
一
版
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
が

）
8
（

、
よ
り
明
確
に
そ
の

議
論
が
展
開
さ
れ
追
加
さ
れ
て
い
る
の
が
第
二
版
な
の
で
あ
る
。

　

同
じ
視
点
は
、
第
三
部
第
三
章
「
全
体
主
義
的
支
配
」
に
お
け
る
、

全
体
主
義
の
組
織
分
析
に
追
加
さ
れ
た
記
述
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
全
体
主
義
組
織
が
絶
え
ず
新
し
い
機
関
を
つ
け
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
権
力
中
枢
を
移
動
さ
せ
る
と
い
う
流
動
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー

を
持
つ
こ
と
は
、
第
一
版
に
お
い
て
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
（O

T
 1951, pp. 356-357

）
。
第
二
版
で
追
加
さ
れ
て
い
る
の
は
、

全
体
主
義
が
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
を
と
る
法
的
・
政
治
的
構
造
」
を
運
動

に
と
っ
て
の
障
害
物
と
み
な
し
、
「
運
動
を
加
速
さ
せ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

」
た
め
に
そ

れ
ら
の
構
造
を
破
壊
し
て
い
っ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
（O

T
 p. 398, 

Ⅲ
一
五
八
頁
）
。
全
体
主
義
が
組
織
新
設
を
繰
り
返
し
、
固
定
化
し
た
組

織
形
態
を
取
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
れ
が
出
鱈
目
な
政
治
現
象
で

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
政
治
運
動
を
い
っ
そ
う
加
速
さ
せ
増
殖

さ
せ
る
と
い
う
目
的
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
第
二
版
で
の
ア
ー
レ
ン
ト
は
明
確
に
全
体
主
義
運
動
の

「
増
殖
性
」
を
自
覚
し
て
い
る
点
で
第
一
版
と
異
な
る
の
で
あ
る

）
9
（

。

　

森
川
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
と

第
二
版
の
相
違
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
全
体
主
義
観
が
、
目
的
―

手
段
図

式
で
物
を
支
配
し
破
壊
し
製
作
す
る
「
仕
事
」
モ
デ
ル
か
ら
、
生
命
過

程
の
維
持
の
た
め
に
生
物
学
的
な
「
必
然
性
」
に
従
っ
て
無
限
循
環
運

動
が
続
く
と
い
う
「
労
働
」
モ
デ
ル
へ
と
移
行
し
た
こ
と

）
10
（

を
示
す
も
の

で
あ
る
と
い
う
（
森
川 

二
〇
一
〇
、
二
二
一
―
二
二
八
頁
）
。
し
か
し
実

際
に
は
、
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
で
の
ア
ー
レ
ン
ト
が
、
全
能

の
独
裁
者
が
恣
意
的
意
志
に
も
と
づ
い
て
被
治
者
を
暴
力
に
よ
っ
て
支

配
す
る
と
い
う
「
仕
事
」
モ
デ
ル
で
全
体
主
義
を
捉
え
て
い
た
の
か
ど

う
か
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
全
体

主
義
の
起
源
』
第
一
版
に
お
い
て
も
、
全
体
主
義
が
ア
ト
ム
化
し
た
個

人
の
集
合
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
大
衆
運
動
で
あ
り
、
全
体
主
義
が
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
「
一
掃
〔
清
算
〕liquidation

」
さ
せ
る
「
運
動
」
で

あ
る
こ
と
は
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、『
全

体
主
義
の
起
源
』
第
二
版
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
考
察
は
、
全
体
主
義

運
動
が
も
つ
「
増
殖
性
」
と
い
う
特
徴
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

全
体
主
義
運
動
の
増
殖
的
性
格
を
強
調
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
主
張
は
、

『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
版
と
同
年
に
出
版
さ
れ
た
『
人
間
の
条
件
』

へ
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
彼
女
が
「
自
然
な
も
の
の
不
自
然
な
成
長
」

と
い
う
語
で
表
現
し
た
「
社
会
的
な
も
のthe social

」
を
め
ぐ
る
議

論
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
マ
ル

ク
ス
が
資
本
の
自
己
増
殖
運
動
（
G
―
W
―

 Gʹ
）
と
し
て
表
現
し
た
も

の
を
、
「
過
程
」
の
運
動
お
よ
び
「
社
会
的
な
も
の
」
の
拡
張
運
動
と

し
て
表
現
し
た
。
ハ
ン
ナ
・
ピ
ト
キ
ン
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
こ
の
「
社

会
的
な
も
の
」
を
ま
る
で
Ｓ
Ｆ
映
画
に
出
て
く
る
モ
ン
ス
タ
ー
（
人
間
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世
界
を
飲
み
込
ん
で
い
く
怪
物
）
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

る
が
（Pitkin 1998, pp. 2-5

）
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
社
会
的
な
も
の
」
に

対
す
る
不
可
解
な
ほ
ど
の
警
戒
心
を
示
す
理
由
も
、
彼
女
が
資
本
主
義

と
全
体
主
義
の
拡
張
運
動
を
重
ね
あ
わ
せ
て
見
て
い
る
こ
と
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
社
会
」
が
「
世
界
」
を
覆
い
尽

く
す
こ
と
に
対
し
て
ア
ー
レ
ン
ト
が
過
剰
な
ほ
ど
の
警
戒
心
を
示
す
理

由
は
、
彼
女
が
「
社
会
的
な
も
の

0

0

0

0

0

0

」
の
拡
張
運
動
の
背
後
に
全
体
主
義

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

運
動
が
控
え
て
い
る
と
考
え
て
い
た
た
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

『
人
間
の
条
件
』
の
第
四
十
五
節
「
〈
労
働
す
る
動
物
〉
の
勝
利
」
に

お
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
「
社
会
的
な
も
の
」
の
拡
張
が
最
終
的
に
は

「
種
の
生
命
」
を
重
視
す
る
全
体
主
義
運
動
へ
行
き
着
く
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
社
会
的
領
域
お
よ
び
近
代
資
本
主
義
の
発
展
に
と
も
な
っ

て
、
「
労
働
」
が
近
代
社
会
の
中
心
的
な
営
み
と
な
り
、
人
間
が
生
産

―

消
費
の
無
限
サ
イ
ク
ル
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
人
間
の
関

心
は
生
命
〔
生
活
〕life

の
維
持
へ
と
集
中
し
て
い
く
。
し
か
も
、
そ

の
よ
う
に
し
て
近
代
社
会
に
お
け
る
最
大
の
価
値
尺
度
と
な
る
「
生
命
」

は
、
最
終
的
に
は
個
々
の
生
命
よ
り
も
「
種
と
し
て
の
ヒ
ト
の
生
命
」

の
継
続
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
ア
ー
レ
ン
ト
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

残
さ
れ
た
も
の
は
「
自
然
力
」
、
つ
ま
り
生
命
過
程
そ
の
も
の
の

力
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
、
す
べ
て
の
人
間
的
活
動
力
は
、
等
し

く
そ
の
力
に
屈
服
し
た
（
「
思
考
過
程
そ
の
も
の
が
自
然
過
程
で
あ
る
」
）
。

こ
の
力
の
唯
一
の
目
的
は
―
―
目
的
が
と
も
か
く
あ
る
と
し
て
―
―

動
物
の
種
と
し
て
の
人
間
の
生
存

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
。

 

（H
C

 p. 321, 

四
九
八
―
四
九
九
頁
、
強
調
は
引
用
者
）

　

こ
の
文
脈
で
全
体
主
義
と
い
う
語
自
体
は
明
確
に
用
い
ら
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
「
種
と
し
て
の
ヒ
ト
の
生
命
」
の
継
続
と
い
う
利
害
の
み

に
支
配
さ
れ
る
社
会
状
態
、
と
い
う
表
現
は
、
ア
ー
リ
ア
人
を
世
界
最

高
の
民
族
と
し
て
称
揚
す
る
一
方
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
劣
等
な
人
種
と
し

て
差
別
す
る
と
い
う
ナ
チ
ズ
ム
の
人
種
主
義
政
策
を
否
応
な
く
想
起
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
〈
労
働
す
る
動
物
〉
に
と
っ
て
の
至
上
命
題
が
生

物
学
的
な
生
命
維
持
で
あ
る
の
に
呼
応
し
て
、
「
大
衆
」
に
よ
っ
て
担

わ
れ
る
全
体
主
義
運
動
の
至
上
命
題
は
「
動
物
の
種
」
と
し
て
の
人
間

の
生
存
に
な
る
。
そ
こ
で
は
「
複
数
性
」
の
契
機
が
失
わ
れ
、
個
々
の

人
間
の
尊
厳
が
軽
視
さ
れ
、
単
一
的
な
種
の
存
続
の
み
が
重
視
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
『
人
間
の
条
件
』
に
お
い
て
「
複
数
性
」

を
重
視
し
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

マ
ル
ク
ス
批
判
を
通
じ
て
、
資
本
主
義
の
自
己
拡
張
運
動
と
全
体
主

義
の
無
限
増
殖
運
動
に
近
代
社
会
の
同
種
の
病
理
性
を
見
て
と
っ
た

ア
ー
レ
ン
ト
は
、
そ
の
考
察
を
全
体
主
義
批
判
か
ら
大
衆
社
会
批
判
、

さ
ら
に
は
近
代
化
そ
の
も
の
へ
の
批
判
―
―
と
り
わ
け
近
代
社
会
に
お

い
て
「
労
働
」
が
中
心
的
な
営
み
と
な
り
、
生
命
過
程
の
維
持
と
生
産



107　●　〈公募論文〉〈労働する動物〉と全体主義――百木 漠

―

消
費
サ
イ
ク
ル
の
継
続
の
み
が
人
々
の
主
要
な
関
心
と
な
っ
た
事
態

へ
の
批
判
―
―
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
社

会
的
な
も
の
」
の
拡
張
を
も
た
ら
し
た
資
本
主
義
と
、
史
上
最
悪
の
政

治
形
態
で
あ
る
全
体
主
義
が
、
と
も
に
〈
労
働
す
る
動
物

0

0

0

0

0

0

〉
と
し
て
の

0

0

0

0

近
代
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
増
殖
運
動

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ル

ク
ス
は
労
働
力
を
剰
余
価
値
を
生
み
出
す
唯
一
の
特
殊
な
商
品
と
し
て

規
定
し
、
労
働
を
資
本
制
生
産
様
式
の
要
に
位
置
づ
け
た
が
、
ア
ー
レ

ン
ト
は
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
分
析
を
批
判
的
に
摂
取
し
つ
つ
、
全
体
主
義

運
動
の
原
動
力
を
〈
労
働
す
る
動
物
〉
と
い
う
存
在
に
見
出
し
、
生
命

過
程
の
存
続
の
た
め
に
行
わ
れ
る
「
労
働
」
と
い
う
営
み
こ
そ
が
「
社

会
的
な
も
の
」
お
よ
び
全
体
主
義
の
無
限
拡
張
を
も
た
ら
す
と
考
え
た

の
で
あ
る
。

四　

マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
に
お
け
る「
新
し
い
全
体
主
義
」の
危
機

　

本
節
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
研
究
に
取
り
組
ん
だ
当
時
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
社
会
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
見
て

き
た
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
考
過
程
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
の
も
と
に

な
さ
れ
た
か
を
考
察
し
、
彼
女
の
全
体
主
義
批
判
が
も
つ
現
代
的
意
義

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ア
ー
レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
研
究
に
取
り
組
ん
だ
一
九
五
〇
年
代
前
半

は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
「
黄
金
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
繁
栄
の
幕

開
け
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
一
五
年

間
で
国
民
総
生
産
は
二
倍
に
増
え
、
専
門
職
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
が

急
増
す
る
一
方
で
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
が
減
少
に
転
じ
た
。
ま
た
テ

レ
ビ
の
普
及
に
よ
っ
て
情
報
や
イ
メ
ー
ジ
の
画
一
化
が
進
み
、
と
く
に

大
都
市
近
郊
の
白
人
中
産
階
級
の
間
で
生
活
ス
タ
イ
ル
の
均
質
化
が
進

ん
だ
。
い
わ
ゆ
る
大
衆
消
費
社
会
の
到
来
で
あ
る
。
『
人
間
の
条
件
』

出
版
と
同
年
に
出
版
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス

の
『
豊
か
な
社
会
』
（
一
九
五
八
）
で
は
、
未
曾
有
の
経
済
発
展
が
言
祝

が
れ
、
経
済
学
の
伝
統
的
な
関
心
事
で
あ
っ
た
「
不
平
等
や
不
安
定
」

を
論
じ
る
時
代
は
も
は
や
終
わ
っ
た
と
宣
言
さ
れ
た
。
他
方
で
、
リ
ー

ス
マ
ン
の
『
孤
独
な
群
衆
』
（
一
九
五
〇
）
や
Ｃ
・
ラ
イ
ト
・
ミ
ル
ズ
『
ホ

ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
』
（
一
九
五
一
）
な
ど
、
消
費
に
埋
没
し
た
大
衆
が
他

人
の
動
向
に
目
を
奪
わ
れ
て
無
目
的
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す

る
書
も
登
場
し
た
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
大
衆
消
費
文
化
批
判
も
、
お
お
よ

そ
こ
の
よ
う
な
大
衆
社
会
批
判
の
潮
流
の
上
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

　

そ
れ
ら
の
大
衆
社
会
批
判
の
な
か
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
批
判
の
特
徴

は
、
大
衆
消
費
文
化
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

労
働
へ
の
没
入
が
人
々
の
政
治
的
態
度
を
腐
敗
さ
せ
る
と
考
え
た
点
に

あ
る
。
正
確
に
は
、
生
産
―

消
費
の
無
限
サ
イ
ク
ル
が
人
々
を
生
物
学

的
サ
イ
ク
ル
に
従
属
さ
せ
、
「
世
界
」
の
維
持
や
「
活
動
」
へ
の
関
心

を
損
な
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
（
世
界
疎
外
）
を
彼
女
は
危
惧
し
て
い
た
。
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例
え
ば
、
一
九
五
三
年
五
月
十
三
日
付
の
ヤ
ス
パ
ー
ス
へ
の
手
紙
で
彼

女
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

む
し
ろ
は
る
か
に
深
刻
な
の
は
、
こ
の
発
展
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く

自
動
的
に
、
市
井
の
独
立
人
が
政
治
的
要
素
と
し
て
は
画
面
か
ら
消

え
て
い
く
と
い
う
点
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
政
府
は
日
毎
に

ま
す
ま
す
こ
の
社
会
を
、
残
念
な
が
ら
も
と
も
と
そ
の
よ
う
で
あ
っ

た
社
会
、
つ
ま
り
ジ
ョ
ブ
ホ
ル
ダ
ー
の
社
会

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
て
こ
の
社
会
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
思
う
つ
ぼ
に
は
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
社
会
が
ま
っ
た
く
無
抵
抗
で
あ
る
こ
と
の
責
任
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
当
然

0

0

ま
っ
さ
き
に
こ
れ
ら
ジ
ョ
ブ
ホ
ル
ダ
ー
に
帰
す
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で

す
か
ら
。

 

（A
rendt und Jaspers 1993, S.248, 

二
四
七
頁
、
強
調
は
引
用
者
）

　

こ
こ
で
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
か
ら
「
市
井
の
独
立
人
」

が
消
え
て
行
く
原
因
を
「
ジ
ョ
ブ
ホ
ル
ダ
ー
社
会
」
の
広
ま
り
に
求
め

て
お
り
、
「
日
々
刻
々
ま
す
ま
す
豊
か
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
神
経
症
的
観
念
が
人
々
を
よ
り
労
働
―

消
費
の
無
限
サ
イ
ク
ル
へ
と

駆
り
立
て
た
て
て
い
く
こ
と
が
「
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
思
う
つ
ぼ
」
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
彼
女

が
同
じ
手
紙
の
中
で
「
こ
れ
は
ド
イ
ツ
で
失
業
が
演
じ
た
の
と
お
な
じ

役
割
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
政
権
が
大
規

模
な
失
業
対
策
に
よ
っ
て
労
働
者
階
級
か
ら
絶
大
な
支
持
を
獲
得
し
た

こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
失
業
へ
の
不
安
や
労
働
へ

の
過
剰
な
関
心
が
ド
イ
ツ
人
の
政
治
意
識
を
腐
敗
さ
せ
、
全
体
主
義
の

出
現
を
招
い
た
一
因
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五

〇
年
の
論
文
「
ナ
チ
支
配
の
余
波
」
で
は
、
ド
イ
ツ
人
の
勤
労
好
き
な

性
格
が
い
ま
だ
潜
在
的
な
全
体
主
義
出
現
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
ま

で
述
べ
て
い
る
が

）
11
（

、
ア
ー
レ
ン
ト
は
ド
イ
ツ
人
の
勤
勉
さ
、「
労
働
好
き
」

傾
向
を
決
し
て
肯
定
的
に
評
価
し
な
か
っ
た
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て

「
完
成
さ
れ
た
製
品
の
う
ち
に
卓
越
性
を
求
め
る
と
い
う
古
く
か
ら
の

徳
」
は
決
し
て
褒
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
忙
し
く

し
つ
づ
け
た
い
と
い
う
盲
目
的
な
欲
求
、
一
日
の
す
べ
て
の
瞬
間
に
何

か
す
る
こ
と
へ
の
強
い
渇
望
」
を
生
み
出
す
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た

（A
rendt 1994, pp. 253-254, 

五
四
―
五
五
頁
）
。
近
代
に
お
け
る
労
働
の

地
位
向
上
に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
人
の
勤
労
好
き
な
性
格
が
ナ
チ
ズ
ム
の

出
現
を
後
押
し
し
た
と
考
え
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
主
張
は
、
全
体
主
義
と

〈
労
働
す
る
動
物
〉
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
や
や
行
き
過

ぎ
な
面
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
も
当

時
の
彼
女
が
「
労
働
」
を
肯
定
視
す
る
近
代
的
価
値
観
を
い
か
に
否
定

的
に
捉
え
て
い
た
か
が
伺
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

「
黄
金
時
代
」
の
と
ば
口
に
当
た
る
一
九
五
〇
年
前
後
は
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
で
「
赤
狩
り
」
、
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
旋
風
が
吹
き
荒

れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
共
産
主
義
者
で
あ
る
夫
を
持
ち
、
自
身
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も
か
つ
て
共
産
党
員
と
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て
、

マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
問
題
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
か
っ
た
。
ヤ
ス
パ
ー

ス
へ
と
宛
て
た
四
九
年
の
手
紙
の
な
か
で
彼
女
は
「
こ
ち
ら
の
政
治
状

況
は
今
の
と
こ
ろ
憂
鬱
に
な
る
も
の
で
す
」
と
述
べ
、
「
人
び
と
は
、

マ
ル
ク
ス
の
名
前
を
い
う
こ
と
を
恐
れ
て
お
り
、
つ
ま
ら
な
い
バ
カ
ど

も
は
、
今
や
マ
ル
ク
ス
を
見
下
す
権
利
と
義
務
を
感
じ
て
い
る
の
で
す
」

と
苛
立
ち
を
露
わ
に
し
て
い
る
（A

rendt und Jaspers 1993, S.173, 

一

五
七
頁
）
。
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
伝
統
思
想
に

反
逆
し
た
マ
ル
ク
ス
を
全
体
主
義
の
淵
源
と
し
て
批
判
す
る
一
方
で
、

「
赤
狩
り
」
の
風
潮
に
乗
じ
な
が
ら
マ
ル
ク
ス
を
全
体
主
義
の
祖
と
し

て
安
易
に
断
罪
し
よ
う
と
す
る
当
時
の
知
識
人
た
ち
を
も
厳
し
く
批
判

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
女
は
四
八
年
に
行
わ
れ
た
「
ラ
ン

ド
ス
ク
ー
ル
講
義
」
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
左
翼
知
識
人
に
と
っ
て
反

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
が
彼
ら
の
信
条
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ

れ
が
「
裏
返
し
の
全
体
主
義

0

0

0

0

0

0

0

0

」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、

「
ア
メ
リ
カ
社
会
の
現
在
の
規
範
や
一
般
的
な
画
一
主
義
、
仕
事
と
個

人
の
同
一
視
、
業
績
と
成
功
へ
の
耐
え
が
た
い
ほ
ど
の
執
着
、
広
告
へ

の
と
ん
で
も
な
い
過
大
評
価
」
が
「
潜
在
的
に
全
体
主
義
的
な
印
象
を

与
え
る
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
（A

rendt 1994, p. 226, 

二
〇
頁
）
。
こ

の
こ
と
は
、
彼
女
が
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
流
行
と
大
衆
消
費
社
会
の
登

場
を
結
び
つ
け
る
と
同
時
に
、
人
々
の
労
働
へ
の
没
頭
や
成
功
へ
の
執

着
が
「
潜
在
的
な
全
体
主
義
」
の
出
現
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

ア
ー
レ
ン
ト
の
見
る
と
こ
ろ
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
特
徴
は
、
反
共

産
主
義
や
反
全
体
主
義
の
体
裁
を
装
い
つ
つ
も
、
実
際
に
は
巧
妙
に
共

産
主
義
や
全
体
主
義
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
に
あ
っ
た
。
「
元

共
産
党
員
」
と
題
さ
れ
た
書
評
の
な
か
で
、
彼
女
は
「
か
つ
て
の
共
産
党

員form
er-C

om
m

unists

」
と
「
元
共
産
党
員ex-C

om
m

unists

」

を
区
別
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
か
つ
て
の
共
産
党
員
」

が
共
産
党
へ
の
失
望
か
ら
党
を
去
り
政
治
へ
の
関
心
を
失
っ
た
人
々
で

あ
る
の
に
対
し
、
「
元
共
産
党
員
」
は
「
反
共
産
主
義
の
政
治
に
お
け

る
専
門
家
に
転
身
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
に
関
わ
り
を
持
ち
続

け
た
人
々
で
あ
る
。
後
者
の
人
々
は
「
敵
の
手
口
に
精
通
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
敵
に
対
抗
す
る
の
に
最
適
で
あ
る
と
目
さ
れ
」
た
、
い
わ
ば

「
逆
立
ち
し
た
共
産
党
員
」
で
あ
っ
た
（A

rendt 1994, pp. 391-393, 

二

二
九
―
二
三
二
頁
）
。
彼
ら
は
「
全
体
主
義
と
闘
う
た
め
に
全
体
主
義
的

な
手
段
を
用
い
よ
」
と
い
う
勧
告
を
用
い
て
目
的
を
手
段
化
し
、
「
卵

を
割
ら
ず
し
て
オ
ム
レ
ツ
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
標
語

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
オ
ム
レ
ツ
を
つ
く
る
」
と
い
う
目
標
（
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
）
が
達
成
さ
れ
る
た
め
に
は
「
卵
を
割
る
」
と
い
う
手
段
（
テ

ロ
ル
）
が
容
認
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
思
考
す
る
。
第
二
節
で
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
れ
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
に
お
い
て
ア
ー
レ
ン

ト
が
全
体
主
義
の
本
質
と
し
て
規
定
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
反
共
産
主
義
・
反
全
体
主
義
と
い
う
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
見
か
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け
に
騙
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
は
見
か
け
を
変

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

え
た

0

0

「
新
し
い
全
体
主
義

0

0

0

0

0

0

0

」
の
現
わ
れ

0

0

0

0

で
あ
る
こ
と
を
理
解
せ
ね
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
の
が
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
え
で
あ
っ
た
。

　

経
済
繁
栄
に
沸
く
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
、
ア
ー
レ

ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
研
究
へ
と
向
か
っ
た
背
景
に
は
、
大
衆
消
費
文
化
の

発
展
と
と
も
に
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
と
い
う
新
た
な
全
体
主
義
が
出
現
し

つ
つ
あ
る
と
い
う
危
機
感
が
彼
女
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
資
本
の
運
動
が
未
曾
有
の
ス
ピ
ー
ド
で
増
殖
を
繰
り
返
し
、
人
び

と
を
労
働
―

消
費
の
無
限
サ
イ
ク
ル
の
う
ち
に
投
げ
入
れ
て
い
く
過
程

が
進
行
す
る
な
か
で
、
〈
労
働
す
る
動
物
〉
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
全

体
主
義
運
動
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
と
彼
女
に
は
感
じ
ら
れ
て
い
た
。
全

体
主
義
出
現
の
前
提
条
件
に
資
本
の
自
己
拡
張
運
動
と
〈
労
働
す
る
動

物
〉
の
登
場
を
見
出
し
た
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
未
曾
有
の
経
済
発
展
を
前

に
し
て
そ
の
よ
う
な
危
惧
を
強
く
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
五

〇
年
代
の
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て
全
体
主
義
は
「
終
わ
っ
た
過
去
」
で

な
く
、
あ
く
ま
で
「
生
き
た
現
実
」と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
衆
消
費
社
会
の
出
現
の
行
く
先
に
全
体
主
義
の
萌
芽
を
察
知
す
る

ア
ー
レ
ン
ト
の
危
機
感
は
、
『
人
間
の
条
件
』
の
「
労
働
」
章
の
後
半

部
に
お
い
て
示
唆
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
「
〈
労
働
す
る
動
物
〉
の
理

想
を
実
現
す
る
う
え
で
待
ち
構
え
て
い
る
明
白
な
危
険
信
号
の
一
つ
は
、

私
た
ち
の
経
済
全
体
が
か
な
り
浪
費
経
済
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
」
（H

C
 p. 134, 

一
九
六
頁
）
。
「
社
会
は
、
増
大
す
る
繁
殖
力
の

豊
か
さ
に
よ
っ
て
幻
惑
さ
れ
、
終
わ
り
な
き
過
程
の
円
滑
な
作
用
に
と

ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
は
、
も
は
や
そ
れ
自
身
の
空
虚
さ
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
〔
…
…
〕
危
険
は
こ
の
点
に
あ
る
」
（H

C
 p. 

135, 

一
九
八
頁
）
。こ
れ
ら
の
記
述
は
、
単
に
近
代
社
会
に
お
け
る
「
労
働
」

の
前
景
化
と
大
衆
消
費
化
の
傾
向
を
嘆
く
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
傾

向
が
種
と
し
て
の
生
命
過
程
の
存
続
を
至
上
命
題
と
す
る
全
体
主
義
運

動
の
出
現
を
示
唆
し
た
も
の
だ
と
受
け
取
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

結　

語

　

本
論
文
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
公
表

後
に
取
り
組
ん
だ
マ
ル
ク
ス
研
究
（
そ
の
第
一
次
成
果
が
一
九
五
三
年
に

発
表
さ
れ
た
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
」
草
稿
と
「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
論
文
で
あ
る
）
を
経
て
、
全
体
主
義
運
動
に
資

本
主
義
の
無
限
増
殖
運
動
と
同
型
の
構
造
を
見
出
し
、
そ
の
運
動
の
担

い
手
を
〈
労
働
す
る
動
物
〉
と
し
て
の
近
代
人
に
求
め
る
に
至
っ
た
経

緯
を
見
て
き
た
。
そ
の
考
察
は
、
一
九
五
八
年
に
発
表
さ
れ
た
『
全
体

主
義
の
起
源
』
第
二
版
に
お
け
る
追
加
記
述
と
『
人
間
の
条
件
』
に
お

け
る
「
社
会
的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
明
示
的
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
本
論
文
の
冒
頭
に
述
べ
た
問
題
、
す
な
わ
ち
『
全
体
主

義
の
起
源
』
と
『
人
間
の
条
件
』
と
い
う
ア
ー
レ
ン
ト
の
二
つ
の
主
著

の
繋
が
り
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
以
上
の
よ
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う
な
視
点
の
も
と
に
、
す
な
わ
ち
〈
労
働
す
る
動
物
〉
と
し
て
の
「
孤

独
な
大
衆
」
が
資
本
主
義
と
全
体
主
義
の
無
限
増
殖
運
動
を
駆
動
し
て

い
た
と
い
う
関
心
の
も
と
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
繰
り
返
し
強
調
し
て
お
け
ば
、
そ
の
思
考
の
出
発
点
に
あ
っ

た
の
が
、
彼
女
独
自
の
マ
ル
ク
ス
研
究
、
と
り
わ
け
マ
ル
ク
ス
の
労
働

思
想
へ
の
批
判
的
考
察
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
ー
レ
ン
ト
が
ナ
チ
ズ
ム
や
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
に
だ
け
で
な
く
、
戦

後
ア
メ
リ
カ
に
生
じ
た
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
内
に
も
全
体
主
義
運
動
の

契
機
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
資
本
主
義

の
自
己
拡
張
運
動
が
大
衆
消
費
社
会
の
繁
栄
を
通
じ
て
全
体
主
義
の
無

限
増
殖
運
動
を
も
た
ら
す
と
い
う
現
象
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
に

と
っ
て
も
決
し
て
無
縁
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
資
本
主
義
の
ス

ピ
ー
ド
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
労
働
し
な
い

／
で
き
な
い
者
を
「
怠
け
者
」
や
「
社
会
不
適
合
者
」
と
し
て
排
斥
す

る
全
体
主
義
的
傾
向
が
ま
さ
に
強
ま
り
つ
つ
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
資
本
主
義
が
一
種
の
停
滞
状
況
に
陥
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
見
え
る
と
き
、
そ
の
危
機
状
態
を
無
理
矢
理
に
乗
り
越
え
る

た
め
の
政
治
運
動
と
し
て
、
あ
る
い
は
そ
の
閉
塞
状
態
に
鬱
積
す
る
不

満
を
解
消
す
る
た
め
の
政
治
運
動
と
し
て
、
全
体
主
義
的
統
治
が
我
々

の
社
会
に
回
帰
し
て
こ
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
い
や
、
幾
つ
か
の
政
治

現
象
に
お
い
て
そ
の
萌
芽
は
既
に
我
々
の
眼
前
に
姿
を
現
わ
し
つ
つ
あ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。こ
の
よ
う
な
懸
念
を
我
々
が
持
つ
と
き
、
ア
ー

レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
批
判
を
経
て
精
緻
化
し
た
全
体
主
義
分
析
や
近
代

化
論
は
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
思
想
を
構
築
す
る
た
め
の
重
要
な

手
が
か
り
と
な
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
他
方
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
批
判
に
は
幾
つ
か
の
点

で
重
大
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
数
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い

て
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
12
（

。
例
え
ば
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
の
労
働
概

念
の
差
異
、
マ
ル
ク
ス
が
描
く
理
想
社
会
像
に
対
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
の

誤
解
、
マ
ル
ク
ス
自
身
の
思
想
と
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
（
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
思
想
や
レ
ー
ニ
ン
主
義
な
ど
）
と
の
区
別
が
十
全
に
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
い
ず
れ

も
マ
ル
ク
ス
思
想
の
解
釈
に
お
い
て
核
心
的
な
部
分
を
構
成
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
点
で
ア
ー
レ
ン
ト
が
解
釈
上
の
誤
り
を
お
か

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
女
の
全
体
主
義
論
や
政
治
的
主
張
に

も
大
幅
な
修
正
を
せ
ま
る
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
ア
ー

レ
ン
ト
が
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
分
析
を
独
自
に
解
釈
し
て
展
開
さ
せ

た
「
社
会
的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
考
察
に
関
し
て
も
、
果
た
し
て
そ
の

よ
う
な
近
代
社
会
像
の
捉
え
方
は
妥
当
で
あ
る
の
か
、
近
代
社
会
に
お

い
て
「
政
治
的
な
も
の
」
と
「
社
会
的
な
も
の
」
を
明
示
的
に
区
別
す

る
こ
と
な
ど
可
能
な
の
か
、
と
い
っ
た
批
判
も
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
の
な

か
で
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
資
本
主
義
と

全
体
主
義
の
無
限
増
殖
運
動
を
重
ね
あ
わ
せ
て
解
釈
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
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の
考
察
の
根
幹
に
関
わ
る
部
分
で
あ
り
、
最
新
の
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
の

知
見
と
あ
わ
せ
て
慎
重
な
批
判
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
察
が
抱
え
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
点

に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

 

（
も
も
き
・
ば
く
／
社
会
思
想
史
）

注（
1
） 

日
本
で
も
二
〇
〇
二
年
に
佐
藤
和
夫
氏
ら
の
編
集
・
翻
訳
に
よ
っ
て

『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ

の
翻
訳
に
は
、Social R

esearch

誌
で
発
表
さ
れ
た
原
稿
だ
け
で
な
く
、

彼
女
が
マ
ル
ク
ス
研
究
の
成
果
と
し
て
出
版
す
る
予
定
で
あ
っ
た
著
作
の

た
め
に
書
き
た
め
た
草
稿
の
大
半
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
世
界
的
に
見
て

も
貴
重
な
資
料
集
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
） 

ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
両
義
的
態
度
は
、
『
人

間
の
条
件
』
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
三
章
「
労
働
」

の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。
「
以
下
の
章
で
は
カ
ー
ル
・
マ

ル
ク
ス
が
批
判
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
不
幸
な
こ
と
だ
」
（H

C
 p. 

79, 

一
三
三
頁
）
。

（
3
） 『
過
去
と
未
来
』
に
収
め
ら
れ
た
「
伝
統
と
近
代
」
に
お
い
て
は
、
三
つ

目
の
反
逆
は
「
哲
学
者
た
ち
は
世
界
を
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
し
て
き
た
に
す

ぎ
な
い
。
重
要
な
の
は
、
世
界
を
変
革
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
「
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
・
テ
ー
ゼ
」
の
一
節
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
「
伝
統
と

近
代
」
論
文
は
一
九
五
四
年
にPartisan R

eview

誌
で
発
表
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
五
二
年
か
ら
五
三
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
「
伝
統
」
草
稿
に

い
く
つ
か
の
点
で
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
「
伝
統
と
近
代
」
論

文
で
は
、
マ
ル
ク
ス
と
と
も
に
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
ニ
ー
チ
ェ
が
西
欧
思
想

の
伝
統
に
「
反
逆
」
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
、

三
者
の
思
考
パ
タ
ー
ン
の
同
型
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） こ
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
翻
訳
版
に
の
み
収
録
さ
れ
た
草
稿

か
ら
の
引
用
で
あ
る
た
め
、
日
本
語
翻
訳
版
の
引
用
ペ
ー
ジ
数
の
み
を
記

し
た
。

（
5
） 『
全
体
主
義
の
起
源
』
邦
訳
版
で
はtyranny

に
「
暴
政
」
で
は
な
く
「
専

制
」
の
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
暴
政
」
の
訳
語
を
当

て
た
（
一
般
に
はdespotism

に
「
専
制
」
の
訳
語
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
）
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
一
貫
し
てdespotism

で
は
な
くtyranny

の
語
を
用
い
た
理
由
に
つ
い
て
、
全
体
主
義
が
政
治
的
市
民
の
堕
落
に
淵

源
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
（
森
川 

二
〇
一
〇
、
二
三
〇
頁
）
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
、
暴
力
を
用
い
て
圧
政
を

強
い
る
「
暴
政
」
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
全
体
主
義
が
大
衆
の
支
持
の
も

と
に
成
立
し
た
こ
と
を
強
調
づ
け
る
こ
と
が
ア
ー
レ
ン
ト
の
意
図
で
あ
っ

た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
6
） 『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
で
は
、isolation

とloneliness

が
区
別

さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
大
衆
の
形
容
詞
に
はisolated

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
研
究
を
経
て
、labor

とw
ork

の
行
為
区
別
が
な
さ
れ
た
こ
と

がisolation

とloneliness

の
概
念
区
別
を
も
た
ら
し
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

（
7
） 

言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
部
に
お

い
て
、
全
体
主
義
の
前
段
階
と
し
て
の
帝
国
主
義
に
つ
い
て
詳
し
い
考
察

を
行
な
っ
て
い
る
。
帝
国
主
義
は
、
国
民
国
家
の
枠
内
に
収
ま
り
き
ら
な

く
な
っ
た
資
本
の
膨
張
運
動
が
国
家
の
軍
事
力
を
背
景
と
し
て
植
民
地
獲

得
競
争
を
繰
り
広
げ
た
現
象
を
指
し
、
こ
の
膨
張
運
動
が
結
果
的
に
国
民

国
家
を
基
底
と
す
る
十
九
世
紀
的
秩
序
を
破
壊
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た

と
ア
ー
レ
ン
ト
は
分
析
す
る
。
こ
こ
で
も
全
体
主
義
の
無
限
増
殖
運
動
の

前
段
階
と
し
て
の
資
本
の
自
己
拡
張
運
動
の
開
始
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の



113　●　〈公募論文〉〈労働する動物〉と全体主義――百木 漠

で
あ
る
が
、『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
部
と
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」

論
文
の
差
異
は
、
資
本
の
膨
張
運
動
か
ら
全
体
主
義
へ
の
結
節
点
と
し
て
、

前
者
が

0

0

0

「
人
種
0

0

」
を
強
調
し
て
い
る
の
に
対
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
後
者
は

0

0

0

「
労
働
0

0

」
を
強
0

0

調
し
て
い
る

0

0

0

0

0

点
に
あ
る
。
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
部
で
は
、
イ
ギ
リ

ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
西
欧
先
進
国
と
異
な
っ
て
植
民
地
獲
得
競
争
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
後
進
国
ド
イ
ツ
が
、
国
家
の
内
部
に
お
い
て
特
定
の
「
人

種
」
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
帝
国
主

義
化
し
（
種

フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ

族
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
、
そ
れ
を
全
体
主
義
運
動
へ
と
転

化
さ
せ
て
い
っ
た
過
程
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
テ
ロ
ル
」
で
は
、
近
代
社
会
に
お
い
て
「
労
働
」
が
中
心
的
な
営
み
と

な
り
、
近
代
人
の
〈
労
働
す
る
動
物
〉
化
と
「
孤
独
な
大
衆
」
化
が
進
行

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
主
義
が
出
現
す
る
土
壌
が
整
え
ら
れ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
全
体
主
義
の
起
源
』
で
歴
史
的
文
脈
か
ら
考
察

さ
れ
て
い
た
資
本
主
義
→
帝
国
主
義
→
全
体
主
義
と
い
う
発
展
図
式
が
、

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
で
は
〈
労
働
す
る
動
物
〉
と
い
う
媒
介
項

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
理
論
的
な
角
度
か
ら
論
じ
直
さ
れ
て
い
る
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
8
） 『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版
時
点
で
も
、
全
体
主
義
運
動
が
増
殖
傾
向

を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
（
例
え
ば
、O

T
 

1951 p. 354, pp. 356-357

な
ど
の
全
体
主
義
組
織
の
増
殖
傾
向
に
関
す

る
記
述
を
参
照
）
、
そ
の
記
述
量
は
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

（
9
） 「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
論
文
で
は
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
一
版

よ
り
も
全
体
主
義
の
運
動
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
運
動
が
増
殖

傾
向
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ロ

ル
」
と
『
全
体
主
義
の
起
源
』
第
二
版
の
相
違
も
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
10
） こ
れ
に
加
え
て
森
川
は
、
ア
イ
ヒ
マ
ン
や
ヒ
ム
ラ
ー
な
ど
ナ
チ
ス
党
員
の

熱
意
が
「
労
働
へ
の
喜
び
」
や
「
失
業
へ
の
恐
怖
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
森
川 

二
〇
一
〇
、
二
四
五
―
二
五
三
頁
）
。

（
11
） ナ
チ
ズ
ム
同
様
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
も
「
勤
労
」
が
重
視
さ
れ

て
い
た
。
例
え
ば
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
府
が
失
業
給
付
を
一
切
廃
止
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
強
制
的
に
「
失
業
者
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
消
滅

さ
せ
、
「
働
か
ざ
る
者
食
う
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
社
会
主
義
の
原
則
を
徹

底
さ
せ
た
こ
と
を
ア
ー
レ
ン
ト
は
指
摘
し
て
い
る
（O

T
 p. 341, 

Ⅲ
六
四

頁
）
。

（
12
） 

例
え
ば
、
佐
藤
（
二
〇
〇
三
）
や
石
井
（
二
〇
〇
三
）
、Sayers

（2007

）

は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
労
働labor

と
仕
事w

ork

の
区
別
基
準
が
明
確
で

な
く
、
ま
た
ア
ー
レ
ン
ト
の
労
働labor

概
念
の
規
定
が
マ
ル
ク
ス
の
労

働A
rbeit

概
念
に
対
し
て
狭
す
ぎ
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
の
労
働
論
の
本

質
を
掴
み
取
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ー
レ
ン
ト

の
マ
ル
ク
ス
批
判
が
も
つ
問
題
に
つ
い
て
はB

enhabib

（1997

）
や
、
ア
ー

レ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
の
労
働
思
想
比
較
を
論
じ
た
拙
稿
（
二
〇
一
〇
）
も

参
照
の
こ
と
。
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本
稿
は
ニ
コ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
『
国
家
・
権
力
・
社
会
主
義
』

（
一
九
七
八
年
）
と
ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
『
国
家
に
つ
い
て
』
（
一

九
七
六
―
一
九
七
八
年
）
の
検
討
を
通
じ
て
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
フ
ラ

ン
ス
で
展
開
さ
れ
た
国
家
論
の
意
義
を
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
人

の
思
想
内
容
や
そ
の
評
価
は
、
同
じ
マ
ル
ク
ス
主
義
に
属
し
な
が
ら
も

異
な
る
思
想
の
流
れ
に
属
し
て
い
る
。
ま
ず
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と
の
関

連
で
は
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
終
始
批
判
的
な
立
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
少
な
く
と
も
そ
の
思
想
形
成
に
お
い
て
彼
の
影
響
下

に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ミ
リ
バ
ン
ド
と

の
論
争
を
経
て
国
際
的
な
舞
台
に
お
い
て
国
家
論
を
展
開
し
、
そ
の
後

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
運
動
の
進
展
と
と
も
に
、

「
批
判
的
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
と
し
て
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
や
バ
リ

バ
ー
ル
ら
「
新
レ
ー
ニ
ン
主
義
」
に
対
し
て
論
陣
を
張
っ
た

）
1
（

。
こ
れ
に

対
し
、
一
九
五
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
を
除
名
さ
れ
た
後
、
当
時
の

時
代
の
潮
流
と
は
逆
に
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
に
再
接
近
し
て
い
た
ル

フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
七
八
年
に
か
け
て
四
巻
に
わ

た
る
『
国
家
に
つ
い
て
』
を
出
版
し
た
が
、
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を

め
ぐ
る
論
争
に
は
距
離
を
置
い
て
い
た

）
2
（

。
で
は
、
い
か
な
る
パ
ー
ス
ペ

ク
テ
ィ
ブ
の
も
と
で
二
人
の
国
家
論
を
回
顧
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

本
稿
は
、
現
代
の
社
会
科
学
の
課
題
で
あ
る
国
民
国
家
と
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
の
認
識
、
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
国
家
の
変
容
の
関
係
の
考
察
と
い
う
観
点
か
ら
二
人
の
国
家
論

を
検
討
し
た
い
。
こ
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
サ
ス
キ
ア
・
サ
ッ
セ
ン

〈
公
募
論
文
〉

ニ
コ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
と
ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル

【
一
九
七
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
論
の
回
顧
と
展
望
】

平
田 

周
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が
提
出
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
規
定
及
び
「
脱
ナ
シ
ョ
ナ
ル

化
」
と
「
再
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
」
の
対
概
念
は
参
照
軸
と
な
る
。
サ
ッ
セ

ン
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
家
間
シ
ス
テ
ム
（
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ

体
制
）
と
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
と
の
あ
い
だ
の
構
成
的
な

相
違
を
見
出
し
て
い
る
。
前
者
が
失
業
を
政
策
課
題
と
し
多
国
間
主
義

の
レ
ベ
ル
で
国
民
経
済
を
保
護
す
る
政
策
を
許
容
し
て
き
た
の
に
対
し
、

後
者
は
自
由
貿
易
や
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
の
促
進
を
政
策
課
題
と
し
て
掲

げ
た
点
を
指
摘
し
、
サ
ッ
セ
ン
は
後
者
に
進
行
中
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
「
転
回
点
」
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
家
間
の
体
制

の
変
化
を
背
景
に
、
「
脱
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
」
と
「
再
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
」

の
対
概
念
は
、
様
々
な
経
済
領
域
の
民
営
化
、
規
制
緩
和
、
す
な
わ
ち

諸
々
の
経
済
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
法
的
権
限
の
国
家
か
ら
経
済

活
動
の
「
私
的
」
領
域
あ
る
い
は
国
家
よ
り
高
次
の
国
際
機
関
へ
の
委

譲
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
国
家
内
部
の
機
能
の
再
編
成
（
行
政
府

権
力
の
増
大
と
議
会
の
立
法
機
能
や
権
限
の
喪
失
）
を
理
解
し
よ
う
と
試
み

て
い
る

）
3
（

。

　

こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
期
区
分
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
「
集
合
」
を
構
成
す
る
領
土
、
権
威
、
諸
権
利
の
三
つ
の
要
素
に
焦

点
を
あ
て
、
そ
の
複
雑
な
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
世
に
ま
で
遡
っ
て
検

討
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
の
「
脱
集
合
」
を

考
察
す
る
理
論
行
程
に
お
い
て
な
さ
れ
た
。
こ
の
解
釈
は
、
例
え
ば
一

五
〇
〇
年
代
頃
に
ま
で
遡
れ
る
単
一
の
資
本
主
義
的
世
界
経
済
に
お
け

る
基
本
的
構
造
の
「
連
続
性
」
を
想
定
す
る
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー

ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
に
対
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
も
た
ら
し
た
「
断
絶
」
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
家
の
変
容
が
一
九
八
〇
年
代
を

大
き
な
境
と
す
る
の
は
、
国
家
間
の
法
制
度
の
枠
組
み
の
変
化
に
焦
点

を
あ
て
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

関
し
て
、
そ
の
特
徴
を
金
融
の
規
制
緩
和
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

移
民
の
時
代
に
お
け
る
越
境
的
文
化
に
見
出
す
諸
議
論
を
重
要
な
も
の

と
認
め
な
が
ら
も
、
ニ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
起
点
を
「
生
産
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
に
、
国
境
を
越
え
た

「
企
業
内
分
業
」
に
見
て
い
る

）
4
（

。
「
新
し
い
労
働
分
業
」
と
も
言
わ
れ
る

こ
の
分
業
体
制
が
示
す
の
は
、
か
つ
て
の
分
業
に
お
い
て
周
辺
が
第
一

次
原
料
の
供
給
を
、
中
心
が
製
造
を
担
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の
新

し
い
分
業
体
制
に
お
い
て
製
造
業
は
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
、
脱
産
業
化

が
中
心
に
お
い
て
進
展
す
る
事
態
で
あ
る

）
5
（

。
こ
う
し
た
生
産
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
「
労
働
プ
ロ
セ
ス
の
国
際
社

会
化
と
資
本
の
国
際
化
」
の
分
析

）
6
（

や
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
」
の
発
見
を
も
た
ら
し
た
最
初
期
の
著
作
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
リ

チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
と
ロ
ナ
ル
ド
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
一
九
七
四
年
の

著
作
『
多
国
籍
企
業
の
権
力
（
原
題
）
』）

7
（

を
主
に
参
照
し
な
が
ら
示
し

た
分
析
に
お
い
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
生
産
を
基
点
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
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ン
の
規
定
に
し
た
が
い
な
が
ら
も
、
サ
ッ
セ
ン
が
示
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
家
の
変
容
の
関
係
の
観
点
か
ら
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
と

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
国
家
論
に
新
た
な
光
を
あ
て
て
み
た
い
。
こ
う
し
た

視
座
の
設
定
の
目
的
は
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
文
脈
に
お

い
て
十
分
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
二
人
の
国
家
論
を
接
近
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
視
角
か
ら
、
本
稿
は
第
一
に
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ

ニ
ズ
ム
の
台
頭
を
契
機
と
し
た
論
争
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
文

脈
を
再
構
成
し
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
『
国
家
・
権
力
・
社
会
主
義
』
に

お
い
て
展
開
さ
れ
る
「
国
家
の
正
当
性
の
危
機
」
に
つ
い
て
の
議
論
を

検
討
す
る
。
第
二
に
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
『
国
家
に
つ
い
て
』
に
お
い
て

対
象
と
す
る
「
国
家
の
世
界
化
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
議
論

を
彼
の
「
空
間
の
生
産
」
と
の
関
連
で
把
握
す
る
。

一　

プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
国
家
論

１　

ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
対
立
の
争
点

　

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
理
論
的
進
展
と
切
り
離
す
こ

と
の
で
き
な
い
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
形
成
は
、
次
の
よ
う
な
歴
史

の
流
れ
に
お
い
て
現
れ
た
。
一
九
六
八
年
八
月
の
ソ
連
に
よ
る
プ
ラ
ハ

の
春
の
弾
圧
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
産
党
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
こ
の

事
態
を
収
拾
す
る
た
め
に
奔
走
し
、
心
労
の
た
め
倒
れ
た
ワ
ル
デ
ッ
ク
・

ロ
シ
ェ
に
代
わ
り
書
記
長
代
理
を
務
め
て
い
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
マ
ル

シ
ェ
が
一
九
七
二
年
に
正
式
に
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
書
記
長
に
就
任
す

る
。
マ
ル
シ
ェ
は
同
年
ミ
ッ
テ
ラ
ン
率
い
る
新
生
社
会
党
と
「
左
派
共

同
政
府
綱
領
」
を
締
結
し
、
こ
の
社
共
連
合
と
国
際
的
な
情
勢
に
お
け

る
米
ソ
の
デ
タ
ン
ト
が
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
を
ソ
連
に
対
す
る
自
律
、

独
立
、
民
主
主
義
を
掲
げ
る
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
と
向
か
わ
せ
、

そ
の
歩
調
は
一
九
七
五
年
十
二
月
頃
か
ら
整
え
ら
れ
て
い
っ
た

）
8
（

。
こ
う

し
た
歴
史
的
転
換
に
お
い
て
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
が
与
し
た
ユ
ー
ロ
コ

ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
立
場
は
、
一
九
七
六
年
の
第
二
二
回
フ
ラ
ン
ス
共
産
党

大
会
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
概
念
の
放
棄
に
対
す
る
ル
イ
・
ア

ル
チ
ュ
セ
ー
ル
や
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
ら
の
立
場
と
対
立
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
新
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
批
判
的
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
対
立

は
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
影
響
下
に
あ
っ
た
旧
来
的
な
党
と
そ
れ
を
刷

新
す
べ
く
打
ち
立
て
ら
れ
た
ポ
ス
ト
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
ユ
ー

ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
党
と
い
う
単
純
な
対
立
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
放
棄
は
共
産
党
に

お
け
る
ま
と
も
な
討
議
な
し
に
実
現
さ
れ
た
（
バ
リ
バ
ー
ル
）
、
「
党
に

お
け
る
民
主
主
義
的
な
中
央
集
権
の
形
式
と
実
践
に
つ
い
て
の
議
論
が

開
始
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
）
と
い
っ
た
批
判

に
お
い
て
、
独
裁
に
対
す
る
民
主
主
義
と
い
う
新
た
な
道
を
選
択
し
た

と
主
張
す
る
共
産
党
の
組
織
運
営
そ
の
も
の
が
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る

）
9
（

。
そ
れ
ゆ
え
ア
ン
ド
レ
・
ト
ー
ゼ
ル
が
述
べ
る
よ
う
に
、
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共
産
党
の
こ
れ
ま
で
の
教
義
の
擁
護
者
こ
そ
が
、
大
衆
を
基
盤
と
し
た

戦
略
を
た
て
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
、
新
し
い
政
治
的
問
題
を

提
起
す
る
と
い
う
奇
妙
な
反
転
を
産
み
出
し
た
の
で
あ
る

）
10
（

。
し
た
が
っ

て
こ
の
論
争
の
意
義
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
表
層
的
な
政
治
的
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
対
立
で
は
な
く
、
理
論
的
な
対
立
を
扱
う
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

理
論
的
な
平
面
で
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
「
独
裁
」
概
念
か
ら
ギ

リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
当
時
の
政
治
状
況
の
な
か
で
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
の
よ
う
な
血
な
ま
ぐ
さ
い
イ
メ
ー
ジ
を
切
り
離
し
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
政
治
形
態
に
、
単
な
る
政
治
形
態
の
変
革
だ
け
で

な
く
、
「
搾
取
の
形
態
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
政
治
的
か
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
形
態
を
転
覆
す
る
」
役
割
を
付
す
。
そ
う
し
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

は
党
と
大
衆
と
の
関
係
を
再
考
し
よ
う
と
試
み
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
的
な
実
践
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

マ
ル
ク
ス
―

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
伝
統
の
核
心
に
あ
る
と
こ
ろ
の
、
な

に
も
の
か
が
、
そ
れ
は
党
と
大
衆
の
関
係
に
か
か
わ
る
な
に
も
の
か

が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
を
つ
く
る
大
衆
自
身
に
言
葉
を
返
す

こ
と
で
あ
る
。
〈
大
衆
に
奉
仕
す
る
〉
（
こ
れ
は
反
動
的
に
も
な
り
得

る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
）
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
で
あ
る
。
大
衆
の
願
い
と
大
衆
の
矛
盾
、
大
衆
の
矛
盾
の

な
か
の
大
衆
の
願
い
を
研
究
し
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
衆
の
想

像
力
と
創
意
に
十
分
に
心
を
配
る
こ
と
で
あ
る

）
11
（

。

　

こ
の
マ
ル
ク
ス
―

レ
ー
ニ
ン
主
義
的
な
大
衆
の
概
念
の
依
拠
に
つ
い

て
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
解
釈
の
方
向
性
が
あ
り
え
る
。
ひ
と
つ
は
後

に
バ
リ
バ
ー
ル
が
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
を
論
じ
た
際
に
提
出
し
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
こ
う
し
た
大
衆
へ
の
依
拠
は
レ
ー
ニ
ン

的
な
二
重
権
力
構
造
を
依
然
と
し
て
と
と
ど
め
て
お
り
、
資
本
主
義
国

家
に
対
す
る
革
命
勢
力
の
「
外
在
性
の
神
話
」
か
ら
抜
け
出
て
い
な
い

が
ゆ
え
に
、
こ
う
し
た
神
話
に
終
止
符
を
う
っ
た
点
に
お
い
て
、
プ
ー

ラ
ン
ザ
ス
の
「
力
関
係
の
凝
縮
と
し
て
の
国
家
」
な
い
し
は
「
関
係
論

的
国
家
論
」
に
妥
当
性
が
あ
る
と
さ
れ
る

）
12
（

。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
こ
の
政
治
的
テ
ク
ス
ト
に
注

釈
を
施
し
た
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
カ
ヴ
ァ
チ
ィ
ー
ニ
の
解
釈
で
あ
る
。
そ

の
解
釈
に
し
た
が
え
ば
、
こ
こ
で
の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
問
題
関
心
は
、

「
政
治
と
し
て
の
共
産
主
義
を
党
形
式
の
独
占
か
ら
差
し
引
く
こ
と
」

で
あ
り
、
そ
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
党
形
式
か
ら
外
在
的
な
新
し

い
政
治
的
実
践
を
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
再
定
義
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
）
13
（

。
続
け
て
カ
ヴ
ァ
チ
ィ
ー
ニ
は
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
的
な
「
レ
ー
ニ
ン

主
義
的
解
決
」
の
執
拗
な
拒
否
は
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
提
起
し
て
い
た

「
政
治
の
変
革
」
と
い
う
問
題
提
起
を
不
可
能
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

「
政
治
の
変
革
」
と
は
す
な
わ
ち
、
既
存
の
政
治
構
造
の
変
革
の
み
な

ら
ず
、
「
政
治
が
産
出
さ
れ
る
場
」
、
「
政
治
的
行
為
主
体
の
地
位
」
、
そ
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し
て
「
政
治
の
定
義
そ
の
も
の
の
変
革
」
の
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で

あ
っ
た

）
14
（

。
確
か
に
、
こ
の
よ
う
に
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
政
治
が
国
家
の

問
題
に
還
元
さ
れ
な
い
政
治
的
思
考
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

「
国
家
の
変
革
」
と
政
治
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
く
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス

の
議
論
の
枠
を
超
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
カ
ヴ
ァ

チ
ィ
ー
ニ
は
、
こ
う
し
た
大
衆
と
い
う
政
治
主
体
に
依
拠
し
た
政
治
論

が
同
じ
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
思
想
に
お
い
て
「
国
家
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
国
家
装
置
」
で
展
開
さ
れ
た
「
主
体
＝
服
従assujetissem

ent

」

の
議
論
と
い
か
に
連
関
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
語
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
点
を
留
保
し
た
と
し
て
も
、
こ
こ
で
の
問
題
関
心
か
ら
す
る
と
、

政
治
を
め
ぐ
る
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
思
想
が
国
家
と
政
治
の
あ
い
だ
の

隔
た
り
に
あ
る
と
す
る
解
釈
は
次
の
二
つ
を
意
味
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
そ
の
思
想
が
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
文
脈
を
超
え
、
そ
の

文
脈
を
相
対
化
す
る
側
面
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

こ
と
は
翻
っ
て
第
二
に
、
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
論
争
に
お

い
て
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
国
家
を
否
定
的
な
形
に
お
い
て
し
か
扱
え
て

い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
要
す
る
に
こ
の
論
争
に
お
い
て
、
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
は
国
家
を
十
分
に
理
論
化
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意

味
で
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
が
当
時
の
文
脈
に
お
い
て
バ
リ
バ
ー
ル
に
投
げ
か

け
て
い
る
次
の
よ
う
な
批
判
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
も
当
て
は
ま
る
。

そ
の
議
論
の
形
式
は
、
「
国
家
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
の
一

般
的
諸
命
題
を
国
家
の
〈
一
般
理
論
〉
（
〈
マ
ル
ク
ス
―

レ
ー
ニ
ン
主
義
〉

理
論
）
と
し
て
扱
い
、
資
本
主
義
国
家
を
〈
国
家
一
般
〉
の
単
な
る
具

体
化
に
還
元
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
（E

PS: 137/

一
四
二
―
一
四
三
）
。

　

そ
れ
に
対
し
て
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
国
家
論
は
、
資
本
主
義
国
家
を
理

論
的
対
象
と
し
て
い
る
。
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
問
題
設
定
は
、
『
政
治
権

力
と
社
会
的
諸
階
級
』
か
ら
変
わ
ら
ず
、
な
ぜ
資
本
主
義
は
現
在
の
国

家
形
態
と
結
び
つ
く
の
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
済
と
国
家

の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
対
的
自
律
性
の
も
と
で
切
り
結
ば
れ
る
。

す
な
わ
ち
国
家
は
、
経
済
と
切
り
離
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
固
有
の
領

域
に
お
い
て
も
つ
諸
装
置
を
通
じ
て
、
「
生
産
諸
関
係
の
組
織
化

0

0

0

そ
の

も
の
の
う
ち
に
存
在
す
る
」
（R

: 166/

一
七
三
）
。
こ
の
点
で
、
プ
ー
ラ

ン
ザ
ス
は
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
提
出
し
た
生
産
諸
関
係
の
再
生
産
を
担

う
抑
圧
装
置
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
に
加
え
て
、
グ
ラ
ム
シ
が
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
の
概
念
の
定
義
に
含
め
た
「
合
意
形
成
」
の
役
割
、
そ
し
て
、
国

家
固
有
の
領
域
に
お
い
て
も
つ
経
済
的
役
割
と
そ
れ
を
果
た
す
経
済
的

諸
装
置
を
付
け
加
え
て
い
る
（E

PS: 31-38/

二
二
―
一
三
〇, C

f. R
: 

166-167/

一
七
三
―
一
七
四
）
。
こ
う
し
た
諸
装
置
の
配
置
が
国
家
に
よ

る
生
産
諸
関
係
の
組
織
化
を
可
能
に
す
る
。

　

さ
ら
に
国
家
と
生
産
諸
関
係
と
の
関
係
は
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
資
本

主
義
国
家
論
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
「
力
関
係
の
凝
縮
」
と

し
て
示
さ
れ
る
。
国
家
は
、
特
定
の
資
本
家
階
級
の
分
派
に
よ
っ
て
操

ら
れ
る
よ
う
な
客
体
や
道
具
で
は
な
く
、
ま
た
国
家
は
諸
階
級
の
力
関

係
か
ら
独
立
し
た
自
律
的
主
体
と
し
て
一
枚
岩
的
に
存
在
し
て
い
る
わ
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け
で
も
な
い
。
実
際
そ
れ
は
資
本
家
階
級
の
権
力
ブ
ロ
ッ
ク
、
当
時
の

消
費
社
会
の
興
隆
と
と
も
に
出
現
し
た
「
プ
チ
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
」
階
級
、

労
働
者
階
級
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
の
諸
分
派
の
錯
綜
し
た
力
関
係
を

か
ろ
う
じ
て
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
矛
盾
を
は
ら
ん

だ
不
安
定
な
統
一
体
で
あ
る
（E

PS: 31-38/

一
五
一
―
一
五
二, C

f. R
: 

146-162/

一
四
九
―
一
六
九
）
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
と
の
国
家
を

め
ぐ
る
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
二
人

の
相
違
は
国
家
を
め
ぐ
る
理
論
的
枠
組
み
に
関
す
る
だ
け
な
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
政
治
戦
略
に
ま
で
及
ぶ
。
と
い
う
の
も
レ
ー
ニ
ン
の
二
重

権
力
論
に
お
け
る
そ
の
政
治
戦
略
は
、
第
一
の
権
力
で
あ
る
国
家
の
外

部
に
あ
る
革
命
勢
力
が
国
家
を
死
滅
さ
せ
、
評
議
会
（
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
）

を
樹
立
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
直
接
民
主
主
義
の
形
態

を
ま
と
う
評
議
会
主
義
を
重
視
し
代
議
制
民
主
主
義
を
無
条
件
で
除
去

し
よ
う
と
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
試
み
が
実
際
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
党

の
役
割
を
評
議
会
よ
り
優
位
に
置
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
政
治
制

度
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
よ
り
強
力
な
国
家
に
よ
る
支

配
を
確
立
し
た
と
い
う
逆
説
で
あ
る
。
こ
の
革
命
戦
略
を
、
プ
ー
ラ
ン

ザ
ス
は
議
会
外
直
接
民
主
主
義
と
代
議
制
民
主
主
義
の
連
接
と
い
う
戦

略
に
置
き
換
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
二
重
権
力
論
と
結
び
つ
く
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
独
裁
の
概
念
は
、
「
特
定
の
歴
史
的
機
能
を
、
す
な
わ
ち
、
ま

さ
に
変
革
さ
れ
た
代
議
制
民
主
主
義
と
下
部
に
お
け
る
直
接
民
主
主
義

と
の
連
接
と
い
う
根
本
問
題
を
覆
い
隠
す
と
い
う
機
能
を
帯
び
た
」
ゆ

え
に
放
棄
さ
れ
る
（E

PS: 283/

二
九
二
）
。
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
国
家
論

の
基
本
的
な
枠
組
み
と
そ
の
戦
略
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
に

そ
の
理
論
が
開
示
す
る
状
況
分
析
、
す
な
わ
ち
「
国
家
の
正
当
性
の
危

機
」
と
い
う
時
代
診
断
を
検
討
し
た
い
。

２　

国
家
の
正
当
性
の
危
機

　

国
家
の
正
当
性
の
危
機
は
ま
ず
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
が
一
九
七
六
年
に

編
者
と
し
て
出
版
し
た
論
文
集
『
国
家
の
危
機
』
の
な
か
で
扱
わ
れ
、

そ
の
出
版
の
直
後
の
対
談
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
定
義
さ
れ

て
い
る
。

私
は
正
当
性
の
危
機

0

0

0

0

0

0

を
、
と
り
わ
け
被
支
配
的
諸
階
級
の
国
家
と
の

関
係
に
関
し
て
、
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
被
支
配
的
諸
階
級
の
方

向
に
向
か
っ
て
作
動
す
る
そ
の
仕
方
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
ま
す
。

〔
…
…
〕
正
当
性
の
危
機
と
は
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
国
家
装
置

の
内
的
強
化
と
い
う
役
割
の
面
で
の
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
危
機

を
、
〔
…
…
〕
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
国
家
を
構
成
す
る
ス
タ
ッ

フ
内
部
で
の
深
刻
な
分
解
と
裂
け
目
を
意
味
し
て
い
ま
す
。〔
…
…
〕

そ
の
こ
と
は
ま
た
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
国
家
装
置
と
呼
ば
れ
て
い
る

あ
る
制
度
的
装
置
の
再
編
成
全
体
を
も
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。

 

（R
: 151-152/

一
五
五
―
一
五
六
）
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こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
の
正
当
性
の
危
機
は
、
被
支
配
的

階
級
と
国
家
の
行
政
機
構
の
内
部
の
双
方
の
「
合
意
形
成
」
の
プ
ロ
セ

ス
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
国
家
の
正
当
性

の
危
機
の
考
察
は
、
『
国
家
・
権
力
・
社
会
主
義
』
の
第
四
章
「
民
主

主
義
の
衰
退
―
権
威
主
義
的
国
家
」
の
な
か
で
深
め
ら
れ
る
。
プ
ー
ラ

ン
ザ
ス
は
こ
こ
で
『
今
日
の
資
本
主
義
に
お
け
る
社
会
階
級
』
に
お
い

て
分
析
し
た
「
ド
ル
危
機
」
、
す
な
わ
ち
一
九
七
一
年
の
固
定
相
場
制

か
ら
変
動
相
場
性
へ
の
移
行
（
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
通
貨
の
枠
組
み
の

終
焉
）
を
背
景
と
し
た
世
界
経
済
の
変
化
に
対
応
す
る
国
家
内
部
の
変

容
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
分
析
の
要
点
は
、
こ
の

経
済
の
変
化
に
対
応
し
た
国
家
の
経
済
的
役
割
の
増
大
が
、
議
会
（
立

法
権
）
と
行
政
（
執
行
権
）
の
力
関
係
を
変
化
さ
せ
、
民
主
主
義
の
危

機
を
も
た
ら
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
議
会
制
民
主
主
義
が
歴
史
的
に

担
っ
て
き
た
正
当
化
の
役
割
と
そ
の
役
割
の
行
政
へ
の
移
動
を
叙
述
し

な
が
ら
、
そ
の
移
行
か
ら
の
権
威
主
義
的
国
家
の
出
現
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
。

議
会
は
、
人
民
大
衆
の
諸
利
害
を
彼
ら
自
身
の
代
表
を
媒
介
と
し
て

国
家
の
内
部
で
表
現
す
る
機
能
を
常
に
維
持
し
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
、
正
当
化
過
程
の
な
か
で
固
有
の
位
置
を
占
め
続
け
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
現
在
で
は
執
行
府
（l ’exécutif

）
お
よ
び
行
政
官
庁

（adm
inistration

）
は
、
権
力
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
関
連
で
国
家
を
組
織

し
指
導
す
る
役
割
を
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
長
期
的
な
一

般
理
解
を
練
り
上
げ
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
再
生
産
す
る
役
割
を
独
占
し

て
い
る
。
執
行
府
お
よ
び
行
政
官
庁
は
被
支
配
的
諸
階
級
に
対
す
る

国
家
の
正
当
化
作
用
を
自
ら
の
う
ち
に
凝
集
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
…
…
〕
権
威
主
義
的
国
家
主
義
は
、
執
行
府
首
脳
に
よ
る
上
級
行

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

政
官
庁
に
対
す
る
支
配
お
よ
び
前
者
に
よ
る
後
者
に
対
す
る
政
治
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
増
大

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
特
徴
と
し
て
い
る
。

 

（E
PS: 246

、249/

二
五
二
―
二
五
三
、
二
五
五
）

　

こ
う
し
た
議
会
か
ら
行
政
へ
の
正
当
化
の
役
割
の
転
換
は
、
官
僚
制

の
専
断
を
阻
止
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
議
会
の
機
能
を
も
低
下
さ

せ
な
が
ら
、
そ
の
議
会
を
活
動
の
場
と
す
る
諸
政
党
の
機
能
に
ま
で
そ

の
影
響
力
を
広
げ
る
。

行
政
官
庁
は
、
社
会
的
諸
階
級
お
よ
び
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
政
治
的
に
組

織
す
る
役
割
を
独
占
す
る
傾
向
を
も
つ
。
そ
し
て
こ
れ
と
相
伴
っ
て
、

政
権
党
（
多
く
の
国
々
に
お
い
て
は
社
会
民
主
主
義
政
党
を
も
含
む
）

の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政
党
は
今
や
、
多
少
と
も
明
確

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
礎
と
し
た
妥
協
や
同
盟
の
政
治
的
表
明
お
よ
び

立
案
の
場
所
、
ま
た
、
社
会
的
諸
階
級
と
の
真
の
代
表
関
係
を
維
持

す
る
機
関
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
執
行
府
の
諸
決
定
を
伝
え
る
正
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真
正
銘
の
伝
導
ベ
ル
ト
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
以
前
は
、

〔
…
…
〕
諸
政
党
の
実
際
の
政
治
的
役
割
は
す
で
に
後
退
し
て
い
た

と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
や
は
り
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
お
よ
び
合
意

0

0

を
形
成
す
る
上
で
の
基
本
的
組
織
網
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
正
当
化
過

程
は
、
行
政
官
庁
お
よ
び
執
行
府
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
人
民
投
票

的
か
つ
ま
っ
た
く
操
作
的
な
回
路
（
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
）
へ
と
移
動
し

て
い
る
。 

（E
PS: 255/

二
六
一
）

　

要
約
す
れ
ば
、
国
家
の
正
当
性
の
危
機
と
は
、
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
国
家
内
部
の
行
政
の
再
編
を
通
じ
て
、
議
会
と
行
政
の
関
係
、

メ
デ
ィ
ア
を
含
め
た
諸
装
置
総
体
を
横
断
し
、
そ
れ
ら
の
制
度
的
装
置

を
媒
介
と
し
た
人
民
大
衆
と
国
家
の
関
係
の
矛
盾
と
し
て
現
れ
る
。
こ

う
し
た
制
度
的
進
展
に
対
し
て
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
、
女
性
運
動
、
環

境
保
護
運
動
、
消
費
者
運
動
と
い
っ
た
新
た
な
直
接
民
主
主
義
の
要
求

を
も
っ
た
運
動
の
出
現
を
対
置
し
、
こ
う
し
た
議
会
外
の
直
接
民
主
主

義
運
動
と
代
表
制
民
主
主
義
と
の
連
接
と
に
よ
っ
て
国
家
の
諸
装
置
を

変
革
す
る
こ
と
を
政
治
目
標
と
し
た
。

　

こ
う
し
た
時
代
診
断
と
そ
の
政
治
的
戦
略
が
た
だ
ち
に
有
効
で
あ
る

か
ど
う
か
は
、
今
日
の
時
代
状
況
の
分
析
と
の
比
較
検
討
す
る
こ
と
な

し
に
は
判
断
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
理

論
家
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
『
世
界
政
治
の
新
し
い
衣
装
』は
、
プ
ー

ラ
ン
ザ
ス
の
時
代
か
ら
の
理
論
的
変
化
の
一
つ
の
基
準
を
提
示
し
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
女
は
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
や
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
下
し

た
国
家
の
正
当
性
を
め
ぐ
る
批
判
は
有
効
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
の
議
論
の
文
脈
は
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一

日
以
後
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
帝
国
主
義
的
か
つ
反
民
主
主
義
的
政
策
に

関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
左
翼
の
批
判
が
虚
偽
や
愚
か
し
さ
に
関
わ
る
も
の

で
、
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ブ
ラ
ウ
ン
は
フ
ー

コ
ー
の
『
生
政
治
の
誕
生
』
を
批
判
的
に
参
照
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ

を
事
例
と
し
て
新
自
由
主
義
の
「
政
治
的
合
理
性
」
を
ひ
と
つ
の
統
治

モ
デ
ル
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
新
自
由
主
義
を

考
え
る
上
で
の
重
要
文
献
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
実
際
そ
の
考
察

に
は
興
味
深
い
論
点
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
単
純
化
を
お
そ
れ
ず
に
、
正
当
性
の
危
機
の
言
説
が
無
効

に
な
っ
た
と
す
る
ブ
ラ
ウ
ン
の
論
拠
に
焦
点
を
し
ぼ
り
た
い
。
ブ
ラ
ウ

ン
の
論
拠
は
、
新
自
由
主
義
的
な
合
理
性
を
特
徴
づ
け
る
以
下
の
二
点

に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
政
治
的
な
も
の
が
経
済
的
合
理

性
に
従
属
さ
せ
ら
れ
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
次
元
が
商
業
的
合
理
性
に

よ
っ
て
モ
デ
ル
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
市
場
や
合
理
的
な
経

済
的
行
動
は
、
法
や
制
度
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
点
は
、
国
家
が
市
場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

と
い
う
考
え
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
て
、
反
対
に
市
場
が
国
家
や
社

会
の
組
織
・
調
整
原
理
と
な
り
、
国
家
は
一
企
業
の
よ
う
に
市
場
の
行

為
者
と
し
て
振
る
舞
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
へ
と
必
然
的
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に
展
開
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
新
自
由
主
義
的
合
理
性
に
お
い
て
、
国
家

の
正
当
性
の
原
理
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ

た
理
念
に
基
づ
い
て
で
は
な
く
、
市
場
の
効
率
性
の
原
理
に
お
い
て
「
定

礎
さ
れ
る
」
。
そ
の
結
果
、
国
家
の
正
当
性
を
政
治
的
・
社
会
的
権
力

か
ら
の
独
立
に
基
礎
づ
け
て
い
た
正
当
性
の
危
機
を
め
ぐ
る
言
説
は
、

ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
れ
ば
、
国
家
を
市
場
の
奉
仕
者
と
す
る
政
治
的
合
理
性

に
よ
っ
て
片
付
け
ら
れ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
続
け
て
、
こ
う
し
た
新
自
由

主
義
的
合
理
性
は
個
人
の
内
面
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
ま
で
及
ぶ
と
主
張
す

る
）
15
（

。

　

こ
う
し
た
議
論
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
の
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
議
論
を
通

し
て
簡
潔
に
い
く
つ
か
の
反
批
判
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
正
当
性
の
危
機
は
国
家
に
よ
る

経
済
の
介
入
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
経
済
的
な
変
化
に
対
応

し
た
国
家
の
諸
装
置
の
配
置
変
化
を
通
じ
た
行
政
内
部
と
大
衆
へ
の
合

意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
の
危
機
と
し
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関

連
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
新
自
由
主
義
的
合
理
性
が
法
・

制
度
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
い
か
に
国
家

の
政
策
が
市
場
を
通
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
国

家
は
そ
の
法
・
制
度
形
成
能
力
ゆ
え
に
企
業
と
同
等
の
も
の
と
し
て
は

扱
え
な
い
。
新
自
由
主
義
的
な
自
己
の
統
治
に
関
し
て
も
、
そ
れ
は
立

法
的
な
促
進
な
し
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
以
上
の
批
判
の
批

判
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
法
制
度
の
変
革
を
含
む
国
家
装
置
の
変
革

を
目
的
と
し
た
議
会
主
義
と
直
接
民
主
主
義
の
連
接
と
い
う
政
治
戦
略

は
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
分
析
す
る
「
ア
メ
リ
カ
の
悪
夢
」
か
ら
の
「
目
覚
め
」

に
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
見
る
な
ら

ば
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
戦
略
は
、
ド
イ
ツ
で
の
「
規
範
」
や
「
根
本
法
」

を
め
ぐ
っ
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
展
開
し
た
議
論
に
影
響
を
受
け
た
バ
リ

バ
ー
ル
の
認
識
と
近
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
政
治
は
法
を
創
造
す

る
が
、
し
か
し
政
治
そ
れ
自
体
が
法
的
指
標
を
必
要
と
し
て
い
る

）
16
（

」
。

二　

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
国
家
論

１　

国
家
の
世
界
化
と
そ
の
空
間
の
生
産

　

以
上
の
よ
う
に
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
が
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
い
う

政
治
の
転
換
期
と
、
世
界
経
済
の
変
化
の
文
脈
に
お
い
て
国
家
の
正
当

性
の
危
機
を
通
じ
て
国
家
の
諸
装
置
の
配
置
転
換
を
描
き
、
そ
の
対
抗

的
戦
略
と
し
て
直
接
民
主
主
義
と
議
会
民
主
主
義
の
連
接
を
提
起
し
て

い
た
の
に
対
し
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
い
か
な
る
国
家
論
を
展
開
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
そ
の
理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
把
握
し

て
み
た
い
。

　

国
家
の
問
題
は
当
時
の
文
脈
に
お
い
て
、
当
然
な
が
ら
マ
ル
ク
ス
主

義
に
お
い
て
の
み
問
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ル
フ
ェ
ー
ヴ

ル
の
国
家
論
に
お
い
て
そ
う
し
た
非
マ
ル
ク
ス
主
義
者
か
ら
の
国
家
論

の
理
論
的
関
心
の
一
致
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
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『
国
家
に
つ
い
て
』
に
お
け
る
国
家
は
、
国
家
資
本
主
義
も
国
家
社
会

主
義
も
、も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
双
方
が
「
成

長
と
い
う
役
割
」
を
担
い
、
社
会
に
対
し
て
強
力
な
影
響
力
を
及
ぼ
す

と
い
う
点
で
共
通
の
特
徴
を
持
つ
（D

E
I: 71

）
。
ア
メ
リ
カ
の
ケ
イ
ン

ジ
ア
ン
の
自
由
主
義
者
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ネ
ス
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
『
新

し
い
産
業
国
家
』
の
な
か
で
、
同
様
の
特
徴
を
看
取
し
、
そ
れ
を
「
計

画
体
制
（planning system
）
」
と
い
う
言
葉
で
定
式
化
し
た

）
17
（

。
ガ
ル
ブ

レ
イ
ス
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
に
お
い
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
産
業
へ
の
適
用
が
増
大
す
る
に
あ
た
っ
て
、
計
画
化
、
専
門
化
、
組

織
化
が
要
請
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
巨
大
な
投
機
は
国
家
の
援
助
を
必

要
と
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
産
業
へ
の
適
用
は
、
生
産
過
程
に
お
い
て

よ
り
複
雑
な
分
業
・
専
門
化
の
過
程
を
伴
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
組

織
（
化
）
を
要
請
す
る
。
こ
う
し
た
組
織
こ
そ
が
、
計
画
体
制
を
特
徴

づ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
で
は
な
く
、
専
門
家
集
団
に
大

き
な
役
割
を
与
え
る

）
18
（

。
こ
う
し
た
個
人
に
よ
る
ワ
ン
マ
ン
経
営
で
は
な

く
専
門
家
集
団
（
生
産
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
広
告
、
工
学
、
法
律
、
経
理

と
い
っ
た
領
域
の
専
門
家
集
団
）
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
組
織
を
、
ガ
ル

ブ
レ
イ
ス
は
「
テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
に
よ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
国
家
の
関

係
の
分
析
に
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
同
意
を
示
し
て
い
る
（D

E
III: 305

）
。

実
際
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
を
通
じ

た
都
市
の
再
編
成
に
お
い
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
国
家
と
の
緊
密
な
結

び
つ
き
を
見
出
し
て
い
る
（D

E
I: 55

）
。
し
か
し
お
よ
そ
一
七
〇
〇
頁

に
わ
た
る
『
国
家
に
つ
い
て
』
の
主
な
導
き
手
と
な
る
問
い
か
け
は
、

国
家
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
と
は
別
に
存
在
し
て
い
る
。

　

『
国
家
に
つ
い
て
』
第
一
巻
「
現
代
世
界
に
お
け
る
国
家
」
の
冒
頭

に
お
い
て
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
自
ら
の
国
家
論
の
対
象
を
次
の
よ
う
に

定
め
て
い
る
。
「
対
象
は
国
家
の
世
界
化
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
完

了
し
つ
つ
あ
る
が
、
い
ま
だ
終
了
し
て
は
い
な
い
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

〔
…
…
〕
対
象
が
存
在
す
る
限
り
に
お
い
て
、
ま
ず
提
示
さ
れ
る
の
は
、

「
諸
国
家
の
世
界
シ
ス
テ
ム
」
な
の
で
あ
る
」
（D

E
I: 41

）
。
こ
う
し
た

対
象
の
設
定
は
、
西
洋
近
代
に
お
い
て
生
ま
れ
た
国
民
国
家
シ
ス
テ
ム

が
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
脱
植

民
地
化
と
諸
国
家
の
独
立
に
よ
っ
て
世
界
を
覆
っ
て
い
く
時
代
状
況
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
国
家
の
世
界
化
」
は
国
家
と

い
う
政
治
形
態
の
普
遍
化
や
全
能
性
を
指
し
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
は

な
い
。
と
い
う
の
も
、
他
方
で
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
新
し
い
労
働
分
業

や
多
国
籍
企
業
の
登
場
に
よ
っ
て
国
家
が
世
界
を
支
配
す
る
唯
一
の
ア

ク
タ
ー
で
な
い
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
新
し
い
分
業

は
世
界
の
ス
ケ
ー
ル
で
形
を
現
し
、
生
産
諸
力
の
新
た
な
分
配
、
し
た

が
っ
て
、
空
間
の
変
容
が
、
い
わ
ゆ
る
超
国
家
的
企
業
の
圧
力
の
も
と

で
、
世
界
市
場
に
お
い
て
始
ま
り
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
な
が
ら
、
ル

フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機
以
降
に
、
成
長
戦
略
が
重

工
業
か
ら
、
情
報
・
知
識
産
業
、
旅
行
産
業
と
い
っ
た
新
た
な
部
門
へ
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の
転
換
を
図
っ
て
き
た
こ
と
を
分
析
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
よ
う
な
企
業
が
管

理
職
や
経
営
の
部
門
を
除
き
、
残
り
の
物
質
的
労
働
を
安
く
豊
富
な
発

展
途
上
国
の
労
働
者
へ
と
下
請
け
さ
せ
る
例
を
引
い
て
い
る
（D

E
I: 

77-78

）
。

　

し
か
し
世
界
経
済
の
変
化
か
ら
、
「
国
家
の
世
界
化
」
を
、
当
時
フ

ラ
ン
ス
共
産
党
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
た
経
済
理
論
で
あ
る
「
国
家

独
占
資
本
主
義
論
」
が
主
張
し
て
い
た
よ
う
な
、
資
本
家
と
国
家
官
僚

の
「
独
占
的
な
分
派
」
に
よ
っ
て
築
か
れ
る
国
家
と
経
済
の
単
純
な
一

義
的
な
関
係
（
国
家
の
資
本
へ
の
従
属
、
資
本
に
よ
る
国
家
の
道
具
化
）
の

世
界
的
拡
大
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（D

E
III: 265-26

）
19
（6

）
。

　

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
「
国
家
の
世
界
化
」
に
与
え
る
定
義
を
参
照
す
る

な
ら
ば
、
「
国
家
の
世
界
化
」
と
は
、
「
世
界
の
ス
ケ
ー
ル
で
計
画
さ
れ

た
経
済
の
確
立
で
も
世
界
的
な
統
一
国
家
の
創
設
」
で
も
な
く
、「
支
配
、

従
属
、
搾
取
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
や
諸
関
係
の
全
般
化
」
を
意
味
し
て
い

る
（D

E
III: 267

）
。
こ
う
し
た
支
配
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
し
て
の
「
国

家
の
世
界
化
」
は
「
空
間
の
生
産
」
の
観
点
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と

で
十
全
な
意
味
を
も
つ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
多
国
籍
企
業
の
台
頭
と
国

民
国
家
の
政
治
形
態
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
世
界
の
空
間
の
再
編
成

は
、
国
家
の
空
間
そ
の
も
の
の
生
産
を
伴
う
の
で
あ
る
。
実
際
ル
フ
ェ
ー

ヴ
ル
は
、
経
済
的
「
世
界
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
前
に
し
た
国
家
の
空
間

が
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
引
き
裂
か
れ
よ
う
と

し
て
い
る
状
態
を
描
き
出
し
て
い
る
。
「
国
民
国
家
は
、
一
方
で
の
地

域
的
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
差
異
へ
の
傾
向
と
、
他
方
で
の
超
国
家
的
な
統

一
性
と
実
体
す
な
わ
ち
世
界
市
場
そ
の
も
の
と
の
あ
い
だ
に
置
か
れ
て

い
る
」
（D

E
I: 80

）
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
国
家
の
空
間
の
生
産
は
、
単
に

国
家
間
の
（
従
属
的
な
）
関
係
の
み
な
ら
ず
、
都
市
や
農
村
の
ロ
ー
カ

ル
な
空
間
の
「
（
再
）
生
産
」
と
そ
れ
と
の
関
係
を
考
察
の
射
程
に
含
む
。

　

こ
こ
で
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
国
家
論
の
方
向
性
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
継

起
し
て
現
れ
る
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
論
と
「
世
界
都
市
仮
説
」
と
い
う

二
つ
の
理
論
的
枠
組
み
と
異
な
っ
て
い
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ

の
方
向
性
の
違
い
は
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
論
は
、
そ
れ
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
国
民
国

家
を
単
位
と
し
た
経
済
発
展
段
階
論
及
び
ロ
ス
ト
ウ
に
よ
る
そ
の
自
由

主
義
版
を
批
判
し
、
経
済
的
に
は
商
品
連
鎖
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
、
政

治
的
に
は
中
心
的
諸
国
、
半
周
辺
地
域
、
周
辺
地
域
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
理
論
的
枠
組
み
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
世
界
シ
ス
テ
ム
論
は
中

心
的
諸
国
の
な
か
に
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
家
」
と
い
う
分
析
視
角
を
設
け

て
い
る

）
20
（

。
こ
う
し
た
視
点
は
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
は
存
在
し
て
い
な
い
も

の
で
あ
る
。
他
方
で
こ
う
し
た
世
界
シ
ス
テ
ム
論
に
対
す
る
ル
フ
ェ
ー

ヴ
ル
の
議
論
の
利
点
の
ひ
と
つ
は
、
国
内
あ
る
い
は
サ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
都
市
の
領
域
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
点
に
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た

「
世
界
都
市
仮
説
」
な
い
し
は
「
世
界
都
市
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
は
一
九
八

〇
年
代
に
都
市
社
会
学
の
領
域
に
現
れ
た
。
バ
ー
ネ
ッ
ト
や
ミ
ュ
ラ
ー
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の
『
多
国
籍
企
業
の
権
力
』
や
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ

ン
の
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
九
八
〇
年
以
降
に

広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
都
市
化
に
関
す
る
理
論
を
発
展
さ
せ
る
。

そ
の
利
点
は
、
「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
不
調
和
で
ま
と
ま
り
を
も
た
な
い

諸
々
の
研
究
と
な
る
で
あ
ろ
う
も
の
―
―
労
働
市
場
、
情
報
技
術
、
国

際
的
な
移
民
、
文
化
研
究
、
都
市
建
造
の
プ
ロ
セ
ス
、
産
業
立
地
、
社

会
階
級
の
形
成
、
巨
大
な
荒
廃
化
、
都
市
政
策
―
―
を
、
ひ
と
つ
の
メ

タ
物
語
に
総
合
す
る
そ
の
能
力
に
あ
る

）
21
（

」
。
さ
ら
に
、
そ
の
議
論
の
要

点
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
埋
め
込
ま
れ
る
都
市
に

焦
点
を
定
め
、
都
市
を
広
範
囲
の
地
域
的
、
国
民
的
、
国
際
的
経
済
の

結
節
点
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
研
究
の
枠
組
み
か
ら
出
発

し
た
サ
ス
キ
ア
・
サ
ッ
セ
ン
は
、
彼
女
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
」
論

の
な
か
で
、
先
進
国
の
主
要
都
市
が
製
造
業
か
ら
企
業
に
向
け
た
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
需
要
（
法
律
、
会
計
、
保
険
等
）
に
応
え
る
「
生
産
者
サ
ー

ビ
ス
業
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
論
証
し
た

）
22
（

。

　

し
か
し
こ
う
し
た
世
界
都
市
仮
説
の
枠
組
み
が
、
世
界
都
市
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
世
界
経
済
の
配
置
を
分
析
す
る
こ
と
で
貢
献

を
果
た
し
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
都
市
が
と
り
結
ぶ
国
家
と
の
関
係

の
問
題
が
残
る
。
そ
れ
ゆ
え
ブ
レ
ナ
ー
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
世
界
都

市
研
究
は
、
極
度
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
お
け
る
領
土

国
家
の
権
力
の
衰
退
を
強
調
す
る
に
至
る
空
間
の
ス
ケ
ー
ル
の
「
ゼ
ロ
・

サ
ム
」
的
な
考
え
を
一
般
的
に
前
提
と
し
て
い
る
」
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か

）
23
（

。
他
方
で
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
「
国
家
の
み
が
「
大
規
模
な
」
空

間
の
対
応
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
し
（D

E
IV

 298

）
、
国
家

が
担
う
空
間
の
管
理
と
し
て
、
鉄
道
、
自
動
車
、
運
河
、
空
港
と
い
っ

た
交
通
輸
送
網
の
建
設
か
ら
、
領
土
整
備
を
経
て
、
ガ
ス
、
電
気
、
原

子
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
管
理
、
そ
う
し
た
空
間
の
組
織
化
と

資
本
の
フ
ロ
ー
の
調
整
を
あ
げ
て
い
る

）
24
（

。

　

以
上
の
二
つ
の
理
論
的
枠
組
み
と
の
相
違
に
お
い
て
、
国
家
の
空
間

の
生
産
と
は
い
か
な
る
認
識
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

２　

〈
ス
ケ
ー
ル
〉
の
問
題
と
〈
統
合
―

解
体
〉
の
弁
証
法

　

国
家
の
空
間
の
生
産
を
問
う
こ
と
、
そ
れ
は
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
と
っ

て
、
国
家
の
空
間
、
都
市
や
農
村
の
ロ
ー
カ
ル
の
空
間
、
経
済
的
活
動

が
位
置
づ
け
ら
れ
る
世
界
の
空
間
、
こ
れ
ら
異
質
な
空
間
と
そ
れ
ら
の

空
間
が
現
す
世
界
の
布
置
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
ら
の
国
家
論

の
対
象
の
措
定
を
行
っ
た
第
一
巻
を
経
て
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
『
国
家

に
つ
い
て
』
の
第
二
巻
の
「
方
法
」
と
題
さ
れ
た
章
で
ス
ケ
ー
ル
の
概

念
を
導
入
す
る
。

今
日
、
ス
ケ
ー
ル
の
問
題
（la question d ’échelle

）
は
テ
ク
ス

ト
の
読
解
や
諸
々
の
事
実
の
出
発
点
―
―
こ
う
い
っ
て
よ
け
れ
ば
、

基
礎
―
―
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
は
最
初
あ
る
い
は
本
質

的
な
も
の
と
し
て
選
択
さ
れ
た
ス
ケ
ー
ル
に
依
拠
し
て
い
る
。
た
と
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え
ば
、
地
域
の
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
世
界
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
に
従
属
し

た
国
家
の
ス
ケ
ー
ル
と
い
っ
た
よ
う
に
。
〔
…
…
〕
ス
ケ
ー
ル
の
変

化
の
問
題
は
、
積
層
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
形
態
学
（des 

m
orphologies hiérarchiques stratifiées

）
に
つ
い
て
の
あ
ら

ゆ
る
研
究
に
一
般
的
で
共
通
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 （D

E
II: 68-69

）

　

換
言
す
れ
ば
、
「
積
層
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
形
態
学
」
は
、
「
世
界

化
」
の
プ
ロ
セ
ス
と
空
間
的
形
態
を
都
市
、
国
家
の
領
土
、
資
本
の
空

間
の
関
係
を
異
質
な
ス
ケ
ー
ル
の
積
み
重
な
り
や
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ケ
ー

ル
の
変
化
に
よ
る
形
態
変
化
と
し
て
捉
え
る
試
み
と
し
て
ル
フ
ェ
ー
ヴ

ル
は
定
義
す
る
。
こ
の
ス
ケ
ー
ル
の
概
念
は
、
都
市
地
域
の
主
な
役
割

を
そ
の
制
度
的
・
空
間
的
再
編
成
を
行
う
現
代
国
家
の
重
要
な
場
所
と

し
て
問
い
か
け
る
こ
と
で
、
現
代
の
資
本
主
義
に
お
け
る
「
国
家
性

（statehood

）
」
の
変
容
を
考
察
し
た
ニ
ー
ル
・
ブ
レ
ナ
ー
の
一
連
の
論

考
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
。
そ
こ
で
ブ
レ
ナ
ー
は
、
都
市

地
域
が
単
な
る
国
家
行
政
シ
ス
テ
ム
の
サ
ブ
・
ユ
ニ
ッ
ト
な
の
で
は
な

く
、
都
市
政
策
の
変
容
が
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
国
家
性
の
変
容
（
国

民
国
家
の
制
度
的
・
地
理
的
変
容
）
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
の
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
な
都
市
政
策
に
お
い
て
多
く
の

西
洋
国
家
は
自
ら
の
領
土
を
つ
う
じ
て
比
較
的
に
画
一
化
・
標
準
化
さ

れ
た
行
政
構
造
を
打
ち
立
て
、
都
市
の
産
業
の
成
長
を
周
辺
地
域
へ
と

拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
の
領
土
的
不
均
等
を
軽
減
す
る
再
分
配

の
た
め
の
空
間
政
策
を
動
員
し
た
。
し
か
し
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
こ

の
政
策
は
多
く
の
国
で
放
棄
さ
れ
、
政
策
立
案
者
た
ち
は
、
都
市
産
業

の
衰
退
、
福
祉
国
家
の
削
減
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
、
経
済
的
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
す
る
。
そ
の
結
果
、
企
業
家
的
都
市
政
策
へ
の

移
行
と
い
う
転
換
期
に
お
い
て
、
国
家
、
地
域
、
ロ
ー
カ
ル
な
政
府
は
、

中
央
集
権
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
も
下
か
ら
の
経
済
成
長
を
促
進
す
る

た
め
の
新
た
な
都
市
・
地
域
政
策
を
動
員
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

た
地
方
分
権
化
（decentralization

）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
一

九
八
〇
年
代
に
始
ま
る
ポ
ス
ト
・
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
都
市
政
策
に
お
い

て
、
生
産
能
力
の
再
集
中
、
き
わ
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
力
の
あ
る

都
市
地
域
へ
の
高
い
収
益
性
を
発
揮
す
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
行
わ
れ
る
。

他
方
で
、
主
な
都
市
地
域
は
調
整
の
組
み
合
わ
せ
を
も
っ
た
国
家
行
政

の
特
殊
な
場
の
形
態
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
調
整
の
組
み
合

わ
せ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
能
力
を
強
化
し
、
可
動
資
本
の
投
資
を

ひ
き
つ
け
る
。
こ
う
し
た
高
度
に
一
極
化
さ
れ
た
国
家
の
政
治
経
済
学

の
地
理
学
は
、
市
場
に
依
拠
し
た
成
長
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
ロ
ー

ケ
シ
ョ
ナ
ル
な
競
争
力
を
強
調
す
る
新
自
由
主
義
的
言
説
の
流
布
に

よ
っ
て
も
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る

）
25
（

。

　

こ
う
し
た
諸
状
況
の
変
化
を
念
頭
に
お
き
、
ブ
レ
ナ
ー
は
サ
ッ
セ
ン

の
「
脱
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
」
と
「
ス
ケ
ー
ル
」
の
概
念
を
関
連
づ
け
な
が

ら
、
一
九
九
〇
年
代
の
状
況
を
定
式
化
す
る
。
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今
日
、
国
家
は
超
国
家
的
、
地
域
的
、
都
市
ロ
ー
カ
ル
的
な
調
整
の

レ
ベ
ル
が
社
会
経
済
的
な
統
治
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を

担
う
限
り
に
お
い
て
、
〈
脱
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
〉
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
あ

る
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
、
諸
国
家
は
、
Ｅ
Ｕ
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
た
超
国
家
的
な
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

経
済
的
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
応
答
す
る
。
他
方
で
、
国
内

的
な
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
諸
国
家
は
、
戦
略
的
に
か
つ
地
理
的

に
よ
り
有
利
に
位
置
す
る
地
域
的
レ
ベ
ル
や
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
に
、

そ
の
政
府
が
有
し
て
い
た
本
質
的
な
側
面
を
委
任
・
分
権
化
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る
産
業
立
地
と
し
て
の
都
市
や
地
域
の
競
争

力
を
促
進
す
る
の
で
あ
る

）
26
（

。

　

要
約
す
れ
ば
、
世
界
経
済
の
変
化
は
そ
れ
に
対
応
す
る
国
家
の
空
間

の
生
産
の
問
題
を
提
起
し
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
生
産
は
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
超
国
家
的
な
地
域
の
ス
ケ
ー
ル
と
サ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
都
市
・

ロ
ー
カ
ル
の
ス
ケ
ー
ル
の
再
編
成
を
伴
う
。
こ
の
ス
ケ
ー
ル
の
再
配
置

に
お
い
て
中
心
と
な
る
の
は
都
市
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
別
言
す
れ

ば
、
世
界
化
に
対
応
し
た
国
家
の
変
容
は
都
市
化
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
。

で
は
、
『
国
家
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
都
市
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
察
す
る
た
め

に
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
と
彼
が
都
市
化
を
分
析
し
た
文
脈
を
振
り
か
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
都
市
化
の
経
済
的
要
因
を
資

本
の
蓄
積
危
機
を
回
避
す
る
た
め
の
資
本
の
循
環
経
路
の
「
物
」
か
ら

「
空
間
」
へ
の
、
一
時
的
な
経
路
（
生
産
財
）
か
ら
二
次
的
な
経
路
（
土

地
）
へ
の
変
換
と
し
て
捉
え

）
27
（

、
資
本
主
義
が
そ
の
成
長
を
止
め
る
こ
と

な
く
存
続
で
き
た
の
は
、
「
空
間
を
占
有
し
、
生
産
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
で
あ
る
」
と
定
式
化
し
て
い
た

）
28
（

。
こ
う
し
た
経
済
的
な
要
因
を
も
っ

た
都
市
化
は
不
均
等
に
発
展
し
、
中
心
と
周
辺
の
形
成
を
促
す
。
そ
れ

は
歴
史
的
中
心
の
再
開
発
（
レ
・
ア
ー
ル
地
区
や
マ
レ
地
区
な
ど
）
と
第

一
次
世
界
大
戦
か
ら
見
ら
れ
た
郊
外
に
お
け
る
一
戸
建
て
住
宅
の
建
設

と
主
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
は
じ
ま
る
巨
大
な
団
地
群
の
建
設
に

よ
る
郊
外
の
拡
大
と
し
て
現
れ
た

）
29
（

。
都
市
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
社
会
の
近
代
化
を
否
定
す
る
こ
と
は
不
条
理
で
あ
る
。
し

か
し
他
方
で
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
後
の
脱
植
民
地
化
と
消
費
社
会
の

出
現
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
変
容
を
分
析
し
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・

ロ
ス
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
都
市
の
変
化
に
は
「
第
二
の
オ
ス
マ
ン

化
」
と
呼
ぶ
負
の
側
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
負
の
側
面
と
は
、
都
市
開
発

に
よ
る
排
除
の
波
で
あ
り
、
当
初
パ
リ
の
住
宅
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
賞
賛
さ
れ
た
団
地
が
移
民
労
働
者
が
住
ま
う
「
垂
直
的
な
ス
ラ
ム
」

に
な
っ
た
と
い
う
結
果
に
お
い
て
現
れ
て
い
る

）
30
（

。

　

『
国
家
に
つ
い
て
』
で
は
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
こ
う
し
た
中
心
と
周

辺
の
形
成
を
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
資
本
蓄
積
論
と
関
連
さ
せ
て
論
じ

て
い
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
原
始
的
蓄
積
」
、
つ
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ま
り
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
移
行
の
際
に
生
じ
た
農
村
へ
の
収
奪
に

よ
る
蓄
積
と
似
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
（
資
本
主
義
市
場
）

と
植
民
地
（
非
資
本
主
義
市
場
）
と
の
あ
い
だ
に
起
き
て
い
る
と
考
え
た
。

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
こ
う
し
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
中
心
―

周
辺
関
係
の

図
式
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
暴
力
を
伴
っ
た
資
本
に
よ
る
周
辺
の
解
体

と
そ
の
中
心
へ
の
統
合
を
、
「
解
体
―

統
合
」
の
弁
証
法
と
し
て
定
式

化
す
る

）
31
（

。
た
だ
し
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
そ
の
「
解
体
―

統
合
」
の
弁
証
法

を
国
家
の
内
部
空
間
に
適
用
し
て
い
る
。
「
『
解
体
―

統
合
』
の
弁
証
法

的
プ
ロ
セ
ス
は
、
『
中
心
―

周
辺
』
の
対
立
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
植

民
地
と
半
植
民
地
の
領
域
に
の
み
関
わ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
は
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
に
ま
で
、
農
村
地
域
、
職
人
の
活
動
地
域
、
歴
史

的
都
市
に
ま
で
拡
大
す
る
」
（D

E
III: 119

）
。

　

都
市
社
会
学
の
研
究
に
お
い
て
、
中
心
と
周
辺
の
形
成
に
直
面
し
て
、

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
「
都
市
へ
の
権
利
」
の
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
れ
は

物
理
身
体
的
な
意
味
で
の
都
市
の
中
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
権
利
で
あ
り
、

同
時
に
所
有
の
問
題
に
触
れ
る
社
会
的
な
意
味
を
も
つ
権
利
で
あ
っ
た
。

中
心
と
周
辺
が
ま
す
ま
す
国
家
の
空
間
に
内
部
化
す
る
今
日
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
に
お
い
て
、
都
市
へ
の
権
利
は
、
ル
フ
ェ
ー

ヴ
ル
へ
の
参
照
を
問
わ
ず
、
世
界
中
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る

）
32
（

。
ル

フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
文
脈
に
お
い
て
都
市
へ
の
権
利
は
い
く
ぶ
ん
か
ユ
ー
ト

ピ
ア
的
な
も
の
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
今
日
に
お
い
て
も
そ
れ
は

ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
よ
り
切
迫
し
た
ユ
ー

ト
ピ
ア
で
あ
る
。

結　

論

　

本
稿
が
こ
れ
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
議
論
を
以
下
で
ま
と
め
た
い
。
本

稿
は
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、
サ
ッ
セ
ン
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
対
応
し
た
国
家
の
「
脱
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
」
と
「
再
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
」

の
理
論
作
業
で
示
し
た
国
家
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
の
認

識
を
め
ぐ
る
思
想
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
文
脈
に
属
す
る

プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
と
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
国
家
論
を
再
検
討
し
た
。
ま
ず

ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
登
場
を
契
機
に
生
じ
た
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と

プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
対
立
を
描
く
中
で
、
レ
ー
ニ
ン
に
依
拠
し
た
旧
来
の

マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
と
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
国
家
論
の
理
論
的
枠
組
み

の
相
違
を
示
し
た
。
次
に
、
国
家
の
正
当
性
の
危
機
に
対
し
て
プ
ー
ラ

ン
ザ
ス
が
提
示
し
た
国
家
の
変
革
を
目
的
と
す
る
議
会
民
主
主
義
と
議

会
外
民
主
主
義
の
連
接
と
い
う
政
治
戦
略
の
議
論
の
今
日
的
妥
当
性
を

測
る
べ
く
、
正
当
性
の
危
機
を
め
ぐ
る
批
判
的
言
説
の
失
効
を
主
張
す

る
ブ
ラ
ウ
ン
の
新
自
由
主
義
論
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
彼
女
の
新
自
由

主
義
的
合
理
性
の
特
徴
づ
け
に
現
れ
る
法
制
度
こ
そ
が
、
正
当
性
の
危

機
と
国
家
諸
装
置
の
変
革
の
双
方
に
お
い
て
争
点
と
な
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

　

一
方
、
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
論
争
に
関
し
て
は
い
わ
ば
「
観
想
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的
な
」
態
度
を
と
っ
た
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
と
は
異
な

る
国
家
の
理
論
的
対
象
を
も
っ
て
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
が
分
析
し
た
正
当

性
の
危
機
と
は
異
な
る
国
家
の
変
容
を
考
察
し
て
い
る
。
本
稿
後
半
で

は
「
国
家
の
世
界
化
」
と
い
う
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
国
家
論
の
対
象
を
吟
味

し
、
そ
れ
が
世
界
経
済
の
変
化
に
対
応
し
た
国
家
の
空
間
の
生
産
と
関

連
づ
け
て
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
世
界
経
済
の
変
化
と

ロ
ー
カ
ル
な
空
間
の
再
組
織
化
の
あ
い
だ
に
差
し
込
ま
れ
た
国
家
の
空

間
の
生
産
を
め
ぐ
る
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
問
題
設
定
は
、
中
心
、
半
周
辺
、

周
辺
の
国
家
間
の
政
治
的
関
係
に
焦
点
を
あ
て
る
世
界
シ
ス
テ
ム
論
と
、

一
九
八
〇
年
代
の
新
し
い
国
際
分
業
に
お
い
て
分
析
対
象
と
し
て
現
れ

た
世
界
都
市
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
焦
点
を
あ
て
る
世
界
都
市
仮
説
の

研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル

が
国
家
の
空
間
、
サ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
都
市
の
ロ
ー
カ
ル
な
空
間
、

世
界
経
済
の
空
間
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
の
異
質
性
を
「
ス
ケ
ー
ル
」

の
概
念
で
捉
え
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
積
層
を
形
態
学
と
し
て
提
示
し
て

い
る
点
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
変
化
が
中
心
と
周
辺
の

再
編
成
を
と
も
な
う
都
市
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
都
市
論
に
お
い
て
扱
っ
て
い

た
こ
の
主
題
が
彼
の
国
家
論
に
お
い
て
「
統
合
―

解
体
の
弁
証
法
」
と

し
て
、
定
式
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
た
。
最
後
に
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が

一
九
六
〇
年
代
末
に
定
式
化
し
た
都
市
へ
の
権
利
が
、
中
心
と
周
辺
の

関
係
を
国
家
の
空
間
に
内
部
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行

に
お
い
て
切
迫
し
た
課
題
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

本
稿
で
は
以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
国

家
論
の
中
で
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
二
人
の
国
家
論
が
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
れ
に
対
応
し
た
国
家
の
変
化
を
巡
る
探

求
の
枠
組
み
に
お
い
て
結
び
つ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
家
の
変
容
と
い
う
問
題
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

問
題
設
定
か
ら
異
な
る
側
面
に
着
目
し
た
二
人
の
思
想
は
、
互
い
に
補

完
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
彼
ら
二
人
の

国
家
論
を
統
合
的
に
見
直
す
こ
と
で
、
現
代
的
地
平
と
接
続
す
る
問
題

系
の
よ
り
体
系
的
な
議
論
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を
指
摘
し
、
本
稿

の
結
論
と
し
た
い
。

 

（
ひ
ら
た
・
し
ゅ
う
／
ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
研
究
、
社
会
哲
学
）

　

＊
引
用
に
お
け
る
強
調
は
す
べ
て
原
書
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
訳
文
は
必
要

に
応
じ
て
変
更
し
た
。

略
号
表

ニ
コ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
著
作

E
PS = L’É

tat, le pouvoir, le socialism
e, Paris, P.U

.F, 1981

（1978

）. 

＝
『
国

家
・
権
力
・
社
会
主
義
』
田
中
正
人
・
柳
内
隆
訳
、
ユ
ニ
テ
、
一
九
八
四
年
。

R
 = R

epères, H
ier et aujourd’hui, Paris, M

aspéro, 1980. 

＝
『
資
本
の
国

家
』
田
中
正
人
訳
、
ユ
ニ
テ
、
一
九
八
三
年
。

ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
著
作

D
E

（D
E

の
直
後
に
巻
数
を
ロ
ー
マ
数
字
で
表
記
す
る
） = D

e l’ É
tat, 4 

volum
es, Paris, U

nion G
énéral d ’ É

ditions, 1976-1978.
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注（
1
） 

当
時
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
国
家
論
を
概
観
す
る
に
あ
た
っ
て
以
下

を
参
照
。N

egri, A
ntonio, “C

om
m

uniste State T
heory 

［1977

］”, 
Labor of D

ionysus: A
 C

ritique of the State – F
orm

, M
inneapolis: 

London, 2003, pp. 139-176. 

ネ
グ
リ
、
ハ
ー
ト
『
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の

労
働
―
―
国
家
形
態
批
判
』
長
原
豊
・
崎
山
政
毅
・
酒
井
隆
史
訳
、
人
文

書
院
、
二
〇
〇
八
年
。
「
批
判
的
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
と
「
新
レ
ー

ニ
ン
主
義
」
の
対
立
は
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
を
論
じ
た
際
に
当
時
の
対
立
を

振
り
か
え
る
バ
リ
バ
ー
ル
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。B

alibar, É
tienne, 

« C
om

m
unism

e et citoyennet: sur N
icos P

oulanzas », L
a 

proposition de l’égaliberté, Paris, P. U
. F, 2010, pp. 179-200, p. 

179.

（
2
） 

以
下
の
対
談
の
な
か
で
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
登

場
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
を
吟

味
す
る
べ
き
だ
と
い
う
い
わ
ば
「
観
想
的
な
」
立
場
を
示
し
て
い
る
。
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atherine, La révolution n’est plus 
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blages, P
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サ
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セ
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土
・
権
威
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豫
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石
書
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一
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年
。
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ith, N
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, N

ew
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rbanism
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entrification as 
G

lobal U
rban Strategy ’ in B

renner, N
eil, and T

heodore, N
ik, 

（eds

） Spaces of N
eoliberalism

: U
rban R

estructuring in N
orth 

A
m

erica and W
estern E

urope, O
xford: B

lackw
ell, 2004, pp. 80-

103, pp. 85-86.

（
5
） Fröbel, Folker, H

einrichs, Jürgen, and K
reye, O
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International D
ivision of Labour: Structural U

nem
ploym

ent in 

Industrialized C
ountries and Industrializaition in D

eveloping 

C
ountries, C

am
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am
bridge U

niversity Press, 1980.

（
6
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icos, C
lasses sociales dans le capitalism

e aujourd’hui, 
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（
7
） Barnet, R

ichard, J, and M
üller, R

onald, E
, G

lobal R
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he 

P
ow

er of M
ultinational C

orporations, N
ew

 York, Sim
on and 

Schuster, 1974. 

『
地
球
企
業
の
脅
威
』
石
川
博
友
他
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

タ
イ
ム
社
、
一
九
七
五
年
。

（
8
） Lazar, M

arc, M
aisons rouges, les partis com

m
unistes français et 

italien de la Libération à nos jours, Paris, A
ubier, 1992, pp. 144-

155.

（
9
） Balibar, É

tienne, Sur la dictature du prolétariat, Paris, François 
M

aspero, 1976. 

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

と
は
な
に
か
』
加
藤
晴
久
訳
、
新
評
論
、
一
九
七
八
年
。 Louis 

A
lthusser, 22

e congrès, Paris, François M
aspero, 1977. 

ル
イ
・

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
「
第
二
二
回
大
会
―
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
・
社
会
主

義
・
国
家
・
民
主
集
中
制
」
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
は
な
に
か
』
加
藤

晴
久
訳
、
新
評
論
、
一
九
七
八
年
、
二
一
一
―
二
六
〇
頁
。

（
10
） Tosel, A

ndré, Praxis, Paris, Les É
ditions sociales, 1984, p. 25. 

社
共
連
合
と
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
ま
つ
わ
る
論
争
に
つ
い
て
以
下
の

文
献
も
参
照
。C

apedevielle, Jacques, et M
ouriaux, R

ené, M
ai 68 

l’entre-deux de la m
odernité: histoire de 30 ans, Paris: Presse de la 

fondation nationale des sciences politiques, 1988, pp. 269-271.

（
11
） Althusser, Louis, 22 e congrès, O

p. cit., p. 37. 

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
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、

前
掲
、
二
三
二
頁
。

（
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） Balibar, É

tienne, « C
om

m
unism

e et citoyenneté: sur N
icos 
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（
13
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arxism
e et critique de l’É
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dernier com
bat d’A

lthusser, R
eim

s, Le C
lou dans le Fer, 2009.

（
14
） Ibid., p. 92.

（
15
） Brow

n, W
endy, Les habit neufs de la politique m

ondiale, Paris, 
Les Prairies O

rdinaires, 2007, ch. 1.
（
16
） Balibar, É

tienne , E
urope, C

onstitution, Frontière, Paris, Passant, 
2005, p. 18.

（
17
） 

た
だ
し
『
新
し
い
産
業
国
家
』
第
一
版
（
一
九
六
七
年
）
で
は
、
「
計
画

体
制
」
の
代
わ
り
に
「
産
業
体
制
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
計
画
体
制
」

の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
同
書
第
三
版
（
一
九
七
八
年
）
以
降
で
あ
る
。

こ
の
用
語
の
修
正
に
つ
い
て
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
そ
の
第
三
版
の
序
文
に

お
い
て
、
『
豊
か
な
社
会
』
、
『
新
し
い
産
業
国
家
』
と
と
も
に
三
部
作
と

な
る
『
経
済
学
と
公
共
目
的
』
を
書
き
終
え
た
後
に
用
語
法
の
統
一
を
図
っ

た
と
し
て
い
る
。

（
18
） 「
ど
ん
な
状
況
の
も
と
で
も
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
計
画
化
に
つ
な
が
る
の

で
あ
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
よ
り
高
度
に
具
体
化
さ
れ
れ
ば
、
計
画
化
に

ま
つ
わ
る
諸
問
題
と
関
連
費
用
は
、
企
業
が
と
て
も
ま
か
な
い
き
れ
な
い

も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
治
的
な
思
惑
で
は
な
く
、
技

術
上
の
要
請
こ
そ
が
企
業
を
し
て
国
の
援
助
と
保
護
に
す
が
ら
し
め
る
こ

と
に
な
る
の
だ
。
〈
中
略
〉
し
か
し
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
経
済
的
な
変
化
の

原
因
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
変
化
に
応
じ
て
変
わ
り
も
す
る
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
専
門
化
を
余
儀
な
く
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せ
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が
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専
門
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の
結
果
で
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あ

る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
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範
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組
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果
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る
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om
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国
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独
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独
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世
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。
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〇
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。
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情
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〇
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C
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h
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し
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い
る
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質
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を
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さ
っ
た
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先
生
方
、

司
会
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引
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け
て
頂
い
た
斉
藤
日
出
治
先
生
な
ら
び
に
拙
稿
に
貴
重
な

ご
助
言
を
下
さ
っ
た
匿
名
の
査
読
者
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

を
申
し
上
げ
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
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ニ
コ
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プ
ー
ラ
ン
ザ
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、
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ェ
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ヴ
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間
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、
国
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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
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シ
ョ
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序

　

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
（
一
九
四

二
―
）
の
名
が
世
に
出
た
の
は
、
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
、
ジ
ャ
ッ
ク
・

ラ
ン
シ
エ
ー
ル
、
ピ
エ
ー
ル
・
マ
シ
ュ
レ
ー
、
ロ
ジ
ェ
・
エ
ス
タ
ブ
レ

と
の
共
著
『
資
本
論
を
読
む
』
（
一
九
六
五
））

1
（

が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
単
著
『
マ
ル
ク
ス
の
た
め
に
』
（
一
九
六
五
）
と
並

ん
で
こ
の
著
作
が
生
ん
だ
反
響
は
、
バ
リ
バ
ー
ル
に
対
し
て
、
パ
リ
高

等
師
範
学
校
時
代
の
師
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
強
い
影
響
を
受
け
た
「
マ

ル
ク
ス
主
義
哲
学
者
」
と
い
う
評
価
を
あ
た
え
た
。
じ
っ
さ
い
に
一
九

七
〇
年
代
の
バ
リ
バ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
を
活
動
の
場
と
し
、
ア

ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
一

九
七
六
年
二
月
の
党
大
会
で
、ソ
ビ
エ
ト
型
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」

の
放
棄
を
決
定
し
、
西
側
の
議
会
主
義
の
伝
統
に
沿
っ
た
社
会
主
義
と

い
う
い
わ
ゆ
る
「
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
路
線
を
選
択
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
党
内
で
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と
と
も
に
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
独
裁
擁
護
の
論
陣
を
張
っ
た
。
こ
の
時
期
に
バ
リ
バ
ー
ル
が

発
表
し
た
二
冊
の
単
著
『
史
的
唯
物
論
研
究
』（
一
九
七
四
）
お
よ
び
『
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
は
何
か
』
（
一
九
七
六
）
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
へ

の
介
入
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る

）
2
（

。

　

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
と
い
っ
た
西
欧
各
国
の
共
産
党
を
同
時
に
巻

き
込
ん
だ
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
共
産
党

と
社
会
党
を
接
近
さ
せ
、
一
九
八
一
年
に
戦
後
初
め
て
の
左
派
系
大
統

〈
公
募
論
文
〉

矛
盾
と
暴
力

【
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
の
政
治
哲
学
序
説
】

太
田
悠
介
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領
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
が
誕
生
す
る
素
地
と
な
る
。
し
か

し
、
他
方
で
は
こ
の
潮
流
は
、
共
産
党
と
そ
れ
以
外
の
議
会
政
党
の
区

別
を
曖
昧
に
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
、
そ
の
後
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が

社
会
主
義
の
放
棄
と
新
自
由
主
義
へ
と
舵
を
切
っ
た
と
き
に
は
、
共
産

党
は
も
は
や
有
効
な
対
抗
勢
力
た
り
え
な
か
っ
た

）
3
（

。
こ
の
よ
う
に
共
産

党
が
い
わ
ば
体
制
内
化
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
バ
リ
バ
ー
ル
が
党
を
除
名

さ
れ
る
の
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
当
選
し
た
同
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

共
産
党
を
離
れ
た
の
ち
の
一
九
八
〇
年
代
は
、
バ
リ
バ
ー
ル
に
と
っ

て
理
論
的
に
き
わ
め
て
充
実
し
た
時
期
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
一
九
八

一
年
に
は
じ
ま
っ
た
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
論
の
代
表
的
論
者
イ
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
と
の
共
同
作
業
が
、
『
人
種
・
国
民
・

階
級
』
（
一
九
八
八
）
に
結
実
す
る
。
他
方
で
は
、
マ
ル
ク
ス
と
並
ぶ
も

う
ひ
と
つ
の
思
想
的
な
参
照
軸
で
あ
る
ス
ピ
ノ
ザ
を
初
め
て
体
系
的
に

論
じ
た
『
ス
ピ
ノ
ザ
と
政
治
』
（
一
九
八
五
））

4
（

が
上
梓
さ
れ
た
。
そ
う
し

て
経
て
迎
え
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
著
作
群
、
『
民
主
主
義
の
境
界
』

（
一
九
九
二
）
、
『
市
民
権
の
哲
学
』
（
一
九
九
八
）
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
と

は
誰
か
』
（
二
〇
〇
一
）
に
は
、「
民
主
主
義
」
、「
市
民
」
、「
人
権
」
と
い
っ

た
か
つ
て
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
者
」
バ
リ
バ
ー
ル
に
は
あ
り
え
な

か
っ
た
概
念
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
共
産
党
を
離
れ
た
一
九
八
一
年
が
バ

リ
バ
ー
ル
の
転
機
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
経
験
的
に
確
認

で
き
る
歴
史
的
な
意
味
で
の
転
機
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、

こ
の
転
機
は
方
法
論
的
な
転
回
を
も
意
味
し
て
い
た
と
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
一
九
八
七
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
に
提
出
し
た
業
績
に
対
す
る
博
士
号
請
求
論
文
「
無
限
の
矛
盾
」
の

冒
頭
で
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
自
身
の
生
涯
を
振
り
返
り
な
が
ら
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
ら
と
の
共
著
『
資

本
論
を
読
む
』
に
代
表
さ
れ
る
六
〇
年
代
は
、
マ
ル
ク
ス
を
参
照
軸
と

し
て
現
実
の
歴
史
を
解
読
す
る
と
い
う
意
味
で
、
「
マ
ル
ク
ス
か
ら
歴

史
へ
」
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
が
働
い
て
い
た
の
に
対
し
、
七
〇
年
代
の
歴

史
的
な
経
験
を
踏
ま
え
た
八
〇
年
代
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
「
政
治
哲

学
の
歴
史
」
の
議
論
の
場
を
開
く
こ
と
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
）
5
（

。
こ
こ
か
ら
は
、
一
九
八
〇
年
代
を
境
に
し
て
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」

か
ら
「
政
治
哲
学
」
へ
と
転
回
し
た
と
い
う
バ
リ
バ
ー
ル
の
自
己
認
識

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
訪
れ
た
共
産
党
の
内
部
か
ら
外
へ
の
立
場
の
変
化
、

そ
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
政
治
哲
学
へ
と
い
う
以
上
の
方
法
論
的
転

回
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
二
人
の
異
な
る
バ
リ
バ
ー
ル
像
が

描
か
れ
て
き
た
理
由
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八

〇
年
代
よ
り
前
の
時
期
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
「
マ
ル
ク
ス
主

義
哲
学
者
」
と
し
て
の
バ
リ
バ
ー
ル
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、こ
れ
以
降
の
時
期
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
今
度
は
「
政

治
哲
学
者
」
バ
リ
バ
ー
ル
の
姿
が
前
面
に
出
て
く
る
の
で
あ
る

）
6
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
戦
後
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
史
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
一
九
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八
〇
年
代
に
政
治
哲
学
を
掲
げ
る
こ
と
に
は
、
実
は
さ
ほ
ど
の
目
新
し

さ
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
八
〇
年
代
と
は
ま
さ
し
く
「
政
治
哲
学

の
復
権
」
が
謳
わ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

）
7
（

。
復
権
の
要
因
の

ひ
と
つ
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響

力
の
低
下
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
れ
以
降
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
こ

れ
ま
で
抑
圧
し
て
き
た
と
す
る
「
政
治
的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
思
考
が
、

政
治
哲
学
と
い
う
領
域
そ
の
も
の
を
形
づ
く
っ
て
ゆ
く

）
8
（

。

　

こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
問

い
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
バ
リ
バ
ー
ル
の
方
法
論
的
転
回
と
は
、

同
時
代
の
趨
勢
を
な
ぞ
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

バ
リ
バ
ー
ル
に
固
有
の
政
治
哲
学
の
営
み
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
マ

ル
ク
ス
主
義
哲
学
者
」
か
ら
「
政
治
哲
学
者
」
へ
の
転
回
を
促
し
た
理

論
的
な
要
因
と
は
、
そ
も
そ
も
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
う

し
た
一
連
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
バ
リ
バ
ー
ル
の
思
想
に
お
け
る

「
矛
盾
（contradiciton

）
」
と
「
暴
力
（violence

）
」
の
ふ
た
つ
の
概
念

に
着
目
し
、
こ
れ
ら
両
概
念
が
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
政
治
哲
学
へ
の
バ

リ
バ
ー
ル
の
理
論
的
転
回
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
鍵
と
な
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
示
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
今
日
の

バ
リ
バ
ー
ル
に
お
け
る
政
治
哲
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
そ
れ
ぞ
れ
の
含

意
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
バ
リ
バ
ー
ル
の
政

治
哲
学
へ
の
導
入
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
稿
の
概
略
を
記
す
。
第
一
節
で
は
バ
リ
バ
ー
ル
矛
盾
論
の

前
提
と
し
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
矛
盾
論
を
検
討
す
る
。
一
九
六
〇

年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
バ
リ
バ
ー
ル
は
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に

も
っ
と
も
近
い
立
場
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
今
日
で
も
系
譜
関
係
を
そ
の

テ
ク
ス
ト
の
う
ち
に
み
と
め
る
の
は
難
し
く
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
が

扱
う
矛
盾
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
は
、
む
し
ろ
両
者
の
違
い
が
際
立
つ
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
節
で
は
バ
リ
バ
ー
ル
の
矛
盾
論
を
考
察
す
る
。

バ
リ
バ
ー
ル
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
矛
盾
概
念
を
経
済
主
義
と
階
級
闘
争

と
い
う
両
極
に
分
離
し
、
後
者
を
マ
ル
ク
ス
の
矛
盾
概
念
の
本
質
で
あ

る
と
す
る
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
暴
力
の
問
題
が
こ
の
階
級
闘

争
の
矛
盾
の
外
部
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
点
が
、
バ
リ
バ
ー
ル
を
し
て

マ
ル
ク
ス
主
義
の
批
判
的
な
考
察
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
三
節
で
は
、
そ
の
暴
力
の
一
例
と
し
て
レ
イ
シ
ズ
ム
の
問
題
を
取
り

上
げ
た
う
え
で
、
こ
の
暴
力
論
の
延
長
線
上
で
定
義
さ
れ
る
バ
リ
バ
ー

ル
の
政
治
哲
学
の
意
義
を
検
討
す
る
。

一　

バ
リ
バ
ー
ル
矛
盾
論
へ
の
導
入 

 
 

―
―
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
お
け
る
矛
盾
の
重
層
決
定

　

一
九
八
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
哲
学
の
復
権
の
核
心
に
あ
る
の
は
、

「
政
治
」
の
「
自
律
性
」
の
再
発
見
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
い

て
は
、
社
会
を
規
定
す
る
本
質
的
な
対
立
は
一
般
に
政
治
と
名
指
さ
れ

る
領
域
の
う
ち
に
は
な
く
、
経
済
的
な
階
級
関
係
に
求
め
ら
れ
る
。
政

治
の
実
質
が
そ
の
外
部
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
政
治
を
特
徴
づ
け
る
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の
は
「
他
律
性
」
で
あ
る

）
9
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
社
会
の
認
識
枠

組
み
を
独
占
し
て
き
た
「
大
き
な
物
語
」
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に

陰
り
が
出
て
き
た
こ
と
で
、
政
治
の
自
律
性
の
理
論
と
し
て
の
政
治
哲

学
が
こ
れ
と
入
れ
替
わ
り
に
回
帰
し
て
き
た
の
で
あ
る

）
10
（

。

　

し
か
し
、
他
方
で
こ
の
政
治
の
自
律
性
の
主
張
が
マ
ル
ク
ス
主
義
を

経
済
決
定
論
あ
る
い
は
経
済
主
義
の
名
の
も
と
に
退
け
る
素
朴
な
批
判

に
陥
る
な
ら
ば
、
そ
の
代
償
は
大
き
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
文
脈
の
延

長
線
上
に
あ
り
う
る
政
治
哲
学
の
営
み
を
そ
の
視
野
の
外
に
置
い
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
本
節
が
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
（
一
九
一
八
―
一
九
九
〇
）

の
矛
盾
論
に
着
目
す
る
の
は
こ
の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス

主
義
を
経
済
決
定
論
と
捉
え
る
政
治
哲
学
の
主
要
な
潮
流
と
は
反
対
に
、

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
矛
盾
論
は
経
済
決
定
論
と
の
対
峙
と
い
う
側
面
を

有
し
て
い
る
。

　

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
そ
の
矛
盾
論
を
示
し
た
の
は
、
主
著
『
マ
ル
ク

ス
の
た
め
に
』
（
一
九
六
五
）
所
収
論
文
「
矛
盾
と
重
層
決
定
」
で
あ
る

）
11
（

。

こ
の
著
作
が
置
か
れ
て
い
た
文
脈
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
九

五
六
年
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
演
説
に
端
を
発
す
る
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
批
判

と
と
も
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
そ
の
も
の
の
危
機
が
さ
さ
や
か
れ
始
め
た

時
代
で
あ
っ
た
。
矛
盾
の
概
念
を
主
題
と
す
る
本
稿
が
着
目
す
る
の
は
、

経
済
主
義
の
名
の
も
と
に
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
と
マ
ル
ク
ス
主
義
を
同
一

視
す
る
立
場
に
対
し
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
経
済
主
義
を
ヘ
ー
ゲ
ル

の
矛
盾
論
と
結
び
つ
け
、
経
済
主
義
と
は
異
な
る
マ
ル
ク
ス
主
義
を
救

い
出
そ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。

　

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
経
済
主
義
と
は
、
歴
史
の
弁
証
法
を

「
継
起
的
な
生
産
様
式

0

0

0

0

の
発
生
の
弁
証
法
」
、
さ
ら
に
は
「
さ
ま
ざ
ま
の

生
産
技
術

0

0

の
発
生
の
弁
証
法
」
に
還
元
す
る
立
場
で
あ
る

）
12
（

。
こ
の
経
済

主
義
の
問
題
は
、
そ
れ
が
生
産
力
と
生
産
関
係
の
あ
い
だ
の
矛
盾
と
い

う
唯
一
の
原
理
を
想
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
生
産
力
の

発
展
が
こ
れ
を
妨
げ
る
生
産
関
係
の
桎
梏
を
破
り
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の

矛
盾
は
完
全
に
解
消
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
、
経
済
主
義
が
想
定
す
る
単
一

の
矛
盾
と
は
、
実
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾
概
念
の
繰
り
返
し
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
ま
ず
論
理
学
の
な
か
で
、
即
自
・
対

自
・
即
自
か
つ
対
自
と
い
う
認
識
が
た
ど
る
弁
証
法
の
対
自
の
過
程
で

矛
盾
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
矛
盾
は
さ
ら
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
止

揚
さ
れ
る
（
「
否
定
の
否
定
」
）
。
論
理
学
か
ら
歴
史
哲
学
に
場
を
移
し
て
も
、

構
造
は
同
じ
で
あ
る
。
理
性
は
外
化
を
経
験
す
る
が
、
そ
の
た
び
に
外

化
を
止
揚
（
「
否
定
の
否
定
」
）
し
て
よ
り
高
次
の
理
念
へ
と
い
た
る
。

論
理
学
に
お
い
て
も
歴
史
哲
学
に
お
い
て
も
「
単
一
の
内
的
原
理
」
が

矛
盾
に
対
し
て
優
位
で
あ
り
、
こ
れ
が
表
層
に
現
れ
る
と
さ
れ
る
矛
盾

を
説
明
す
る

）
13
（

。
矛
盾
は
つ
ね
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
ひ
と
つ
の
契
機

に
す
ぎ
な
い
。
経
済
主
義
も
ま
た
生
産
力
に
歴
史
を
駆
動
す
る
「
単
一

の
内
的
原
理
」
を
見
出
す
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾

論
の
引
き
写
し
で
あ
る
。
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ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
こ
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
経
済

主
義
を
マ
ル
ク
ス
か
ら
切
り
離
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
と
結
び
つ
け
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス
の
峻
別
、
さ
ら
に
は
ヘ
ー

ゲ
ル
の
影
響
下
に
あ
る
青
年
期
の
マ
ル
ク
ス
と
そ
こ
か
ら
抜
け
出
た
成

熟
し
た
マ
ル
ク
ス
の
峻
別
と
い
う
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
特
有
の
モ
チ
ー
フ

が
、
本
節
の
主
題
で
あ
る
矛
盾
論
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

こ
の
経
済
主
義
に
関
し
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
、
政
治
（
上
部
構
造
）

に
い
か
な
る
内
実
も
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
点
を
問
題
視
す
る

）
14
（

。
経
済

（
下
部
構
造
）
が
単
一
の
内
的
原
理
を
な
す
本
質
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
政

治
は
そ
の
現
れ
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
政
治
は
そ
の
と
き
経
済
の

単
な
る
反
映
の
域
を
出
な
い
。
経
済
主
義
の
こ
の
図
式
に
対
置
さ
れ
て

提
出
さ
れ
る
の
が
、
矛
盾
の
「
重
層
決
定
（surdéterm

ination

）
」
概

念
で
あ
る
。

　

〔
…
…
〕「
矛
盾
」
は
、
矛
盾
が
そ
の
な
か
で
作
用
す
る
社
会
全
体

の
構
造
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
存
在
の
形
式
的
な
諸

条
件
、
お
よ
び
そ
れ
が
支
配
す
る
諸
審
級

0

0

0

か
ら
も
切
り
離
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
矛
盾
そ
れ
自
体
は
、
そ
の
核
心
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
同
じ
一
つ
の
運
動
の
な
か
で
、

決
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
活
動
力
を
あ
た
え
る
社
会
構
成
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
水
準

0

0

と
さ
ま
ざ

ま
な
審
級

0

0

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ

わ
れ
は
矛
盾
は
、
原
理
的
に
言
っ
て
重
層
的
に
決
定
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
言
う

こ
と
が
で
き
る

）
15
（

。

　

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
こ
こ
で
、
唯
一
の
究
極
的
な
矛
盾
を
特
定
で
き

な
い
と
い
う
事
態
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
、
経
済
の
矛
盾
が
政
治
に

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
。
逆
に
政
治
に
主
要
な
矛
盾
が
あ
り
、
そ

れ
が
経
済
に
（
反
）
作
用
す
る
の
で
も
な
い
。
矛
盾
は
も
は
や
特
定
の

場
所
に
は
局
所
化
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
上
部
構
造
と
下
部
構
造
と
い

う
い
ず
れ
か
の
項
か
ら
も
う
一
方
の
項
へ
の
機
械
的
な
影
響
関
係
を
想

起
さ
せ
る
範
疇
を
退
け
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
こ
れ
に
代
え
て
「
社
会

全
体
」
や
「
社
会
構
成
体
」
と
い
っ
た
言
葉
を
用
い
、
社
会
が
持
つ
複

合
的
な
性
格
を
強
調
す
る
。
こ
の
社
会
構
成
体
に
ま
と
ま
り
を
あ
た
え

る
の
が
複
数
の
異
な
る
矛
盾
で
あ
る
。
社
会
構
成
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
水

準
・
方
向
・
場
所
で
折
り
重
な
っ
て
作
用
す
る
複
数
の
矛
盾
に
貫
か
れ

て
い
る
た
め
、
単
一
の
究
極
的
な
矛
盾
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
は
、
こ
の
社
会
構
成
体
の
組
み
立
て
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
対
象
と
す
る
社
会
構
成
体
と

は
、
そ
の
意
味
で
「
構
造
化
さ
れ
た
複
合
的
な
統
一
性
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
つ
ね
に

0

0

0

―

す
で
に

0

0

0

―

所
与
な
る
も
の

0

0

0

0

0

0

（le toujours-déjà-donné d’ une unité com
plexe 

structurée
）
」）

16
（

で
あ
る
具
体
的
な
全
体
性
な
の
で
あ
る
。

　

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
矛
盾
の
重
層
決
定
概
念
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
経
済
主
義
の
批
判
を
と
お
し
て
、
経
済
に
対
す
る
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政
治
の
位
置
づ
け
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
政
治
は
経
済

の
単
な
る
反
映
で
も
な
け
れ
ば
、
結
果
（
政
治
）
の
う
ち
に
そ
の
原
因
（
経

済
）
を
看
取
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
経
済
に
対
す
る
政

治
の
「
相
対
的
自
律
」
の
道
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る

）
17
（

。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー

ル
は
こ
の
と
き
、
経
済
の
決
定
か
ら
次
第
に
離
れ
て
ゆ
く
政
治
を
た
し

か
に
視
野
に
収
め
て
い
る
。

　

こ
の
点
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
流
の
経
済
主
義
か
ら
峻
別
さ
れ
る
「
真
の
」

マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
礎
づ
け
を
試
み
る
『
マ
ル
ク
ス
の
た
め
に
』
の
当

初
の
意
図
か
ら
は
、
微
妙
に
ず
れ
た
論
点
を
含
ん
で
い
る
。
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
の
狙
い
と
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
論
理
的
な
帰
結
の
あ
い
だ
の
不

一
致
が
鋭
く
表
面
化
す
る
の
は
、
経
済
の
政
治
に
対
す
る
「
最
終
審
級

に
お
け
る
決
定
」
に
問
題
が
触
れ
る
と
き
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
ア
ル

チ
ュ
セ
ー
ル
は
矛
盾
の
重
層
決
定
概
念
に
依
拠
し
、
経
済
に
対
す
る
政

治
の
相
対
的
自
律
と
い
う
道
筋
を
つ
け
る
。
そ
の
一
方
で
、
複
数
の
矛

盾
に
規
定
さ
れ
た
社
会
構
成
体
を
最
終
的
に
統
合
す
る
の
が
、
経
済
の

政
治
に
対
す
る
「
最
終
審
級
に
お
け
る
決
定
」
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
。
換
言
す
れ
ば
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
「
最
終
審
級
の
決
定
」
に
よ
っ

て
政
治
を
経
済
の
も
と
に
ふ
た
た
び
繋
ぎ
止
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る

）
18
（

。

し
か
し
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
自
身
に
よ
る
政
治
の
相
対
的
自
律
の
主
張

が
そ
の
無
効
を
宣
告
す
る
。
矛
盾
の
重
層
決
定
に
導
か
れ
た
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
の
次
の
言
葉
を
確
認
し
た
い
。

　

じ
っ
さ
い
、
た
と
い
マ
ル
ク
ス
が
わ
れ
わ
れ
に
一
般
的
原
理
と
具

体
的
事
例
（
『
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
十
八
日
』『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』

等
々
）
を
あ
た
え
て
い
る
と
し
て
も
、
た
と
い
社
会
主
義
と
共
産
主

義
の
運
動
の
歴
史
の
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
実
践
が
、
具
体
的
な
「
諸
経

験
の
慣

プ
ロ
ト
コ
ル

例
」
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
貯
蔵
庫
を
な
し
て
い
る
と
し
て

も
、
上
部
構
造
や
そ
の
他
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

「
状
況

0

0

」
の
独
自
の
有
効
性
に
つ
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
理
論
は
大
部
分
が
今
後
練
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

わ
ね
ば
な
ら
な

0

0

0

0

0

0

い
）
19
（

。

　

こ
の
一
節
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、「
上
部
構
造
や
そ
の
他
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

『
状
況

0

0

』

の
独
自
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
理
論

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
、
す
な
わ
ち
政
治
に
つ
い
て
の

理
論
が
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
の
領
野
で
あ
る

こ
と
を
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
自
身
が
率
直
に
み
と
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

社
会
構
成
体
は
矛
盾
の
重
層
決
定
の
作
用
を
受
け
、
政
治
は
経
済
に
対

し
て
相
対
的
自
律
を
確
保
す
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
観
点
か
ら
す
る
と
、

そ
の
と
き
政
治
の
具
体
的
な
姿
は
究
極
的
に
は
「
例
外
」
と
し
て
映
る

の
で
あ
る

）
20
（

。
な
す
べ
き
は
、
歴
史
の
な
か
で
例
外
と
し
て
登
場
す
る
具

体
的
な
状
況
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
あ
り
う
べ
き
政
治
の

理
論
を
構
想
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
最
終
審
級
に
お
け
る
決
定
の
公
理

か
ら
政
治
を
演
繹
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
具
体
的
で

単
独
の
政
治
を
前
に
し
て
、
「
『
最
終
審
級
』
と
い
う
孤
独
な
時
の
鐘
が

鳴
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な
い

）
21
（

」
。
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今
日
で
は
、
晩
年
の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
を
導
き
手

と
し
て
、
こ
の
政
治
の
理
論
化
を
試
み
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

）
22
（

。
だ

が
、
本
節
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
す
で
に
『
マ
ル
ク
ス

の
た
め
に
』
の
時
点
で
、
こ
う
し
た
関
心
の
萌
芽
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
経
済
に
よ
る
政
治
の
最
終
審
級
に
お
け
る
決
定
を
主
張

し
な
が
ら
、
他
方
で
政
治
を
経
済
か
ら
分
節
化
し
て
ゆ
く
と
い
う
関
心

で
あ
っ
た
。
そ
の
試
み
を
可
能
に
し
た
の
が
矛
盾
の
概
念
で
あ
っ
た
。

経
済
主
義
と
対
峙
し
な
が
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
政
治
の
理
論
化

を
試
み
た
こ
と
、
こ
こ
に
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
が
あ

る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
者
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
政
治
哲
学
者

と
け
っ
し
て
自
ら
を
称
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
自

己
認
識
に
反
し
て
、
政
治
哲
学
者
と
し
て
の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
顔
が

浮
か
び
上
が
る
。
少
な
く
と
も
言
え
る
の
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
思

想
か
ら
導
か
れ
る
政
治
哲
学
の
系
譜
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
節
で
は
ふ
た
た
び
矛
盾
の
概
念
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
こ
の
点

を
バ
リ
バ
ー
ル
に
立
ち
戻
っ
て
検
討
す
る
。

二　

バ
リ
バ
ー
ル
の
矛
盾
論

　

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
経
済
主
義
に
対
し
て
矛
盾
の
重
層
決
定
を
対
置

し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
政
治
の
位
置
と
い
う
論
点
を
提
示
し
た
。

経
済
に
よ
る
最
終
審
級
に
お
け
る
決
定
を
主
張
す
る
一
方
で
、
同
時
に

経
済
と
政
治
を
分
離
す
る
論
理
を
導
き
入
れ
て
い
る
点
に
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
の
逆
説
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
を
起
点
と
す
る

政
治
哲
学
の
可
能
性
が
見
出
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

が
政
治
哲
学
者
を
自
称
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
可
能
性
は
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
以
降
の
思
想
家
た
ち
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

バ
リ
バ
ー
ル
の
政
治
哲
学
と
は
こ
の
文
脈
の
延
長
線
上
に
現
れ
た
ひ

と
つ
の
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
バ
リ
バ
ー
ル
の

思
想
が
形
成
さ
れ
た
過
程
を
た
ど
り
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
過
程
で

重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
矛
盾
の
概
念
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、

本
節
は
『
マ
ル
ク
ス
の
哲
学
』
（
一
九
九
三
））

23
（

を
主
な
検
討
対
象
と
し
、

バ
リ
バ
ー
ル
の
矛
盾
論
を
検
討
す
る
。
こ
の
著
作
は
小
著
で
あ
り
な
が

ら
、
バ
リ
バ
ー
ル
が
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
い
た
る
自
ら
の
道
程

を
も
っ
と
も
理
論
的
な
仕
方
で
跡
づ
け
た
著
作
と
し
て
読
む
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
バ
リ
バ
ー
ル
の
矛
盾
論
も
ま
た
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と
同
様

に
経
済
主
義
と
の
対
峙
を
始
点
と
す
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
異
な
る
帰
結

が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

１　

経
済
主
義
と
階
級
闘
争

　

バ
リ
バ
ー
ル
の
矛
盾
論
の
核
心
は
、
マ
ル
ク
ス
の
矛
盾
概
念
が
有
す

る
ふ
た
つ
の
側
面
を
腑
分
け
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
主
義
と

階
級
闘
争
で
あ
る
。
バ
リ
バ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
二
項
そ
れ
ぞ

れ
の
種
差
性
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
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ま
ず
、
バ
リ
バ
ー
ル
に
お
け
る
経
済
主
義
の
定
義
を
確
認
し
た
い
。

バ
リ
バ
ー
ル
は
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
経
済
主
義
の
端
的
な
例
と
し
て
、

マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
学
批
判
』
（
一
八
五
九
年
）
の
序
言
を
挙
げ
る
。

　

社
会
の
物
質
的
生
産
諸
力
は
、
そ
の
発
展
が
あ
る
段
階
に
た
っ
す

る
と
、
い
ま
ま
で
そ
れ
が
そ
の
な
か
で
動
い
て
き
た
既
存
の
生
産
諸

関
係
、
あ
る
い
は
そ
の
法
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
所
有
諸
関
係
と
矛
盾

す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
関
係
は
、
生
産
諸
力
の
発
展
諸
形

態
か
ら
そ
の
桎
梏
へ
と
一
変
す
る
。
こ
の
と
き
社
会
革
命
の
時
期
が

は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
経
済
的
基
礎
の
変
化
に
つ
れ
て
、
巨
大
な
上

部
構
造
全
体
が
、
徐
々
に
せ
よ
急
激
に
せ
よ
、
く
つ
が
え
る
。
〔
…
…
〕

大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
経
済
的
社
会
構
成
が
進
歩
し
て
ゆ
く
段
階
と

し
て
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
、
古
代
的
生
産
様
式
、
封
建
的
生
産
様

式
、
お
よ
び
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
様
式
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
）
24
（

。

　

『
経
済
学
批
判
』
序
言
は
「
唯
物
史
観
の
公
式
」
と
し
ば
し
ば
形
容

さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
矛
盾
は
生
産
諸
力
と
生
産
諸
関
係
の
あ
い
だ
に

あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
は
同
一
の
生
産
様
式
の
内
部
に
お
け
る

共
時
的
な
矛
盾
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
矛
盾
が
「
ア

ジ
ア
的
生
産
様
式
、
古
代
的
生
産
様
式
、
封
建
的
生
産
様
式
、
お
よ
び

近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
様
式
」
、
あ
る
い
は
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
、

資
本
主
義
的
生
産
様
式
、
共
産
主
義
的
生
産
様
式
」
と
い
っ
た
継
起
的

な
歴
史
的
段
階
の
図
式
に
当
て
は
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
矛
盾
は
必
ず
し

も
共
時
的
な
理
解
の
枠
組
み
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
く
な
る
。
矛
盾
が

よ
り
高
次
の
発
展
段
階
で
解
消
さ
れ
る
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ

と
で
、
直
線
的
で
目
的
論
的
な
時
間
を
駆
動
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
矛
盾
は
連
続
す
る
生
産
様
式
を
導
く
誘
因
で
す
ら
あ
る
。

　

し
か
し
、
バ
リ
バ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
矛
盾
概
念
に
は
、

こ
う
し
た
目
的
論
的
な
時
間
と
不
可
分
の
経
済
主
義
に
は
還
元
で
き
な

い
も
う
ひ
と
つ
の
位
相
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
階
級
闘
争
と
い
う
矛
盾

で
あ
る

）
25
（

。

　

明
ら
か
に
、
（
ケ
イ
ン
ズ
や
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
の
ち
に
企
業
家
、

工
業
経
営
者
を
金
融
投
機
家
に
対
立
さ
せ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
）
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
な
所
有
の
固
定
制
に
、
生
産
諸
力
の
そ
れ
自
体
の
発
展

的
な
可
動
性
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
問
題
な

の
は
、
生
産
の
社
会
化
（
集
中
、
合
理
化
、
科
学
技
術
の
普
遍
化
）

と
、
労
働
力
の
細
分
化
、
過
度
の
搾
取
、
そ
し
て
労
働
者
階
級
の
不

安
定
へ
の
傾
向
と
い
う
、
二
つ
の
傾
向
の
あ
い
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
た
え
ず
増
大
す

る
矛
盾
で
あ
る

）
26
（

。

　

バ
リ
バ
ー
ル
は
経
済
主
義
の
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
矛
盾
を
退
け
、

同
一
の
生
産
様
式
の
内
部
で
衝
突
す
る
二
つ
の
「
傾
向
」
の
あ
い
だ
の



社会思想史研究　No. 37　2013

●　142

矛
盾
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
つ
ま
り
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
マ
ル
ク
ス
の

矛
盾
を
あ
く
ま
で
共
時
的
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
に
は
、
資
本
の
指
令
の
下
で
進
む
生
産
の
社
会
化
が
あ
る
。
そ
の

過
程
で
労
働
者
は
労
働
力
と
い
う
商
品
に
転
化
さ
れ
続
け
る
。
生
産
の

社
会
化
は
生
産
の
集
中
や
合
理
化
を
推
し
進
め
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
あ

く
ま
で
純
粋
に
技
術
的
な
要
請
だ
け
に
基
づ
く
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け

る
。

　

し
か
し
、
生
産
の
社
会
化
の
中
立
性
は
、
あ
く
ま
で
表
面
的
な
も
の

に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
裏
側
で
、
絶
え
ざ
る
労
働
力
へ
の
転
化

が
労
働
者
階
級
を
ま
す
ま
す
不
安
定
な
状
態
に
追
い
や
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
第
二
の
傾
向
で
あ
る
。
資
本
が
命
じ
る
生
産
の
社
会
化
の
傾
向

の
内
部
に
、
労
働
者
階
級
の
不
安
定
化
の
傾
向
が
あ
る
。
生
産
の
社
会

化
が
極
限
ま
で
進
む
と
き
、
労
働
者
を
生
産
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
こ

れ
以
上
商
品
に
転
化
で
き
な
い
と
い
う
限
界
に
突
き
当
た
る
。
マ
ル
ク

ス
が
資
本
主
義
的
な
傾
向
の
逆
転
を
書
き
込
ん
で
い
た
の
は
、
こ
の
不

可
能
性
の
内
部
で
あ
っ
た

）
27
（

。

　

バ
リ
バ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
資
本
が
命
じ
る
生
産
の
社
会
化
の
傾
向
と

労
働
者
階
級
の
不
安
定
化
の
傾
向
の
あ
い
だ
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
マ
ル

ク
ス
の
矛
盾
論
の
利
点
は
、
そ
れ
が
同
一
の
生
産
様
式
内
部
に
お
け
る

共
時
的
な
矛
盾
に
内
在
す
る
こ
と
で
、
経
済
主
義
の
も
つ
目
的
論
的
な

時
間
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
バ
リ
バ
ー
ル
が
着

目
す
る
マ
ル
ク
ス
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
矛
盾
が
和
解
不
可
能
で
あ
る
と

い
う
観
点
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
抗
し
て
導
入
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
マ
ル

ク
ス
で
あ
る

）
28
（

。
そ
の
と
き
、
マ
ル
ク
ス
の
矛
盾
は
経
済
主
義
の
矛
盾
か

ら
離
れ
、
階
級
闘
争
と
い
う
「
現
実
的
な
矛
盾
の
弁
証
法

）
29
（

」
に
立
脚
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

２　

階
級
闘
争
の
矛
盾
と
そ
の
外
部

　

生
産
の
社
会
化
と
労
働
者
階
級
の
不
安
定
化
の
両
傾
向
の
あ
い
だ
の

矛
盾
に
マ
ル
ク
ス
の
矛
盾
論
の
核
心
を
見
出
す
バ
リ
バ
ー
ル
は
、
こ
れ

に
よ
っ
て
経
済
主
義
の
矛
盾
か
ら
マ
ル
ク
ス
を
切
断
す
る
。
そ
の
う
え

で
バ
リ
バ
ー
ル
は
さ
ら
に
歩
を
進
め
、
マ
ル
ク
ス
の
矛
盾
論
を
ま
た
別

の
観
点
か
ら
吟
味
す
る
。
そ
れ
は
「
暴
力
」
の
問
題
で
あ
る
。
バ
リ
バ
ー

ル
が
着
目
す
る
の
は
、
共
時
的
な
矛
盾
の
問
い
を
提
起
し
た
マ
ル
ク
ス

が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
へ
と
ふ
た
た
び
回
帰

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の

点
が
バ
リ
バ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
に
対
す
る
距
離
を
説
明
す
る
こ
と
に
な

る
。
以
下
で
は
、
バ
リ
バ
ー
ル
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
の
『
哲
学
の
貧
困
』

（
一
八
四
七
）
の
読
解
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
こ
の
点
を
考
察
す
る
。

　

マ
ル
ク
ス
の
『
哲
学
の
貧
困
』
は
プ
ル
ー
ド
ン
の
著
作
『
貧
困
の
哲

学
』
（
一
八
四
六
）
へ
の
反
論
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
著
作
で
あ
る
。
エ

ン
ゲ
ル
ス
と
の
共
著
『
共
産
党
宣
言
』
（
一
八
四
七
）
で
示
さ
れ
る
労
働

運
動
を
め
ぐ
る
政
治
方
針
、
さ
ら
に
『
資
本
論
』
第
一
巻
（
一
八
六
七
）

で
精
緻
化
さ
れ
る
経
済
学
批
判
の
方
法
論
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
め
ぐ
っ
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て
マ
ル
ク
ス
が
プ
ル
ー
ド
ン
と
の
決
別
を
宣
言
し
た
の
が
『
哲
学
の
貧

困
』
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
プ
ル
ー
ド
ン
か
ら
影
響
を
受
け
て
き
た
だ
け

に
、
マ
ル
ク
ス
の
プ
ル
ー
ド
ン
批
判
は
な
お
さ
ら
鋭
い
も
の
と
な
る
。

マ
ル
ク
ス
の
批
判
の
骨
子
は
、
労
働
者
階
級
の
直
接
行
動
を
退
け
て
、

社
会
的
正
義
に
見
合
っ
た
経
済
制
度
の
構
築
を
目
指
す
プ
ル
ー
ド
ン
は
、

歴
史
が
漸
進
的
に
進
ん
で
い
く
と
い
う
幻
想
を
抱
く
改
良
主
義
者
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
プ
ル
ー
ド
ン
が
歴
史
の
「
良
い
面
」

だ
け
し
か
視
野
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
自
分
は
「
歴
史
が

そ
の
悪
い
面
を
介
し
て
前
進
す
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
階
級
闘
争
を
含
む

否
定
的
な
も
の
が
歴
史
を
動
か
す
と
い
う
こ
と
を
直
視
し
て
い
る
と
述

べ
る
の
で
あ
る

）
30
（

。

　

こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
先
に
確
認
し
た
経
済
主
義
に
対
し
て
階
級
闘

争
を
対
置
す
る
マ
ル
ク
ス
を
思
わ
せ
る
態
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
バ
リ

バ
ー
ル
が
強
調
す
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
が
プ
ル
ー
ド
ン
に
対
し
て
歴
史

の
矛
盾
を
強
調
す
る
一
方
で
、
同
時
に
こ
れ
が
一
時
的
な
局
面
に
す
ぎ

な
い
か
の
よ
う
に
推
論
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

〔
…
…
〕「
悪
い
面
」
の
弁
証
法
ほ
ど
、
あ
る
保
証
さ
れ
た
到
達
点

の
観
念
に
決
定
的
に
合
致
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

ま
さ
し
く
そ
の
弁
証
法
の
機
能
は
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
が
ま
さ
し

く
そ
う
な
の
で
あ
る
が
―
―
歴
史
の
発
展
の
理
性
的
な
終
わ
り

0

0

0

＝
目0

的0

（fin

）
（
そ
れ
を
解
決
、
あ
る
い
は
和
解
、
あ
る
い
は
総
合
と
呼

ぼ
う
と
も
）
が
十
分
に
強
力
な
の
で
、「
非
理
性
（déraison

）
」
（
暴

力
、
情
念
、
悲
惨
）
と
し
て
の
己
の
反
対
物
を
経
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
で
き
る

し
、
そ
の
意
味
で
そ
の
反
対
物
を
還
元
あ
る
い
は
吸
収
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る

）
31
（

。

　

マ
ル
ク
ス
の
意
図
は
プ
ル
ー
ド
ン
と
の
対
比
に
よ
っ
て
自
ら
の
立
場

を
明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
そ
の
過
程
で
実
は

論
理
の
飛
躍
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
た
し
か
に
「
暴

力
」
、
「
情
念
」
、
「
悲
惨
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
も
の
に
言
及
し
、
歴
史

の
矛
盾
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
「
歴
史
は
そ
の
悪
い

面
を
介
し
て
前
進
す
る
」
と
結
論
づ
け
る
な
ら
ば
、
歴
史
の
矛
盾
の
重

み
は
過
小
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
。
換
言
す
れ
ば
、
歴
史
に
お
け
る
矛
盾

は
個
別
的
で
相
対
的
で
あ
り
、
こ
れ
が
準
備
す
る
歴
史
の
到
達
点
は
よ

り
普
遍
的
で
あ
る
と
い
う
論
理
が
、
「
歴
史
は
そ
の
悪
い
面
を
介
し
て

前
進
す
る
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
テ
ー
ゼ
を
と
お
し
て
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
矛
盾
の
契
機
は
最
終
的
に
訪
れ
る
歴

史
の
「
終
わ
り
＝
目
的
」
に
照
ら
し
て
遡
及
的
に
正
当
化
さ
れ
る
こ
と

で
、
そ
の
価
値
を
減
じ
て
い
る
。
暴
力
の
問
題
と
い
う
論
点
を
と
お
し

て
マ
ル
ク
ス
の
矛
盾
の
弁
証
法
を
精
査
す
る
な
ら
ば
、
切
断
さ
れ
た
は

ず
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾
の
弁
証
法
が
回
帰
し
て
く
る
こ
と
、
バ
リ
バ
ー

ル
が
指
摘
す
る
の
は
こ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
矛
盾
の
弁
証
法
が

成
立
し
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
歴
史
の
た
だ
な
か
で
矛
盾
が
帯
び
る
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暴
力
の
具
体
的
な
姿
を
捨
象
し
、
こ
れ
を
歴
史
の
「
終
わ
り
＝
目
的
」

の
一
段
階
に
還
元
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
節
で
は
『
マ
ル
ク
ス
の
哲
学
』
に
お
け
る
バ
リ

バ
ー
ル
の
矛
盾
論
を
検
討
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
を
経
済
主
義
と
み
な

す
批
判
に
対
し
て
距
離
を
と
り
な
が
ら
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
同
一
の
生
産

様
式
内
部
の
生
産
の
社
会
化
と
労
働
者
階
級
の
不
安
定
化
の
両
傾
向
の

あ
い
だ
に
生
じ
る
共
時
的
な
矛
盾
を
マ
ル
ク
ス
か
ら
導
く
こ
と
で
、
マ

ル
ク
ス
の
矛
盾
論
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
の
プ
ル
ー
ド
ン
批
判
を
通
じ
て
垣
間
見
え
て
き

た
暴
力
の
問
題
を
検
討
す
る
に
お
よ
ん
で
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
マ
ル
ク
ス

に
対
す
る
批
判
的
な
視
座
を
獲
得
す
る
に
い
た
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
バ

リ
バ
ー
ル
に
と
っ
て
暴
力
の
問
題
を
矛
盾
の
弁
証
法
の
合
理
性
に
解
消

す
る
こ
と
は
、
ふ
た
た
び
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
と
逆
戻
り
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
次
節
で
は
本
節
の
考
察
を
一
九
八
〇
年
代
以
降

の
バ
リ
バ
ー
ル
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
に
ふ
た
た
び
埋
め
戻
し
、
バ
リ

バ
ー
ル
が
『
マ
ル
ク
ス
の
哲
学
』
で
示
唆
す
る
暴
力
の
問
題
の
具
体
的

な
諸
相
を
検
討
す
る
。

三　

バ
リ
バ
ー
ル
の
暴
力
論

　

バ
リ
バ
ー
ル
の
矛
盾
論
は
マ
ル
ク
ス
の
矛
盾
論
と
暴
力
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
袂
を
分
か
つ
。
バ
リ
バ
ー
ル
は
マ
ル
ク
ス
の
矛
盾
の
弁
証
法
に

必
ず
し
も
回
収
で
き
な
い
暴
力
概
念
と
い
う
論
点
を
提
示
す
る
の
で
あ

る
。
暴
力
の
具
体
的
な
姿
が
こ
こ
で
は
問
題
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
を

で
き
る
か
ぎ
り
経
験
的
な
次
元
に
ま
で
立
ち
返
っ
て
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
本
節
で
は
こ
の
暴
力
の
ひ
と
つ
の
形
態
と
し
て
、
一
九

八
〇
年
代
以
降
の
バ
リ
バ
ー
ル
の
主
要
な
関
心
事
と
な
る
「
レ
イ
シ
ズ

ム
」
を
取
り
上
げ
る
。

１　

レ
イ
シ
ズ
ム
の
問
い

　

レ
イ
シ
ズ
ム
の
問
題
は
、
バ
リ
バ
ー
ル
が
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
か
ら
除

名
さ
れ
た
経
緯
と
直
接
に
関
係
し
て
い
る
。
事
の
発
端
は
パ
リ
郊
外
で

起
き
た
ふ
た
つ
の
事
件
で
あ
る
。
ま
ず
、
ヴ
ィ
ト
リ
ー
＝

シ
ュ
ル
＝

セ
ー

ヌ
で
、
マ
リ
人
労
働
者
が
市
の
許
可
な
し
に
住
居
を
建
て
た
と
い
う
理

由
で
、
市
が
こ
れ
を
公
共
事
業
用
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
破
壊
す
る
事
件

が
起
こ
る
。
さ
ら
に
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
＝

レ
＝

コ
ル
メ
イ
ユ
で
は
、
市
が

麻
薬
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
す
る
な
か
で
、
郊
外
住
宅
に
住
む
モ

ロ
ッ
コ
系
の
若
者
を
「
麻
薬
密
売
人
」
と
名
指
す
と
い
う
事
件
が
続
く
。

こ
の
と
き
市
政
を
担
っ
て
い
た
の
は
い
ず
れ
も
共
産
党
で
あ
っ
た
。
バ

リ
バ
ー
ル
に
と
っ
て
両
事
件
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
と
移
民
労
働

者
の
あ
い
だ
の
連
帯
の
可
能
性
を
共
産
党
が
自
ら
失
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
。
バ
リ
バ
ー
ル
は
こ
れ
を
告
発
す
る
論
文
を
『
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・

オ
プ
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ゥ
ー
ル
』
誌
に
発
表
し
、
除
名
処
分
を
受
け
た
の
で

あ
る

）
32
（

。
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両
事
件
の
重
み
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
バ
リ
バ
ー
ル
が
置
か
れ
て

い
た
当
時
の
状
況
に
立
ち
戻
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
大
き
く
分
け
て
三

つ
の
状
況
が
重
層
的
に
折
り
重
な
り
、
両
事
件
の
背
景
を
構
成
し
て
い

た
。
第
一
に
、
パ
リ
郊
外
の
共
産
党
市
政
の
問
題
で
あ
る
。
共
産
党
は

戦
前
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
帯
状
に
パ
リ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
郊
外

で
勢
力
を
維
持
し
て
い
た
。
「
赤
の
ベ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ

る
）
33
（

。
共
産
党
が
パ
リ
を
中
心
と
す
る
都
市
周
辺
部
で
市
政
を
担
う
こ
と

は
、
低
所
得
者
用
住
宅
の
大
規
模
な
建
設
な
ど
現
実
的
な
成
果
を
あ
げ

た
一
方
で
、
既
存
の
政
党
と
同
様
に
行
政
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
他

政
党
と
の
差
異
が
見
え
づ
ら
く
な
る
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
。

　

第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
浮
上
し
て
き
た
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
の
自

明
性
の
揺
ら
ぎ
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
か
ら
は
じ
ま
る
「
栄

光
の
三
十
年
」
と
呼
ば
れ
た
経
済
成
長
期
の
陰
で
、
北
ア
フ
リ
カ
を
中

心
と
す
る
移
民
労
働
者
が
「
安
価
な
労
働
力
」
と
し
て
導
入
さ
れ
る

）
34
（

。

一
九
六
二
年
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
が
終
結
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
最
大
の

国
外
植
民
地
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
移
民
労
働
者
が
労
働

力
を
提
供
す
る
「
国
内
植
民
地
」
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
、
「
植
民

地
な
き
植
民
地
主
義
」
の
存
在
を
広
く
知
ら
し
め
た
の
が
、
一
九
八
三

年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
広
が
っ
た
「
ブ
ー
ル
の
行
進
」
で
あ
る
。
平

等
と
反
レ
イ
シ
ズ
ム
を
掲
げ
た
参
加
者
の
移
民
の
第
二
世
代
、
第
三
世

代
の
要
求
に
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
と
は
誰
か
」
と
い
う
問
い
が
刻
ま
れ

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
世
代
を
含
む
「
移

民
」
の
排
斥
を
公
然
と
掲
げ
る
国
民
戦
線
が
一
九
八
三
年
の
地
方
選
挙
、

翌
年
の
欧
州
議
会
議
員
選
挙
を
皮
切
り
に
次
第
に
支
持
を
伸
ば
し
て
ゆ

く
）
35
（

。
人
種
的
な
分
割
線
を
前
提
と
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
の
範
疇
を
決

定
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
顕
在
化
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
「
フ
ラ
ン

ス
人
」
を
い
か
に
定
義
す
る
の
か
と
い
う
人
民
の
構
成
の
問
い
が
、
い

わ
ば
両
側
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
ふ
た

つ
の
状
況
に
、
労
働
力
の
再
編
が
国
家
の
権
限
を
こ
え
て
進
み
、
福
祉

国
家
の
正
統
性
を
揺
る
が
す
と
い
う
第
三
の
国
際
的
な
状
況
が
重
な
っ

て
い
た
。
以
上
が
バ
リ
バ
ー
ル
を
取
り
巻
い
て
い
た
三
重
の
状
況
で
あ

る
。

　

パ
リ
郊
外
と
は
こ
れ
ら
三
重
の
状
況
が
集
約
さ
れ
た
地
点
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
バ
リ
バ
ー
ル
に
と
っ
て
、
こ
の
場
所
で
フ
ラ
ン
ス
人
労
働

者
が
移
民
労
働
者
に
連
帯
を
示
す
こ
と
は
、
三
重
の
状
況
に
働
き
か
け

る
た
め
に
は
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
共
産
党
の
下
し
た

決
定
は
、
共
産
党
が
自
ら
を
取
り
巻
く
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
た
。
両
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
フ
ラ

ン
ス
人
労
働
者
の
移
民
労
働
者
に
対
す
る
レ
イ
シ
ズ
ム
の
問
題
を
考
察

の
対
象
に
据
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　

本
節
で
レ
イ
シ
ズ
ム
の
問
題
を
詳
述
し
た
の
は
、
こ
れ
が
前
節
で
考

察
し
た
バ
リ
バ
ー
ル
の
矛
盾
論
と
正
確
に
照
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
資

本
制
下
で
の
生
産
の
社
会
化
と
、
そ
れ
が
引
き
起
こ
す
労
働
者
階
級
の

不
安
定
化
と
い
う
対
立
す
る
傾
向
の
あ
い
だ
の
矛
盾
が
ま
ず
存
在
す
る
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（
第
一
の
矛
盾
）
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
不
安
定
化
と
い
う
第
一
の
矛
盾
は
、

こ
れ
に
晒
さ
れ
る
労
働
者
階
級
の
一
体
性
を
自
動
的
に
保
証
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
逆
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
に
よ
る
移
民
労
働
者
へ
の
レ

イ
シ
ズ
ム
は
、
労
働
者
階
級
に
対
す
る
不
安
定
化
が
労
働
者
階
級
の
内

部
に
も
反
響
し
、
こ
れ
を
分
断
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
（
第
二
の
矛
盾
）
。
さ
ら
に
は
、
第
一
の
矛
盾
の
存
在
を
理
由

と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
の
移
民
労
働
者
へ
の
レ
イ
シ
ズ
ム
と
し

て
現
れ
る
暴
力
の
問
題
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
バ
リ
バ
ー
ル
に
お
い
て
レ
イ
シ
ズ
ム
と
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
矛

盾
の
弁
証
法
の
合
理
性
を
解
体
す
る
要
因
と
し
て
作
用
す
る
と
結
論
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
本
の
指
令
の
も
と
で
の
生
産
の
社
会
化
と
労

働
者
階
級
の
不
安
定
化
の
あ
い
だ
に
あ
る
矛
盾
（
第
一
の
矛
盾
）
と
、

労
働
者
階
級
の
内
部
で
生
じ
る
矛
盾
（
第
二
の
矛
盾
）
と
い
う
、
こ
れ

ら
ふ
た
つ
の
矛
盾
の
完
全
な
対
応
が
つ
ね
に
約
束
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
レ
イ
シ
ズ
ム
の
暴
力
の
存
在
を
通
じ

て
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

２　

暴
力
論
か
ら
政
治
哲
学
へ

　

本
稿
の
冒
頭
で
言
及
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
政
治
哲
学
へ
と
い
う

バ
リ
バ
ー
ル
自
身
の
整
理
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
そ
の
政

治
哲
学
の
含
意
を
こ
れ
ま
で
包
括
的
な
仕
方
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
わ

け
で
は
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
マ
ル
ク
ス
主
義
と
距
離
を
と
る

こ
と
に
よ
っ
て
ひ
ら
か
れ
た
領
域
を
暫
定
的
に
形
容
す
る
た
め
に
、
こ

の
語
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
す
ら
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
主

義
の
矛
盾
論
の
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
は
レ
イ
シ
ズ
ム
の
暴
力
の
問
題
の

導
入
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
本
稿
の
考
察
の
延
長
線
上
に
バ
リ
バ
ー
ル
の

政
治
哲
学
の
試
み
を
置
く
な
ら
ば
、
そ
の
特
質
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
節
で
は
以
下
の
二
点
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。

　

第
一
に
、
バ
リ
バ
ー
ル
が
近
著
『
暴
力
と
開
明
性
』
（
二
〇
一
〇
）
で

展
開
し
て
い
る
「
転
換
不
可
能
な
暴
力
（violence inconvertible

）
」）

36
（

と
い
う
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
レ
イ
シ
ズ
ム
の
暴
力
の
問
題
を
よ

り
一
般
的
な
仕
方
で
定
義
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
レ
イ
シ
ズ
ム
を
事

例
と
し
て
こ
の
概
念
を
説
明
し
た
次
の
一
節
を
確
認
し
た
い
。

　

歴
史
的
に
決
定
さ
れ
た
レ
イ
シ
ズ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
布
置
―
―
そ

の
制
度
的
な
次
元
と
同
様
に
民
衆
的
な
（
あ
る
い
は
「
ポ
ピ
ュ
リ
ス

ト
的
な
」
）
次
元
に
お
け
る
―
―
に
つ
い
て
の
考
察
が
示
唆
す
る
よ

う
に
、
分
析
に
お
い
て
ま
ず
重
視
す
べ
き
な
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
直
接

的
な
因
果
性
を
超
え
、
異
常
な
も
の
、
そ
し
て
そ
れ
自
身
に
対
し
て

表
象
＝
代
理
不
可
能
な
も
の
に
十
分
な
性
格
を
み
と
め
る
よ
う
な
逃0

走
線

0

0

（lignes de fuite

）
で
あ
り
、
散
種
（dissém

ination

）
の
過

程
で
あ
る

）
37
（

。

　

「
直
接
的
な
因
果
性
」
と
い
う
言
葉
で
指
示
さ
れ
る
事
態
に
は
、
も
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ち
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
主
義
の
矛
盾
論
も
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
の
課
題
は
さ

ら
に
踏
み
込
ん
で
、
こ
う
し
た
因
果
性
に
基
づ
く
説
明
に
対
し
て
「
異

常
」
な
要
素
で
あ
る
と
映
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
表
現
し
尽
せ
な
い
暴

力
の
問
題
一
般
ま
で
を
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
逃
走
線
」

や
「
散
種
」
の
語
を
用
い
て
バ
リ
バ
ー
ル
が
示
唆
す
る
の
は
こ
の
こ
と

で
あ
る
。

　

レ
イ
シ
ズ
ム
を
ふ
た
た
び
例
に
と
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
因
果
性
の
枠

組
み
に
組
み
込
み
、
一
種
の
機
能
的
な
観
点
か
ら
把
握
す
る
こ
と
は
少

な
く
と
も
理
論
的
に
は
可
能
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
曰
く
、
フ

ラ
ン
ス
人
労
働
者
の
移
民
労
働
者
に
対
す
る
レ
イ
シ
ズ
ム
が
、
両
集
団

の
あ
い
だ
の
賃
金
の
格
差
に
正
当
性
を
あ
た
え
る
、
と
。
こ
の
場
合
、

フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
の
代
わ
り
に
移
民
労
働
者
を
「
安
い
労
働
力
」
と

し
て
導
入
す
る
と
い
う
資
本
の
論
理
に
対
し
て
、
レ
イ
シ
ズ
ム
が
一
応

は
機
能
的
に
働
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
が
成

立
す
る
た
め
に
は
、
資
本
が
レ
イ
シ
ズ
ム
を
許
容
す
る
論
理
構
造
を
そ

も
そ
も
は
じ
め
か
ら
備
え
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
、
何
を
暴
力
と
名
指
す
の
か
と
い
う
認
識

論
的
な
次
元
も
当
然
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

）
38
（

。

　

「
転
換
不
可
能
な
暴
力
」
の
概
念
と
は
、
こ
う
し
た
論
理
構
造
に
還

元
さ
れ
な
い
暴
力
を
指
す
。
バ
リ
バ
ー
ル
は
暴
力
の
「
転
換

（conversion

）
」
を
、
あ
る
過
程
に
お
い
て
行
使
さ
れ
る
暴
力
を
そ
の

過
程
が
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
先
取
り
さ
れ
た
合
目
的
性
に
照
ら
す
こ
と

で
、
こ
の
暴
力
を
一
時
的
な
逸
脱
と
み
な
す
こ
と
、
さ
ら
に
は
最
終
的

な
合
目
的
性
か
ら
こ
の
暴
力
が
行
使
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
遡
及

的
に
正
当
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
定
義
す
る

）
39
（

。
こ
う
し
た
先
取
り
さ
れ

た
上
位
の
審
級
の
合
目
的
性
の
論
理
の
限
界
に
あ
る
の
が
、
「
転
換
不

可
能
な
暴
力
」
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
「
否
定
の
否
定
」
が
こ
こ
で

は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
「
転
換
不
可
能
な
暴
力
」
の
概
念
か

ら
は
、
暴
力
を
手
中
に
お
さ
め
、
こ
れ
を
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
考
え
方
、
政
治
を
暴
力
の
転
換
と
し
て
考
え
る
こ
と
へ

の
バ
リ
バ
ー
ル
の
拒
否
が
う
か
が
え
る
。
バ
リ
バ
ー
ル
は
こ
の
転
換
の

論
理
で
は
、
た
と
え
ば
暴
力
が
し
ば
し
ば
陥
る
過
剰
な
「
残
酷
さ

（cruauté

）
」）

40
（

を
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
バ
リ
バ
ー
ル
の
政
治
哲
学
に
お
い
て
は
、
暴
力
の
問
題

が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
政
治
哲
学
の
対
象
で
あ

る
政
治
は
ど
の
よ
う
な
地
位
を
あ
た
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で

は
こ
の
点
を
最
後
に
確
認
し
た
い
。
『
人
種
・
国
民
・
階
級
』
が
少
な

く
と
も
ひ
と
つ
の
示
唆
を
あ
た
え
て
く
れ
る

）
41
（

。

　

「
人
種
」
、
「
国
民
」
、
「
階
級
」
を
並
置
す
る
こ
の
書
名
が
意
味
す
る

の
は
、
こ
の
三
項
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
も
は
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
階

級
概
念
を
頂
点
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

階
級
は
人
種
や
国
民
と
い
っ
た
他
の
支
配
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

結
晶
化
に
対
し
て
、
先
験
的
に
優
位
な
立
場
を
約
束
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
三
項
が
競
合
し
合
う
主
体
化
の
過
程
を
経
て
は
じ
め
て
、
民
衆
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層
の
政
治
的
主
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
具
体
的
な
姿
を
得
る
。
そ

の
過
程
で
は
レ
イ
シ
ズ
ム
の
よ
う
な
暴
力
の
問
題
も
ま
た
蓋
然
性
の
ひ

と
つ
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
的
主
体
を
特
徴
づ
け

る
の
は
、
そ
れ
が
つ
ね
に
い
く
つ
も
の
主
体
化
の
可
能
性
に
開
か
れ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
、
複
数
性
で
あ
る
。
以
上
が
政
治
的
主
体
に
関
す

る
考
察
と
い
う
第
二
の
特
質
で
あ
る
。

　

政
治
的
主
体
の
複
数
性
の
問
い
を
、
そ
れ
に
内
在
す
る
暴
力
の
問
題

を
同
時
に
引
き
受
け
な
が
ら
探
求
す
る
試
み
こ
そ
が
、
バ
リ
バ
ー
ル
の

政
治
哲
学
の
基
軸
を
な
し
て
い
る
。
暴
力
の
問
題
と
背
中
合
わ
せ
の
関

係
に
あ
る
こ
の
政
治
の
可
能
性
を
、
暴
力
を
前
に
し
て
沈
黙
を
守
る
「
非

暴
力
（non-violence

）
」
と
暴
力
に
対
し
て
暴
力
を
対
置
す
る
こ
と
で

満
足
す
る
「
対
抗
暴
力
（contre-violence

）
」
か
ら
同
時
に
距
離
を
と

り
な
が
ら
、
「
反
暴
力
（anti-violence

）
」）

42
（

と
い
う
地
平
へ
と
つ
な
げ
る

こ
と
、
バ
リ
バ
ー
ル
の
政
治
哲
学
の
意
義
は
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

結　

語

　

『
資
本
論
を
読
む
』
に
代
表
さ
れ
る
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と
の
共
同
作

業
に
着
目
し
、
バ
リ
バ
ー
ル
の
思
想
を
再
構
成
す
る
な
ら
ば
、
バ
リ
バ
ー

ル
を
形
容
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
呼
称
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
者
」

で
あ
る
だ
ろ
う
。
他
方
で
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
バ
リ
バ
ー
ル
の
展

開
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
の
思
想
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
政
治
哲

学
の
復
権
」
の
潮
流
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
双
方
の
立
場
は
、
バ
リ
バ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
側
面
に
光
を

当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
像
が
把
握
し
づ
ら
く
な
る
と
い
う
共
通

の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
バ
リ
バ
ー
ル
が
矛
盾
の
概
念
を
次
第
に
精
緻
化
し

て
い
っ
た
こ
と
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
政
治
哲
学
へ
の
理
論
的
な
移

行
を
促
し
た
こ
と
を
示
し
、
こ
の
概
念
の
変
遷
を
た
ど
り
直
す
こ
と
で

そ
の
全
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
た
。
ま
た
、
そ
の
移

行
の
過
程
で
は
、
レ
イ
シ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る
暴
力
の
問
題
が
、
マ
ル

ク
ス
主
義
の
矛
盾
の
弁
証
法
の
合
理
性
か
ら
の
脱
却
に
際
し
て
鍵
を
に

ぎ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
暴
力
論
の
延
長
線
上
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
バ
リ
バ
ー
ル
の
政
治
哲
学
と
は
、
政
治
的
主
体
の
複
数
性
の

問
題
と
そ
れ
と
不
可
分
の
暴
力
の
問
題
と
を
同
時
に
俎
上
に
載
せ
る
試

み
で
あ
っ
た
。

　

矛
盾
と
暴
力
の
両
概
念
の
検
討
を
通
じ
て
、
バ
リ
バ
ー
ル
が
今
日
で

も
な
お
い
か
な
る
意
味
で
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
者
で
あ
る
の
か
と
い
う

点
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
も
、
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
共

時
的
な
時
間
性
の
な
か
で
暴
力
と
政
治
の
接
合
／
非
接
合
を
論
じ
る
バ

リ
バ
ー
ル
の
態
度
は
、
抽
象
的
な
資
本
主
義
一
般
の
矛
盾
を
論
じ
て
い

な
い
と
い
う
点
で
は
、
資
本
主
義
を
歴
史
化
し
て
把
握
し
、
「
史
的
シ

ス
テ
ム
と
し
て
の
資
本
主
義
」
を
対
象
と
す
る
世
界
シ
ス
テ
ム
論
に
合
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流
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
バ
リ
バ
ー
ル
は
こ
の
点
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の

問
題
系
を
今
日
で
も
共
有
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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／
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史
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0

0

0

0

0
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あ
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ie politique, tr. 
M

aurice H
usson et G

ilbert B
adia, É

ditions sociales, P
aris, 

1957, pp. 4-5

〔
『
経
済
学
批
判
』
武
田
隆
夫
・
遠
藤
湘
吉
・
大
内
力
・
加

藤
俊
彦
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
六
年
、
一
三
―
一
四
頁
〕.

（
25
） Étienne B

alibar, La Philosophie de M
arx, op. cit., pp. 91-92

〔
前
掲

書
、
一
三
九
―
一
四
〇
頁
〕.

（
26
） Ibid., p. 89

〔
同
書
、
一
三
九
―
一
四
〇
頁
〕.

（
27
） Ibid., p. 91

〔
同
書
、
一
四
〇
頁
〕.

（
28
） Ibid., p. 97

〔
同
書
、
一
四
八
頁
〕.
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（
29
） Ibid., pp. 96-97

〔
同
書
、
一
四
八
頁
〕.

（
30
） 「
〔
…
…
〕
常
に
悪
い
面
が
、
最
後
に
は
良
い
面
に
打
ち
勝
つ
。
ま
さ
に
悪

い
面
こ
そ
、
闘
争
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
を
つ
く
る
運
動
を

生

産

す

る

の

で

あ

る

」
。K

arl M
arx, M

isère de la philosophie, 

réponse à la Philosophie de la m
isère de M

. Proudhon, Paris, 
É

ditions sociales, 1977, p. 130

〔
『
哲
学
の
貧
困
』『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン

ゲ
ル
ス
全
集
』
第
四
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
七
四
年
、
一
四
四
頁
〕.

（
31
） Étienne B

alibar, La Philosophie de M
arx, op. cit., pp. 94-95

〔
前
掲

書
、
一
四
四
―
一
四
五
頁
〕.

（
32
） Étienne B

alibar, L
es F

rontières de la dém
ocratie, P

aris, La 
D

écouverte, 1992, pp. 19-34.

（
33
） M

ichel W
inock, La F

rance politique: X
IX

e-X
X

e siècle 

［1999

］, 
Paris, Seuil, 2003, pp. 379-406.

（
34
） Gérard N

oiriel, Le C
reuset français. H

istoire de l’im
m

igration: 

X
IX

e-X
X

e siècle 

［1988

］, Paris, Seuil, 2006, pp. 137-144. 

移
民
史
の

先
駆
的
な
研
究
で
知
ら
れ
る
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ノ
ワ
リ
エ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
経
済
発
展
期
（
第
二
帝
政
期
、
一
九
二
〇
年
代
、
一
九
六
〇
年
代
）

に
移
民
の
数
が
増
加
し
、
逆
に
景
気
停
滞
期
（
十
九
世
紀
末
、
一
九
三
〇

年
代
、
一
九
七
〇
年
代
末
）
に
は
そ
の
数
が
安
定
あ
る
い
は
減
少
す
る
と

い
う
経
済
と
移
民
数
の
相
関
関
係
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
移
民
の
受
け
入

れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
活
動
の
リ
ズ
ム
の
従
属
変
数
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

（
35
） Michel W

inock, « Les populism
es français », dans Jean-Pierre 

R
ioux 

（dir.

）, Les populism
es, P

aris, P
resses de la F

ondation 
nationale des sciences politiques et Perrin, 2007, p. 148. 

国
民
戦

線
の
支
持
拡
大
の
事
例
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
バ
リ
バ
ー
ル
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
お
よ
び
レ
イ
シ
ズ
ム
論
の
射
程
を
明
ら
か
に
し
た
論
考

と
し
て
、
萱
野
三
平
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
ど
う
す
る
か
？
―
―
エ
チ
エ

ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
／
暴
力
論
」
『
現
代
思
想
』

第
二
七
巻
五
号
、
青
土
社
、
一
九
九
九
年
、
二
三
四
―
二
五
三
頁
が
あ
る
。

（
36
） Étienne B

alibar, V
iolence et civilité. W

ellek Library Lectures et 

autres essais de philosophie politique, Paris, G
alilée, 2010, p. 99.

（
37
） Ibid., p. 111.

（
38
） Étienne B

alibar, « La V
iolence des intellectuelles », Lignes, vol. 

25, num
éro spécial dirigé par É

tienne B
alibar et B

ertrand 
O

gilvie, 1995, pp. 9-22.

（
39
） Étienne B

alibar, V
iolence et civilité, op. cit., p. 82.

（
40
） Ibid., p. 42.

（
41
） Étienne B

alibar et Im
m

anuel W
allerstein, R

ace, nation, classe: 

les identités am
biguës, Paris, La D

écouverte, 1988

〔
『
（
新
装
版
）

人
種
・
国
民
・
階
級
―
―
揺
ら
ぐ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
若
森
章
孝
他
訳
、

大
村
書
店
、
一
九
九
七
年
〕.

（
42
） Étienne B

alibar, V
iolence et civilité, op. cit., p. 44.

　

※
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
「
若
手
研
究
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
長
期

に
わ
た
る
留
学
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
関
係
者
の

方
々
に
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
念
を
表
し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
、
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
、

矛
盾
、
暴
力
、
政
治
哲
学
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書
評
特
集　

マ
ル
ク
ス
研
究　

『
増
補　

マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論 

 
 

―
―
そ
の
適
切
な
理
解
の
た
め
に

』

（
岩
淵
慶
一
著
、
時
潮
社
、
二
〇
一
二
年
）

青
木
孝
平

　

本
書
は
、
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
が
、
初
期
の
著
作
の
中
だ
け
で
は
な
く
、

後
期
ま
で
一
貫
し
て
そ
の
思
想
体
系
の
中
心
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
文
献

解
釈
的
に
論
証
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
後
期
マ
ル
ク
ス

は
疎
外
論
を
否
定
し
超
克
し
た
と
す
る
通
説
の
誤
り
を
、
徹
底
的
に
批
判

す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
い
ま
や
初
期
マ
ル
ク
ス
ど
こ
ろ
か
『
資

本
論
』
を
頂
点
と
す
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
・
思
想
体
系
の
総
体
が
瀕
死
の

状
況
に
あ
る
な
か
で
、
著
者
が
提
起
す
る
よ
う
な
、
文
献
研
究
に
も
と
づ

く
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
適
切
な
理
解
」
を
め
ぐ
る
神
々
の
争
い
に
ど
れ
ほ

ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
、
評
者
と
し
て
は
や
や
疑
問
を
禁
じ
え
な
い
が
、

ま
ず
は
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

本
書
は
、
二
〇
〇
七
年
に
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
書
物
と
し
て
一
度
公
刊
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
「
Ⅰ 

マ
ル
ク
ス
疎
外
論
の
適
切
な
理
解
の
た
め
に
」

に
お
い
て
は
、
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
か
ら
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

に
い
た
る
疎
外
論
の
発
展
を
た
ど
り
、
『
資
本
論
』
に
占
め
る
疎
外
概
念

の
重
要
な
位
置
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
「
Ⅱ 

マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
・
哲

学
草
稿
』
の
研
究
に
つ
い
て
」
で
は
、
と
く
に
日
本
の
戦
前
・
戦
後
お
よ

び
旧
ソ
連
邦
や
フ
ラ
ン
ス
で
の
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
研
究
を
紹
介
し

て
、
そ
の
躓
き
の
原
因
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
二

〇
一
二
年
に
増
補
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
こ
れ
に
、
第
Ⅰ
部
の

３
と
し
て
「
聖
家
族
に
お
け
る
疎
外
論
」
を
加
え
、
さ
ら
に
最
終
部
分
に

「
補
論
」
と
し
て
、
「
忘
れ
ら
れ
な
い
『
四
面
楚
歌
』
―
―
一
九
七
〇
年
代

前
半
の
マ
ル
ク
ス
疎
外
論
論
争
」
と
い
う
回
想
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

「
補
論
」
で
詳
し
く
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
論

争
は
、
わ
が
国
で
は
一
九
七
〇
年
前
後
を
頂
点
と
し
、
主
と
し
て
当
時
の

全
共
闘
・
新
左
翼
運
動
と
連
携
し
て
は
な
ば
な
し
く
展
開
さ
れ
た
。
今
日

で
は
す
で
に
昔
日
の
感
が
あ
る
が
、
本
書
の
著
者
の
岩
淵
氏
は
、
当
時
の

「
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
」
的
情
熱
を
現
在
も
心
の
拠
り
所
と
し
て
、
四
〇

年
以
上
に
わ
た
り
ひ
た
す
ら
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
を
墨
守
し
、
い
ま
改
め

て
増
補
版
ま
で
出
版
す
る
と
い
う
強
い
情
熱
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
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本
書
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
ま
ず
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ

ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
「
社
会
の
自
然
的
発
展
過
程
を
歴
史
の
必
然
的

発
展
法
則
と
し
て
理
解
す
る
」
唯
物
史
観
に
も
と
づ
く
、
機
械
的
で
決
定

論
的
な
記
述
的
歴
史
理
論
と
し
て
登
場
し
た
。
こ
れ
を
著
者
は
、「
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
的
マ
ル
ク
ス
理
論
」
と
呼
称
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
三
二

年
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
隠
匿
さ
れ
て
い
た
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
が

公
に
さ
れ
た
。
こ
の
草
稿
に
お
け
る
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
概
念
の
発
掘

は
、
唯
物
史
観
と
は
異
な
る
人
間
的
で
規
範
論
的
な
実
践
的
革
命
理
論
と

し
て
の
初
期
マ
ル
ク
ス
研
究
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
疎
外
論
の
評
価
は
、
一
九
五
六
年
の
ソ
連
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ

ン
批
判
の
発
表
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
。
国
際
的
に
は
、

い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ク
シ
ス
派
を
は
じ
め
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
間
学
派
、
ブ

タ
ペ
ス
ト
学
派
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
な
ど
が
早
く
か
ら
疎
外

論
に
着
目
し
、
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
、
マ
イ
ヤ
ー
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
、
ド
・
マ
ン
、

ル
カ
ー
チ
と
い
っ
た
理
論
家
が
論
陣
を
張
っ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て

も
、
田
中
吉
六
、
三
浦
つ
と
む
、
黒
田
寛
一
ら
の
説
く
主
体
性
唯
物
論
が

一
定
の
支
持
を
得
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

著
者
は
こ
の
両
者
の
対
抗
関
係
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
的
マ
ル
ク
ス
主
義
に

対
す
る
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
い
う
古
典
的
な
旧
左
翼
と
新
左
翼
の
対
立

と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
今
日
の
時
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
理
解
は

い
か
に
も
古
色
蒼
然
と
し
て
い
よ
う
。
見
か
た
に
よ
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
・

マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
科
学
主
義
的
な
物
質
中
心
の
機
械
的
唯
物
論
と
、

西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
規
範
主
義
的
な
人
間
中
心
の
主
体
性
唯
物
論

と
が
、
後
期
と
初
期
の
マ
ル
ク
ス
解
釈
学
の
ス
タ
イ
ル
に
仮
託
し
て
衝
突

し
た
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
ど
ち
ら
も
、
物
質
に
せ

よ
人
間
に
せ
よ
普
遍
的
な
本
質
を
ま
ず
「
実
体
」
と
し
て
設
定
し
、
そ
の

内
発
的
な
自
己
展
開
を
も
っ
て
歴
史
の
弁
証
法
と
み
な
す
形
而
上
学
的

「
主
体
」
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
仰
が
あ
る
。
い
わ
ば
「
主
体
」
＝
「
実
体
」

と
い
う
近
代
哲
学
の
枠
組
み
内
に
お
け
る
コ
ッ
プ
の
中
の
嵐
に
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
疎
外
論
の
隆
盛
に
対
し
て
、

一
九
五
〇
年
代
末
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
亡
き
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
、
す
な

わ
ち
「
新
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
」
の
反
撃
が
始
ま
る
。
た
と
え
ば
旧
ソ
連
の

テ
・
イ
・
オ
イ
ゼ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
は
、
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
的
人
間
学
の
影
響
を
免
れ
て
お
ら
ず
、
後
に
定
式
化
さ
れ

る
唯
物
史
観
お
よ
び
科
学
的
社
会
主
義
に
よ
る
歴
史
的
発
展
の
客
観
的
過

程
と
合
致
し
な
い
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

社
会
状
態
が
あ
ら
ゆ
る
「
人
間
的
な
る
も
の
」
か
ら
逸
脱
し
た
疎
外
状
態

と
し
て
主
観
的
に
特
徴
づ
け
ら
れ
、
社
会
主
義
的
変
革
が
「
真
な
る
人
間
」

の
再
建
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
一
八
四
五
年
に
マ
ル
ク
ス
が

定
式
化
し
た
、
資
本
主
義
的
な
社
会
諸
関
係
を
生
産
諸
力
の
一
定
の
発
展

段
階
に
照
応
す
る
社
会
構
成
体
と
み
な
す
客
観
的
な
分
析
に
は
ま
だ
到
達

し
て
い
な
い
、
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
著
者
が
疎
外
論
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
、
こ
う
し
た
「
新
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
」
を
徹
底
的
に
批
判
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
だ
が
、
こ

こ
で
疑
問
に
感
じ
る
の
は
、
著
者
は
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
新
た
に
登
場

し
た
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
や
廣
松
渉
の
見
解
を
も
、こ
の
「
新
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
」
の
一
翼
を
な
す
も
の
と
し
て
、
当
の
ロ
シ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
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義
以
上
に
激
し
く
攻
撃
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
廣
松
は
、

『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
「
真
の
人
間
」
を

主
語
と
す
る
疎
外
論
を
放
棄
し
、
社
会
的
諸
関
係
の
第
一
次
的
存
立
を
基

軸
と
す
る
「
物
象
化
論
」
へ
と
社
会
認
識
の
決
定
的
な
転
換
を
果
た
し
た

と
主
張
し
た
。
ま
た
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
、
初
期
マ
ル
ク
ス
と
後
期
マ
ル

ク
ス
の
間
に
認
識
論
的
な
切
断
を
認
め
、『
資
本
論
』
の
マ
ル
ク
ス
は
、
ヘ
ー

ゲ
ル
左
派
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
訣
別
を
鮮
明
に
し
て
い
る
と
い

う
。
著
者
は
こ
れ
ら
を
「
疎
外
論
超
克
説
」
と
呼
ん
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
主

義
以
上
の
ス
タ
ー
リ
ン
的
反
動
で
あ
り
、
革
命
的
実
践
を
妨
害
す
る
た
め

の
保
守
理
論
で
あ
る
と
し
て
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
冷
戦
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
党
派
的

な
語
調
に
よ
る
批
判
は
、
や
や
時
代
錯
誤
の
感
が
あ
る
が
、
今
は
問
わ
な

い
。
だ
が
そ
れ
に
し
て
も
、
疎
外
論
の
超
克
説
と
連
続
説
と
の
文
献
学
的

対
立
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
（
ロ
シ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
義
）
と
反
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
（
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
）
の
分
岐
に
単
純
化
し
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

や
廣
松
渉
を
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
（
ロ
シ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
義
）
の
側
に
位
置

づ
け
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
乱
暴
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
し
か
に
廣
松
は

『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
研
究
に
よ
っ
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
『
資

本
論
』
読
解
に
よ
っ
て
、
初
期
と
後
期
の
マ
ル
ク
ス
に
断
絶
を
見
い
だ
す

こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
疎
外
論
批
判
を
導
き
出
し
た
。
こ
の
か
ぎ
り

で
は
、
著
者
が
こ
れ
に
抗
し
て
、『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
、『
聖
家
族
』
、『
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
か
ら
『
資
本
論
』
に
い
た
る
自
身
の
文
献
解
釈

を
対
置
し
て
、
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
疎
外
論
の
連
続
的
一
貫
性
を
主
張
す

る
こ
と
は
正
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
や
廣
松
の
主
張
は
、
六
〇
年
代
末
～

七
〇
年
代
初
頭
の
時
代
状
況
に
即
し
、
や
む
な
く
マ
ル
ク
ス
の
文
献
研
究

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
採
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
彼
ら
は
す
で
に
「
唯
一
の
」

「
適
切
な
」
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
っ
た
ス
タ
ン
ス
そ
の
も
の
と
無
縁
で
あ

る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
や

ヤ
コ
ブ
ソ
ン
の
言
語
学
お
よ
び
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
の
人
類
学
を
摂
取

し
、
主
体
の
意
図
せ
ざ
る
無
意
識
的
関
係
と
い
う
構
造
主
義
的
視
点
か
ら

マ
ル
ク
ス
の
思
想
を
再
構
成
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
廣
松
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
、

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
、
マ
ッ
ハ
ら
を
ふ
ま
え
た
函
数
的
な
共
同
主
観
性
論
の
立

場
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
物
象
化
論
を
独
自
に
読
み
直
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
ら
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
、
言
い
換
え
れ
ば
科

学
主
義
と
人
間
主
義
と
い
う
近
代
の
二
項
対
立
的
「
実
体
」
パ
ラ
ダ
イ
ム

そ
れ
自
体
の
超
克
ま
で
を
も
射
程
に
入
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

廣
松
や
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
企
て
は
、
た
し
か
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
適

切
な
理
解
の
た
め
に
」
、
無
謬
で
不
変
、
唯
一
無
二
の
正
統
な
マ
ル
ク
ス

像
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
本
書
の
意
図
か
ら
は
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
代
に
お
い
て
な
お
、
社
会
思
想
史
と
し
て
の
マ

ル
ク
ス
研
究
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
疎
外
論
や
唯
物
史
観
と

い
っ
た
既
成
の
権
威
が
失
墜
し
て
し
ま
っ
た
現
実
を
前
提
に
し
て
、
マ
ル

ク
ス
の
思
想
を
も
多
様
で
多
面
性
を
も
っ
た
矛
盾
さ
え
含
む
ひ
と
つ
の
社

会
哲
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
冷
静
な
分
析
の
俎
上
に
載
せ
る
ス
タ
ン
ス

こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
評
者
は
、
本
書
の
著
者

が
め
ざ
す
マ
ル
ク
ス
解
釈
の
真
摯
な
姿
勢
を
疑
う
も
の
で
は
な
い
。
け
れ

ど
も
現
在
の
マ
ル
ク
ス
研
究
は
、
そ
う
し
た
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
無
効
が
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す
で
に
宣
告
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
世
界
史
的
事
実
を
承
認
す
る
と
こ

ろ
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
始
め
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
ゆ
え
最
近
の
マ
ル
ク
ス
研
究
に
お
い
て
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
や

廣
松
渉
ら
に
よ
る
構
造
主
義
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、

ヘ
ー
ゲ
ル
的
弁
証
法
論
理
そ
の
も
の
を
否
定
し
論
理
実
証
主
義
や
分
析
哲

学
を
取
り
入
れ
る
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ル
ク
ス
主
義
ま
で
も
が
登
場
し

て
い
る
。
本
書
が
死
守
せ
ん
と
す
る
疎
外
論
研
究
に
し
て
も
、
今
日
で
は

マ
ル
ク
ス
の
文
献
解
釈
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
象
学
的
マ
ル
ク
ス
主

義
の
潮
流
に
よ
っ
て
、
「
本
来
の
人
間
」
を
前
提
と
し
な
い
ゲ
ー
ム
理
論

的
装
い
の
も
と
に
新
た
な
再
読
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
初
期

の
規
範
的
な
疎
外
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『
資
本
論
』
の
記
述
的
な
労
働
価

値
説
や
搾
取
理
論
ま
で
容
赦
な
く
批
判
す
る
、
宇
野
学
派
に
よ
る
マ
ル
ク

ス
理
論
の
原
理
論
的
再
構
成
も
息
長
く
続
け
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
や
マ
ル

ク
ス
の
諸
著
作
は
、
文
献
学
的
テ
キ
ス
ト
の
物
神
化
や
特
権
化
を
離
れ
、

語
の
厳
密
な
意
味
で
の
社
会
思
想
史
的
文
脈
の
中
の
一
古
典
と
し
て
再
定

位
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

実
際
、
近
年
の
マ
ル
ク
ス
研
究
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、

ス
ミ
ス
や
リ
カ
ー
ド
ウ
と
の
教
科
書
的
な
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ン
ト

や
ス
ピ
ノ
ザ
、
ロ
ッ
ク
、
ミ
ル
、
ベ
ン
サ
ム
、
プ
ル
ー
ド
ン
と
い
っ
た
一

見
無
関
係
に
み
え
る
古
典
思
想
、
さ
ら
に
は
、
デ
リ
ダ
や
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、

ガ
タ
リ
、
ジ
ジ
ェ
ク
、
ネ
グ
リ
等
と
い
っ
た
数
多
の
現
代
思
想
と
の
異
同

や
接
合
を
ふ
ま
え
ず
に
は
、
新
た
に
何
も
生
み
出
し
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
マ
ル
ク
ス
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
」
や
「
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
」
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
広
義

の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
呪
縛
か
ら
完
全
に
解
き
放
た
れ
た

と
言
い
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
書
の
最
終
的
な
評
価
は
、
こ
の
増
補

版
の
末
尾
に
収
録
さ
れ
た
著
者
の
立
正
大
学
最
終
講
義
「
忘
れ
ら
れ
な
い

四
面
楚
歌
―
―
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
疎
外
論
論
争
」
に
よ
っ
て
、
も
っ

と
も
適
切
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
え
る
。
す
な
わ
ち
本
書

は
、
マ
ル
ク
ス
の
文
献
的
正
統
性
が
学
問
で
あ
り
得
た
最
後
の
時
代
を
象

徴
す
る
記
念
碑
的
労
作
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
的
マ
ル
ク
ス
主
義
を
徹

底
的
に
論
破
し
、
あ
く
ま
で
も
疎
外
論
を
擁
護
し
よ
う
と
い
う
著
者
の
執

念
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
研
究
史
に
お
い
て
一
時
代
を
画
す
る
貴
重
な
意

義
が
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
本
書

の
テ
ー
マ
が
広
範
な
マ
ル
ク
ス
研
究
者
の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
に
は
、

も
う
少
し
早
く
、
と
い
っ
て
も
三
〇
年
ほ
ど
前
、
遅
く
と
も
冷
戦
末
期
の

一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
書
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 

（
あ
お
き
・
こ
う
へ
い
／
社
会
哲
学
・
経
済
思
想
）
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研
究　

『
マ
ル
ク
ス
の
物
象
化
論 

 
 

―
―
資
本
主
義
批
判
と
し
て
の
素
材
の
思
想

』

（
佐
々
木
隆
治
著
、
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）

田
畑 

稔

三
つ
の
次
元
を
も
つ
マ
ル
ク
ス
「
物
象
化
」

　

本
書
へ
の
私
の
期
待
は
、
第
一
に
新
メ
ガ
で
先
行
刊
行
さ
れ
て
き
た
資

本
論
関
連
諸
草
稿
の
成
果
の
反
映
と
い
う
面
で
あ
り
、
第
二
に
過
去
の
党

哲
学
的
な
折
衷
（
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
や
レ
ー
ニ
ン
の
）
か
ら
自
由
な

若
い
世
代
に
よ
る
内
在
的
マ
ル
ク
ス
研
究
の
展
開
と
い
う
面
で
あ
る
。
通

読
し
て
、
本
書
は
こ
の
二
つ
の
期
待
に
違
わ
ぬ
力
作
で
あ
っ
た
。

　

本
書
は
二
部
構
成
で
あ
っ
て
、
第
一
部
は
唯
物
論
の
マ
ル
ク
ス
に
固
有

の
意
味
は
何
か
を
問
う
た
「
「
実
践
的
・
批
判
的
」
構
え
と
し
て
の
「
新

し
い
唯
物
論
」
」
、
第
二
部
は
価
値
論
に
即
し
つ
つ
精
緻
で
包
括
的
な
物
象

化
論
を
展
開
し
た
「
物
象
化
論
の
「
実
践
的
・
批
判
的
」
意
義
」
で
あ
る
。

第
二
部
が
本
編
で
あ
っ
て
、
第
一
部
は
そ
の
た
め
の
方
法
的
前
提
の
確
認

作
業
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
大
冊
で
あ
っ
て
、
主
張
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
の
基
本
主
張

は
、
以
下
の
三
つ
に
整
理
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
マ
ル
ク
ス
の
「
新

し
い
唯
物
論
」
を
「
哲
学
」
と
し
て
捉
え
ず
、
「
実
践
的
・
批
判
的
」
な

構
え
と
し
て
捉
え
、
「
哲
学
的
問
題
構
成
」
か
ら
「
実
践
的
問
題
構
成
」

へ
の
移
行
を
示
す
と
捉
え
る
と
と
も
に
、
「
真
に
唯
物
論
的
な
…
…
方
法
」

が
そ
の
核
心
に
あ
る
と
見
る
。
第
二
に
「
広
義
の
物
象
化
」
を
「
三
つ
の

次
元
」
か
ら
な
る
と
解
釈
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
①
「
人
格
の
物
象
化
」

（
狭
義
の
物
象
化
）
の
次
元
。
こ
の
次
元
は
ま
た
、
自
生
的
実
践
的
に
構
成

さ
れ
る
価
値
形
態
化
の
次
元
と
、
当
該
主
体
へ
の
そ
れ
の
現
象
の
次
元
と

の
両
次
元
を
持
つ
。
②
意
識
に
お
け
る
認
識
論
的
転
倒
と
し
て
の
「
フ
ェ

テ
ィ
シ
ズ
ム
」
の
次
元
。
③
「
物
象
の
人
格
化
」
の
次
元
、
つ
ま
り
物
象

を
担
う
諸
人
格
の
実
践
的
態
度
の
次
元
、
で
あ
る
。
第
三
に
マ
ル
ク
ス
を

「
素
材
の
思
想
家
」
と
見
て
、
価
値
形
態
に
よ
る
包
摂
と
対
抗
す
る
「
素

材
的
世
界
の
論
理
」
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

叙
述
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、
先
行
研
究
の
詳
細
な
批
判
的
検
討
を
行
い
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つ
つ
、
極
め
て
論
争
的
ス
タ
イ
ル
で
叙
述
を
進
め
て
い
る
の
が
印
象
的
で

あ
る
。
先
行
解
釈
に
次
々
「
誤
り
」
「
誤
謬
」
の
判
定
を
繰
り
出
す
こ
と

に
躊
躇
が
な
い
。
著
者
の
若
々
し
さ
と
妥
協
を
さ
け
よ
う
と
す
る
強
い
意

志
を
感
じ
さ
せ
る
。
た
だ
テ
ク
ス
ト
解
釈
に
お
け
る
「
誤
謬
」
と
「
真
理
」

の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
テ
ク
ス
ト
の
物
質
性
の
問
題
、
解
釈
主
体
の

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
問
題
、
理
念
に
と
ど
ま
る
全
面
性
の
問
題
、
そ
し

て
実
践
的
歴
史
的
な
「
加
上
」
の
問
題
な
ど
、
極
め
て
複
雑
な
の
で
あ
り
、

著
者
の
今
後
の
認
識
深
化
を
期
待
し
た
い
。

　

さ
て
、
四
〇
〇
〇
字
と
い
う
非
常
に
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
本
書
の
書

評
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本
書
の
第
一
部
で
は
私
自
身
の
『
マ

ル
ク
ス
と
哲
学
』
（
二
〇
〇
四
年
）
へ
の
多
く
の
言
及
が
あ
り
、
こ
れ
へ
の

リ
プ
ラ
イ
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
書
評
と
し
て
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠

き
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
第
二
部
に
つ
い
て
は
若
干
の
指
摘
を
す
る
に

と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
ご
容
赦
願
い
た
い
。

　

本
書
は
田
畑
を
以
下
の
点
で
評
価
す
る
。
①
マ
ル
ク
ス
の
「
唯
物
論
へ

の
移
行
」
を
マ
ル
ク
ス
に
内
在
し
て
捉
え
、
「
外
挿
法
」
的
解
釈
を
排
除

し
て
い
る
点
、
②
一
八
四
五
年
以
降
の
マ
ル
ク
ス
が
「
哲
学
の
外
部
」
に

身
を
置
き
、
「
批
判
的
唯
物
論
的
社
会
主
義
」
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
点
、
③
体
系
的
哲
学
や
哲
学
的
唯
物
論
一
般
へ
の
批
判
を

自
覚
的
に
展
開
し
て
い
る
点
、
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
田
畑
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
る
。
①
田
畑
の

理
論
的
問
題
意
識
が
廣
松
や
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
へ
の
批
判
に
あ
り
、
そ
れ

を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
一
八
四
五
年
で
は
な
く
、
一
八
四
四
年
を
唯
物
論

へ
の
移
行
期
と
す
る
理
論
構
成
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
「
そ
れ
が
田
畑
の

マ
ル
ク
ス
唯
物
論
解
釈
を
不
明
瞭
に
し
て
い
る
」
。
②
「
外
挿
法
」
を
厳

し
く
批
判
す
る
田
畑
自
身
が
逆
の
立
場
か
ら
の
「
外
挿
法
」
に
陥
っ
て
い

る
き
ら
い
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
第
一
に
、
田
畑
が
強
調
す
る
哲
学
の
内

か
ら
外
へ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
移
動
は
ま
さ
に
四
五
年
に
お
こ
っ
て
い
る
の

に
、
そ
の
こ
と
と
唯
物
論
へ
の
移
行
の
関
連
に
つ
い
て
「
十
分
に
検
討
さ

れ
て
い
な
い
」
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
唯
物
論
へ
の
移
行
を
四
四
年
の
マ

ル
ク
ス
「
唯
物
論
の
二
重
構
造
」
の
成
立
に
、
つ
ま
り
従
来
の
唯
物
論
を

批
判
す
る
唯
物
論
の
成
立
に
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
③
四
四
年
段
階
で

は
後
に
マ
ル
ク
ス
が
「
市
民
社
会
の
唯
物
論
」
＝
旧
来
の
唯
物
論
に
一
括

す
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
唯
物
論
を
評
価
し
て
お
り
、
そ
れ
と
の
対
比

に
お
い
て
旧
来
の
唯
物
論
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ォ
イ
エ

ル
バ
ッ
ハ
の
唯
物
論
を
根
本
か
ら
批
判
す
る
四
五
年
の
「
新
し
い
唯
物
論
」

と
は
差
異
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
「
十

分
な
」
検
討
が
見
ら
れ
な
い
。
以
上
で
あ
る
。

　

何
れ
も
「
検
討
の
不
十
分
さ
」
の
指
摘
な
の
で
、
以
下
、
若
干
の
補
足

説
明
を
し
て
お
き
た
い
。

　

①
四
四
年
移
行
説
は
決
し
て
廣
松
や
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
へ
の
対
抗
上
採

用
し
た
の
で
な
い
。
全
く
逆
で
あ
る
。
移
行
の
「
動
か
し
難
い
指
標
」
が

い
わ
ゆ
る
『
経
済
学
哲
学
草
稿
』
第
三
ノ
ー
ト
（
執
筆
推
定
は
早
く
と
も
一

八
四
四
年
八
月
初
め
、
お
そ
ら
く
は
八
月
中
旬
）
に
確
認
で
き
る
か
ら
、
彼

ら
を
「
外
挿
法
」
と
批
判
し
た
の
だ
。
そ
の
箇
所
で
マ
ル
ク
ス
は
「
こ
の

共
産
主
義
は
完
成
さ
れ
た
唯
物
論
と
し
て
イ
コ
ー
ル
人
間
主
義
で
あ
り
」

と
書
い
た
後
、
「
完
成
さ
れ
た
唯
物
論
」
を
「
完
成
さ
れ
た
自
然
主
義
」

に
改
め
て
い
る
。
少
し
後
で
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
「
人
間
の
人
間
に
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対
す
る
」
社
会
関
係
を
も
理
論
の
基
本
原
理
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の

唯
物
論
と
実
在
的
な
学
の
基
礎
付
け
を
行
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
の
だ
。

ど
の
時
点
に
唯
物
論
へ
の
移
行
を
見
る
か
と
い
う
問
題
と
、
そ
の
後
「
新

し
い
唯
物
論
」
の
独
自
構
想
に
結
実
し
た
も
の
の
質
を
問
う
問
題
と
の
混

同
は
当
然
避
け
る
べ
き
だ
。
佐
々
木
も
、
「
唯
物
論
と
い
う
概
念
が
肯
定

的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
『
経
哲
草
稿
』
に
お
い
て
で

あ
る
」
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

②
私
が
廣
松
や
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
を
マ
ル
ク
ス
研
究
に
お
い
て
主
要
な

批
判
対
象
に
し
た
の
は
、
彼
ら
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

な
哲
学
者
だ
っ
た
か
ら
だ
。
他
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
」
信
奉
者
の
多

く
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
な
ど
の
折
衷
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
人
で
な
か
っ
た
か
ら
、
懐
を
借
り
る
思
い
で
、
批
判
に
値
す

る
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
私
個
人
と
し
て
は
、
こ
の
点
は
若
い
世
代
の
人

た
ち
に
一
言
、
伝
え
て
お
き
た
い
。

　

③
四
四
年
に
移
行
時
点
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
「
田
畑
の
マ
ル
ク
ス
の

唯
物
論
解
釈
を
不
明
瞭
に
し
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
も
、
問
題

の
混
同
が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
自
身
に
四
四
年
の
移
行
時
点
で
「
不
明
瞭
」

さ
が
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
新
し
い
唯
物
論
」
の
完
成
形

に
直
接
、
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ

ハ
・
テ
ー
ゼ
で
「
市
民
社
会
の
唯
物
論
」
と
「
新
し
い
唯
物
論
」
の
「
反

省
的
対
自
化
」
（
つ
ま
り
両
極
対
立
の
純
化
）
が
画
期
的
に
進
み
、
マ
ル
ク

ス
自
身
の
唯
物
論
了
解
の
固
有
の
質
の
多
く
が
鋭
く
定
式
化
さ
れ
た
。
こ

の
「
反
省
的
対
自
化
」
こ
そ
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
・
テ
ー
ゼ
の
画
期
的

飛
躍
点
で
あ
る
と
私
は
書
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
四
四
年
と
四
五
年
に

飛
躍
が
な
い
な
ど
と
い
う
見
解
は
取
っ
た
こ
と
も
な
い
。

　

④
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
四
四
年
移
行
説
が
重
要
か
。
こ
れ
ま
で
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
影
響
下
の
唯
物
論
か
ら
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
批
判
の

「
新
し
い
唯
物
論
」
へ
、
と
い
う
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
始
ま
る
図
式
が

無
批
判
に
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
図
式
は
マ
ル
ク
ス
唯
物
論
の
共
産
主

義
運
動
的
ル
ー
ツ
を
覆
い
隠
す
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
の
肯
定
的
表
現
と

し
て
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
用
い
ら
れ
た
「
完
成
さ
れ
た
唯
物
論
」
は
共
産
主

義
に
つ
い
て
の
言
明
な
の
で
あ
る
。
唯
物
論
へ
の
マ
ル
ク
ス
の
移
行
に
際

し
て
、
彼
の
活
動
圏
に
「
実
在
す
る
」
唯
物
論
運
動
は
何
で
あ
っ
た
の
か

を
問
う
と
い
う
当
然
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
、
「
唯
物
論
的
共
産
主
義
者
」

を
自
称
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
人
や
労
働
者
の
運
動
が
パ
リ
の
マ
ル
ク
ス

の
周
辺
に
存
在
し
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
ら
と
実
際
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
持
っ

て
い
た
。
だ
か
ら
私
の
結
論
は
、
実
在
す
る
共
産
主
義
運
動
に
「
人
間
主

義
と
合
一
す
る
」
「
真
の
共
産
主
義
」
を
対
置
し
、
実
在
す
る
唯
物
論
運

動
に
社
会
関
係
も
重
視
す
る
「
真
の
唯
物
論
」
を
対
置
す
る
形
で
、
〈
マ

ル
ク
ス
自
身
が
〉
共
産
主
義
へ
の
移
行
と
唯
物
論
へ
の
移
行
を
同
時
遂
行

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
の
関
連
で
言
え
ば
、

む
し
ろ
パ
リ
に
い
た
〈
マ
ル
ク
ス
の
方
が
〉
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
を
実
在

す
る
唯
物
論
運
動
を
こ
え
る
「
真
の
唯
物
論
」
と
し
て
〈
読
み
込
ん
だ
〉

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
移
行
は
本
来
的
に
「
不
明
瞭
」
を
残
す
の
で
あ
る

が
、
こ
の
移
行
の
構
図
は
か
な
り
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
。

　

⑤
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
私
の
最
初
の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら

一
八
四
一
年
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
「
ズ
バ
リ
唯
物
論
を
玉
座
に
付
け

た
」
と
い
う
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
憶
は
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
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と
は
以
前
か
ら
解
っ
て
い
た
。
ま
た
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
シ
ュ
タ
ル
ケ

の
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
論
を
対
照
し
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
「
哲
学
の
根

本
問
題
」
導
入
の
経
緯
も
洗
っ
た
。
残
念
な
が
ら
こ
う
い
う
基
礎
作
業
も

こ
れ
ま
で
や
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
ま
た
四
〇
年
代
初
頭
の
パ
リ
の
実
在

す
る
唯
物
論
的
共
産
主
義
運
動
に
つ
い
て
も
そ
れ
な
り
に
調
べ
た
（
四
八

年
革
命
期
に
も
マ
ル
ク
ス
は
彼
ら
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
い
る
）
。
そ
の
上
で

唯
物
論
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
上
の
よ
う
な
基
本
構
図
を
提
示
し
た
の
で

あ
る
。
マ
ル
ク
ス
唯
物
論
の
共
産
主
義
的
ル
ー
ツ
が
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス

で
な
ぜ
隠
れ
て
し
ま
っ
た
か
に
つ
い
て
も
、
新
カ
ン
ト
派
主
導
に
よ
る
「
哲

学
復
興
」
な
ど
色
ん
な
こ
と
が
想
定
可
能
で
あ
る
。

　

⑥
田
畑
自
身
が
「
唯
物
論
の
二
重
構
造
」
と
い
う
「
外
挿
法
」
で
移
行

の
時
点
を
決
め
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
単
純
な
誤
解
で
あ

る
。
移
行
時
点
の
指
標
は
、
上
記
の
通
り
、
唯
物
論
と
い
う
用
語
の
肯
定

的
使
用
と
い
う
佐
々
木
も
認
め
て
い
る
「
事
実
」
に
あ
る
。
「
二
重
構
造
」

は
そ
の
意
味
付
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
の
理
解
で
は
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
論

の
決
定
的
に
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。「
市
民
社
会
の
唯
物
論
」は
そ
の
後
「
物

象
化
」
論
や
「
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
論
へ
と
展
開
す
る
が
、
中
期
後
期
マ

ル
ク
ス
に
も
「
物
象
化
」
や
「
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
を
「
唯
物
論
」
と
表

現
す
る
事
例
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
「
市
民
社
会
の
唯
物
論
」
系
列
を

歴
史
的
に
克
服
す
る
運
動
が
「
唯
物
論
的
批
判
的
社
会
主
義
」な
の
だ
。「
市

民
社
会
の
唯
物
論
」
は
、
佐
々
木
が
「
物
象
化
」
や
「
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
的
確
に
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
単
な
る
誤
謬
な
の
で
は
な
い
。

近
代
社
会
に
お
け
る
人
々
の
行
動
や
意
識
の
歴
史
的
構
造
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
論
は
「
本
質
的
に
」
唯
物
論
批
判
を
組

み
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
私
は
「
二
重
構
造
」
と
表
現
し
て
い
る
の
だ
。

こ
の
二
重
構
造
が
「
不
明
瞭
」
な
が
ら
最
初
に
現
れ
る
の
が
四
四
年
草
稿

の
第
三
ノ
ー
ト
な
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
唯
物
論
の
二
重
構
造
に
つ
い
て

の
指
摘
は
、
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
「
唯
物
論
と
観
念
論
の
二
大
陣

営
」
設
定
に
よ
る
哲
学
史
理
解
に
対
す
る
私
の
端
的
な
批
判
で
も
あ
る
。

　

⑦
私
か
ら
見
れ
は
、
物
象
化
形
態
の
論
理
と
素
材
世
界
の
衝
突
を
扱
う

本
書
は
、
ま
さ
に
マ
ル
ク
ス
唯
物
論
の
「
二
重
構
造
」
の
積
極
展
開
な
の

で
あ
る
。
し
か
し
佐
々
木
は
「
二
重
構
造
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
唯
物
論
の

重
要
な
特
徴
に
直
接
に
は
理
解
を
示
さ
な
い
。
恐
ら
く
そ
の
理
由
は
、
第

一
に
彼
が
テ
ー
ゼ
に
あ
る
「
市
民
社
会
の
唯
物
論
」
と
「
物
象
化
」
論
と

の
連
続
性
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
「
新
し
い

唯
物
論
」
の
核
心
を
主
に
「
唯
一
、
唯
物
論
的
な
、
従
っ
て
学
的
な
方
法
」

に
見
て
い
る
こ
と
か
ら
来
る
と
推
測
さ
れ
る
。
「
宗
教
的
諸
形
象
」
の
分

析
を
通
し
て
そ
の
地
上
的
核
心
を
見
出
す
の
で
な
く
、
「
そ
の
時
々
の
生

活
諸
関
係
か
ら
、
そ
の
天
上
化
さ
れ
た
諸
形
態
を
展
開
す
る
」
と
い
う
「
方

法
」
こ
そ
が
佐
々
木
の
理
解
す
る
「
新
し
い
唯
物
論
」
の
核
心
な
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
唯
一
、
唯
物
論
的
な
、
従
っ
て
学
的
な
方
法
」

の
側
面
を
物
象
化
論
に
即
し
て
展
開
し
た
の
は
、
本
書
の
重
要
な
成
果
で

あ
り
、
本
書
か
ら
大
い
に
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
逆
の
一
面
化

に
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
の
主
題
が
主
に
価
値

形
態
論
を
扱
う
物
象
化
論
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
佐
々
木
の
こ
の
よ
う
な
「
方

法
」
中
心
の
唯
物
論
理
解
が
有
効
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
私
の
場
合
は
マ
ル

ク
ス
唯
物
論
の
重
要
な
特
徴
を
、
①
上
記
の
「
二
重
構
造
」
の
ほ
か
、
②

哲
学
的
唯
物
論
で
な
く
「
批
判
的
唯
物
論
的
社
会
主
義
」
と
い
う
形
態
規
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定
を
も
つ
こ
と
、
③
マ
ル
ク
ス
の
物
質
概
念
は
「
物
質
的
生
活
」
の
概
念

で
あ
る
こ
と
、
④
一
般
的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
再
生
産
的
実
践
の
理
解
や
歴

史
変
革
的
運
動
の
自
己
了
解
に
際
し
て
、
常
に
人
々
の
物
質
的
生
活
の
再

生
産
の
様
式
に
よ
る
諸
制
約
（
還
元
で
な
くB

edingungen

条
件
づ
け
）
の

面
に
自
覚
的
で
あ
る
よ
う
努
力
せ
よ
と
い
う
要
請
を
立
て
る
こ
と
、
な
ど

に
見
て
い
る
。
そ
う
い
う
多
面
的
な
見
方
が
か
え
っ
て
「
不
明
瞭
」
の
印

象
を
与
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
本
書
と
私
の
射
程

の
違
い
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
で
す
で
に
与
え
ら
れ
た
紙
数
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
。
三

つ
の
次
元
を
も
つ
物
象
化
論
と
い
う
佐
々
木
の
本
来
の
展
開
に
触
れ
る
余

地
も
な
く
な
っ
た
。
機
会
を
改
め
る
こ
と
に
し
て
、
一
言
、
マ
ル
ク
ス
を

「
素
材
の
思
想
」
「
素
材
の
思
想
家
」
と
見
る
視
点
が
副
題
に
ま
で
登
場
す

る
点
に
つ
い
て
だ
け
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
形
態
的
論
理
」
に
よ
っ
て
包

摂
し
き
れ
な
い
「
素
材
的
世
界
の
論
理
」
こ
そ
が
「
形
態
の
論
理
の
主
体

化
と
し
て
の
資
本
の
運
動
に
歯
止
め
を
か
け
る
」
と
い
う
基
本
認
識
で
あ

ろ
う
が
、
マ
ル
ク
ス
の
「
批
判
的
唯
物
論
的
社
会
主
義
」
は
こ
の
二
つ
の

論
理
の
衝
突
の
自
覚
や
、
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
形
態
で
の
「
素
材
的

世
界
」
の
再
編
成
を
目
指
す
運
動
の
全
体
を
射
程
に
お
い
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
果
た
し
て
「
素
材
の
思
想
家
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

疑
問
が
残
っ
た
。
今
後
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。

 

（
た
ば
た
・
み
の
る
／
季
報
『
唯
物
論
研
究
』
編
集
長
）

　

書
評
特
集　

マ
ル
ク
ス
研
究　

『
時
間
・
労
働
・
支
配
―
―
マ
ル
ク
ス
理
論
の
新
地
平

』

（
モ
イ
シ
ェ
・
ポ
ス
ト
ン
著
、
白
井
聡
・
野
尻
英
一
監
訳
、��

筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
）

内
田 

弘

一　

 「
伝
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
」
へ
の
批
判
基
準
と
し
て
の 

 

「
再
帰
理
論
」

　

近
年
、
世
界
規
模
の
不
況
を
時
代
背
景
に
、
再
び
マ
ル
ク
ス
が
読
ま
れ

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
マ
ル
ク
ス
論
は
時
代
的
要
請
に
対
応
で
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き
る
内
容
と
な
っ
て
再
生
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
モ
イ
シ
ェ
・
ポ
ス
ト
ン
教
授
の
代
表
著
作
で
あ
る
本

書
）
1
（

が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
意
義

ぶ
か
い
。

　

本
書
は
翻
訳
で
本
文
六
三
〇
頁
、
訳
者
解
説
（
野
尻
英
一
）
二
五
頁
、

索
引
十
一
頁
、
十
六
頁
の
大
著
で
あ
る
。
訳
文
は
基
本
的
に
正
確
で
読
み

や
す
い
。
原
著
の
注
の
文
献
の
日
本
語
訳
の
典
拠
な
ど
も
詳
細
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

本
書
は
三
部
構
成
で
あ
る
。
三
章
か
ら
な
る
第
一
部
で
は
、
マ
ル
ク
ス

の
労
働
概
念
は
、
歴
史
貫
通
的
な
も
の
で
は
な
く
資
本
主
義
固
有
の
も
の

で
あ
り
、
交
換
価
値
は
流
通
で
は
な
く
生
産
に
根
拠
を
も
ち
、
こ
の
観
点

か
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
労
働
概
念
を
歴
史
貫
通
的
な
も
の
と
み
る
「
伝
統
的

マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
批
判
す
る
。
三
章
か
ら
な
る
第
二
部
で
は
、
交
換
価

値
と
使
用
価
値
の
社
会
的
媒
介
が
近
代
社
会
に
固
有
の
抽
象
的
全
体
性
を

生
成
す
る
と
指
摘
し
、
マ
ル
ク
ス
の
労
働
概
念
を
ロ
マ
ン
主
義
的
な
も
の

と
み
る
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
を
批
判
す
る
。
四
章
か
ら
な
る
第
三
部
で
は
、
以

上
の
論
述
を
前
提
に
『
資
本
論
』
を
典
拠
に
資
本
主
義
の
動
態
的
な
過
程

を
解
明
す
る
。

　

本
書
は
な
お
存
続
す
る
「
伝
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
」
へ
の
批
判
基
準
と

し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
「
自
己
再
帰
的
な
批
判
理
論
」
を
繰
り
返
し
提
示
す

る
）
2
（

。
ポ
ス
ト
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
自
身
が
「
マ
ル
ク
ス
の
理
論
を
含
む
」
認

識
対
象
に
対
し
、
す
べ
て
の
超
越
的
特
権
的
な
観
点
を
否
認
し
て
い
る
と

判
断
し
、
「
探
求
の
対
象
の
歴
史
的
相
対
化
は
理
論
自
体
に
も
再
帰
す
る
」

（
訳
二
三
四
頁
、
原
書
一
四
〇
頁
。
〔　

〕
は
引
用
者
補
足
。
以
下
同
じ
）
と
指

摘
す
る

）
3
（

。
こ
の
根
源
的
に
内
在
批
判
的
な
観
点
は
、
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性

批
判
（K

ritik der reinen Vernunft

）
』
に
お
け
る
人
間
の
認
識
能
力
の
限

定
＝
権
利
づ
け
を
よ
り
厳
密
に
、
近
代
資
本
主
義
と
い
う
歴
史
的
個
体
に

生
き
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
人
間
に
絞
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
観

点
は
元
来
マ
ル
ク
ス
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ポ
ス
ト
ン
は
マ
ル
ク
ス
の
「
批

判
」
の
本
源
的
意
味
を
復
元
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
意

義
は
特
に
こ
の
点
に
あ
る
。

二　

マ
ル
ク
ス
の
「
批
判
」
と
は
な
に
か

　

マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
へ
の
「
批
判
（K

ritik

）
」
と
は
通
念
的
な
「
経
済
学
」

で
は
な
い
。
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
の
通
俗
的
理
解
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

批
判
で
も
な
い
。
よ
り
根
源
的
で
あ
る
。
経
済
学
と
い
う
理
論
を
自
己
認

識
と
し
て
生
み
出
す
人
類
史
の
段
階
（
近
代
資
本
主
義
）
に
生
き
る
人
間
は
、

そ
の
世
界
に
制
約
さ
れ
て
事
物
を
認
識
す
る
ほ
か
な
い
。
「
資
本
主
義
か

ら
超
越
す
る
」
と
の
思
念
自
体
が
資
本
主
義
が
生
み
出
す
思
念
で
は
な
い

か
と
懐
疑
し
、
資
本
主
義
に
根
源
的
に
内
在
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
超
え
る

理
論
地
平
は
い
か
な
る
理
論
根
拠
を
も
っ
て
開
か
れ
る
の
か
を
探
求
す
る

学
問
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
ン
は
、
従
来
の
ほ
と
ん
ど
の
マ
ル
ク
ス
研
究
が
マ

ル
ク
ス
の
こ
の
肝
心
の
「
批
判
」
の
含
意
を
気
づ
か
ず
、
そ
の
他
の
経
済

学
と
同
じ
次
元
で
資
本
主
義
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
「
伝
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
」
で
あ
る
、
と
批
判
す
る
。
正
鵠
を

射
た
指
摘
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
評
者
は
す
で
に
三
木
清
が
本
原
書
よ
り
六
六
年
前
の
一
九
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二
七
年
に
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
批
判
は
〔
唯
物
史
観
を
含
む
〕
あ
ら
ゆ
る

理
論
、
凡
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
現
実
の
土
台
を
吟
味
す
る
こ
と
を
も
っ

て
始
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

る
）
4
（

。
こ
う
考
え
る
三
木
清
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
同
人
は
超
越
的
観
点
か

ら
睥
睨
す
る
伝
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
に
依
っ
て
批
判
し
た
。
三
木
清
＝
ポ

ス
ト
ン
の
マ
ル
ク
ス
理
論
像
は
マ
ル
ク
ス
の
正
確
な
理
解
へ
の
入
口
を
照

ら
し
て
い
る
。

三　

商
品
の
直
接
的
交
換
関
係
の
「
再
帰
過
程
」 

 
 

―
―
具
体
的
労
働
と
抽
象
的
労
働
の
相
互
媒
介

　

そ
の
意
味
で
、
ポ
ス
ト
ン
の
「
再
帰
理
論
（reflexive theory

）
」
の
主

張
は
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。
で
は
、
ポ
ス
ト
ン
の
「
再
帰
理
論
」
は
い
か

な
る
理
論
的
根
拠
を
も
つ
か
。
彼
は
「
交
換
価
値
」
と
「
価
値
」
を
区
別

せ
ず
に
、
そ
の
根
拠
を
使
用
価
値
（
具
体
的
有
用
労
働
）
と
交
換
価
値
（
抽

象
的
人
間
労
働
）
の
関
係
に
求
め
「
社
会
的
媒
介
」
の
根
拠
と
す
る
。
彼

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

「
生
産
者
の
労
働
の
特
殊
性
は
、
彼
ら
が
自
己
労
働
に
よ
っ
て
〔
交

換
を
媒
介
に
し
て
〕
獲
得
す
る
生
産
物
か
ら
捨
象
さ
れ
る

0

0

0

0

0

（abstracted
）
。

費
や
さ
れ
た
労
働
の
特
定
の
性
質
と
、
そ
の
労
働
を
手
段
に
し
て

獲
得
さ
れ
た
生
産
物
の
特
定
の
性
質
と
の
間
に
は
、
内
在
的
な
関

係
は
存
在
し
な
い
」

 

（
訳
二
四
九
頁
、
原
著
一
四
九
頁
。
引
用
文
改
訳
）
。

　

両
者
の
間
に
は
「
内
在
的
な
関
係
は
存
在
し
な
い
」
の
で
あ
ろ
う
か
。

マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
部
冒
頭
で
「
諸
商
品
の
交
換
関
係
を
明
白

に
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
ま
さ
に
諸
商
品
の
使
用
価
値
の
捨
象
で
あ
る
」

と
い
う
。
複
数
の
商
品
の
私
的
交
換
の
作
用
で
あ
る
「
使
用
価
値
の
捨
象
」

の
裏
面
は
「
価
値
の
抽
象
」
で
あ
る
。
使
用
価
値
と
価
値
は
本
源
的
に
結

合
し
て
い
る
。
異
な
る
使
用
価
値
は
交
換
関
係
（
転
態
点
＝
一
切
の
差
異
が

0

0

0

0

0

0

捨
象
さ
れ
る
無
限
遠
点

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）
に
媒
介
さ
れ
て
価
値
に
抽
象
さ
れ
る

）
5
（

。
ポ
ス
ト
ン

は
価
値
（
抽
象
的
労
働
）
の
こ
の
生
成
の
場
を
把
握
し
て
い
な
い
。
彼
の

説
明
で
は
、
具
体
的
労
働
と
抽
象
的
労
働
が
「
並
行
関
係
」
に
留
ま
っ
て

い
る
。
生
成
し
た
価
値
が
別
の
商
品
の
使
用
価
値
に
現
象
し
、
そ
の
現
象

が
貨
幣
と
い
う
「
新
し
い
形
態
に
再
帰
す
る
事
態
」
が
価
値
形
態
で
あ
る
。

し
か
し
ポ
ス
ト
ン
は
社
会
的
媒
介
の
基
本
形
態
で
あ
る
価
値
形
態
を
論
じ

な
い
。
単
純
商
品
論
の
価
値
と
使
用
価
値
は
並
行
関
係
で
は
な
く
、
重
層

的
媒
介
＝
再
帰
過
程
を
成
す
。
こ
の
媒
介
過
程
は
『
資
本
論
』
を
貫
徹
す

る
。
『
資
本
論
』
第
三
部
最
後
の
利
子
・
地
代
は
資
金
・
土
地
を
一
定
期

間
に
使
用
す
る
権
利
の
価
格
で
あ
る
。
「
使
用
価
値
に
憑
依
し
た
価
値
（
価

値
憑
依
態W

ertgegenständlichkeit

）
」
で
あ
る
。

四　

資
本
の
生
産
過
程
に
お
け
る
「
再
帰
」 

 
 

―
―
生
き
た
労
働
の
二
重
作
用

　

マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
部
第
一
章
第
二
節
の
冒
頭
で
、
「
使
用

価
値
と
価
値
」
の
根
拠
と
し
て
の
「
労
働
の
二
重
性
（
具
体
的
有
用
労
働

と
抽
象
的
人
間
労
働
）
」
を
彼
自
身
が
初
め
て
批
判
的
に
指
摘
し
た
「
経
済

学
の
理
解
に
と
っ
て
決
定
的
な
点
」
と
し
て
、
使
用
価
値
と
価
値
の
重
層
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的
媒
介
構
造
＝
過
程
を
解
明
す
る

）
6
（

。
し
か
も
そ
の
二
重
性
の
分
析
を
同
「
第

六
章 
不
変
資
本
と
可
変
資
本
」
に
継
承
す
る
。
こ
れ
は
ポ
ス
ト
ン
が
主

題
と
す
る
賃
労
働
者
の
「
労
働
に
対
す
る
支
配
」
の
核
心
で
あ
る
。
こ
の

核
心
を
ポ
ス
ト
ン
は
論
じ
な
い
。
資
本
の
生
産
過
程
に
お
け
る
生
き
た
労

働
は
、
「
具
体
的
労
働
」
と
し
て
は
生
産
手
段
の
使
用
価
値
を
生
産
的
に

消
費
し
新
し
い
使
用
価
値
（
新
生
産
物
）
を
生
産
す
る
こ
と
を
媒
介
に
、

生
産
手
段
の
価
値
を
新
生
産
物
に
移
転
・
保
存
す
る
（
具
体
的
労
働
の
旧

使
用
価
値
の
消
費
・
否
定
作
用
＝
旧
価
値
の
保
存
・
肯
定
作
用
）
の
で
、
生
産

手
段
に
投
下
し
た
価
値
は
「
不
変
資
本
（
Ｃ
）
」
と
規
定
さ
れ
る
。
生
き

た
労
働
は
他
面
の
「
抽
象
的
労
働
」
と
し
て
は
、
労
働
力
に
投
下
し
た
価

値
を
再
生
産
し
、
そ
れ
を
超
え
る
剰
余
価
値
（
Ｍ
）
を
生
産
す
る
の
で
、

労
働
力
に
投
下
し
た
価
値
は
「
可
変
資
本
（
Ｖ
）
」
と
規
定
さ
れ
る
。
生

き
た
労
働
が
生
産
手
段
の
価
値
（
Ｃ
）
の
移
転
・
保
存
を
媒
介
し
、
同
時

に
価
値
生
産
物
（
Ｖ
＋
Ｍ
）
を
生
産
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
は
価
値

構
成
が
（
Ｃ
＋
Ｖ
＋
Ｍ
）
で
あ
る
「
新
し
い
使
用
価
値
の
形
態
で
再
帰
す

る
」
。

五　

諸
資
本
の
社
会
的
再
帰
過
程
を
媒
介
す
る
「
特
別
剰
余
価
値
」

　

ポ
ス
ト
ン
は
「
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
効
果
」
と
い
う
興
味
深
い
比
喩
を
用
い

る
（
第
八
章
）
。
し
か
し
そ
の
理
論
内
容
は
特
別
剰
余
価
値
で
あ
る
。
彼

は
そ
れ
を
剰
余
価
値
論
論
よ
り
前
の
単
純
商
品
論
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ

る
。

「
生
産
力
の
向
上
は
、
単
位
時
間
ご
と
に
生
産
さ
れ
る
価
値
量
を

増
大
さ
せ
る

0

0

0

0

0

が
、
そ
れ
は
こ
の
生
産
力
が
一
般
化
さ
れ
る
ま
で
の

こ
と
で
あ
る
。
一
般
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
時
点
で
は
、
同
じ
時
間

で
生
み
出
さ
れ
る
価
値
量
は
、
そ
の
抽
象
的
か
つ
一
般
的
な
時
間

規
定
の
た
め
に
、
以
前
の
レ
ベ
ル
へ
と
反
落
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

 

（
訳
四
六
二
頁
、
原
著
二
八
九
頁
。
傍
点
強
調
は
引
用
者
）
。

　

こ
こ
で
「
単
位
時
間
当
り
の
価
値
量
」
と
は
「
社
会
的
平
均
的
価
値
量
」

で
あ
る
。
特
別
剰
余
価
値
と
は
、
ポ
ス
ト
ン
が
誤
解
す
る
よ
う
に
単
位
時

間
当
た
り
の
価
値
量
が
「
増
加
」
す
る
か
ら
取
得
で
き
る
の
で
は
な
い
。

逆
で
あ
る
。
特
別
剰
余
価
値
は
、
先
駆
的
技
術
を
導
入
し
て
、
支
配
的
な

社
会
的
平
均
的
価
値
量
（
Ｃ
＋
Ｖ
＋
Ｍ
）
よ
り
も
「
減
少
」
し
た
個
別
的

価
値
量
（
Ｃ
＋
Ｖ
／
ａ
＋
Ｍ
：
ａ
は
労
働
生
産
性
上
昇
率
）
で
同
じ
使
用

価
値
量
を
生
産
で
き
る
個
別
資
本
が
取
得
す
る
一
時
的
例
外
的
剰
余
価
値

〔
Ｖ
（
１

－

１
／
ａ
）
〕
で
あ
る
。
「
特
別
剰
余
価
値
＝
社
会
的
価
値

－

個
別

的
価
値
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
一
貫
し
て
価
値
は
使
用
価
値
に
媒
介
さ
れ

て
い
る
。
先
駆
的
個
別
資
本
の
剰
余
価
値
が
特
別
剰
余
価
値
分
〔
Ｖ
（
１

－

１
／
ａ
）
〕
だ
け
増
加
す
る
事
態
を
、
ポ
ス
ト
ン
は
社
会
的
価
値
量
が
「
増

加
」
す
る
と
誤
解
す
る
。
し
か
し
そ
の
先
駆
的
技
術
が
他
の
同
業
者
に
も

普
及
す
れ
ば
特
別
剰
余
価
値
は
消
滅
し
、
生
産
物
の
新
し
い
社
会
的
価
値

は
そ
れ
ま
で
特
別
剰
余
価
値
の
源
泉
で
あ
っ
た
個
別
的
価
値
の
水
準
に
ま

で
「
低
下
」
す
る
。
競
争
す
る
諸
資
本
は
「
新
し
い
社
会
的
平
均
的
価
値

を
内
包
す
る
同
じ
使
用
価
値
に
再
帰
す
る
」
。
ポ
ス
ト
ン
が
考
え
る
よ
う

に
一
定
の
生
産
物
の
社
会
的
価
値
は
「
増
加
し
、
い
ず
れ
減
少
す
る
」
の
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で
は
な
く
て
、
「
一
般
的
傾
向
的
に
減
少
す
る
」
。
資
本
主
義
の
不
断
の
技

術
革
新
が
も
た
ら
す
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
低
下
傾
向
は
、
特
別
剰
余
価
値

論
を
捨
象
す
れ
ば
、
単
純
商
品
の
社
会
的
価
値
に
も
一
般
的
に
は
妥
当
す

る
。

六　

「
マ
ル
ク
ス
再
帰
理
論
」
解
明
の
課
題

　

こ
の
よ
う
に
『
資
本
論
』
は
近
代
資
本
主
義
が
価
値
（
抽
象
的
労
働
）

は
使
用
価
値
（
具
体
的
労
働
）
に
重
層
的
に
媒
介
さ
れ
る
生
産
様
式
で
あ

る
こ
と
を
解
明
し
て
い
る
。
ポ
ス
ト
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
の
そ
の
解
明
を
直

観
し
て
は
い
る
。
し
か
し
そ
の
解
明
を
理
論
的
に
正
確
に
あ
と
づ
け
て
い

な
い
。
マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
再
帰
」
と
は
、
対
称
点
（
鏡
）
を
挟
む
二
者

が
相
互
に
関
係
し
あ
い
、
前
進
す
る
（progress
）
こ
と
で
自
己
に
遡
及

す
る
（retrogress

）
円
環
を
意
味
す
る
。
現
代
数
学
の
群
論
の
モ
デ
ル

で
は
、
こ
の
前
進
＝
遡
及
は
、
三
つ
の
頂
点
を
も
つ
正
三
角
形
を
百
二
十

度
ず
つ
「
逆
時
計
回
り
」
に
回
転
さ
せ
三
回
目
に
最
初
の
形
態
に
再
帰
す

る
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
三
つ
の
頂
点
に
「
生
産
・
商
品
・
貨
幣
」
を
こ

の
順
に
定
め
同
様
に
回
転
さ
せ
る
操
作
が
『
資
本
論
』
の
論
理
空
間
を
構

成
す
る
。
そ
の
論
理
空
間
は
、
こ
れ
ま
で
誤
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
積
木

重
ね
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
捩
れ
て
回
転
し
つ
つ
重
層
構
造
を

成
す
運
動
で
あ
る
。
使
用
価
値
と
価
値
の
媒
介
は
そ
の
論
理
空
間
を
貫
徹

す
る
。
そ
の
貫
徹
こ
そ
が
、
近
代
資
本
主
義
で
は
、
自
由
な
取
引
で
等
価

交
換
（
平
等
）
を
基
礎
に
し
て
も
、
不
等
価
交
換
（
不
平
等
）
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
。
そ
の
意
味
で
フ
ラ
ン
ス
二
月
革
命
（
一
八
四

八
年
）
を
経
て
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
国
憲
法
に
制
定
さ
れ
た
「
（
資
本
）
所

有
と
（
賃
）
労
働
」
を
基
礎
と
す
る
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
さ
え
も
、

マ
ル
ク
ス
の
「
批
判
」
の
対
象
に
な
っ
た
。
「
等
価
交
換
と
不
等
価
交
換

を
両
立
さ
せ
る
論
理
空
間
」
を
「
再
帰
理
論
」
で
解
明
す
る
作
業
は
、『
哲

学
の
貧
困
』
か
ら
始
ま
り
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
を
経
て
一
八
六
〇
年
代

以
後
に
本
格
化
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
〇
年
代
か
ら
死
去
す
る
ま
で

数
学
研
究
に
、
特
に
微
分
可
能
性
＝
数
の
「
連
続
性
」
の
論
証
に
集
中
し
、

膨
大
な
草
稿
を
残
し
た
。
そ
の
探
求
が
経
済
学
批
判
に
と
っ
て
い
か
な
る

意
味
を
も
つ
の
か
。
そ
の
解
明
こ
そ
が
『
資
本
論
』
の
編
成
原
理
を
鮮
明

に
開
示
す
る
だ
ろ
う

）
7
（

。

 

（
う
ち
だ
・
ひ
ろ
し
／
『
資
本
論
』
形
成
史
）

注
（
1
） 

本
訳
書
の
原
書
は
、M

oishe P
ostone, T

im
e, L

abor, and Social 

D
om

in
ation

: A
 rein

terpretation
 of M

arx’s critical theory, 
C

am
bridge U

niversity Press, 1993 

で
あ
る
。

（
2
） 

本
訳
書
の
一
四
、
一
九
五
、
二
三
〇
、
二
三
四
、
二
六
五
、
四
八
五
―
六
、

六
一
四
、
六
四
五
頁
を
参
照
。

（
3
） 

ポ
ス
ト
ン
の
い
う
「
再
帰
」
の
原
語
はreflexion 

（reflection

）
で
あ
る
。

『
資
本
論
』
価
値
形
態
論
の
用
語
で
はR

ückbeziehung

で
あ
る
。
「
逆

関
連
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
射
影
幾
何
学
の
訳
語
で
は
「
鏡
映
」
で
あ
る
。

価
値
形
態
論
で
は
相
対
的
価
値
形
態
を
映
す
等
価
形
態
を
「
鏡
」
と
特
徴

づ
け
ら
れ
る
。
本
書
評
の
「
六
」
を
参
照
。

（
4
） 『
三
木
清
全
集
』
岩
波
書
店
第
三
巻
二
五
―
六
頁
。
評
者
は
そ
の
著
書
『
三

木
清
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
一
頁
で
、
マ
ル
ク
ス
の
「
批

判
」
の
含
意
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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（
5
） 

内
田
弘
「
『
資
本
論
』
の
自
然
哲
学
的
基
礎
」
『
専
修
経
済
学
論
集
』
専
修

大
学
経
済
学
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
を
参
照
。

（
6
） 

長
洲
一
二
「
価
値
の
独
立
化
に
つ
い
て
―
―
恐
慌
理
論
の
た
め
の
覚
書
」

『
エ
コ
ノ
ミ
ア
』
創
刊
号
、
横
浜
国
立
大
学
経
済
学
会
、
一
九
五
〇
年
を

参
照
。
こ
の
論
文
は
『
資
本
論
』
に
お
け
る
「
使
用
価
値
と
価
値
と
の
体

系
的
媒
介
過
程
」
を
日
本
で
最
初
に
論
述
し
た
先
駆
的
論
文
で
あ
る
。
価

値
形
態
の
第
一
形
態
＝
個
別
性
、
第
二
形
態
＝
特
殊
性
、
第
三
形
態
＝
普

遍
性
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
学
と
の
対
応
関
係
や
、
価
値
の
使
用
価
値
へ

の
現
象
と
し
て
の
「
物
象
化
」
も
指
摘
し
て
い
る
。
長
洲
が
弱
冠
三
十
歳

の
と
き
の
力
作
で
あ
る
。

（
7
） 

内
田
弘
「
『
資
本
論
』
の
〈
不
変
の
対
称
的
構
造
〉
」
（
『
情
況
』
二
〇
一
三

年
五
・
六
月
合
併
号
所
収
）
は
、
そ
の
解
明
を
『
資
本
論
』
第
一
部
で
試

み
た
も
の
で
あ
る
。

　

書
評
特
集　

マ
ル
ク
ス
研
究　

『
サ
ル
ト
ル
と
マ
ル
ク
ス　

Ⅰ
・
Ⅱ
』

（
北
見
秀
司
著
、
春
風
社
、
二
〇
一
〇
―
一
一
年
）

藤
本
一
勇

　

サ
ル
ト
ル
は
「
古
い
」
―
―
戦
後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま
で
「
実
存
主

義
」
の
名
で
大
き
な
影
響
を
与
え
た
サ
ル
ト
ル
の
思
想
が
、
そ
ん
な
ふ
う

に
言
わ
れ
て
思
想
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら

だ
ろ
う
か
。
経
済
先
進
国
が
い
わ
ゆ
る
消
費
社
会
・
情
報
化
社
会
に
入
っ

た
と
き
か
ら
サ
ル
ト
ル
の
名
が
消
え
去
っ
た
の
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
思

想
界
の
世
代
交
代
に
あ
り
が
ち
な
先
行
世
代
の
大
物
に
対
す
る
過
剰
な
批

判
と
い
う
側
面
は
と
も
か
く
と
し
て
、
サ
ル
ト
ル
を
批
判
す
る
際
に
用
い

ら
れ
た
諸
々
な
レ
ッ
テ
ル
、
す
な
わ
ち
、
古
臭
い
「
人
間
主
義
者
」
「
最

後
の
近
代
主
義
者
」
「
主
体
性
論
者
」
「
共
産
党
知
識
人
」
と
い
っ
た
レ
ッ

テ
ル
は
、
あ
る
意
味
で
一
九
八
〇
年
代
の
政
治
・
経
済
・
社
会
構
造
の
反

映
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
消
費
社
会
化
と
情
報
社
会
化
が
進

展
し
、
新
自
由
主
義
的
経
済
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
本
格
化
し
て
い

く
な
か
で
、
サ
ル
ト
ル
に
貼
ら
れ
た
レ
ッ
テ
ル
は
、
同
時
代
の
資
本
主
義

体
制
が
ま
さ
に
敵
対
し
、
厄
介
払
い
し
よ
う
と
し
て
い
た
概
念
や
価
値
で

あ
っ
た
。
ま
た
そ
う
し
た
資
本
主
義
体
制
の
方
向
転
換
（
福
祉
国
家
型
資

本
主
義
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
主
義
型
資
本
主
義
へ
）
を
批
判
す
る
側
も
、「
人
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間
」
「
主
体
」
「
意
識
」
「
理
性
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
理
論
武
装

で
は
闘
え
な
い
と
、
敵
に
合
わ
せ
て
安
易
に
方
向
転
換
し
す
ぎ
た
き
ら
い

は
な
か
っ
た
か
。
体
制
／
反
体
制
両
陣
営
か
ら
の
「
サ
ル
ト
ル
殺
し
」
は

い
み
じ
く
も
時
代
構
造
を
よ
く
映
し
出
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

北
見
氏
の
サ
ル
ト
ル
研
究
は
、
こ
の
空
隙
を
突
く
。
大
き
な
軸
は
二
つ

あ
る
。
第
一
の
軸
は
サ
ル
ト
ル
以
後
の
構
造
主
義
・
ポ
ス
ト
構
造
主
義
と

の
関
連
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
関

連
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
軸
に
お
い
て
、
北
見
氏
は
、
構
造
主
義
・
ポ
ス

ト
構
造
主
義
の
サ
ル
ト
ル
批
判
が
あ
ま
り
に
杜
撰
で
あ
る
こ
と
を
『
自
我

の
超
越
』
や
『
存
在
と
無
』
と
い
っ
た
初
期
サ
ル
ト
ル
の
現
象
学
的
存
在

論
を
丹
念
に
読
解
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
語
ら
れ
た
「
主
体
」
や
「
意
識
」
、「
人

間
」
や
「
理
性
」
、
「
自
由
」
や
「
実
存
」
と
い
っ
た
概
念
が
、
表
面
上
は

近
代
的
な
語
彙
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
ま
っ
た
く
近
代
主
義
的
で

は
な
く
、
む
し
ろ
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
思
想
を
先
取
り
し
て
さ
え
い
る
と

い
う
こ
と
を
抉
り
出
し
て
い
く
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
サ
ル

ト
ル
は
一
枚
岩
的
な
透
明
な
主
体
や
意
識
の
思
想
家
で
は
な
く
、
絶
え
ざ

る
分
裂
と
総
合
を
繰
り
返
し
、
状
況
の
な
か
に
投
錨
さ
れ
て
い
な
が
ら
も

存
在
論
上
・
意
識
構
造
上
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
由
に
も
が
き
苦
し

み
、
し
か
し
自
己
と
世
界
の
潜
在
的
可
能
性
を
肯
定
し
、
そ
れ
に
賭
け
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。

　

サ
ル
ト
ル
の
根
源
的
な
方
向
性
は
初
期
か
ら
後
期
ま
で
一
貫
し
て
変
わ

ら
な
い
。
目
標
は
、
複
数
的
自
己
の
自
律
と
世
界
の
相
互
創
造
に
よ
っ
て
、

制
度
や
慣
習
や
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
「
生
き
延
び
」
へ
と
飼
い
馴
ら
さ
れ
、

取
り
込
ま
れ
、
圧
殺
さ
れ
て
い
る
「
生
」
の
力
を
取
り
戻
す
こ
と
、
万
人

が
自
分
で
自
分
の
生
と
世
界
と
を
選
択
し
創
造
し
て
い
く
自
由
と
権
利
、

さ
ら
に
は
権
力
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
サ
ル
ト
ル
の

倫
理
で
あ
り
政
治
で
あ
る
。
知
や
真
理
や
理
性
は
そ
の
た
め
に
あ
る
。
北

見
氏
の
論
考
は
『
存
在
と
無
』
か
ら
『
道
徳
論
手
帳
』
、
そ
し
て
『
弁
証

法
的
理
性
批
判
』
へ
と
、
サ
ル
ト
ル
の
こ
の
大
き
な
逃
走
線
＝
闘
争
線
を

綿
密
に
辿
っ
て
い
く
こ
と
で
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
が
見
落
と
し
た
、
あ
る
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い
は
見
よ
う
と
し
な
か
っ
た
サ
ル
ト
ル
思
想
の
潜
勢
力
を
発
掘
し
て
い
く
。

　

ま
た
第
二
の
、
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
関
連
で
言
え
ば
、

サ
ル
ト
ル
は
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
分
析
に
お
け
る
人
間
の
様
々
な
疎
外

状
況
（
人
間
が
み
ず
か
ら
の
生
産
物
の
生
産
物
に
な
り
、
社
会
関
係
の
物
象
化

に
苦
し
む
状
況
）
を
単
に
経
済
関
係
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
領
域
、

社
会
領
域
、
文
化
領
域
に
ま
で
広
げ
、
疎
外
論
の
拡
張
と
新
た
な
可
能
性

を
開
拓
し
た
。
ま
た
『
弁
証
法
的
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
溶
融
集
団
」

の
形
成
か
ら
「
制
度
集
団
」
へ
至
る
硬
直
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
記
述
は
、
現

実
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
見
ら
れ
る
制
度
的
硬
直
化
を
回
避
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
の
分
析

は
、
今
日
に
お
い
て
も
、
万
人
の
複
数
の
自
律
が
成
立
し
う
る
開
放
的
空

間
（
実
質
的
民
主
主
義
）
を
構
築
し
て
い
く
際
の
理
論
的
基
盤
と
し
て
利

用
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
い
う
階
級
性
か
ら
脱
却
し
、

人
種
・
民
族
・
国
籍
・
宗
教
・
性
別
・
階
級
・
地
域
を
問
わ
な
い
普
遍
的

な
革
命
主
体
が
成
立
す
る
諸
条
件
と
諸
手
段
を
、
北
見
氏
は
サ
ル
ト
ル
の

「
溶
融
集
団
」
の
記
述
の
な
か
に
探
る
。

　

以
上
の
二
つ
の
軸
の
研
究
に
お
い
て
北
見
氏
が
特
に
重
視
し
て
い
る
の

が
「
疎
外
論
」
の
復
権
で
あ
る
。
北
見
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
以
後
の
構
造
主
義
・
ポ
ス
ト
構
造
主
義
は
「
疎
外
論
」
を
棄
て
た
、

こ
れ
が
現
代
思
想
の
大
き
な
「
躓
き
の
石
」
だ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
読
解
に

お
い
て
、
疎
外
論
に
立
脚
し
た
青
年
マ
ル
ク
ス
か
ら
『
資
本
論
』
の
マ
ル

ク
ス
へ
の
「
認
識
論
的
切
断
」
と
い
う
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
議
論
は
有
名

だ
が
、
そ
の
と
き
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
、
疎
外
論
は
人
間
の
純
粋
本
質
と

そ
の
変
質
を
前
提
と
す
る
と
い
う
点
で
、
抽
象
的
人
間
主
義
、
本
質
主
義

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
純
粋
状
態
と
そ
こ
か
ら
の
堕
落
・
追
放
、
そ
し
て
解

放
と
い
う
、
贖
罪
の
宗
教
的
論
理
を
隠
し
持
っ
て
い
る
と
批
判
し
、
こ
れ

を
棄
て
る
。
フ
ー
コ
ー
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
デ
リ
ダ
と
い
っ
た
そ
の
後
の
思

想
家
た
ち
も
、
こ
の
疎
外
論
批
判
の
図
式
を
踏
襲
し
、
疎
外
論
を
単
な
る

人
間
本
質
主
義
へ
と
矮
小
化
し
て
放
棄
し
た
と
い
う
。

　

だ
が
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
の
理
論
に
決
定
的
な
瑕
疵
が
生
じ
る
。

疎
外
論
を
放
棄
す
る
こ
と
は
他
者
の
力
の
様
々
な
位
相
や
効
果
の
差
異
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
見
え
な
く
す
る
。
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
思
想
家
た
ち

が
国
民
国
家
や
産
業
資
本
主
義
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
党
そ
の
他
も
ろ
も

ろ
の
自
己
中
心
主
義
的
シ
ス
テ
ム
を
批
判
し
て
、
そ
こ
に
「
他
」
と
「
多
」

の
潜
在
的
可
能
性
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
た
と
え
ば
シ
ス
テ
ム
的

な
大
文
字
の
「
他
者
」
と
、
対
面
関
係
に
あ
る
個
人
的
な
「
他
者
」
と
の

関
係
が
区
別
し
に
く
く
な
る
。
ま
た
フ
ー
コ
ー
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
デ
リ
ダ
、

ネ
グ
リ
ら
に
は
、
体
制
シ
ス
テ
ム
側
が
有
す
る
支
配
装
置
を
「
ず
ら
し
」

た
り
「
脱
臼
」
さ
せ
て
反
抗
・
革
命
の
刃
に
作
り
変
え
、
支
配
の
武
器
を

支
配
者
自
身
に
突
き
返
し
て
い
く
「
横
領
」
の
戦
略
が
等
し
く
見
て
取
れ

る
が
、
そ
の
場
合
、
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
が
権
力
側
（
大
文
字
の
他
者
）

の
支
配
ツ
ー
ル
で
、
ど
こ
か
ら
が
反
抗
・
革
命
の
ツ
ー
ル
に
な
る
の
か
、

そ
の
転
換
点
お
よ
び
転
換
の
動
因
が
明
ら
か
で
な
い
。
フ
ー
コ
ー
で
言
え

ば
、
「
権
力
」
と
「
抵
抗
」
の
境
界
線
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
権
力
が
抵

抗
に
転
化
す
る
権
力
の
臨
界
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
の
転
換
に
必
要

な
力
（
こ
れ
は
サ
ル
ト
ル
に
お
い
て
は
主
体
の
力
、
倫
理
の
力
と
さ
れ
る
）
が

不
明
確
で
あ
る
。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
／
ガ
タ
リ
で
言
え
ば
、
ツ
リ
ー
が
リ
ゾ
ー

ム
に
、
リ
ゾ
ー
ム
が
ツ
リ
ー
に
反
転
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
わ
け
で
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あ
る
が
、
そ
の
転
換
点
が
ど
こ
に
、
何
に
存
す
る
か
の
議
論
が
欠
け
て
い

る
（
あ
る
い
は
不
十
分
で
あ
る
）
。
ネ
グ
リ
の
「
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
」
論
も

同
様
で
あ
る
。
あ
た
か
も
、
機
械
や
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
浸
透
し
て

い
け
ば
、
転
換
が
自
然
発
生
的
に
、
自
動
的
に
生
じ
る
か
の
よ
う
に
も
聞

こ
え
、
新
手
の
自
生
的
秩
序
論
に
も
近
く
な
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
主
体

化
論
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

物
質
環
境
や
情
報
環
境
の
変
化
が
社
会
や
政
治
・
経
済
や
文
化
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
、
唯
物
論
者
で
あ
る
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ

と
だ
が
、
ど
れ
ほ
ど
環
境
が
新
し
い
変
化
へ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
蓄
積
し

高
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
だ
け
で
即
座
に
転
換
に
つ
な
が
る
わ
け

で
は
な
い
。
社
会
に
蓄
積
し
た
矛
盾
の
緊
張
が
社
会
を
変
え
る
力
と
し
て

発
動
す
る
に
は
ト
リ
ガ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
ト
リ
ガ
ー
が
人
間
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
離
れ
た
完
全
に
偶
然
的
な
出
来
事
で
あ
る
場
合
も
あ
る
だ

ろ
う
。
だ
が
あ
ら
ゆ
る
転
換
が
社
会
や
人
々
に
と
っ
て
改
善
で
あ
る
保
証

は
な
い
。
ト
リ
ガ
ー
は
で
き
る
だ
け
こ
の
転
換
が
改
悪
で
な
い
よ
う
な
、

単
な
る
破
局
で
な
い
よ
う
な
、
多
く
の
人
間
の
生
命
や
自
由
や
自
律
を
奪

わ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
ほ
う
が
当
然
望
ま
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の

ト
リ
ガ
ー
は
人
間
の
責
任
あ
る
主
体
性
で
あ
る
べ
き
だ
と
、
そ
う
し
た
責

任
主
体
に
よ
る
介
入
で
あ
る
べ
き
だ
と
サ
ル
ト
ル
は
考
え
る
。
こ
の
困
難

な
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
の
が
『
弁
証
法
的
理
性
批
判
』
だ
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
サ
ル
ト
ル
は
ポ
ス
ト
構
造
主
義
が
厄
介
払
い
し

て
取
り
残
し
た
「
主
体
化
論
」
、
と
く
に
形
式
的
で
な
い
実
質
的
民
主
主

義
を
形
成
す
る
主
体
形
成
論
に
一
定
の
形
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
、「
ポ

ス
ト
・
ポ
ス
ト
構
造
主
義
」
の
思
想
家
な
の
で
あ
る
。

　

フ
ー
コ
ー
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
デ
リ
ダ
、
ネ
グ
リ
ら
に
お
け
る
主
体
化
論

の
欠
如
あ
る
い
は
不
十
分
さ
と
い
う
議
論
は
、
今
日
、
ア
ラ
ン
・
バ
デ
ィ

ウ
や
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
シ
エ
ー
ル
ら
に
よ
っ
て
も
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
サ
ル
ト
ル
と
の
関
連
で
説
得
的
に
浮
き
彫
り
に
す
る
北
見
氏
の
作

業
は
た
い
へ
ん
興
味
深
く
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
北
見
氏

の
記
述
に
少
々
「
サ
ル
ト
ル
贔
屓
」
を
感
じ
る
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

と
く
に
デ
リ
ダ
の
脱
構
築
に
対
す
る
北
見
氏
の
批
判
は
、
デ
リ
ダ
が
前
提

に
し
て
い
る
「
現
前
／
非
現
前
」
概
念
を
あ
ま
り
に
真
に
受
け
す
ぎ
て
い

て
逆
に
デ
リ
ダ
と
同
じ
罠
に
は
ま
っ
て
い
る
印
象
が
拭
え
な
い
。
デ
リ
ダ

を
批
判
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
設
定
し
て
い
る
、
そ
れ
こ
そ
パ
ル
メ
ニ
デ
ス

か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
ま
で
続
く
（
さ
ら
に
サ
ル
ト
ル
や
デ
リ
ダ
も
受
け
入
れ
て

い
る
）「
現
前
／
非
現
前
」
の
二
項
対
立
的
思
考
（
そ
こ
か
ら
生
じ
る
現
前

／
非
現
前
の
折
衷
主
義
的
思
考
）
そ
の
も
の
を
、
ま
ず
は
考
え
直
す
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
北
見
氏
の
著
書
に
お
い
て
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
（
と
り
わ

け
人
間
疎
外
・
環
境
疎
外
を
最
大
化
・
全
球
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
シ
ス

テ
ム
を
切
り
替
え
る
た
め
の
、
現
在
・
未
来
に
お
け
る
実
質
的
民
主
主
義
の
形
成

に
と
っ
て
）
も
っ
と
も
重
要
な
哲
学
的
核
心
は
、メ
ル
ロ
＝

ポ
ン
テ
ィ
の
「
見

え
る
も
の
一
般
」
の
議
論
を
、
サ
ル
ト
ル
の
「
状
況
の
中
の
主
体
」
、
状

況
と
い
う
共
通
の
場
に
投
錨
さ
れ
た
「
わ
れ
わ
れ
」
の
主
体
化
の
土
台
に

す
え
る
と
い
う
新
唯
物
論
的
＝
身
体
論
的
構
想
に
あ
る
。
こ
れ
を
北
見
氏

は
「
身
体
論
的
＝
唯
物
論
的
転
回
」
と
呼
び
、
カ
ン
ト
、
マ
ル
ク
ス
、
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
と
い
っ
た
啓
蒙
の
系
譜
の
思
想
家
た
ち
を
こ
の
転
回
の
な
か
に

呼
び
込
み
、
読
み
替
え
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
は
こ
の
転
回
を
ベ
ー
ス
に
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し
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
「
新
し
い
社
会
運
動
」
と

の
連
帯
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
地
球
上
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
と
り
あ
え
ず
「
人
類
」
の
枠
組
み
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
）

の
「
連
帯
」
の
地
盤
に
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
視
点

で
あ
り
、
私
も
ま
っ
た
く
共
感
す
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
身
体
論

的
＝
唯
物
論
的
共
通
基
盤
自
体
に
つ
い
て
の
記
述
の
不
十
分
さ
、
さ
ら
に

は
こ
の
共
通
基
盤
か
ら
形
成
さ
れ
る
社
会
的
身
体
・
文
化
的
身
体
、
そ
の

他
諸
々
の
身
体
や
思
想
と
の
関
係
性
お
よ
び
階
層
性
（
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
）

に
つ
い
て
の
記
述
の
欠
如
が
惜
し
ま
れ
る
。
一
番
問
題
と
思
わ
れ
る
点
だ

け
を
指
摘
す
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
物
理
的
（
た
と
え
ば
人
間
身
体
の
）
共
通
性

や
社
会
状
況
に
お
け
る
物
質
性
（
物
質
問
題
）
の
拘
束
は
、
わ
れ
わ
れ
の

状
況
認
識
の
基
盤
、
さ
ら
に
は
状
況
の
真
理
の
認
識
の
基
盤
と
な
り
、
そ

の
認
識
に
も
と
づ
い
て
物
質
存
在
と
し
て
の
「
わ
れ
わ
れ
」
各
個
の
自
律

性
の
最
大
化
を
価
値
と
す
る
倫
理
の
形
成
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
実
質
的

民
主
制
の
政
治
へ
と
向
か
う
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
身
体
的

＝
唯
物
的
共
通
性
が
そ
の
ま
ま
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
社
会
的
共
通
認
識

を
生
み
出
す
わ
け
で
は
な
い
し
、
こ
れ
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
北
見
氏
自

身
が
批
判
す
る
「
自
然
発
生
」
論
と
同
じ
轍
を
踏
む
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
こ
こ
の
記
述
が
甘
い
た
め
、
あ
た
か
も
身
体
的
＝
唯
物
的
共
通
基
盤
か

ら
、
こ
の
基
盤
を
尊
重
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
万
人
の
自
律
の
倫
理
と
政

治
が
当
然
（
理
性
的
に
考
え
れ
ば
）
発
生
し
て
く
る
か
の
よ
う
に
読
め
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
同
じ
身
体
的
＝
唯
物
的
状
況
の
真
理
を
同
じ
よ
う
に
認

識
し
な
が
ら
も
、
あ
え
て
そ
れ
に
背
を
向
け
る
者
も
い
る
だ
ろ
う
し
、
そ

う
し
た
「
あ
え
て
」
こ
そ
が
単
な
る
物
質
的
存
在
に
還
元
で
き
な
い
人
間

の
自
由
・
尊
厳
だ
と
い
う
主
張
も
可
能
だ
ろ
う
（
そ
う
し
た
議
論
は
歴
史
上

山
と
あ
る
）
。
「
見
え
る
も
の
一
般
」
「
生
き
ら
れ
た
も
の
」
「
前
言
語
的
な

も
の
」
の
観
点
か
ら
の
み
で
は
「
天
動
説
」
も
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
。
身
体
論
的
＝
唯
物
論
的
基
盤
が
重
要
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
か
ら

派
生
し
つ
つ
も
そ
こ
に
還
元
で
き
な
い
も
ろ
も
ろ
の
要
素
、
多
数
・
多
様
・

多
元
的
な
層
の
相
関
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
作
業
自
体
、
北
見
氏
が
唱
え
る
、
諸
学
の
独
自
性
を
尊
重
し
た

う
え
で
そ
の
相
互
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
総
合
学
と
し
て
の
「
自
律
学
」
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

な
に
は
と
も
あ
れ
、
『
サ
ル
ト
ル
と
マ
ル
ク
ス
』
は
一
見
狭
く
見
え
る

表
題
の
枠
組
み
を
超
え
た
広
が
り
と
深
度
を
も
つ
書
物
で
あ
る
。
サ
ル
ト

ル
を
様
々
な
思
想
や
問
題
の
「
交
差
路
」
と
し
て
用
い
て
、
見
直
す
べ
き
、

あ
る
い
は
見
え
に
く
か
っ
た
様
々
な
構
造
や
価
値
や
問
題
を
浮
き
彫
り
に

し
た
点
は
大
き
な
功
績
で
あ
る
。
私
と
し
て
は
、
こ
れ
を
サ
ル
ト
ル
お
よ

び
北
見
氏
か
ら
、
構
造
主
義
・
ポ
ス
ト
構
造
主
義
以
後
の
思
想
に
差
し
出

さ
れ
た
「
連
帯
」
の
呼
び
か
け
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。
思
想
業
界
の
内

紛
で
は
な
く
、
厳
し
い
相
互
批
判
に
も
と
づ
き
な
が
ら
共
に
社
会
や
世
界

の
開
け
た
場
に
訴
え
か
け
、
社
会
・
世
界
の
開
放
性
を
最
大
化
・
普
遍
化

す
る
作
業
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
願
う
。

 

（
ふ
じ
も
と
・
か
ず
い
さ
／
哲
学
）
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書
評　

『
市
民
社
会
と
は
何
か
―
―
基
本
概
念
の
系
譜

』

（
植
村
邦
彦
著
、
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
〇
年
）

髙
橋 

聡

　

『
市
民
社
会
と
は
何
か
』
―
―
こ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、
本
書

は
「
市
民
社
会
」
（civil society

）
と
い
う
短
い
言
葉
の
中
に
こ
め
ら
れ

た
諸
概
念
を
、
古
代
か
ら
今
日
に
至
る
著
作
の
系
譜
に
即
し
て
丹
念
に
解

き
ほ
ぐ
す
新
書
サ
イ
ズ
の
研
究
書
で
あ
る
。
全
体
は
、
前
半
部
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
市
民
社
会
論
が
、
後
半
部
で
わ
が
国
の
市
民
社
会
論
と
そ
の
問
題
意

識
が
描
か
れ
て
い
る
。
評
者
は
こ
の
方
面
の
思
想
史
に
疎
く
、
叙
述
の
妥

当
性
を
実
証
的
に
吟
味
す
る
力
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
全
体
の
概

観
の
後
に
、
後
半
部
に
限
定
し
て
本
書
か
ら
触
発
さ
れ
た
問
題
意
識
と
現

在
の
理
解
を
ぶ
つ
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

第
一
章
（
「
国
家
共
同
体
」
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
）

で
は
、civil 

society

本
来
の
意
味
で
あ
る
政
治
共
同
体
の
概
念
の
系
譜
が
描
か
れ
る
。

こ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
は
じ
ま
り
、
ア
ク
ィ
ナ

ス
ら
の

com
m

unicatio politica

を
経
て
、
フ
ッ
カ
ー
の
著
書
（
一
五
九
三
年
）

で
用
い
ら
れ
るcivil society

に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
登
場
す
る
。
第
二

章
（
「
市
民
社
会
」
と
「
文
明
社
会
」
）
で
は
、
ル
ソ
ー
→
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
→

ス
ミ
ス
の
系
譜
が
確
認
さ
れ
る
。
ル
ソ
ー
はcivilisé

と
い
う
語
を
、
未
開
・

野
蛮
と
の
対
比
で
文
明
化
さ
れ
た
社
会
（
法
治
国
家
、
産
業
と
技
術
を
持
つ

貨
幣
経
済
）
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
彼
の
「
文
明
」は
批
判
の
対
象
で
あ
っ

た
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
や
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
こ
れ
が
肯
定
的
に
生
か
さ
れ
て

ゆ
く
。
な
お
、
こ
の
二
人
に
政
治
共
同
体
と
し
て
のcivil society

と
い

う
語
法
は
存
在
し
な
い
。
ス
ミ
ス
で
こ
れ
に
相
当
す
る
語
は
、w

ell-
governed society

で
あ
る
。

　

第
三
章
（
「
市
民
社
会
」
概
念
の
転
換
）
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
市
民
社
会

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
と
お
り
、
利

己
的
個
人
が
社
会
的
分
業
と
商
品
交
換
を
介
し
て
自
ら
の
欲
求
を
満
た
す

社
会
を
も
っ
て
市
民
社
会
と
よ
ぶ
語
法
で
あ
る
。
伝
統
的
な
語
法
と
異
な

る
こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
解
に
は
、
ガ
ル
ヴ
ェ
の
独
語
訳
『
国
富
論
』
の
影

響
が
あ
る
と
本
書
は
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
は
、society

が
す
べ
て

bürgerlichen G
esellschaft

（
市
民
社
会
）
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
前
半
部
最
後
の
第
四
章
（
「
市
民
社
会
」
か
ら
「
資
本
主
義
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社
会
」
へ
）
で
は
、
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
よ
う
な
市
民
社
会
概
念
の
刷
新
を

知
ら
ず
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
用
語
法
を
十
八
世
紀
思
想
に
遡
及
的
に
読
み
込
む

誤
り
を
犯
し
た
と
さ
れ
る
。

　

第
五
章
（
「
市
民
社
会
」
と
い
う
日
本
語
の
成
立
）
で
は
高
島
善
哉
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
彼
は
市
民
社
会
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス
の
用
語
で
は

な
く
、
英
語civil society

の
訳
語
と
し
て
定
義
し
直
す
。
そ
れ
は
、
ス

ミ
ス
の
「
商
業
的
社
会
」
を
念
頭
に
置
い
た
俗
世
間
的
、
文
官
的
、
庶
民

的
な
人
間
関
係
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
独
特
の
理
解
か
ら
、
彼
の
市
民

社
会
の
定
義
（
「
政
治
的
に
は
自
由
と
平
等
と
博
愛
の
精
神
、
経
済
的
に
は
等
価

と
正
義
の
思
想
」
）
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
語
法
か
ら
乖
離
す
る
。
ま
た
こ
こ
か
ら
、

市
民
社
会
を
資
本
主
義
社
会
か
ら
切
り
離
す
と
い
う
理
解
も
生
じ
る
。
す

な
わ
ち
市
民
社
会
と
は
、
資
本
主
義
の
階
級
搾
取
面
を
捨
象
し
、
封
建
社

会
に
対
す
る
歴
史
的
進
歩
の
面
を
取
り
出
し
た
概
念
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
六
章
（
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
）
は
内
田
義
彦
と
平
田
清
明
論
で

あ
る
。
内
田
は
、
階
級
社
会
で
あ
る
と
同
時
に
自
由
な
市
民
の
社
会
で
も

あ
る
資
本
主
義
社
会
の
二
重
性
の
う
ち
、
後
者
の
到
達
点
を
ス
ミ
ス
に
見

出
す
。
内
田
自
身
は
、
高
島
の
等
価
の
言
い
か
え
で
あ
る
「
価
値
法
則
が

支
配
す
る
市
民
社
会
」
あ
る
い
は
「
競
争
を
通
じ
た
一
物
一
価
の
公
正
性

に
対
す
る
信
頼
」
と
「
能
力
主
義
」
へ
の
共
感
を
終
生
抱
き
、
資
本
主
義

社
会
と
区
別
さ
れ
た
市
民
社
会
を
自
ら
の
規
範
的
理
念
と
し
た
。
平
田
の

場
合
、
六
〇
年
代
の
時
代
状
況
が
概
念
形
成
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
現
実
の
「
社
会
主
義
」
と
「
豊
か
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
日
本
に
欠

け
る
市
民
社
会
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
ル
ク
ス
の
中
に
高
島
ス

ミ
ス
論
の
市
民
社
会
を
読
み
こ
む
よ
う
に
し
て
「
個
体
的
所
有
」
を
論
じ

た
。
こ
れ
は
、
資
本
主
義
の
搾
取
関
係
の
陰
に
隠
れ
て
い
る
が
、
社
会
主

義
に
お
い
て
再
現
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

第
七
章
は
〈
市
民
社
会
論
〉
の
終
焉
で
あ
る
。
市
民
社
会
論
が
西
欧
社

会
を
規
範
的
社
会
理
念
と
し
た
の
に
対
し
て
、
松
下
圭
一
は
自
発
的
人
間

＝
「
市
民
」
を
規
範
的
人
間
理
念
と
し
た
。
江
田
三
郎
は
、
地
方
分
権
、

地
域
レ
ベ
ル
の
直
接
民
主
主
義
を
唱
え
、
「
成
熟
し
た
市
民
社
会
、
都
市

型
社
会
に
お
け
る
社
会
主
義
的
改
造
の
事
業
は
、
自
立
的
市
民
に
よ
っ
て

担
わ
れ
」
る
と
し
て
、
「
市
民
社
会
主
義
」
を
提
唱
す
る
。
最
後
の
第
八

章
（
現
代
の
「
市
民
社
会
」
論
）
で
は
、
経
済
同
友
会
の
提
言
が
注
目
に
値

す
る
。
い
わ
く
、
日
本
の
近
代
化
過
程
で
は
「
市
民
社
会
が
十
分
に
育
っ

て
い
な
か
っ
た
」
の
で
、
日
本
は
「
民
主
主
義
」
で
は
な
く
「
官
主
主
義
」

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
構
造
改
革
が
必
要
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　

以
上
の
概
略
を
ふ
ま
え
て
コ
メ
ン
ト
に
入
る
。
評
者
は
近
年
、
市
民
社

会
論
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
会
を
催
し
、
本
書
の
合
評
会
で
は
著
者
へ
の

コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
決
し
て
過
去
を
懐
か
し
む
た
め
の
も
の
で

は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
「
わ
れ
わ
れ
が
ど
こ
か
ら
来
て
、
い
ま
何
者

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
」
（
Ｐ
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
）
を
考
え

る
上
で
、
市
民
社
会
論
の
検
討
が
不
可
欠
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
本
書
は
、
評
者
の
よ
う
な
九
〇
年
代
以
後
の
状
況
し
か
知
ら
ぬ
者

に
、
概
念
の
形
成
と
見
取
り
図
の
基
礎
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
格
好
の

手
引
き
で
あ
る
。
ま
た
、
批
判
的
立
場
か
ら
の
叙
述
を
評
者
は
共
感
を
も
っ

て
読
み
進
め
た
。

　

共
感
と
は
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
評
者
が
市
民
社
会

論
に
抱
く
疑
問
と
は
、
九
〇
年
代
の
「
新
自
由
主
義
」
（
価
値
中
立
的
な
適
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批
判
と
肯
定
の
両
面
か
ら
再
考
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
前
者
。
た

と
え
ば
、
分
析
的
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
者
Ｇ
・
Ａ
・
コ
ー
エ
ン
は
、
労
働

価
値
論
が
ノ
ジ
ッ
ク
の
自
己
所
有
権
論
に
近
い
論
理
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ
え

彼
へ
の
反
論
が
難
し
い
と
見
る
（
『
自
己
所
有
権
・
自
由
・
平
等
』
）
。
市
民

社
会
論
で
は
労
働
が
規
範
的
理
念
と
さ
れ
、
こ
れ
が
価
値
法
則
ベ
ー
ス
の

正
義
理
念
と
不
労
所
得
批
判
を
基
礎
づ
け
る
。
内
田
の
能
力
主
義
へ
の
信

頼
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
「
が
ん
ば
っ
た
者
が
報
わ
れ

る
社
会
」
と
い
う
「
新
自
由
主
義
」
の
規
範
理
念
と
共
鳴
す
る
。
ま
た
、

個
体
的
所
有
論
と
自
己
所
有
権
論
は
一
見
親
和
す
る
。
不
労
所
得
批
判
は

今
日
、
生
活
保
護
批
判
や
手
当
制
度
へ
の
バ
ラ
マ
キ
批
判
と
い
う
民
意
と

な
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
失
業
者
、
非
正

規
労
働
者
の
人
口
比
率
は
増
加
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
労
働
し
な
い
／

十
分
に
で
き
な
い
者
へ
の
分
配
は
、
い
か
な
る
規
範
理
念
に
よ
っ
て
基
礎

づ
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
い
か
な
る
社
会
を
構
想
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
課
題
を
前
に
し
て
、
市
民
社
会
論
（
と
批
判
者
）
は
ど
の
よ
う

に
応
答
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
最
後
に
、
市
民
社
会
論
の
セ
ン
ス
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
生
か
し
て

終
章
の
政
策
を
補
完
す
る
と
評
者
が
考
え
る
も
の
を
呈
示
し
て
み
た
い
。

具
体
的
に
は
、
最
近
問
題
視
さ
れ
て
い
る
解
雇
規
制
と
再
分
配
・
社
会
保

障
の
根
拠
を
、
高
島
と
内
田
の
「
等
価
」
「
価
値
法
則
」
（
た
だ
し
古
典
派

で
は
な
く
新
古
典
派
経
済
学
）
に
置
き
、
ス
ミ
ス
→
ミ
ル
→
マ
ー
シ
ャ
ル
の

思
想
の
系
譜
か
ら
考
え
る
。
な
お
、
「
等
価
と
は
経
済
的
給
付
と
反
対
給

付
の
同
等
を
意
味
す
る
」
（
高
島
）
。

　

ス
ミ
ス
は
、
法
定
の
上
限
を
超
え
る
賃
金
を
支
払
う
親
方
に
重
罰
を
課

当
な
表
現
が
な
い
の
で
「　

」
を
付
け
る
）
的
状
況
は
、
六
〇
―
七
〇
年
代

の
市
民
社
会
論
を
出
自
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
市

民
社
会
論
者
は
、
中
央
集
権
・
官
僚
指
令
型
社
会
主
義
の
代
案
と
し
て
市

民
主
体
・
分
権
・
民
主
的
社
会
主
義
に
希
望
を
託
し
た
。
だ
が
、
松
下
と

江
田
の
都
会
的
市
民
像
（
自
立
、
官
僚
批
判
、
地
方
分
権
）
は
、
今
日
都
市

部
で
支
持
さ
れ
る
「
新
自
由
主
義
」
言
説
（
自
己
責
任
、
反
官
僚
、
道
州
制
）

と
重
な
る
。
七
〇
年
代
に
平
田
は
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
に
傾
倒
し
た
。
今
日

の
「
小
さ
な
政
府
」
路
線
の
も
と
で
は
、
医
療
・
福
祉
領
域
に
お
い
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
＝
自
発
性
）
組
織
に
大
き
な
役
割
が
与
え
ら

れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
著
者
は
第
八
章
で
「
市
民
社
会
＝
市

民
団
体
の
両
義
性
」
と
い
う
指
摘
を
行
い
、
平
田
の
弟
子
筋
の
楽
観
的
な

「
新
し
い
市
民
社
会
論
」
を
批
判
的
に
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
評
者
は
共

感
す
る
。

　

次
に
疑
問
点
を
示
す
。
現
在
の
状
況
を
市
民
社
会
論
の
ね
じ
れ
と
見
る

か
、
そ
れ
と
も
正
当
な
継
承
ま
た
は
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
見
る
か
の
評
価
を

著
者
は
避
け
て
い
る
。こ
の
点
、
著
者
な
り
の
視
角
の
呈
示
と
総
括
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
終
章
に
お
い
て
唐
突
に
政

策
を
列
挙
す
る
。
企
業
の
営
利
活
動
へ
の
規
制
、
非
正
規
労
働
の
労
働
条

件
改
善
、
解
雇
規
制
、
生
活
保
護
対
象
者
の
捕
捉
率
引
き
上
げ
、
社
会
保

障
の
再
構
築
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
市
民
社
会
論
や
著
者
の
批
判
的

評
価
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
政
策
や
制
度
を
考
え
る
上

で
市
民
社
会
論
は
鍛
え
直
す
に
値
す
る
概
念
な
の
か
、
そ
れ
と
も
も
は
や

歴
史
的
役
割
を
終
え
た
概
念
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
、
評
者
は
価
値
法
則
ベ
ー
ス
の
市
民
社
会
論
の
規
範
理
念
を
、
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で
、
労
働
者
は
低
賃
金
で
労
働
を
売
り
続
け
る
（
『
経
済
学
原
理
』
第
五
編

第
二
章
）
。
た
と
え
ば
、
低
賃
金
ゆ
え
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
か
け

持
ち
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
だ

ろ
う
。
彼
の
説
明
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
敷
衍
す
る
と

次
の
よ
う
な
見
解
と
な
る
。

　

賃
金
が
下
が
る
と
労
働
供
給
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
場
合
の

供
給
曲
線
は
右
下
が
り
で
あ
る
。
右
上
が
り
を
仮
定
す
る
と
、
最
低
賃
金

法
や
労
働
組
合
は
賃
金
を
均
衡
水
準
以
上
に
固
定
す
る
も
の
と
な
り
、
失

業
の
原
因
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
解
雇
規
制
緩
和
が
失
業
の
解
決
策
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
右
下
が
り
を
仮
定
す
る
と
、
労
働
者
は
賃
下
げ
と
解
雇
に

よ
っ
て
以
前
よ
り
労
働
供
給
を
増
や
そ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
さ
ら
な
る
労

働
市
場
の
供
給
超
過
と
賃
下
げ
を
呼
び
、
結
果
的
に
「
等
価
」
に
反
す
る

長
時
間
労
働
、
低
賃
金
と
劣
悪
な
労
働
条
件
が
社
会
に
は
び
こ
る
。
こ
の

「
底
辺
へ
の
競
争
」
（race to the bottom

）
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
が
、

労
働
時
間
規
制
、
最
低
賃
金
制
度
、
手
当
や
扶
助
の
生
活
保
障
で
あ
る
（
図

参
照
。
ｗ
は
賃
金
、
ｌ
は
労
働
量
、
Ｓ
は
供
給
、
Ｄ
は
需
要
、
s
は
最
低
生
活
保

障
）
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
最
低
生
存
水
準
す
ら
満
た
さ
れ
ぬ
状
態
の
下
で

の
契
約
は
、
死
の
恐
怖
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
は
市

場
競
争
的
な
価
格
機
構
の
正
常
な
機
能
と
は
い
え
な
い
。
生
存
が
脅
か
さ

れ
る
状
況
で
は
、
人
は
ど
ん
な
劣
悪
な
労
働
条
件
で
も
受
け
入
れ
ざ
る
を

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
賃
金
契
約
は
、
市
場
に
お
け
る
交
換

比
率
を
正
常
に
反
映
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
か
く
し
て
市
場
外
的
規

制
や
政
策
介
入
は
、
市
場
の
効
率
的
資
源
配
分
の
た
め
に
こ
そ
必
要
と
な

る
。

す
条
例
や
、
賃
下
げ
の
た
め
の
親
方
の
団
結
や
私
的
協
定
を
批
判
す
る

（
『
国
富
論
』
第
一
篇
第
十
章
）
。
つ
ま
り
、
自
由
に
任
せ
て
お
け
ば
賃
金
が

上
昇
し
て
自
然
成
立
す
る
「
等
価
」
を
阻
む
行
為
を
批
判
す
る
。
ミ
ル
は
、

現
行
財
産
制
度
の
下
で
は
、
労
働
が
苛
烈
と
不
快
の
度
合
を
増
す
に
つ
れ

て
逆
に
報
酬
は
少
な
く
な
る
と
見
る
。
つ
ま
り
、
「
等
価
」
は
成
立
し
て

い
な
い
。
そ
し
て
、
自
由
放
任
を
一
般
原
則
と
し
つ
つ
も
、
賃
下
げ
な
し

の
労
働
時
間
短
縮
に
は
法
的
規
制
が
必
要
と
す
る
。
仮
に
労
働
時
間
に
関

す
る
労
働
者
相
互
の
自
発
契
約
が
あ
っ
て
も
、
私
益
を
優
先
し
て
契
約
を

破
る
者
が
あ
れ
ば
、
彼
は
契
約
を
守
る
者
よ
り
多
く
の
賃
金
を
得
る
。
す

る
と
契
約
は
続
々
と
破
ら
れ
、
結
局
は
元
の
劣
悪
な
賃
金
と
労
働
条
件
に

戻
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
（
『
経
済
学
原
理
』
第
五
編
第
十
一
章
十
二
）
。

こ
の
規
制
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
ス
ミ
ス
と
同
じ
く
「
等
価
」
の
実
現
に

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
今
日
の
経

済
学
教
科
書
の
右
上
が
り

の
労
働
供
給
曲
線
と
は
違

う
見
方
を
示
す
。
労
働
者

に
飢
え
る
恐
れ
が
あ
る
時

は
貨
幣
の
限
界
効
用
（
＝

あ
り
が
た
み
）
が
高
い
。

仮
に
、
最
初
に
最
悪
の
契

約
を
結
び
低
賃
金
で
雇
用

さ
れ
る
と
、
貨
幣
の
限
界

効
用
は
高
い
ま
ま
な
の

図　労働市場の均衡と制度的枠組み

最
長
労
働
時
間

最低賃金

w
S

D

a

b

c
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書
評　

『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
の
重
層
性
』

（
荒
木
勝
著
、
創
文
社
、
二
〇
一
一
年
）

稲
村
一
隆

　

本
書
は
著
者
が
二
〇
〇
〇
年
か
ら
『
思
想
』
、
『
政
治
思
想
研
究
』
な
ど

で
公
表
し
て
き
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
以
下
A
と
略
）
の
政
治
学
に
関
す

る
論
文
を
ま
と
め
た
体
系
的
な
研
究
書
で
あ
る
。
本
書
の
意
図
は
主
に
二

つ
あ
り
、
一
つ
は
A
の
『
政
治
学
』
（
以
下Pol.

と
略
）
に
つ
い
て
文
献
学

的
に
適
切
な
解
釈
を
提
示
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
はPol.

の
背
景
に
あ

る
A
の
哲
学
的
な
枠
組
み
を
『
形
而
上
学
』
や
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』

　

実
は
以
上
の
見
解
と
図
は
、
小
泉
政
権
の
労
働
市
場
政
策
ブ
レ
ー
ン
島

田
晴
雄
氏
の
も
の
で
あ
る
（
『
労
働
経
済
学
』
第
八
章
、
岩
波
書
店
）
。
生
存

が
脅
か
さ
れ
る
状
況
下
で
は
、
人
は
自
由
選
択
に
も
と
づ
く
労
働
供
給
と

消
費
財
購
入
に
よ
る
加
重
限
界
効
用
均
等
化
（
す
な
わ
ち
価
値
法
則
）
を
実

現
で
き
な
い
。
生
存
保
障
と
労
働
保
護
の
撤
廃
は
、
結
局
「
自
立
」
「
自

己
責
任
」
を
前
提
と
す
る
新
古
典
派
経
済
学
の
価
値
法
則
の
基
礎
自
体
を

掘
り
崩
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

市
民
社
会
と
は
何
か
。
今
日
の
社
会
状
況
に
対
し
て
著
者
が
突
き
つ
け

て
き
た
こ
の
骨
太
な
問
い
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
と
可
能
性
を
め
ぐ
り
、
さ
ら
な
る
議
論
の
活
性
化
と
深
化
が
起
き
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
た
か
は
し
・
さ
と
し
／
経
済
学
史
・
思
想
史
）
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（
以
下E

N

と
略
）
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
著
者
は
、

近
代
の
政
治
哲
学
の
概
念
枠
組
み
、
例
え
ば
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
自
然
と
人
為

の
区
別
を
通
し
て
A
を
理
解
す
る
こ
と
は
誤
解
を
招
く
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
近
代
的
な
概
念
か
ら
A
を
解
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
の
政
治
哲

学
に
新
た
な
可
能
性
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
著
者
は
A
の
政
治

学
の
重
要
な
概
念
、
例
え
ば
「
統
治
（archē

）
」
の
多
様
な
意
味
を
適
切

に
分
節
す
る
こ
と
に
よ
っ
てPol.

と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
「
重
層
性
」
を

捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
以
下
、
各
章
ご
と
に
著
者
の
論
旨
を
要
約
し
、

最
後
に
全
体
を
総
括
し
よ
う
。

　

第
一
章
で
は
バ
ー
カ
ー
や
ア
レ
ン
ト
と
は
異
な
っ
て
、「
支
配
」
や
「
統

治
」
と
訳
さ
れ
る
「
ア
ル
ケ
ー
（archē
）
」
の
意
味
の
二
重
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
奴
隷
主
的
支
配
で
は
支
配
者
で
あ
る
奴
隷
主

の
利
益
を
は
か
る
た
め
に
支
配
が
行
わ
れ
、
奴
隷
は
そ
の
た
め
に
道
具
的

に
利
用
さ
れ
る
が
、
自
由
で
平
等
な
市
民
か
ら
な
る
政
治
的
支
配
で
は
、

統
治
さ
れ
る
者
の
利
益
を
は
か
る
た
め
に
統
治
が
行
わ
れ
、
暴
力
で
は
な

く
説
得
を
通
し
て
そ
の
実
現
が
は
か
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
バ
ー
カ
ー

は
「
ア
ル
ケ
ー
」
を
政
治
的
実
践
の
は
じ
ま
り
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
で
は

討
論
上
の
説
得
力
、
そ
し
て
評
議
機
関
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求

め
ら
れ
る
と
理
解
し
、
政
治
的
な
統
治
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
ア

レ
ン
ト
は
A
に
お
い
て
も
次
第
に
「
ア
ル
ケ
ー
」
が
家
長
の
支
配
の
意
味

に
転
化
し
た
と
考
え
て
い
る
の
で
、
「
ア
ル
ケ
ー
」
の
二
重
性
を
適
切
に

捉
え
ら
れ
て
い
な
い
と
著
者
は
結
論
付
け
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
A
の
「
公
的
な
る
も
の
（to koinon

）
」
の
理
解
が
問
い

直
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
が
批
判
し
た
い
の
は
再
び
ア
レ
ン
ト
で
あ

り
、
彼
女
の
有
名
な
二
分
法
に
よ
れ
ば
、
公
的
な
も
の
は
国
家
が
担
い
、

そ
こ
で
は
市
民
の
善
き
生
の
実
現
が
は
か
ら
れ
る
の
に
対
し
、
私
的
な
も

の
は
家
が
担
い
、
そ
こ
で
は
生
活
の
必
要
性
が
満
た
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

著
者
は
こ
の
二
分
法
に
反
対
す
る
論
拠
と
し
て
主
に
以
下
の
三
つ
を
挙
げ

て
い
る
。
第
一
に
A
は
善
や
正
義
の
理
解
を
共
有
す
る
こ
と
が
国
家
だ
け

で
な
く
家
も
形
成
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
第
二
に
家
の
内
部
の
支
配
関
係

に
関
し
て
も
、
夫
の
妻
に
対
す
る
支
配
は
政
治
的
な
も
の
、
父
の
子
に
対

す
る
支
配
は
王
制
的
な
も
の
と
し
て
奴
隷
主
の
支
配
と
は
区
別
し
、
第
三

に
家
庭
内
で
の
教
育
も
国
家
体
制
に
着
目
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
主
張
し
て
い
る
。
以
上
よ
り
著
者
は
家
庭
内
の
関
係
は
国
家
政
治
的

な
関
係
の
基
礎
で
あ
り
、
妻
子
と
い
う
家
族
へ
の
統
治
と
自
由
市
民
へ
の

統
治
は
同
質
で
あ
る
と
主
張
し
、
「
公
的
な
る
も
の
」
が
家
庭
内
で
も
担

わ
れ
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
A
の
政
治
哲
学
の
中
に
近
代
の
個
人
主
義
的
な
「
権
利
」

の
観
念
を
読
み
込
も
う
と
し
て
い
る
。
欧
米
で
は
ミ
ラ
ー
が
こ
の
よ
う
な

革
新
的
な
見
解
を
提
示
し
、
多
く
の
研
究
者
か
ら
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、

著
者
は
ミ
ラ
ー
に
即
し
て
「
正
（to dikaion

）
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
権

利
の
観
念
を
見
つ
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
著
者
はPol.

の
主
に
三
巻
（
例

え
ば1282b23-29

な
ど
）
を
読
解
し
、
A
に
お
い
て
「
正
」
は
「
権
利
」

の
観
念
の
よ
う
に
政
治
権
力
を
要
求
す
る
根
拠
、
資
格
と
し
て
提
示
さ
れ

て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
著
者
は
こ
の
よ
う
な
「
正
」
が
近
代
の

「
権
利
」
の
観
念
の
よ
う
に
政
治
制
度
が
存
在
す
る
以
前
か
ら
個
人
が
保

持
し
て
い
る
も
の
、
つ
ま
り
人
間
の
自
然
本
性
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
る

と
A
は
理
解
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
A
は
「
正
」
も
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に
対
し
、
著
者
は
こ
の
二
つ
の
内
的
連
関
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
著

者
に
よ
れ
ば
、
知
慮
は
一
方
で
個
別
的
な
状
況
を
把
握
す
る
知
覚
能
力
と

他
方
で
普
遍
的
な
倫
理
的
基
本
命
題
を
把
握
す
る
知
性
か
ら
成
り
立
っ
て

お
り
、
そ
し
て
A
は
こ
の
二
つ
の
知
的
能
力
を
両
方
と
も
直
知
（nous

）

と
呼
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
普
遍
的
な
基
本
命
題
を
把
握
す
る
知
性
の
働
き

は
最
終
的
に
は
最
高
善
を
把
握
す
る
こ
と
に
帰
着
し
、
そ
の
最
高
善
と
は

神
あ
る
い
は
神
に
よ
る
秩
序
付
け
の
こ
と
で
あ
る
以
上
、
「
観
想
」
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
政
治
学
と
は
諸
々
の
経
験
的
事
実
か
ら

普
遍
的
原
理
そ
し
て
普
遍
的
な
理
想
的
国
家
の
理
念
を
引
き
出
す
試
み
で

あ
る
以
上
、
あ
る
種
の
智
慧
で
あ
り
、
A
は
こ
の
よ
う
な
政
治
学
の
性
質

を
「
人
間
的
な
事
柄
に
か
か
わ
る
哲
学
」
と
呼
ん
で
い
る
。
著
者
は
こ
の

よ
う
に
し
て
政
治
に
関
係
す
る
知
性
と
し
て
の
「
知
慮
」
の
働
き
の
中
に
、

普
遍
的
な
最
高
善
を
把
握
す
る
哲
学
的
知
性
の
働
き
が
入
り
込
ん
で
い
る

こ
と
を
洞
察
し
て
い
る
。

　

第
六
章
で
は
A
の
国
家
論
の
構
造
が
包
括
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
著

者
は
こ
こ
で
再
び
バ
ー
カ
ー
を
取
り
上
げ
、
「
A
に
お
い
て
国
家
と
社
会

は
未
分
離
で
あ
り
、
国
家
は
市
民
の
道
徳
的
完
成
に
無
制
限
に
介
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
全
体
主
義
的
傾
向
が
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
批
判

し
て
い
る
。
著
者
は
ま
ずPol.

一
巻
二
章
の
「
個
人
は
国
家
の
部
分
で

あ
る
」
と
い
う
見
解
を
取
り
上
げ
、
こ
こ
で
「
部
分
」
は
器
官
や
道
具
の

よ
う
に
全
体
に
奉
仕
す
る
た
め
の
存
在
で
は
な
く
、
全
体
の
活
動
に
共
同

に
参
与
す
る
構
成
的
部
分
を
意
味
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
市
民
間
の
合

意
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
共
同
善
の
実
現
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家

が
維
持
さ
れ
る
と
A
は
こ
こ
で
考
え
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
宗
教

個
人
の
「
徳
」
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
お
り
、E

N

六
巻
の
「
自
然
の
徳
」

の
観
念
が
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
個
人
が

内
在
的
に
持
つ
能
力
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第
四
章
で
は
A
の
所
有
論
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
A
はPol.

二
巻
で

プ
ラ
ト
ン
の
共
有
論
を
批
判
し
、
「
財
産
の
所
有
に
関
し
て
は
私
有
が
よ

い
が
、
財
産
の
使
用
に
関
し
て
は
共
通
の
も
の
に
す
る
の
が
よ
い
」
と
主

張
し
た
が
、
も
し
「
財
産
の
私
有
」
が
近
代
の
私
的
所
有
の
観
念
の
よ
う

に
財
産
の
管
理
と
使
用
の
独
占
的
、
排
他
的
権
利
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、

「
所
有
は
私
有
、
使
用
は
共
通
が
よ
い
」
と
い
う
上
記
の
主
張
は
意
味
を

な
さ
な
い
。
著
者
は
こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
所
有
」
と

訳
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ア
語kt ēsis

の
意
味
は
、
そ
の
動
詞
「
獲
得
す
る

（ktaom
ai

）
」
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
「
獲
得
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
所
有
は
私
有
が
よ
い
」
と
い
う
翻
訳
は
誤

解
を
招
き
や
す
く
、
む
し
ろ
A
は
財
産
の
所
有
に
は
獲
得
と
利
用
と
い
う

二
つ
の
側
面
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
個
人
的
な
配
慮
の
も
と
で
、
後

者
に
関
し
て
は
共
通
の
利
益
の
た
め
に
配
慮
さ
れ
る
の
が
よ
い
と
主
張
し

て
い
た
。
さ
ら
に
著
者
は
「
個
体
的
獲
得
と
共
同
的
使
用
」
の
原
理
が
、

Pol.

七
巻
の
最
善
の
国
家
に
関
す
る
議
論
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
、
市
民
同
士
の
友
愛
に
基
づ
い
た
財
の
使
用
が
理
想
的
形
態
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
倫
理
的
性
格
を
養
成
し
て
い
く
こ
と
が
A
の
所
有
論
の

眼
目
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
あ
る
種
の
実
践
理
性
で
あ
る
「
知
慮
（phronē sis

）
」
を

取
り
上
げ
、こ
の
知
性
の
働
き
と
「
観
想
（theō ria

）
」
や
「
直
知
（nous

）
」

や
「
智
慧
（sophia

）
」
、
つ
ま
り
政
治
と
哲
学
を
峻
別
す
る
従
来
の
見
解



177　●　〈書　評〉

え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
本
書
で
は
奴
隷
制
を
擁
護
し
た
不
平
等
論
者
と
し

て
の
A
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
岩
田
氏
の
著
作
で
は
岩
田
氏
と
A

が
直
接
に
向
き
合
い
、
岩
田
氏
の
解
釈
が
明
晰
に
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、

本
書
は
現
代
の
A
主
義
的
な
政
治
哲
学
者
（
主
に
バ
ー
カ
ー
と
ア
レ
ン
ト
）

を
取
り
上
げ
、
A
研
究
の
「
重
層
性
」
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
A
の
重
要
な
テ
ク
ス
ト
が
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で

（
A
の
テ
ク
ス
ト
索
引
を
付
け
る
と
読
者
に
よ
り
親
切
で
あ
る
が
）
、
A
を
読
ん

だ
こ
と
が
な
い
人
に
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
の
論
旨
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
は
以
下
の
二
点
が
重
要
で
あ

ろ
う
。
著
者
は
第
一
章
で
奴
隷
主
の
統
治
と
市
民
の
統
治
と
い
う
二
重
性

を
指
摘
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
家
政
の
統
治
を
加
え
て
「
統
治
の
三
重
性
」

を
捉
え
て
お
い
た
方
が
A
を
よ
り
重
層
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

著
者
は
、
「
夫
は
妻
を
政
治
的
な
仕
方
で
（politikō s

）
統
治
す
る
」
と
い

う
テ
ク
ス
ト
（Pol. 1259a36-b2

）
を
主
な
根
拠
と
し
て
家
政
的
統
治
を
政

治
的
統
治
と
同
一
視
し
て
い
る
が
（
九
三
―
九
四
頁
な
ど
）
、
A
自
身
は
夫

が
妻
を
、
父
が
子
を
支
配
す
る
家
政
的
統
治
を
、
市
民
的
統
治
と
も
奴
隷

主
的
統
治
と
も
区
別
し
（Pol. 1278b30-1279a21

）
、
さ
ら
に
家
政
的
正
義

を
奴
隷
主
的
正
義
と
政
治
的
正
義
か
ら
明
確
に
区
別
し
て
い
る
（E

N
 

1134b8-18

）
。
A
の
考
え
（
現
代
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
見
解
）
に
よ
れ
ば

妻
は
自
分
の
中
で
権
威
は
な
い
に
し
て
も
あ
る
程
度
の
理
性
を
持
っ
て
い

る
以
上
、
支
配
さ
れ
る
彼
女
の
利
益
の
た
め
に
説
得
を
伴
っ
て
家
の
統
治

が
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
た
め
に
、
副
詞
的
に
「
政
治
的
な
仕
方
で
」

統
治
さ
れ
る
と
表
現
し
た
に
す
ぎ
ず
、
理
性
能
力
に
違
い
が
あ
る
と
さ
れ

る
夫
婦
間
の
支
配
と
平
等
で
同
質
な
市
民
同
士
の
支
配
を
同
一
視
し
た
わ

性
に
関
し
て
も
、
神
を
観
想
す
る
直
知
の
活
動
は
知
者
が
個
人
で
行
う
営

み
で
あ
り
、
公
的
な
宗
教
的
営
み
に
還
元
さ
れ
な
い
宗
教
性
が
A
に
は
存

在
す
る
の
で
、
全
体
主
義
と
は
異
な
っ
て
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
学
に

お
い
て
は
、
人
間
の
内
面
的
宗
教
的
世
界
に
は
聖
な
る
権
威
が
帰
せ
ら
れ

て
い
た
」
（
二
六
八
頁
）
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

第
七
章
で
は
A
の
国
内
的
、
国
際
的
秩
序
構
想
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
国
内
的
秩
序
に
関
し
て
は
六
章
ま
で
の
議
論
の
要
約
を
も
と
に
、
A

に
と
っ
て
国
家
の
役
割
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
想
定
す
る
よ
う
な
言

語
的
文
化
的
伝
統
の
中
に
見
出
さ
れ
る
価
値
の
実
現
に
留
ま
る
も
の
で
は

な
く
、
自
由
人
同
士
の
理
性
的
な
合
意
に
基
づ
く
正
義
を
実
現
す
る
も
の

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
革
新
的
な
議
論
は
国
際
的
秩

序
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
従
来
、
A
は
政
治
の
枠
組
み
を
、
一
つ
の
都

市
を
中
心
と
す
る
ポ
リ
ス
に
限
定
し
た
と
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
著
者
は

主
にPol.

七
巻
、
特
に1327b19-33

を
取
り
上
げ
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
国

家
連
合
を
形
成
し
て
ペ
ル
シ
ア
帝
国
な
ど
に
対
抗
す
る
こ
と
を
A
は
構
想

し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
国
家
連
合
が
ポ
リ
ス
連
合
、
連
邦
制
な

ど
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
著
者
は
ギ
リ
シ

ア
全
体
の
共
同
善
を
実
現
す
る
一
つ
の
国
家
体
制
を
構
想
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

　

以
上
が
各
章
の
論
旨
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
本
書
は
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ

ナ
ス
に
即
し
つ
つ
、
A
を
文
献
内
在
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
研
究
書
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
岩
田
靖
夫
氏
の
『
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
政
治
思
想
』
が
出
版
さ
れ
た
が
、
岩
田
氏
の
著
作
で
は
自
由

と
平
等
を
重
ん
じ
る
現
代
の
民
主
主
義
を
基
礎
付
け
る
人
と
し
て
A
が
捉
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『
政
治
の
覚
醒 

 
 

―
―
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

』

（
笹
倉
秀
夫
著
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）

石
黒
盛
久

一

　

丸
山
真
男
の
『
「
文
明
論
之
概
略
」
を
読
む
』
を
卒
読
し
た
際
、
「
議
論

の
本
意
を
定
る
こ
と
」
と
い
う
方
法
を
軸
に
解
読
さ
れ
る
福
沢
の
文
明
観

け
で
は
な
い
。は
じ
め
に
三
重
性
を
指
摘
し
て
お
け
ば
、
ア
レ
ン
ト
の
「
家
」

に
も
「
国
家
」
に
も
還
元
さ
れ
な
い
家
政
の
役
割
、
家
で
の
親
愛
と
市
民

同
士
の
友
愛
の
違
い
、
プ
ラ
ト
ン
国
家
論
の
問
題
点
、
王
制
の
曖
昧
な
位

置
づ
け
、
概
し
て
家
と
国
家
の
微
妙
な
同
質
性
と
差
異
を
よ
り
明
晰
に
捉

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
著
者
は
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
依
拠
し
て
、
知
慮
と
観
想
的

知
性
の
内
的
な
連
関
を
見
出
し
て
い
る
が
、
A
の
政
治
学
の
意
図
は
そ
れ

と
は
逆
に
あ
っ
た
こ
と
も
は
じ
め
に
述
べ
て
お
く
方
が
誤
解
を
招
か
な
い

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
神
の
よ
う
な
究
極
的
な
善
に
つ
い
て
観
想
し
な

く
て
も
人
生
の
経
験
を
積
ん
で
分
別
（nous

）
を
身
に
つ
け
た
知
慮
あ
る

人
々
（phronim

oi

）
を
実
践
の
領
域
で
A
は
重
要
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
（E

N
 1143b6-14

）
。
ま
た
A
は
政
治
の
目
的
を
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
に
と
っ

て
の
最
高
善
で
は
な
く
、
明
確
に
「
人
間
的
な
善
」
と
定
め
て
い
る
（E

N
 

1094b6-7

）
。
さ
ら
に
一
方
で
プ
ラ
ト
ン
は
、
数
学
的
諸
科
学
を
学
び
、
最

後
に
哲
学
に
よ
っ
て
「
善
の
イ
デ
ア
」
を
把
握
し
た
わ
ず
か
な
人
の
み
が

政
治
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
が
、
A
は
実
践
に
関
し
て
は
「
善
の

イ
デ
ア
」
な
ど
役
に
立
た
な
い
と
主
張
し
、
「
健
康
」
そ
の
も
の
で
は
な

く
人
間
に
と
っ
て
の
健
康
、
そ
し
て
個
別
的
な
こ
の
人
に
と
っ
て
の
健
康

を
知
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
（E

N
 1096b30-1097a14

、cf. 

1103b26-30

）
。
著
者
が
政
治
に
対
す
る
観
想
的
な
哲
学
の
必
要
性
を
見
出

し
た
い
な
ら
ば
、A
の
政
治
的
著
作
で
は
な
く
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
（
あ

る
い
は
ト
マ
ス
の
神
学
）
の
方
が
有
益
で
あ
り
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
よ
う
に
イ

デ
ア
論
の
有
益
性
を
A
は
人
生
の
最
後
に
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論

じ
る
方
が
い
い
だ
ろ
う
。 

（
い
な
む
ら
・
か
ず
た
か
／
ギ
リ
シ
ア
哲
学
）
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の
理
路
が
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
が
描
き
出
す
治

乱
興
亡
の
奇
跡
と
、
似
通
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
記
憶
が
あ
る
。
『
政

治
の
覚
醒
―
―
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
』
は
評
者

の
体
験
と
同
様
、
著
者
が
「
国
民
主
義
」
と
要
約
す
る
丸
山
の
福
沢
理
解

を
補
助
線
に
、
欧
州
政
治
思
想
史
の
地
下
水
脈
に
探
り
を
入
れ
た
秀
作
で

あ
る
。
な
ぜ
こ
の
三
人
の
思
想
家
を
連
関
さ
せ
る
の
か
。
そ
れ
は
第
一
に

彼
ら
が
、
各
自
の
時
代
へ
の
回
答
の
模
索
か
ら
そ
の
思
考
を
鍛
錬
し
た
か

ら
で
あ
り
、
第
二
に
各
自
の
政
治
観
が
、
社
会
に
お
け
る
全
体
と
個
の
関

係
を
め
ぐ
り
、
一
見
乗
り
越
え
難
い
矛
盾
を
孕
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
は
著
者
の
こ
の
よ
う
な
立
ち
位
置
を
確
認
し
た
上
で
、
各
思
想
家
に

お
け
る
「
国
民
主
義
」
的
視
座
に
つ
き
、
本
書
に
展
開
さ
れ
る
考
察
に
従

い
こ
れ
を
紹
介
す
る
。

　

第
一
部
の
主
役
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
で
あ
る
。
そ
の
政
治
思
想
に
お
け

る
君
主
独
裁
の
待
望
と
共
和
主
義
礼
賛
の
断
層
は
、
「
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

問
題
」
と
し
て
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
解
決

の
た
め
、
か
か
る
矛
盾
を
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
政
治
状
況
に
還
元
し
、
彼

を
あ
る
種
の
機
会
主
義
者
と
し
て
し
ま
う
見
解
も
あ
る
。
佐
々
木
毅
氏
が

批
判
し
た
の
も
ま
た
、
こ
う
し
た
機
会
主
義
者
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
い
う

見
解
の
無
思
想
性
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
氏
は
か
か
る
無
性
格
の
克
服
の
た

め
、
性
悪
説
を
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
思
想
の
「
隅
の
親
石
」
と
置
き
、
そ
の

上
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
「
哲
学
」
の
体
系
を
構
成
し
た
。
だ
が
笹
倉
氏
も

力
説
す
る
よ
う
に
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
反
道
徳
性
の
極
致
と
評
さ
れ
る

『
君
主
論
』
に
お
い
て
す
ら
、
人
間
の
善
良
さ
の
政
治
的
有
益
性
の
主
張
や
、

人
間
の
悪
徳
に
対
す
る
批
判
が
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
少
な
く
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
氏
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
論
の
要
諦
を
、
こ
う
し
た
佐
々
木
説
の
一

面
性
へ
の
反
論
と
評
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
氏
は
ま
ず
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
が
効
率
的
統
治
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
武
力
や
策
謀
、
虚
偽
と
い
っ
た

ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
や
道
徳
、
習
慣
、
教
育
、
法
律
な

ど
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
も
、
同
等
の
重
要
性
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
を

強
調
す
る
。
も
ち
ろ
ん
「
武
器
な
き
予
言
者
は
没
落
す
る
」
と
い
う
格
言

は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
政
治
思
想
の
黄
金
律
で
あ
る
。
だ
が
君
主
が
統
治

に
あ
た
り
理
性
に
依
拠
す
る
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
み
に
依
存
し
得
な
い
の

は
、
極
論
す
れ
ば
「
死
の
恐
怖
」
と
い
う
感
性
に
由
来
す
る
瞬
間
的
動
機

が
、
将
来
到
来
す
べ
き
善
に
対
す
る
理
性
的
判
断
を
圧
倒
す
る
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。

　

し
か
し
「
死
の
恐
怖
」
が
剥
き
出
し
と
な
る
こ
う
し
た
極
限
状
態
は
、

あ
ら
ゆ
る
秩
序
に
先
行
す
る
社
会
の
神
話
的
始
原
に
し
か
あ
り
得
な
い
。

「
獅
子
と
狐
の
方
策
」
を
駆
使
し
始
原
の
混
沌
か
ら
秩
序
を
創
成
し
た
君

主
は
、
秩
序
が
招
来
す
る
法
や
教
育
と
い
う
「
人
間
の
方
策
」
を
通
じ
、

臣
下
の
道
徳
的
反
応
を
期
待
し
得
る
よ
う
に
な
る
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に

と
り
国
家
社
会
の
転
変
は
、
神
話
的
混
沌
と
歴
史
的
秩
序
の
間
を
循
環
し

て
い
る
。
従
っ
て
君
主
が
選
択
す
べ
き
方
策
も
、
か
か
る
循
環
の
中
で
自

身
が
位
置
す
る
歴
史
的
位
相
に
応
じ
、
獣
の
方
策
と
人
間
の
方
策
の
間
を

揺
れ
動
く
。
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
と
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
は
そ
の
二
者
択
一
で

は
な
く
、
混
沌
と
秩
序
の
間
を
遷
移
す
る
歴
史
の
各
局
面
に
合
わ
せ
、
そ

れ
を
適
宜
使
い
分
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。
君
主
の
施
す
べ
き
善
政
と

は
即
ち
、
自
身
が
創
出
す
る
か
か
る
秩
序
自
体
の
教
育
機
能
を
通
じ
て
、

臣
民
各
自
に
秩
序
の
有
益
性
を
自
覚
さ
せ
、
そ
の
維
持
と
強
化
へ
と
自
発
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こ
と
に
由
来
す
る
と
氏
は
考
え
る
。

二

　

第
二
部
で
は
一
転
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
氏
の

論
点
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
社
会
思
想
の
「
国
民
主
義
」
的
性
格
に
向
け
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
「
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
保
守
化
」
の
問
題
」
と
称
さ
れ
る
思
想
上
の

断
層
の
存
否
の
解
決
に
、
「
国
民
主
義
」
的
観
点
が
如
何
に
効
力
を
発
揮

す
る
か
が
、
そ
の
思
想
形
成
の
各
段
階
を
辿
り
つ
つ
見
定
め
ら
れ
る
。
ベ

ル
ン
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
思
想
の
特
質
は
、
そ
の
カ
ン
ト
批
判
に
あ
る
。
カ
ン

ト
哲
学
の
〈
個
人
の
内
的
自
立
〉
と
い
う
志
向
が
、
ド
イ
ツ
社
会
に
お
け

る
全
体
と
個
人
の
分
裂
を
惹
起
す
る
。
そ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
カ
ン
ト
哲

学
と
古
代
の
実
践
哲
学
の
伝
統
を
融
合
さ
せ
、
〈
自
由
で
あ
り
つ
つ
も
社

会
を
志
向
す
る
有
徳
な
諸
個
人
を
、
社
会
の
諸
制
度
を
通
じ
て
形
成
す
る

道
〉
を
提
唱
す
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
彼
が
か
か
る
結
合
の
接
着
剤
と
し

て
重
視
し
た
の
が
、「
市
民
宗
教
」
の
機
能
に
他
な
ら
な
い
。
「
市
民
宗
教
」

の
機
能
を
介
し
社
会
倫
理
を
内
面
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
社
会
を

形
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
彼
は
説
く
。
続
く
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
期

に
入
る
と
彼
は
、
「
市
民
宗
教
」
を
可
能
と
す
る
根
源
的
要
素
と
し
て
の

「
愛
」
に
着
目
し
た
。
「
愛
」
の
自
覚
を
通
じ
て
の
み
、
人
間
は
そ
の
「
私

的
な
小
市
民
的
世
界
」
の
自
閉
か
ら
脱
却
す
る
の
だ
。
だ
が
〈
特
殊
性
の

契
機
が
支
配
す
る
近
代
市
民
社
会
の
下
〉
、
「
愛
」
は
そ
の
社
会
的
指
向
性

を
喪
失
し
、
内
面
化
・
私
人
化
の
道
へ
と
退
行
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う

な
近
代
社
会
の
私
益
化
・
個
別
化
・
分
裂
化
を
前
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
強
力

的
に
参
加
せ
し
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
浮
上
す
る
君
主
／
臣

民
の
関
係
が
、
〈
は
つ
ら
つ
と
し
た
統
合
国
家
は
、
自
由
・
自
立
の
諸
個

人
を
基
盤
と
し
、
か
つ
彼
ら
を
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
善
き
制
度
に
よ
っ
て

積
極
的
に
結
束
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
得
ら
れ
る
〉
と
い
う
、
笹
倉
氏
が
序
論

に
示
す
福
沢
＝
丸
山
的
「
国
民
主
義
」
の
相
似
形
た
る
こ
と
は
自
明
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
秩
序
と
混
沌
の
ス
ペ
ク
ト
ル
間
に
自
身
の
立
つ
歴
史
的
位

相
を
見
定
め
、
そ
れ
を
前
提
に
行
動
を
勘
案
す
る
政
治
的
主
体
の
行
動
原

理
も
ま
た
、
「
議
論
の
本
意
を
定
る
こ
と
」
と
い
う
福
沢
的
思
考
に
相
通

じ
る
も
の
で
あ
る
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
お
け
る
か
か
る
思
考
法
を
氏
は
、

「
機
能
論
的
・
動
態
論
的
・
多
元
的
」
思
考
と
表
現
し
て
い
る
。

　

第
一
部
後
半
の
主
題
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
お
け
る
こ
う
し
た
思
考

の
起
源
の
探
求
で
あ
る
。
そ
こ
で
笹
倉
氏
が
着
目
す
る
の
が
、ク
セ
ノ
フ
ォ

ン
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
軍
事
論
作
家
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
対
す
る
影

響
だ
。
社
会
に
お
い
て
暴
力
が
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
神
話

的
始
原
に
限
ら
れ
る
。
だ
が
戦
場
で
は
む
し
ろ
、
〈
敵
〉
に
対
す
る
か
か

る
混
沌
は
常
態
と
さ
れ
る
。
一
方
戦
場
ほ
ど
、
〈
敵
〉
に
対
す
る
〈
友
〉

の
内
部
で
の
団
結
が
要
求
さ
れ
る
場
面
も
な
い
。
笹
倉
氏
に
よ
れ
ば
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
政
治
論
の
独
自
性
は
、
後
世
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
先
取
し
、

戦
場
に
展
開
す
る
〈
友
と
敵
〉
と
い
う
関
係
が
、
政
治
的
主
体
間
に
お
い

て
も
適
用
し
得
る
こ
と
を
、
見
抜
い
た
点
に
存
す
る
と
い
う
。
そ
れ
故
こ

う
し
た
古
代
の
軍
事
著
作
家
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
対
す
る
影
響
は
、
彼

が
近
代
的
思
考
を
予
見
し
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
が
近

代
政
治
学
の
先
駆
者
と
な
り
得
た
の
は
、
彼
が
「
近
代
的
哲
学
者
で
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
く
、
反
対
に
、
伝
統
的

0

0

0

で
非
哲
学
者
的

0

0

0

0

0

な
人
で
あ
っ
た
」
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の
参
与
者
た
る
自
身
を
完
成
さ
せ
る
の
だ
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に

ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
は
、
形
成
段
階
毎
に
二
転
三
転
し
て
い
る
か
の
如
く
に

見
え
る
。
だ
が
笹
倉
氏
に
よ
れ
ば
こ
う
し
た
転
変
は
、
表
見
上
の
こ
と
に

過
ぎ
な
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
発
想
の
基
盤
は
、
そ
の
初
期
よ
り
国
民
の
自
由

と
国
家
の
健
全
な
る
形
成
の
相
関
性
、
即
ち
氏
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
国
民

主
義
」
の
上
に
据
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
思
想
形
成
の
諸
段
階
は
そ
の
意

識
化
に
至
る
諸
契
機
と
し
て
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら

れ
る
。三

　

本
書
の
締
め
く
く
り
と
な
る
第
三
部
で
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
俎
上
に
上

が
る
。
笹
倉
氏
に
よ
れ
ば
ヴ
ェ
ー
バ
ー
も
ま
た
、
〈
自
由
を
享
受
で
き
て

い
る
が
ゆ
え
に
そ
の
国
に
愛
着
を
も
つ
国
民
を
基
盤
に
し
て
こ
そ
、
国
は

強
固
な
結
束
を
保
つ
〉
と
い
う
、
「
国
民
主
義
」
の
原
理
に
基
づ
き
強
い

国
家
と
自
立
し
た
個
人
の
結
合
を
企
図
し
た
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
国
家
論
の

特
質
は
、
近
代
国
家
の
強
大
化
に
伴
い
出
現
し
た
官
僚
制
、
大
衆
民
主
主

義
、
ケ
ー
ザ
ル
主
義
の
三
要
素
へ
の
着
目
に
あ
る
。
近
代
国
家
の
管
理
運

営
は
専
門
行
政
知
識
を
有
す
る
官
僚
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
議
会

を
介
し
政
治
に
参
与
す
る
市
民
の
立
場
は
形
骸
化
す
る
。
他
方
現
実
政
治

へ
の
個
人
的
参
与
か
ら
疎
外
さ
れ
大
衆
化
し
た
市
民
は
、
人
気
投
票
と
化

し
た
選
挙
を
通
じ
デ
マ
ゴ
ー
グ
と
結
合
し
、
彼
が
官
僚
を
頤
使
す
る
こ
と

に
よ
り
実
現
す
る
僭
主
政
治
の
支
持
基
盤
を
提
供
す
る
。
こ
の
近
代
に
復

活
し
た
僭
主
政
治
こ
そ
、
ケ
ー
ザ
ル
主
義
に
他
な
ら
な
い
。
ケ
ー
ザ
ル
主

な
政
治
指
導
者
に
よ
る
、
「
上
か
ら
の
」
市
民
意
識
の
形
成
の
必
要
へ
と

開
眼
し
た
。

　

以
上
の
経
路
を
経
て
イ
エ
ナ
前
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
そ
の
思
想
の
重
心

を
「
全
体
」
へ
と
傾
斜
さ
せ
て
行
く
。
市
民
意
識
形
成
の
担
い
手
た
る
政

治
指
導
者
を
、
私
的
利
害
を
超
越
し
た
精
神
的
エ
リ
ー
ト
＝
貴
族
に
求
め

た
の
だ
。
他
方
哲
人
王
の
教
説
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
の
時
期
の
彼
の
主
張

に
お
い
て
、
市
民
階
級
は
私
的
利
害
と
い
う
特
殊
性
に
閉
塞
さ
れ
た
そ
の

性
行
故
に
、
政
治
参
加
の
権
利
を
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。
刮
目
す
べ
き
は

彼
が
ド
イ
ツ
市
民
の
か
か
る
私
的
利
害
へ
の
閉
塞
の
起
源
を
、
中
世
自
治

共
同
体
以
来
の
「
古
ゲ
ル
マ
ン
の
自
由
」
に
求
め
た
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
分
権
的
自
由
を
克
服
し
な
け
れ
ば
、
普
遍
性
を
体
現
す
る
近
代
国

家
と
し
て
、
ド
イ
ツ
を
形
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
思
惟

す
る
。
か
よ
う
な
普
遍
性
の
現
実
化
と
し
て
の
ド
イ
ツ
を
実
現
す
る
た
め

に
こ
そ
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
同
様
ヘ
ー
ゲ
ル
も
、
一
人
の
「
政
治
的
天

才
」
の
出
現
を
渇
望
し
た
の
だ
。
だ
が
正
―

反
―

合
の
過
程
そ
の
ま
ま
に
、

イ
エ
ナ
後
期
に
入
る
や
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
ヘ
ー
ゲ

ル
は
、
再
度
そ
の
視
点
を
転
換
さ
せ
た
。
市
場
原
理
を
通
じ
私
益
追
求
が

公
益
実
現
へ
と
転
化
す
る
、
市
民
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
再
認
識
し
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
市
民
社
会
の
政
治
的
表
現
と
し
て
重
視
さ
れ
る
の

が
代
議
制
だ
。
代
議
制
こ
そ
直
接
民
主
制
の
地
域
主
義
を
克
服
し
、
特
殊

的
ド
イ
ツ
人
を
普
遍
的
国
民
国
家
へ
と
統
合
す
る
媒
介
と
な
る
。
加
え
て

代
議
制
は
選
挙
と
い
う
競
争
を
契
機
と
し
て
、
そ
こ
に
参
与
す
る
市
民
各

自
の
公
徳
を
鍛
錬
す
る
教
育
的
機
能
を
担
う
。
以
上
の
如
き
教
育
的
機
能

を
通
じ
て
こ
そ
市
民
階
級
は
、
精
神
の
エ
リ
ー
ト
と
し
て
、
健
全
な
社
会
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の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
「
覚
醒
」
す
る
こ
と
こ
そ
、
今
日
我
々
に
求
め
ら
れ

る
政
治
的
教
養
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
国
民
主
義
」
を
補
助
線
に
こ
れ

ら
三
人
の
政
治
観
に
接
近
す
る
と
い
う
手
法
に
対
し
、
厳
格
な
歴
史
文
脈

主
義
者
か
ら
は
批
判
も
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
う
し
た
戦
略
を
通
じ
て
彼
ら
の

思
想
が
、
我
々
日
本
人
に
よ
り
実
感
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
も
確
か
で
あ

る
。
論
旨
も
明
晰
で
分
か
り
易
く
、
特
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
論
は
評
者
に

と
り
、
今
日
ま
で
読
ん
だ
数
多
の
議
論
の
中
で
、
も
っ
と
も
妥
当
な
も
の

の
よ
う
に
判
断
さ
れ
た
。
西
洋
政
治
思
想
を
近
代
日
本
と
い
う
視
座
か
ら

理
解
し
た
い
と
の
関
心
あ
る
向
き
に
は
、
是
非
と
も
一
読
を
お
勧
め
し
た

い
。

 

（
い
し
ぐ
ろ
・
も
り
ひ
さ
／
近
世
イ
タ
リ
ア
政
治
文
化
史
）

義
に
抵
抗
す
る
拠
点
と
し
て
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
期
待
を
寄
せ
た
の
が
、
社
会

の
個
別
利
害
を
代
弁
す
る
政
党
の
役
割
で
あ
っ
た
。
政
治
的
個
別
利
害
の

代
弁
者
た
る
政
党
は
、
経
済
的
個
別
利
害
の
代
弁
者
た
る
労
働
組
合
と
提

携
し
つ
つ
「
中
間
団
体
」
を
形
成
し
、
大
衆
と
官
僚
を
背
景
と
す
る
政
治

指
導
者
の
僭
主
化
を
抑
制
す
る
。
あ
る
種
の
ケ
ー
ザ
ル
主
義
に
期
待
す
る

ヘ
ー
ゲ
ル
の
議
論
が
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
国
家
創
出
論
と
し
て
の
『
君

主
論
』
に
漸
近
す
る
の
に
対
し
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
議
論
は
む
し
ろ
、
国
家

の
維
持
論
と
し
て
の
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
の
論
調
を
想
起
さ
せ
る
。
も

ち
ろ
ん
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
こ
う
し
た
「
国
民
主
義
」
的
議
論
に
も
、リ
ー
ダ
ー

論
が
欠
け
る
訳
で
は
な
い
。
だ
が
、
組
合
か
ら
政
党
そ
し
て
議
会
へ
と
い

う
経
路
を
通
じ
力
量
を
「
陶
冶
」
さ
れ
る
市
民
的
選
良
の
姿
は
、
『
デ
ィ

ス
コ
ル
ス
ィ
』
に
描
か
れ
る
ス
キ
ピ
オ
の
如
き
ロ
ー
マ
共
和
国
の
選
良
を

彷
彿
と
さ
せ
る
。

　

笹
倉
氏
に
よ
れ
ば
近
代
思
想
に
お
け
る
「
政
治
の
覚
醒
」
は
従
来
、
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
代
表
さ
れ
る
「
友
と
敵
」
関
係
に
基
づ
く
政
治
の
現
実

主
義
（
狭
義
の
政
治
）
の
、
共
通
善
実
現
を
目
指
す
政
治
の
理
想
主
義
（
広

義
の
政
治
）
に
対
す
る
反
乱
と
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
氏
は
本
書

全
体
を
通
じ
、
近
代
の
「
政
治
の
覚
醒
」
が
現
実
主
義
の
理
想
主
義
か
ら

の
か
か
る
断
絶
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
理
想
主
義
を
歴
史
的
現
実
の
た
だ

中
に
実
現
す
る
方
途
の
模
索
を
通
じ
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
と
い

う
こ
と
を
、
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
リ
ー
ダ
ー
の
決
断
主
義

が
過
剰
に
礼
賛
さ
れ
る
昨
今
の
政
治
的
現
実
を
顧
み
る
に
つ
け
、
ボ
ト
ム
・

ア
ッ
プ
と
し
て
の
「
広
義
の
政
治
」
と
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
と
し
て
の
「
狭

義
の
政
治
」
を
、
選
択
的
に
で
は
な
く
相
関
的
に
理
解
す
る
「
国
民
主
義
」
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N
ature

）
と
『
政
治
体
論
』
（D

e C
orpore Politico

）
と
を
二
巻
構
成
一
冊

本
の
『
自
然
法
お
よ
び
国
家
法
の
原
理
』
（
以
下
『
法
の
原
理
』
と
略
記
）

と
し
て
併
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
・
渡
部
訳
の
底
本
は
、
『
物
体
論
』

がE
lem

ents of Philosophy, the First Section, C
oncerning B

ody, w
ith 

Six Lessons to the Professors of M
athem

atics, London, 1656

、
『
人

間
論
』
がE

lem
entorum

 Philosophiæ
 Sectio Secunda D

e H
om

ine, 
London, 1658

、
『
市
民
論
』
がE

lem
entorum

 Philosophiæ
 Sectio 

Tertia D
e C

ive, A
m

sterdam
, 1647

、
『

法

の

原

理

』

がH
um

an 

N
ature: O

r, T
he fundam

ental E
lem

ents of Policie, O
xford and 

London, 1650

お

よ

びD
e C

orpore Politico, O
r, T

he E
lem

ents of 

Law
, London, 1650

で
あ
る
。
『
哲
学
原
論
』
の
原
典
は
す
べ
て
ラ
テ

ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
伊
藤
・
渡
部
訳
は
『
物
体
論
』
の
み
一
六
五

六
年
に
出
た
英
訳
を
底
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
英
訳
版
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が

執
筆
し
た
英
文
論
文Six Lessons

が
付
加
さ
れ
、
著
者
の
承
認
を
得
た

も
の
で
は
あ
る
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身
が
訳
し
た
本
で
は
な
い
。『
法
の
原
理
』

は
英
語
の
著
作
で
、
当
時
『
人
間
本
性
論
』
と
『
政
治
体
論
』
と
い
う
二

つ
の
論
文
で
別
々
に
回
覧
さ
れ
て
い
た
が
、
伊
藤
・
渡
部
訳
は
、
ホ
ッ
ブ

ズ
自
身
が
相
互
の
関
連
を
明
言
し
て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、
一
冊
本
と
し

て
『
人
間
本
性
論
』
第
一
章
か
ら
第
一
三
章
、
『
政
治
体
論
』
第
一
四
章

か
ら
第
二
九
章
、と
い
う
よ
う
に
連
続
し
た
章
立
て
を
施
し
て
い
る
。
『
哲

学
原
論
』
に
『
法
の
原
理
』
を
併
録
し
た
理
由
は
、
後
者
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の

哲
学
体
系
の
端
緒
を
示
す
基
礎
と
な
る
作
品
だ
か
ら
だ
と
い
う
。

　

本
田
裕
志
訳
の
『
人
間
論
』
（
以
下
本
田
訳
と
略
記
）
は
、
同
じ
く
『
哲

学
原
論
』
第
二
部
の
翻
訳
で
あ
る
が
、
モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
編
集
の
ラ
テ
ン

　

書
評　

『
哲
学
原
論
／
自
然
法
お
よ
び
国
家
法
の
原
理
』

（
ホ
ッ
ブ
ズ
著
、
伊
藤
宏
之
・
渡
部
秀
和
訳
、�

�

柏
書
房
、
二
〇
一
二
年
）

『
人
間
論
』

（
ホ
ッ
ブ
ズ
著
、
本
田
裕
志
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、��

二
〇
一
二
年
）

梅
田
百
合
香

　

ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
一
六
三
〇
年
代
後
半
か
ら
自
ら
の
主
著
と
な

る
べ
き
『
哲
学
原
論
』
（E

lem
enta Philosopiæ

）
―
―
『
物
体
論
』
（D

e 

C
orpore

）『
人
間
論
』
（D

e H
om

ine

）『
市
民
論
』
（D

e C
ive

）
の
三
部
作
か

ら
な
る
哲
学
体
系
―
―
の
構
想
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

三
部
作
は
順
当
に
は
刊
行
さ
れ
ず
、
一
六
四
二
年
、
『
哲
学
原
論
』
第
三

部
の
『
市
民
論
』
が
一
番
初
め
に
出
版
さ
れ
、
第
一
部
の
『
物
体
論
』
が

一
六
五
五
年
、
第
二
部
の
『
人
間
論
』
は
一
六
五
八
年
と
、
残
り
の
二
部

は
か
な
り
時
間
が
経
っ
て
か
ら
の
出
版
と
な
っ
た
。

　

伊
藤
宏
之
・
渡
部
秀
和
訳
の
『
哲
学
原
論
／
自
然
法
お
よ
び
国
家
法
の

原
理
』
（
以
下
伊
藤
・
渡
部
訳
と
略
記
）
は
、
こ
の
『
哲
学
原
論
』
三
部
作
に
、

一
六
四
〇
年
に
手
稿
で
回
覧
さ
れ
た
『
人
間
本
性
論
』
（H

um
an 
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う
。
『
物
体
論
』
の
基
本
構
成
は
、
第
一
部
「
計
算
も
し
く
は
論
理
」
、
第

二
部
「
哲
学
の
第
一
基
礎
」
、
第
三
部
「
運
動
と
大
き
さ
の
比
に
つ
い
て
」
、

第
四
部
「
自
然
学
、
も
し
く
は
自
然
の
現
象
」
で
あ
る
。
伊
藤
・
渡
部
訳

の
解
説
に
あ
る
通
り
、
現
代
的
用
語
に
言
い
換
え
れ
ば
、
『
物
体
論
』
は

論
理
学
、
形
而
上
学
、
数
学
、
自
然
科
学
を
取
り
扱
っ
た
著
作
と
い
え
る
。

『
人
間
論
』
の
基
本
構
成
は
、
第
一
章
が
人
間
の
起
源
や
生
成
の
あ
り
方
、

第
二
章
か
ら
第
九
章
ま
で
が
光
学
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
視
覚
論
、
第
一
〇

章
か
ら
第
一
五
章
が
『
法
の
原
理
』
や
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
と
も
共
通

す
る
人
間
論
、
す
な
わ
ち
言
葉
や
名
辞
、
科
学
、
情
念
、
宗
教
の
考
察
で

あ
る
。
『
市
民
論
』
は
、
『
法
の
原
理
』
、
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
と
合
わ
せ
、

ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
学
的
三
著
作
と
呼
ば
れ
る
。
第
一
部
「
自
由
」
、
第
二

部
「
統
治
」
、
第
三
部
「
宗
教
」
の
三
部
を
基
本
構
成
と
し
、
自
然
状
態
、

自
然
法
、
契
約
、
国
家
、
神
の
王
国
等
を
論
じ
て
い
る
。

　

ホ
ッ
ブ
ズ
の
主
著
と
し
て
知
ら
れ
る
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
は
、
『
市

民
論
』
（
第
二
版
一
六
四
七
年
）
と
『
物
体
論
』
の
間
の
一
六
五
一
年
に
出

版
さ
れ
た
。
ラ
テ
ン
語
の
『
市
民
論
』
に
よ
り
大
陸
で
名
声
を
獲
得
し
た

ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
英
語
の
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
母
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

も
有
名
に
な
っ
た
。
結
果
的
に
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
が
彼
の
代
表
作
と

な
り
、
今
日
ま
で
政
治
哲
学
の
名
著
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

哲
学
者
を
自
認
す
る
本
人
に
と
っ
て
は
『
哲
学
原
論
』
こ
そ
が
本
来
の
主

著
で
あ
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
へ
の
ラ
イ
バ
ル
心
も
あ
り
、
知
識
人
と
し
て
成

功
を
収
め
た
後
は
い
っ
そ
う
、
自
分
の
哲
学
体
系
を
大
成
す
る
意
欲
を
高

め
た
に
違
い
な
い
。
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
は
『
物
体
論
』
や
『
人
間
論
』

の
濃
縮
し
た
エ
ッ
セ
ン
ス
が
理
論
上
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
の
ち
に
こ
の

語
著
作
集O

pera Philosophica O
m

nia, vol. II

収
録
のD

e H
om

ine

を
底
本
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
田
は
H
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
ダ
ー
編
集
の
ラ

テ
ン
語
版D
e C

ive

（O
xford U

niversity Press, 1983

）
を
底
本
と
し
た

『
市
民
論
』
を
す
で
に
二
〇
〇
八
年
に
同
じ
京
都
大
学
学
術
出
版
会
よ
り

刊
行
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
『
哲
学
原
論
』
三
部
作
の
中
身
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
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基
づ
い
た
政
治
哲
学
と
を
つ
な
ぐ
蝶
番
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
こ
の
分
析
は
大
変
興
味
深
い
。

　

訳
文
に
関
し
て
い
え
ば
、
伊
藤
・
渡
部
訳
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
哲
学
の
キ
ー

と
な
る
各
用
語
に
対
し
、
既
存
の
訳
本
や
先
行
研
究
で
流
通
し
て
い
る
定

訳
を
用
い
、
研
究
動
向
も
よ
く
把
捉
し
た
う
え
で
訳
語
を
当
て
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
や
ロ
ッ
ク
、
そ
の
他
十
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の

哲
学
を
扱
う
専
門
家
に
と
っ
て
は
理
解
し
や
す
い
翻
訳
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
語
の
文
章
と
し
て
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
意
味
の
通
り
に
く
い

箇
所
が
見
ら
れ
、
ラ
テ
ン
語
の
翻
訳
で
は
誤
訳
も
散
見
さ
れ
る
。
と
く
に

意
味
が
取
り
づ
ら
い
文
章
の
と
こ
ろ
は
、
往
々
に
し
て
原
文
で
二
重
否
定

が
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
英
文
で
も
ラ
テ
ン
文
で

も
二
重
否
定
に
よ
る
強
調
を
よ
く
用
い
る
。
む
ろ
ん
文
脈
に
よ
っ
て
は
否

定
文
と
し
て
訳
す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
伊
藤
・
渡
部
訳
に
は
こ
の
二

重
否
定
で
の
訳
し
間
違
い
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

次
の
『
人
間
論
』
の
訳
文
を
原
文
お
よ
び
本
田
訳
と
比
較
し
て
あ
げ
て
み

よ
う
（
下
線
は
す
べ
て
評
者
に
よ
る
）
。

　

Q
uod autem

 attinet ad V
irtutes alias tres præ

ter 
Ju

stitiam
 q

u
as vocan

t C
ard

in
ales, F

ortitu
din

em
, 

P
rudentiam

, &
 T

em
perantiam

, non sunt illæ
 C

ivium
 

V
irtutes ut C

ivium
, sed ut hom

inum
; ut quæ

 non tam
 

C
ivitati quam

 ipsis H
om

inibus singularibus qui ipsas 
h

ab
en

t, u
tiles su

n
t. C

ivitas en
im

 sicu
t n

isi per 
Fortitudinem

, Prudentiam
, &

 Tem
perantium

 bonorum
 

二
つ
の
著
作
で
こ
れ
ら
の
要
素
が
よ
り
詳
細
に
展
開
さ
れ
た
と
い
え
る
。

他
方
で
、
先
行
の
『
市
民
論
』
と
比
べ
る
と
、
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
は

共
通
す
る
部
分
を
多
く
持
つ
も
の
の
、
宗
教
論
・
教
会
統
治
論
が
大
幅
に

加
筆
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
異
な
る
面
を
い
く
つ
か
有
し
て
い
る
。

『
市
民
論
』
と
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
異
同
は
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
史
上
重

大
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
が
、
邦
訳
の
刊
行
に
よ
り
、
こ
う
し
た
論
点
の

研
究
は
日
本
に
お
い
て
今
後
さ
ら
に
進
展
す
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
伊
藤
・
渡
部
訳
と
本
田
訳
の
特
徴
と
問
題
点
を
見
て
い
き
た
い
。

『
哲
学
原
論
』
と
い
う
一
つ
の
ま
と
ま
り
の
な
か
で
、『
物
体
論
』『
人
間
論
』

『
市
民
論
』は
理
論
上
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
然
哲
学
と
政
治
哲
学
と
は
連
続
し
た
結
び
つ
き
を
も
つ
の

か
、
そ
れ
と
も
独
立
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
形
で
今
な
お
論
争
が
続
い

て
お
り
、
研
究
史
上
の
一
大
論
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
伊
藤
・
渡
部
訳
は
、

ホ
ッ
ブ
ズ
は
運
動
を
原
理
と
し
て
物
体
と
人
間
と
国
家
を
一
貫
し
て
説
明

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
解
釈
し
、
自
然
哲
学
と
政
治
哲
学
と
の
間
に
強
い

結
び
つ
き
が
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
本
田
訳
は
、
自
然
哲
学

部
分
に
あ
た
る
の
は
『
物
体
論
』
と
、
『
人
間
論
』
の
前
半
部
（
第
一
章
か

ら
第
九
章
）
で
あ
り
、
政
治
哲
学
部
分
に
あ
た
る
の
は
、
政
治
哲
学
の
う

ち
倫
理
学
を
扱
っ
た
『
人
間
論
』
後
半
部
（
第
一
〇
章
か
ら
第
一
五
章
）
と
、

政
治
学
を
扱
っ
た
『
市
民
論
』
で
あ
る
と
整
理
し
た
う
え
で
、
自
然
哲
学

と
政
治
哲
学
の
双
方
に
ま
た
が
る
『
人
間
論
』
が
両
部
門
を
結
び
つ
け
る

架
け
橋
と
な
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
と
り
わ
け
『
人
間
論
』
前
半
部
の

視
覚
論
は
身
体
＝
物
体
と
し
て
の
人
間
の
自
然
的
側
面
を
論
じ
た
も
の
で
、

こ
の
視
覚
論
が
自
然
哲
学
と
国
家
を
構
築
す
る
人
間
の
心
理
学
的
考
察
に
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は
本
田
訳
が
正
し
く
、
伊
藤
・
渡
部
訳
はnisi.....non, nisi.....non

と

い
う
二
重
否
定
を
、
強
調
の
肯
定
文
で
は
な
く
否
定
文
と
し
て
訳
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
ホ
ッ
ブ
ズ
の
文
意
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
あ
る
市
民
が
有
徳
で
あ
る
か
否
か
を
評
価
す
る
共
通
基
準
は
国

法
で
あ
り
、
国
法
は
正
義
（
法
を
侵
害
し
な
い
こ
と
）
に
適
う
習
性
は
有
徳
、

反
す
れ
ば
悪
徳
と
判
断
す
る
。
つ
ま
り
、
国
家
を
最
も
よ
く
保
存
す
る
習

性
は
み
な
市
民
の
徳
と
し
て
正
義
と
い
う
徳
に
集
約
さ
れ
る
。
他
方
で
、

四
つ
の
枢
要
徳
の
う
ち
の
残
り
の
三
つ
の
徳
、
勇
気
、
慎
慮
、
節
制
は
人

間
個
人
の
習
性
も
し
く
は
気
質
で
あ
り
、
正
義
と
関
わ
ら
な
け
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ

れ
ら
は
国
家
や
他
者
か
ら
常
に

0

0

称
賛
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
で
き
る
市
民
の

徳
と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
市
民
の
徳
は
正
義
で

判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ホ
ッ
ブ
ズ
の
文
意
を
汲
ん
で
下
線
箇
所

を
評
者
な
り
に
訳
し
直
し
て
み
る
な
ら
ば
、
「
と
い
う
の
は
、
国
家
は
善

き
市
民
の
勇
気
と
慎
慮
と
節
制
に
よ
っ
て
こ
そ
保
た
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ

に
そ
の
敵
の
勇
気
と
慎
慮
と
節
制
に
よ
っ
て
こ
そ
滅
ぼ
さ
れ
る
も
の
で
も

あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
な
る
。

　

ま
た
、
伊
藤
・
渡
部
訳
の
問
題
と
し
て
付
記
し
て
お
き
た
い
の
は
底
本

と
体
裁
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
『
物
体
論
』

の
底
本
に
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身
が
訳
し
た
の
で
は
な
い
一
六
五
六
年
の
英
訳
版

を
用
い
て
い
る
が
、
「
訳
者
解
説
」
等
で
な
ぜ
そ
れ
を
底
本
と
し
た
の
か
、

す
べ
き
と
考
え
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
と
く
に
明
示
し
て
い
な
い
。
ホ
ッ

ブ
ズ
自
身
の
チ
ェ
ッ
ク
の
入
っ
た
大
幅
な
加
筆
修
正
と
本
人
の
英
文
論
考

の
付
加
が
そ
の
主
な
理
由
と
推
測
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
訳
者
の

見
解
を
き
ち
ん
と
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
事
典

C
ivium

 non conservatur, ita nisi per F
ortitudinem

, 
Prudentiam

 &
 Tem

perantiam
 hostium

 non destruitur 

（D
e 

H
om

ine, 1658, Sect. II, C
ap. X

III, 9, p. 76

） .

　

伊
藤
・
渡
部
訳
「
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
も
の
と
呼
ば
れ
る
、

勇
気
、
慎
慮
、
節
制
と
い
う
、
正
義
を
除
く
そ
の
他
の
三
つ
の
道

徳
的
美
徳
は
、
国
民
と
し
て
の
国
民
の
美
徳
で
は
な
く
、
人
間
と
し

て
の
美
徳
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
美
徳
は
、
そ
れ

ら
を
持
つ
個
々
人
に
対
し
て
有
益
で
あ
る
ほ
ど
に
は
、
国
家
に
対
し

て
は
有
益
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ま
さ
に
、
国

家
は
、
良
き
国
民
の
勇
気
、
慎
慮
、
節
制
ば
か
り
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
る
の
で
は
な
い
よ
う
に
、
敵
の
勇
気
、
慎
慮
、
節
制
に
よ
っ

て
崩
壊
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
七
〇
七
頁
）
。

　

本
田
訳
「
こ
れ
に
対
し
て
、
枢
要
徳
と
呼
ば
れ
る
徳
の
う
ち
、
正

義
以
外
の
三
つ
の
徳
、
す
な
わ
ち
勇
気

0

0

・
知
恵

0

0

・
節
制

0

0

に
関
し
て

い
え
ば
、
こ
れ
ら
は
右
の
よ
う
な
市
民
と
し
て
の
市
民
の
徳
で
は

な
く
て
、
人
間
と
し
て
の
市
民
の
徳
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

三
徳
は
国
家
に
と
っ
て
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
徳
を
持
つ
個
々
の
人
々

自
身
に
と
っ
て
有
用
だ
か
ら
で
あ
る
。
国
家
は
善
き
市
民
た
ち
の

勇
気
と
知
恵
と
節
制
に
よ
っ
て
の
み
保
た
れ
る
よ
う
に
、
敵
た
ち

の
勇
気
と
知
恵
と
節
制
に
よ
っ
て
の
み
滅
ぼ
さ
れ
る
の
だ
か
ら
」（
一

八
二
頁
）
。

　

ご
覧
の
よ
う
に
、
下
線
部
分
は
伊
藤
・
渡
部
訳
と
本
田
訳
と
で
は
意
味

が
全
く
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
直
訳
的
だ
が
文
法
的
に
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以
上
、
や
や
辛
口
な
コ
メ
ン
ト
も
述
べ
た
が
、
評
者
自
身
ホ
ッ
ブ
ズ
研

究
に
携
わ
る
者
で
あ
り
、
『
哲
学
原
論
』
の
翻
訳
が
途
方
も
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
要
す
る
難
業
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
両
翻
訳
書
が
並
々
な

ら
ぬ
努
力
の
も
と
に
築
か
れ
た
労
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
ず

は
こ
の
大
き
な
事
業
を
成
し
遂
げ
た
訳
者
た
ち
を
讃
え
た
い
。
ま
た
、
本

田
は
目
下
『
物
体
論
』
の
翻
訳
も
執
筆
中
で
あ
る
と
い
う
。
同
じ
年
に
二

つ
の
出
版
社
か
ら
『
哲
学
原
論
』
に
関
す
る
翻
訳
本
が
出
た
こ
と
は
、
ホ
ッ

ブ
ズ
の
哲
学
体
系
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
だ
と
い
え
る
。
ホ
ッ

ブ
ズ
の
思
想
の
全
体
像
を
再
検
討
す
る
た
め
の
資
料
を
提
供
す
る
両
書
は
、

『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
集
中
し
て
き
た
日
本
の
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
の
論
調

を
刷
新
し
、
新
た
な
問
題
視
角
や
研
究
領
域
の
構
築
を
促
す
次
代
の
た
め

の
新
し
い
礎
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

（
う
め
だ
・
ゆ
り
か
／
政
治
思
想
史
）

の
よ
う
な
本
の
分
厚
さ
で
あ
る
。
非
常
に
読
み
に
く
い
し
、
持
ち
運
び
も

し
づ
ら
い
。
巻
末
に
書
簡
の
翻
訳
、
諸
著
作
比
較
表
、
略
年
譜
、
全
目
次

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
非
常
に
便
利
で
有
益
な
こ
れ
ら

の
資
料
が
、
本
が
分
厚
す
ぎ
る
た
め
に
比
較
参
照
し
に
く
く
、
活
か
し
き

れ
な
い
。
三
部
作
を
『
哲
学
原
論
』
一
冊
と
し
て
ま
と
め
た
い
と
い
う
企

図
は
理
解
で
き
る
が
、
少
な
く
と
も
『
法
の
原
理
』
は
別
冊
に
す
る
べ
き

で
あ
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
う
少
し
分
量
は
減
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
訳

注
や
解
説
に
お
け
る
人
名
や
書
名
の
表
記
の
不
統
一
、
誤
記
も
気
に
な
っ

た
。

　

一
方
の
本
田
訳
は
、
既
存
の
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
上
の
定
訳
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
新
し
い
訳
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
全

般
的
に
日
本
語
と
し
て
は
読
み
や
す
く
、
や
や
直
訳
的
で
は
あ
る
も
の
の

ラ
テ
ン
語
の
翻
訳
も
正
確
で
、
こ
な
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば
先

行
研
究
の
成
果
を
十
分
踏
ま
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
と
き
が
あ
り
、
訳
語
の
当
て
方
に
違
和
感
を
覚
え
た
。
こ
の
点
は
と

も
す
る
と
ホ
ッ
ブ
ズ
の
理
論
的
特
徴
を
誤
解
さ
せ
か
ね
ず
、
問
題
で
あ
る
。

例
え
ば
、
本
田
訳
は
意
識
的
にvoluntas

を
「
意
志
」
、arbitrium
を
「
自

由
意
志
」
と
訳
し
分
け
て
い
る
が
（
こ
の
訳
し
分
け
は
本
田
訳
『
市
民
論
』

で
も
同
様
で
あ
る
）
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
ホ
ッ
ブ
ズ
は
自
由
意
志

否
定
論
者
で
あ
り
、
「
自
由
意
志
」
の
用
語
を
表
現
す
る
場
合
は

liberum
 arbitrium

と
書
き
、“liberum

”

を
添
え
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
単
独
のarbitrium

に
「
自
由
意
志
」

と
い
う
訳
語
を
機
械
的
に
当
て
る
の
は
不
適
切
で
あ
り
、
誤
訳
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
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啓
蒙
」
の
観
点
か
ら
デ
フ
ォ
ー
思
想
を
再
検
討
す
る
も
の
だ
と
い
う
印
象

を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
近
年
の
啓
蒙
研
究
の
隆
盛
か
ら
し
て
も
、
デ

フ
ォ
ー
を
啓
蒙
思
想
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
々

の
関
心
を
惹
き
付
け
る
興
味
深
い
テ
ー
マ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
「
は
じ
め
に
」
で
示
さ
れ
て
い
る
本
書
の
意
図
は
、

そ
れ
と
は
相
当
に
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
十

七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
思
想
の

流
れ
を
様
々
な
出
来
事
の
契
機
に
関
連
づ
け
な
が
ら
跡
づ
け
、
叙
述
し
よ

う
と
い
う
」
歴
史
書
で
あ
り
（
三
頁
）
、
デ
フ
ォ
ー
が
「
同
時
代
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
社
会
を
あ
る
面
に
つ
い
て
代
表
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
の
上

に
、
「
い
わ
ば
彼
の
眼
を
借
り
て
、
〔
…
…
〕
様
々
な
人
間
的
営
為
を
統
一

的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
も
の
な
の
で
あ
る
（
一
二
頁
）
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
著
者
の
い
う
「
啓
蒙
」
は
、
「
大
文
字
の
歴
史
概

念
と
し
て
の
『
啓
蒙
』
」
で
は
な
い
。
「
動
か
ぬ
彫
像
と
し
て
の
『
啓
蒙
』

に
対
し
て
、
小
文
字
の
啓
蒙
、
一
般
名
詞
の
啓
蒙
が
意
味
す
る
の
は
、
人

間
の
可
能
性
に
信
頼
す
る
姿
勢
そ
の
も
の
」
で
あ
る
（
一
二
頁
）
。
こ
れ
は
、

い
わ
ば
人
間
の
生
き
る
姿
勢
を
意
味
し
て
お
り
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
」

と
い
う
語
は
、
こ
の
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
々
の
「
硬
直
し
た
態
度

を
つ
ね
に
乗
り
越
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
」
生
き
る
姿
勢
を
表
現
す
る
た
め

に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
図
を
果
た
す
た
め
に
、
本
書
は
「
は
じ
め
に
」
と
「
結

び
に
か
え
て
」
を
付
加
し
た
五
章
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
「
デ

フ
ォ
ー
研
究
と
初
期
近
代
ブ
リ
テ
ン
社
会
思
想
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
史
が
概
観
さ
れ
、
特
に
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
エ
ー
ト
ス
」
を
「
内

　

書
評　

『
デ
フ
ォ
ー
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
』

（
林
直
樹
著
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
○
一
二
年
）

生
越
利
昭

　

本
書
は
、
著
者
が
京
都
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
学
位
論
文
「
初
期
デ

フ
ォ
ー
の
社
会
経
済
思
想
」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
古

典
研
究
の
真
髄
で
あ
る
克
明
な
原
典
研
究
と
史
料
批
判
に
忠
実
で
あ
り
、

一
貫
し
て
デ
フ
ォ
ー
思
想
を
探
究
し
続
け
て
い
る
新
進
気
鋭
の
若
手
研
究

者
で
あ
る
。

　

読
者
は
、
本
書
の
書
名
か
ら
、
歴
史
概
念
と
し
て
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
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部
成
長
型
国
民
経
済
モ
デ
ル
の
基
盤
」
と
し
て
強
調
し
た
大
塚
久
雄
に
着

目
し
、
「
人
情
を
克
服
し
う
る
ほ
ど
に
自
律
的
な
人
間
の
実
像
を
歴
史
の

う
ち
に
探
し
求
め
よ
う
と
し
た
」
と
批
判
的
に
整
理
し
て
い
る
（
二
二
頁
）
。

著
者
は
、
こ
う
し
た
研
究
視
角
に
よ
っ
て
軽
視
さ
れ
た
デ
フ
ォ
ー
の
「
消

費
社
会
」
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
対
比
的
に
強
調
し
、
歴
史
内
在
的
方
法
の
採
用

に
よ
っ
て
、
「
デ
フ
ォ
ー
と
い
う
個
人
の
輪
郭
を
、
〔
…
…
〕
様
々
な
歴
史

的
文
脈
の
束
を
つ
か
み
出
す
な
か
で
明
確
化
し
て
い
く
作
業
が
必
要
」
と

主
張
し
て
い
る
（
五
九
頁
）
。

　

第
二
章
「
デ
フ
ォ
ー
と
非
国
教
徒
学
院
」
は
、
モ
ー
ト
ン
の
非
国
教
徒

学
院
に
学
ん
だ
デ
フ
ォ
ー
が
、
「
将
来
の
改
善
に
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
前

進
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
モ
ー
ト
ン
の
穏
便
な
啓
蒙
主
義
的

姿
勢
に
感
化
さ
れ
、
『
企
業
論
』
に
お
い
て
、
商
業
や
女
性
教
育
に
お
け

る
（
慣
習
に
支
え
ら
れ
た
）「
理
性
の
行
使
」
の
重
要
性
を
認
識
し
た
こ
と

が
解
明
さ
れ
て
い
る
（
一
一
九
頁
）
。
こ
の
非
国
教
徒
学
院
は
、
イ
ギ
リ
ス

近
代
化
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
そ
の
意
義
が
十
分
捉
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
設
立
と
展
開
、

そ
の
内
実
に
つ
い
て
の
著
者
の
詳
細
な
分
析
は
、
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。

　

第
三
章
「
デ
フ
ォ
ー
の
社
会
思
想
（
一
六
九
八
年
―
一
七
○
一
年
）
は
、

こ
の
時
期
の
デ
フ
ォ
ー
が
関
わ
っ
た
「
常
備
軍
論
争
」
と
「
ケ
ン
ト
州
請

願
事
件
」
の
論
説
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
フ
ォ
ー
に
お
け
る
ハ

リ
ン
ト
ン
主
義
お
よ
び
過
大
な
常
備
軍
に
対
す
る
両
面
批
判
（
一
五
二
頁
）
、

お
よ
び
信
仰
と
自
由
（
本
源
的
権
利
）
の
保
持
の
主
張
（
一
六
三
頁
）
を
解

明
し
て
い
る
。

　

第
四
章
「
デ
フ
ォ
ー
の
社
会
思
想
（
一
七
○
二
年
―
○
四
年
）
」
は
、
「
便

宜
的
国
教
会
遵
奉
禁
止
法
」を
め
ぐ
る
高
教
会
派
批
判
や
筆
禍
に
よ
る
「
さ

ら
し
台
」
受
刑
、
観
衆
を
味
方
に
つ
け
た
「
さ
ら
し
台
頌
歌
」
に
よ
る
弁

明
な
ど
の
事
件
経
過
を
追
跡
し
、
デ
フ
ォ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
活
動
の

開
始
を
描
き
、
高
教
会
派
の
マ
ッ
ク
ワ
ー
ス
の
救
貧
法
案
に
対
す
る
反
対

論
を
分
析
し
て
、
最
終
的
に
デ
フ
ォ
ー
が
商
業
社
会
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
到

達
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
前
章
な
ら
び
に
本
章
は
、
本
書
の
中
核
部

分
で
あ
り
、
や
が
て
一
七
二
〇
年
代
な
い
し
三
〇
年
代
に
お
い
て
完
結
す

る
デ
フ
ォ
ー
に
お
け
る
「
情
念
の
理
性
化
の
過
程
」
、
す
な
わ
ち
利
己
的

人
間
と
社
交
的
人
間
と
が
両
立
す
る
世
界
へ
の
展
望
が
、こ
の
時
期
の
「
商

業
に
よ
る
情
念
の
洗
練
と
い
う
方
法
」
に
よ
っ
て
見
通
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
論
証
し
て
お
り
（
二
二
一
～
二
頁
）
、
デ
フ
ォ
ー
思
想
像
の
核
心
に
迫
る

重
要
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
フ
ォ
ー
の
商
業
論
が
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
信
仰
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
が
選
民
意
識
を
基
盤
と
し

た
「
新
し
い
帝
国
化
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
（
二
一
九
頁
）
も
、
示

唆
に
富
む
洞
察
で
あ
る
。

　

第
五
章
「
デ
フ
ォ
ー
と
合
邦
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
は
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
と

デ
フ
ォ
ー
の
合
邦
案
を
比
較
検
討
し
、
デ
フ
ォ
ー
の
案
が
基
本
法
に
基
づ

く
権
力
一
元
化
を
図
る
諸
国
家
連
合
体
の
設
立
を
目
指
し
て
、
「
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
暮
ら
す
人
々
の
自
律
心
を
巧
妙
に
く
す
ぐ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
」

を
用
い
た
「
説
得
の
産
物
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
（
二
六
○
頁
）
。

　

最
後
の
「
結
び
に
か
え
て
」
で
は
、
近
年
の
デ
フ
ォ
ー
研
究
の
う
ち
シ
ョ

ン
ホ
ー
ン
と
ク
ラ
ー
ク
の
書
を
取
り
上
げ
、
著
者
の
今
後
の
研
究
展
望
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
デ
フ
ォ
ー
を
ロ
ッ
ク
の
直
系
と
解
し
て
き
た

従
来
の
解
釈
を
見
直
し
、
デ
フ
ォ
ー
に
お
け
る
軍
事
的
統
治
者
像
（
「
武
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生
産
と
消
費
（
お
よ
び
奢
侈
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
重
視
の
観
点
を
強
調
し
、

フ
リ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
中
核
と
す
る
経
済
観
か
ら
商
業
活
動
に
携
わ
る
国
民

経
済
全
体
の
構
造
分
析
に
進
ん
で
い
っ
た
デ
フ
ォ
ー
の
思
想
展
開
を
示
唆

し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
説
得
的
に
論
じ
る
に
は
、
や
は
り
『
イ
ギ
リ
ス
経

済
の
構
図
』
な
ど
の
主
要
著
作
や
対
仏
通
商
貿
易
論
争
な
ど
の
分
析
を
通

し
て
、
デ
フ
ォ
ー
の
経
済
思
想
を
総
体
と
し
て
描
き
出
す
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
行
研
究
の
批
判
的
継
承
と
再
検
討
を
踏
ま
え
て
、
今
後
果
た

さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

同
様
に
、
政
治
思
想
お
よ
び
宗
教
思
想
に
つ
い
て
も
、
立
憲
君
主
制
を

基
盤
と
し
、
政
治
的
結
合
を
人
間
本
性
の
必
然
と
み
な
し
て
、
社
会
契
約

論
や
王
権
神
授
説
を
批
判
す
る
デ
フ
ォ
ー
の
特
徴
や
、
三
位
一
体
主
義
信

仰
に
基
づ
く
理
神
論
批
判
の
真
意
な
ど
が
先
行
研
究
参
照
に
よ
っ
て
示
唆

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
著
者
自
身
の
十
分
な
論
証
が
今
後
必

要
と
な
ろ
う
。

　

本
書
は
初
期
デ
フ
ォ
ー
を
対
象
と
し
、
デ
フ
ォ
ー
の
基
本
思
想
が
形
成

さ
れ
て
く
る
過
程
を
克
明
に
描
き
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
基
点
に
し
て
、

デ
フ
ォ
ー
の
著
作
活
動
全
体
を
対
象
に
、
そ
の
後
の
デ
フ
ォ
ー
の
思
想
展

開
を
解
明
す
る
な
ら
ば
、
最
終
的
に
デ
フ
ォ
ー
が
到
達
し
た
思
想
の
全
体

像
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
著
者
の
研
究
展
開
に
期

待
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
著
者
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
」

の
語
を
書
名
に
使
い
つ
つ
も
、
そ
れ
は
歴
史
概
念
で
は
な
い
と
し
て
い
る

が
、
近
年
の
啓
蒙
研
究
に
お
い
て
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
な
い
し
「
ブ

リ
テ
ン
啓
蒙
」
と
い
う
歴
史
概
念
が
提
起
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
は
、

人
王
」
）
と
三
位
一
体
主
義
に
基
づ
く
過
度
の
理
性
崇
拝
批
判
に
着
目
し
て
、

デ
フ
ォ
ー
思
想
の
中
に
萌
芽
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
要
素
を
「
積
極
的
に

か
つ
果
断
に
取
り
出
す
」
思
想
史
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
（
二
六
九
頁
）
。

こ
の
論
点
は
思
想
史
研
究
の
あ
り
方
と
し
て
大
変
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
て
み
る
と
、
時
代
の
諸
問
題

に
個
別
に
取
り
組
む
デ
フ
ォ
ー
の
論
点
が
緻
密
に
十
分
に
分
析
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
総
合
的
に
デ
フ
ォ
ー
思
想
の
全
体
像
を
描
き
切
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
本
書
が
一
六
九
八
年
か
ら

一
七
○
四
年
ま
で
の
初
期
デ
フ
ォ
ー
の
社
会
思
想
に
考
察
を
限
定
し
、
そ

れ
以
後
の
多
く
の
著
作
や
ジ
ャ
ー
ナ
ル
活
動
を
対
象
と
し
て
い
な
い
た
め

か
も
し
れ
な
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
本
格
的
な
デ
フ
ォ
ー
研
究
の
一
つ
で

あ
る
天
川
潤
次
郎
『
デ
フ
ォ
ー
研
究
』
（
一
九
六
六
年
第
一
刷
）
に
よ
れ
ば
、

デ
フ
ォ
ー
の
活
動
は
三
期
に
分
か
れ
、
第
一
期
（
一
六
六
〇
～
一
七
〇
三
年
）

は
、
宗
教
と
教
育
に
よ
る
人
間
形
成
期
、
事
業
経
営
や
政
治
活
動
に
よ
る

激
動
の
時
期
、
第
二
期
（
一
七
○
四
～
一
七
一
四
年
）
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
の
時
期
、
第
三
期
（
一
七
一
五
～
一
七
三
一
年
）
は
、
本
格
的
な

著
作
時
代
で
、
宗
教
・
倫
理
書
、
経
済
書
、
経
済
・
倫
理
複
合
書
の
三
種

に
よ
っ
て
、
様
々
な
領
域
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
向
う
べ
き

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
「
一
般
大
衆
に
啓
蒙
指
導
し
た
」
（
一
〇
〇
頁
）
時
期
、
と

さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
う
ち
の
第
一
期
を
主
な
対
象
と
し
、
そ
こ

に
表
現
さ
れ
た
デ
フ
ォ
ー
思
想
の
中
核
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
著
者
が
目
指
す
体
系
的
な
デ
フ
ォ
ー
研
究
の

た
め
の
第
一
段
階
を
な
す
も
の
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
が
、
デ
フ
ォ
ー
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
、
本
書
は
、
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の
宗
教
思
想
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
総
体

と
し
て
評
価
し
、
歴
史
概
念
と
し
て
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
と
デ

フ
ォ
ー
と
の
関
係
を
探
究
す
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
著

者
が
こ
の
観
点
か
ら
デ
フ
ォ
ー
思
想
を
再
構
成
す
る
な
ら
ば
、
幅
広
く
豊

か
な
成
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
書
は
、
一
貫
し
て
歴
史
書
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
巻
末
に
は
関
連

地
図
や
年
表
を
付
加
し
、
時
代
背
景
の
中
で
の
デ
フ
ォ
ー
の
実
践
活
動
を

わ
か
り
や
す
く
整
理
し
て
お
り
、
大
変
有
益
で
あ
る
。
た
だ
し
、
せ
っ
か

く
の
年
表
な
の
だ
か
ら
、
デ
フ
ォ
ー
の
主
要
著
作
は
す
べ
て
記
載
し
て
ほ

し
か
っ
た
。
『
家
庭
の
教
育
者
』
『
ロ
ク
サ
ナ
』
『
大
ブ
リ
テ
ン
旅
行
記
』

な
ど
が
漏
れ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
参
考
文
献
欄
で
も
、
本
文
で
論

じ
た
著
作
が
一
部
載
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
一
六
九
七
年
のA

n E
ssay 

upon Projects

は
一
〇
六
頁
以
下
の
主
題
で
あ
り
、
一
七
〇
一
年
版
の

T
he T

rue-born E
nglishm

an

は
一
八
二
頁
で
扱
わ
れ
、T

he C
om

plete 

E
nglish T

radesm
an

の
初
版
第
一
巻
（
一
七
二
五
年
）
、
一
巻
・
二
巻
セ
ッ

ト
の
第
二
版
（
一
七
二
八
年
）
、
第
二
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
第
三
版
（
一
七
三

二
年
）
は
本
文
四
九
頁
以
下
の
主
題
だ
が
、
載
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
う
し
た
技
術
的
な
問
題
は
、
本
書
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は

な
い
。

　

最
後
に
、
本
書
は
「
歴
史
内
在
的
方
法
」
を
思
想
史
研
究
の
核
心
と
し

て
強
調
し
、
そ
れ
を
①
テ
ク
ス
ト
成
立
の
背
景
と
な
っ
た
史
実
と
テ
ク
ス

ト
の
行
間
を
読
む
こ
と
、
②
テ
ク
ス
ト
の
中
の
語
彙
・
言
説
に
着
目
し
、

同
時
代
の
横
の
継
承
関
係
を
探
る
も
の
と
し
て
整
理
し
て
い
る
（
二
二
四

頁
）
。
こ
れ
は
極
め
て
正
当
な
主
張
な
の
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
著
者
が

こ
れ
と
デ
フ
ォ
ー
の
関
係
を
何
も
考
察
せ
ず
に
済
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヒ
メ
ル
フ
ァ
ー
ブ
（H

im
m

elfarb, T
he R

oads to 

M
odernity, 2004

）
に
従
え
ば
、
啓
蒙
の
先
駆
は
ブ
リ
テ
ン
、
特
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
尊
敬
す
べ
き
三
巨
頭
ベ
ー
コ
ン
、
ロ
ッ
ク
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
で

あ
り
、
「
ロ
ッ
ク
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
ブ
リ
テ
ン
啓
蒙
の
父
、
こ
れ
に
第
三

代
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
ー
伯
を
加
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
父
と
な
る
。
」

そ
し
て
、
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ト
ラ
ー
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ア
デ
ィ
ス
ン
、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ギ
ボ
ン
、
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
な
ど
、
多
く
の
思
想
家
が
こ
の
系

譜
に
属
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
提
示
し
た
「
保
守

的
啓
蒙
」
と
も
重
な
り
、
理
性
重
視
の
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
、
政
治
的
自
由
を

原
動
力
と
す
る
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
と
対
比
し
て
、
「
社
会
的
徳
性
」
を
基
盤

に
し
た
社
会
倫
理
の
導
出
と
い
う
、
ブ
リ
テ
ン
啓
蒙
の
特
質
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
「
社
会
的
徳
性
」
重
視
の
側
面
は
、
本
書
で
解
明
さ
れ
た
デ
フ
ォ
ー

の
思
想
に
重
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
章
で
究
明
さ
れ
た
非
国
教
徒

学
院
の
教
育
で
示
さ
れ
た
人
間
精
神
改
変
の
思
想
は
、
そ
の
ま
ま
デ

フ
ォ
ー
の
社
会
改
良
家
と
し
て
の
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
で

は
扱
わ
れ
な
い
『
家
庭
の
教
育
者
』
（
第
一
巻
一
七
一
五
年
、
第
二
巻
一
七
一

八
年
）
に
お
け
る
親
子
関
係
の
改
良
、
『
服
従
の
大
原
理
を
考
え
る
』
（
一

七
二
四
年
）
に
お
け
る
主
従
関
係
の
回
復
、
仮
名
ア
ン
ド
ル
ー
・
モ
ー
ト

ン
を
使
っ
て
書
か
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
一
七
二
五
年
の
「
み
ん
な
の
仕
事

は
だ
れ
の
仕
事
に
も
な
ら
ず
」
を
始
め
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
モ
ー
ト
ン
物
）
に

お
け
る
堕
落
批
判
に
は
、
社
会
批
判
、
風
紀
改
善
の
提
言
、
教
育
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
デ
フ
ォ
ー
の
熱
意
が
表
現
さ
れ
、
本
書
で
指
摘
さ
れ
た
彼
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書
評　

『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス　

法
学
講
義　

1762

～1763

』

（
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
会
監
修
、水
田
洋
・
篠
原
久
・
只
腰
親
和
・��

�

前
田
俊
文
訳
、名
古
屋
大
学
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）

野
原
慎
司

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
諸
著
作
は
、
本
邦
訳
を
も
っ
て
こ
れ
で
す
べ
て
が

翻
訳
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
書
簡
集
を
除
く
）
。
ス
ミ
ス
の
諸
著
作
の
中
で
も
、

本
書
は
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
ス
ミ
ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で

の
道
徳
哲
学
体
系
は
、
自
然
神
学
（
具
体
的
講
義
内
容
は
分
か
っ
て
い
な
い
）
、

倫
理
学
（
『
道
徳
感
情
論
』
と
し
て
結
実
す
る
）
、
司
法
〔
正
義
〕
論justice

、

最
後
に
強
調
し
て
い
る
「
思
想
的
展
開
の
萌
芽
を
積
極
的
に
か
つ
果
断
に

取
り
出
す
」
思
想
史
の
意
義
と
ど
う
整
合
す
る
か
、
説
明
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

　

総
じ
て
、
本
書
は
才
能
あ
る
若
手
研
究
者
の
意
欲
的
な
研
究
書
で
あ
り
、

今
後
の
思
想
史
研
究
の
発
展
に
と
っ
て
明
る
い
展
望
を
示
し
て
く
れ
る
好

著
で
あ
る
。

 
（
お
ご
せ
・
と
し
あ
き
／
イ
ギ
リ
ス
社
会
経
済
思
想
史
）
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生
活
行
政
そ
の
他
（
『
国
富
論
』
と
し
て
結
実
す
る
）
か
ら
成
っ
て
い
た
。

司
法
論
と
生
活
行
政
論
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
の
講
義
が
本
書
の
も
と
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
生
活
行
政
論
の
部
分
は
残
念
な
が
ら
途
中
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
）
。
『
道
徳
感
情
論
』
と
『
国
富
論
』
は
直
接
つ
な
が
る
も
の

で
は
な
く
、
あ
い
だ
に
司
法
論
、
す
な
わ
ち
教
義
の
法
学
部
分
が
あ
り
、

そ
の
後
『
国
富
論
』
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ス

ミ
ス
『
国
富
論
』
の
背
景
を
知
ろ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
必
読
の
文
献

な
の
で
あ
る
。

　

経
済
学
の
み
で
は
な
い
。
法
学
教
育
の
移
行
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て

も
本
書
は
重
要
で
あ
る
。
初
期
近
代
に
お
い
て
も
、
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝

統
が
強
か
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
除
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
で
は
）
ロ
ー
マ
法
は
法
学
研
究
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
続

け
た
が
、
中
央
集
権
的
国
家
が
勃
興
し
、
経
済
活
動
・
対
外
貿
易
の
活
発

化
す
る
初
期
近
代
に
あ
っ
て
、
中
世
的
な
ロ
ー
マ
法
の
注
釈
の
み
で
は
時

代
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
、
合
理
的
に
諸
法
の
基
礎
と
な
り
原
理
と
な

る
法
を
考
察
す
る
自
然
法
が
、
大
学
講
義
に
お
い
て
も
普
及
す
る
こ
と
に

な
る
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
で
の
道
徳
哲
学
講
座
は

そ
の
う
ち
に
自
然
法
学
の
講
義
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
傍
ら
で
は
ロ
ー
マ

法
を
中
心
と
す
る
正
規
の
法
学
講
座
が
存
在
し
た
。
た
だ
し
、
法
曹
家
育

成
教
育
が
盛
ん
だ
っ
た
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
と
異
な
り
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大

学
の
法
学
教
育
は
充
実
し
て
お
ら
ず
、
法
学
教
授
職
も
一
七
五
〇
年
の

H
・
リ
ン
ゼ
ー
（H

ercules Lindesay

）
の
任
命
以
前
は
名
誉
職
で
あ
っ

た
）
1
（

。
む
し
ろ
、
ス
ミ
ス
以
前
の
道
徳
哲
学
講
座
教
授
の
F
・
ハ
チ
ス
ン
時

代
の
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
目
的
は
、
穏
健
派
の
聖
職
者
の
育
成
で
あ
っ

た
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
は
、
人
間
の
原
罪
や
神
の
救
済
に
つ
い
て
か
な
り
厳
格

な
立
場
を
と
っ
て
い
る
急
進
派
長
老
主
義
者
が
極
め
て
多
い
土
地
柄
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
好
ま
な
か
っ
た
名
誉
革
命
後
の
政
治
体
制
の
も
と
に

あ
っ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
は
、
穏
健
派
の
教
員
が
中
心
と
な
る
。
そ
の

中
に
は
、
ハ
チ
ス
ン
を
は
じ
め
正
統
派
の
教
義
か
ら
外
れ
た
思
想
を
有
す

る
人
々
が
い
た
。
道
徳
哲
学
講
座
の
任
務
は
、
時
の
政
治
体
制
に
反
抗
す

る
懸
念
が
存
在
し
て
い
た
急
進
派
の
聖
職
者
で
は
な
く
、
穏
健
派
の
聖
職

者
の
育
成
で
あ
っ
た

）
2
（

。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
ハ
チ
ス
ン
は
、
哲
学
的
教

育
手
法
を
重
視
し
た
。
こ
う
し
て
、
啓
蒙
主
義
運
動
の
中
心
が
大
学
か
ら

は
外
れ
る
フ
ラ
ン
ス
と
違
い
、
大
学
を
中
心
と
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
の
啓

蒙
主
義
運
動
は
展
開
さ
れ
る
。
タ
バ
コ
貿
易
な
ど
に
よ
り
経
済
的
に
繁
栄

し
都
市
が
拡
大
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
あ
っ
て
、
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
講
座

で
の
任
務
は
、
単
な
る
聖
職
者
養
成
の
み
で
は
な
く
、
学
生
が
聖
俗
両
方

の
職
業
に
就
く
準
備
に
資
す
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と

に
あ
っ
た

）
3
（

。
そ
れ
が
、
本
法
学
講
義
を
含
む
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
講
義
の

背
景
で
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
法
学
講
義
で
の
講
義
項
目
は
ハ
チ
ス
ン
か
ら
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
内
容
に
お
い
て
、
ス
ミ
ス
の
法
学
講
義

は
ハ
チ
ス
ン
、
あ
る
い
は
ハ
チ
ス
ン
以
前
の
自
然
法
学
者
と
は
大
き
く
異

な
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
以
前
の
彼
ら
自
然
法
学
者
は
、
社
会
契
約
説

を
信
じ
、
自
然
状
態
か
ら
国
家
へ
と
い
う
流
れ
か
ら
、
人
間
の
諸
権
利
や

諸
義
務
の
正
当
性
を
導
き
出
し
た
。
ス
ミ
ス
は
、
社
会
契
約
説
を
否
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
規
範
的
な
法
学
体
系
か
ら
の
方
向
転
換
を
図
り
、

あ
る
が
ま
ま
の
社
会
の
状
態
か
ら
法
学
の
原
理
を
帰
納
し
よ
う
と
す
る
。



社会思想史研究　No. 37　2013

●　194

な
わ
ち
、
B
ノ
ー
ト
を
は
る
か
に
上
回
る
法
学
の
驚
嘆
す
べ
き
博
識
で

も
っ
て
、
ス
ミ
ス
は
法
学
の
諸
部
分
を
順
々
に
論
じ
て
い
く
。
ロ
ー
マ
法
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
等
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
詳
細
な
点
ま
で
論
じ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
が
、
個
別
具
体
的
な
歴
史
的
事
実
や
法

令
の
積
み
重
ね
と
そ
こ
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
推
測
に
よ
り
一
歩
ず
つ
構
築

さ
れ
て
ゆ
く
。
た
だ
し
、
法
学
体
系
を
ス
ミ
ス
は
結
局
出
版
し
な
か
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
ス
ミ
ス
が
本
書
を
出
版
す
る
に
は
不
十
分
と
考
え
て

い
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
そ
の
ど
こ
が
不
十
分
な
の
か
、
ス
ミ
ス

は
ど
の
部
分
で
逡
巡
と
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
本
書
か
ら
探
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
経
済
学
の
学
問
と
し
て
の
成
立
は
、
グ
ラ
ン
ド

セ
オ
リ
ー
の
時
代
か
ら
近
代
の
諸
学
問
へ
の
分
化
の
時
代
へ
の
移
行
と
表

裏
一
体
で
あ
る
が
、
な
ぜ
グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
は
挫
折
し
た
の
か
に
興
味

が
あ
る
読
者
に
と
っ
て
も
、
グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
を
目
指
し
な
が
ら
結
局

そ
の
完
成
に
挫
折
し
た
軌
跡
で
あ
る
本
書
を
ひ
も
と
く
こ
と
は
有
益
で
あ

ろ
う
。

　

な
お
、
本
書
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
道
徳
哲
学
講
座
に
て
の
ス
ミ
ス
の

法
学
講
義
を
学
生
が
記
録
し
た
ノ
ー
ト
（
A
ノ
ー
ト
）
に
由
来
し
て
い
る
が
、

翌
学
期
の
講
義
ノ
ー
ト
（
B
ノ
ー
ト
）
は
す
で
に
岩
波
文
庫
か
ら
出
版
さ

れ
て
い
る

）
5
（

。
し
か
し
、
本
書
は
、
B
ノ
ー
ト
よ
り
も
は
る
か
に
翻
訳
が
困

難
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
B
ノ
ー
ト
は
、
よ
り
簡
潔
で
法
学
講
義
の
全
体
系

を
網
羅
し
て
く
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス

ゴ
ー
大
学
を
退
官
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
学
期
の
講
義
で
あ
る
こ
と

か
ら
分
量
が
少
な
い
（
A
ノ
ー
ト
は
B
ノ
ー
ト
の
約
二
倍
半
の
分
量
が
あ
る
）
。

か
つ
、
B
ノ
ー
ト
は
、
そ
も
そ
も
売
却
用
に
再
編
集
さ
れ
た
ノ
ー
ト
で
あ

そ
の
た
め
に
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
極
め
て
豊
富
な
諸
法
令
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
、
人
間
の
自
然
権
や
正
義
観
念
そ
れ

自
体
は
『
道
徳
感
情
論
』
に
お
け
る
人
間
関
係
論
に
よ
り
導
出
可
能
と
考

え
て
い
た
が
、
所
有
観
念
は
、
社
会
状
況
、
特
に
生
活
様
式
に
よ
り
段
階

的
に
発
展
す
る
四
つ
の
社
会
（
狩
猟
、
牧
畜
、
農
業
、
商
業
の
四
段
階
の
社
会
）

に
応
じ
て
異
な
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
四
段
階
論
は
、
チ
ュ
ル
ゴ
と
並

ん
で
ス
ミ
ス
が
本
書
に
お
い
て
史
上
初
到
達
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

て
い
る

）
4
（

。
た
だ
、
四
段
階
論
の
原
理
を
機
械
的
に
法
学
の
諸
部
分
に
適
用

す
る
よ
う
な
こ
と
を
ス
ミ
ス
は
本
書
に
お
い
て
行
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

慎
重
な
手
つ
き
で
、
占
有
、
所
有
、
相
続
、
契
約
等
に
関
係
す
る
諸
法
律

に
つ
き
、
そ
の
原
初
の
法
律
制
定
の
背
景
と
な
る
時
代
状
況
、
そ
の
後
の

時
代
の
変
化
に
よ
る
法
律
の
変
化
を
復
元
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ
う

言
っ
て
よ
け
れ
ば
、
法
社
会
学
的
な
試
み
を
ス
ミ
ス
は
本
書
で
な
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
本
書
は
、
啓
蒙
主
義
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
の
時
代
の

息
吹
を
示
す
極
め
て
重
要
な
文
献
で
も
あ
る
。
本
書
で
、
私
法
、
家
族
法
、

公
法
、
生
活
行
政
と
、
法
学
全
体
を
ス
ミ
ス
は
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
生
活
行
政
の
部
分
は
、
の
ち
に
『
国
富
論
』
の
中
心
を
構
成
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
結
局
、
司
法
論
と
い
う
法
学
体
系
の
核
は
出
版
さ
れ

な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。
本
書
を
読
む
と
、
ス
ミ
ス
が
詳
細
に
法
学
の
知

識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

詳
細
に
法
学
の
知
識
を
有
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
が
法
学
体
系
を
な
ぜ
刊
行

し
な
か
っ
た
の
か
不
思
議
な
ほ
ど
で
あ
る
。

　

本
書
を
驚
嘆
す
べ
き
書
と
呼
び
う
る
の
は
そ
こ
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
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文
に
も
登
場
す
る
「tyranny

」
や
「tyrant

」
と
い
う
語
と
、
や
や
紛

ら
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
遡
る
と
、
「tyrant

」
の
原
語
は
、
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
は
、
法
に
従
っ
て
、
自
ら
す
す
ん
で
服
従
す
る
者

を
支
配
す
る
王
制
と
異
な
り
、
心
な
ら
ず
も
服
す
る
も
の
を
支
配
す
る
者

と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
た

）
6
（

。
正
当
な
手
段
と
権
利
に
よ
ら
ず
権
力
を
得
た

者
と
い
う
含
意
が
そ
も
そ
も
「tyranny

」
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ス

ミ
ス
と
同
時
代
に
お
い
て
も
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ス
ン
の
辞
書
で
は
、

「tyranny

」
は
「
横
柄
に
支
配
す
る
絶
対
君
主absolute m

onarchy

」

と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
「absolute

」
と
は
、
「
絶

対
的
権
力absolute pow

er

」
と
い
う
場
合
の
よ
う
に
「
制
約
の
な
い

N
ot lim

ited

」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る

）
7
（

。
し
た
が
っ
て
、
単

に
「
絶
対
的
統
治absolute governm

ent

」
と
い
う
場
合
に
は
、
「
（
権

力
に
）
制
約
の
な
い
統
治
」
を
意
味
し
、
正
当
か
不
当
か
は
問
わ
な
い
の

に
対
し
て
、
「tyranny

」
と
い
う
場
合
に
は
、
「
横
柄
に
支
配
す
る
、
制

約
の
な
い
統
治
」
と
い
う
正
当
で
は
な
い
と
い
う
含
意
を
持
つ
。
ス
ミ
ス

も
、
本
書
の
原
書
に
お
い
て
は
、
「tyranny

」
を
人
民
や
貴
族
が
有
し
て

い
た
正
当
な
権
力
・
権
利
を
奪
う
と
い
う
含
意
で
主
と
し
て
用
い
て
い
る
。

対
し
て
、
「absolute governm

ent

」
と
は
、
貴
族
の
権
力
の
没
落
に

よ
り
君
主
が
並
ぶ
も
の
な
き
権
力
を
手
に
し
て
い
る
、
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を

除
く
）
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
主
要
な
君
主
制
を
指
す

場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
を
「tyranny

」
と
し
て
非
難
す

る
の
は
同
時
代
よ
く
見
ら
れ
た
表
現
で
は
あ
る
が
、
ス
ミ
ス
自
身
は
、
完

全
で
は
な
い
に
せ
よ
一
応
の
区
別
を
し
て
い
た
と
も
推
測
し
う
る
の
で
あ

り
、
訳
語
も
「
専
制tyranny

」
、「
絶
対
的
統
治absolute governm

ent

」

る
こ
と
か
ら
、
元
々
の
講
義
時
に
と
ら
れ
た
ノ
ー
ト
の
段
階
か
ら
二
、
三

段
階
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
版
法
学
講
義
の
編
者
は
推
測
し

て
い
る
。
対
し
て
、
本
邦
訳
を
構
成
し
て
い
る
A
ノ
ー
ト
は
、
学
生
自
身

が
用
い
る
た
め
に
、
速
記
法
に
よ
り
記
さ
れ
た
も
の
を
普
通
の
文
章
に
書

き
改
め
て
保
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
記
ミ
ス
や
空
白
部

分
も
少
な
く
な
い
。
本
書
の
翻
訳
が
困
難
で
あ
る
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
が
重
要
な
の
は
、
ノ
ー
ト
作
成
段
階
で
要

約
的
編
集
が
行
わ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
B
ノ
ー
ト
と
違
い
、
ス
ミ
ス
の

元
々
の
講
義
で
の
発
言
を
か
な
り
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
翻
訳
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
書
は
、
ラ
テ
ン
語
の

原
語
が
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
た
ロ
ー
マ
法
、
古
い
封
建
法
な
ど
多
岐
に
渡
る

翻
訳
の
難
し
い
語
を
含
ん
で
い
る
が
ゆ
え
に
、
翻
訳
は
極
め
て
困
難
な
も

の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翻
訳
は
正
確
か
つ
読
み
や

す
い
。
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
り
、
本
邦
訳
の
た
め
に
な
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
多
大
な
労
に
対
し
て
心
か
ら
賛
辞
を
送
り
た
い
。

　

た
だ
、
翻
訳
に
関
し
て
、
多
少
気
に
な
る
点
を
二
箇
所
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
第
一
に
、
「police

」
と
い
う
語
が
「
生
活
行
政
」
と
訳
さ
れ
て

い
る
が
（
例
え
ば
、
本
書
、
一
頁
）
、
こ
れ
は
正
確
か
も
し
れ
な
い
が
若
干

分
か
り
づ
ら
い
。
単
に
、
「
行
政
」
と
訳
し
た
方
が
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

第

二

に
、

本

書

で

は
、
「absolute governm

ent

」
、
「absolute 

m
onarch

」
、
「absolute pow

er

」
と
い
う
原
語
が
そ
れ
ぞ
れ
、
「
専
制

的
統
治
」
、「
専
制
君
主
」
、「
専
制
的
権
力
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
（
例
え
ば
、

本
書
、
二
七
八
―
二
七
九
頁
）
、
専
制
と
い
う
語
か
ら
通
常
連
想
さ
れ
、
原
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書
評　

『
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
の
群
像 

 
 

―
―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
影
の
下
で　

1723-1801

』

（
田
中
秀
夫
著
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）

石
川
敬
史

一

　

ア
メ
リ
カ
革
命
研
究
と
は
、
十
七
世
紀
の
ブ
リ
テ
ン
島
と
そ
れ
に
連
な

る
島
々
、
そ
し
て
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
東
海
岸
沿
い
の
一
三
の
植
民
地
の
政

と
し
た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

全
体
と
し
て
、
本
書
は
、
ス
ミ
ス
に
興
味
の
あ
る
者
の
み
な
ら
ず
、
経

済
学
、
法
学
、
政
治
学
、
法
社
会
学
、
近
代
社
会
科
学
の
諸
学
問
の
分
化

に
興
味
の
あ
る
す
べ
て
の
読
者
に
と
っ
て
極
め
て
有
益
で
あ
る
。

 
（
の
は
ら
・
し
ん
じ
／
経
済
学
史
・
哲
学
・
社
会
思
想
史
）
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治
、
思
想
、
教
会
、
経
済
の
諸
シ
ス
テ
ム
の
変
動
を
総
合
的
に
考
察
し
、

北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
が
イ
ギ
リ
ス
王
政
か
ら
離
脱
す
る
選
択
を
し
た
契
機

と
、
革
命
が
生
み
出
し
た
諸
帰
結
を
検
討
す
る
の
が
そ
の
役
割
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
植
民
地
時
代
の
北
ア
メ
リ
カ
の
人
々
は
、
如
何

な
る
経
緯
で
、
如
何
な
る
個
性
を
獲
得
し
、
如
何
な
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

を
創
設
し
た
の
か
が
主
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
以
上
の
課
題
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
ア
メ
リ
カ
で
の
展

開
と
い
う
視
角
か
ら
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。
検
討
の
射
程
は
、
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
植
民
地
の
首
都

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
や
っ
て
き
た
一
七
二
三
年
か
ら
、
ト
マ
ス
・
ジ
ェ

フ
ァ
ソ
ン
が
第
三
代
大
統
領
に
就
任
し
た
一
八
〇
一
年
で
あ
る
。
本
書
は
、

明
確
な
意
図
か
ら
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
「
第
Ⅰ
部　

フ
ラ
ン
ク
リ

ン
と
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
」
で
は
、
辺
境
の
植
民
地
が
次
第
に
経
済
的
・
文
化

的
に
自
立
性
を
も
ち
始
め
て
き
た
時
代
の
象
徴
的
都
市
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
に
お
い
て
、
十
七
歳
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
文
字
通
り
の
意
味
で
の
自
活

を
始
め
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧
の
啓
蒙
哲
学
の

継
受
者
と
な
る
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
を
代

弁
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
行
く
過
程
が
詳
細
に
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
「
第
Ⅱ
部　

ア
メ
リ
カ
啓
蒙
の
群
像
」
で
は
、
一
七
二

三
年
以
後
に
生
ま
れ
た
人
々
―
―
例
え
ば
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
、
ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
ザ
ス
プ
ー
ン
は
一
七
二
三
年
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
一
七
三
五
年
、

ト
マ
ス
・
ペ
イ
ン
は
一
七
三
七
年
、
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
は
一
七
四

三
年
に
生
ま
れ
て
い
る
―
―
が
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
ア
メ
リ

カ
啓
蒙
の
土
壌
で
、
如
何
な
る
ア
メ
リ
カ
の
創
設
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
か

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
哲
学
の
膨
大
な
研
究
蓄
積
を
背
景
と
し
て
執
筆

さ
れ
た
本
書
に
、
評
者
は
ご
く
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
る
に
と
ど
ま
ら

ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
に
当
た
り
、
ま
ず
は
、
初
期
ア
メ
リ
カ
（
植
民

地
時
代
か
ら
ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
以
前
）
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け

る
本
書
の
意
義
を
検
討
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
ろ
う
。

二

　

ア
メ
リ
カ
革
命
研
究
は
、
表
面
的
に
は
大
西
洋
史
と
大
西
洋
両
岸
に
お

け
る
政
治
思
想
史
の
幸
福
な
関
係
の
下
に
研
究
を
行
う
特
権
を
有
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
研
究
分
野
に
お
け
る
特
権
は
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
初
期
ア
メ
リ
カ
の
諸
ヒ
ス
ト
リ

オ
グ
ラ
フ
ィ
を
集
約
す
る
と
大
き
く
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、
「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
中
心
主
義
」
と

言
い
得
る
も
の
で
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
代
表
さ
れ

る
国
制
の
契
機
を
、
一
六
三
〇
年
代
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
入
植
し

た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
の
エ
ー
ト
ス
か
ら
導
き
出
す
も
の
で
、
極
め
て
抽

象
度
の
高
い
議
論
の
展
開
と
、
膨
大
な
説
教
、
裁
判
例
、
教
会
史
に
よ
っ

て
証
拠
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
六
四
〇
年
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
戦

の
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
い
た
牧
師
の
多
く
が
、
議
会
派
と
し
て

戦
う
た
め
に
帰
国
し
て
い
る
事
実
も
、
こ
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
に
説

得
力
を
も
た
せ
て
い
る
。
た
だ
し
問
題
点
は
、
こ
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
で
は
、

南
部
が
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
初
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ア
メ
リ
カ
政
治
思
想
史
を
め
ぐ
る
以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
本
書

『
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
の
群
像
』
の
研
究
史
に
お
け
る
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
。

初
期
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
的
・
社
会
的
・
宗
教
的
担
い
手
に
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
い
う
、
共
通
す
る
知
的
土
壌
が
あ
っ
た
と
本
書
は

主
張
し
論
証
す
る
。
聖
職
者
、
政
治
指
導
者
、
北
部
の
商
人
、
南
部
の
プ

ラ
ン
タ
ー
の
異
同
を
検
討
す
る
共
通
の
尺
度
と
し
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
・
モ
ー
メ
ン
ト
を
再
確
認
し
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ

と
い
う
二
つ
の
地
域
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
実
存
的

な
条
件
か
ら
正
反
対
の
運
命
を
辿
っ
た
が
、
両
者
が
知
的
背
景
を
共
有
し

て
い
た
と
い
う
論
点
は
、
何
度
で
も
確
認
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

三

　

本
書
「
第
Ⅰ
部　

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
」
は
、
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
い
う
複
雑
な
人
格
を
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
知
識
人
た
ち
と
の
具
体

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
問
題
関
心
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の

問
題
関
心
と
は
、
「
文
明
社
会
と
公
共
精
神
は
如
何
に
し
て
両
立
さ
せ
得

る
か
」
と
要
約
で
き
よ
う
。
そ
の
鍵
と
な
る
概
念
が
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の

場
合
、
「
社
交
」
に
あ
る
。

　

身
分
制
秩
序
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
、
伝
統
的
な
貴
族
階
級
を
も
た
な
い
ア

メ
リ
カ
。
社
会
関
係
に
お
い
て
そ
れ
は
決
定
的
な
違
い
が
あ
っ
た
は
ず
な

期
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
実
に
半
分
を
占
め
る
地
域
が
、
す
べ
て
「
ア
メ
リ

カ
の
例
外
」
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。

　

い
ま
一
つ
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
「
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
発
展
モ
デ

ル
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
は
、
世
俗
的
か

つ
多
元
的
な
地
域
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
か
ら
始
ま
る
。
つ
ま
り
、
ピ
ュ
ー

リ
タ
ニ
ズ
ム
に
一
切
の
特
殊
な
地
位
を
認
め
な
い
。
北
ア
メ
リ
カ
東
海
岸

は
、
ブ
リ
テ
ン
島
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
、
カ
リ
ブ
海
諸
島
に
並
ん
で
、
チ
ェ

サ
ピ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
中
部
植
民
地
、
低
南
部
植
民
地
と

い
う
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立

は
、
こ
の
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
、
市
場
と
し
て
社
会
的
収
束
を
迎
え
た
帰

結
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
問
題
点
は
、

強
固
な
統
計
数
字
の
城
塞
に
経
済
史
、
社
会
史
、
地
域
史
を
籠
城
さ
せ
る

こ
と
に
あ
り
、
政
治
思
想
史
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
取
り
つ
く

島
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

今
日
の
視
点
か
ら
概
観
す
る
と
、
以
上
の
二
つ
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ

フ
ィ
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
思
想
史
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
想
史
に
対
す
る

斥
力
と
し
て
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ビ
ア
ー
ド
に
代
表

さ
れ
る
革
新
主
義
学
派
も
、
ル
イ
ス
・
ハ
ー
ツ
に
代
表
さ
れ
る
コ
ン
セ
ン

サ
ス
学
派
も
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
外
に
は
関
心
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｂ
・

ベ
イ
リ
ー
ン
、
Ｇ
・
Ｓ
・
ウ
ッ
ド
に
代
表
さ
れ
る
共
和
主
義
的
歴
史
解
釈

の
偉
業
と
も
呼
ぶ
べ
き
業
績
を
我
々
は
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
、

ア
メ
リ
カ
政
治
研
究
の
主
流
で
は
な
い
こ
と
も
我
々
は
知
っ
て
い
る
。
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
言
説
が
忘
れ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
使
用
は
あ
く
ま
で
機
会
主
義
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
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者
が
あ
り
、
そ
の
一
方
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
は
、
大
学
創
設
に
当
た
り

ニ
ュ
ー
・
サ
イ
ド
（
特
に
正
統
派
＝

民
衆
派
）
を
中
心
に
人
材
を
求
め
る
「
プ

ル
要
因
」
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
教
育
機
関
に
職
を
求
め
る
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
側
と
、
人
材
を
求
め
た
ア
メ
リ
カ
植
民
地
側
の
穏
健
な
交
流
が
ま
ず

存
在
し
、
そ
れ
が
フ
レ
ン
チ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
後
の
政
情
不
安
の
中

で
急
進
化
し
た
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
知
的
資
源
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　

第
二
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
変
容

が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
衰
退
と
軌
を
一
に
し

て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
十
八
世
紀
末
に
お
い
て
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
優
位
な
人
材
が
、
法
、
政
治
、
教
会
、
教
育
、

文
学
の
分
野
で
す
で
に
人
員
過
剰
と
な
り
、
知
的
世
界
で
職
業
を
求
め
る

人
々
は
、
そ
の
問
題
関
心
を
、
そ
の
本
領
で
あ
っ
た
人
文
社
会
科
学
か
ら
、

自
然
科
学
に
振
り
向
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
考
察
が
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
メ
リ
カ
に
吸
収
さ
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
は
、

革
命
期
の
如
き
輝
き
を
喪
失
し
、
政
治
言
説
の
空
間
は
、
福
音
主
義
的
言

説
に
席
を
譲
る
こ
と
に
な
っ
た
と
著
者
は
理
解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
本
書
で
は
、
こ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
が
人
文
社
会
科
学
か

ら
自
然
科
学
に
シ
フ
ト
し
た
時
期
の
象
徴
的
人
物
と
し
て
、
ト
マ
ス
・
ペ

イ
ン
を
挙
げ
て
い
る
。
『
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
』を
執
筆
し
た
同
じ
頭
脳
が
『
理

性
の
時
代
』
を
執
筆
し
た
要
因
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
説
得
力
の
あ
る
主
張

も
珍
し
い
。

　

第
三
に
、
本
書
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
す
る
深
い
悲
嘆
で
締
め
く
く

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
著
者
は
、
ア
メ
リ
カ
革
命
に
結
実

の
に
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
極
め
て
幸
福
な
社
交
を
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
展
開
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
顔
が
二
つ
あ
っ
た
の
で
は
な

い
。
彼
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
階
級
を
超
え
た
社
交
を
な
し
、「
野

蛮
」
な
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
社
交
の
あ
り
方
を
定
義
し
た
の
で
あ
る
。

富
と
徳
を
求
め
る
個
人
の
自
助
努
力
や
、
独
立
自
営
農
民
の
自
由
貿
易
論
、

そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
合
邦
論
と
民
兵
組
織
の
充
実
も
、
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
矛
盾
な
く
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
市
民
の
徳
性

を
維
持
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
問
題
関

心
の
継
受
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
本
書
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
人
々
が
、
と

も
に
ブ
リ
テ
ン
に
対
す
る
属
州
、
辺
境
と
い
う
意
識
を
共
有
し
て
い
た
こ

と
に
繰
り
返
し
注
意
を
促
し
、
こ
の
共
有
意
識
ゆ
え
に
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
知
識
人
た
ち
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
か
ら
多
く
を
学
ぼ
う
と
し
た
の
だ
と
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

特
に
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
お
け
る
、
合
邦
論
か
ら
革
命
論
へ
の
転
換
は
、

そ
の
例
証
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
「
第
Ⅱ
部　

ア
メ
リ
カ
啓
蒙
の
群
像
」
で
は
、
ア
メ
リ
カ
革
命
論

の
実
に
あ
ら
ゆ
る
議
論
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
史
の
観
点
か
ら
再
検

討
さ
れ
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
か
ら
そ
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
の
で
、
評
者
が
強
く
印
象
を
受
け
た
論
点
を
示
し
た
い
。

　

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
人
的

要
因
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
の
「
プ
ッ

シ
ュ
要
因
」
と
し
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
除
外

さ
れ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
学
ん
だ
、
長
老
派
・
非
国
教
徒
の
牧
師
、
神
学
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は
な
く
、
福
音
主
義
的
信
念
の
帰
結
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
影
響
に
も
関
わ
ら
ず
奴
隷
制
度
が
長
く

続
い
た
と
み
る
か
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
で
は
奴
隷
制
度
を
廃
し
得
な

か
っ
た
と
み
る
か
は
政
治
学
的
に
非
常
に
魅
力
的
な
論
点
な
の
で
は
な
い

か
。
評
者
は
生
産
的
な
議
論
だ
と
考
え
る
。

　

大
著
で
あ
る
本
書
の
、
ほ
ん
の
一
例
を
挙
げ
た
だ
け
で
も
、
学
際
的
議

論
の
可
能
性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
本
書
に

よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
政
治
思
想
史
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
「
再

発
見
」
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
今
日
的
意
義
を
瑞
々
し
く
保
っ
て
い

る
こ
と
に
深
い
安
堵
を
お
ぼ
え
る
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
政
治
思
想
史
の

よ
り
開
か
れ
た
展
開
の
可
能
性
を
よ
ろ
こ
び
た
い
。

 

（
い
し
か
わ
・
た
か
ふ
み
／
ア
メ
リ
カ
政
治
思
想
史
）

し
た
「
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
」
は
、
法
制
度
、
社
会
制
度
、
経
済
制
度
、
教
育

制
度
、
奴
隷
解
放
論
、
先
住
民
保
護
制
度
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
そ
の
影

響
を
残
し
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
奴
隷
制
度
、
先

住
民
排
除
が
長
く
続
き
、
そ
の
他
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
「
野
蛮
さ
」
も
依

然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
「
新
た
な
帝
国
」
と

し
て
の
ア
メ
リ
カ
は
、
ブ
リ
テ
ン
の
腐
敗
と
凋
落
か
ら
そ
の
教
訓
を
学
ば

ず
、
さ
ら
に
大
規
模
な
民
族
紛
争
、
テ
ロ
と
戦
争
、
環
境
破
壊
の
発
信
源

と
な
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

あ
る
い
は
、
こ
の
最
後
の
論
点
が
、
本
書
の
研
究
史
に
お
け
る
普
遍
的

な
価
値
と
評
者
が
考
え
る
、「
論
争
的
」
な
側
面
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

　

ア
メ
リ
カ
政
治
思
想
史
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
影
響
を
、

膨
大
な
研
究
蓄
積
を
背
景
に
纏
め
上
げ
た
本
書
だ
が
、
そ
れ
は
単
な
る
記

念
碑
的
な
著
作
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
評
者
は
、
本
書
を
論
争
的
な

著
作
だ
と
考
え
る
。
言
葉
を
代
え
る
な
ら
、
本
書
に
よ
っ
て
、
我
々
は
よ

り
本
質
的
な
議
論
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
奴
隷
解
放
論

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
本
書
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
積
極

的
な
影
響
下
に
あ
っ
た
人
物
（
最
大
の
例
が
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
だ
ろ
う
）

に
し
て
、
な
お
奴
隷
所
有
を
廃
せ
ず
に
い
た
欺
瞞
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
示

し
た
穏
健
な
奴
隷
解
放
論
の
方
向
性
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
評
者
は
、
奴
隷
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
、
合
理
的
精
神
の
帰
結
で
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ち
、
研
究
者
の
間
で
の
評
価
が
高
い
ア
ー
サ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
ハ
ン
マ
ー
訳

が
、Library of A

m
erica

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
「
偉

大
な
ア
メ
リ
カ
人
作
家
の
著
作
の
決
定
版
」を
謳
っ
て
い
る
が
、ト
ク
ヴ
ィ

ル
は
い
ま
や
「
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
人
作
家
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

　

研
究
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
ひ
と
頃
の
よ
う
に
「
冷
戦
と
大
衆
社

会
の
予
言
者
」
ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
い
う
紋
切
り
型
こ
そ
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

も
の
の
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
が
、
ア
メ
リ

カ
政
治
を
理
解
す
る
上
で
の
最
善
の
一
冊
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
依
然
と

し
て
強
固
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
著
作
は
、
ア
メ
リ
カ

の
文
脈
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
二
〇
年
ほ
ど
の
間
、
少
数
だ
が
、
重
要
な
研
究
者

の
間
で
は
む
し
ろ
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
生
き
た
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
文
脈

が
次
第
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
松
本

礼
二
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
研
究
―
―
家
族
・
宗
教
・
国
家
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』

（
一
九
九
一
年
）
を
嚆
矢
に
、
圧
倒
的
に
フ
ラ
ン
ス
的
文
脈
の
理
解
が
深
ま
っ

た
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
を
も
っ
と
も
先
端
ま
で
進
め
た
も

の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
本
書
で
は
こ
れ
ま
で
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
研
究
で
本
格
的
に

検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
『
荒
野
の
二
週
間
』
と
い
う
ア
メ
リ
カ
体
験
記

が
活
用
さ
れ
て
い
る
）
。

　

た
し
か
に
こ
れ
ま
で
も
、
青
年
期
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大

学
で
後
の
七
月
王
政
期
に
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
ギ
ゾ
ー
の
講
義
を

受
け
、
多
大
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
ト

ク
ヴ
ィ
ル
が
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、

　

書
評　

『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
憂
鬱 

 
 

―
―
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
と
〈
世
代
〉
の
誕
生

』

（
髙
山
裕
二
著
、
白
水
社
、
二
〇
一
一
年
）

宇
野
重
規

　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
そ
の
祖
国
フ
ラ
ン
ス
へ
と
よ
う
や
く
戻
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
（
思
想
・
歴
史
部
門
）
を
受
賞
し
た
本
書
を

読
ん
で
、
そ
う
思
っ
た
。

　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
い
え
ば
、
つ
い
こ
の
前
ま
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
思
想
家
」

で
あ
っ
た
。
実
際
、
彼
の
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
英
訳
の
う
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の
道
は
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
彼
ら
に
と
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
勇
姿
は
ま
ぶ
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
復
古
王
政
に
お

い
て
は
一
転
、
彼
ら
の
社
会
的
上
昇
の
欲
求
は
抑
圧
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
っ
た
ん
は
解
放
と
自
由
の
感
覚
を
享
受
し
た
後
に
、
今
度
は
社
会
の
閉

塞
を
経
験
し
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
重
要
な
主
題
と
な
っ
た
の
は
自
己
と
社

会
の
亀
裂
、
そ
し
て
自
分
は
「
何
者
で
も
な
い
」
と
い
う
不
安
で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
彼
ら
は
そ
れ
で
も
幸
福
な
世
代
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
は
語
る

べ
き
主
題
が
あ
っ
た
し
、
何
よ
り
、
打
倒
す
べ
き
体
制
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
実
際
、
反
動
的
な
復
古
王
政
は
一
八
三
〇
年
の
七
月
革
命
に
よ
っ

て
崩
壊
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
そ
の
後
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
た
七

月
王
政
は
、
革
命
を
戦
っ
た
民
衆
を
排
除
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
る
体
制
で
あ
っ
た
。
ロ
マ
ン
主
義
世
代
に
と
っ
て
は
卑
小
で

し
か
な
い
こ
の
体
制
の
下
、
人
々
は
「
憂
鬱
」
に
苛
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
の
最
大
の
意
義
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
自
身
も
そ
の
患
者

で
あ
っ
た
「
憂
鬱
」
を
、
単
に
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
問
題
と
し
て
捉
え

ず
に
、
む
し
ろ
彼
を
含
む
ロ
マ
ン
主
義
世
代
の
共
通
問
題
、
い
わ
ば
時
代

の
病
と
し
て
理
解
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
特
に
第
二
巻
（
一

八
四
〇
年
）
に
お
い
て
、
個
人
主
義
の
問
題
を
集
中
的
に
論
じ
て
い
る
。

す
べ
て
を
自
分
の
頭
で
考
え
よ
う
と
す
る
民
主
的
社
会
の
個
人
は
、
結
果

と
し
て
む
し
ろ
社
会
の
多
数
の
声
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
。
自
分
の
内
に

閉
じ
こ
も
る
個
人
は
、
逆
に
過
剰
に
他
者
を
意
識
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
よ
る
個
人
主
義
論
に
つ
い
て
は
、
従
来
も
多

数
の
研
究
が
あ
る
。

念
頭
に
置
い
て
い
た
の
は
も
っ
ぱ
ら
フ
ラ
ン
ス
人
読
者
、
そ
れ
も
彼
の
親

族
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
な
保
守
派
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、

先
行
研
究
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
書
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
フ
ラ
ン
ス
の
「
ロ
マ
ン
主
義
世

代
」
と
結
び
つ
け
る
。
こ
れ
は
や
や
意
外
な
着
想
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

従
来
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
狭
い
意
味
で
の
ロ
マ
ン
主
義
と
は
距
離
を
と
り
、

む
し
ろ
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
著
者
は
「
ロ
マ
ン
主
義
世
代
」
と
い
う
言
葉
を
も
う
少
し

広
い
意
味
で
理
解
す
る
。

　

著
者
は
こ
の
世
代
を
「
一
八
二
〇
年
世
代
」
と
も
言
い
換
え
る
。
フ
ラ

ン
ス
革
命
後
に
生
ま
れ
た
（
逆
に
い
え
ば
革
命
前
の
記
憶
が
な
い
）
彼
ら
は
、

革
命
や
そ
の
後
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
公
教
育
の
恩

恵
を
受
け
た
最
初
の
世
代
に
あ
た
る
。
彼
ら
の
多
く
は
新
た
に
勃
興
し
た

出
版
や
文
学
の
領
域
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で

「
手
っ
取
り
早
く
出
世
で
き
る
世
界
だ
っ
た
か
ら
」
（
四
三
頁
）
で
あ
る
。

多
く
の
ロ
マ
ン
主
義
文
学
者
を
輩
出
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
世
代
で

あ
っ
た
。

　

オ
ノ
レ
・
ド
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
よ
う
な
文
学

者
だ
け
で
は
な
い
。
政
治
家
の
ア
ド
ル
フ
・
テ
ィ
エ
ー
ル
、
歴
史
家
の

ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
、
社
会
学
者
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
や
画
家

の
ウ
ジ
ュ
ー
ヌ
・
ド
ラ
ク
ロ
ワ
ら
が
こ
の
世
代
に
含
ま
れ
る
。
実
に
多
士

済
々
の
こ
の
世
代
の
う
ち
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
や
や
下
の
方
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

彼
ら
の
多
く
は
中
産
階
級
の
出
身
で
あ
る
。
世
が
世
な
ら
社
会
的
上
昇
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の
祭
典
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
代
わ
っ
て
信

ず
べ
き
対
象
が
こ
の
時
期
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
意
味
で
、
宗

教
を
否
定
し
た
か
ら
こ
そ
、
余
計
に
そ
の
不
在
に
悩
ま
さ
れ
た
の
が
十
九

世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
社
会
学
者
の
コ
ン
ト
に
よ
る
「
人
類
教
」

の
試
み
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

「
自
由
の
精
神
」
と
「
宗
教
の
精
神
」
と
が
両
立
し
う
る
こ
と
を
疑
わ

な
か
っ
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
も
ま
た
、
自
分
自
身
の
信
仰
に
つ
い
て
悩
み
続
け

た
。
何
か
を
信
じ
た
い
も
の
の
、
何
を
信
じ
て
い
い
の
か
に
つ
い
て
確
信

を
も
て
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
世
代
の
悩
み
で
あ
っ
た
。

　

本
書
で
は
、
『
宗
教
的
無
関
心
論
』
を
書
い
て
「
信
じ
る
」
こ
と
の
意

義
と
根
拠
を
模
索
し
た
ラ
ム
ネ
、
新
た
な
世
代
に
と
っ
て
の
疑
似
宗
教
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
歴
史
と
歴
史
哲
学
、
さ
ら
に
人
類
を
対
象
と

し
、
新
し
い
未
来
を
予
言
し
た
ロ
マ
ン
主
義
な
詩
な
ど
が
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル

と
の
関
連
を
含
め
て
論
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
〈
神
に
代
わ
る
〉

人
間
の
宗
教
の
地
平
が
模
索
さ
れ
た
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル

は
安
易
に
同
世
代
の
唱
え
る
新
し
い
信
仰
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
「
絶
対
や
完
全
」
が
存
在
し
な
い
と
自
覚
し
な
が
ら
、
そ
れ
を

渇
望
し
続
け
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
必
然
的
に
「
憂
鬱
」
を
深
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
と
っ
て
と
く
に
問
題
に
な
っ
た
の
が
「
多
数
者
」
の
問

題
で
あ
る
。
民
主
的
社
会
に
お
い
て
、
個
人
が
信
を
置
く
の
は
多
数
の
意

見
で
あ
る
。
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
そ
れ
し
か
信
ず
べ
き
対
象
が
な
い
と
い

う
べ
き
か
。
こ
れ
に
対
し
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
多
数
者
の
専
制
を
民
主
的
社

会
の
も
っ
と
も
恐
る
べ
き
病
と
し
て
論
じ
た
。
多
数
者
の
共
通
意
見
こ
そ

　

と
こ
ろ
が
本
書
は
、
自
律
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
「
自
分
は
何
者

で
も
な
い
」
と
い
う
不
安
と
「
憂
鬱
」
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
個
人
の
心
理

を
、
ア
メ
リ
カ
社
会
、
も
し
く
は
民
主
的
社
会
一
般
の
分
析
と
し
て
よ
り

は
、
む
し
ろ
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
含
む
彼
の
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
分
析

と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
「
七
月
王
政
の
観
察
か
ら
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が

結
論
す
る
の
は
、
個
人
主
義
の
人
間
は
自
閉
的
で
あ
っ
て
も
自
律
的
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
〈
自
律
〉
を
信
じ
て
絶
対
視
す
る
か

ら
「
病
」
に
至
る
」
（
一
二
六
頁
）
。
こ
れ
ま
で
も
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
個
人
主

義
の
分
析
を
す
る
に
あ
た
っ
て
念
頭
に
置
い
た
も
の
に
つ
い
て
様
々
に
探

ら
れ
て
き
た
が
、
本
書
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
っ
と
も
明
確
な
答
え
を
提

示
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
著
者
は
そ
の
伏
線
と
し
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
ア
メ
リ
カ
訪
問
の

主
題
が
、
い
わ
ば
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
不
安
と
自
分
探
し
の
旅
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
す
で
に
指
摘
し
た
『
荒
野
の
二
週
間
』
な
ど
に
基
づ
い

て
分
析
す
る
。
大
自
然
に
向
き
合
う
な
か
で
、
若
き
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
ひ
た

す
ら
内
向
し
て
い
く
様
子
を
、
本
書
は
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
お
い
て
真
に
読
み
応
え
が
あ
る
の
は
、
本
書

の
後
半
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
い
か
な
る
世
代
以
上
に
も
増
し
て
自
分
に

こ
だ
わ
り
、
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
に
な
く
他
者
の
視
線
が
気
に
な
る

ロ
マ
ン
主
義
世
代
に
と
っ
て
、
真
に
信
ず
べ
き
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
興
隆
が
見
ら
れ
た
の

は
け
っ
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
激
し
く
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
対
決
し
た

が
、
け
っ
し
て
宗
教
と
無
縁
な
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
革
命
後
の
「
理
性
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ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
「
社
会
」
を
全
体
と
し
て
改
造
し
よ
う
と
す
る
社
会
主

義
と
対
抗
し
つ
つ
、
貧
困
者
へ
の
税
免
除
や
必
需
品
の
非
課
税
、
累
進
課

税
な
ど
の
方
策
に
よ
っ
て
問
題
に
取
り
組
も
う
と
し
た
。
そ
の
試
み
は
、

彼
な
り
の
「
新
し
い
左
派
」
構
築
の
方
策
で
あ
っ
た
。
手
段
に
つ
い
て
は

対
立
し
つ
つ
も
、
限
度
を
越
え
た
社
会
的
不
平
等
は
是
正
す
べ
き
だ
と
す

る
点
に
お
い
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
社
会
主
義
者
た
ち
と
認
識
を
同
じ
く
し

て
い
た
と
著
者
は
結
論
づ
け
る
。

　

以
上
、
本
書
の
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

資
料
の
活
用
に
よ
っ
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
思
想
の
意
義
を
、
同
時
代
の
フ

ラ
ン
ス
の
文
脈
に
お
い
て
浮
き
上
が
ら
せ
る
も
の
と
し
て
、
非
常
に
成
功

し
て
い
る
と
言
え
る
。
「
憂
鬱
」
に
苛
ま
れ
つ
つ
も
、
最
後
ま
で
社
会
的

改
革
の
希
望
を
失
わ
な
か
っ
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
像
は
、
現
代
日
本
社
会
に
対

し
て
も
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

問
題
は
そ
の
先
で
あ
る
。
著
者
は
、
あ
る
意
味
で
「
憂
鬱
」
を
単
に
個

人
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
世
代
の
問
題
、
世
紀
の
問
題
と

し
て
考
え
る
。
自
分
は
「
何
者
で
も
な
い
」
と
煩
悶
す
る
世
代
が
つ
ね
に

再
生
産
さ
れ
る
近
代
社
会
に
お
い
て
、
憂
鬱
の
理
由
は
な
く
な
ら
な
い
。

著
者
は
さ
ら
に
、
重
要
な
の
は
「
憂
鬱
」
の
存
在
を
認
め
、
「
そ
れ
を
自

己
の
問
題
に
還
元
せ
ず
、
社
会
の
問
題
に
変
換
し
て
ゆ
く
回
路
」
（
三
二

五
頁
）
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。

　

は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
社
会
的
回
路
は
ど
こ
に
見
出
さ
れ
る
べ
き
か
。

ロ
マ
ン
主
義
世
代
が
一
定
の
答
え
を
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
ま

ま
現
代
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
問
い
は
残
さ
れ
て
い
る
。

 

（
う
の
・
し
げ
き
／
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
史
）

が
一
種
の
疑
似
宗
教
に
な
る
、
い
わ
ば
「
汎
神
論
」
を
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
警

戒
し
続
け
た
。

　

こ
れ
に
対
し
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
宗
教
と
は
本
来
、
こ
の
よ
う
な
多
数
の
声

を
越
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
彼
に
と
っ
て
の
宗
教

は
あ
く
ま
で
も
超
越
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
平

等
化
の
進
む
民
主
的
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
超
越
的
な
も
の
を
い

か
に
見
出
せ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
模
索
を
て
い

ね
い
に
論
じ
た
本
書
は
、
最
終
的
に
「
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
宗
教
は
、
確
信
が

な
く
と
も
人
間
を
超
え
た
次
元
が
あ
る
こ
と
を
理
性
に
よ
っ
て
認
め
る
信

仰
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
人
間
を
神
聖
化
す
る
人
類
の
信
仰
、
人
間
を
超

え
た
次
元
を
認
め
な
い
「
多
数
」
の
信
仰
と
は
截
然
と
区
別
さ
れ
る
も
の

だ
っ
た
」
（
二
三
六
頁
）
と
結
論
づ
け
る
。

　

同
様
の
視
点
か
ら
、
著
者
は
晩
年
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
政
治
へ
の
働
き
か

け
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
著

者
で
あ
る
彼
に
と
っ
て
、
政
治
の
原
像
は
あ
く
ま
で
地
域
に
お
け
る
市
民

の
自
治
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
二
月
革
命
に
際
し
て
、
彼
の
眼
前
に

あ
っ
た
の
は
多
数
者
と
し
て
の
「
群
衆
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

彼
の
「
政
治
」
の
再
定
義
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
。

　

と
く
に
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
と
っ
て
、
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
の
が
産
業
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
問
題
で
あ
っ
た
。
産

業
化
を
強
力
に
押
し
進
め
る
中
央
政
府
に
対
し
、
人
々
は
い
つ
し
か
従
順

に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
新
た
な

世
論
を
生
み
出
し
、
政
治
を
担
い
う
る
「
公
衆
」
を
形
成
す
る
か
に
つ
い

て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
苦
し
い
模
索
を
続
け
た
。
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つ
き
が
ち
で
あ
っ
た
従
来
の
わ
が
国
の
思
想
史
研
究
と
は
、
質
的
に
異
な

る
方
法
に
よ
っ
て
新
た
に
得
ら
れ
た
成
果
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た

の
は
、
著
者
の
才
能
と
努
力
と
苦
労
は
前
提
と
し
て
、
京
都
大
学
大
学
院

博
士
課
程
を
経
て
二
〇
〇
四
年
か
ら
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ヂ
・

ロ
ン
ド
ン
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
）
に
移
り
、
Ｐ
ｈ
Ｄ
獲
得
後
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
一
年

間
の
ユ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
Ｅ

Ｕ
Ｉ
）
で
の
Ｐ
Ｄ
と
し
て
の
期
間
を
終
え
る
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
六
年
間
、

理
想
的
と
も
い
え
る
環
境
で
著
者
が
研
究
に
勤
し
む
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
、
現
代
で
は
類
い
希
な
幸
運
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

ま
た
、
評
者
の
私
に
と
っ
て
も
、
著
者
の
研
究
の
進
展
過
程
で
ロ
ン
ド

ン
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ピ
サ
な
ど
で
功
利
主
義
全
般
や
ミ
ル
を
話
題
に
し

な
が
ら
食
事
を
供
に
し
た
個
人
的
な
楽
し
い
思
い
出
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

著
者
の
留
学
先
Ｕ
Ｃ
Ｌ
・
ベ
ン
サ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
評
者
の
私
が
一

九
九
二
年
か
ら
二
〇
年
以
上
三
度
の
在
外
研
究
も
含
め
て
足
繁
く
通
っ
た

関
係
上
、
受
け
入
れ
を
希
望
し
て
き
た
著
者
の
自
己
紹
介
論
文
（
「
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
と
文
明
の
概
念
」
京
都
大
学
経
済
学
会
『
調
査
と
研
究
』
（
二
五
）
、
六
八

―
八
四
頁
、
二
〇
〇
二
年
、
「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
ア
メ
リ
カ
―
―
思
想
形

成
期
に
お
け
る
意
義
」
『
思
想
』
（
九
五
三
）
、
一
二
三
―
一
四
七
頁
、
二

〇
〇
三
年
）
に
つ
い
て
、
た
ま
た
ま
ロ
ン
ド
ン
に
居
た
折
り
、
そ
の
後
著

者
の
指
導
教
員
と
な
る
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
コ
ウ

フ
ィ
ー
ル
ド
教
授
か
ら
＂
解
説
＂
を
頼
ま
れ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
る
。
そ

う
し
た
経
験
と
そ
こ
で
の
印
象
が
こ
の
書
評
に
一
定
の
バ
イ
ア
ス
を
か
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、
読
者
各
位
の
ご
配
慮
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

　

ま
ず
本
書
の
特
色
と
し
て
指
摘
す
べ
き
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
も
の
を

　

書
評　

『
社
会
体
の
生
理
学 

 
 

―
―
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
商
業
社
会
の
科
学

』

（
川
名
雄
一
郞
著
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）

有
江
大
介

　

本
書
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（
一
八
〇
六
―
一
八
七
三
）
と
同
時
代
の
関
連

す
る
膨
大
な
一
次
資
史
料
に
徹
底
し
て
依
拠
し
、
そ
れ
ら
自
身
に
縦
横
に

語
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
描
き
出
さ
れ
た
ミ
ル
社
会
科
学
方
法
論
の
研
究

書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
研
究
者
の
社
会
に
対
す
る
姿
勢
や
あ
る
種
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
先
行
し
、
そ
れ
が
検
討
対
象
の
思
想
家
の
評
価
に
強
く
結
び
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除
い
て
著
者
に
よ
っ
て
引
用
・
参
照
さ
れ
た
、
使
わ
れ
て
い
な
い
か
滅
多

に
言
及
さ
れ
な
い
既
公
刊
・
公
開
の
一
次
文
献
の
数
が
二
次
文
献
数
に
近

い
二
〇
〇
点
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
オ
ン
ラ

イ
ン
文
献
ま
で
を
参
照
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
と
は
い
え
、
日

本
国
内
に
居
て
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
文
献
・
資
史
料
の
使
い
方
で
あ
る
。
今

後
、
一
冊
の
古
典
の
読
書
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
＂
論
文
＂
を
活
字
に
す
る
の

が
憚
ら
れ
る
ほ
ど
の
思
想
史
の
研
究
方
法
、
作
風
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
言

え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
著
者
自
身
が
自
ら
を
「
歴
史
研
究
者
」
（
三

一
四
頁
）
と
位
置
づ
け
、
「
ミ
ル
の
思
想
の
あ
る
側
面
を
あ
る
一
定
の
観

点
か
ら
歴
史
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
」
（
同
頁
）
を
め
ざ
し
た
と
い
う
著

者
の
自
覚
的
方
法
の
帰
結
で
あ
る
。
「
哲
学
的
再
構
成
と
対
比
さ
れ
る
」

こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
「
ミ
ル
の
議
論
を
〔
…
…
〕
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い

た
歴
史
的
状
況
（
コ
ン
テ
ク
ス
ト
）
と
関
連
づ
け
て
解
釈
し
、
彼
が
実
際

に
何
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
彼
の
言
葉
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す

る
」
（
二
頁
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

よ
り
具
体
的
に
は
、
ミ
ル
の
「
一
八
二
〇
年
代
末
か
ら
一
八
四
八
年
末

ま
で
の
知
的
活
動
を
、
こ
の
時
期
に
彫
琢
さ
れ
て
い
っ
た
彼
の
現
代
社
会

観
と
そ
れ
を
科
学
的
認
識
に
高
め
よ
う
と
し
た
彼
の
試
み
」
、
「
野
心
的
な

道
徳
哲
学
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
彼
の
意
欲
」
（
一
頁
）
を
「
歴
史

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
読
み
解
く
」
（
三
一
四
頁
）
の
が
著
者
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
時
代
の
著
名
人
ば
か
り
で
無
く
、
通
常

は
日
本
の
研
究
者
に
は
な
じ
み
の
薄
い
ミ
ル
と
関
わ
っ
た
多
く
の
文
筆
家

や
学
者
の
著
作
や
記
事
や
彼
ら
と
の
手
紙
を
通
じ
た
＂
対
話
＂
の
中
か
ら
、

著
者
謂
う
所
の
ミ
ル
独
自
の
「
商
業
社
会
の
科
学
」
の
探
求
の
過
程
が
浮

か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
そ
の
成
否
を
見
て
み
よ
う
。

　

本
書
の
編
別
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
章　

序
論
（
１
本
書
の
目
的
、
２
「
精
神
の
危
機
」
以
前
の
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
、
３
ベ
ン
サ
ム
主
義
へ
の
懐
疑
、
４
本
書
の
構
成
）
、
一
―
二
一
頁

第
二
章　

十
九
世
紀
初
頭
の
社
会
の
科
学
（
１
は
じ
め
に
、
２
デ
ュ
ガ
ル

ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
商
業
社
会
の
理
論
、
３
サ
ン
・
シ
モ
ン
と
社
会
科

学
の
起
源
、
４
お
わ
り
に
）
、
二
三
―
四
〇
頁

第
三
章　

ア
メ
リ
カ
論
の
政
治
学
（
１
は
じ
め
に
、
２
十
九
世
紀
初
頭
の

ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
論
、
３
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』

と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
、
４
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
析
、
５
お
わ
り
に
）
、
四
一

―
八
四
頁

第
四
章　

商
業
社
会
の
分
析
（
１
は
じ
め
に
、
２
文
明
化
と
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
、

３
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
文
明
概
念
、
４
文
明
概
念
の
実
践
的
含
意
、
５
商
業

社
会
と
民
主
社
会
、
６
お
わ
り
に
）
八
五
―
一
二
七
頁

第
五
章　

社
会
の
科
学
構
想
（
１
は
じ
め
に
、
２
「
定
義
と
方
法
」
、
３
『
論

理
学
体
系
』
に
お
け
る
社
会
の
科
学
構
想
、
４
ミ
ル
の
体
系
の
心
理
主
義

的
解
釈
、
５
お
わ
り
に
）
、
一
二
九
―
一
六
四
頁

第
六
章　

歴
史
知
識
と
社
会
変
動
の
理
論
（
１
は
じ
め
に
、
２
十
九
世
紀

初
頭
の
哲
学
的
歴
史
、
３
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ
ル
と
イ
ン
ド
史
、
４
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
と
歴
史
知
識
（
１
）
、
５
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
歴
史
知
識
（
２
）
、
６
Ｊ
・

Ｓ
・
ミ
ル
と
歴
史
知
識
（
３
）
、
７
お
わ
り
に
）
一
六
五
―
二
〇
七
頁

第
七
章　

性
格
形
成
の
科
学
（
１
は
じ
め
に
、
２
十
九
世
紀
初
頭
の
ブ
リ

テ
ン
に
お
け
る
性
格
の
科
学
、
３　

性
格
形
成
へ
の
関
心
、
４
Ｊ
・
Ｓ
・
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ジ
的
な
帰
納
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
結
合
」
し
「
歴
史
の
科
学
と
性
格
形
成

の
科
学
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
」
す
こ
と
で
果
た
そ
う
と
す
る
（
序
論
）
。

も
ち
ろ
ん
、
知
性
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る
の
は
庶
民
で
は
無
く
「
既
存
の

貴
族
階
級
に
と
っ
て
代
わ
る
新
し
い
エ
リ
ー
ト
階
級
」（
三
八
頁
）
で
あ
る
。

同
時
代
の
知
識
人
と
の
交
流
の
中
で
醸
成
さ
れ
た
、
ミ
ル
の
こ
う
し
た
エ

リ
ー
ト
主
義
を
著
者
は
的
確
に
描
き
出
す
。
「
人
間
精
神
の
唯
一
の
健
全

な
状
態
」
と
は
「
人
民
の
集
団
、
す
な
わ
ち
無
教
育
な
人
々
が
道
徳
と
政

治
に
お
い
て
、
教
育
あ
る
人
々
の
権
威
に
対
し
て
敬
意
を
持
ち
従
順
で
居

る
と
い
う
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
」
（
三
八
頁
）
。
安
定
し
た

統
治
に
は
エ
リ
ー
ト
達
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
庶
民
も
含
め
て
知
的
道
徳

的
改
善
が
必
要
と
な
れ
ば
、
ま
さ
に
心
理
学
の
重
視
と
エ
ソ
ロ
ジ
ー
（
性

格
形
成
の
科
学
）
に
帰
結
し
て
不
思
議
は
無
い
。
そ
の
背
景
と
、
こ
の
と

き
の
＂
科
学
＂
と
そ
の
社
会
へ
の
適
用
に
つ
い
て
の
ミ
ル
の
言
説
の
跡
付

け
、
お
よ
び
著
者
に
よ
る
そ
の
解
釈
の
中
心
は
『
論
理
学
体
系
』
（
一
八

四
三
）
を
対
象
と
し
て
示
さ
れ
る
。
『
論
理
学
体
系
』
に
示
さ
れ
る
論
理

と
そ
れ
に
も
と
づ
く
社
会
事
象
と
人
間
本
性
の
認
識
に
つ
い
て
の
錯
綜
し

た
ミ
ル
の
議
論
を
で
き
る
限
り
整
理
し
た
五
章
が
方
法
論
的
議
論
の
基
軸

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
著
者
の
紹
介
す
る
ミ
ル
の
記
述
に
よ
っ
て
読
者
の

我
々
は
、
演
繹
と
帰
納
の
間
を
揺
れ
動
く
六
章
以
降
の
＂
ミ
ル
に
よ
る
社

会
の
科
学
＂
へ
の
道
を
案
内
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ミ
ル
の
独
自
性
が
最

も
現
れ
る
エ
ソ
ロ
ジ
ー
と
は
何
か
が
七
章
に
仔
細
に
示
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
そ
の
内
容
ま
で
十

分
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
ミ
ル
の
エ
ソ
ロ
ジ
ー
が
、
お
そ
ら
く

初
め
て
筋
道
が
立
つ
形
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
ミ
ル
自
身
の
言
葉

ミ
ル
の
エ
ソ
ロ
ジ
ー
構
想
、
５
エ
ソ
ロ
ジ
ー
の
実
践
的
重
要
性
、
６
お
わ

り
に
）
、
二
〇
九
―
二
四
三
頁

第
八
章　

経
済
学
の
科
学
と
ア
ー
ト
（
１
は
じ
め
に
、
２
十
九
世
紀
初
頭

ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
経
済
学
の
展
開
、
３
経
済
学
の
定
義
と
方
法
、
４
経

済
学
の
科
学
と
ア
ー
ト
、
５
お
わ
り
に
）
、
二
四
五
―
二
七
八
頁

第
九
章　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
土
地
問
題
の
政
治
学
（
１
は
じ
め
に
、
２
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
問
題
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
国
民
性
、
３
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
土
地
問
題
、
４
お
わ
り
に
）
、
二
七
九
―
三
〇
七
頁

終　

章　

結
論　

三
〇
九
―
三
一
三
頁

　

編
別
構
成
か
ら
見
え
る
も
の
は
、
「
商
業
社
会
の
科
学
」
に
向
か
う
と

す
る
ミ
ル
の
、
著
者
に
よ
る
再
構
成
的
な
読
解
に
際
し
て
枢
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。
「
ベ
ン
サ
ム
主
義
へ
の
懐
疑
」
と
直

観
主
義
批
判
（
序
論
）
、
商
業
社
会
と
文
明
・
歴
史
と
の
関
連
（
二
章
・
四
章
・

六
章
）
、
心
理
主
義
と
エ
ソ
ロ
ジ
ー
（
五
章
と
七
章
）
、
そ
し
て
全
体
と
し

て
の
＂
ミ
ル
の
道
徳
科
学
を
構
成
す
る
経
済
学
＂
へ
の
流
れ
で
あ
る
（
七

章
）
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
論
（
三
章
）
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
論
（
九
章
）
は
著

書
全
体
の
展
開
に
ま
だ
適
切
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。

　

一
次
資
史
料
か
ら
著
者
に
よ
っ
て
描
き
出
さ
れ
た
ミ
ル
は
や
は
り
相
当

に
矛
盾
的
で
あ
る
。
改
革
派
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ベ
ン
サ
ム
の
「
普
遍
的
人
間

本
性
の
哲
学
」
を
批
判
し
人
類
の
不
断
の
知
的
改
善
と
歴
史
的
相
対
性
を

重
視
す
る
一
方
で
、
「
守
旧
的
な
保
守
主
義
を
正
当
化
す
る
」
「
反
改
革
論

の
哲
学
的
根
拠
」
で
あ
る
直
観
主
義
（
直
覚
主
義
）
を
論
駁
す
る
。
こ
の

統
一
を
、
ミ
ル
は
「
ベ
ン
サ
ム
的
な
演
繹
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
コ
ー
ル
リ
ッ
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用
と
を
ミ
ル
は
都
合
良
く
区
分
し
た
上
で
、
後
者
の
際
に
は
人
間
の
行
為

の
法
則
、
特
に
「
道
徳
的
・
知
的
状
態
」
の
改
善
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
（
二
七
一
―
一
七
二
頁
）
。
こ
の
両
者
が
ど
う
統

一
で
き
る
か
、
ま
た
、
ミ
ル
の
経
済
学
体
系
が
エ
ソ
ロ
ジ
ー
と
ど
う
整
合

す
る
の
か
、
ま
ず
は
ミ
ル
自
身
の
構
想
を
我
々
に
示
し
て
欲
し
い
。
こ
れ

は
今
後
の
要
望
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
求
め
た
く
な
る
の
も
著
者
が
経
済
学

部
出
身
で
あ
り
、
『
経
済
学
原
理
』
は
確
か
に
ブ
リ
テ
ン
古
典
派
経
済
学

の
展
開
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
点
に
関
連
し
て
、
第
三
に
、
ミ
ル
の
方
法
論
を
紹
介
す
る
際
に
ポ

パ
ー
に
言
及
す
る
な
ど
（
一
五
六
―
一
五
七
頁
）
科
学
哲
学
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
か
ら
の
整
理
が
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直
観
主
義
の
政
治
的
特

質
の
紹
介
は
あ
る
が
そ
の
認
識
論
自
体
の
評
価
が
本
書
に
は
見
ら
れ
な
い

点
を
指
摘
し
た
い
。
人
間
心
理
の
観
察
も
立
派
な
実
験
科
学
で
あ
っ
た
時

代
か
ら
今
日
の
意
味
で
の
実
験
と
観
察
に
よ
る
実
証
主
義
に
裏
打
ち
さ
れ

た
経
験
科
学
へ
と
転
換
す
る
の
が
十
九
世
紀
中
盤
で
あ
り
、
他
な
ら
ぬ
ミ

ル
の
「
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
大
学
学
長
就
任
講
演
」
（
一
八
六
七
）

は
そ
の
象
徴
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
宗
教
論
と
も
関
連
す
る
が
、
ミ
ル
に

と
っ
て
は
直
観
主
義
認
識
論
の
批
判
は
一
八
三
〇
年
代
か
ら
焦
眉
の
課
題

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ミ
ル
独
自
の
「
科
学
」
観
と
現
代
の

科
学
観
と
の
異
同
を
も
う
少
し
明
確
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
著
者
へ
の
要

望
に
つ
な
が
る
。

　

他
に
も
、
本
書
に
は
父
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ル
を
媒
介
し
て
の
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
啓
蒙
の
ミ
ル
へ
の
伝
播
、
コ
ン
ト
社
会
学
と
の
関
連
、
帰
納
法
を

め
ぐ
る
ヒ
ュ
ー
エ
ル
と
ミ
ル
の
違
い
な
ど
、
多
く
の
興
味
深
い
論
点
が
示

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
こ
が
京
都
大
学
白
眉
セ
ン
タ
ー
最
初
の
研
究
者
に

よ
る
本
書
の
白
眉
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
著
者
も
言
う
よ
う
に
、

そ
の
解
釈
も
「
唯
一
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
」
（
三
一
四
頁
）
の
で
あ
っ
て
、
初
め
か
ら
十
分
に
異
論
を
提
示
で

き
る
開
か
れ
た
形
で
の
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
著
者
の
従
来

と
は
違
っ
た
思
想
史
研
究
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
残
さ
れ
た
紙
幅
の
範
囲
で
若
干
の
感
想
と
コ
メ
ン
ト
と
要
望
を

記
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
渡
英
前
の
論
考
で
は
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
的
な
文
明

概
念
が
一
つ
の
枠
組
み
と
し
て
分
析
の
前
提
と
な
り
直
截
に
表
出
し
が
ち

で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
書
で
は
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
残
っ
た
と
は

い
え
、
ミ
ル
の
言
葉
に
即
す
こ
と
で
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
と

な
っ
た
点
を
挙
げ
た
い
。
こ
の
、
冒
頭
に
述
べ
た
資
史
料
・
文
献
に
の
み

語
ら
せ
る
と
い
う
方
法
、
こ
れ
は
ス
コ
ウ
フ
ィ
ー
ル
ド
教
授
の
方
法
で
も

あ
る
が
、
そ
の
徹
底
の
結
果
と
し
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
、

結
果
と
し
て
、
腐
敗
に
は
配
慮
す
る
も
の
の
＂
商
業
社
会
＝
商
業
文
明
＝

市
場
社
会
＂
と
い
う
現
代
に
つ
な
が
る
む
し
ろ
肯
定
的
な
ミ
ル
の
経
済
社

会
把
握
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て
い
る
（
二
四
八
―
二
四
九
頁
）
。

　

第
二
に
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
一
八
四
八
年
末
ま
で
と
い
う
本
書
の
検

討
範
囲
の
ギ
リ
ギ
リ
に
出
版
さ
れ
た
『
経
済
学
原
理
』（
一
八
四
八
年
四
月
）

は
エ
ソ
ロ
ジ
ー
と
の
関
係
で
は
ど
う
位
置
付
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
彼
［
リ

カ
ー
ド
］
の
理
論
か
ら
の
系
と
し
て
示
さ
れ
な
い
よ
う
な
見
解
は
一
つ
で

も
あ
る
か
」
と
い
う
ミ
ル
自
身
の
評
価
を
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
（
二
七

〇
頁
）
、
『
原
理
』
に
は
エ
ソ
ロ
ジ
ー
と
は
異
な
る
純
粋
科
学
と
し
て
の
要

素
が
強
く
胚
胎
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
経
済
学
と
そ
の
現
実
へ
の
適
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書
評　

『
評
伝
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』

（
長
縄
光
男
著
、
成
文
社
、
二
〇
一
二
年
）

加
藤
史
朗

　

大
著
で
あ
る
。
四
百
字
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
一
五
〇
〇
枚
に
な
ろ
う

か
。
本
書
を
前
に
す
る
と
、
著
者
の
半
世
紀
に
わ
た
る
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
研
究

の
論
稿
や
訳
業
の
す
べ
て
が
こ
の
大
作
を
生
み
出
す
た
め
の
段
取
り
で

あ
っ
た
か
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
。な
か
で
も
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
回
想
録
『
過

去
と
思
索
』
全
三
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
～
九
九
年
）
の
完
訳
が
、
こ

の
大
業
へ
の
跳
躍
台
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
訳
業
は
ま
た
学

唆
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
十
全
な
展
開
も
著
者
の
今
後
へ
の
期
待
と

し
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
両
立
不
可
能
な
も
の
を
結
び
つ

け
よ
う
と
し
て
い
る
」
（
プ
ラ
ム
ナ
ッ
ツ
）
と
揶
揄
さ
れ
る
ミ
ル
を
整
合
的

に
理
解
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。＂
社
会
と
い
う
身
体
の
生
理
学
＂

と
い
う
本
書
の
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
に
エ
ソ
ロ
ジ
カ
ル
な
意
味
を
持
た
せ
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
純
粋
科
学
を
含
意
す
る
「
商
業
社
会
の
科
学
」
を
入
れ

た
所
に
、
絶
対
矛
盾
の
自
己
同
一
的
な
著
者
の
苦
心
を
感
ず
る
。
紆
余
曲

折
し
な
が
ら
も
、
著
者
は
読
者
を
ミ
ル
の
科
学
へ
の
道
に
案
内
し
つ
つ
、

「
結
論
」
で
は
そ
れ
を
越
え
る
人
間
性
の
陶
冶
、
つ
ま
り
「
道
徳
的
自
由

の
感
情
」
へ
の
希
望
を
基
礎
づ
け
る
も
の
が
「
彼
［
ミ
ル
］
の
社
会
の
科

学
構
想
」
で
あ
る
と
ま
と
め
る
（
三
一
三
頁
）
。
こ
の
当
否
は
と
も
あ
れ
、

こ
う
し
た
ミ
ル
と
い
う
困
難
な
課
題
に
挑
ん
だ
著
者
の
心
意
気
を
賞
賛
し

た
い
。

　

最
後
に
、
本
書
を
い
っ
そ
う
良
く
理
解
す
る
た
め
に
と
著
者
自
身
が
別

の
機
会
に
挙
げ
た
三
冊
の
先
行
業
績
を
読
者
の
便
宜
の
た
め
に
記
し
て
お

こ
う
。C

ollini, S., et al 

（1983

） T
hat N

oble Science of Politics, 
C

am
bridge. 

（
永
井
義
雄
他
訳
『
か
の
高
貴
な
る
政
治
の
科
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
、
関
口
正
司
『
自
由
と
陶
冶
』
（
み
す
ず
書
房
、
一
九

八
九
年
）
、Schofield, P. 

（2005

） U
tility and D

em
ocracy, O

xford.
 

（
あ
り
え
・
だ
い
す
け
／
社
会
科
学
史
）
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を
基
盤
と
し
た
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
論
を
打
ち
立
て
、
後
の
ナ
ロ
ー
ド

ニ
キ
の
理
論
的
基
盤
を
形
成
し
た
。
だ
が
経
済
学
の
素
養
を
欠
い
た
ゲ
ル

ツ
ェ
ン
は
、
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
の
よ
う
に
「
主
義
」
と
い
う

ほ
ど
の
思
想
体
系
を
遺
産
と
し
て
残
し
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
や
ト
ル
ス
ト
イ
の
よ
う
に
世
界
文
学
史
上
に
燦
然
と
輝
く
作
品

群
を
生
み
だ
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
『
過
去
と
思
索
』
と
い

う
回
想
録
は
、
文
学
と
歴
史
が
融
合
し
た
傑
作
と
し
て
今
な
お
比
類
な
き

輝
き
を
放
っ
て
い
る
。
こ
の
書
物
の
中
で
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
、
同
時
代
に
お

け
る
様
々
な
人
物
と
の
出
会
い
、
過
去
の
人
物
と
の
書
物
を
介
し
た
出
会

い
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
「
知
の
連
帯
と
継
承
」
の
成
果
が

自
ず
か
ら
現
代
の
我
々
へ
の
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
『
評
伝
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
が
残
し
た
今
日
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
解
く
試
み
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

著
者
は
冒
頭
で
「
こ
の
本
は
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
生
誕
二
百
年
を
記
念
し
て

書
か
れ
る
」
と
宣
言
し
、
一
九
一
二
年
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
生
誕
百
年
以
降
に

顕
著
と
な
っ
た
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
思
想
的
遺
産
の
継
承
を
め
ぐ
る
対
立
と
相

剋
に
触
れ
、
そ
う
し
た
中
で
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
研
究
に
携
わ
っ
て
来
た
自
ら
の

立
ち
位
置
を
予
め
明
示
す
る
。
そ
れ
は
ロ
シ
ア
の
革
命
運
動
の
先
駆
者
と

し
て
ソ
連
時
代
に
流
通
し
た
「
革
命
的
民
主
主
義
者
」と
し
て
の
ゲ
ル
ツ
ェ

ン
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
デ
ス
ポ
チ
ズ
ム
に
抗
し
て
人
間
の
尊
厳
と
自
由

を
求
め
、
苦
悩
し
た
「
生
身
の
人
間
」
（
リ
ー
チ
ノ
ス
チ
）
と
し
て
の
ゲ
ル

ツ
ェ
ン
に
向
き
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
、
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
い
、
社
会
主
義
思
想
が
開
花

問
の
継
承
性
を
見
事
に
表
し
て
い
る
。
『
過
去
と
思
索
』
の
翻
訳
を
著
者

は
恩
師
の
金
子
幸
彦
か
ら
引
き
継
い
で
完
成
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
評
伝
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』
の
扉
に
あ
る
「
父
と
母
と
、
そ
し
て
金
子
幸
彦
先

生
の
思
い
出
に
捧
げ
る
」
と
い
う
献
辞
の
意
味
は
深
い
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の

衣
鉢
を
継
ぐ
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
い
た
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
＝

ラ
ズ
ー
ム
ニ
ク

は
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
指
標
と
し
て
、
自
ら
の
出
身
階
層
の
利
害
か

ら
自
由
で
あ
る
こ
と
、
プ
チ
ブ
ル
根
性
を
唾
棄
す
る
こ
と
と
並
び
、
継
承

性
（
プ
レ
エ
ム
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ノ
ス
チ
）
の
尊
重
を
挙
げ
て
い
る
。
ゲ
ル
ツ
ェ

ン
生
誕
二
百
周
年
に
あ
た
る
二
〇
一
二
年
に
日
本
で
『
評
伝
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
上
で
、
思
想
的
な
「
継
承
性
」
は

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ロ
シ
ア
に
侵
入
し
撃
退
さ
れ
た
一
八

一
二
年
に
モ
ス
ク
ワ
に
生
ま
れ
、
一
八
七
〇
年
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の

前
年
に
パ
リ
で
客
死
し
た
。
彼
は
、
十
九
世
紀
の
中
心
と
な
る
時
間
の
枠

組
み
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
十
九
世
紀
を
思
想
史
的
に
見
れ
ば
、
近
代

の
思
想
が
発
酵
し
、
現
代
の
思
想
に
つ
な
が
り
始
め
る
段
階
だ
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
が
社
会
主
義
思
想
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ゲ
ル
ツ
ェ

ン
の
生
き
た
時
代
は
、
資
本
主
義
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
く

過
程
で
あ
り
、
そ
の
矛
盾
を
撃
つ
社
会
主
義
の
思
想
体
系
が
確
立
す
る
時

期
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
資
本
主
義
の
発
展
は
不
均
等
で
あ
り
、
社
会
主
義

思
想
も
多
彩
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
、
サ
ン

＝

シ
モ
ン
の
社
会
主
義
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
な
ど
西
欧
の
哲
学
や
思
想

を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
の
現
在
の
意
味
を
考
察
し
、
農
村
共
同
体
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ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
誕
生
の
時
代
で
あ
る
。
一
八
三
〇
～
四
〇
年
代
の
ゲ

ル
ツ
ェ
ン
の
み
な
ら
ず
、
彼
を
取
り
巻
く
思
想
状
況
を
生
き
生
き
と
伝
え

よ
う
と
す
る
著
者
の
思
い
は
感
動
的
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
。
当
時
の

知
識
人
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
た
ベ
リ
ン
ス
キ
ー
の
「
ゴ
ー
ゴ
リ
へ
の
手
紙
」

を
紹
介
す
る
に
当
た
り
、
著
者
は
「
長
い
手
紙
だ
が
、
こ
れ
を
要
約
し
て

は
こ
の
手
紙
の
命
が
消
え
る
」
と
述
べ
、
出
来
る
限
り
そ
の
手
紙
の
「
命
」

を
読
者
に
伝
え
よ
う
す
る
（
二
五
二
頁
）
。
こ
う
し
た
著
者
の
「
思
い
」
が

『
評
伝
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』
を
歴
史
と
文
学
の
見
事
な
結
晶
物
に
し
て
い
る
。

著
者
は
「
学
問
に
お
け
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
」
や
「
自
然
研
究
書

簡
」
と
い
っ
た
初
期
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
重
要
な
論
文
を
精
緻
に
分
析
し
、
ゲ

ル
ツ
ェ
ン
が
シ
ェ
リ
ン
グ
の
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
へ
と
移
行

す
る
過
程
を
明
晰
に
描
い
て
い
る
。
そ
の
際
、
著
者
は
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
が
ヘ
ー

ゲ
ル
を
「
革
命
の
代
数
学
」
と
し
て
受
容
し
な
が
ら
も
、
そ
の
思
想
の
核

と
も
い
う
べ
き
「
絶
対
精
神
」
な
る
も
の
を
拒
絶
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
三
部
の
中
心
を
な
す
の
は
、
西
欧
へ
の
亡
命
、
二
月
革
命
へ
の
幻
滅
、

母
と
子
、
つ
づ
い
て
妻
の
喪
失
と
い
う
「
家
庭
の
悲
劇
」、
パ
リ
か
ら
ロ

ン
ド
ン
へ
の
移
転
と
い
っ
た
出
来
ご
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
ゲ

ル
ツ
ェ
ン
の
「
精
神
的
な
ド
ラ
マ
」（
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
）
に
お
け
る
「
破
」

か
ら
「
急
」
へ
と
至
る
局
面
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
時
期
の
代
表
作
『
向

う
岸
か
ら
』
を
取
り
上
げ
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
に
お
い
て
人
民
（
ナ
ロ
ー
ド
）

と
大
衆
（
マ
ッ
ス
ィ
）
が
乖
離
し
て
い
く
様
子
を
描
く
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
が

大
衆
に
見
出
し
た
の
は
、「
復
讐
の
社
会
主
義
」
と
し
て
の
「
共
産
主
義
」
で

あ
っ
た
。
彼
の
西
欧
思
想
へ
の
不
信
感
は
、
人
民
の
喪
失
感
（
人
民
の
大
衆

化
）
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二
月
革
命
後
に
書
か
れ
た
論
文

期
を
迎
え
よ
う
と
し
た
時
代
を
生
き
た
。
し
か
し
一
八
四
八
年
の
二
月
革

命
は
、
社
会
主
義
の
蕾
を
開
花
さ
せ
る
こ
と
な
く
終
り
、
社
会
主
義
が
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
圧
倒
さ
れ
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
敗
北
へ
と
至
る
道

筋
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
世
界
史
の
展
開
を
背
景
に
し
て
、
著

者
は
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
生
涯
を
四
部
に
分
け
る
。
第
一
部
（
一
八
一
二
～
四

〇
年
）
、
第
二
部
（
一
八
四
〇
～
四
七
年
）
、
第
三
部
（
一
八
四
七
～
五
二
年
）
、

第
四
部
（
一
八
五
二
～
七
〇
年
）
で
あ
る
。
大
雑
把
に
言
え
ば
、
第
一
部
は

ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
自
己
形
成
期
で
あ
り
、
「
恋
と
革
命
」
の
時
代
。
第
二
部

は
思
想
的
な
成
熟
期
で
あ
り
、
哲
学
や
文
学
の
初
期
作
品
が
生
ま
れ
た
時

代
で
あ
る
。
思
想
史
的
な
観
点
か
ら
言
え
ば
、
ス
ラ
ヴ
派
と
西
欧
派
の
論

争
時
代
と
言
う
事
も
出
来
よ
う
。
第
三
部
は
西
欧
へ
の
亡
命
と
「
恋
と
革

命
」
の
挫
折
、
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
の
『
浪
漫
的
亡
命
者
』
が
詳
し
く
描
く
「
家

庭
の
悲
劇
」
の
時
代
で
あ
る
。
第
四
部
は
ロ
ン
ド
ン
に
居
を
移
し
、
自
由

ロ
シ
ア
出
版
所
の
創
設
に
始
ま
る
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
言
論
活
動
の
絶
頂
期
、

す
な
わ
ち
「
上
げ
潮
」
の
時
代
と
一
八
六
三
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
蜂
起
以
後
、

ゲ
ル
ツ
ェ
ン
と
自
由
ロ
シ
ア
出
版
所
が
急
速
に
影
響
力
を
失
っ
て
孤
立
し

て
行
く
「
引
き
潮
」
の
時
代
で
あ
る
。

　

第
一
部
と
第
二
部
は
本
書
の
白
眉
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
ゲ

ル
ツ
ェ
ン
の
「
愛
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
関
す
る
深
い
考
察
が
展
開
さ
れ
る
。

そ
の
際
、
引
用
さ
れ
る
資
料
の
翻
訳
は
、
秀
麗
と
い
う
ほ
か
な
い
。
と
り

わ
け
流
刑
地
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
と
モ
ス
ク
ワ
の
ナ
タ
リ
ア
と
の
間
に
交
さ
れ

た
往
復
書
簡
は
、
み
ず
み
ず
し
く
、
若
き
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
自
己
形
成
過
程

を
示
す
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
、
ま
た
プ
ー
シ
キ
ン
を
頂
点

と
す
る
ロ
シ
ア
文
学
史
上
の
「
金
の
時
代
」
と
そ
れ
に
続
く
ロ
シ
ア
・
イ
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あ
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
、
著
者
は
こ
れ
に
対
し
て
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
彼
流

の
「
社
会
主
義
」
の
実
現
を
期
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
別
に
「
動
揺
」
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
断
言
し
て
い
る
（
四
一
三
頁
）
。
ま
さ
に
然
り
で

あ
る
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
懐
疑
主
義
は
、
ぶ
れ
な
い
原
理
主
義
か
ら
見
る
と

「
動
揺
」
と
映
る
の
で
あ
る
。
そ
の
懐
疑
主
義
は
、
歴
史
の
法
則
性
や
千

年
王
国
論
を
言
い
立
て
る
「
歴
史
の
暴
力
」
を
摘
発
す
る
。
エ
ピ
ロ
ー
グ

で
著
者
は
こ
う
し
た
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
懐
疑
主
義
の
背
後
に
、
人
民
＝
農
民

へ
の
負
債
と
い
う
倫
理
観
が
あ
る
と
し
、
「
人
間
の
道
徳
性
」
に
「
歴
史

の
主
た
る
動
因
を
認
め
る
主
意
主
義
」
が
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
導
き
の
糸
で

あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
五
一
六
頁
）
。

　

こ
れ
ま
で
も
多
彩
な
「
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
伝
」
が
あ
っ
た
。
中
で
も
最
も
広

範
な
読
者
を
獲
得
し
た
の
は
、
カ
ー
の
『
浪
漫
的
亡
命
者
』
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
書
が
扱
っ
て
い
る
の
は
、
一
八
四
七
年
の
亡
命
以
後
の
ゲ
ル

ツ
ェ
ン
で
あ
る
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
期
の
「
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
伝
」
の
定
番
と
も
い

う
べ
き
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
の
『
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』
で
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
家

族
関
係
な
ど
を
精
査
し
、
亡
命
以
前
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
像
を
再
現
す
る
試
み

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
『
評
伝
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』
は
、
そ
の
作
品
分
析
の
緻

密
さ
に
お
い
て
、
同
書
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
初
期
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の

姿
を
思
想
史
的
に
再
現
し
た
伝
記
と
し
て
、
こ
の
『
評
伝
』
に
匹
敵
す
る

の
は
、
マ
ー
チ
ン
・
メ
イ
リ
ア
の
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
と

ロ
シ
ア
社
会
主
義
論
の
成
立
』
の
み
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
意
義
は
、
初
期

ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
作
品
に
関
す
る
精
緻
な
考
察
と
生
身
の
人
間
（
リ
ー
チ
ノ

ス
チ
）
と
し
て
の
「
青
年
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
」
の
苦
悩
を
描
き
き
っ
た
点
に
あ
る
。

「
ロ
シ
ア
」、「
ロ
シ
ア
人
民
と
社
会
主
義
」、『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
革
命
思
想

の
発
達
に
つ
い
て
』
な
ど
で
展
開
さ
れ
る
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
「
ロ
シ
ア
社
会
主

義
」
論
に
対
し
て
、
著
者
は
「
科
学
的
根
拠
を
持
た
な
い
恣
意
的
議
論
」
だ

と
し
て
手
厳
し
く
評
価
し
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
と
い
う

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
契
機
に
こ
だ
わ
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス

主
義
者
の
批
判
が
的
を
射
て
い
る
と
認
め
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
「
歴
史
の

即
興
性
」
や
「
ロ
シ
ア
人
民
の
倫
理
的
可
能
性
」
に
言
及
す
る
ゲ
ル
ツ
ェ
ン

の
議
論
が
持
つ
今
日
的
な
意
義
を
強
調
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。「
歴
史
は

様
々
な
類
の
超
越
的
理
念
の
必
然
的
実
現
過
程
で
は
な
く
、
む
し
ろ
歴
史

は
あ
ら
ゆ
る
偶
然
性
に
満
ち
て
お
り
、
そ
れ
は
人
間
の
働
き
か
け
に
よ
っ

て
、
い
か
よ
う
に
も
変
化
し
う
る
も
の
だ
」
と
い
う
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
主
張
の

ほ
う
が
、「
グ
ラ
ン
ド
・
セ
オ
リ
ー
」
を
失
っ
た
現
代
に
相
応
し
い
議
論
で

あ
り
、「
自
然
の
大
変
動
に
よ
っ
て
歴
史
の
方
向
性
そ
の
も
の
が
変
わ
り
う

る
と
い
う
洞
察
は
、
ま
さ
に
今
日
的
で
も
あ
る
」（
三
一
一
頁
）
と
も
言
う
。

　

第
四
部
は
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
活
動
の
絶
頂
と
そ
の
後
の
急
激
な
孤
立
化
を

描
く
。
こ
の
時
期
に
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
、
自
由
ロ
シ
ア
出
版
所
の
活
動
を
通

し
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
農
奴
解
放
令
発
布
に
至
る
動
き
を
促
し

た
。
自
由
な
言
論
の
媒
体
で
あ
っ
た
新
聞
『
コ
ロ
コ
ル
（
鐘
）
』
は
、
ロ

シ
ア
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
公
開
討
論
の
場
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
と
な
っ

た
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
社
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
ゲ
ル

ツ
ェ
ン
の
試
み
は
左
右
の
反
発
を
招
い
た
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
二
世
に
宛
て
て
手
紙
を
書
い
た
り
、
若
い
世
代
の
言
動
を
「
非
常
に

危
険
だ
！
」
と
非
難
し
た
。
ソ
連
時
代
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
研
究
は
、
レ
ー
ニ

ン
に
習
い
こ
の
時
期
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
を
「
自
由
主
義
的
動
揺
」
の
状
態
に
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書
評　

『
革
命
宗
教
の
起
源
』

（
ア
ル
ベ
ー
ル
・
マ
チ
エ
著
、
杉
本
隆
司
訳
、�

�
�

白
水
社
、
二
〇
一
二
年
）

立
川
孝
一

　

本
書
に
は
、『
革
命
宗
教
〔
礼
拝
〕
の
起
源
』
（
一
九
〇
四
）
の
ほ
か
、
論

文
「
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
最
高
存
在
の
崇
拝
〔
礼
拝
〕
」
（
一
九
一
〇
）
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

著
者
ア
ル
ベ
ー
ル
・
マ
チ
エ
（
一
八
七
四
―
一
九
三
二
）
は
地
方
の
農
家

に
生
ま
れ
た
が
、
ま
れ
に
見
る
秀
才
で
、
パ
リ
の
エ
リ
ー
ト
校
エ
コ
ー
ル
・

初
期
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
『
若
き
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』
（
一
九

八
〇
年
）
を
書
い
た
イ
オ
ア
ン
・
ノ
ー
ヴ
ィ
チ
も
恐
ら
く
本
書
の
前
で
は
、

脱
帽
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

著
者
は
、
自
ら
の
研
究
の
軌
跡
に
お
い
て
、
初
期
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
に
関
す

る
研
究
を
着
実
に
積
み
重
ね
た
。
学
生
時
代
か
ら
「
ど
ろ
ぼ
う
か
さ
さ
ぎ
」

と
い
う
初
期
小
説
を
論
じ
、
『
学
問
に
お
け
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』

や
『
自
然
研
究
書
簡
』
を
精
読
し
た
。
「
家
庭
の
悲
劇
」
に
つ
い
て
も
、『
三

十
巻
著
作
集
』
刊
行
後
に
発
見
さ
れ
、
『
文
学
遺
産
』
な
ど
に
収
録
さ
れ

た
新
資
料
に
も
目
配
り
を
怠
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

バ
フ
メ
ー
チ
ェ
フ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
通
い
つ
め
ロ
ジ
チ
ェ
フ
と
い
っ
た
ゲ

ル
ツ
ェ
ン
の
継
承
者
を
自
任
す
る
人
物
の
資
料
も
求
め
た
。
本
書
は
、
そ

う
し
た
出
来
う
る
限
り
の
努
力
の
果
て
に
な
る
畢
生
の
大
著
で
あ
る
。

　

評
伝
を
書
く
た
め
に
は
、
対
象
と
な
る
人
物
と
の
長
年
に
わ
た
る
対
話

の
蓄
積
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
ま
た
、
優
れ
た
評
伝
は
、
そ
の
読
者
を

し
て
評
伝
の
主
人
公
と
の
対
話
に
誘
う
。
『
評
伝
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』
は
、
ま

さ
し
く
そ
う
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
生
涯
を
描
く

こ
と
で
、
ど
ん
な
人
で
も
「
過
去
」
に
学
び
、「
思
索
」
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
知
」
の
大
地
を
耕
し
、
豊
饒
な
稔
り
を
獲
得
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

ロ
シ
ア
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
が
志
し
た
学
問
（
ナ
ウ
ー
カ
）
と
は
、

そ
う
し
た
「
知
の
連
帯
と
継
承
」
を
必
須
の
条
件
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ゲ
ル
ツ
ェ
ン
が
若
い
世
代
の
過
激
派
の
み
な
ら
ず
「
知
の
連
帯
と
継
承
」

を
冷
笑
し
踏
み
躙
る
者
を
激
し
く
批
判
し
た
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
本
書

が
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
生
誕
二
百
周
年
を
記
念
し
た
唯
一
無
二
の
出
版
物
と
な
っ

た
こ
と
を
寿
ぎ
た
い
。 

（
か
と
う
・
し
ろ
う
／
近
代
ロ
シ
ア
史
）
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八
年
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
国
論
を
カ
ト
リ
シ
ス
ム
と
共
和
主
義
に
二
分
し
た

が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
ゆ
れ
続
け
て
き
た
国
家
と
宗
教
の
関
係
史
に
ひ

と
つ
の
終
止
符
を
打
っ
た
の
が
一
九
〇
五
年
の
政
教
分
離
法
、
す
な
わ
ち

ラ
イ
シ
テ
の
制
度
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ー
ル
の
よ
う
な
反
教
権
主
義
者
に

と
っ
て
は
ま
さ
し
く
共
和
主
義
の
勝
利
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
若
い
マ
チ
エ

や
ペ
ギ
ー
の
世
代
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
む
し
ろ
「
世
俗
化
」
と
い
う
、

一
種
の
道
徳
的
真
空
状
態
の
は
じ
ま
り
に
他
な
ら
な
か
っ
た
（
Ｓ
・
ヒ
ュ
ー

ズ
『
意
識
と
社
会
』
に
お
け
る
「
一
九
〇
五
年
の
世
代
」
）
。
そ
の
後
、
マ
チ
エ

は
社
会
主
義
、
さ
ら
に
は
共
産
主
義
へ
と
傾
斜
し
て
い
き
、
エ
コ
ー
ル
・

ノ
ル
マ
ル
の
親
友
ペ
ギ
ー
は
社
会
主
義
か
ら
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
回
帰
し
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
教
分
離
は
通
過
点
に
過
ぎ
ず
、

キ
リ
ス
ト
教
と
絶
縁
し
た
共
和
国
は
そ
れ
自
身
の
中
に
新
た
な
「
聖
性
」

を
も
つ
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
少
な
く
と
も
マ
チ
エ
は
政
教

分
離
を
そ
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

本
書
の
内
容
に
は
い
ろ
う
。
若
き
マ
チ
エ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
の
研
究

を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
「
宗
教
史
」を
選
択
し
た
。
彼
を
指
導
し
た
オ
ラ
ー

ル
に
は
す
で
に
『
理
性
の
礼
拝
と
最
高
存
在
の
礼
拝
（
一
七
九
三
～
九
四
）
』

と
い
う
著
書
が
あ
っ
た
か
ら
、
弟
子
の
マ
チ
エ
と
し
て
は
、
革
命
礼
拝
の

前
史
で
あ
る
「
聖
職
者
民
事
基
本
法
」
か
、
そ
の
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

る
「
敬
神
博
愛
教
」
か
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

結
局
は
後
者
を
と
る
の
で
あ
る
が
、学
位
論
文
と
し
て
は
異
例
の
「
補
遺
」

を
付
け
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
審
査
に
あ
た
っ
た
教
授
た
ち
は
、
本

篇
よ
り
も
、
補
遺
の
ほ
う
を
高
く
評
価
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
も
と
も
と
社
会
的
広
ま
り
に
欠
け
た
敬
神
博
愛

ノ
ル
マ
ル
に
合
格
し
、
二
十
三
歳
で
大
学
教
授
資
格
、
三
十
歳
で
博
士
号

を
取
得
す
る
（
一
九
〇
四
年
）
。
そ
の
際
、
主
論
文
『
敬
神
博
愛
教
と
旬
日

礼
拝
』
の
補
遺
と
し
て
提
出
さ
れ
た
の
が
『
革
命
礼
拝
の
起
源
』
で
あ
る
。

論
文
の
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
講
座

の
教
授
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
オ
ラ
ー
ル
（
一
八
四
九
―
一
九
二
八
）

で
、
彼
は
マ
チ
エ
の
才
能
を
高
く
評
価
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
師
弟
の

関
係
は
急
速
に
悪
化
し
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
ラ
ー
ル
・
マ
チ
エ
論
争
」
な
る

も
の
が
生
じ
る
。

　

本
書
の
中
身
に
入
る
前
に
「
革
命
宗
教

0

0

」
と
い
う
訳
語
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
訳
者
は
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
、
従
来
は
「
革

命
礼
拝

0

0

」
と
訳
さ
れ
て
き
た
が
、
マ
チ
エ
に
よ
れ
ば
、
「
礼
拝
」
（culte

）

は
「
宗
教
」（religion

）
の
感
覚
的
表
現
で
あ
り
、
そ
の
総
称
と
し
て
は
「
宗

教
」
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
た
し
か
に
フ
ラ
ン

ス
革
命
期
に
お
い
て
「
礼
拝
」
と
「
宗
教
」
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
っ
て
、
カ

ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
ユ
ダ
ヤ
教
を
指
示
す
る
と
き
に
も
「
礼

拝
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
厳
密
に
言
う
な
ら
、
「
礼
拝
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
「
信
仰
」
「
儀
礼
」
「
崇
拝
」
と
い
う
三
様
の
意
味
が

あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
、
「
革
命
宗
教
」
「
理
性
の
礼
拝
」
「
マ
ラ
ー

崇
拝
」
と
い
っ
た
個
別
の
表
現
が
派
生
し
て
く
る
。
筆
者
と
し
て
は
、
総

称
と
し
て
の
「
革
命
宗
教
」
は
許
容
で
き
る
が
、
個
別
の
事
例
を
指
す
と

き
に
は
、
「
礼
拝
」
と
訳
す
べ
き
で
、
ま
し
て
や
「
最
高
存
在
の
崇
拝
」

な
ど
の
表
現
は
避
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

マ
チ
エ
の
学
位
論
文
が
提
出
さ
れ
た
時
期
（
一
九
〇
四
年
）
の
も
つ
意

味
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
（
一
八
九
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教
や
旬
日
礼
拝
と
ち
が
い
、
革
命
初
期
に
は
連
盟
祭
と
い
う
成
功
し
た
革

命
祭
典
が
存
在
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
マ
チ
エ

が
『
革
命
礼
拝
の
起
源
』
に
お
い
て
「
革
命
礼
拝
は
宗
教
で
あ
る
」
と
い

う
彼
の
主
張
を
大
胆
に
確
信
を
も
っ
て
主
張
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
主

張
を
裏
づ
け
る
た
め
に
、
マ
チ
エ
は
当
時
は
若
い
学
問
で
あ
っ
た
デ
ュ
ル

ケ
ム
の
社
会
学
を
援
用
し
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
影
響
を
受
け
た
歴
史
研
究

と
し
て
は
、
Ｍ
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
『
王
の
奇
跡
』
（
一
九
二
四
）
、
Ｇ
・
ル
フ
ェ
ー

ヴ
ル
の
『
革
命
的
群
衆
』
（
一
九
三
二
）
が
あ
る
が
、
マ
チ
エ
の
『
革
命
礼

拝
』
は
心
性
史
に
お
け
る
先
駆
的
業
績
と
言
え
る
。

　

マ
チ
エ
は
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
論
文
「
宗
教
現
象
の
定
義
」（
『
社
会
学
年
報
』

第
二
巻
、
一
八
九
九
）
に
依
拠
し
な
が
ら
、
宗
教
と
は
何
か
と
い
う
問
い

に
答
え
よ
う
と
す
る
。
社
会
学
者
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
宗
教
を
「
社
会
的
な
も

の
」
と
し
て
捉
え
、
教
義
で
は
な
く
「
現
象
」
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
す

る
。
つ
ま
り
、
宗
教
は
そ
の
内
容
で
は
な
く
、
そ
の
形
体
（
礼
拝
）
に
お

い
て
観
察
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
前
置
き
し
た
上
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ム

は
宗
教
現
象
を
「
義
務
化
さ
れ
た
信
仰
と
、
そ
の
対
象
に
か
か
わ
る
実
践
」

と
定
義
す
る
。
革
命
礼
拝
が
宗
教
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
示
す
二
つ
の
条
件
、
す
な
わ
ち
「
義
務
化
さ
れ
た
信
仰
」

（
「
共
通
の
信
念
」
と
い
っ
て
も
よ
い
）
と
「
実
践
」
（
礼
拝
と
し
て
の
儀
礼
や
象

徴
）
の
存
在
を
革
命
礼
拝
（
も
し
く
は
革
命
祭
典
）
の
中
に
捜
し
出
し
さ
え

す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　

マ
チ
エ
に
確
信
を
与
え
た
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
文
章

で
あ
る
。
「
国
旗
や
祖
国
〔
…
…
〕
な
ど
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
世
俗
的

0

0

0

に
見
え
る
対
象
へ
の
も
ろ
も
ろ
の
共
通
の
信
念
は
〔
…
…
〕
い
わ
ゆ
る
宗

教
的
信
仰
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
祖
国
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
な
ど
は
、
触
れ
る
こ
と
を
憚

は
ば
か

ら
れ
る
聖
な

0

0

る
も
の

0

0

0

で
あ
る
」
（
マ
チ
エ
に
よ
る
引
用
。
本
書
一
六
―
一
七
頁
）
。

　

こ
う
し
て
「
世
俗
的
な
も
の
」
へ
の
信
仰
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
表
明

す
る
実
践
（
儀
礼
や
象
徴
）
が
伴
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
立
派
な
「
宗
教
」

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

歴
史
家
に
と
っ
て
は
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
七

九
〇
年
の
連
盟
祭
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
数
多
く
の
象
徴
と
儀
礼
を
生

み
出
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
（
三
色
旗
、
祖
国
の
祭
壇
、
市
民
宣
誓
、
自
由

の
木
や
自
由
の
帽
子
、
理
性
の
女
神
、
最
高
存
在
の
祭
典
に
お
け
る
「
山
岳
」
等
々
）
。

こ
れ
ら
の
象
徴
や
儀
礼
は
一
連
の
市
民
祭
典
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
キ
リ

ス
ト
教
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
民
衆
（
国
民
）
の
日
常
生
活
に
一
定

の
リ
ズ
ム
を
与
え
る
（
記
念
祝
典
）
。
と
同
時
に
「
民
衆
の
学
校
」
と
な
っ

て
愛
国
的
・
道
徳
的
な
効
果
を
も
及
ぼ
す
（
憲
法
の
祝
典
、
自
由
の
殉
教
者

の
葬
儀
）
。
モ
ナ
・
オ
ズ
ー
フ
は
『
革
命
祭
典
』
（
一
九
七
六
）
に
お
い
て
、

マ
チ
エ
の
試
論
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
全
過
程
に
適
用
し
、
革
命
祭
典
の
記

号
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
の
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
―
―
祭
典
の

図
像
学
』
（
一
九
八
九
）
も
ま
た
、
マ
チ
エ
の
問
題
関
心
と
方
法
論
か
ら
生

ま
れ
た
思
索
の
所
産
で
あ
る
。

　

本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
「
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
最
高
存
在
の
崇

拝
〔
礼
拝
〕
」
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
論
文
が

発
表
さ
れ
た
頃
（
一
九
一
〇
年
）
、
マ
チ
エ
と
そ
の
師
オ
ラ
ー
ル
と
の
不
仲

は
公
然
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
マ
チ
エ
は
一
九
〇
七
年
に
は
ロ
ベ
ス

ピ
エ
ー
ル
研
究
協
会
を
設
立
し
、
一
九
〇
八
年
に
は
学
会
誌
『
革
命
史
年
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あ
ろ
う
。
細
か
い
こ
と
だ
が
、
原
注
4
で
は
「
ミ
シ
ュ
レ
、
第
一
四
分
冊

0

0

」

と
あ
る
が
、
マ
チ
エ
が
指
示
し
て
い
る
の
は
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』
第
六

巻
の
第
一
四
篇0

で
あ
る
。
明
ら
か
な
ミ
ス
と
し
て
は
、
原
注
194
、
219
、

230
に
「
共
和
暦

0

0

0

四
年
〔
…
…
〕
一
七
九
二
年
」
と
あ
る
部
分
で
、
共
和
暦

四
年
な
ら
西
暦
一
七
九
五
年
か
一
七
九
六
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原

文
は
「
自
由

0

0

の
四
年
」
で
、
こ
れ
は
一
七
八
九
年
を
元
年
と
し
た
革
命
初

期
の
表
記
で
あ
っ
て
、
一
七
九
二
年
を
元
年
と
す
る
共
和
暦
で
は
な
い
。

本
文
の
訳
の
読
み
や
す
さ
に
比
べ
て
、
注
で
の
ミ
ス
の
多
さ
は
惜
し
ま
れ

る
。

　

巻
末
で
は
、
訳
者
に
よ
る
か
な
り
詳
し
い
解
説
の
ほ
か
、
宗
教
史
家
の

伊
達
聖
伸
の
コ
メ
ン
ト
も
付
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
と
い
う
枠

組
の
中
だ
け
で
な
く
、
現
代
に
お
け
る
ラ
イ
シ
テ
の
起
源
と
し
て
本
書
が

読
ま
れ
る
な
ら
、
お
そ
ら
く
著
者
マ
チ
エ
も
大
い
に
喜
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
理
解
す
る
限
り
で
は
、
革
命
礼
拝
は
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
、
共
和

主
義
の
統
合
理
念
で
あ
り
、
信
教
の
自
由
を
尊
重
す
る
現
代
の
ラ
イ
シ
テ

と
は
一
致
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
伊
達
聖
伸
に
よ
れ
ば
、
マ

チ
エ
は
一
九
〇
五
年
に
お
い
て
は
教
会
に
自
由
を
与
え
な
い
好
戦
的
ラ
イ

シ
テ
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
マ
チ
エ
は
謎
の
多
い
歴
史
家
で
あ

る
。

　

訳
者
も
参
照
し
て
い
る
フ
リ
グ
リ
エ
ッ
テ
ィ
に
よ
る
マ
チ
エ
伝
（J. 

Friguglietti,  A
lbert M

athiez, H
istorien révolutionnaire, Paris, 1974

）
は
、

マ
チ
エ
の
異
常
と
も
見
え
る
学
問
へ
の
情
熱
を
描
き
出
し
て
い
る
が
、
マ

チ
エ
が
歴
史
の
彼
方
に
見
て
い
た
の
は
一
介
の
農
民
の
息
子
を
大
学
教
授

に
ま
で
引
き
上
げ
た
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
「
自
由
・
平
等
」
の
理
念
で
あ
っ

報
』
を
発
刊
さ
せ
て
オ
ラ
ー
ル
の
学
会
と
競
い
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

『
革
命
史
年
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
最
高
存
在
の
礼
拝
」

に
関
す
る
論
文
は
、
六
年
前
の
『
革
命
礼
拝
の
起
源
』
と
は
異
な
り
、
オ

ラ
ー
ル
の
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
観
を
あ
か
ら
さ
ま
に
批
判
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
オ
ラ
ー
ル
は
革
命
礼
拝
を
宗
教
で
は
な
く
、
「
国
防
の
た
め
の

方
便
」
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
に
祖
国
愛
の
感
情
し
か
認
め
な
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
宗
教
観
だ
け
は
革
命
家
た
ち
の
一
般
傾
向

か
ら
の
逸
脱
と
み
な
し
て
い
た
。
反
教
権
主
義
者
オ
ラ
ー
ル
は
ロ
ベ
ス
ピ

エ
ー
ル
に
よ
る
「
国
家
宗
教
」
の
復
活
を
強
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
マ
チ
エ
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
諸
々
の

理
由
を
挙
げ
る
の
だ
が
、
訳
者
が
「
あ
と
が
き
」
で
解
説
し
て
い
る
よ
う

に
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
役
割
を
「
相
対
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の

正
当
性
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
マ
チ
エ
の
方
法
は
い
さ
さ
か
「
奇
妙
」
で

は
あ
る
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
評
価
は
「
オ
ラ
ー
ル
・
マ
チ
エ
論
争
」
に
お

け
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
読
者
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
学
会
と

い
う
コ
ッ
プ
の
中
の
論
争
よ
り
も
、
マ
チ
エ
に
よ
る
祭
典
の
叙
述
に
目
を

向
け
た
方
が
賢
明
か
も
し
れ
な
い
。
最
高
存
在
の
祭
典
は
、
そ
の
政
治
的

意
図
は
別
と
し
て
、
最
も
成
功
を
博
し
た
革
命
祭
典
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ

る
か
ら
。

　

翻
訳
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
気
に
な
る
所
が
あ
っ
た
。
本
文
一
四
頁

の
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
『
党
派

0

0

史
』
は
『
宗
派

0

0

史
』
、
原
注
22
以
下
の
オ
ラ
ー

ル
『
公
安
委
員
会
の
活
動

0

0

』
は
『
公
安
委
員
会
の
［
交
信
］
記
録

0

0

』
と
あ

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
原
注
61
以
下
の
『
ジ
ャ
コ
バ
ン
協
会

0

0

』
も
誤
訳
と

は
い
え
な
い
が
、
や
は
り
『
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ

0

0

0

』
の
方
が
一
般
的
で
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書
評　

『
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
と
政
治  

 

―
―
文
化
の
形
成
と〈
啓
蒙
〉の
行
方

』

（
馬
原
潤
二
著
、
風
行
社
、
二
〇
一
一
年
）

齊
藤 

伸

は
じ
め
に

　

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
哲
学
者
で
あ
る
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

は
、
早
く
か
ら
わ
が
国
に
お
い
て
も
馴
染
み
の
深
い
思
想
家
の
一
人
で

た
ろ
う
。
同
じ
こ
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
才
能
を
認
め
ら

れ
て
大
学
教
授
に
な
っ
た
デ
ュ
ル
ケ
ム
や
Ｍ
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
言
え
る
。

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
人
生
も
感
動
的
で
あ
る
が
、
同
僚

の
み
な
ら
ず
学
生
に
も
自
身
に
も
厳
し
か
っ
た
マ
チ
エ
が
五
十
八
歳
の
若

さ
で
教
壇
に
倒
れ
る
最
期
は
壮
絶
の
一
語
に
つ
き
る
。
マ
チ
エ
も
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
と
同
様
、
共
和
国
の
殉
教
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

（
た
ち
か
わ
・
こ
う
い
ち
／
フ
ラ
ン
ス
史
）
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以
上
に
貶
め
ら
れ
て
き
た
こ
の
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
再
審
請
求
を
準
備

す
る
第
一
歩
た
る
こ
と
を
願
っ
て
書
か
れ
た
」
（
一
四
―
一
五
頁
。
以
下
本

書
か
ら
の
引
用
は
頁
数
の
み
を
記
す
）
と
。
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
は
、
か

つ
て
倫
理
や
政
治
的
要
素
の
欠
如
が
そ
の
最
大
の
欠
陥
と
し
て
指
摘
さ
れ
、

彼
の
母
国
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
そ
の
思
想
的
意
義
を
再
評
価
し
よ
う
と
す

る
動
き
は
そ
れ
ほ
ど
活
発
な
も
の
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

著
者
に
よ
る
と
、
「
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
思
想
を
政
治
思
想
の
側
面
か
ら
問

い
直
す
の
を
困
難
に
し
て
い
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
そ
の

人
で
あ
る
」
（
九
）
。
彼
が
残
し
た
膨
大
な
テ
ク
ス
ト
に
は
、
晩
年
の
『
国

家
の
神
話
』
を
除
い
て
「
政
治
」
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
著
者
は
、
部
分
的
な
言
説
を
採
り
あ
げ
て
そ
の
思
想

家
の
思
想
全
体
を
裁
断
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
思
想
の
「
内
在

的
な
理
解
」
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
書
の
目
的
は
、
カ
ッ

シ
ー
ラ
ー
の
知
的
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
の
遍
歴
」
の
全
体
か
ら
、
彼
の
思
想

に
お
け
る
政
治
論
へ
の
可
能
性
、
ひ
い
て
は
そ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を

模
索
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
本
書
で
の
探
求
は
第
一
部
と
第
二

部
と
に
分
け
ら
れ
、
第
一
部
に
お
い
て
は
「
哲
学
者
」
と
し
て
の
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
に
着
目
し
、
第
二
部
に
お
い
て
は
「
精
神
史
家
」
と
し
て
の
彼
の
全

体
像
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
互
い
に
有
機
的
な
連
関

を
示
し
て
お
り
、
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て

議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
著
者
自
身
の

洞
察
が
よ
り
明
瞭
な
仕
方
で
語
ら
れ
て
い
て
、
示
唆
に
富
ん
だ
議
論
が
展

開
さ
れ
て
い
る
第
一
部
を
主
に
扱
う
と
し
た
い
。

あ
っ
た
。
彼
の
著
作
は
矢
田
部
達
郎
訳
『
象
徴
形
式
の
哲
学
』（
培
風
館
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
既
に
そ
の
多
く
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

そ
れ
ら
へ
の
関
心
度
の
高
さ
が
容
易
に
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

不
可
解
な
こ
と
に
こ
れ
ま
で
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
思
想
を
独
立
し
て
論
じ
た

「
研
究
書
」
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
奇
し
く
も
こ
う
し
た
事

態
を
、
時
を
同
じ
く
し
て
打
破
し
た
の
が
本
書
『
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
の
哲
学
と
政
治
』
（
風
行
社
）
と
、
拙
著
『
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
シ
ン

ボ
ル
哲
学
』
（
知
泉
書
館
）
で
あ
っ
た
。
拙
著
が
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
主
著
の

解
明
・
解
説
を
意
図
し
た
の
と
は
異
な
り
、『
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

の
哲
学
と
政
治
』
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
論
述
の
真
意
を
解
釈
し
、
さ
ら

に
そ
の
本
来
的
な
意
図
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
意
欲
的
か
つ
冒
険
的
な
試

み
で
あ
る
。
こ
の
優
れ
た
研
究
書
は
五
百
頁
を
ゆ
う
に
超
す
大
著
で
あ
り
、

本
稿
に
与
え
ら
れ
た
僅
か
な
紙
幅
で
は
そ
の
意
義
を
十
分
に
論
じ
き
る
こ

と
は
難
し
い
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
主
要
な
論
点
の
概
説
を
通

し
て
そ
れ
ら
の
一
端
を
再
考
し
た
い
。

本
書
の
意
図
お
よ
び
著
者
の
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
像

　

『
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
と
政
治
』
は
、
そ
の
表
題
が

示
し
て
い
る
通
り
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
理
論
と
政
治
思
想
を
論
じ
た

も
の
だ
が
、
単
に
そ
れ
ら
の
解
説
や
読
解
の
み
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は

な
い
。
著
者
は
そ
の
目
的
に
つ
い
て
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

本
書
は
「
こ
れ
ま
で
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
と
い
う
人
物
に
ま
と

わ
り
つ
い
て
き
た
誤
解
や
無
知
を
取
り
払
い
、
政
治
思
想
の
領
域
で
必
要
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「
第
一
部
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
の
政
治
的
地
平 

 
 

―
―
モ
デ
ル
ネ
の
構
造
転
換
」

　

第
一
部
で
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
主
著
で
あ
る
『
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲

学
』
の
成
立
過
程
の
考
察
を
通
じ
て
、
そ
れ
が
い
か
に
当
時
の
ド
イ
ツ
の

世
相
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
第

一
章
「
思
惟
形
式
の
革
新
―
―
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
と
『
啓
蒙
』
の
精

神
」
で
は
、
著
者
自
身
の
研
究
の
出
発
点
と
も
言
う
べ
き
核
心
が
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
『
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
』
と
政
治
的
な
も
の
と
を
結
び
つ

け
得
る
契
機
、
そ
の
際
に
一
九
三
二
年
、
ナ
チ
ス
が
政
権
を
掌
握
す
る
前

年
に
上
梓
さ
れ
た
『
啓
蒙
主
義
の
哲
学
』
が
果
た
し
得
る
役
割
と
い
う
、

本
書
で
も
っ
と
も
独
創
的
に
し
て
傾
聴
す
べ
き
視
座
の
解
説
が
付
さ
れ
て

い
る
。

　

著
者
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
思
想
的
展
開
は
、
彼

自
身
の
「
内
的
発
展
の
成
果
で
あ
り
、
現
実
の
政
治
が
そ
の
直
接
的
な
モ

メ
ン
ト
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
（
七
三
）
。
ま
た
、
政
治
的
な
も
の
に
関

す
る
直
接
的
な
言
及
は
彼
の
主
著
に
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
著
者
は
、
次
の
よ
う
な
確
信
、
す
な
わ
ち
「
政
治
的
な
も
の

に
つ
い
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に
論
じ
て
い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
の
言
説
を
反
射
的
に
非
政
治
的
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
判
断
は
あ
ま
り
に
も
性
急
で
皮
相
な
見
方
で
あ

る
」
（
六
〇
）
と
い
う
確
信
か
ら
議
論
を
発
展
さ
せ
る
。
さ
ら
に
著
者
の

見
立
て
で
は
、
『
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
』
の
行
間
に
は
「
政
治
的
な
も

の
や
規
範
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
見
解
の
原
型
に
あ
た

る
も
の
が
す
で
に
十
分
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
し
、
シ
ン
ボ
ル
形
式
の

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
は
、
こ
の
哲
学
者
の
政
治
的
思
考
の
原
型
を
根
本

か
ら
規
定
す
る
ラ
イ
ト
・
モ
テ
ィ
ー
フ
『
二
十
世
紀
の
啓
蒙
主
義
』
の
モ

テ
ィ
ー
フ
が
、
さ
り
げ
な
く
で
は
あ
る
が
し
っ
か
り
と
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
」（
六
〇
）
。
著
者
は
こ
う
し
た
確
信
か
ら
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
議
論
を
展
開
し
、

「
シ
ン
ボ
ル
形
式
」
と
い
う
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
独
自
の
考
え
方
が
、
「
二
十
世

紀
の
啓
蒙
主
義
」
と
い
う
考
え
方
へ
と
結
び
つ
き
、
そ
れ
が
暗
黙
裡
に
政

治
的
な
性
格
を
帯
び
た
思
想
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
際
に
著

者
が
着
目
す
る
の
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
自
身
が
十
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
を
、

そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
独
特
な
仕
方
で
解
釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
は
、
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
、
「
は
る

か
に
主
知
主
義
的
で
は
な
い
も
の
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
彼
が
「
啓
蒙
主
義
」
と
言
う
際
に
は
、
決
し
て
な
に
か
機
械

論
的
・
唯
物
論
的
な
傾
倒
を
示
す
思
想
潮
流
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
そ

の
た
め
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
が
「
二
十
世
紀
の
啓
蒙
主

義
」
を
確
立
し
よ
う
と
試
み
る
際
に
、
そ
れ
は
上
述
し
た
よ
う
な
一
般
的

な
意
味
で
の
「
啓
蒙
」
を
意
味
し
な
い
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
『
シ
ン
ボ
ル

形
式
の
哲
学
』
は
、
「
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
を
認
識
批
判
か
ら
意
味
批

判
へ
と
『
変
換
す
る
』
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
殊
か
普
遍
か
、
あ
る
い
は
合

理
や
不
合
理
か
、
と
い
っ
た
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
を
迫
る
思
考
様
式
の
あ

り
方
そ
の
も
の
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
も
の
」
（
五
八
）
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
著
者
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
を
、
「
新
カ
ン
ト
学
派
の
よ

う
な
主
知
主
義
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
、
現
象
学
の
よ
う
な
実
存
主

義
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
ち
ょ
う
ど
中
間
」
（
七
六
）
に
位
置
付
け
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述
し
た
二
つ
の
著
作
に
お
け
る
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
「
技
術
」
に
対
す
る
信

頼
の
相
違
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
「
シ
ン
ボ
ル
形
式

と
し
て
の
技
術
」
の
展
開
を
解
明
し
て
い
る
。
「
シ
ン
ボ
ル
形
式
」
と
し

て
の
「
技
術
」
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
「
既
存
の
政
治
体
制
や
政
治
思
想
を

払
拭
す
る
こ
と
に
飽
き
足
ら
ず
、
人
間
の
あ
り
方
を
そ
の
内
面
に
ま
で
踏

み
込
ん
で
徹
底
的
に
変
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
と
い
う
人
間
の
生

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
掘
り
崩
し
て
し
ま
お
う
と
す
る

も
の
」
（
一
四
二
）
で
あ
っ
た
。
著
者
は
す
べ
て
の
「
シ
ン
ボ
ル
形
式
」

に
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
特
質
を
認
め
て
い
る
が
、
「
技
術
」
に
お
け
る

そ
れ
は
他
の
一
般
的
な
形
式
と
同
列
で
計
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
強

烈
な
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
技
術
論
の

な
か
に
、
『
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
』
と
政
治
・
倫
理
的
な
も
の
と
の
間

の
な
か
ば
直
接
的
な
繋
が
り
を
指
摘
す
る
。

　

第
一
部
第
三
章
で
も
っ
と
も
特
筆
す
べ
き
論
点
は
、
第
四
節
、
す
な
わ

ち
著
者
が
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
の
「
政
治
」
を
「
シ
ン
ボ
ル
形
式
」

の
一
つ
と
し
て
理
解
す
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
「
人
間
的
な
営
み
と
し
て
の
政
治
も
ま
た
、
言
語
や
神
話
と

同
じ
く
シ
ン
ボ
ル
的
思
考
の
所
産
で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
ひ
と
つ
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
、
と
（
二
〇
四
）
。
さ
ら
に
著
者
は

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
の
政
治
を
次
の
よ
う
に

特
徴
付
け
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
「
『
シ
ン
ボ
ル
を
操
る
動
物
』
た
る
人

間
と
人
間
と
の
あ
い
だ
に
成
り
立
つ
間
主
観
的
な
事
象
で
あ
る
と
い
え
よ

う
し
、
あ
る
特
定
の
『
内
的
形
式
』
す
な
わ
ち
意
味
を
担
う
も
の
」
（
二

〇
四
）
と
。
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
『
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
』
は
、
し
ば
し

て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
著
作
が
『
啓
蒙
主
義
の
哲
学
』
で

あ
り
、
著
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
十
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
を
「
シ
ン
ボ
ル
形

式
」
と
い
う
独
自
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
沿
っ
て
再
構
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
二
十
世
紀
の
啓
蒙
主
義
」
と
し
て
の
始
ま
り
を
も
た
ら
し
、

「
『
今
・
こ
こ
』
に
お
け
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
思
想
的
課
題
の
ひ
と
つ
と
し

て
復
権
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
」
（
六
九
）
と
主
張
す
る
。
こ
れ
が
実
際

に
彼
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
ど
の
程
度
ま
で
跡
付
け
得
る
か
は
更
に
考
察
の
余

地
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
著
者
は
こ
の
「
二
十
世
紀
の
啓
蒙
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
の
下
に
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
が
『
啓
蒙
主
義
の
哲
学
』
を
『
シ
ン
ボ
ル

形
式
の
哲
学
』
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
「
思
想
的
意
図
」
を
看
取
し
て

い
る
。

　

続
く
第
一
部
第
二
章
で
は
、「
モ
デ
ル
ネ
の
功
罪
」
と
題
し
、
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
の
技
術
論
が
問
題
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
一
九
三
〇
年
に
上
梓
さ
れ

た
論
文
『
形
式
と
技
術
』
に
お
け
る
「
技
術
」
と
、
再
晩
年
の
著
作
『
国

家
の
神
話
』
に
お
け
る
そ
れ
で
は
異
な
る
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
者
で
の
彼
は
、
「
技
術
」
に
対
し
て
楽
観
的
と
も

言
い
得
る
ほ
ど
積
極
的
な
価
値
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
一
九

三
三
年
の
ナ
チ
ス
に
よ
る
政
権
掌
握
、
そ
し
て
そ
の
後
に
現
れ
た
「
政
治

的
神
話
」
と
し
て
の
全
体
主
義
が
、
二
十
世
紀
の
「
技
術
」
を
用
い
て
初

め
て
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
か
つ
て
古
代
や
中
世
に
起
こ
っ
た

独
裁
主
義
が
、
人
間
の
表
層
的
な
支
配
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

二
十
世
紀
の
全
体
主
義
は
「
人
間
の
思
考
を
内
面
か
ら
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
変

革
し
、
そ
の
行
動
の
い
っ
さ
い
を
徹
底
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
（
一
三
六
）

し
た
と
い
う
点
に
、
両
者
の
間
に
は
大
き
な
乖
離
が
存
す
る
。
著
者
は
上
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そ
れ
は
第
二
部
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
る
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
独
特
な
マ
キ
ャ

ヴ
ェ
リ
論
の
理
解
に
も
色
濃
く
現
れ
て
お
り
、
著
者
は
こ
の
よ
う
な
思
考

様
式
を
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
傾
倒
す
る
こ
と
の
な
い
政
治
に
お
け
る
平
衡

感
覚
の
必
要
性
に
ま
で
議
論
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
汲
み
取
り
な
が
ら
、
著
者
な
ら
で
は
の
解
釈

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
以
上
に
彼
の
哲

学
に
お
け
る
「
政
治
」
の
意
義
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
書
は
、

そ
の
表
題
が
如
実
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
を
学

ぶ
も
の
に
と
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
政
治
的
な
思
想
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る

も
の
に
と
っ
て
も
基
礎
と
す
べ
き
意
義
深
い
研
究
で
あ
る
。

 

（
さ
い
と
う
・
し
ん
／
言
語
哲
学
・
哲
学
的
人
間
学
）

ば
そ
れ
が
「
他
者
」
を
欠
い
て
い
る
点
が
批
判
の
的
と
さ
れ
て
き
た
が
、

著
者
の
言
う
「
シ
ン
ボ
ル
形
式
と
し
て
の
政
治
」
と
い
う
解
釈
を
も
っ
て
、

新
た
な
理
解
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
「
間
主
観
的

な
事
象
」
と
し
て
の
「
政
治
」
の
問
題
は
、
本
書
に
よ
っ
て
『
シ
ン
ボ
ル

形
式
の
哲
学
』
そ
の
も
の
や
、
他
の
そ
れ
ら
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
か
ら
再

検
討
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
し
て
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
『
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
と
政
治
』
第
一
部

に
お
け
る
著
者
の
主
張
を
、
極
め
て
お
お
ま
か
に
で
は
あ
る
が
、
そ
の
あ

ら
す
じ
を
辿
っ
て
き
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
は
本
書
に
お
い
て

二
つ
の
観
点
か
ら
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
思
想
を
解
明
す
べ
く
試
み
た
。
す
な

わ
ち
、
一
方
は
シ
ン
ボ
ル
形
式
と
い
う
独
自
の
体
系
を
構
築
す
る
過
程
に

お
け
る
「
哲
学
者
」
と
し
て
の
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
で
あ
り
、
そ
し
て
他
方
は

「
精
神
史
研
究
の
大
家
」と
し
て
当
時
の
政
治
的
危
機
に
瀕
し
て
語
る
カ
ッ

シ
ー
ラ
ー
で
あ
る
。
彼
の
政
治
思
想
は
、
著
者
に
よ
る
と
こ
れ
ら
二
つ
の

視
点
の
「
相
互
作
用
」
か
ら
成
立
し
て
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本

書
を
通
底
す
る
理
解
と
し
て
、
彼
の
思
想
に
お
け
る
二
者
択
一
の
拒
否
が

挙
げ
ら
れ
る
。
普
遍
か
特
殊
か
、
合
理
か
非
合
理
か
、
体
系
か
歴
史
か
と

い
っ
た
思
考
方
法
は
、
彼
に
と
っ
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
こ
の
よ
う
な
哲
学
ス
タ

ン
ス
は
、
角
度
を
か
え
て
み
れ
ば
、
何
か
ひ
と
つ
の
も
の
に
ふ
り
き
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
嫌
悪
感
と
警
戒
感
に
貫
か
れ
て
い
る
」
（
五
二
二
）
。
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を
与
え
た
が
、
一
方
で
、
同
論
は
こ
れ
ま
で
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
フ
ァ

シ
ズ
ム
」
で
色
分
け
さ
れ
て
き
た
米
独
日
の
戦
時
体
制
を
塗
り
直
そ
う
と

す
る
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
戦
争
責
任
を
後
衛
に
退
か
せ

て
し
ま
う
危
う
さ
が
あ
っ
た
。
著
者
は
、
総
力
戦
体
制
論
や
そ
れ
が
提
起

し
た
問
題
提
起
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
枠
組
み
を
内
部
か
ら
乗
り
越

え
る
べ
く
、
近
年
で
は
「
植
民
地
主
義
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
「
戦
時
」

以
降
の
日
本
史
と
「
戦
後
啓
蒙
」
を
捉
え
直
し
、
同
時
に
日
本
の
戦
争
責

任
の
問
題
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
姿
勢
は
、
日
本
が
犯
し
て
き
た
（
し
て
い
る
）「
暴
力
」
を
問
い
直

す
も
の
と
い
っ
て
い
い
が
、
こ
の
「
暴
力
」
と
は
、
戦
争
や
テ
ロ
と
い
っ

た
誰
も
が
想
起
す
る
暴
力
だ
け
で
は
な
く
、
総
力
戦
体
制
、
植
民
地
主
義
、

慰
安
婦
問
題
、
沖
縄
問
題
も
あ
れ
ば
、
自
己
を
ひ
た
す
ら
国
家
、
社
会
、

他
者
、
自
己
自
身
へ
と
同
一
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
強
迫
観
念
な
ど
も
含
ま

れ
よ
う
。
著
者
に
よ
る
こ
れ
ら
一
連
の
「
暴
力
」
批
判
論
は
、
こ
れ
ま
で

主
に
「
戦
時
」
か
ら
「
戦
後
」
に
か
け
て
の
知
識
人
を
検
証
す
る
際
に
語

ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
が
本
書
で
は
、
問
題
意
識
を
そ
の
ま

ま
に
抱
え
な
が
ら
、
「
戦
前
」
か
ら
「
戦
後
」
ま
で
が
対
象
に
な
っ
た
と

い
う
点
で
、
ま
た
代
表
的
知
識
人
と
合
理
性
で
は
な
く
、
民
衆
の
、
し
か

も
そ
の
「
心
情
の
回
路
」
に
着
目
し
た
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
論
と
は
装
い

を
異
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
戦
前
」
と
「
戦
時
」
の
、
ま
た
「
戦
時
」

と
「
戦
後
」
の
二
つ
の
断
絶
説
が
、
民
衆
の
「
心
情
」
の
レ
ベ
ル
か
ら
再

考
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
本
書
の
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
戦
前
」
と
「
戦
時
」
の
連
続
の
可
能
性
は
、
こ
れ
ま
で
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
研
究
（
三
谷
太
一
郎
氏
に
よ
る
「
革
新
運
動
」
と
国
家
総
動

　

書
評　

『
詩
歌
と
戦
争
―
―
白
秋
と
民
衆
、
総
力
戦
へ
の
「
道
」
』

（
中
野
敏
男
著
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
二
年
）

福
家
崇
洋

　

本
書
は
、
大
正
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
詩
と
歌
は
い
か
に
し
て
「
暴
力
」

た
り
し
か
を
問
う
た
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
の
中
野
氏
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
山
之
内
靖
氏
ら
の
総
力
戦
体
制

論
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
以
来
、
「
戦
時
」
と
「
戦
後
」
の
連
続
・
断
絶

と
い
う
問
題
と
向
き
合
っ
て
き
た
。
総
力
戦
体
制
論
に
よ
る
こ
の
問
題
提

起
は
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
を
扱
う
歴
史
研
究
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
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方
で
、
自
ら
の
経
済
的
な
成
功
を
求
め
る
植
民
地
主
義
者
で
も
あ
っ
た
こ

と
が
、
移
民
研
究
な
ど
を
援
用
し
な
が
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
社
会
史
か
ら
捉
え
ら
れ
た
総
力
戦
体
制
の
成
立
と
合
理
性
の
浸
透

と
い
う
地
平
に
、
民
衆
の
「
心
情
の
回
路
」
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
北

原
白
秋
の
個
人
史
・
思
想
史
や
文
化
史
の
叙
述
が
次
々
に
折
り
重
な
っ
て

い
く
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
官
製
唱
歌
を
批
判
す
る
形
で
な
さ
れ
た

北
原
の
詩
作
は
、
「
郷
愁
」
や
「
童
心
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
だ
っ

た
が
、
そ
れ
は
「
本
質
主
義
」
の
性
質
を
帯
び
る
が
ゆ
え
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
刻
印
さ
れ
、
「
他
者
」
を
表
面
か
ら
消
去
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
関
東
大
震
災
後
、
東
京
か
ら
地
方
へ
人
口
が
流
出
し
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
都
市
の
文
化
が
地
方
に
伝
わ
り
、
ま
た
「
地
方
自
治
」
の

か
け
声
と
と
も
に
、
地
方
か
ら
詩
歌
が
求
め
ら
れ
る
時
代
が
到
来
す
る
。

こ
の
「
新
民
謡
運
動
」
と
い
わ
れ
る
地
方
文
化
運
動
を
担
っ
た
の
は
、
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
担
い
手
（
商
工
業
者
等
）
だ
っ
た
が
、
先
述
の
よ
う
に
、

植
民
地
主
義
者
で
も
あ
っ
た
彼
ら
を
「
こ
の
道
」
（
北
原
白
秋
作
）
な
ど
市

井
の
詩
歌
が
植
民
地
へ
と
後
押
し
し
て
い
っ
た
。
一
方
で
、「
新
民
謡
運
動
」

は
都
市
に
い
る
詩
人
や
音
楽
家
が
描
い
た
詩
歌
を
、
し
か
も
こ
の
詩
歌
を

通
じ
て
「
日
本
」
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
「
地
方
」
像
を
「
地
方
」
自
身

が
こ
ぞ
っ
て
受
け
入
れ
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
彼
ら
は
自
発

的
に
中
央
の
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
関
わ
り
自
体
は
、
総
力
戦
体
制
期
の
一
九
三
〇
年
代
末
以
降

も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
い
や
、
「
新
民
謡
運
動
」
は
送
り
手
と
受
け
手

を
そ
の
ま
ま
に
「
国
民
歌
謡
」
と
な
り
、
地
域
の
「
自
治
」
を
鼓
舞
し
た

地
方
文
化
運
動
は
そ
の
ま
ま
に
「
詩
歌
動
員
」と
な
っ
た
。
「
新
民
謡
運
動
」

員
体
制
と
の
関
係
、
鹿
野
政
直
氏
に
よ
る
民
衆
の
「
土
俗
的
精
神
」
の
各
指
摘
）

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
後
述
の
よ
う
に
、

総
力
戦
体
制
論
を
踏
ま
え
た
「
戦
前
」
か
ら
「
戦
後
」
に
至
る
連
続
性
が

提
起
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

本
書
の
内
容
に
目
を
移
せ
ば
、
北
原
白
秋
の
詩
歌
に
着
目
し
、
い
か
に

そ
の
叙
情
的
な
詩
が
平
時
の
日
本
人
の
郷
土
心
に
訴
え
、
ま
た
総
力
戦
へ

と
向
か
う
日
本
人
の
愛
国
心
に
火
を
付
け
た
の
か
と
い
う
の
が
、
新
聞
や

ｗ
ｅ
ｂ
で
見
ら
れ
る
本
書
の
簡
単
な
紹
介
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
「
戦
後

歴
史
学
」
を
背
に
、
詩
人
の
戦
争
協
力
や
「
愛
国
詩
」
の
暴
力
性
を
告
発
・

反
省
し
て
き
た
幾
多
の
警
世
の
書
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
著
者

は
暴
力
を
告
発
・
反
省
す
る
側
に
も
無
意
識
に
潜
む
あ
る
種
の
「
暴
力
」

に
対
し
て
も
自
覚
的
で
あ
り
、
こ
の
書
評
で
は
、
著
者
が
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
総
力
戦
体
制
論
や
植
民
地
主
義
論
と
の
つ
な
が
り
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
本
書
の
内
容
を
ま
と
め
直
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に

し
た
い
。

　

本
書
は
、
詩
人
北
原
白
秋
の
個
人
史
・
思
想
史
、
ま
た
大
正
期
か
ら
戦

後
に
か
け
て
の
文
化
史
、
社
会
史
と
い
う
三
つ
の
次
元
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

そ
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
は
社
会
史
で
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
支

え
た
「
自
由
」「
地
方
自
治
」
の
担
い
手
が
そ
の
ま
ま
総
力
戦
体
制
の
「
自

発
的
」
な
担
い
手
と
な
る
と
い
う
流
れ
が
ま
ず
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
な
ら
、
植
民
地
を
除
く
日
本
の
総
力
戦
体
制
の
成
立

を
た
だ
後
追
い
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
書
で
は
「
植
民
地
主

義
」
と
い
う
概
念
が
新
た
に
持
ち
込
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
か
の
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
担
い
手
た
ち
は
、
未
来
の
総
力
戦
体
制
の
担
い
手
で
あ
る
一
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あ
、
郷
愁
！　

郷
愁
こ
そ
は
、
人
間
本
来
の
最
も
真
純
な
る
霊
の
愛
着
で

あ
る
。
此
の
生
ま
れ
た
風
土
山
河
を
慕
う
心
は
、
進
ん
で
寂
光
常
楽
の
彼

岸
を
慕
う
信
と
行
と
に
自
分
を
高
め
、
生
み
の
母
を
恋
ふ
る
涙
は
ま
た
、

遂
に
神
へ
の
憧
憬
と
な
る
。
此
の
郷
愁
の
素
因
は
未
生
以
前
に
あ
る
。
／

郷
愁
こ
そ
依
然
と
し
て
続
き
、
更
に
高
い
意
味
の
も
の
と
な
つ
て
常
住
私

の
救
ひ
と
な
つ
て
ゐ
る
。
」
（
本
書
五
五
頁
）
。
こ
こ
か
ら
、
著
者
は
、
北
原

に
お
け
る
「
郷
愁
」
の
「
本
質
化
」
と
彼
の
「
童
心
主
義
」
に
お
け
る
「
下

か
ら
の
自
発
性
」
の
尊
重
、
し
か
し
彼
の
「
自
由
」
に
は
母
へ
の
思
慕
や

故
郷
へ
の
愛
と
い
う
「
社
会
化
」
さ
れ
た
人
間
、
さ
ら
に
は
社
会
成
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
つ
「
国
民
」
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
次
々
に
指

摘
し
て
い
く
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
論
理
展
開
に
は
、
も
う
少
し
慎
重
さ
が
必
要
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
先
の
引
用
が
伝
え
る
通
り
、
こ
の
時
期

の
北
原
は
、
「
郷
愁
」
を
抱
え
て
生
ま
れ
た
場
に
還
る
と
い
う
よ
り
、
そ

の
先
に
あ
る
宗
教
的
な
境
地
に
至
る
こ
と
を
見
据
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
北
原
が
述
べ
る
「
童
心
」
と
は
「
我
」
や
「
私
心
」

が
消
え
去
っ
た
状
態
で
あ
り
、
「
童
心
を
深
く
し
た
聖
心
、
そ
の
聖
心
こ

そ
神
心
仏
心
の
あ
ら
は
れ
」
（
『
洗
心
雑
話
』
五
三
頁
）
と
し
て
、
や
は
り
そ

の
あ
と
に
宗
教
的
境
地
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
聖
心
」

の
境
地
に
お
い
て
こ
そ
、
い
い
作
品
を
生
み
出
せ
る
と
北
原
は
考
え
た
。

と
す
る
な
ら
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
北
原
が
依
拠
し
よ
う
と
し
た
「
自

由
」
と
は
、
「
我
」
無
き
あ
と
の
「
物
我
一
如
の
境
」
（
「
童
謡
に
つ
い
て
」

五
七
頁
『
季
節
の
窓
』
）
や
、
社
会
、
国
家
と
い
う
枠
組
み
に
止
ま
ら
な
い

宗
教
的
な
場
で
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

を
通
じ
て
日
本
へ
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
受
け
入
れ
た
地
方
の
民
衆
は
、
今
度

は
職
業
毎
に
列
記
さ
れ
た
「
国
民
歌
謡
」
を
通
じ
て
、「
日
本
国
民
」
に
マ
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
た
自
ら
の
生
き
場
を
見
出
し
て
い
く
。
総
力
戦
体
制
の
成
立

後
も
、
愛
国
と
海
外
進
出
を
鼓
舞
す
る
詩
は
「
自
発
的
」
に
生
み
出
さ
れ
、

そ
の
詩
と
詩
を
通
じ
た
「
動
員
」
に
民
衆
は
自
ら
の
身
を
委
ね
て
い
く
。

　

し
か
も
、
こ
の
「
戦
前
」
と
「
戦
時
」
を
つ
な
い
だ
詩
歌
は
、
戦
後
も

同
じ
機
能
の
ま
ま
に
生
き
続
け
た
。
占
領
軍
の
「
改
革
」
が
進
行
し
、
か

つ
て
の
「
軍
国
主
義
」
が
「
民
主
主
義
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
な
か
、
戦

争
で
傷
つ
い
た
人
々
の
心
を
癒
す
詩
は
自
己
肯
定
と
安
心
感
を
与
え
な
が

ら
、
日
本
へ
の
郷
愁
を
か
き
立
て
た
。
戦
時
下
に
お
け
る
愛
国
詩
の
合
唱

が
か
す
か
な
「
雑
音
」
を
沈
黙
に
変
え
て
い
っ
た
よ
う
に
、
戦
後
に
お
け

る
こ
の
「
詩
歌
翼
賛
」
も
自
省
な
き
「
動
員
」
と
「
他
者
」
な
き
植
民
地

主
義
を
生
み
出
し
続
け
て
い
っ
た
、
と
い
う
の
が
本
書
の
簡
単
な
ま
と
め

に
な
る
が
、
以
下
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
読
後
感
な
ど
を
書
き
連
ね
て
み
た

い
。

　

本
書
を
読
ん
で
気
に
な
っ
た
の
は
、
総
力
戦
体
制
論
に
立
脚
す
る
が
ゆ

え
に
、
扱
う
研
究
対
象
や
歴
史
認
識
が
か
え
っ
て
「
動
員
」
「
平
準
化
」

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
危
惧
で
あ
っ
た
。
紙
数
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

本
稿
で
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
お
け
る
北
原
白
秋
の
描
き
方
に
し

ぼ
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

　

本
書
か
ら
感
じ
た
違
和
感
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
北
原
の
作
品
や
主
張

の
端
々
に
宗
教
的
な
語
句
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
年
表
」
に
記
さ
れ
た
国
柱
会
と
の
関
係
を
除
け
ば
、
宗
教
と
の
関
係
が

捨
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
北
原
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
あ
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体
的
な
歴
史
叙
述
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
現
実
の
歴
史
に
お
い
て
総
力

戦
体
制
へ
の
「
道
」
と
植
民
地
へ
の
「
進
出
」
が
ど
の
よ
う
な
相
互
的
な

展
開
を
遂
げ
、
ま
た
そ
の
交
点
に
あ
っ
た
民
衆
の
「
心
情
」
が
双
方
の
道

に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
は
、
さ
ら
な
る
研
究
の
蓄
積
が
必
要
と
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
本
書
で
は
、
総
力
戦
体
制
論
と
植
民
地
主
義
論
を
ベ
ー
ス
と
し

な
が
ら
も
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
が
援
用
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

著
者
は
、
丸
山
眞
男
の
「
上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
を
批
判
し
な
が
ら
、

「
下
か
ら
の
自
発
性
と
上
か
ら
の
統
合
と
制
度
化
が
固
有
の
相
互
連
携
を

な
し
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
戦
時
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
」
と

言
う
。
そ
も
そ
も
、
総
力
戦
体
制
論
で
は
、
「
戦
後
歴
史
学
」
の
主
エ
ン

ジ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
、
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の

対
立
図
式
が
棚
上
げ
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
代

半
ば
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
研
究
と
分
析
用
語
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」

へ
の
批
判
、
そ
の
後
の
総
力
戦
体
制
論
の
登
場
に
よ
っ
て
、
日
本
史
研
究

か
ら
こ
の
用
語
が
消
失
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
書
で
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
論
の
登
場
は
意
外
な
感
に
打
た
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
再
来
の
意
図
は
本
書
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
が
、
「
超
国
家
」
主
義
論
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
、
ま
た
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
研
究
（
特
に
松
尾
尊
兊
氏
に
よ
る
）
と
と
も
に
七
〇
年
代
に
進
ん

だ
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
研
究
と
そ
の
一
貫
と
し
て
な
さ
れ
た
「
フ
ァ

シ
ズ
ム
」
概
念
の
洗
い
直
し
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
書
の
「
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
と
ら
え
方
も
ま
た
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ

た
だ
ろ
う
し
、
北
原
の
思
想
や
民
衆
の
「
心
情
の
回
路
」
に
も
よ
り
多
面

う
か
。

　

し
か
し
、
総
力
戦
へ
の
「
道
」
に
せ
よ
、
「
聖
心
」
へ
の
道
に
せ
よ
、

北
原
の
作
品
か
ら
あ
ふ
れ
る
こ
の
想
い
と
思
想
が
民
衆
に
ど
の
よ
う
に
伝

わ
り
、
実
際
に
ど
の
道
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
か
は
、
彼
の
作
品
の

解
釈
と
は
ま
た
別
の
話
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
同
時
代
に
作
品
を
受

け
止
め
た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
「
心
情
」
を
抱
い
た
か
が
鍵
に
な
っ
て
く

る
が
、
本
書
で
は
、
植
民
地
を
含
む
日
本
の
文
化
史
、
社
会
史
に
お
い
て

北
原
の
作
品
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
示
す
具
体
的
な
叙
述

は
意
外
と
少
な
く
、
作
品
に
接
し
た
は
ず
の
民
衆
の
「
心
情
」
を
伝
え
る

引
用
も
乏
し
い
た
め
に
、
著
者
自
身
の
解
釈
が
先
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
著
者
が
一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
北
原
の
作
品
と
思
想
を

「
本
質
主
義
」
や
総
力
戦
、
植
民
地
主
義
な
ど
と
結
び
付
け
て
描
く
の
は
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
植
民
地
主
義
や
来
る
べ
き
総
力
戦
体
制
へ
の
寄
与

を
見
出
す
、
つ
ま
り
「
国
民
主
義
」
へ
の
動
員
・
参
加
と
い
う
点
で
「
戦

前
」
と
「
戦
時
」
の
連
続
を
見
出
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
が
、

北
原
の
思
想
描
写
や
民
衆
と
の
関
係
を
振
り
返
れ
ば
、
ど
こ
か
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
と
総
力
戦
体
制
に
対
す
る
結
論
あ
り
き
の
描
き
方
が
見
え
隠
れ

す
る
。
つ
ま
り
、
総
力
戦
体
制
論
に
依
拠
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
一
九
二
〇

年
代
以
降
が
総
力
戦
体
制
の
準
備
期
と
し
て
描
か
れ
、
ま
た
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
期
の
思
想
・
社
会
や
、
民
衆
が
追
い
求
め
た
「
自
由
」
「
自
治
」

が
「
平
準
化
」
さ
れ
、
総
力
戦
体
制
論
に
結
び
付
く
側
面
の
み
が
も
っ
ぱ

ら
「
動
員
」
さ
れ
る
と
い
う
危
険
性
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
書
で
は
、

総
力
戦
体
制
論
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
主
義
論
の
援
用
に
よ
っ
て
よ
り
立
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『
市
場
社
会
と
人
間
の
自
由
―
―
社
会
哲
学
論
選

』

（
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
著
、
若
森
み
ど
り
・
植
村
邦
彦
・

若
森
章
孝
訳
、
大
月
書
店
、
二
〇
一
二
年
）

中
山
智
香
子

　

本
書
は
、
近
年
国
内
外
で
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
再
評
価
の
気
運
が
高

ま
る
中
、
社
会
思
想
史
学
会
の
若
森
み
ど
り
、
植
村
邦
彦
、
若
森
章
孝
の

三
会
員
が
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
未
公
刊
草
稿
を
含
む
諸
論
考
を
編
集
・
訳
出

し
た
選
集
で
あ
る
。
編
集
に
あ
た
っ
て
は
Ｍ
・
カ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
と
Ｃ
・
ト
マ

ス
ベ
ル
ガ
ー
が
編
集
し
た
ド
イ
ツ
語
版
の
著
作
集
『
大
転
換
の
年
代
記
』
全

的
に
迫
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
上
で
、
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
関
係
、
「
戦
前
」
と
「
戦
時
」
、
「
戦
時
」
と
「
戦
後
」

の
各
関
係
を
、
「
連
続
」
か
「
断
絶
」
か
と
い
う
硬
直
し
た
図
式
に
陥
ら

な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
今
一
度
捉
え
直
し
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
敗
戦
後

ま
で
の
東
ア
ジ
ア
史
を
総
体
と
し
て
描
く
「
道
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
本
書
を
拝
読
し
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

 

（
ふ
け
・
た
か
ひ
ろ
／
社
会
思
想
史
）
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
、
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
経
済
学
者
た
ち

の
集
ま
る
知
的
土
壌
の
中
で
、
社
会
主
義
経
済
計
算
論
争
の
一
端
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
。
ポ
ラ
ン
ニ
ー
が
一
九
二
二
年
『
社
会
科
学
・
社
会
政
策

雑
誌
』
に
「
社
会
主
義
的
経
済
計
算
」
を
発
表
す
る
と
、
Ｌ
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ー

ゼ
ス
と
Ｆ
・
ヴ
ァ
イ
ル
が
こ
れ
を
批
判
す
る
論
考
を
発
表
し
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー

は
「
機
能
的
社
会
理
論
と
社
会
主
義
の
計
算
問
題
（
一
九
二
四
年
、
『
経

済
の
文
明
史
』
に
収
録
）
で
反
批
判
を
提
示
し
て
応
答
し
た
。
本
書
の
第

一
章
「
わ
れ
わ
れ
の
理
論
と
実
践
に
つ
い
て
の
新
た
な
検
討
」
（
一
九
二

五
年
）
、
第
二
章
「
自
由
に
つ
い
て
」
（
一
九
二
七
年
頃
？
草
稿
）
は
、
そ

の
後
の
展
開
で
あ
る
。
社
会
主
義
計
算
論
争
は
し
ば
し
ば
、
市
場
経
済
の

合
理
性
を
め
ぐ
る
資
本
主
義
か
社
会
主
義
か
の
対
立
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
ミ
ー
ゼ
ス
の
論
考
以
降
の
論
争
が
、
こ
の
論
点
を
中
心
に

展
開
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
一
方
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
、
本
書
の
二
つ
の
論
考

に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
む
し
ろ
い
ず
れ
の
陣
営
に
も
属
さ
な
い
立
場

を
と
り
、
そ
の
観
点
か
ら
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
に
通
じ
る
独
自
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
を
描
い
て
い
た
。
核
心
部
分
に
あ
る
の
が
、
責
任
を
担
う
自
由
と
い
う

概
念
（
第
二
章
、
特
に
三
三
―
四
頁
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
担
い
手
の
「
見

通
し

）
4
（

」
と
い
う
問
題
（
第
一
章
）
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ポ

ラ
ン
ニ
ー
が
生
涯
を
か
け
て
追
求
し
た
自
由
概
念
の
起
点
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
本
書
の
二
論
考
だ
け
を
読
む
読
者
に
は
一
九
二
〇
年
代
当
時

の
文
脈
が
見
え
に
く
く
、
こ
こ
で
そ
も
そ
も
何
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
、

や
や
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
計
算
論
争
の
発
端
と
な
っ
た
ポ
ラ

ン
ニ
ー
の
論
考
に
は
邦
訳
が
あ
る
も
の
の
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
た
め

）
5
（

、

そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
第
一
部
で
あ
ら

三
巻
と
、
カ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
と
Ｊ
・
モ
ク
ラ
ン
が
編
集
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
版

の
著
作
集
『
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
論
集
』
の
構
成
を
参
考
に
し
、
本
書
の

副
題
が
示
す
通
り
、
社
会
哲
学
的
論
考
を
中
心
に
構
成
し
た
と
い
う
。
カ

ン
ジ
ャ
ー
ニ
と
ト
マ
ス
ベ
ル
ガ
ー
は
二
〇
〇
八
年
秋
に
来
日
し
、
学
会
の

幹
事
会
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
二
十
一
世
紀
の
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ニ
ー
」
に
お
い

て
講
演
を
行
っ
た
た
め
、
ご
記
憶
の
会
員
も
多
い
か
も
し
れ
な
い

）
1
（

。
二
〇

〇
九
年
の
『
新
訳　

大
転
換

）
2
（

』
に
続
い
て
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
作
品
が

一
冊
の
書
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
語
圏
で
の
研
究
の
進
展

に
資
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
ず
は
三
会
員
の
尽
力
に
感
謝
し
た
い
。

　

全
体
は
、
第
一
部
「
市
場
経
済
と
社
会
主
義
」
、
第
二
部
「
市
場
社
会

の
危
機
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
民
主
主
義
」
、
第
三
部
「
市
場
社
会
を
超
え
て

―
―
産
業
文
明
と
人
間
の
自
由
」
の
三
部
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

編
訳
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
二
〇
一
一
年
に
『
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー　

市

場
社
会
・
民
主
主
義
・
人
間
の
自
由
』
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
を
上
梓
し
た
若

森
み
ど
り
会
員
に
よ
る
解
説
「
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
市
場
社
会
批
判
と
社
会
哲

学
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
同
じ
く
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
論

考
を
編
訳
し
た
『
経
済
の
文
明
史

）
3
（

』
の
姉
妹
編
を
意
図
し
た
そ
う
だ
が
、

若
森
み
ど
り
会
員
の
著
作
と
合
わ
せ
て
読
む
と
、
編
集
意
図
や
内
容
が
よ

り
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
『
経
済
の
文
明
史
』
、
上
記
の

ド
イ
ツ
語
版
著
作
集
『
大
転
換
の
年
代
記
』
と
の
対
応
関
係
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
少
し
各
論
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
部
「
市
場
経
済
と
社
会
主
義
」
は
二
本
の
論
考
か
ら
な
り
、
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
『
大
転
換
の
年
代
記
』
に
も
収
録
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
代

の
論
考
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
ウ
ィ
ー
ン
在
住
で
あ
り
、
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た
め
て
の
邦
訳
の
収
録
も
検
討
さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
惜

し
ま
れ
る
。

　

第
二
部
「
市
場
社
会
の
危
機
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
民
主
主
義
」
の
諸
論
考

は
、
「
市
場
社
会
の
危
機
と
そ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
め
ぐ
る
時
代
の
問

題
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
析
し
た
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
知
的
格
闘
と
、
「
社
会

の
限
界
」
に
つ
い
て
の
彼
の
新
し
い
社
会
哲
学
的
考
察
の
展
開
」
（
三
三

一
頁
）
を
示
す
と
さ
れ
、
お
も
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
を
内
容
と
す
る
六
本

の
論
考
か
ら
成
る
。
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
に
つ
い
て
は
、『
経

済
の
文
明
史
』
に
収
録
さ
れ
た
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
本
質
」
（
一
九
三
五
年
）

が
、
重
要
な
が
ら
や
や
難
解
な
論
考
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
形
成
史

研
究
、
補
完
的
文
脈
か
ら
も
第
二
部
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば

第
四
章
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
精
神
的
前
提
」
、
第
五
章
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
マ

ル
ク
ス
主
義
用
語
―
―
マ
ル
ク
ス
主
義
を
言
い
換
え
る
」
で
ポ
ラ
ン
ニ
ー

は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
理
解
を
て
が
か
り
に
「
革
命
」
、
「
反

革
命
」
な
ど
の
概
念
や
当
時
の
運
動
を
考
察
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
「
十
分

に
発
達
し
た
産
業
社
会
に
お
け
る
民
主
主
義
と
資
本
主
義
の
両
立
不
可
能

性
」
（
一
〇
五
頁
）
に
対
し
、
資
本
主
義
を
残
し
て
民
主
主
義
を
犠
牲
に

し
た
形
態
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
逆
の
解
決
法
が
社
会
主
義
で
あ
る
と
い
う

命
題
に
い
た
る
。
そ
れ
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
本
質
」
の
最
後
の
節
の
な
か

に
あ
ら
た
め
て
提
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
章
は
ま
た
、
本
書
第
一
部
と
な
ら
ん
で
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
に

よ
る
マ
ル
ク
ス
の
受
容
と
批
判
と
い
う
重
要
な
論
点
を
拓
い
て
い
る
。
た

だ
こ
の
点
に
関
連
し
て
は
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
本
人
が
そ
う
名
付
け
、
親
し
い

人
々
の
間
で
「
ビ
ヒ
モ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
重
要
な
草
稿
が
あ
る
。
一

九
二
〇
年
か
ら
二
二
年
頃
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
草
稿
は
、

『
大
転
換
の
年
代
記
』
第
三
巻
で
そ
の
主
要
部
分
が
公
表
さ
れ
た
が
、
本

書
に
訳
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
第
七

章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
哲
学
の
対
立
」
は
、
同
章
の
訳
者
解
題
も
指

摘
す
る
と
お
り
一
九
三
七
年
の
『
今
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
と
同
時
期
に
執

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
今
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
と
い
う
論
考
も
、

第
二
部
全
体
の
問
題
関
心
に
は
十
分
適
合
し
、
ま
た
ポ
ラ
ン
ニ
ー
理
解
に

と
っ
て
重
要
な
論
考
と
思
わ
れ
る
が
、
『
大
転
換
の
年
代
記
』
第
二
巻
に

も
一
部
分
し
か
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
再
刊
行
が
待
た
れ
る
。
本
書
は
社

会
哲
学
的
関
心
か
ら
第
七
章
の
ハ
ン
デ
ィ
な
論
考
の
訳
出
を
と
判
断
し
た

の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
こ
の
機
会
に
訳
出
さ
れ

て
い
た
ら
、
日
本
語
圏
の
ポ
ラ
ン
ニ
ー
研
究
を
さ
ら
に
促
進
し
た
に
違
い

な
い
。
な
お
『
大
転
換
』「
形
成
史
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
第
八
章
「
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
ウ
ィ
ル
ス
」
が
関
連
諸
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

　

第
三
部
「
市
場
社
会
を
超
え
て
―
―
産
業
文
明
と
人
間
の
自
由
」
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
時
代
の
な
か
で
「
市
場
社
会
の
限
界
と
人
間
の
自

由
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
つ
づ
け
た
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
知
的
格
闘
の
軌

跡
」
（
三
三
二
頁
）
を
示
す
六
つ
の
論
考
を
、
『
大
転
換
』
最
終
章
「
複
雑

な
社
会
に
お
け
る
自
由
」
と
と
も
に
収
録
し
て
い
る

）
6
（

。
従
来
の
通
説
的
理

解
で
は
こ
の
時
代
の
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
思
想
は
、
「
時
代
遅
れ
の
市
場
志
向
」

（
一
九
四
七
年
、
『
経
済
の
文
明
史
』
に
収
録
）
の
例
外
的
な
市
場
社
会
分

析
を
の
ぞ
い
て
、
お
よ
そ
節
約
志
向
の
「
形
式
的
」
合
理
性
と
は
異
な
る

「
実
質
的
」
合
理
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
広
義
の
経
済
概
念
に
基
づ
く
比
較

制
度
分
析
へ
、
た
と
え
ば
ハ
ム
ラ
ビ
時
代
や
西
ア
フ
リ
カ
の
奴
隷
貿
易
な
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難
い
寓
話
と
も
響
き
合
う
。
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
自
由
概
念
の
考
察
に
よ
っ
て
、

現
代
に
も
通
じ
る
政
治
と
権
力
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
の
で
あ

る
。
次
い
で
第
十
五
章
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
豊
か
な
社
会
論
」
で
は
、

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
「
豊
か
な
社
会
」
論
の
決
定
的
な
意
味
が
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
と
並
置
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
思
想
史
の
系
譜
に
も
一
石

を
投
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
書
は
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
社
会
哲
学
の
豊
饒
さ
を
示
し
、
さ
ら
な

る
研
究
を
待
つ
邦
訳
書
で
あ
る
。
『
大
転
換
』
の
理
論
・
経
済
史
研
究
を

重
視
す
る
立
場
と
は
別
立
て
の
選
集
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
こ
の
選
集
が

大
い
に
読
ま
れ
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
研
究
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
な
か
や
ま
・
ち
か
こ
／
経
済
思
想
）

注
（
1
） 

崎
山
政
毅
会
員
が
世
話
人
を
つ
と
め
た
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
両
氏
と

と
も
に
西
谷
修
会
員
が
報
告
を
行
い
、
中
山
は
討
議
者
を
つ
と
め
た
。
こ

の
と
き
の
両
氏
の
講
演
の
た
め
の
ド
イ
ツ
語
版
要
旨
か
ら
、
特
に
社
会
哲

学
に
関
す
る
部
分
を
、
カ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
＆
ト
マ
ス
ベ
ル
ガ
ー
「
カ
ー
ル
・

ポ
ラ
ニ
ー1920-1947

　

社
会
哲
学
的
考
察
」
（
『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
九

年
八
月
号
、
一
一
六
～
一
三
二
頁
）
と
し
て
訳
出
し
た
。
な
お
筆
者
は
通

常
は
『
［
新
訳
］
大
転
換
』
で
の
著
者
名
表
記
に
合
わ
せ
て
「
ポ
ラ
ニ
ー
」

と
表
記
す
る
が
、
こ
こ
で
は
本
書
の
「
ポ
ラ
ン
ニ
ー
」
と
い
う
表
記
に
合

わ
せ
た
。

（
2
） 

カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ニ
ー
『
［
新
訳
］
大
転
換
―
―
市
場
社
会
の
形
成
と
崩
壊
』

（
野
口
建
彦
・
栖
原
学
訳
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
九
年
）
。
こ
れ
は

二
〇
〇
一
年
に
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
序
文
、
フ
レ
ッ
ド
・

ブ
ロ
ッ
ク
の
紹
介
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
主
著
『
大
転
換
』

ど
の
非
市
場
社
会
の
分
析
へ
と
、
関
心
が
移
行
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
も

ち
ろ
ん
こ
う
し
た
側
面
も
否
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
本
書
は
む

し
ろ
こ
の
時
代
こ
そ
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
社
会
哲
学
の
根
幹
に
あ
る
自
由
概

念
の
考
察
が
深
化
し
た
時
期
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
第
三
部

は
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
し
研
究
を

進
め
て
き
た
編
訳
者
若
森
み
ど
り
会
員
の
著
作
の
問
題
関
心
に
直
接
対
応

し
、
そ
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
た
部
分
で
も
あ
る

）
7
（

。

　

同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
批
判
を
含
む
「
時
代
遅
れ
の
市
場
志
向
」
と
の
強

い
関
連
性
が
見
ら
れ
る
第
十
章
「
普
遍
的
資
本
主
義
か
地
域
的
計
画
か
？
」

や
形
成
史
的
資
料
と
い
え
る
第
十
二
章
「
経
済
決
定
論
の
信
仰
」
も
興
味

深
い
が
、
特
に
第
十
三
章
以
降
が
、
ポ
ス
ト
3
・
11
と
い
う
観
点
か
ら
も

示
唆
的
に
思
わ
れ
て
目
を
ひ
く
。
「
時
代
遅
れ
の
市
場
志
向
」
で
核
兵
器

を
用
い
た
人
類
の
産
業
文
明
を
批
判
し
た
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
、
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
「
核
の
平
和
利
用
」
に
も
当
初
か
ら
懐
疑
的
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
若
森
み
ど
り
会
員
が
著
作
で
明
示
的
に
論
じ
た
こ
と
が
、
こ
こ

で
は
第
一
次
資
料
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

）
8
（

。
こ
の
観
点
か
ら
第
十
三
章

「
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
、
ま
た
は
自
由
な
社
会
は
可
能
か
」
を

読
む
と
、
主
権
者
で
あ
り
被
統
治
者
で
も
あ
る
個
人
が
み
ず
か
ら
定
め
た

法
や
国
家
に
し
た
が
う
「
自
由
」
と
い
う
ル
ソ
ー
的
ジ
レ
ン
マ
が
、
別
の

リ
ア
リ
テ
ィ
を
帯
び
て
く
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
願
い
を
言
葉
に
し
な
が
ら

一
つ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
〔
…
…
〕
す
ぐ
に
か
な
え
ら
れ
る
と
い

う
贈
り
物
が
与
え
ら
れ
」
、
た
だ
し
「
ボ
タ
ン
を
一
回
押
す
た
び
に
遠
く

離
れ
た
国
で
四
億
の
う
ち
の
一
人
が
死
ぬ
と
い
う
犠
牲
が
と
も
な
っ
て
い

る
と
し
た
ら

）
9
（

」
（
四
十
一
頁
）
と
い
う
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
が
提
起
し
た
忘
れ
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書
評　

『
河
合
榮
治
郎
の
社
会
思
想
体
系 

 
 

―
―
マ
ル
ク
ス
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
超
え
て

』

（
青
木
育
志
著
、
春
風
社
、
二
〇
一
一
年
）

牧
野
邦
昭

　

著
者
の
青
木
育
志
氏
は
会
社
員
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
大
学
生
時
代

に
何
度
も
読
ん
だ
『
学
生
に
与
う
』
の
著
者
で
あ
る
河
合
栄
治
郎
の
研
究

に
従
事
し
、
退
職
後
に
本
書
と
『
教
養
主
義
者
・
河
合
榮
治
郎
』
（
春
風
社
、

二
〇
一
二
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
『
「
新
自
由
主
義
」
を
ぶ
っ
壊
す
』

（
春
風
社
、
二
〇
一
〇
年
）
と
い
う
著
書
も
あ
る
。
青
木
氏
は
「
人
々
は
何

の
新
版
の
邦
訳
で
あ
り
、
刊
行
以
来
、
日
本
で
も
広
く
読
ま
れ
続
け
て
い

る
（
訳
者
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
三
月
の
時
点
で
六
刷
、
六
一
〇
〇
部

刊
行
と
の
こ
と
）
。

（
3
） 
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
『
経
済
の
文
明
史
』
（
玉
野
井
芳
郎
・
平
野
健
一

郎
編
訳
、
一
九
七
五
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
。
改
訳
版
二
〇
〇
三
年
、
ち

く
ま
学
芸
文
庫
）
。

（
4
） 

原
語Ü

bersicht

は
「
見
通
し
」
、
「
展
望
」
だ
が
、
こ
こ
に
込
め
ら
れ
た

含
意
を
日
本
語
一
語
に
置
き
換
え
る
の
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。

（
5
） 

橋
本
剛
訳
、
村
岡
到
編
ポ
ラ
ニ
ー
著
「
社
会
主
義
的
経
済
計
算
」
（
『
原
典

社
会
主
義
経
済
計
算
論
争
』
、
ロ
ゴ
ス
社
）
は
初
版
（
一
九
九
六
年
）
で

第
Ⅰ
章
、
第
二
版
（
二
〇
〇
八
年
）
で
残
り
の
「
は
じ
め
に
」
と
第
Ⅱ
章

を
訳
出
し
て
い
る
が
、
本
書
は
初
版
に
の
み
言
及
し
て
い
る
。

（
6
） 『
大
転
換
』
最
終
章
を
本
書
に
同
時
収
録
す
る
の
は
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
を
父

と
す
る
カ
リ
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
＝

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
氏
の
発
案
だ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
『
大
転
換
』
が
広
く
読
ま
れ
る
今
日
で
は
必
ず
し
も
不
可
欠
で
は
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
が
、
本
書
と
『
大
転
換
』
の
関
連

を
知
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。
な
お
『
経
済
の
文
明
史
』
に
も
『
大

転
換
』
の
第
六
章
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
7
） ち
な
み
に
第
十
三
章
は
独
語
版
論
考
集
、
第
十
三
章
か
ら
第
十
五
章
は
仏

語
版
著
作
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
8
） 

た
と
え
ば
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
第
十
四
章
「
自
由
と
技
術
」
で
、
諸
国
に
共
通

の
要
素
と
し
て
技
術
進
歩
が
全
体
主
義
的
傾
向
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
と

警
告
し
、
「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
解
放
し
う
る
高
度
な
レ
ベ
ル
に
ま
で

産
業
が
達
し
た
」
（
二
八
九
頁
）
こ
と
が
問
題
だ
と
述
べ
て
い
る
。

（
9
） 

第
二
章
「
自
由
に
つ
い
て
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
寓
話
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ

ア
ン
が
書
い
た
「
殺
さ
れ
る
中
国
人
」
の
哲
学
的
寓
話
だ
と
い
う
が
、
こ

こ
で
は
無
用
な
混
乱
を
避
け
る
た
め
具
体
的
な
国
名
を
は
ず
し
て
引
用
し

た
。



231　●　〈書　評〉

し
、
自
己
の
思
想
形
成
に
活
か
し
た
り
、
活
か
さ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
（
五
三
頁
）
と
し
て
、
河
合
は
学
者
で
は
な
く
思
想
家
の
立

場
で
対
象
の
思
想
家
に
接
し
て
い
る
の
で
問
題
な
い
と
し
て
い
る
。

　

第
二
章
「
自
由
主
義
の
研
究
」
で
は
河
合
の
社
会
思
想
史
研
究
が
解
説

さ
れ
て
い
る
。
青
木
氏
は
社
会
思
想
史
研
究
の
分
類
に
つ
い
て
高
島
善
哉
・

水
田
洋
・
平
田
清
明
『
社
会
思
想
史
概
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）

の
四
類
型
（
Ⅰ
社
会
的
現
実
の
側
か
ら
接
近
す
る
も
の
、
Ⅱ
個
別
科
学
史
か
ら

社
会
の
総
体
把
握
へ
、
Ⅲ
哲
学
的
世
界
観
的
な
側
面
か
ら
、
Ⅳ
思
想
家
の
体
系
の

歴
史
へ
の
批
判
か
ら
）
に
依
拠
し
て
河
合
の
社
会
思
想
史
研
究
を
Ⅰ
と
し

て
い
る
（
こ
れ
は
高
島
・
水
田
・
平
田
『
社
会
思
想
史
概
論
』
と
同
じ
で
あ
る
）
。

青
木
氏
は
河
合
の
社
会
思
想
史
研
究
は
現
存
社
会
へ
の
保
守
す
る
か
改
革

す
る
か
と
い
う
態
度
の
思
想
の
歴
史
で
あ
る
と
し
て
、
Ⅱ
～
Ⅳ
に
つ
い
て

は
「
社
会
思
想
史
の
周
辺
を
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」

「
河
合
か
ら
見
れ
ば
、
現
実
の
社
会
を
保
守
す
る
か
改
革
す
る
か
に
は
何

の
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
思
想
史
を
研
究
す
る
意
味
は
な
い
」

（
六
四
頁
）
と
否
定
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
河
合
の
社
会
思
想
史
研

究
で
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
か
ら
ベ
ン
サ
ム
の
功
利
主
義
、
過
渡
期
の
Ｊ
・

Ｓ
・
ミ
ル
を
経
て
グ
リ
ー
ン
の
「
消
極
的
自
由
」
と
「
積
極
的
自
由
」
の

区
分
が
提
唱
さ
れ
る
。
河
合
は
自
由
を
強
制
な
き
状
態
と
定
義
し
、
人
格

成
長
の
た
め
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
質
上
の
自
由
と
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
形
式
上
の
自
由
に
分
類
し
、
自
由
主
義
が

自
由
を
求
め
る
根
拠
は
真
理
の
究
明
と
人
格
の
成
長
で
あ
る
と
し
た
。

　

第
三
章
「
「
第
三
期
自
由
主
義
」
の
提
唱
」
で
は
河
合
の
政
策
論
が
扱

わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
労
働
問
題
に
携
わ
る
官
僚
と
し
て
出
発
し
た
河

を
頼
り
に
生
き
よ
う
か
と
不
安
ば
か
り
が
募
る
混
沌
た
る
状
況
」
で
あ
る

現
在
に
お
い
て
こ
そ
、
「
借
り
着
で
な
い
思
想
、
主
義
に
命
を
賭
す
る
と

い
っ
た
河
合
の
生
き
方
、
河
合
の
思
想
」
を
顧
み
る
べ
き
で
あ
る
（
一
〇
頁
）

と
い
う
問
題
意
識
か
ら
本
書
に
お
い
て
河
合
の
社
会
思
想
体
系
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　

河
合
栄
治
郎
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
や
平
賀
粛
学
事
件
に
関
す
る
研
究
は

多
い
が
、
河
合
栄
治
郎
の
思
想
体
系
を
総
体
と
し
て
分
析
し
た
研
究
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
の
点
で
本
書
の
よ
う
な
研
究
書
の
意
義
は
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
書
の
内
容
を
評
者
の
印
象
に
残
っ
た
部
分
と
共
に
紹
介
し
て
い
き
た

い
。
第
一
章
「
人
格
主
義
哲
学
の
提
唱
」
で
は
、
河
合
は
自
分
で
哲
学
を

考
え
、
自
己
の
哲
学
を
持
っ
た
数
少
な
い
日
本
の
思
想
家
の
一
人
で
あ
り
、

河
合
の
著
作
は
全
編
が
哲
学
書
で
あ
り
河
合
思
想
の
真
髄
を
掴
も
う
と
す

れ
ば
河
合
哲
学
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
立
場
か
ら
河
合
の

「
人
格
主
義
哲
学
」
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
河
合
の
哲
学
は
ト
ー
マ
ス
・

ヒ
ル
・
グ
リ
ー
ン
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
独
自
の
立
場
で
展
開
さ
れ
た
人

格
主
義
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
格
お
よ
び
そ
の
実
現
を
最
高
善
と
す
る
と

共
に
他
の
人
格
の
成
長
を
も
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
。
河
合
は
思
想
体
系

を
下
部
構
造
と
し
て
の
基
礎
的
世
界
観
と
上
部
構
造
と
し
て
の
政
治
思
想
、

社
会
思
想
に
分
け
、
下
部
構
造
と
し
て
理
想
主
義
（
人
格
主
義
）
、
上
部
構

造
と
し
て
「
第
三
期
自
由
主
義
」
を
置
い
た
。
な
お
河
合
が
グ
リ
ー
ン
の

思
想
を
正
し
く
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
矢
内
原
忠
雄
ら
の
批
判
に
対
し

て
青
木
氏
は
、
学
者
と
思
想
家
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
り
、
思
想
家
で
あ

れ
ば
「
思
想
家
の
好
み
、
都
合
、
意
向
に
よ
っ
て
要
素
要
素
を
取
捨
選
択
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合
は
後
進
国
日
本
で
は
産
業
保
護
と
労
働
保
護
を
両
立
さ
せ
る
と
共
に
労

働
者
個
人
の
覚
醒
と
自
立
を
求
め
て
い
た
。
社
会
政
策
で
は
現
実
の
資
本

主
義
を
長
時
間
労
働
や
貧
富
の
格
差
に
よ
り
人
格
の
成
長
を
妨
げ
て
い
る

と
し
て
批
判
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
は
異
な
る
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
的
な
社

会
主
義
を
議
会
主
義
を
通
じ
て
実
現
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
評
者
は
個

人
的
に
は
河
合
が
日
本
で
は
社
会
大
衆
党
の
成
長
拡
大
に
期
待
し
て
い
た

と
い
う
事
実
が
興
味
深
か
っ
た
。
ま
た
河
合
は
政
治
思
想
は
議
会
主
義
、

国
家
の
経
済
政
策
は
社
会
主
義
、
個
人
の
行
動
は
自
由
主
義
を
採
用
す
る

と
い
う
「
第
三
期
自
由
主
義
」
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
青
木
氏
は
河
合
門

下
の
関
嘉
彦
や
猪
木
正
道
の
説
に
従
い
、
河
合
の
い
う
社
会
主
義
は
福
祉

国
家
の
こ
と
で
あ
り
社
会
主
義
と
自
由
主
義
は
両
立
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
河
合
が
多
元
論
的
国
家
論
に
基
づ
き
国
家
を
成
員
の
人
格
の
成
長

の
条
件
と
位
置
付
け
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
章
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
批
判
」で
は
河
合
が
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の

研
究
に
力
を
注
い
で
い
た
こ
と
が
ま
ず
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
河
合
は

マ
ル
ク
ス
主
義
の
う
ち
経
済
学
や
社
会
思
想
に
は
肯
定
的
で
あ
っ
た
一
方

で
、
哲
学
（
唯
物
弁
証
法
）
や
政
治
思
想
（
暴
力
革
命
主
義
、
無
産
者
独
裁
主

義
）
に
は
自
分
の
「
人
格
主
義
」「
第
三
期
自
由
主
義
」
か
ら
徹
底
し
て
批
判

し
た
。
河
合
は
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
か
ら
当
時
の
学
生
に
お
け
る
マ
ル
ク

ス
主
義
の
流
行
を
分
析
し
て
お
り
、
学
生
の
七
割
は
平
凡
で
現
代
社
会
秩

序
に
興
味
を
持
た
ず
、
一
割
は
活
発
な
マ
ル
ク
ス
学
生
、
一
割
は
付
和
雷
同

的
マ
ル
ク
ス
学
生
、
一
割
は
反
マ
ル
ク
ス
学
生
で
あ
る
と
い
う
そ
の
分
析

は
現
代
の
視
点
か
ら
見
て
も
面
白
い
。
河
合
の
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
に
対

し
て
戸
坂
潤
ら
が
河
合
の
自
由
主
義
を
批
判
す
る
日
本
自
由
主
義
論
争
が

起
き
る
が
、
そ
の
際
に
河
合
が
「
右
翼
マ
ル
ク
ス
主
義
」（
労
農
派
）
を
容
赦

な
く
再
批
判
し
、「
左
翼
マ
ル
ク
ス
主
義
」（
講
座
派
）
に
好
意
的
だ
っ
た
と

い
う
の
は
、
河
合
と
講
座
派
が
日
本
の
「
後
進
性
」を
重
視
し
て
い
た
と
い

う
青
木
氏
の
指
摘
す
る
共
通
点
に
加
え
て
、
東
大
経
済
学
部
に
お
け
る
労

農
派
の
大
内
兵
衛
ら
と
の
派
閥
争
い
も
影
響
し
て
い
る
と
評
者
は
考
え
る
。

　

第
五
章
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
批
判
」
で
は
河
合
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
分
析
が
扱

わ
れ
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
思
想
体
系
を
持
た
ず
非
常
緊
急
の
状
態
に
適
応

す
る
臨
時
的
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
分
析
、
先
進
国
と
比
べ
て
封
建
制
度

崩
壊
の
速
度
が
遅
く
産
業
革
命
の
発
達
の
程
度
も
低
い
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ

ア
・
日
本
の
よ
う
な
「
中
間
国
家
」
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
生
じ
る
、
国
民
が

資
本
主
義
に
も
マ
ル
ク
ス
主
義
に
も
幻
滅
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
期
待
し
た

と
い
う
河
合
の
分
析
は
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
『
「
経
済
人
」
の
終
わ
り
』
（
一

九
三
九
年
）
を
想
起
さ
せ
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
分

析
か
ら
河
合
の
名
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
五
・
一
五
事
件
や
二
・
二
六
事

件
に
対
す
る
批
判
が
行
わ
れ
る
。

　

第
六
章
「
国
際
時
局
の
評
論
」
で
は
河
合
の
戦
争
論
が
扱
わ
れ
る
。
河

合
は
国
家
主
義
に
よ
る
戦
争
に
反
対
す
る
一
方
で
国
家
が
自
己
の
権
利
を

侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
戦
争
が
許
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。
一
方
、
河
合
は

満
洲
事
変
お
よ
び
日
中
戦
争
に
つ
い
て
は
消
極
的
に
肯
定
す
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。
特
に
日
中
戦
争
に
つ
い
て
河
合
が
反
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場

か
ら
中
国
の
「
赤
化
」
を
警
戒
し
、
そ
れ
ゆ
え
日
中
戦
争
を
や
む
を
得
な

い
も
の
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
太
平
洋
戦
争

に
つ
い
て
も
河
合
は
敗
戦
を
予
測
し
つ
つ
、
国
民
の
精
神
的
敗
北
を
避
け

る
た
め
に
戦
争
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た



233　●　〈書　評〉

く
の
示
唆
に
富
む
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
評
者
も
教
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
特
に
第
四
章
、
第
五
章
は
マ
ル
ク
ス
主
義
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

研
究
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
研
究
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
そ
の
一
方
で
本
書
に
は
評
者
が
や
や
違
和
感
を
覚
え
た
部
分
も

あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
率
直
に
い
え
ば
青
木
氏
が
河
合
を
高
く

評
価
す
る
あ
ま
り
、
「
贔
屓
の
引
き
倒
し
」
と
受
け
止
め
ら
れ
か
ね
な
い

表
現
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
、
こ
れ
が
優
れ
た
内
容
を
含
む
本
書
の
価
値
に

影
響
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

例
え
ば
「
は
じ
め
に
」
で
、
河
合
の
批
判
し
た
「
マ
ル
ク
ス
主
義
流
の

社
会
主
義
は
理
論
的
に
も
事
実
的
に
も
成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
の
は
い

い
と
し
て
も
「
そ
の
理
論
を
説
い
た
人
物
も
た
い
し
た
も
の
で
な
い
」（
一

二
頁
）
と
言
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
疑
問
が
残
る
。
河
合
の
社
会

思
想
に
つ
い
て
独
創
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
人
格
の
成

長
を
国
家
が
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
河
合
の
社
会
政
策
論
に
つ

い
て
、
評
者
は
ロ
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
影
響
を
受
け
た
福

田
徳
三
の
社
会
政
策
論
と
の
明
確
な
違
い
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
河
合

と
丸
山
眞
男
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
の
共
通
点
に
つ
い
て
「
丸
山
が
河
合
の
説

を
学
ん
だ
、
真
似
た
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
」
（
二
一
六
頁
）「
河
合

が
指
摘
し
た
こ
と
を
丸
山
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
（
二
一

八
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
根
拠
は
十
分
示
さ
れ
て
い
な
い
。
清
水
馨

八
郎
や
渡
部
昇
一
の
書
籍
を
基
に
、
盧
溝
橋
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
戦
争

す
る
意
図
の
な
か
っ
た
日
本
を
日
中
戦
争
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
の
は
中
国

共
産
党
で
あ
る
と
し
て
、
「
河
合
の
歴
史
認
識
は
正
し
か
っ
た
し
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
脅
威
論
も
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
は
「
他
国
の
自
由
と

河
合
の
戦
争
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
、
青
木
氏
は
河
合
の
多
元
国
家
論

か
ら
「
い
っ
た
ん
国
家
に
緊
急
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
部
分
社
会

と
し
て
の
各
組
織
、
機
関
等
の
並
立
同
等
の
関
係
は
崩
れ
て
、
治
安
維
持

を
主
任
務
と
す
る
国
家
が
他
の
組
織
、
機
関
よ
り
も
最
優
先
の
地
位
に
立

つ
」
と
い
う
考
え
が
導
か
れ
た
の
だ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
評
者
も
こ

の
指
摘
に
基
本
的
に
同
意
す
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
河
合
の
依
拠
し
た
グ

リ
ー
ン
の
思
想
が
、
明
治
期
の
日
本
で
は
民
権
派
の
依
拠
し
た
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
の
思
想
に
対
抗
す
る
国
権
主
義
的
な
思
想
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
よ

う
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
親
和
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
先
行
研

究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
河
合
の
個
人
主
義
が
そ
も
そ
も
国
家
の
論

理
に
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
中
谷
猛
「
河
合
榮
治
郎
の
愛
国
自
由
主
義

―
―
批
判
精
神
と
祖
国
愛
の
論
理
」
『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
第

七
〇
号
、
一
九
九
八
年
）
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

最
後
の
第
七
章
「
河
合
思
想
の
意
義
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
同
書
の
内

容
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
河
合
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
ラ
ッ
セ
ル
、
孔
子
、
大

塩
平
八
郎
、
吉
田
松
陰
、
吉
野
作
造
、
高
田
保
馬
ら
と
の
共
通
点
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
特
に
高
田
保
馬
の
研
究
を
し
て
い
る
評
者
に
と
っ
て
、
戦

後
の
大
阪
大
学
経
済
学
部
や
社
会
思
想
研
究
会
で
河
合
と
高
田
の
弟
子
が

と
も
に
活
躍
し
た
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
く
、
河
合
と
高
田
の
思
想
的
共

通
点
は
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
最
後
に
河
合
の

批
判
し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
社
会
主
義
が
消
滅
し
て
河
合
の
自
由
主
義
の
正

し
さ
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
、
木
川
田
一
隆
ら
河
合
の
門
弟
が
戦
後
に
各
方

面
で
活
躍
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
で
は
河
合
思
想
に
関
す
る
多
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『
中
国
革
命
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換 

 
 

―
―
Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の「
ア
ジ
ア
的
復
古
」を
め
ぐ
り

』

（
石
井
知
章
著
、
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）

緒
形 

康

「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
は
ど
う
や
っ
て
思
考
さ
れ
得
る
か

　

『
Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
東
洋
的
社
会
論
』
（
社
会
評
論
社
、

二
〇
〇
八
年
）
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
ア
ジ
ア
的
生
産
様

独
立
と
を
侵
害
せ
ざ
る
義
務
」
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
二
七
九
頁
）
と

し
て
い
る
の
は
、
盧
溝
橋
事
件
前
の
日
本
の
華
北
分
離
工
作
や
事
件
後
の

日
本
軍
に
よ
る
積
極
的
な
進
撃
を
考
え
る
と
無
理
が
あ
る
河
合
の
弁
護
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
お
わ
り
に
」
で
河
合
に
つ
い
て
「
近
代

日
本
の
学
者
、
思
想
家
、
評
論
家
、
教
育
家
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の

こ
と
を
研
究
し
、
考
え
、
発
表
し
、
論
争
し
た
者
が
い
た
だ
ろ
う
か
。
」
「
近

代
日
本
の
思
想
家
で
彼
ほ
ど
体
系
的
で
、
広
汎
な
領
域
で
著
作
を
残
し
た

者
は
い
な
い
。
」
（
三
四
一
頁
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
本
書
中
で
は
他

の
日
本
の
思
想
家
に
つ
い
て
の
深
い
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

十
分
な
比
較
が
で
き
な
い
た
め
そ
の
よ
う
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
違
和
感
が
あ
る
と
は
い
え
、
河
合
栄
治
郎
の
思
想
体
系
お

よ
び
河
合
の
後
世
に
与
え
た
影
響
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

を
理
解
す
る
上
で
本
書
は
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
著
者
の
青
木
氏

の
今
後
の
河
合
栄
治
郎
研
究
の
深
化
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
本
書
で
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
有
沢
広
巳
『
学

問
と
思
想
と
人
間
と
―
―
忘
れ
得
ぬ
人
々
と
の

0

0

思
い
出
』
毎
日
新
聞
社
、

一
九
四0

七
年
」
（
九
九
頁
、
xix
頁
）
は
正
確
に
は
「
『
学
問
と
思
想
と
人
間

と
―
―
忘
れ
得
ぬ
人
々
の0

思
い
出
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
五0

七
年
」
で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
、
現
在
の
日
本
の
「
民
主
党
」
と
戦
前
の
「
ド
イ
ツ
社
会
民
主

党
」
が
事
項
索
引
で
は
ど
ち
ら
も
「
民
主
党
」
と
一
緒
に
さ
れ
て
い
る
、「
福

田
歓
一
」が
人
名
索
引
で
は
「
福
田
徳
三
」
に
さ
れ
て
い
る
、「
蠟0

山
政
道
」が

「
臘0

山
政
道
」
に
な
っ
て
い
る
な
ど
細
か
な
ミ
ス
が
散
見
さ
れ
た
の
で
指
摘

し
て
お
き
た
い
。 

（
ま
き
の
・
く
に
あ
き
／
近
代
日
本
社
会
経
済
思
想
史
）



235　●　〈書　評〉

　

ま
ず
、
中
国
現
代
史
に
お
い
て
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
の
隠
蔽
が
、

何
時
起
こ
っ
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
石
母
田
正
は
、
そ
れ
が
「
一
九
二
七

年
の
中
共
中
央
委
員
会
の
い
わ
ゆ
る
十
一
月
決
議
」
に
お
い
て
な
さ
れ
た

と
述
べ
た
。
著
者
は
、
毛
沢
東
が
「
労
農
同
盟
論
」
を
「
農
民
革
命
」
へ

と
転
換
し
、
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
へ
の
投
降
と
屈
服
を
開
始
し
た
一

九
二
八
年
を
重
視
し
て
い
る
（
第
Ⅰ
部
第
三
章
）
。

　

一
九
二
七
年
の
中
共
中
央
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式

に
関
す
る
決
議
文
書
は
、
中
国
共
産
党
第
六
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
二

八
年
）
に
ま
で
批
准
を
延
期
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
六
回
大
会
に
お
い
て
、

こ
の
決
議
文
書
を
執
筆
し
た
臨
時
総
書
記
の
瞿
秋
白
は
、
一
連
の
武
装
蜂

起
の
失
敗
の
責
任
を
取
っ
て
失
脚
し
た
。
た
だ
し
、
彼
が
失
脚
し
た
理
由

は
共
産
主
義
革
命
を
「
ア
ジ
ア
的
復
古
」
と
い
う
言
葉
で
冒
瀆
し
た
か
ら

で
は
な
か
っ
た
。
中
国
の
社
会
関
係
が
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
で
あ
る
こ
と

を
根
拠
に
、
中
国
革
命
の
任
務
を
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
」
の

課
題
を
超
え
て
「
社
会
主
義
革
命
」
を
直
ち
に
実
現
す
る
こ
と
に
求
め
た

そ
の
革
命
戦
略
（
永
久
革
命
論
）
が
批
判
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

一
九
二
七
年
に
は
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
は
一
度
も
議
論
さ
れ
る
こ
と

な
く
闇
か
ら
闇
に
葬
ら
れ
た
と
言
う
方
が
正
確
で
あ
る
。

　

一
九
二
八
年
の
毛
沢
東
が
「
労
農
同
盟
論
」
を
「
農
民
革
命
」
に
転
換

し
た
と
述
べ
る
こ
と
も
事
実
に
反
し
て
い
る
。
毛
沢
東
は
「
ル
ン
ペ
ン
、

農
民
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
の
遅
れ
た
意
識
が
「
労
農
同
盟
」
を
堕
落

さ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
正
確
な
思
想
」
を
、

そ
こ
に
注
入
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
紅
軍
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
改
造
の
場
面
に
顕
著
で
、
現
在
の
中
国
人
民
解
放
軍
に
お
け
る
政

式
論
を
理
論
的
に
分
析
し
た
石
井
知
章
が
、
今
度
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ゲ
ル
理
論
が
二
十
世
紀
現
代
史
の
政
治
的
諸
問
題
を
解
決
す
る
上
で
ど
こ

ま
で
有
効
で
あ
る
か
を
議
論
す
る
書
物
を
上
梓
し
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

中
国
や
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）
の
現
代
史
は
、
い
わ
ば
「
革
命
」
と
い
う
名
の
「
ボ

タ
ン
の
掛
け
違
い
」
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ジ
ア
的
生
産

様
式
論
は
、
中
国
革
命
の
過
程
で
一
度
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
見
出
さ
れ

な
が
ら
も
、
瞬
く
間
に
隠
蔽
さ
れ
、
「
ア
ジ
ア
的
復
古
」
を
防
衛
し
克
服

す
る
と
い
う
革
命
の
目
標
が
「
封
建
制
」
の
打
倒
と
い
う
世
界
史
の
一
般

原
則
へ
と
矮
小
化
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
新
著
は
、
こ
の
「
ボ
タ
ン
の
掛

け
違
い
」
を
そ
の
起
源
に
遡
っ
て
明
ら
か
に
し
、
過
去
の
革
命
戦
略
に
お

け
る
「
封
建
制
」
批
判
を
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
の
批
判
へ
と
置
き
換

え
た
と
き
、
そ
こ
に
、
ど
れ
だ
け
豊
か
な
未
完
の
革
命
の
相
貌
が
現
れ
る

か
と
い
う
問
題
に
関
心
を
集
中
し
て
い
る
。

　

著
者
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
小
史
』

（
一
九
五
三
年
）
や
『
東
洋
的
専
制
主
義
』「
前
文
」（
一
九
八
一
年
）
は
、「
ア

ジ
ア
的
復
古
」
の
課
題
が
、
ソ
連
と
中
国
の
共
産
党
が
統
治
す
る
「
ア
ジ

ア
的
な
」
全
体
的
管
理
国
家
体
制
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
抑
圧
さ
れ
た
か

を
明
ら
か
に
す
る
先
駆
的
な
も
の
と
し
て
あ
る
。
本
書
は
、
こ
の
二
つ
の

作
品
を
手
掛
か
り
に
、
言
わ
ば
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
眼
を
通
じ
て
、

「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
を
「
封
建
的
」
、
「
封
建
制
」
と
い
う
言
葉
で
隠

蔽
し
て
き
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
跡
す
る
と
い
う
方
法
に
立
っ
て
い
る
。
で

は
、
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
、
二
十
世
紀
現
代
史
、
特
に
中
国
史
に
関

す
る
「
現
行
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
の
有
す
る
欺
瞞
性
を
暴
露
す
る
こ
と
に
、
本

書
は
ど
こ
ま
で
成
功
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
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事
が
ら
は
同
様
で
あ
る
。
著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
十
世
紀
末
に
中

国
が
対
外
開
放
政
策
に
踏
み
切
っ
た
後
、
鄧
小
平
や
趙
紫
陽
が
率
先
し
て

行
っ
た
改
革
の
見
取
り
図
は
「
封
建
専
制
主
義
」
の
打
倒
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。
「
家
長
制
」「
宗
法
観
念
」
等
に
代
表
さ
れ
る
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」

を
乗
り
越
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
封
建
専
制
主
義
」
と
い
う
概
念
は

援
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
二
七
年
の
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
決

議
以
来
、
一
貫
し
て
存
在
す
る
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
切
実
な
要
請
で

あ
っ
た
。
「
封
建
的
」
と
い
う
概
念
は
、
確
か
に
ア
ジ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
誘
発
す
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
中

国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
生
成
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
概
念
だ
っ
た
。

　

「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
と
「
封
建
的
な
る
も
の
」
は
、
中
国
現
代
史

の
文
脈
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
敵
対
的
と
い
う
よ
り
相
互
補
完
的

な
関
係
の
中
に
あ
っ
た
。
こ
の
相
互
補
完
的
な
二
概
念
を
敵
対
的
な
概
念

と
し
て
取
り
出
し
、
中
国
や
ソ
連
の
共
産
主
義
の
総
体
的
批
判
を
展
開
し

た
の
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
独
創
で
あ
る
。
そ
の
独
創
性
を
肯
定

す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
独
創
に
基
づ
く
中
国
現
代
史
の

解
釈
を
唯
一
絶
対
の
も
の
と
し
て
現
実
の
政
治
過
程
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、

理
論
と
現
実
の
齟
齬
か
ら
来
る
あ
る
種
の
混
乱
は
不
可
避
と
な
る
。

　

中
国
共
産
党
の
革
命
戦
略
は
、
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
正
統

史
観
か
ら
は
外
れ
た
「
異
端
」
の
独
立
路
線
の
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ

ソ
連
共
産
党
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
方
針
に
「
忠
実
に
」
従
っ
て
定
着
し
て

い
っ
た
も
の
で
あ
る
」
（
六
一
頁
）
と
い
う
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
見

解
は
、
中
国
現
代
史
に
お
け
る
重
要
な
発
見
で
あ
り
、
ソ
連
崩
壊
以
前
に

こ
う
し
た
見
解
に
到
達
で
き
た
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。
し
か

治
指
導
の
原
則
は
こ
の
時
期
に
樹
立
さ
れ
た
の
だ
。
毛
沢
東
が
「
ア
ジ
ア

的
な
る
も
の
」
を
「
近
代
」
の
対
極
に
あ
る
遅
れ
た
遺
制
と
考
え
、
そ
れ

を
克
服
し
よ
う
と
模
索
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
毛
沢
東
を
始
め

中
国
共
産
党
の
指
導
者
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
意
識
の
中
で
は
、
「
ア
ジ

ア
的
復
古
」
の
危
険
性
を
、
レ
ー
ニ
ン
と
共
有
し
て
い
た
と
言
っ
て
良
い
。

　

こ
う
述
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
私
は
、
本
書
の
著
者
が
一
九
二
七
～
二

八
年
に
中
国
で
起
こ
っ
た
と
考
え
る
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
の
隠
蔽
工

作
が
全
く
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
い
訳
で
は
な
い
。
た
だ
、
「
ア
ジ
ア
的

な
る
も
の
」
の
考
察
は
、
永
久
革
命
論
や
軍
隊
に
お
け
る
党
の
指
導
と
い
っ

た
複
合
的
な
問
題
群
の
一
つ
の
構
成
要
素
で
あ
っ
て
、
当
時
の
党
の
理
論

工
作
に
お
い
て
第
一
義
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
い
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
が
、
一
九

二
八
年
に
至
っ
て
、
世
界
史
の
普
遍
的
発
展
段
階
に
お
け
る
「
封
建
制
」

へ
と
置
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
隠
蔽
工
作
以
上
の
よ
り
積
極
的
な
意
味

を
見
出
し
た
い
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
「
封
建
的
」
な
社
会
関
係
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
中
国

共
産
党
の
革
命
戦
略
を
通
じ
て
、
中
国
の
歴
史
は
、
普
遍
的
な
世
界
史
の

不
可
分
の
構
成
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
世
界
史
の
単

線
的
な
発
展
過
程
に
お
い
て
、
遅
れ
た
現
段
階
か
ら
先
進
国
を
飛
び
越
し
、

超
「
近
代
」
を
実
現
す
る
可
能
性
も
開
け
た
。
日
本
の
初
期
マ
ル
ク
ス
主

義
者
も
そ
う
だ
が
、
こ
の
革
命
戦
略
は
、
後
進
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

喚
起
す
る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
日

本
共
産
主
義
者
が
天
皇
制
へ
と
転
向
し
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
必
然
的
な
表
れ
と
も
見
な
せ
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
に
お
い
て
も
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し
、
そ
の
こ
と
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
文
書
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
現
在
も
、

ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
良
い
理
由
と
は
な

ら
な
い
。
著
者
が
本
書
の
第
Ⅰ
部
で
整
理
し
た
彼
の
中
国
革
命
論
は
、
中

国
共
産
党
の
政
治
過
程
を
ソ
連
及
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
令
と
不
可
分
の

も
の
と
し
て
描
く
こ
と
に
熱
心
な
余
り
、
別
の
大
事
な
論
点
を
忘
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
中
国
共
産
党
内
の
政
策
過
程
は
、
少
な
く
と
も
毛
沢
東
の

絶
対
的
な
統
治
権
が
一
九
四
三
年
に
確
立
す
る
ま
で
は
複
雑
な
党
内
闘
争

の
中
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
議
論
で
重
視
さ
れ
る
一
九
二
八
年
と
一
九
三

八
年
に
お
い
て
も
、
「
毛
沢
東
戦
略
」
は
党
内
の
重
大
な
疑
義
に
さ
ら
さ

れ
て
い
た
。
二
八
年
に
は
周
恩
来
・
李
立
三
が
、
三
八
年
に
は
王
明
が
、

毛
沢
東
に
調
停
不
可
能
な
異
議
を
唱
え
た
。
そ
れ
を
救
っ
た
の
は
確
か
に

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
で
あ
る
。
二
八
年
に
は
ブ
ハ
ー
リ
ン
が
、
三
八
年
に
は
デ
ィ

ミ
ト
ロ
フ
が
、
中
国
革
命
を
遂
行
す
る
上
で
毛
沢
東
の
周
り
に
結
集
せ
よ

と
い
う
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
「
毛
沢

東
戦
略
」
の
劇
的
な
復
活
の
過
程
で
、
毛
沢
東
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
方
針

を
、
自
己
の
権
力
基
盤
確
立
の
た
め
、
巧
妙
に
換
骨
奪
胎
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　

二
八
年
に
は
、
紅
軍
内
に
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
を
派
遣
せ
よ
と
い
う
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
方
針
に
対
し
て
、
集
団
指
導
を
重
視
す
る
党
委
員
会
制
度
と
の

併
用
が
図
ら
れ
た
。
ソ
連
経
由
の
命
令
シ
ス
テ
ム
は
、
中
国
的
な
大
衆
路

線
に
よ
っ
て
軌
道
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

三
八
年
の
中
共
六
期
六
中
全
会
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
議
に
影
響
さ
れ
た
こ

と
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
述
べ
る
通
り
で
あ
る
（
第
Ⅰ
部
第
四
章

第
３
節
）
。
し
か
し
、
同
会
議
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
議
以
前
に
モ
ス
ク
ワ

で
決
定
さ
れ
た
毛
沢
東
指
導
体
制
の
確
立
を
急
務
と
し
て
お
り
、
毛
沢
東

は
そ
う
し
た
後
ろ
盾
を
背
景
に
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
中
国
化
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
初
め
て
提
唱
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

資
料
的
な
制
約
の
中
で
こ
う
し
た
機
密
情
報
を
党
内
文
献
の
行
間
か
ら

読
み
取
る
こ
と
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
洞
察
力
を
も
っ
て
し
て
も

難
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
、
中
国
共
産
党
の
政
治
過
程
を
モ
ス

ク
ワ
の
反
復
と
考
え
る
彼
の
論
点
は
一
概
に
非
難
で
き
な
い
面
が
あ
る
。

し
か
し
今
な
お
、
彼
の
こ
の
考
え
に
従
っ
て
中
国
革
命
史
を
描
く
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

中
国
革
命
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
は
、ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
「
ア

ジ
ア
的
な
る
も
の
」
を
参
照
す
る
こ
と
で
獲
得
で
き
る
と
い
う
著
者
の
挑

戦
的
な
提
言
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
洞
察
力
の
持
つ
限
界
を
忘
れ

ず
、
か
つ
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
と
「
封
建
的
な
る
も
の
」
と
の
相
互

補
完
的
な
関
係
を
忘
れ
な
い
限
り
、
完
全
に
同
意
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

特
に
、
中
国
革
命
の
新
た
な
展
開
と
見
な
せ
る
六
四
天
安
門
事
件
や
ポ
ス

ト
天
安
門
時
代
の
人
権
問
題
に
関
す
る
著
者
の
告
発
は
、
人
権
派
弁
護
士

や
労
働
者
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
に
誠
実
か
つ
積
極
的
に
対
応
し
て
き
た

著
者
自
身
の
諸
活
動
と
合
わ
せ
て
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
示
唆
に
満

ち
て
い
る
。

　

こ
の
現
代
中
国
の
現
状
批
判
は
、
著
者
に
よ
っ
て
、
ほ
か
な
ら
ぬ
現
代

中
国
を
研
究
対
象
と
す
る
日
本
の
中
国
研
究
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
批
判
に
ま

で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現
地
調
査
や
資
料
収
集
と
い
う
一
見
客
観
的
な
営

み
に
見
え
る
行
為
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
非
難
す
る
著
者
の
口
調
は
激
し
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す
る
か
は
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
田
清
明
の
「
市
民
社
会
」
論

が
、
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
を
克
服
す
る
鍵
を
握
る
こ
と
が
、
終
章
か

ら
は
予
感
で
き
る
が
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
ア
ジ
ア
論
を
理
論
的
に

分
析
し
た
前
著
か
ら
、
そ
の
ア
ジ
ア
論
を
用
い
て
二
十
世
紀
現
代
史
の
政

治
的
諸
問
題
を
検
討
し
た
本
書
に
続
く
第
三
の
著
作
に
お
い
て
、
著
者
が

ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
近
代
」
を
総
合
的
に
考
察
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

 

（
お
が
た
・
や
す
し
／
中
国
近
代
思
想
史
）

い
。
彼
は
書
い
て
い
る
。
「
権
力
側
と
研
究
者
側
と
の
「
癒
着
」
の
関
係

そ
の
も
の
は
、
「
自
己
規
制
」
と
い
う
名
の
「
主
体
的
」
選
択
を
通
し
て

行
わ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
問
題
性
そ
の
も
の
は
け
っ
し
て
意
識
化
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
中
国
国
内
だ
け
で
な
く
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、
こ

の
癒
着
の
構
造
が
ま
る
ご
と
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま
う
」
（
四
一
頁
）
と
。

　

ア
メ
リ
カ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
拡
が
る
中
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の

旗
手
で
あ
る
中
国
の
対
抗
言
説
を
支
持
す
る
必
要
か
ら
、
中
国
そ
の
も
の

が
抱
え
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
自
己
規
制
す
る
中
国
研
究
者
の

知
的
退
廃
は
、
汪
暉
を
始
め
と
す
る
新
左
派
の
言
説
へ
の
加
担
や
、
一
九

八
〇
年
代
後
半
の
諸
問
題
（
天
安
門
事
件
を
始
め
と
す
る
）
に
関
す
る
彼
ら

の
沈
黙
に
顕
著
で
あ
る
。
本
書
の
第
五
章
に
描
か
れ
る
そ
う
し
た
実
態
を
、

日
本
の
よ
り
広
範
な
知
識
人
が
正
し
く
理
解
し
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
の
方

途
を
真
剣
に
模
索
す
る
こ
と
が
、
今
後
な
さ
れ
る
よ
う
に
希
望
す
る
。

　

本
書
は
、
中
国
革
命
や
中
国
研
究
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
が
、
「
ア
ジ
ア

的
な
る
も
の
」
を
捨
象
し
た
結
果
、
現
代
中
国
の
抱
え
る
「
前
近
代
的
」

な
も
の
の
存
在
を
承
認
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
「
前
近
代
的
」
な
も

の
と
密
か
に
手
を
結
び
、
「
前
近
代
的
」
な
も
の
の
跋
扈
を
許
し
て
し
ま

う
構
造
を
え
ぐ
り
出
し
た
。
著
者
も
述
べ
る
通
り
、
こ
の
構
造
を
打
ち
破

る
た
め
に
は
、
マ
ル
ク
ス
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
言
う
「
普
遍
的
近
代
」
、
「
西

欧
近
代
」
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
た
普
遍
的
な
も
の
に
依
拠
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
一
九
八
一
年
の
段
階

で
も
な
お
、
マ
ル
ク
ス
は
と
も
か
く
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
提
出
し
た
「
普
遍

的
近
代
」
に
は
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
へ
の
十
分
な
関
心
が
見
い
だ
せ

な
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
こ
と
（
三
一
三
頁
）
を
ど
う
評
価
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は
、
錯
綜
し
た
テ
イ
ラ
ー
の
思
想
を
緻
密
に
読
み
解
い
た
意
欲
作
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
テ
イ
ラ
ー
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
邦
語
文
献
と
し
て
は
、

す
で
に
中
野
剛
充
『
テ
イ
ラ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
―
―
自
己
・

共
同
体
・
近
代
』
（
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
が
、
後
発
ゆ
え
の
強
み
が
本
書

に
は
あ
る
。
『
自
我
の
源
泉
』
に
比
肩
す
る
浩
瀚
な
著
作
、『
世
俗
の
時
代
』

（A
 Secular A

ge, 2007

）
を
射
程
に
収
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
大
著

が
現
時
点
に
お
け
る
テ
イ
ラ
ー
の
総
決
算
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
と

す
れ
ば
、
本
書
は
彼
の
思
想
の
全
体
像
を
最
も
包
括
的
に
論
じ
た
邦
語
文

献
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
「
序
論
」
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
論
究
の
俎
上
に
載

る
現
役
の
思
想
家
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
テ
イ
ラ
ー
は
Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ

ス
と
並
ん
で
最
上
位
に
位
置
し
て
い
る
が
、
本
書
の
真
骨
頂
は
何
と
言
っ

て
も
膨
大
な
一
次
文
献
・
二
次
文
献
へ
の
周
到
な
目
配
り
、
交
通
整
理
の

手
際
の
鮮
や
か
さ
に
あ
る
。
著
者
の
整
理
に
よ
れ
ば
、も
っ
ぱ
ら
「
コ
ミ
ュ

ニ
タ
リ
ア
ン
」
あ
る
い
は
「
多
文
化
主
義
者
」
と
し
て
の
み
テ
イ
ラ
ー
を

論
じ
る
従
来
の
研
究
潮
流
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
修
正
さ
れ
、

そ
の
思
想
の
多
面
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

る
と
モ
ノ
グ
ラ
フ
研
究
も
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で

も
『
世
俗
の
時
代
』
の
問
題
圏
は
な
お
も
未
踏
の
領
野
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
端
的
に
い
え
ば
、
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
を

ど
う
理
解
し
評
価
し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
実
際
、
テ

イ
ラ
ー
が
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
信
徒
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
あ
る
程
度
知
ら
れ

て
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
信
仰
と
彼
の
理
論
的
営
為
が
ど
の
よ
う
に
関
連

し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
謎
に
包

　

書
評　

『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ 

 
 

―
―
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論

』

（
高
田
宏
史
著
、
風
行
社
、
二
〇
一
一
年
）

上
野
成
利

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
名
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
説
明
す
る

ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
大
著
『
自
我
の
源
泉
―
―
近
代
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
形
成
』
（Sources of the Self, 1989
）
を
始
め
と
し
て
、
主
要
な
著

作
の
邦
訳
も
こ
こ
数
年
立
て
続
け
に
刊
行
さ
れ
、
彼
の
思
想
に
ア
ク
セ
ス

す
る
条
件
も
徐
々
に
整
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
刊
行
さ
れ
た
本
書
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し
、
ま
た
そ
の
論
証
は
十
分
に
説
得
的
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え

本
書
の
全
体
像
を
申
し
分
な
く
論
評
す
る
だ
け
の
力
量
は
、
残
念
な
が
ら

評
者
に
は
な
い
。
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
「
地
平
融
合
」と
い
う
テ
イ
ラ
ー

の
中
心
的
な
理
念
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
本
書
の
骨
格
を
簡
単
に
見

て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

テ
イ
ラ
ー
は
一
般
に
「
多
文
化
主
義
」
「
共
同
体
主
義
」
の
思
想
家
と

み
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
当
人
も
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
や
「
承
認
」

と
い
っ
た
概
念
を
明
確
に
自
ら
の
議
論
の
中
心
に
据
え
て
い
る
。
し
か
し

そ
う
な
る
と
、
「
本
来
性
」
の
承
認
を
希
求
す
る
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
は
、

個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
特
定
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
と

回
収
し
、
あ
る
種
の
文
化
本
質
主
義
に
逢
着
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な

い
か
―
―
こ
の
よ
う
な
疑
念
が
た
だ
ち
に
湧
い
て
こ
よ
う
。
そ
し
て
実
際
、

こ
れ
ま
で
テ
イ
ラ
ー
に
向
け
ら
れ
て
き
た
批
判
の
多
く
は
、
そ
う
し
た
疑

念
と
無
縁
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
本
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
誤
解

に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
。
テ
イ
ラ
ー
の
議
論
で
は
、
ひ
と
は
自
ら
の

属
す
る
文
化
的
・
社
会
的
な
文
脈
と
は
異
な
る
未
知
の
地
平
に
接
し
た
と

き
、
二
つ
の
地
平
が
融
合
し
た
新
た
な
地
平
へ
と
連
れ
出
さ
れ
、
旧
来
の

世
界
了
解
の
あ
り
か
た
は
変
容
し
、
そ
れ
ゆ
え
既
存
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
あ
り
か
た
も
ま
た
変
容
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
「
地
平

融
合
」
と
い
う
理
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
イ
ラ
ー
は
狭
隘
な

文
化
本
質
主
義
を
超
え
出
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
本
書
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
い
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
疑
念
が
す
べ
て
解
消
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
か
り
に
テ
イ
ラ
ー
の

い
う
よ
う
に
「
地
平
融
合
」
が
重
要
で
あ
り
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、「
地

ま
れ
て
い
た
。
本
書
は
そ
こ
に
果
敢
に
分
け
入
ろ
う
と
す
る
。

　

本
書
の
構
成
は
大
き
く
二
部
に
分
か
れ
る
。
第
一
部
「
世
俗
主
義
の
再

検
討
へ
」
で
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
一
次
テ
ク
ス
ト
が
時
系
列
に
沿
っ
て
内
在

的
に
解
釈
さ
れ
る
。
こ
こ
で
著
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
第
一
に
「
な

ぜ
テ
イ
ラ
ー
が
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
を
自
ら
の
政
治
理
論
の
な
か
に
明
示
的
に

導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
、
第
二
に
「
テ
イ
ラ
ー
の
カ
ソ

リ
シ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
有
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
で
あ

る
（
九
―
一
〇
頁
）
。
そ
の
う
え
で
第
二
部
「
世
俗
主
義
と
政
治
理
論
」
で

は
、
テ
イ
ラ
ー
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
多
元
主
義
が
他
の
思
想
家
（
マ
イ
ケ
ル
・

サ
ン
デ
ル
、
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ノ
リ
ー
）
の
議
論
と
比
較

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
に
「
テ
イ
ラ
ー
の
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
と
政
治
理

論
、
と
り
わ
け
多
元
主
義
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
」
、

第
二
に
「
彼
の
『
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
』
多
元
主
義
は
、
現
代
の
政
治
理
論
に

お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い
が
、
検
討
の
俎
上

に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
一
〇
頁
）
。

　

評
者
も
ま
た
テ
イ
ラ
ー
の
テ
ク
ス
ト
に
は
相
当
の
労
力
を
か
け
て
向
き

合
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
経
験
に
照
ら
し
て
率
直
に
告
白
す
れ
ば
、
そ

も
そ
も
テ
イ
ラ
ー
の
議
論
は
か
な
り
複
雑
に
入
り
組
ん
で
お
り
、
ご
く
ふ

つ
う
に
読
み
く
だ
そ
う
と
す
る
の
さ
え
容
易
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
カ
ソ

リ
シ
ズ
ム
の
思
考
系
に
つ
い
て
は
―
―
少
な
く
と
も
『
世
俗
の
時
代
』
以

前
に
は
―
―
必
ず
し
も
明
示
的
に
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
け
に
、

い
っ
そ
う
理
解
が
難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
評
者

自
身
は
本
書
に
よ
る
交
通
整
理
に
よ
っ
て
初
め
て
、
テ
イ
ラ
ー
の
思
想
に

お
け
る
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
の
位
置
づ
け
を
明
晰
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
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の
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
多
元
主
義
は
、
多
元
論
を
標
榜
し
な
が
ら
も
、
多
様
な

差
異
を
最
終
的
に
単
一
の
地
平
（
全
体
性
）
の
な
か
に
回
収
さ
せ
て
し
ま

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
。
少
な
く
と
も
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
観
点
に
立

つ
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
疑
問
は
当
然
生
じ
て
く
る
。

　

も
っ
と
も
本
書
に
よ
れ
ば
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
テ
イ
ラ
ー
の
多
元

主
義
と
は
、
単
純
な
対
立
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
テ
イ
ラ
ー

の
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
多
元
主
義
と
コ
ノ
リ
ー
の
無
神
論
的
多
元
主
義
と
を
対

比
さ
せ
な
が
ら
、
「
多
元
主
義
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
政
治
的

徳
あ
る
い
は
倫
理
を
涵
養
す
る
た
め
に
は
、
『
無
神
論
的
』
で
あ
れ
『
カ

ソ
リ
ッ
ク
的
』
で
あ
れ
、
何
ら
か
の
非
政
治
的
な
『
信
仰
』
が
必
要
で
あ

る
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
「
コ
ノ
リ
ー
は
差
異
の
相
互
交
流
の
な
か
か
ら

立
ち
現
わ
れ
る
生
成
の
肯
定
性
を
、
テ
イ
ラ
ー
は
全
体
性
の
な
か
で
の
差

異
の
相
補
性
を
『
信
仰
』
し
て
い
る
」
、
と
い
う
の
だ
（
二
六
三
頁
）
。
著

者
の
み
る
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
彼
ら
の
多
元
主
義
に
伏
在
し
て
い
る
「
信

仰
」
が
、
両
者
を
同
じ
デ
ィ
レ
ン
マ
に
直
面
さ
せ
て
い
る
。
「
彼
ら
の
議

論
は
、
そ
れ
が
論
証
と
い
う
形
式
を
と
る
の
で
は
な
く
、
一
種
の
ナ
ラ
テ
ィ

ヴ
の
形
式
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
と
『
信
仰
』
を
共
有
し
な
い
他

者
に
は
決
し
て
届
か
な
い
」
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（
二
六
四
頁
）
。
こ
こ

で
著
者
は
、
コ
ノ
リ
ー
と
テ
イ
ラ
ー
と
を
同
列
に
並
べ
て
そ
の
限
界
を
指

し
示
す
こ
と
で
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
観
点
か
ら
の
安
直
な
テ
イ
ラ
ー
批

判
に
警
告
を
発
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
正
鵠

を
射
た
指
摘
で
も
あ
る
。

　

と
は
い
え
評
者
と
し
て
は
若
干
の
不
満
も
残
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ

う
し
た
「
信
仰
」
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
克
服
す
る
唯
一
可
能
な
方
法
と
は
、「
多

平
は
変
容
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
実

0

0

は
、
地
平
を
変
容
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
当
為

0

0

を
必
然
的
に
は
導
か
な
い
」
か
ら
だ
。
そ
し
て
「
こ
こ
に

こ
そ
有
神
論
の
入
り
込
む
余
地
が
存
在
す
る
」
と
著
者
は
い
う
（
九
〇
頁
）
。

テ
イ
ラ
ー
の
要
請
す
る
多
元
論
の
主
張
か
ら
す
れ
ば
、
差
異
は
で
き
る
だ

け
多
種
多
様
で
あ
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
が
、
そ
う
し
た
多
様
な
差
異
を
架

橋
す
る
た
め
の
道
徳
的
基
礎
と
し
て
テ
イ
ラ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
ア

ガ
ペ
ー
」
（
無
条
件
の
愛
）
を
引
き
合
い
に
出
し
、
地
平
融
合
へ
と
人
々
を

誘
う
役
目
を
こ
れ
に
割
り
当
て
る
。
彼
が
こ
の
「
ア
ガ
ペ
ー
」
の
背
後
に

―
―
明
確
に
キ
リ
ス
ト
教
と
ま
で
は
言
わ
な
い
ま
で
も
―
―
何
ら
か
の

「
超
越
性
」
の
次
元
を
想
定
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
か
く

し
て
テ
イ
ラ
ー
の
掲
げ
る
「
承
認
の
政
治
」
は
、
有
神
論
―
―
端
的
に
い

え
ば
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
―
―
を
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
テ
イ

ラ
ー
に
あ
っ
て
は
、
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
こ
そ
が
「
差
異
を
横
断
す
る
統
一
性
」

を
支
え
る
道
徳
源
泉
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
こ
の
よ
う
に
テ
イ
ラ
ー
の
企
図
を
明
晰
に
解
き
明
か
し
て
み
せ

る
。
そ
の
手
際
は
じ
つ
に
手
堅
く
、
手
抜
か
り
は
い
っ
さ
い
な
い
。
そ
れ

で
は
、
こ
う
し
た
テ
イ
ラ
ー
の
「
企
図
」
を
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
評

価
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
「
差
異
を
横
断
す
る
統
一
性
」
と

い
う
理
念
を
ど
う
受
け
取
る
べ
き
な
の
か
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
テ
イ
ラ
ー

は
差
異
を
「
相
補
性
」
と
し
て
と
ら
え
、
「
差
異
を
保
っ
た
全
体
性
」
に

も
と
づ
く
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
志
向
し
て
い
る
と
い
う
（
二
五
八
頁
）
。
こ
れ

は
は
た
し
て
差
異
や
多
元
性
を
保
証
し
う
る
思
想
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、

差
異
の
永
遠
の
戯
れ
を
言
祝
ぐ
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
姿
勢
こ
そ
が
真
の
多

元
主
義
だ
、と
い
う
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
テ
イ
ラ
ー
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ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
本
書
は
必
ず
し
も
明
示
的
な
回
答
を
示
し
て

い
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
存
命
中
の
思
想
家
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
テ

イ
ラ
ー
が
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
思
考
を
展
開
な
い
し
転
回
さ
せ
て
ゆ

く
の
か
、
た
し
か
に
判
断
の
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
れ

は
著
者
の
み
な
ら
ず
テ
イ
ラ
ー
自
身
に
と
っ
て
も
残
さ
れ
た
課
題
と
い
う

べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
問
題
は
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、

「
地
平
は
変
容
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
実

0

0

は
、
地
平
を
変
容
さ
せ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
当
為

0

0

を
必
然
的
に
は
導
か
な
い
」
が
ゆ
え
に
、
テ
イ
ラ
ー

は
「
ア
ガ
ペ
ー
」
（
無
条
件
の
愛
）
の
理
念
を
導
入
し
た
―
―
こ
れ
が
本
書

の
提
示
す
る
説
明
だ
っ
た
。
し
か
し
「
地
平
融
合
」
は
、
そ
も
そ
も
当
為

0

0

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
事
象
な
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ

は
複
数
の
地
平
が
分
裂
し
た
世
界
の
た
だ
な
か
で
、
に
も
か
か
わ
ら
ず

―
―
あ
る
い
は
だ
か
ら
こ
そ
―
―
つ
ね
に

0

0

0

「
地
平
融
合
」
を
事
実

0

0

と
し
て

経
験
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
批
判
的
社
会
理
論
の

課
題
と
は
、
「
地
平
融
合
」
を
事
実
と
し
て
受
容
す
る
の
で
も
な
け
れ
ば

当
為
と
し
て
要
請
す
る
の
で
も
な
く
、
そ
う
し
た
融
合
に
伏
在
す
る
複
数

の
地
平
の
重
ね
書
き
を
分
節
化
す
る
作
業
の
う
ち
に
あ
る
と
も
い
え
る
。

テ
イ
ラ
ー
の
解
釈
学
は
系
譜
学
と
の
「
地
平
融
合
」
を
つ
う
じ
て
、
目
的

論
的
な
色
合
い
を
帯
び
た
論
調
を
ど
こ
ま
で
変
容
さ
せ
、
ま
た
ど
こ
ま
で

そ
の
可
能
性
の
裾
野
を
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
は
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
テ
イ
ラ
ー
の
テ
ク
ス
ト
に
徹
底
的
に
内
在

す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
思
想
家
の
「
企
図
に
整
合
的
」
（
八
八
頁
）
な

解
釈
を
提
示
し
よ
う
と
し
、
ま
た
実
際
に
そ
れ
を
き
わ
め
て
高
い
水
準
で

元
主
義
を
受
け
容
れ
る
マ
イ
ン
ド
・
セ
ッ
ト
を
も
た
な
い
人
間
が
『
信
仰
』

し
て
い
る
そ
の
対
象
を
解
釈
に
よ
っ
て
変
容
さ
せ
、
彼
ら
に
多
元
主
義
を

受
け
容
れ
る
よ
う
に
説
得
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
で
「
テ

イ
ラ
ー
は
コ
ノ
リ
ー
よ
り
も
優
位
な
立
場
に
あ
る
」と
い
う
。
「
テ
イ
ラ
ー

の
多
元
主
義
論
が
拠
っ
て
立
っ
て
い
る
の
は
、
『
キ
リ
ス
ト
教
』
〔
…
…
〕

と
い
う
莫
大
な
数
の
人
間
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
宗
教
だ
か
ら
で
あ

る
」
（
二
六
四
頁
）
。
な
る
ほ
ど
、
事
実
問
題
と
し
て
み
れ
ば
著
者
の
指
摘

ど
お
り
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
他
の
「
信
仰
」
な
い
し
「
無
信
仰
」

と
比
べ
て
数
の
上
で
優
位
に
立
つ
と
い
う
事
実
を
背
景
に
、
世
界
全
体
を

教
化
し
て
救
済
を
図
る
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
を
、
そ
の
ま
ま
是
認
す
る

だ
け
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
は
拭
え
な
い
。
コ
ノ
リ
ー
の
無
神
論
的
多

元
主
義
の
ほ
う
が
テ
イ
ラ
ー
よ
り
も
優
位
な
立
場
に
あ
る
と
い
う
判
断
も

ま
た
、
少
な
く
と
も
同
程
度
に
は
成
り
立
つ
余
地
も
あ
ろ
う
。

　

も
と
よ
り
著
者
も
テ
イ
ラ
ー
の
議
論
を
全
面
的
に
「
キ
リ
ス
ト
教
的
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
還
元
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
テ
イ
ラ
ー
は
『
自
我
の
源

泉
』
刊
行
当
時
に
は
、
Ｍ
・
フ
ー
コ
ー
や
Ｊ
・
デ
リ
ダ
ら
の
フ
ラ
ン
ス
現

代
思
想
の
潮
流
を
「
新
ニ
ー
チ
ェ
主
義
」
と
呼
び
、
そ
の
非
道
徳
的
な
思

考
を
も
っ
ぱ
ら
否
定
的
に
論
じ
て
い
た
。
一
方
、
『
世
俗
の
時
代
』
で
は

そ
う
し
た
姿
勢
は
は
る
か
後
景
に
退
き
、
そ
の
歴
史
記
述
は
フ
ー
コ
ー
流

の
系
譜
学
に
か
な
り
近
づ
い
て
い
る
。
本
書
も
ま
た
そ
の
点
を
け
っ
し
て

見
逃
さ
な
い
。
著
者
の
み
る
と
こ
ろ
、
『
世
俗
の
時
代
』
で
は
「
無
神
論

へ
の
敵
意
」
は
た
し
か
に
大
幅
に
縮
減
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、「
地
平
融
合
」
の
理
念
を
掲
げ
る
テ
イ
ラ
ー
の
解
釈
学
的
方
法
は
、

は
た
し
て
（
あ
る
い
は
、
ど
こ
ま
で
）
系
譜
学
的
方
法
と
両
立
可
能
な
の
だ
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書
評　

『
ハ
ン
ス
＝

ゲ
オ
ル
グ
・
ガ
ー
ダ
マ
ー
の 

 
 

政
治
哲
学
―
―
解
釈
学
的
政
治
理
論
の
地
平

』

（
加
藤
哲
理
著
、
創
文
社
、
二
〇
一
二
年
）

三
島
憲
一

　

一
九
六
〇
年
の
『
真
理
と
方
法
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
ガ
ー
ダ
マ
ー

の
哲
学
的
解
釈
学
は
、
神
学
、
法
律
学
、
文
学
研
究
、
社
会
学
、
文
化
人

類
学
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
そ
の
影
響
の
広
が
り
と

深
さ
は
、
ア
メ
リ
カ
系
の
人
類
学
（
例
え
ば
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ギ
ア
ツ
の
解

釈
人
類
学
）
を
生
業
に
す
る
人
々
が
、
ド
イ
ツ
語
の
原
書
は
お
ろ
か
、
お

成
功
さ
せ
て
い
る
。
一
方
、
い
か
に
周
到
に
考
え
抜
か
れ
た
強
靱
な
思
考

で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
企
図
を
裏
切
る
よ
う
な
帰
結
に
逢
着
せ
ざ
る
を
え

な
い
こ
と
も
往
々
に
し
て
あ
る
。
そ
う
し
た
跛
行
へ
の
い
っ
そ
う
踏
み
込

ん
だ
考
察
を
、
著
者
の
今
後
に
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
う
。

 

（
う
え
の
・
な
り
と
し
／
近
現
代
ド
イ
ツ
思
想
）
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も
と
ど
め
て
い
な
い
よ
う
な
演
出
が
勃
興
し
だ
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
賢
者
ナ
ー
タ
ン
』
の
ス
ル
タ
ン
役
の
俳
優
が
、
ま
だ
多

少
の
幻
想
的
希
望
を
世
界
が
抱
け
た
リ
ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
大
佐
と
お
ぼ
し

き
扮
装
で
舞
台
に
登
場
す
る
と
い
っ
た
演
出
が
珍
し
く
な
く
な
っ
た
の
も

こ
の
時
代
で
あ
る
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
精
密
な
議
論
を
受
け
な
が
ら
も
、
解

釈
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
重
視
さ
れ
は
じ
め
た
。
古
典
的
教
養
を
身
に

つ
け
た
上
流
婦
人
た
ち
は
、
「
私
の
ゲ
ー
テ
は
、
私
の
レ
ッ
シ
ン
グ
は
ど

こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
」
と
嘆
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
解
釈
と
は
現
代
に

お
け
る
実
践
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
た
だ
学
校
風
の
再
構
成
、
「
著
者
が

な
に
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
」
を
推
測
す
る
よ
う
な
文
章
や
「
要
約
」

は
、
一
文
の
価
値
も
な
い
と
さ
れ
た
。
全
体
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
揺

ら
い
だ
西
側
の
文
化
の
正
当
性
へ
の
深
い
疑
念
が
、
そ
し
て
第
二
次
大
戦

後
の
新
し
い
世
代
に
よ
る
、
学
生
反
乱
の
精
神
が
漂
っ
て
い
た
。
こ
れ
が

ガ
ー
ダ
マ
ー
の
本
が
、
そ
の
ど
の
ペ
ー
ジ
に
も
漂
っ
て
い
る
深
く
保
守
的

な
人
文
主
義
的
精
神
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
代
の
批
判
主
義
と
結
び
つ
い

て
受
容
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。
評
者
自
身
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
テ
ュ
ー

ビ
ン
ゲ
ン
の
演
習
で
『
真
理
と
方
法
』
を
―
―
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
ド

イ
ツ
語
に
苦
闘
し
な
が
ら
―
―
夢
中
で
読
ん
だ
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
る
批
判
も
、
そ
れ
に
対
す
る
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
反
論
も

（
そ
れ
ら
も
す
ぐ
に
演
習
の
教
科
書
に
な
っ
た
）
、
そ
し
て
結
局
は
差
異
を
お

た
が
い
に
え
ぐ
り
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
進
ま
な
か
っ
た
友
好
的
論
争

も
こ
の
時
代
の
学
問
に
お
け
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
衝
迫

の
空
気
を
吸
っ
て
い
た
。

　

当
時
こ
の
世
に
ま
だ
生
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
著
者
に
よ
る
本
書
に
、

そ
ら
く
英
訳
も
読
め
る
知
的
背
景
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
く
と
も
（
そ
の

こ
と
は
学
に
お
け
る
分
業
が
進
展
し
て
い
る
現
在
で
は
な
ん
ら
非
難
さ
れ
る
べ
き

こ
と
で
は
な
い
）
、
人
類
学
に
お
け
る
解
釈
学
的
方
法
を
論
じ
る
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
的
反
省
が
現
代
政

治
学
に
ど
の
よ
う
な
含
み
を
持
つ
か
を
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
議
論
の
詳
述
は

も
と
よ
り
、
彼
と
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、
ア
ー
ペ
ル
、
デ
リ
ダ
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ

モ
、
テ
ー
ラ
ー
と
の
輻
輳
や
差
異
を
再
構
成
す
る
こ
と
で
描
き
出
そ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
だ
け
で
三
三
〇
余
頁
、
七
四
〇
あ
る
注
だ
け
で

百
頁
に
達
す
る
と
い
う
博
覧
強
記
、
な
ん
で
も
知
っ
て
い
るfrisch 

gebackener D
oktor

の
大
著
で
あ
る
。

　

解
釈
学
が
元
来
は
聖
典
や
法
典
の
、
そ
の
つ
ど
の
状
況
に
向
け
た
応
用

的
な
解
釈
（applicatio

）
に
発
す
る
以
上
、
神
学
や
法
律
学
へ
の
影
響
は

当
然
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
別
に
当
時
の
文
科
系
の
学
問
一
般
、
特
に
文

学
研
究
へ
の
衝
撃
は
ほ
と
ん
ど
文
化
革
命
に
匹
敵
す
る
も
の
だ
っ
た
。
ヤ

ウ
ス
の
受
容
美
学
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
伝
統
論
へ
の
批
判
を
宿
し
な
が
ら

も
、
多
く
を
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
負
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
特
に
受
容
の
多
様
性
、

受
容
す
る
時
代
や
世
代
の
独
自
性
の
主
張
と
な
り
、
「
こ
の
文
章
は
こ
う

読
む
も
の
だ
」
と
宣
言
す
る
講
壇
の
教
授
た
ち
に
よ
る
権
威
的
な
解
釈
を

ほ
と
ん
ど
無
効
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
原
典
と
解
釈
、
原
典
と
翻
訳
の
伝

統
的
な
順
位
も
揺
さ
ぶ
る
力
を
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
、
既
成
の
精
神
科
学
へ
の

批
判
は
持
っ
て
い
た
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
今
で
は
薄
れ
た
「
ガ
ー
ダ
マ
ー

左
派
」
と
で
も
い
う
も
の
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
お
り
し
も
演
劇
に
お
い

て
も
、
原
作
再
現
型
の
演
出
か
ら
、
い
わ
ゆ
るR

egietheater

、
よ
う
す

る
に
、
演
出
者
が
徹
底
的
に
換
骨
奪
胎
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原
作
の
影
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だ
け
で
あ
る
。

　

問
い
と
答
え
の
弁
証
法
的
戯
れ
と
は
、
テ
ク
ス
ト
理
解
に
即
し
て
言
え

ば
、
現
代
の
読
者
が
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
問
題
か
ら
古
い
テ
ク
ス
ト
に

問
い
か
け
、
な
ん
ら
か
の
答
え
を
、
答
え
と
ま
で
い
か
な
く
と
も
考
え
る

ヒ
ン
ト
を
え
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
問
い
か
け
は
、
―
―
そ

し
て
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
が
―
―
当
該
の
テ
ク
ス
ト
が
な
け
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
か
た
ち
で
は
出
て
来
な
い
問
い
で
も
あ
る
の
だ
。
公
共
の
議
論
に

つ
い
て
の
カ
ン
ト
の
テ
ク
ス
ト
が
な
け
れ
ば
、
議
論
の
場
か
ら
の
女
性
の

事
実
上
の
排
除
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
に
よ
る
カ
ン
ト
へ
の
問
い
も
、
そ

し
て
排
除
へ
の
よ
り
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
神
経
も
生
ま
れ
て
来
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
神
の
尊
厳
（dignitas, W

ürde

）
に
つ
い
て
の
教
会
の
教
え
が

な
け
れ
ば
、
神
の
尊
厳
に
よ
っ
て
長
い
こ
と
抑
圧
さ
れ
て
い
た
「
人
間
の

尊
厳
」
と
い
う
法
的
用
語
も
う
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
や
が
て
は

そ
れ
が
宗
教
的
背
景
な
し
に
専
門
の
法
学
者
の
解
釈
と
適
用
の
対
象
と
な

る
事
態
も
う
ま
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
解
釈
学
的
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

　

し
か
し
逆
に
読
者
は
、
膨
大
な
博
識
に
も
と
づ
く
現
代
思
想
の
巨
人
た

ち
の
相
互
の
、
時
に
微
妙
な
、
時
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
、
時
に
専
門
家
の

あ
い
だ
だ
け
の
、
時
に
生
き
方
の
根
幹
に
か
か
わ
る
差
異
と
共
通
性
に
つ

い
て
、
見
事
な
分
析
と
と
も
に
教
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
本
書
の
最
大
の
功

績
で
あ
る
。
特
に
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
モ
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
の
自
己
否

定
」
と
解
釈
学
的
自
己
否
定
の
議
論
、
解
釈
学
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
共
産

主
義
の
議
論
。
テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
解
釈
学
の
咀
嚼
の
極
北
に
垣
間
見
え
る

宗
教
性
―
―
こ
の
連
関
を
、
そ
う
し
た
極
端
な
立
場
に
い
か
ず
、
あ
く
ま

こ
の
時
代
の
熱
気
が
、
知
的
爆
風
が
吹
き
込
ん
で
い
な
い
の
は
致
し
方
な

い
。
ヤ
ウ
ス
の
名
前
が
出
て
来
な
い
の
も
無
理
も
な
い

）
1
（

。
こ
れ
は
非
難
で

は
な
い
。
ど
ん
な
作
品
も
、
そ
の
つ
ど
新
し
く
、
「
著
者
が
意
図
し
た
の

と
は
違
う
か
た
ち
で
」
読
ま
れ
る
こ
と
へ
の
い
わ
ば
超
越
論
的
反
省
が

ガ
ー
ダ
マ
ー
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
。
著
者
の
読
解
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
政
治
哲
学
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

語
り
口
は
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
を
深
く
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
政
治
上
の
諸
問

題
に
切
り
込
む
と
い
う
よ
り
は
、
引
用
に
よ
る
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
再
述
と
腑

分
け
で
あ
り
、
今
古
典
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
「
問
い
と
答
え
の
弁
証
法

的
戯
れ
」
に
自
ら
参
画
す
る
よ
り
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
個
々
の
記
述
の
歴

史
的
位
置
づ
け
で
あ
る
。
手
短
に
言
え
ば
、
分
析
よ
り
は
語
り
で
あ
り
、

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
追
求
（applicatio
）
よ
り
は
な
ぞ
り
で
あ
る
。
例

え
ば
マ
ル
ク
ー
ゼ
が
プ
ラ
ト
ン
や
シ
ラ
ー
を
使
い
な
が
ら
快
楽
の
先
延
ば

し
を
拒
否
し
た
よ
う
な
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
読
み
の
時
代
が
終
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
的
位
置
づ
け
や
他
の
論

者
と
の
知
的
構
図
（
著
者
の
い
う
「
勢
力
図
」
）
を
巧
み
に
描
け
る
ま
で
に
、

当
時
よ
り
は
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ

て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。
だ
が
、
ま
さ
に
こ
の
蓄
積
に
、
再
記
述
に
強
い

秀
才
の
博
士
論
文
の
、
ニ
ー
チ
ェ
の
口
吻
を
借
り
れ
ば
「
利
」
と
「
害
」

が
見
て
取
れ
る
。
対
話
と
は
な
に
か
、
「
時
間
の
距
離
の
克
服
」
と
は
な

に
か
、
「
わ
れ
わ
れ
の
意
識
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
に
お
き
て

い
る
こ
と
」
を
記
述
す
る
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
方
法
の
正
当
性
は
ど
こ
か
ら
来

て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
著
者
の
言
葉
で
読
者
は
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
言
葉
で
「
対
話
と
は
な
に
か
」
が
再
述
さ
れ
て
い
る
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で
中
道
を
保
つ
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
比
較
し
つ
つ
検
討
す
る
い
く
つ
か
の
章
は

本
書
の
白
眉
で
あ
る
。
読
者
に
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
説
に
終
始
す
る
前

半
よ
り
も
、
こ
の
第
二
部
以
降
を
勧
め
た
い
。

　

だ
が
、
書
評
は
褒
め
て
宣
伝
す
る
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
る
の
で
は
な

い
の
で
、
本
書
の
基
本
的
問
題
点
を
も
う
少
し
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ

れ
は
、
な
ぞ
る
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
同
じ
問
題
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
積
み
残
し
た
問
題
を
先
に
進
め
る
の
で

な
く
、
ま
た
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
見
な
か
っ
た
問
題
を
指
摘
す
る
の
で
も
な
い

の
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
同
じ
言
葉
で
な
ぞ
る
た
め
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
政
治
学
者
と
し
て
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
の
政
治
学
的
含
み

を
解
き
明
か
そ
う
と
い
う
著
者
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
真
理
と
方
法
』

冒
頭
で
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
論
じ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
フ
ロ
ネ
ー
シ
ス
か
ら

出
発
す
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
ネ
ー
シ
ス
の
対
話
論
的
解
述
に
努
め
る
。
政

治
的
行
動
は
未
来
に
向
か
っ
て
の
行
動
で
あ
る
以
上
、
科
学
法
則
に
お
け

る
「
真
・
偽
」
が
問
題
で
は
な
く
、
共
同
の
行
動
に
向
か
っ
て
他
者
を
説

得
す
る
と
き
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
、
そ
こ
に
お
け
る
「
真
理
ら
し
さ
」
が
、

そ
し
て
説
得
力
が
問
題
と
な
る
。
説
得
は
言
い
負
か
し
で
は
な
く
、
相
手

に
納
得
し
て
も
ら
わ
ね
ば
意
味
が
な
い
。
「
言
い
負
か
し
」
と
「
説
得
」

の
プ
ラ
ト
ン
的
区
別
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
雄
弁
術
』
に
お
い
て
も
継

承
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
、
こ
の
フ
ロ

ネ
ー
シ
ス
概
念
、
ヴ
ィ
ー
コ
が
デ
カ
ル
ト
に
対
抗
し
て
持
ち
出
す
「
真
理

ら
し
さ
」
（
「
な
る
ほ
ど
」
「
も
っ
と
も
だ
」
）
の
概
念
、
そ
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の

教
養
概
念
を
冒
頭
の
手
が
か
り
と
し
て
、
や
が
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
主
観

性
批
判
を
継
承
し
な
が
ら
、
言
語
的
な
共
同
存
在
と
し
て
の
歴
史
的
人
間

の
解
釈
学
的
あ
り
よ
う
を
「
戯
れ
」
の
概
念
を
用
い
て
論
じ
て
行
く
。
そ

の
過
程
で
、
「
活
動
史
的
意
識
」
（
普
通
は
「
作
用
影
響
史
的
意
識
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
こ
の
語
を
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
の
は
よ
く
考
え
た
末
の
こ
と
だ
ろ
う
と

思
う
）
や
、
「
先
行
判
断
」
（
こ
れ
も
普
通
は
「
先
入
見
」
と
訳
さ
れ
て
き
た
）
、

そ
し
て
「
伝
統
」
や
「
権
威
」
の
概
念
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

だ
が
、
フ
ロ
ネ
ー
シ
ス
の
前
提
は
あ
く
ま
で
政
治
的
人
間
の
場
で
あ
る

ポ
リ
ス
で
あ
る
。
フ
ロ
ネ
ー
シ
ス
の
用
語
の
連
関
で
言
え
ばκοινω

νία

（politisches G
em

einw
esen, G

em
einschaft durch Teilhabe

）
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
が
共
同
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
賢
く
、

う
ま
く
立
ち
回
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
議
論
に
よ
っ
て
共

同
体
の
政
治
に
参
加
す
る
と
き
の
個
々
の
提
案
の
賢
さ
が
問
題
な
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
徹
底
し
た
参
加
が
、
現
実
を
未
来

に
向
か
っ
て
変
革
し
て
行
く
討
論
の
際
の
徳
、
そ
し
て
ポ
リ
ス
全
体
と
し

て
の
政
治
的
決
定
の
際
に
必
要
な
徳
の
こ
と
で
あ
る
。だ
が
、す
で
に
ヘ
ー

ゲ
ル
の
教
養
概
念
に
も
潜
ん
で
い
た
具
体
的
普
遍
の
人
生
論
的
個
人
化
が

ガ
ー
ダ
マ
ー
に
す
ら
起
き
て
お
り
、
そ
れ
を
著
者
は
政
治
的
含
み
と
い
う

標
題
の
も
と
に
、
さ
ら
に
進
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
こ
こ
に

は
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
著
者
も
使
用
し
て
い
る
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・

リ
ー
デ
ル
が
す
で
に
有
名
な
い
く
つ
か
の
論
文
で
論
じ
て
い
る
よ
う
に

）
2
（

、

こ
う
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
実
践
哲
学
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
市
民
社
会
論

に
す
ら
そ
の
長
い
影
を
落
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
国

家
と
社
会
が
、
政
治
と
経
済
が
分
離
す
る
十
八
世
紀
以
前
の
政
治
社
会
の

理
解
に
そ
の
場
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
社
会
と
い
う
単
語
と
国
家
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者
に
よ
る
訳
語
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

　

こ
の
よ
う
に
論
じ
る
著
者
は
、
啓
蒙
の
理
性
絶
対
主
義
に
対
す
る
ガ
ー

ダ
マ
ー
の
批
判
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
「
権
威
を
認
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
、
私
た
ち
は
先
行
判
断
の
共
同
性
を
つ
う
じ
て
、
一
定

の
秩
序
の
下
で
他
者
と
、
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
著
者

加
藤
哲
理
氏
は
ま
と
め
る
（
七
九
頁
）
。
著
者
の
シ
ン
パ
シ
ー
は
明
ら
か

に
こ
の
お
だ
や
か
な
権
威
へ
の
お
だ
や
か
な
服
従
に
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
こ
で
著
者
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
自
身
が
巧
み
に
混
合
し
て
い
る

二
つ
の
次
元
を
同
じ
よ
う
に
混
合
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
正
当
な
先
行
判

断
が
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
実
の
承
認
と
、
ど
の
先
行
判
断

を
正
当
と
認
め
る
か
の
判
断
は
わ
れ
わ
れ
が
せ
ざ
る
を
得
な
い
（
た
と
え

盲
目
的
承
認
で
も
わ
れ
わ
れ
が
せ
ざ
る
を
え
な
い
）
と
い
う
次
元
が
異
な
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
確
に
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
、

権
威
や
先
行
判
断
に
ノ
ー
を
つ
き
つ
け
、
自
ら
の
伝
統
連
関
の
外
に
出
る

可
能
性
も
排
除
せ
ず
、
そ
う
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
判
の
可
能
性
に
一
見

好
意
的
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
や
権
威
の
―
―
ヤ
ウ
ス
が
批

判
し
た
よ
う
に
―
―
多
少
と
も
実
態
論
的
な
承
認
と
矛
盾
し
て
い
る
議
論

を
展
開
し
、
多
弁
と
能
弁
の
な
か
で
そ
の
矛
盾
を
覆
い
隠
す
。
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
の
批
判
の
ひ
と
つ
は
そ
こ
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
本
書
で
こ
の
問
題
が

十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。「
意
見
や
命
題
の
真
理
性
は
、

他
の
意
見
や
命
題
の
助
け
を
借
り
て
の
み
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
言
語
の
呪
縛
圏
か
ら
脱
出
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が

）
3
（

、
そ
の
呪
縛
圏
の
内
部
で
、

ノ
ー
を
つ
き
つ
け
る
こ
と
で
、
呪
縛
圏
に
縛
ら
れ
な
い
真
理
命
題
は
可
能

と
い
う
単
語
が
、civitas sive societas, civilis sive res publica

と

い
う
表
現
に
も
あ
る
と
お
り
、
同
じ
意
味
だ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
こ
の
フ
ロ
ネ
ー
シ
ス
概
念
は
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
読

み
替
え
な
い
か
ぎ
り
、
あ
る
い
は
超
保
守
的
文
化
実
態
論
に
読
み
戻
さ
な

い
か
ぎ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
現
代
政
治
学
に
は
適
用
不
可
能
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
一
時
流
行
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
実
践
哲

学
の
復
権
」
の
、
公
共
圏
の
理
論
に
吸
収
さ
れ
な
い
部
分
が
短
命
に
終
わ
っ

た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
著
者
が
現
代
に
お
け
る
ポ
リ
ス
的
＝
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
的
実
践
哲
学
を
、
最
後
は
あ
る
種
の
神
秘
主
義
的
個
人
的
態
度

に
縮
小
さ
せ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
曖
昧
さ
の
素
朴
な
継
承
は
、
「
先
行
判
断
」

や
「
伝
統
」
や
「
権
威
」
に
つ
い
て
の
議
論
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
こ
れ

ら
は
解
釈
学
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
認
識
の
い
わ
ば
「
可
能
性
の
条
件
」

で
あ
る
。
人
は
ど
ん
な
場
合
で
も
必
ず
「
伝
統
」
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ

た
特
定
の
「
地
平
」
の
う
ち
に
あ
る
。
そ
の
「
地
平
」
か
ら
他
者
の
「
地

平
」
と
切
り
結
ぶ
過
程
で
「
地
平
の
融
合
」
が
起
き
、
そ
う
し
た
新
た
な

地
平
は
そ
の
つ
ど
の
過
去
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
ま
た
新
た
な
挑
発
に
さ
ら

さ
れ
て
い
く
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
言
う
。
「
人
間
の
有
限
か
つ
歴
史
的
な
存

在
様
式
が
正
し
く
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
先
行
判
断
の
原
理
的
な
復
権

と
正
当
な
先
行
判
断
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
」

（
本
書
七
七
頁
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
引
用
）
。
「
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
人
間
の

生
活
が
活
き
た
も
の
と
な
り
、
伝
承
と
い
う
様
式
で
そ
こ
に
存
在
し
て
い

る
過
去
の
地
平
も
ま
た
、
ど
ん
な
場
合
で
も
必
ず
運
動
し
て
い
る
の
で
あ

る
」
（
本
書
九
九
頁
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
引
用
。
「
ど
ん
な
場
合
で
も
必
ず
」
は
評
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パ
ク
ト
を
あ
た
え
た
の
か
、
両
者
の
共
存
は
ど
う
し
て
な
の
か
の
解
明
で

あ
る
。
ひ
と
つ
の
理
由
は
今
述
べ
た
、
具
体
的
な
西
洋
の
経
験
的
伝
統
と
、

伝
統
一
般
に
関
す
る
反
省
的
区
別
が
ゆ
る
い
こ
と
に
あ
ろ
う
。
す
で
に

カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
は
保
守
主
義
を
論
じ
た
論
文
で
、
保
守
主
義
は
直

接
的
で
具
体
的
な
こ
と
が
ら
や
つ
な
が
り
に
固
執
す
る
が
、
進
歩
主
義
は
、

形
式
的
・
一
般
的
な
側
面
を
重
視
す
る
と
述
べ
て
い
る

）
4
（

。

　

デ
リ
ダ
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
追
悼
の
辞
で
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
普
遍
的
拡

大
へ
の
信
頼
を
前
提
に
し
た
こ
の
偉
大
な
解
釈
学
者
の
次
の
文
を
引
く
。

「
さ
ら
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
わ
れ
わ
れ
自
身
の
思
考
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

今
後
と
も

進
め
る
対
話
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
そ
の
う
ち
ひ
ょ
っ
と
し
て
、

地
球
大
に
拡
大
す
る
人
類
的
遺
産
に
由
来
す
る
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に

よ
っ
て
豊
か
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
対
話
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
パ
ー

ト
ナ
ー
を
求
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
。
そ
し
て
、
失
敗
が
多
く
の
人
の
目

に
明
ら
か
な
こ
の
対
話
に
は
薄
気
味
悪
い
（unheim

lich

）
と
こ
ろ
が
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
暗
い
批
判
の
理
論
的
根
拠
も
同
じ
と
こ
ろ
に
あ

る
。

　

と
は
い
え
、Solipssism

us

の
色
濃
い
ハ
イ
デ
ガ
ー
（
『
存
在
と
時
間
』

の
「
共
在
」
に
関
す
る
記
述
の
貧
弱
さ
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
）
の
議
論

と
歴
史
的
テ
ク
ス
ト
読
解
の
経
験
を
下
敷
き
に
、
対
話
的
存
在
と
し
て
の

共
同
存
在
の
議
論
を
展
開
し
た
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
功
績
は
偉
大
な
も

の
が
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
な
ぞ
ら
ず
に

0

0

0

0

0

自
分
の
言
葉
に
言
い
替
え
た
の

で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
五
〇
年
の
あ
い
だ
に
議
論
は
多
い
に
進
展
し
た
。
ガ
ー
ダ

マ
ー
が
い
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
か
っ
た
が
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
先
を
行
く
議

な
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
真
理
も
ど
ん
な
に
よ
く
根
拠
づ
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
の
ち
に
幻
想
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。

　

伝
統
へ
の
ノ
ー
も
あ
く
ま
で
伝
統
の
枠
内
で
起
き
て
い
る
と
い
う
解
釈

学
で
常
道
の
反
論
は
常
に
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
統
は
一
方
で
断
絶
す

る
こ
と
も
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
引
き
合
い
に
出
さ
な
く
と
も
あ
き
ら
か
で

あ
る
。

　

伝
統
や
先
行
判
断
の
承
認
に
あ
た
っ
て
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
自
身
が
曖
昧
に

し
て
い
る
今
ひ
と
つ
の
問
題
も
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
論

じ
る
伝
統
は
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
特
定

の
伝
統
に
は
違
い
な
い
が
、
理
論
的
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
誰
も
が
置
か
れ

て
い
る
特
定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
一
般

0

0

を
言
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。
そ
こ
が

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
ド
イ
ツ
観
念
論
で
「
自
我
」
と
い
う
と

き
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ペ
ー
タ
ー
や
ハ
ン
ス
の
、
限
界
も
優
劣
も
あ

る
自
我
で
な
い
自
我
一
般
な
の
と
同
じ
に
、
西
洋
と
は
別
に
、
伝
統
や
先

行
判
断
一
般

0

0

を
論
じ
て
い
る
面
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
面
が
、

ガ
ー
ダ
マ
ー
が
深
く
保
守
的
な
精
神
で
あ
り
な
が
ら
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
公
共
圏
の
理
論
と
つ
な
が
っ
た
理
由
で
も
あ
ろ
う
。
多
く

の
人
々
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
は
保
守
主
義
の
匂
い
が
ぷ
ん
ぷ
ん
す
る
と
非

難
す
る
が
、
著
者
は
、
そ
れ
に
は
根
拠
が
な
い
と
し
て
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
を

保
守
主
義
か
ら
救
い
出
す
た
め
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
し
て
お
ら
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
試
み
は
説
得
的
で
な
い
。
問
題
は
、
保
守
的
な
、
か
つ
て
の

ド
イ
ツ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
匂
い
が
漂
う
『
真
理
と
方
法
』
が
ど
う
し
て

現
代
の
人
文
社
会
諸
科
学
の
自
己
理
解
と
方
法
論
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
イ
ン
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で
に
」
と
訳
さ
れ
る
の
が
常
套
化
し
て
い
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
英
語
の

文
献
に
も
こ
の
ド
イ
ツ
語
が
そ
の
ま
ま
出
て
来
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、

こ
ん
な
日
本
語
誰
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。
先
に
引
い
た
文
章
も
著
者
の
訳

文
は
「
伝
承
と
い
う
様
式
で
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
過
去
の
地
平
も
ま
た
、

つ
ね
に
す
で
に
運
動
し
て
い
る
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、こ
のschon

は
「
す

で
に
」
と
い
う
、
ド
イ
ツ
語
の
授
業
で
最
初
に
習
うtem

poral

な
意
味

で
は
な
い
。im

m
er schon 

と
セ
ッ
ト
で
（schon im

m
er

も
あ
る
）
、「
ど

ん
な
場
合
で
も
か
な
ら
ず
」
と
か
「
い
つ
も
か
な
ら
ず
」
と
い
っ
た
意
味

あ
い
で
あ
る
。E

r w
ar schon im

m
er

（im
m

er schon

）der beste in 
der K

lasse

、
と
い
う
例
文
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
言
語
は
一
単
語
に
一
意

味
を
つ
な
げ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
文
献
解
釈
学
の
初
歩
の
初
歩
、
そ

の
ま
た
初
歩
で
あ
る
。
次
に
、Sache des D

enkens

と
い
う
時
の
、

あ
る
い
は
、das liegt in der N

atur der Sache, dass....

（
こ
の
表
現

に
つ
い
て
は
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
論
文
が
あ
る
）
な
ど
と
い
う
と
き
のSache

を

著
者
は
一
貫
し
て
「
実
在
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
英
語
で
言
え
ば

issue

な
の
で
、
「
思
想
の
こ
と
が
ら
」
「
問
題
の
本
性
」
な
ど
と
訳
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
訳
語
選
び
は
難
し
い
が
、
「
実
在
」
は
「
実

在
論
」
を
思
わ
せ
て
う
ま
く
な
い
。
ま
た
シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
哲
学
的

品
格
を
得
たunvordenklich

と
い
う
単
語
を
「
考
え
る
以
前
に
あ
る

も
の
」
、
つ
ま
りpräsubjektiv

み
た
い
な
意
味
で
訳
し
て
お
ら
れ
る
が

（
た
と
え
ば
、
四
九
、
六
〇
、
一
二
二
頁
）
、
こ
れ
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
場
合
で
も
そ
う
だ
が
、
「
考
え
も
及
ば
な
い
は
る
か
昔
の
も

の
」
「
幽
遠
の
太
古
」
と
い
っ
た
、
日
本
な
ら
ば
定
め
し
「
記
紀
以
前
の
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
もVerblendung

（
一
七
六
頁
）
を
「
無

論
が
、
分
析
哲
学
や
語
用
論
（Pragm

atik

）
と
も
結
び
つ
い
て
多
い
に
進

展
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
語
用
論
の
視
角
が
な
い
こ
と
を
非
難

す
る
の
は
、
カ
ン
ト
に
原
爆
反
対
の
文
章
が
な
い
こ
と
を
難
詰
す
る
の
と

お
な
じ
ぐ
ら
い
ナ
ン
セ
ン
ス
な
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ン

ト
の
平
和
論
を
読
む
わ
れ
わ
れ
は
、
核
兵
器
の
時
代
の
人
間
と
し
て
、
ま

さ
に
こ
の
平
和
論
と
核
反
対
の
議
論
と
の
関
連
を
問
う
の
と
同
じ
に
（
こ

れ
こ
そ
問
い
と
答
え
の
弁
証
法
）
、
解
釈
学
を
語
用
論
の
観
点
か
ら
さ
ら
に

生
産
的
に
読
む
こ
と
も
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
「
後
知
恵
」
の

議
論
の
欠
如
の
ゆ
え
に
（
解
釈
学
と
は
後
知
恵
の
学
問
で
あ
る
）
、
啓
蒙
主
義

の
理
性
信
頼
が
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
ま
だ
素
朴
に
生
き
続
け
て
い
る
か
の
よ

う
な
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
半
ば
意
図
的
誤
解
が
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い

る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
、
彼
が
そ
の
強
い
根
拠
付
け
理
論
を
峻
拒
す
る
友

人
ア
ー
ペ
ル
が
理
性
絶
対
主
義
と
し
て
一
緒
に
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た

め
で
あ
ろ
う
（
第
五
章
）
。
す
で
に
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の

理
論
』
で
、
コ
ン
ド
ル
セ
的
理
性
信
頼
か
ら
明
確
に
距
離
が
と
ら
れ
て
い

る
の
だ
が
。
こ
の
混
同
は
お
そ
ら
く
可
謬
主
義
に
よ
る
解
釈
学
的
対
話
の

書
き
か
え
の
手
続
き
を
試
み
る
か
試
み
な
い
か
に
由
来
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
ど
ん
な
偉
大
な
思
想
家
に
も
、
後
の
時
代
か
ら
見
て
お
か
し
い
と
こ

ろ
が
必
ず
あ
る
。
そ
れ
を
論
じ
る
勇
気
を
も
た
な
か
っ
た
の
が
日
本
の
マ

ル
ク
ス
主
義
の
自
家
中
毒
の
原
因
だ
っ
た
。
解
釈
学
は
ま
さ
に
批
判
の
学

で
も
あ
る
は
ず
だ
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
も
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
も
そ
の
原
則
は
免
れ

ず
、
批
判
の
対
象
と
な
り
う
る
。

　

最
後
に
ド
イ
ツ
語
に
関
し
て
気
づ
い
た
こ
と
を
い
く
つ
か
。
奇
妙
な
こ

と
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
以
来
、
ド
イ
ツ
語
のim

m
er schon

は
「
つ
ね
に
す
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い
た
事
実
を
隠
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
不
名
誉
な
退
場
に
追
い
込
ま

れ
る
。
「
で
も
、
戦
後
は
ず
っ
と
社
民
党
に
投
票
し
て
い
た
」
と
い
う
、

不
可
思
議
な
弁
明
を
し
な
が
ら
で
あ
る
が
。

（
2
） Riedel, M

anfred, D
er B

egriff der » B
ürgerlichen G

esellschaft 
« und das P

roblem
 seines geschichtlichen U

rsprungs. In: 
R

iedel, M
anfred, Studien zu H

egels R
ech

tsph
ilosoph

ie, 
F

rankfurt 1969, S. 135-166. D
ers. Zur T

opik der klassisch-
p

o
litisc

h
e

n
 u

n
d

 d
e

s m
o

d
e

rn
-n

a
tu

rre
c

h
tlic

h
e

n 
G

esellschaftsbegriffs. In: ders. M
etaphysik und M

etapolitik. 
Studien zu A

ristoteles und zur politisch
en Sprach

e der 
neuzeitlichen Philosophie, Frankfurt 1975, S. 281-329.

（
3
） Haberm

as, Jürgen, W
ahrheit und R

echtfertigung, Frankfurt 
2004, S. 246.

（
4
） 

Ｋ
・
マ
ン
ハ
イ
ム
『
歴
史
主
義
・
保
守
主
義
』
恒
星
社
・
厚
生
閣
、
一
九

六
九
年
、S. 102.

分
別
」
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
独
特
の
用
語
のVerw

indung

（
二
六
七
頁
）
を
「
耐

え
忍
び
」
な
ど
と
訳
し
て
い
る
。
評
者
は
賛
成
し
な
い
が
、
こ
の
あ
た
り

は
、
解
釈
の
違
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
に
よ
り
も
、
原
典
を
な
ぞ
る
の
が
得
意
の
著
者
は
、ド
イ
ツ
語
の
引
用

に
あ
た
っ
て
、
原
文
の
格
変
化
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
感

心
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
そ
れ
こ
そ
伝
統
を
破
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。tragenden Solidarität

（
四
八
頁
）
、konventionellen 

B
innenm

oral

（
一
九
一
頁
）
、verstehenden G

eistesw
issenschaften

（
二
百
頁
）
、
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
原
文
通
り
の
原
則
を
守
る
た
め
に

「
差
異
は
（D

er D
ifferenz

）
は
同
一
性
の
う
ち
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
」
と

い
う
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
文
章
の
引
用
（
二
六
一
頁
）
な
ど
が
醜
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
引
用
を
日
本
語
の
で
き
る
ド
イ
ツ
人
が
読
ん
だ
ら
な
ん
と

思
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
細
か
い
こ
と
だ
が
「
人
間
た
ち
の
下
に
い
る
人

間
」（
三
三
三
頁
）
は
、
誤
訳
で
あ
る
。
「
人
間
た
ち
の
あ
い
だ
に
い
る
人
間
」

が
正
し
い
。
ド
イ
ツ
語
のunter

はam
ong

の
意
味
に
な
る
こ
と
が
結

構
多
い
。A

ufm
erksam

keitsfehler

と
思
わ
れ
る
が
…
…
。
お
な
じ
く

A
ufm

erksam
keitsfehler

と
い
え
ば
、タ
イ
ト
ル
「
ハ
ン
ス
＝

ゲ
オ
ル
グ
・

ガ
ー
ダ
マ
ー
の
…
…
」
「
ゲ
オ
ル
グ
」
は
「
ゲ
オ
ル
ク
」
と
な
る
の
が
普

通
で
あ
る
。
こ
のG
eorg

の
最
後
の
g
は
ド
イ
ツ
語
で
は
語
尾
に
あ
る

か
ぎ
り
、
［
g
］
音
に
な
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
［
k
］
音
で
あ
る
。

 

（
み
し
ま
・
け
ん
い
ち
／
現
代
思
想
・
批
判
理
論
）

注
（
1
） 

そ
し
て
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
こ
の
ヤ
ウ
ス
は
の
ち
に
、
Ｓ
Ｓ
に
所
属
し
て
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の
花
を
掲
げ
、
そ
の
国
初
め
て
の
「
左
派
」
の
大
統
領
就
任
を
祝
っ
た
の

で
あ
る
。

＊

　

戦
後
の
高
度
成
長
と
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
時
代
は
、
ニ
ク
ソ
ン

に
よ
る
七
一
年
の
金
兌
換
停
止
声
明
と
七
三
年
の
石
油
価
格
の
高
騰
に

よ
っ
て
終
止
符
を
打
た
れ
た
。
黄
金
の
三
〇
年
と
呼
ば
れ
る
こ
の
時
代
、

近
代
化
に
出
遅
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
宿
痾
と
も
い
う
べ
き
、
そ
の
高

い
イ
ン
フ
レ
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
相
対
的

に
高
い
成
長
率
を
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
栄
光
は
ド

ゴ
ー
ル
の
第
五
共
和
政
と
と
も
に
あ
っ
た
。
あ
と
を
う
け
た
ポ
ン
ピ
ド
ゥ

と
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
の
時
代
は
、
ゴ
ー
リ
ズ
ム
の
構
成
要
素
の
ひ
と

つ
で
も
あ
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
国
民
統
合
の
契
機
を
、
計

画
の
観
念
と
と
も
に
時
代
遅
れ
の
も
の
に
す
る
。
し
か
し
失
業
者
数
の
急

激
な
増
加
と
い
う
不
安
定
要
因
を
抱
え
た
危
う
い
均
衡
の
も
と
で
追
求
さ

れ
た
緊
縮
政
策
は
、
七
九
年
の
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
政

治
的
な
破
綻
に
至
る
だ
ろ
う
。

　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
大
統
領
の
椅
子
を
用
意
し
た
政
治
的
背

景
は
こ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、
領
就
任
直
後
の
七
月
、
リ

ヨ
ン
郊
外
の
大
規
模
団
地
を
舞
台
に
発
生
し
た
若
者
た
ち
の
暴
動
（
「
マ

ン
ゲ
ッ
ト
の
暑
い
夏
」
）
は
、
そ
の
善
良
さ
に
疑
念
を
抱
く
こ
と
な
く
、
勝

利
に
酔
っ
て
い
た
左
派
の
フ
ラ
ン
ス
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
か
け
る
も
の

だ
っ
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
す
で
に
七
〇
年
代
の
終
わ
り
に
は
、
深
刻
な

都
市
暴
動
が
発
生
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
そ
れ
は
既
知
の
現
象

　

書
評　

『
都
市
が
壊
れ
る
と
き 

 
 

―
―
郊
外
の
危
機
に
対
応
で
き
る
の
は
ど
の
よ
う
な
政
治
か

』

（
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ン
ズ
ロ
著
、
宇
城
輝
人
訳
、
人
文
書
院
、

二
〇
一
二
年
）

前
川
真
行

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
八
〇
年
代
は
、

レ
ー
ガ
ン
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
そ
し
て
中
曽
根
の
名
前
と
と
も
に
記
憶
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
同
じ
時
代
を
、
フ
ラ
ン
ス
は
異
な
る
文
脈
に
お
い
て
受
け

取
っ
た
。
八
一
年
五
月
、
若
者
た
ち
は
社
会
党
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
薔
薇
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き
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
か
つ
て
の
大
規
模
団
地
か
ら
の
中
産
階
級
の
流

出
に
起
因
す
る
、
残
さ
れ
た
団
地
の
貧
困
化
と
荒
廃
で
あ
る
。
第
二
に
「
外

郊
外
化
」
が
あ
る
。
流
出
し
た
こ
の
中
産
階
級
を
受
け
入
れ
る
べ
く
建
設

さ
れ
る
住
宅
開
発
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
な
じ
み
深
い
こ
う
し

た
い
わ
ゆ
る
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
は
、
長
距
離
通
勤
と
住
民
の
（
地
価

に
規
定
さ
れ
た
）
同
質
化
を
そ
の
特
徴
と
す
る
だ
ろ
う
。
「
捨
て
置
き
」
が
、

他
に
住
居
の
選
択
肢
が
な
い
と
い
う
、
い
わ
ば
強
制
さ
れ
た
か
た
ち
で
同

質
化
を
も
た
ら
す
と
す
れ
ば
、
「
外
郊
外
化
」
の
も
た
ら
す
そ
れ
は
教
育

環
境
を
含
め
た
治
安
、
す
な
わ
ち
安
全
を
求
め
た
結
果
、
や
は
り
所
得
水

準
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
成
立
す
る
同
質
化
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
第

三
の
現
象
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
九
〇
年
代
以
降
、
明
確

な
か
た
ち
を
取
り
始
め
る
。
そ
れ
は
（
と
き
に
意
図
的
に
な
さ
れ
る
）
都
市

中
心
部
に
お
け
る
地
価
の
急
激
な
上
昇
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
選
択
」

と
「
選
別
」
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
都
市
」
は
三
つ
の
方
向

に
引
き
裂
か
れ
る
。

＊

　

第
二
章
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、「
都
市
（
に
対
処
す
る
）
政
策
」

と
呼
ば
れ
た
、
結
局
は
失
敗
に
終
わ
る
そ
の
統
御
の
試
み
で
あ
る
。
当
初

そ
れ
は
住
民
の
潜
在
的
能
力
の
「
開
発
」
と
い
う
方
向
性
を
と
っ
た
。
つ

ま
り
（
人
的
）
投
資
と
そ
の
回
収
で
あ
る
。
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
非
政
府
組
織
な
ど
を
梃
子
に
し
た
こ
う
し
た
介
入
は
、
か
な
ら

ず
し
も
期
待
し
た
効
果
を
上
げ
た
わ
け
で
は
な
い
。
不
足
す
る
リ
ソ
ー
ス

（
公
的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
）
を
援
助
に
よ
っ
て
補
い
、
あ
る
い
は
雇
用
を
も
た
ら

で
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
左
翼
政
権
の
も
と
で
お
き
た
暴
動
が
人
び
と
を
途

方
に
暮
れ
さ
せ
た
の
は
、
そ
こ
に
い
か
な
る
政
治
的
要
求
も
不
在
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
放
火
に
遭
い
焼
け
焦
げ
た
何
台
も
の
自
家
用
車
に
表
現
さ

れ
て
い
た
も
の
は
、
絶
望
で
あ
っ
た
。
当
初
は
冷
や
や
か
に
見
物
し
て
い

た
保
守
派
も
遅
か
ら
ず
同
じ
問
題
の
空
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
狭

い
意
味
で
の
政
治
の
問
題
と
は
異
な
る
水
準
に
社
会
問
題
が
存
在
す
る
こ

と
を
、
フ
ラ
ン
ス
は
痛
み
と
と
も
に
思
い
出
し
た
の
だ
。

＊

　

フ
ラ
ン
ス
が
経
験
し
た
こ
の
新
た
な
「
社
会
問
題
」
（
た
だ
し
著
者
は
そ

れ
を
社
会
問
題
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
慎
重
な
の
だ
が
）
は
、
や
は
り
ま
た
都
市
の
、

あ
る
い
は
郊
外
の
問
題
と
い
う
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
る
。
第
一
章
で
描
か

れ
る
の
は
、
そ
の
前
史
で
あ
り
、
問
題
解
決
の
試
み
と
そ
の
蹉
跌
で
あ
る
。

十
九
世
紀
に
お
け
る
工
業
化
と
人
口
集
中
は
、
都
市
を
自
由
の
領
域
か
ら
、

問
題
発
生
の
空
間
へ
と
変
え
る
。
い
わ
ゆ
る
貧ポ

ペ

リ

ス

ム

困
問
題
で
あ
り
、
危
険
な

階
級
の
発
生
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
決
す
る
と
宣
言
し
、
強
力
に
そ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
推
し
進
め
た
の
は
二
十
世
紀
の
社
会
国
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
書

物
の
対
象
で
あ
る
空
間
と
人
口
の
統
御
と
い
う
主
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、

そ
れ
を
代
表
す
る
も
の
は
、
ま
ず
は
社
会
住
宅
、
そ
し
て
郊
外
開
発
を
と

も
な
い
つ
つ
行
わ
れ
た
中
産
階
級
向
け
の
大
規
模
住
宅
団
地
の
供
給
で
あ

る
。
し
か
し
こ
う
し
て
成
立
し
た
「
都
市
的
な
も
の
」
（l’ urbain

に
当
て

ら
れ
た
訳
語
）
は
、
か
つ
て
の
都
市
（la ville

）
の
理
想
を
解
体
し
、
新
た

な
問
題
を
惹
起
す
る
。
ふ
た
た
び
「
都
市
」
は
問
題
の
空
間
と
な
る
。

　

ド
ン
ズ
ロ
は
そ
れ
を
三
つ
の
要
素
に
分
解
す
る
。
ひ
と
つ
は
「
捨
て
置
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次
の
段
階
、「
振
る
舞
い
の
誘
導
」
（
フ
ー
コ
ー
）
あ
る
い
は
「
遠
隔
作
用
」

へ
の
重
心
の
移
動
で
あ
る
。
地
方
分
権
化
を
伴
い
進
展
す
る
こ
の
段
階
に

お
い
て
、
国
家
の
役
割
は
、
む
し
ろ
地
域
の
政
策
当
事
者
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ヴ
の
付
与
に
限
定
さ
れ
る
。
国
家
（
中
央
政
府
）
は
、
む
し
ろ
地
方

議
員
の
反
応
を
観
察
し
な
が
ら
、
賞
罰
の
体
系
を
構
成
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
の
操
作
に
の
み
関
与
す
る
。

＊

　

だ
が
、
こ
う
し
た
都
市
問
題
へ
の
取
り
組
み
も
、
か
な
ら
ず
し
も
期
待

さ
れ
た
効
果
を
発
揮
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
は
二
〇
〇
〇
年
代

前
半
、
ふ
た
た
び
発
生
し
た
深
刻
な
都
市
暴
動
に
よ
っ
て
誤
解
の
余
地
な

く
証
明
さ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
う
し
た
「
ネ
オ
リ
ベ
」
的
な
都
市
問
題
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
つ
限
界
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
そ
う
し
た
予

断
と
と
も
に
「
都
市
を
擁
護
す
る
政
策
」
（
直
訳
す
れ
ば
「
都
市
の
た
め
の

0

0

0

政
策
」
）
と
題
さ
れ
た
こ
の
章
を
読
み
進
め
た
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
そ
の

期
待
は
裏
切
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
「
ネ
オ
リ
ベ
」

的
に
す
ら
み
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
再
評
価
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
章
で
提
案
さ
れ
て
い
る
の
は
、
混
合
と
い
う
理
念
か
ら
、
移
動
と

い
う
そ
れ
へ
の
、
掲
げ
る
べ
き
そ
の
哲
学
の
変
更
で
あ
る
。
著
者
は
、
ア

メ
リ
カ
（
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
）
に
お
け
る
「
社
会
実
験
」
を
例
に
、
地
理

的
な
混
合
は
か
な
ら
ず
し
も
人
種
的
、
文
化
的
に
異
質
な
家
族
の
社
会
的

交
流
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
無
作
為
に
選
ば
れ
た
複
数
家

族
に
た
い
す
る
異
な
っ
た
援
助
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
も
っ

と
も
効
果
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
以
前
の
つ
な
が
り
は
維
持
し
た
ま
ま
（
つ

す
企
業
へ
の
減
税
な
ど
を
含
め
た
優
遇
措
置
に
よ
る
問
題
解
決
が
失
敗
に

終
わ
っ
た
と
き
、
人
種
や
階
層
を
異
に
す
る
多
様
な
住
民
が
、
一
定
地
域

に
混
住
す
る
よ
う
政
策
的
誘
導
が
行
わ
れ
る
。
社
会
混
合
で
あ
る
。
か
く

し
て
政
策
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
「
ひ
とgens

」
か
ら
「
場
所lieux

」
に

移
動
す
る
（
訳
者
は
「
住
民
」
と
「
住
居
」
と
い
う
よ
り
具
体
的
な
訳
語
を
選

択
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
見
識
で
あ
ろ
う
）
。
ま
た
そ
れ
は
介
入
の
対
象
と
な

る
居
住
地
域
の
「
自
発
的
」
な
再
生
の
困
難
を
承
認
す
る
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
中
産
階
級
の
都
市
へ
の
帰
還
が
政
治
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
載
せ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
社
会
的
混
合
は
、
七
〇
年
代
以
降
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
へ
の

移
民
の
閉
じ
込
め
が
社
会
分
断
を
い
っ
そ
う
深
刻
な
も
の
と
し
た
こ
と
へ

の
哲
学
的
な
反
省
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
現
実
に
は
、
都
市
の
貧

困
者
向
け
公
的
住
宅
の
一
部
取
り
壊
し
と
再
開
発
、
つ
ま
り
は
、
一
部
住

民
の
追
い
立
て
と
不
動
産
売
却
へ
と
後
退
し
て
し
ま
う
。
遅
か
ら
ず
、
そ

れ
は
た
ん
に
居
住
区
画
の
線
引
き
変
更
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
果
て
に
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
浮
上

す
る
こ
と
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
論
理
的
な
必
然
で
す
ら
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
行
政
手
法
の
根
本
的
な
変
化
も
伴
わ
れ
て
い
た
。
大
規
模
住

宅
団
地
の
建
設
が
、
計
画
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
国
家
の

近
代
化
へ
の
意
志
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
都
市
政
策
に

お
い
て
試
み
ら
れ
た
の
は
、
地
方
議
員
を
政
策
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
た
都
市

と
国
家
の
契
約
と
い
う
枠
組
み
へ
の
移
行
で
あ
っ
た
。
実
質
的
に
は
そ
れ

は
む
し
ろ
妥
協
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
形
式
上
両
者
は
対
等
な

立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
っ
そ
う
重
要
な
の
は
、
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あ
り
、
功
利
主
義
的
な
発
想
に
従
う
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

遠
隔
操
作
と
い
う
現
状
の
手
法
に
た
い
す
る
ド
ン
ズ
ロ
の
批
判
は
、
あ
く

ま
で
の
そ
の
「
無
能
さ
」
に
向
け
ら
れ
る
の
だ
。

　

だ
が
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
と
郊
外
、
さ
ら
に
外
郊
外
へ
と
ス
プ
ロ
ー
ル

化
し
て
ゆ
く
「
都
市
」
の
困
難
と
は
、
街
区
あ
る
い
は
都
市
間
の
亀
裂
と

分
断
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、
街
区
の
政
治

的
意
志
の
み
に
そ
の
問
題
解
決
を
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
最
終
的
に

ド
ン
ズ
ロ
が
提
案
す
る
の
は
、
都
市
の
拡
大
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
相
互
に

結
び
つ
い
て
い
る
複
数
の
自
治
体
を
包
摂
す
る
新
た
な
政
治
団
体
（
自
治

体
）
を
、
そ
の
住
民
の
合
意
に
基
づ
い
て
創
設
す
る
こ
と
。
こ
の
提
案
は
、

た
し
か
に
郊
外
化
と
ス
プ
ロ
ー
ル
化
に
た
い
す
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
論
理

的
な
解
決
策
で
あ
ろ
う
。
「
主
権
の
所
在
は
諸
個
人
で
あ
っ
て
地
域
で
は

な
い
の
だ
か
ら
」
。

　

も
っ
と
も
、
歴
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
都
市
問
題
と
は
こ
の

「
唯
一
の
合
理
的
な
解
決
策
」
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
も
の
な
の

だ
が
。

　

し
か
し
豊
か
な
地
域
の
利
己
性
に
枷
を
は
め
、
統
御
し
よ
う
と
す
る
か

ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
こ
で
訴
え
か
け
ら
れ
て
い
る
理
念
は
、
共
和
主
義
的
な

そ
れ
で
あ
る
。
ド
ン
ズ
ロ
は
、
現
実
の
歴
史
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
共

通
善bonum

 com
m

une

と
（
と
き
に
共
和
主
義
的
理
念
と
の
つ
な
が
り
が
強

調
さ
れ
る
）

公
共
善
、
公
共
の
利
益bonum

 publicum
, utilitas rei 

publicae
と
い
っ
た
概
念
と
を
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
区
別
し
て
は
い
な

い
。
し
か
し
た
と
え
ば
後
者
が
王
権
を
支
持
す
る
も
の
に
よ
っ
て
都
市

0

0

に

対
抗
し
て
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は

ま
り
混
合
は
回
避
し
つ
つ
）
、
し
か
し
地
理
的
移
動
（
階
層
上
昇
）
と
い
う
オ

プ
シ
ョ
ン
を
選
択
し
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
う
し
て
、

も
う
い
ち
ど
「
場
所
（
住
居
）
」
か
ら
「
ひ
と
（
住
民
）
」
へ
の
そ
の
哲
学

の
変
更
を
提
案
す
る
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
こ
に
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
ア
メ
リ
カ

を
ふ
た
た
び
発
見
し
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
当
事
者
で
あ
る
住
民
の
利
害
関
心
に
働
き
か
け
、
そ
の
こ
と

を
通
じ
て
実
現
能
力
を
高
め
る
こ
と
だ
か
ら
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
「
住
民
参
加
」
は
す
で
に
保
証
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
し
ば
し
ば
、
私
的
利
益
に
よ
る
合
意
形
成
の
破
綻

と
、
（
し
ば
し
ば
そ
の
幻
滅
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
）
形
骸
化
し
た
手
続
き
の
形

式
的
な
履
行
と
い
う
ふ
た
つ
の
極
を
揺
れ
動
い
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
著
者
は
「
共
通
善
」
な
る
理
念
に

訴
え
る
。
中
世
の
お
わ
り
、
都
市
共
同
体
が
掲
げ
た
こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
（
そ
し
て
ト
マ
ス
）
由
来
の
理
念
を
ふ
た
た
び
持
ち
出
す
こ
と
で
表
現

さ
れ
て
い
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
グ
ル
ー
プ
を
そ
の
中
核
に
お
い
た
、

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
た
ち
に
よ
る
協
議
を
通
じ
た
合
意
あ
る
い
は
妥
協
形

成
の
試
み
で
あ
る
。
こ
の
と
き
事
業
体
と
し
て
の
街カ

ル
チ
ェ区

は
、
か
つ
て
都
市

と
い
う
共
同
体
が
果
た
し
た
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
そ
れ
は
政
治
的
で
あ
る
以
上
に
、
ひ
と
つ
の
経
営
体
が
行
う

「
事
業
」を
連
想
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
確
か
だ
。
合
衆
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

デ
ィ
ヴ
ェ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ひ
と
つ
の
手
が
か
り

と
な
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
基
盤
に
あ
る
の
は
人
び
と
の
欲
望

を
通
じ
て
そ
の
振
る
舞
い
を
制
御
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ

り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
「
遠
隔
作
用
」
と
同
じ
く
「
経
済
的
な
も
の
」
で
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つ
ね
に
軋
轢
が
存
在
し
て
き
た
の
だ
。
そ
う
で
あ
れ
ば
現
実
の
政
治
過
程

こ
そ
が
分
析
の
焦
点
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
高
速
鉄
道
網
お
よ
び
高
圧
送

電
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
「
都
市
」
と
「
後
背
地
」
が
か
っ
て
な
い
規
模
に

拡
大
し
た
今
、
国
境
以
外
に
ど
の
よ
う
な
代
替
的
政
治
単
位
が
可
能
で
あ

る
か
と
い
う
問
い
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
種
類
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
こ
こ
か
ら
先
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
歴
史
と
な
り
、
ま
さ
に
い
ま
こ

こ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
と
な
る
。

＊

　

原
著
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
概
説
書
で
あ
る
だ
け
に
、
記
述
が
圧
縮
さ
れ
、

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
状
況
を
知
ら
な
い
者
に
と
っ
て
、
か
え
っ
て
難
解

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
り
わ
け
導
入
部
分
に
つ
い
て
は
、

訳
者
の
丁
寧
な
補
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
と
り

わ
け
第
三
章
に
お
け
る
、
そ
の
提
言
の
率
直
さ
は
、
同
じ
問
題
を
経
験
し

つ
つ
あ
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
書
を
社
会
学
と
し
て
で
は
な
く
、
思
想
史
の
書
物
と
し
て
読
む
者
に

と
っ
て
、
こ
の
書
の
も
つ
意
味
も
お
そ
ら
く
は
そ
こ
に
あ
る
。
こ
の
社
会

学
的
研
究
の
思
想
史
的
善
用
と
い
え
る
よ
う
な
読
み
方
が
も
し
存
在
す
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
点
に
存
在
す
る
だ
ろ
う
。

 

（
ま
え
が
わ
・
ま
さ
ゆ
き
／
思
想
史
・
政
治
哲
学
）
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二
〇
一
二
年
会
員
新
著
一
覧（
五
十
音
順
）

【
著
書
】

市
田
良
彦
・
王
寺
賢
太
・
小
泉
義
之
・
長
原
豊
・
ほ
か
『
脱
原
発
「
異
論
」
』
作

品
社

石
井
知
章
『
中
国
革
命
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
―
―
Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ゲ
ル
の
「
ア
ジ
ア
的
復
古
」
を
め
ぐ
り
』
社
会
評
論
社

岩
崎
稔
・
ほ
か
『
立
ち
す
く
む
歴
史
―
―
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
『
歴
史
と
は
何
か
』

か
ら
50
年
』
せ
り
か
書
房

岩
淵
慶
一
『
増
補 

マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
―
―
そ
の
適
切
な
理
解
の
た
め
に
』
時

潮
社

鵜
飼
哲
・
ほ
か
編
『
津
波
の
後
の
第
一
講
』
岩
波
書
店

片
岡
大
右
『
隠
遁
者
、
野
生
人
、
蛮
人
―
―
反
文
明
的
形
象
の
系
譜
と
近
代
』

知
泉
書
館

加
藤
哲
理
『
ハ
ン
ス
＝

ゲ
オ
ル
グ
・
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
政
治
哲
学
』
風
行
社

川
名
雄
一
郎
『
社
会
体
の
生
理
学
―
―
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
商
業
社
会
の
科
学
』

京
都
大
学
学
術
出
版
会

木
前
利
秋
・
時
安
邦
治
・
ほ
か
編
『
葛
藤
す
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
―
―
権
利

と
政
治
』
白
澤
社

佐
々
木
隆
治
『
私
た
ち
は
な
ぜ
働
く
の
か
―
―
マ
ル
ク
ス
と
考
え
る
資
本
と
労

働
の
経
済
学
』
旬
報
社

高
田
宏
史
『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ
―
―
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
』

風
行
社

高
山
裕
二
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
憂
鬱
―
―
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
と
〈
世
代
〉

の
誕
生
』
白
水
社

田
中
秀
夫
『
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
の
群
像
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

田
村
信
一
・
新
村
聡
・
ほ
か
編
『
古
典
か
ら
読
み
解
く
経
済
思
想
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房

中
野
敏
男
『
詩
歌
と
戦
争
―
―
白
秋
と
民
衆
、
総
力
戦
へ
の
「
道
」
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

版

長
縄
光
男
『
評
伝 

ゲ
ル
ツ
ェ
ン
』
成
文
社

鳴
子
博
子
『
ル
ソ
ー
と
現
代
政
治
―
―
正
義
・
民
意
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
権
力
』

ヒ
ル
ト
ッ
プ
出
版

西 

欣
也
『
〈
文
化
〉
の
思
想
―
―
現
代
日
本
の
位
置
か
ら
』
春
風
社

野
村
真
理
『
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
―
―
約
束
の
土
地
は
何
処
か
』
世

界
思
想
社

大
津
眞
作
『
倫
理
の
大
転
換
―
―
ス
ピ
ノ
ザ
思
想
を
梃
子
と
し
て
』
行
路
社

大
津
眞
作
『
思
考
の
自
由
と
は
な
に
か
―
―
ス
ピ
ノ
ザ
と
シ
モ
ン
・
ラ
ン
ゲ
に

お
け
る
自
由
』
晃
洋
書
房

橋
本
努
『
ロ
ス
ト
近
代
―
―
資
本
主
義
の
新
た
な
駆
動
因
』
弘
文
堂

馬
場
智
一
『
倫
理
の
他
者
―
―
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
異
教
概
念
』
勁
草
書
房

林
直
樹
『
デ
フ
ォ
ー
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

比
嘉
徹
徳
『
フ
ロ
イ
ト
の
情
熱
―
―
精
神
分
析
運
動
と
芸
術
』
以
文
社

福
家
崇
洋
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争
―
―
大
戦
前
夜
の
思
想
家
た
ち
』
河
出
書
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房
新
社

細
見
和
之
『
対
論 

こ
の
詩
集
を
読
め 2008-2011

』
澪
標

堀
孝
彦
『
開
国
と
英
和
辞
書
―
―
評
伝
・
堀
達
之
助
』
港
の
人

桝
井
靖
之
『
ヤ
ス
パ
ー
ス
―
―
精
神
医
学
か
ら
哲
学
へ
人
間
学
的
歩
み
』
昭
和

堂

松
井
暁
『
自
由
主
義
と
社
会
主
義
の
規
範
理
論
―
―
価
値
理
念
の
マ
ル
ク
ス
的

分
析
』
大
月
書
店

松
永
幸
子
『
近
世
イ
ギ
リ
ス
の
自
殺
論
争
―
―
自
己
・
生
命
・
モ
ラ
ル
を
め
ぐ

る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
と
人
道
協
会
』
知
泉
書
館

馬
原
潤
二
『
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
と
政
治
』
風
行
社

守
中
高
明
『
終
わ
り
な
き
パ
ッ
シ
ョ
ン
―
―
デ
リ
ダ
、
ブ
ラ
ン
シ
ョ
、
ド
ゥ
ル
ー

ズ
』
未
來
社

矢
嶋
直
規
『
ヒ
ュ
ー
ム
の
一
般
的
観
点
―
―
人
間
に
固
有
の
自
然
と
道
徳
』
勁

草
書
房

【
翻
訳
】

ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
モ
（Vattim

o, G
ianni

）・
ロ
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
（R

ovatti, Pier A
ldo

）
、

金
山 

準
・
ほ
か
訳
『
弱
い
思
考
』
法
政
大
学
出
版
局

カ
ツ
ェ
ネ
ル
ソ
ン
（K

atsenelson, Y
itshak

）
、
細
見
和
之
訳
『
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・

ゲ
ッ
ト
ー
詩
集
』
未
知
谷

ス
ミ
ス
（Sm

ith, A
dam

）
、
水
田
洋
・
篠
原
久
・
只
腰
親
和
・
前
田
俊
文
訳
『
法

学
講
義 1762-1763

』
名
古
屋
大
学
出
版
会

ド
ゥ
ズ
ィ
ー
ナ
ス
（D

ouzinas, C
ostas

）
・
ジ
ジ
ェ
ク
（Zizek, Slavoj

）
編
、

長
原
豊
監
訳
、
比
嘉
徹
徳
・
ほ
か
訳
『
共
産
主
義
の
理
念
』
水
声
社

ド
ゥ
ノ
ー
ル
（D

enord, François

）
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
（Schw

artz, A
ntoine

）
、

片
岡
大
右
・
ほ
か
訳
『
欧
州
統
合
と
新
自
由
主
義
―
―
社
会
的
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
行
方
』
論
創
社

ド
ン
ズ
ロ
（D

onzelot, Jacques

）
、
宇
城
輝
人
訳
『
都
市
が
壊
れ
る
と
き
―
―

郊
外
の
危
機
に
対
応
で
き
る
の
は
ど
の
よ
う
な
政
治
か
』
人
文
書
院

ネ
グ
リ
（N

egri, A
ntonio

）
・
ハ
ー
ト
（H

ardt, M
ichael

）
、
水
嶋
一
憲
監
訳

『
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
―
―
〈
帝
国
〉
を
超
え
る
革
命
論
』
（
上
）
・
（
下
）
Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
版

ベ
ラ
ミ
ー
（B

ellam
y, R

ichard

）
・
シ
ェ
ク
タ
ー
（Schecter, D

arrow

）
、
小

池
渺
・
ほ
か
訳
『
グ
ラ
ム
シ
と
イ
タ
リ
ア
国
家
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

ポ
ス
ト
ン
（Postone, M

oishe

）
、
白
井
聡
・
野
尻
英
一
訳
『
時
間
・
労
働
・

支
配
―
―
マ
ル
ク
ス
理
論
の
新
地
平
』
筑
摩
書
房

ホ
ッ
ブ
ズ
（H

obbes, T
hom

as

）
、
伊
藤
宏
之
・
ほ
か
訳
『
哲
学
原
論
―
―
自

然
法
お
よ
び
国
家
法
の
原
理
』
柏
書
房

ポ
ラ
ン
ニ
ー
（Polanyi, K

arl

）
、
若
森
み
ど
り
・
植
村
邦
彦
・
若
森
章
孝
訳
『
市

場
社
会
と
人
間
の
自
由:

社
会
哲
学
論
選
』
大
月
書
店

マ
チ
エ
（M

athiez, A
lbert

）
、
杉
本
隆
司
訳
『
革
命
宗
教
の
起
源
』
白
水
社

ラ
ク
ラ
ウ
（Laclau, E

rnesto

）
・
ム
フ
（M

ouffe, C
hantal

）
、
西
永
亮
・
ほ

か
訳
『
民
主
主
義
の
革
命
―
―
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
』

筑
摩
書
房
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ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（Luxem

burg, R
osa

）
、
小
林
勝
訳
『
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
全
集
〈
第
一
巻
〉
』
御
茶
の
水
書
房

　
　
　

〈
備
考
〉

　
　
　

 　

本
の
形
を
と
っ
て
い
る
会
員
の
仕
事
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
　

 　

共
著
、
共
編
、
共
訳
に
つ
い
て
は
、
奥
付
に
会
員
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
　
　

寄
稿
論
文
、
分
担
執
筆
、
分
担
訳
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
い
。

　
　
　
　

非
会
員
の
共
著
者
、
共
編
者
、
共
訳
者
の
名
前
は
「
ほ
か
」
と
す
る
。
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faces the risk of being dislocated. As we show in the third chapter, it 
becomes evident when Marx’s contradiction theory confronts with the 
question of racism as a form of violence. The example of French working 
class’ racism against immigrant workers makes Balibar understand that the 
division of the Capital and labour (the first contradiction) is not necessarily 
identical with the internal division in the latter (the second contradiction), 
and that this discordance sometimes results in violence. This point led 
Balibar to take some critical distance from Marxism.
　　Balibar’s successive conceptual elaboration of the notion of 
contradiction and his confrontation with the question of violence as its real 
form takes him to his current political philosophy. His political philosophy  
has two particular objects—inconvertible violence and plurality of political 
subjects. We can, therefore, conclude that the notion of contradiction 
constitutes the theoretical path to Balibar’s political philosophy.

Keywords: Etienne Balibar, Louis Althusser, contradiction, violence, 
political philosophy
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Contradiction and Violence: Introduction to Etienne 
Balibar’s Political Philosophy

Yusuke OTA

　　The difficulty in understanding the complete portrait of contemporary 
French philosopher Etienne Balibar comes from his political and 
theoretical point of transition, which occurred at the beginning of 1980s: 
the exclusion from the French Communist Party in 1981 and the dawning 
of his research interest in the field of political philosophy. As a 
consequence, some focus on his earlier Marxian aspect by characterizing 
him as a Marxian philosopher, whereas others who evaluate his evolution 
after 1981 present him as a political philosopher. Considering this difficulty, 
we deal with the totality of his thinking without distinguishing these two 
aspects. For this purpose, we analyse the transformation of his central 
notion of contradiction, which covers his entire philosophical trajectory. In 
this way, this study aims to finally introduce his political philosophy.
　　First, we analyse Althusser’s notion of overdetermination of 
contradictions as a precursor to Balibar’s notion of contradiction. The 
former’s notion seems to conceptualize the politics whose importance is 
diminished by some Marxist economical perspective. In the second 
chapter, we examine Balibar’s notion of contradiction. He divides Marxian 
contradiction into two aspects, economism and class struggles, to present 
the latter as the essence of Marx’s definition of contradiction. This notion 
resides in the contradiction between the socialization of production by the 
Capital and the gradual destabilization of working class because of this 
socialization. In this case, Marx’s contradiction is limited to contemporary 
temporality and has no relation with so-called teleological temporality. 
However, if we introduce another element, i.e. the question of violence, in 
Marx’s theory of contradiction, the system of explication of this theory 
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say, the arrival of multinational corporations and their borderless 
enterprises. In his investigation, we can perceive his effort to consider the 
production of State space and the reconfiguration of city, State, and world 
spaces.
　　As such, we would present a typology about theories of State 
reformation in reaction to globalization.

keywords: Nicos Poulantzas, Henri Lefebvre, space theory, State theory, 
globalization
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Nicos Poulantzas and Henri Lefebvre: Retrospect and 
Prospect of French State Theory

Shu HIRATA

　　The purpose of this article is to examine State theories proposed by 
Nicos Poulantzas and Henri Lefebvre and their researches for State 
reformation in response to the progression of economic globalization. A 
series of Saskia Sassen’s works, discussing about the relationship between 
the globalization and states, summarize its problematic by two concepts, 
that is, denationalization and renationalization. Based on Sassen’s point of 
view, our research reconsiders a connection between the two Marxist 
philosophers, who are discussed separately in the context of the Marxist 
State theory still today. In this paper, we define globalization as the new 
international division of labor. Exactly to say, the division of labor 
corresponds to the analyses of the world economy made by Poulantzas and 
Lefebvre. From this perspective, we aim to examine their State theories by 
reconstructing their theoretical context.
　　Firstly, we revisit the State theory of Poulantzas and resituate it at the 
rise of euro-communism. In this reconsideration, we treat a diagnostic of 
“crisis of State legitimacy”, that he formulated as a sign signifying the 

transformation of States in response to the emergence of the new world 
economy. Poulantzas interpreted this crisis as a contradiction of consensus 
of nation, which would have been caused by the change of power balance 
between administration and parliament.
　　Secondly, we reflect upon the tension between economy and politics, 
resulted by “the worldwide of States” that Lefebvre posed as his theoretical 
object. On one hand, political upheavals from 1950’s defined the tension, 
posterior to independences and decolonization in the Asian and African 
nations. On the other hand, the economic change determined it, that is to 
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“Animal Laborance” is the nodal point of the two movements. In the second 

edition of The Origins of Totalitarianism, Arendt adds many descriptions that 
totalitarian movement has the character of self-multiplication in the same 
way as capitalistic movement. This Idea connects with the discussion of 
“the social” in The Human Condition.

　　When Arendt devoted the study of Marx, McCarthyism exercised an 
overwhelming influence in the United States in the early 1950’s. She 
thought that McCarthyism was a new type of totalitarianism supported by 
the mass of “Animal Laborance”. And our society must have the same 
problem because today the speed of capitalism has been increased all the 
more. So we can still find many hints from Arendt’s thought in considering 
the problem of totalitarian and capitalistic movement.

keywords: Animal Laborance, totalitarianism, capitalism, the social, 
Multiplying movement
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“Animal Laborance” and Totalitarianism—The ideological 
significance of Arendt’s criticism against Marx

Baku MOMOKI

　　Although Hannah Arendt has been researched in many aspects, we 
have not solved the critical problem of how we should interpret the 
relationship between her main works, The Origins of Totalitarianism (1951) 
and The Human Condition (1958). The purpose of this paper is to show that 
Arendt’s study of Marx in the 1950’s is the missing link between the two 
works by pursuing the process of her argument of totalitarianism and 
political thought.
　　After the publication of The Origins of Totalitarianism, Arendt devoted 
herself to the study of Marx. In the process of the study, she found that 
Marx’s concept of “Animal Laborance” had meant rebellion against the 
tradition of western political thought. At first, her purpose was to clarify the 
connection between Marxism and Totalitarianism, but after she realized 
the importance of “Animal Laborance”, her study went forward to re-
examine the tradition of the western political thought.
　　According to Arendt in “Karl Marx and the Tradition of Western 
Political Thought”, Marx is not “the father of totalitarian domination”, but 
he is ideologically responsible for totalitarianism because of his 
glorification of labor and his materialistic view of history. He prepared the 
ideological foundation that promoted the appearance of totalitarian 
movement. In “Ideology and Terror” (1953) she stated the masses that 
supported totalitarianism enthusiastically were “Animal Laborance”.
　　Through her study of Marx, Arendt acquired the idea that the infinite 
expanding movement of totalitarian premises the start of infinite expanding 
movement of capitalism. While she severely criticized Marx, she found that 
totalitarianism and capitalism have the same type of infinite movement and 
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　　Fukuda took 3 months trip for China in 1922 to give series of lectures. 
He mainly talked about Marxism and Bolshevism, which was very hot 
theme in China. Many audiences hearing his lectures praised him. Fukuda 
finally went to Beijing University to meet Hu Shih, an advocator of the New 
Culture Movement in China. Fukuda was stimulated by the idea of Hu Shih 
on the New Culture Movement, while Hu Shih also took much interest in 
Fukuda’s worldview. Afterwards, both Fukuda and Hu Shih had changed 
their views on world future by traveling to the Soviet Union. Hu Shih visited 
Fukuda again in April 1927 to discuss American societies.
　　It can be said that Fukuda is a key person of intellectual relationships 
between Japan and China in 1910-20’s.

Keywords: democracy, Marxism, Reimeikai, Fukuda Tokuzo, Hu Shih
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Fukuda Tokuzo and Chinese intellectuals

Shutaro MUTO

　　The purpose of this paper is to examine relationships between Fukuda 
Tokuzo and Chinese intellectuals in 1910-20’s.
　　Fukuda Tokuzo (1874-1930) was one of the most famous and influential 
Japanese economists in the first half of the 20th century. Graduated from 
the Tokyo Higher School of Commerce, Fukuda went to Europe mainly 
studying economic history and social policy under Lujo Brentano. Going 
back to Japan in 1901, he as an expert of Western new economics had 
contributed so much to social policies in Japan. Although not a Marxist, he 
is also known as a pioneer of Marxism in Japan. During Taisho period, 
Fukuda organized Reimeikai, an intellectual society with Yoshino Sakuzo, 
eagerly advocated social reconstruction, emancipation, and democracy.
　　After the First Sino-Japanese War, many Chinese students and 
intellectuals came to Japan to study Western social sciences. They ardently 
read economic theses written by Fukuda and translated much of them into 
Chinese. Li Dazhao’s monumental work, “My Mar xism (Wo de 
Makesizhuyi)”, which is one of the earliest documents of Marxism written 
in Chinese, was much based on Fukuda’s thought. It can be said that many 
Chinese learned economics and Marxism through his books.
　　Chinese eyes also were focused on Japanese democratic movement 
such as Reimeikai. Although they agreed with the purpose of Reimeikai, 
they blamed Fukuda for his opinion on the Twenty-One Demands. Fukuda 
thought of the Twenty-One Demands as reasonable one, suggesting that if 
Chinese government had refused the Demands, Japan should go to war 
against them. Many Chinese young leaders such as Li Dazhao, Zhou 
Zuoren, Guo Moruo accused Fukuda of his imperialistic view on China, 
which seemed to be contradictory to his other democratic opinions.
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八
、
論
文
の
採
否
は
編
集
委
員
会
が
委
嘱
す
る
審
査
員
の
所
見
に
基
づ
き
、
編

集
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

九
、
二
重
投
稿
は
認
め
な
い
。

十
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、
社
会
思
想
史

学
会
に
帰
属
す
る
。
但
し
著
者
に
よ
る
論
文
の
転
載
等
を
学
会
と
し
て
制

限
す
る
も
の
で
は
な
い
。

公 

募 

論 

文 

投 

稿 

規 

定

一
、
論
文
投
稿
の
資
格
は
、
社
会
思
想
史
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
投
稿
は
随
時
受
け
付
け
る
。
た
だ
し
編
集
の
都
合
上
、
投
稿
受
け
付
け
の

区
切
り
を
年
一
回
設
け
、
八
月
三
一
日
（
必
着
）
と
す
る
。
送
付
先
は
社

会
思
想
史
学
会
事
務
局
と
す
る
。

三
、
論
文
の
枚
数
は
、
論
題
、
注
な
ど
を
含
め
、
四
〇
〇
字
×
六
〇
枚
＝
二
四
、

〇
〇
〇
字
（
一
行
四
〇
字
、
四
〇
行
で
印
刷
し
て
、
一
五
ペ
ー
ジ
）
以
内

と
す
る
。
論
文
の
最
後
に
、
総
文
字
数
の
デ
ー
タ
を
記
入
す
る
。
ま
た
別

に
、
日
本
語
表
記
の
キ
ー
ワ
ー
ド
三
か
ら
五
を
付
す
。

四
、
論
文
は
、
四
部
提
出
す
る
。
う
ち
一
部
に
は
執
筆
者
名
を
記
載
す
る
が
、

残
り
三
部
に
は
執
筆
者
名
を
記
載
し
な
い
こ
と
。

五
、
論
文
は
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
で
提
出
す
る
こ
と
。
そ
の
場
合
必
ず
、
Ａ
４
判
用

紙
を
使
用
し
、
一
ペ
ー
ジ
四
〇
字
×
四
〇
行
の
書
式
と
す
る
。
ま
た
電
子

デ
ー
タ
を
添
付
す
る
こ
と
。

六
、
投
稿
者
は
、
別
に
次
の
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

ア　

編
集
連
絡
用
覚
書
。
論
題
、
執
筆
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話
番
号
、

E
-m

ail

ア
ド
レ
ス
、
執
筆
者
名
の
読
み
（
ひ
ら
が
な
）
、
執
筆
者
の

専
門
領
域
（
な
る
べ
く
簡
潔
に
）
を
明
記
す
る
。

イ　

英
文
抄
録
。
論
題
お
よ
び
執
筆
者
名
の
英
文
表
記
を
含
め
、
四
〇
〇

語
程
度
の
抄
録
を
作
成
す
る
。
ま
た
別
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
三
か
ら
五

を
付
す
。

七
、
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
執
筆
要
領
を
参
照
の
こ
と
。
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（
２
）
評
価
は
Ａ
、
Ｂ
の
上
、
Ｂ
の
下
、
Ｃ
の
四
段
階
に
区
別
し
て
下
す
。

そ
の
際
、
区
別
の
目
安
は
つ
ぎ
の
も
の
と
す
る
。

Ａ
：
学
界
に
お
け
る
現
在
の
研
究
水
準
に
到
達
し
て
お
り
、
本
年
報
掲
載

に
値
す
る
。
提
出
原
稿
の
書
き
直
し
は
、
技
術
上
の
箇
所
を
除
い
て
、
必

要
と
認
め
ら
れ
な
い
。

Ｂ
の
上
：
内
容
的
に
は
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
る
が
、

部
分
的
な
書
き
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
審
査
員
は
書
き
直
し
箇
所
と
そ
の

理
由
を
必
ず
あ
き
ら
か
に
す
る
。

Ｂ
の
下
：
内
容
的
に
は
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
る
が
、

論
文
と
し
て
公
表
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
論
の
構
成
、
論
証
の
し
か
た
な

ど
に
つ
き
、
編
集
委
員
会
の
指
示
に
従
っ
て
大
幅
な
書
き
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
審
査
員
は
書
き
直
し
箇
所
と
書
き
直
し
の
理
由
を
必
ず
あ
き
ら
か

に
す
る
。

Ｃ
：
内
容
的
に
み
て
、
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
な
い
。

審
査
員
は
そ
の
理
由
を
必
ず
明
ら
か
に
す
る
。

（
３
）
審
査
結
果
は
、
審
査
員
署
名
つ
き
の
書
面
に
記
し
、
封
書
に
て
依

頼
書
に
記
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
下
記
連
絡
先
に
通
知
す
る
。
審
査
論
文
の

複
写
は
、
本
年
報
刊
行
時
ま
で
審
査
員
が
保
管
す
る
。

連
絡
先
：（
当
該
年
度
公
募
論
文
担
当
編
集
委
員
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
、

Fax
番
号
、E

-m
ail

ア
ド
レ
ス
）

（
４
）
当
該
論
文
掲
載
の
最
終
審
査
は
編
集
委
員
会
で
お
こ
な
う
。

　

公 

募 

論 

文 

審 

査 

規 

定

一
、
編
集
委
員
会
の
権
限
と
機
能

『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
す
る
公
募
論
文
お
よ
び
特
集
論
文
（
以
下
、

「
論
文
」
と
い
う
）
の
採
否
は
、
編
集
委
員
会
が
、
審
査
員
の
審
査
報
告

に
基
づ
き
、
必
要
に
お
う
じ
て
査
読
委
員
会
の
議
を
経
た
う
え
で
、
決
定

す
る
。
編
集
委
員
会
は
、
論
文
の
内
容
、
表
現
な
ど
に
つ
い
て
、
投
稿
者

に
再
検
討
を
う
な
が
す
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
審
査
員
の
委
嘱

１　

編
集
委
員
会
は
審
査
員
の
委
嘱
に
あ
た
っ
て
査
読
委
員
会
を
召
集
し
、

査
読
委
員
会
の
議
を
経
た
う
え
で
、
論
文
テ
ー
マ
・
内
容
を
考
慮
し

て
、
論
文
一
篇
に
つ
き
複
数
名
の
審
査
員
を
委
嘱
す
る
。
そ
の
さ
い

投
稿
者
と
審
査
員
の
関
係
に
お
い
て
公
平
を
欠
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、

慎
重
に
配
慮
す
る
。

２　

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
投
稿
者
と
審
査
員
の
間
お
よ
び
審
査
員

相
互
間
は
匿
名
と
し
、
審
査
員
の
氏
名
は
、
事
前
に
も
事
後
に
も
編

集
委
員
会
お
よ
び
査
読
委
員
会
の
外
部
に
は
公
開
し
な
い
。

三
、
審
査
要
領

（
１
）
審
査
員
は
対
象
論
文
を
複
数
回
に
わ
た
っ
て
熟
読
し
、
ま
た
年
報

既
刊
号
掲
載
の
関
連
・
周
辺
論
文
を
併
読
し
、
本
年
報
に
掲
載
可
能
か
ど

う
か
を
審
査
し
、
所
見
を
表
明
す
る
。
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四
、
投
稿
者
へ
の
審
査
結
果
通
知
お
よ
び
リ
ラ
イ
ト
要
請

（
１
）
編
集
委
員
会
は
、
投
稿
者
に
審
査
員
の
名
を
伏
し
た
う
え
で
審
査

報
告
の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
て
、
審
査
結
果
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要

な
場
合
に
は
リ
ラ
イ
ト
を
要
請
す
る
。

（
２
）
原
則
と
し
て
、
審
査
員
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
、
論
文
に
Ｃ
の
評

価
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
不
採
用
と
な
る
。
た
だ
し
、
審
査
員
の
間
で
、

評
価
に
懸
隔
が
み
ら
れ
る
場
合
、
編
集
委
員
会
は
、
査
読
委
員
会
の
議
を

経
た
う
え
で
、
採
否
を
決
定
す
る
。
そ
の
さ
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
査
読

委
員
会
は
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
３
）
不
採
用
の
場
合
も
、
投
稿
者
は
当
該
論
文
を
修
正
の
う
え
再
度
投

稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
論
文
の
最
終
審
査

編
集
委
員
会
は
、
リ
ラ
イ
ト
の
結
果
を
審
査
報
告
に
て
ら
し
て
検
討
し
、

論
文
の
採
否
を
最
終
決
定
す
る
と
と
も
に
、
幹
事
会
に
報
告
す
る
。
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執 

筆 

要 

領

■
表　

記

１　

現
代
仮
名
遣
い
、
常
用
漢
字
を
使
用
。

２　

接
続
詞
、
副
詞
の
類
の
漢
字
語
は
な
る
べ
く
仮
名
書
き
と
し
、
当
て
字
は

避
け
る
。

（
例
）　

故
に
→
ゆ
え
に　

所
謂
→
い
わ
ゆ
る　

然
る
に
→
し
か
る
に

　

等

３　

引
用
文
は
「　
　

」
で
括
る
。
引
用
文
中
に
さ
ら
に
引
用
の
あ
る
場
合
は

二
重
の
鍵
括
弧
『　
　

』
で
括
る
。
欧
文
を
使
用
す
る
時
は“　
　

”

な

ど
で
括
る
。
た
だ
し
、
長
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
前
後
を
一
行
空
け
て

段
落
全
体
を
一
字
下
げ
と
し
、
括
弧
は
用
い
な
い
。
そ
の
場
合
、
一
行
目

は
さ
ら
に
一
字
下
げ
と
す
る
。

４　

数
字
は
次
の
要
領
に
て
表
記
す
る
。

［
１
］
一
般
の
数
（
基
数
詞
の
類
）
に
つ
い
て
は
十
（
ト
ン
ボ
）
を
入
れ
ず
四

桁
目
ま
で
は
和
数
字
を
並
べ
る
。
万
・
億
・
兆
に
つ
い
て
は
単
位
語
を
入

れ
る
。
「
三
桁
区
切
」
の
読
点
は
不
要
。

（
例
）　

一
億
八
三
六
万
二
〇
〇
〇
円　
　

二
四
万
二
六
三
人

［
２
］
千
万
、
百
万
、
千
、
百
の
位
で
き
り
の
よ
い
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位

語
を
使
用
。

（
例
）　

六
千
万
年　

六
百
年

［
３
］
暦
年
に
つ
い
て
は
和
暦
に
十
（
ト
ン
ボ
）
を
使
用
し
、
西
暦
は
ト
ン
ボ

を
使
用
し
な
い
。

（
例
）　

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年

［
４
］
年
齢
と
月
日
は
ト
ン
ボ
を
使
用
す
る
。

（
例
）　

十
一
月
十
八
日
で
三
十
一
歳
に
な
る

［
５
］
数
字
の
幅
は
最
後
に
単
位
語
を
付
す
。

（
例
）　

三
四
〇
―
四
八
〇
円　
　

一
九
六
〇
―
六
五
年

［
６
］
分
数
・
小
数
の
表
記
。

（
例
）　

三
分
の
一　
　

一
二
分
の
五　
　

五
二
・
三

［
７
］
紀
元
前
・
後
の
表
記
。

（
例
）　

前
二
二
―
後
三
二
年

［
８
］
世
紀
な
ど
の
序
数
詞
は
十
（
ト
ン
ボ
）
を
使
用
す
る
。

（
例
）　

十
九
世
紀　

二
十
一
世
紀　

ル
イ
十
四
世

５　

中
略
は
、
三
点
リ
ー
ダ
ー
二
文
字
分
を
亀
甲
括
弧
で
括
り
、
「
〔
…
…
〕
」

の
よ
う
に
記
す
。

■
翻
訳
上
の
記
号
の
置
換

お
お
よ
そ
、
次
の
様
な
要
領
に
て
置
換
す
る
。

［
１
］
原
文
中
の
引
用
符　

《　

》　

＂　
　

＂　

等
は
「　
　

」
に
。
引
用
符
中

の
引
用
符
は
『　
　

』
あ
る
い
は
〈　
　

〉
に
し
て
統
一
的
に
処
理
。

［
２
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
は
、
書
名
・
作
品
名
・
紙
誌
名
の
場
合
『　

』

で
括
る
。

［
３
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
強
調
な
い
し
概
念
表
現
で
あ
る
場
合
、
傍
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点
を
付
す
。

［
４
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
、
単
に
原
文
に
対
す
る
外
国
語
で
あ
る
が

故
に
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
場
合
は
何
も
し
な
い
。
或
い
は
必
要
に
応
じ
片

仮
名
で
ル
ビ
表
記
を
す
る
。

［
５
］
原
文
に
あ
る
［　
　

］
（
原
著
者
が
引
用
し
た
も
の
に
対
す
る
原
著
者

の
補
足
・
注
記
な
ど
）
は
そ
の
ま
ま
［　
　

］
に
。

［
６
］
訳
者
に
よ
る
訳
註
な
ど
の
補
足
は
〔　
　

〕
で
括
る
。

［
７
］
原
文
の
（　
　

）
は
そ
の
ま
ま
（　
　

）
に
。

［
８
］
意
味
の
纏
ま
り
な
ど
を
表
現
す
る
上
で
頗
る
効
果
的
で
あ
る
、
な
ど
の

意
識
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
原
文
に
は
な
い
「　
　

」
（　
　

）
な
ど
を

敢
え
て
多
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
む
ね
説
明
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

■
構　

成

１　

本
文
中
に
節
を
設
け
る
場
合
は
、
一　

二　

三　

…
と
し
、
さ
ら
に
項
を

立
て
る
場
合
は
、
１　

２　

３　

…
と
す
る
。
そ
れ
以
上
の
細
分
は
避
け

る
こ
と
。
ま
た
、
節
の
見
出
し
を
「
は
じ
め
に
」
や
「
お
わ
り
に
」
等
と

す
る
場
合
に
は
、
数
字
は
不
用
と
す
る
。

２　

本
文
以
外
の
補
足
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
注
、
参
考
文
献
の
順
と
す
る
。

参
考
文
献
リ
ス
ト
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
な
お
、
注
と
参
考
文
献

リ
ス
ト
も
原
稿
枚
数
に
含
む
。

■
注

１　

注
は
、
本
文
の
該
当
箇
所
に
（
１
）
（
２
）
（
３
）
…
と
記
し
、
稿
末
に
注

を
纏
め
て
番
号
順
に
配
列
す
る
。
注
番
号
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
用
せ

ず
に
、
英
数
半
角
で
普
通
の
入
力
で
お
こ
な
う
。
ま
た
引
用
の
場
合
に
は

引
用
カ
ッ
コ
の
す
ぐ
後
に
、
文
章
注
の
場
合
に
は
句
読
点
の
前
に
入
力
す

る
。
稿
末
に
配
列
す
る
注
に
は
そ
れ
ぞ
れ
（
１
）
、
（
２
）
…
と
表
記
す
る

こ
と
。

（
例
）
「　
　

」
（
１
）　
　

『　
　

』
（
２
）　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
す

で
に
多
く
の
分
析
が
あ
る
（
３
）
。

２　

注
の
内
、
引
用
文
献
は
次
の
要
領
で
表
記
す
る
。
参
考
文
献
に
つ
い
て
も

同
様
に
表
記
。

（
参
考
文
献
の
配
列
の
基
本
は
、
和
文
の
場
合
は
五
十
音
順
に
、
欧
文
の

場
合
は
ロ
ー
マ
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
と
す
る
）
。

①　

表
記
す
る
情
報
は
、
著
者
名
、
（
あ
る
場
合
は
編
者
名
）
、
書
名
／

論
文
名
、
（
論
文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
）
、
雑
誌
名
（
号
数
も
）
、
発

行
所
或
い
は
発
行
者
名
、
刊
行
年
。

②　

和
書
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
『　
　

』
で
括
り
、
論

文
名
は
「　
　

」
で
括
る
。

③　

欧
文
文
献
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で

入
力
、
ま
た
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
付
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原

稿
に
も
、
そ
の
箇
所
を
手
書
き
赤
線
で
「
イ
タ
リ
ッ
ク
」
と
指
示
す
る
。

［
和
書
の
場
合
］

（
例
）

丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五

二
年
、
一
二
二
―
五
頁
。

丸
山
眞
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
『
世
界
』
五
月
号
、
岩
波

書
店
、
一
九
四
六
年
。
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丸
山
眞
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
、
同
『
増
補
版　

現
代
政

治
の
思
想
と
行
動
』
、
未
來
社
、
一
九
六
四
年
。

某
「
論
文
名
」
某
編
（
或
い
は
監
修
等
）
『
論
文
所
収
書
名
』
、
出
版
社

名
、
刊
行
年
。

 

［
和
訳
書
の
場
合
］

（
例
）

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
『
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
―
―
社
会
的
判
断

力
批
判
』
、
石
井
洋
二
郎
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
、
五
六
七
頁
。

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
、
ジ
ャ
ン
＝

ク
ロ
ー
ド
・
パ
ス
ロ
ン
、
ジ
ャ

ン
＝

ク
ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ン
ボ
ル
ド
ン
『
社
会
学
者
の
メ
チ
エ
―
―
認
識

論
上
の
前
提
条
件
』
、
田
原
音
和
・
水
島
和
則
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九

九
四
年
。

［
外
国
語
文
献
］

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
圏
な
い
し
専
門
分
野
で
の
慣
習
に
従
っ
て
表
記
し
て
か

ま
わ
な
い
が
、
論
文
内
で
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
。
お
お
よ
そ
の
基
準
は

以
下
の
例
を
参
照
。
な
お
、,  .  :  

な
ど
の
前
に
は
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
ず

に
入
力
し
、,  .  :　

の
後
に
は
一
文
字
分
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。

和
書
同
様
に
著
者
名
、
（
あ
る
場
合
は
編
者
名
）
、
書
名
／ 

論
文
名
、
（
論

文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
）
、
雑
誌
名
（
号
数
も
）
、
発
行
地
、
出
版
社
、

刊
行
年
、
引
用
ペ
ー
ジ
を
表
記
す
る
。

書
名
・
雑
誌
名
の
部
分
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
入
力
、
あ
る
い
は
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ン
を
付
す
（
印
刷
時
イ
タ
リ
ッ
ク
体
表
記
）
。

（
例
）

B
obbio, N

orberto, G
ram

sci and the concept of civil society, 
in C

hantal M
ouffe, ed., G

ram
sci and M

arxist T
heory, London:  

R
outledge 1979, p. 30.

W
ittig, M

onique, “T
he M

ark of G
ender, ” F

em
inist Issues,  

Vol. 5, N
o. 2, Fall 1985, p. 4.

H
obson, B

arbara

（1996

）: Frauenbew
egung für Staatsrechte. 

In: Fem
inistische Studien, 14. Jg., 2, S. 18.

H
aberm

as, Jürgen, G
renzen des N

eohistorism
us, in:  ders., 

D
ie nachholende R

evolution,Frankfurt am
 M

ain : Suhrkam
p , 

1990, S. 149.
 

（
以
上
）
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社
会
思
想
史
学
会
研
究
奨
励
賞
規
定

一　

目
的
お
よ
び
名
称

１　

社
会
思
想
史
学
会
は
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
を
認
め
ら
れ

た
公
募
論
文
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
論
文
を
執
筆
し
た
研
究
者
に
対
し
て
、

そ
の
業
績
を
顕
彰
し
、
さ
ら
な
る
研
究
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
「
社
会
思

想
史
学
会
研
究
奨
励
賞
」
を
授
与
す
る
。

二　

受
賞
資
格
者

１　

論
文
掲
載
時
点
で
修
士
号
取
得
後
十
五
年
未
満
の
会
員
に
限
る
。

２　

受
賞
は
一
回
限
り
と
す
る
。

三　

選
考
方
法

１　

受
賞
者
は
年
報
編
集
委
員
会
の
審
議
に
基
づ
き
、
幹
事
会
で
決
定
さ

れ
る
。

四　

賞
の
授
与
お
よ
び
公
表

１　

受
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
（
三
万
円
）
を
授
与
す
る
。

２　

社
会
思
想
史
学
会
全
国
大
会
総
会
で
受
賞
者
の
表
彰
を
お
こ
な
う
。

３　

受
賞
論
文
に
つ
い
て
は
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
そ
の
旨
を
明
記
す

る
。

五　

附
則

１　

本
規
定
は
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
三
五
号
（
二
〇
一
一
年
刊
行

予
定
）
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

２　

本
規
定
の
改
正
は
、
幹
事
会
の
議
を
経
て
、
総
会
の
承
認
を
得
る
も

の
と
す
る
。



　
　

社
会
思
想
史
学
会
の
創
立
に
あ
た
っ
て

　

こ
の
た
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
領
域
に
お
い
て
、
思
想
史
の
社
会
的
性
格
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
も
の
が
あ
つ
ま
り
、
社
会
思
想
史
学
会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
思
想
史
が
学
界
で
市
民
権
を
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
際
的
に
も

比
較
的
あ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
社
会
思
想
史
研
究
者
た
ち
は
、
既
成
の
各
学
問

分
野
で
訓
練
を
う
け
、
そ
こ
に
所
属
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
社
会
思
想
史
を
研
究
し

て
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
社
会
思
想
史
と
い
う
多
面
的
な
研
究
対
象
に
接
近
す
る
の
に
、
か
え
っ

て
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
今
後
も
こ
の
接
近
方
法
を
持
続
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
反
面
で
は
、
そ
れ
ら
の
多
様
な
接
近
に
意
見
交
流
の
場
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

さ
ら
に
効
果
を
あ
げ
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
容
易
に
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
意
図
し
て
い
る
あ
た
ら
し
い
学
会
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
既
成
諸
学
会
の
存
在
を

前
提
と
し
た
横
断
組
織
と
し
て
の
思
想
史
研
究
者
の
あ
つ
ま
り
で
あ
り
、
思
想
史
の
社
会
的
性
格

へ
の
関
心
を
核
と
し
た
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
思
想
史
的
関
心
を
お

も
ち
の
研
究
者
各
位
の
広
範
な
ご
参
加
を
期
待
し
ま
す
。 

（
一
九
七
六
年
）
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編
集
後
記

　

編
集
主
任
を
（
実
際
に
は
次
号
か
ら
で

す
が
）
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
改
め
て
学

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
電
子
化
さ
れ
て
い
る

本
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
通
覧
し
て
み

ま
し
た
。
本
誌
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
七
六

年
に
は
小
生
は
ま
だ
高
校
生
で
、
大
き
な

書
店
で
見
か
け
た
だ
け
の
は
ず
な
の
に
、

懐
旧
の
念
を
催
す
の
は
記
憶
の
い
た
ず
ら

で
し
ょ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
ど
の
号
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
気
迫
の
よ
う
な
も
の

が
、
熱
烈
に
、
あ
る
い
は
静
謐
に
、
漲
っ

て
い
る
の
に
は
感
慨
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
三
十
七
年
間
の
本
誌
の
歩
み
が
、

日
本
に
お
け
る
社
会
思
想
史
と
い
う
デ
ィ

シ
プ
リ
ン
の
確
立
に
向
け
て
の
険
し
い
行

程
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、同
時
に
ま
た
、「
思
想
史
の
社
会
的

な
性
格
へ
の
関
心
を
核
と
し
た
イ
ン
タ
ー

デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
」
学
会
と
い
う
初

心
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
思
想
史
研
究
を
問
い
な
お
す
」
と
題

し
た
本
号
の
特
集
は
、
そ
の
意
味
で
も
ま

さ
に
貴
重
な
同
時
代
史
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

と
な
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
三
会
員
と
企
画
立
案
さ
れ
た

前
編
集
主
任
の
太
田
仁
樹
会
員
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
募
論
文
に
は
十
一
本
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
が
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
掲
載

に
至
っ
た
の
は
残
念
な
が
ら
四
本
に
留
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
突
き
詰
め
れ
ば
、〈
社

会
思
想
史
研
究
と
は
何
か
〉
と
い
う
デ
ィ

シ
プ
リ
ン
の
問
題
に
帰
着
し
そ
う
で
す
。

　

書
評
は
史
上
最
多
の
二
十
三
本
と
な
り
、

総
頁
数
の
四
割
近
く
を
占
め
ま
し
た
。
量

的
に
は
そ
ろ
そ
ろ
限
度
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
高
品
質
の
書
評
は
、「
意
見
交
流
の
場
」

と
し
て
の
学
会
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に

と
っ
て
も
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
編
集
主
任　

奥
田 

敬
）











地 

中 

海
（
全
五
分
冊
）�

フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル

浜
名
優
美
訳　
　
　
　

各
三
九
九
〇
円

一
国
史
的
発
想
と
西
洋
中
心
史
観
を
無
効
に
し
、
世
界
史
と
地
域
研
究

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
転
換
し
た
、
人
文
社
会
科
学
の
金
字
塔
。
次
な
る
世

界
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
期
＝
現
代
世
界
の
真
の
姿
！

ブ
ロ
ー
デ
ル
歴
史
集
成
（
全
３
巻
）�

ブ
ロ
ー
デ
ル

浜
名
優
美 

監
訳

�

Ⅰ
九
九
七
五
円　

Ⅱ
六
〇
九
〇
円　

Ⅲ
九
九
七
五
円 

今
明
か
さ
れ
る
二
〇
世
紀
最
高
の
歴
史
家
の
全
貌
！

脱
＝

社
会
科
学 

イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン

�

　
　
　

本
多
健
吉
・
高
橋
章 

監
訳

一
九
世
紀
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
限
界�

五
九
八
五
円

一
九
世
紀
社
会
科
学
の
創
造
者
マ
ル
ク
ス
と
、
二
〇
世
紀
最
高
の
歴
史

家
ブ
ロ
ー
デ
ル
を
総
合
。
〈
来
日
セ
ミ
ナ
ー
〉
収
録
。

デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
Ⅰ・Ⅱ 

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー

　
　
　
　

石
井
洋
二
郎 

訳

社
会
的
判
断
力
批
判�

各
六
一
九
五
円

毎
日
の
暮
ら
し
の
「
好
み
」
の
中
に
あ
る
階
級
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、

独
自
の
概
念
で
実
証
し
た
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
主
著
。

叢
書『
ア
ナ
ー
ル1929-2010

』歴
史
の
対
象
と
方
法

�

Ｅ
・
ル
＝

ロ
ワ
＝

ラ
デ
ュ
リ
＆
Ａ
・
ビ
ュ
ル
ギ
エ
ー
ル
監
修�

�

浜
名
優
美
監
訳

ア
ナ
ー
ル
派
最
高
権
威
が
年
代
別
に
重
要
論
文
を
精
選
！

  
〒162-0041　

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
鶴
巻
町523

TEL 03-5272-0301　
FAX 03-5272-0450　

　

価
格
は
税
込
価
格

URL http://www.fujiwara-shoten.co.jp/
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第
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第
Ⅴ
巻1
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各
七
一
四
〇
円














